
筑

波

大

学

博

士

（

文

学

）

学

位

請

求

論

文

李

賀

研

究

小

田

健

太

二

〇

一

七

年

度



ⅰ

目
次

序
論

一

本
論
の
目
的
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
1

二

本
論
の
構
成
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
6

上
篇

表
現
に
お
け
る
試
行

第
一
章

「
傷
心
行
」
の
「
落
照
」
と
「
飛
蛾
」
に
つ
い
て

は
じ
め
に
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
14

一

李
賀
以
前
の
詩
に
お
け
る
「
落
照
」
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
16

二

李
賀
詩
に
お
け
る
火
勢
の
衰
え
た
灯
火
を
示
す
詩
句
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
22

三

李
賀
以
前
の
詩
賦
に
お
け
る
「
飛
蛾
」
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
25

お
わ
り
に
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
31

第
二
章

「
花
作
骨
」
の
批
評
効
果
と
そ
の
淵
源

は
じ
め
に
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
34

一

先
行
研
究
の
整
理
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
35

二

「

作

」
フ
レ
ー
ズ
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

A

B

37

三

「
花
作
骨
」
の
淵
源
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
40

（
一
）
「
花
」
と
「
骨
」
の
共
起
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
41



ⅱ

（
二
）
「
華
」
と
「
骨
」
の
共
起
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
44

（
三
）
「
華
」
と
「
実
」
の
共
起
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
46

お
わ
り
に
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
48

第
三
章

「
酒
闌
感
覚
中
区
窄
」
の
句
を
め
ぐ
っ
て

は
じ
め
に
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
52

一

「
中
区
」
の
解
釈
と
そ
の
イ
メ
ー
ジ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
53

二

閉
塞
感
を
詠
じ
る
表
現
に
つ
い
て
―
―
「
覚
」
と
「
窄
」
の
共
起
―
―
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
57

三

「
中
区
窄
」
の
必
然
性
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
60

お
わ
り
に
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
64

第
四
章

「
雁
門
太
守
行
」
の
初
二
句
に
つ
い
て

は
じ
め
に
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
66

一

「
黒
雲
圧
城
城
欲
摧
」
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
68

二

「
甲
光
向
月
金
鱗
開
」
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
73

三

後
世
の
詩
へ
の
影
響
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
78

お
わ
り
に
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
80

第
五
章

詩
的
素
材
の
自
在
性
―
―
碧
血
の
系
譜
を
例
と
し
て
―
―

は
じ
め
に
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
83

一

碧
血
故
事
を
受
容
し
た
詩
作
品
登
場
の
前
史
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
85



ⅲ

二

唐
詩
に
お
け
る
碧
血
故
事
の
受
容
と
展
開
―
―
「
蜀
都
賦
」
の
発
展
的
継
承
―
―
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
87

三

碧
血
故
事
を
受
容
し
た
李
賀
詩
の
特
質
―
―
素
材
の
創
造
的
開
拓
―
―
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
93

お
わ
り
に
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
99

下
篇

自
己
表
象
論

第
一
章

疾
病
表
現
に
つ
い
て
―
―
自
他
の
間
を
取
り
持
つ
媒
介
―
―

は
じ
め
に
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
107

一

知
友
に
送
っ
た
詩
に
お
け
る
病
の
表
象
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
109

（
一
）
「
出
城
、
寄
権
璩
・
楊
敬
之
」
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
109

（
二
）
「
仁
和
里
雑
叙
皇
甫
湜
、
湜
新
尉
陸
渾
」
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
115

二

弟
や
使
用
人
に
送
っ
た
詩
に
お
け
る
病
の
表
象
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
119

（
一
）
「
示
弟
」
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
119

（
二
）
「
昌
谷
読
書
示
巴
童
」
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
127

お
わ
り
に
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
130

第
二
章

年
齢
表
現
に
つ
い
て
―
―
屈
折
と
疎
外
の
自
己
表
象
―
―

は
じ
め
に
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
138

一

唐
詩
に
お
け
る
「
二
十
」
の
肖
像
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
140

二

李
賀
詩
に
お
け
る
「
二
十
」
の
諸
相
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
143

（
一
）
実
際
生
活
上
の
貧
賤
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
143



ⅳ

（
二
）
早
世
の
予
感
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
147

（
三
）
生
の
時
間
の
外
と
内
―
―
李
賀
「
浩
歌
」
と
白
居
易
「
浩
歌
行
」
―
―
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
149

（
四
）
若
さ
と
老
い
の
同
一
視
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
154

お
わ
り
に
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
156

第
三
章

自
称
表
現
に
つ
い
て
―
―
表
現
者
と
し
て
の
自
己
を
め
ぐ
っ
て
―
―

は
じ
め
に
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
161

一

固
有
名
詞
を
含
む
自
称
表
現
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
161

二

「
書
客
」
が
物
語
る
表
現
者
の
行
方
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
168

お
わ
り
に
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
175

第
四
章

「
感
諷
五
首
」
論
―
―
自
己
認
識
の
変
容
と
そ
の
契
機
―
―

は
じ
め
に
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
177

一

変
容
す
る
語
り
手
の
位
置
―
―
〈
其
一
〉
と
〈
其
四
〉
の
「
知
」
字
に
即
し
て
―
―
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
178

二

典
故
人
物
の
描
出
法
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
183

（
一
）
賈
誼
―
―
墓
を
媒
介
と
す
る
歴
史
的
時
空
の
遠
望
―
―
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
184

（
二
）
厳
君
平
・
韓
康
―
―
固
着
し
た
歴
史
的
時
空
か
ら
の
逸
脱
―
―
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
186

（
三
）
張
仲
蔚
―
―
永
続
的
営
為
と
し
て
の
読
書
―
―
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
189

三

自
己
認
識
の
変
容
の
契
機
―
―
連
作
に
お
け
る
〈
其
三
〉
の
位
置
づ
け
―
―
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
194

お
わ
り
に
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
196



ⅴ

第
五
章

他
者
と
し
て
の
李
賀
―
―
黄
景
仁
の
李
賀
受
容
を
手
が
か
り
と
し
て
―
―

は
じ
め
に
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
201

一

作
中
の
素
材
と
し
て
の
唐
代
詩
人
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
202

二

表
現
の
位
相
に
お
け
る
李
賀
の
受
容
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
211

お
わ
り
に
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
222

結
論
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
227

参
考
文
献
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
239

初
出
一
覧
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
253



- 1 -

序
論

一

本
論
の
目
的

中
唐
の
時
代
に
活
躍
し
た
李
賀
（
七
九
〇
～
八
一
六
、
字
、
長
吉
）
の
詩
は
、
古
来
、
難
解
な
作
風
を
も
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。
本
論
は
、
李
賀
の
詩

に
お
け
る
個
別
の
詩
語
と
詩
句
、
お
よ
び
モ
チ
ー
フ
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
、
表
現
に
お
け
る
試
行
の
独
自
性
を
新
た
な
観
点
か
ら
明
ら
か
に
し
た
上
で
、

自
己
表
象
の
諸
相
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
彼
の
表
現
者
と
し
て
の
在
り
様
を
立
体
的
に
浮
き
上
が
ら
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一
般
的
に
、
特
定
の
詩
人
を
対
象
と
す
る
研
究
は
、
他
の
詩
人
に
も
通
ず
る
文
学
的
な
普
遍
性
を
見
出
そ
う
と
す
る
方
向
と
、
そ
の
詩
人
の
固
有
な
要

素
を
見
極
め
よ
う
と
す
る
方
向
と
を
、
常
に
視
野
に
収
め
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
普
遍
性
と
個
別
性
と
い
う
両
様
の
文
学
的
価
値
に
対
し
て

同
時
に
目
を
配
り
、
な
お
か
つ
そ
れ
ら
を
腑
分
け
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
普
遍
性
と
個
別
性
は
互
い
が
互
い
の
価
値
を
保
障
し
う
る

か
ら
で
あ
る
。
個
別
性
を
内
包
し
な
い
普
遍
性
は
不
寛
容
で
あ
る
し
、
普
遍
性
を
無
視
し
た
個
別
性
は
単
な
る
独
善
に
過
ぎ
な
い
。
こ
こ
で
注
意
を
要
す

る
の
は
、
両
方
の
性
質
は
具
体
的
な
作
品
の
内
側
で
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
普
遍
性
と
個
別
性
と
は
、
必
ず
し
も
先
験
的

に
読
み
手
の
眼
前
に
開
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
複
雑
に
な
い
交
ぜ
に
な
っ
て
い
る
普
遍
性
と
個
別
性
と
の
総
体
的
構
造
物
と
し
て
あ

る
作
品
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
表
現
者
お
よ
び
そ
の
表
現
の
価
値
を
具
体
に
即
し
て
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
。

さ
て
、
李
賀
を
主
た
る
研
究
対
象
と
す
る
論
稿
は
、
す
で
に
汗
牛
充
棟
の
観
を
呈
し
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
個
別
の
課
題
に
つ
い

て
本
論
と
関
連
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
各
章
に
お
い
て
言
及
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
こ
こ
で
は
国
内
の
専
著
を
中
心
的
に
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
先
行

研
究
の
概
観
を
示
し
た
い
。
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早
い
時
期
に
お
け
る
李
賀
詩
の
訳
注
と
し
て
は
、
漆
山
又
四
郎
『
訳
注
李
長
吉
詩
集
』
（
東
明
書
院
、
一
九
三
三
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

は
原
文
に
書
き
下
し
文
と
語
釈
を
付
し
た
も
の
で
、
訳
文
は
な
い
。
訳
文
を
併
載
す
る
形
の
訳
注
と
し
て
は
、
荒
井
健
『
李
賀
』
（
中
国
詩
人
選
集
一
四
、

岩
波
書
店
、
一
九
五
九
）
が
あ
る
。
荒
井
訳
が
部
分
訳
で
あ
る
の
に
対
し
、
全
訳
と
し
て
は
、
鈴
木
虎
雄
『
李
長
吉
歌
詩
集

上
下
』
（
岩
波
文
庫
、
一

九
六
一
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
続
く
全
訳
が
、
斎
藤
晌
『
李
賀
』
（
漢
詩
大
系
一
三
、
集
英
社
、
一
九
六
七
）
で
あ
っ
た
。
十
年
に
満
た
な
い
期
間

に
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
荒
井
訳
以
下
三
種
の
訳
注
に
よ
っ
て
、
李
賀
詩
を
読
む
た
め
の
基
礎
が
方
向
づ
け
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
な
訳
注
の
成
果
が
著
さ
れ
て
か
ら
や
や
時
間
を
置
い
て
、
李
賀
研
究
の
大
部
な
専
著
が
刊
行
さ
れ
る
。
原
田
憲
雄
『
李
賀
論
考
』
（
朋
友

書
店
、
一
九
八
〇
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
本
書
は
、
李
賀
の
伝
記
的
事
項
に
関
連
す
る
も
の
か
ら
特
定
の
表
現
を
取
り
上
げ
た
も
の
ま
で
、
幅
広
い
論
稿
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
じ
く
原
田
氏
の
業
績
と
し
て
欠
か
せ
な
い
の
は
、
『
李
賀
歌
詩
編
一
―
―
蘇
小
小
の
歌
』
（
東
洋
文
庫
、
一
九
九

八
）
・
『
李
賀
歌
詩
編
二
―
―
独
吟
聯
句
』
（
同
、
一
九
九
九
）
・
『
李
賀
歌
詩
編
三
―
―
北
中
寒
』
（
同
）
と
い
う
一
連
の
訳
注
で
あ
る
。
詳
細
か
つ
創
見
に

富
む
全
訳
と
い
う
意
味
で
は
、
今
に
至
る
ま
で
屈
指
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
原
田
訳
と
同
じ
九
十
年
代
に
は
、
黒
川
洋
一
『
李
賀
詩
選
』
（
岩
波
文
庫
、

一
九
九
三
）
が
上
梓
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
典
雅
な
訳
文
に
特
徴
の
あ
る
一
書
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
に
お
い
て
も
、
野
原
康
宏
『
李
賀
詩
集
校
本[

校

本
篇]

・[

索
引
篇]

』
（
飇
風
の
会
、
二
〇
一
四
）
と
い
っ
た
専
著
が
あ
り
、
李
賀
研
究
は
継
続
的
に
発
展
し
て
い
る
と
い
え
る
。

専
著
に
限
ら
な
け
れ
ば
、
李
賀
に
言
及
し
た
著
作
は
少
な
く
な
い
。
中
で
も
、
鈴
木
修
次
『
唐
代
詩
人
論
（
四
）
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
七
九
）

・
荒
井
健
『
秋
風
鬼
雨
』
（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
二
）
・
川
合
康
三
『
終
南
山
の
変
容
―
―
中
唐
文
学
論
集
』
（
研
文
出
版
、
一
九
九
九
）
・
松
本
肇
『
唐
代

文
学
の
視
点
』
（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
六
）
と
い
っ
た
諸
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
角
度
か
ら
李
賀
の
詩
に
切
り
込
ん
で
い
る
。

李
賀
に
つ
い
て
書
か
れ
た
資
料
の
う
ち
、
も
っ
と
も
早
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
杜
牧
（
八
〇
三
～
八
五
二
）
の
「
李
賀
集
序
」
（
呉
在
慶
『
杜
牧
集
繫

年
校
注
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
、
七
七
三
頁
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

蓋
騒
之
苗
裔
也
。
理
雖
不
及
、
辞
或
過
之
。
…
…
。
賀
生
二
十
七
年
死
矣
。
世
皆
曰
、
使
賀
且
未
死
、
少
加
以
理
、
奴
僕
命
騒
可
也
（
蓋
し
騒
の
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苗
裔
な
り
。
理
は
及
ば
ず
と
雖
も
、
辞
は
或
い
は
之
に
過
ぐ
。
…
…
。
賀
生
ま
れ
て
二
十
七
年
に
し
て
死
す
。
世
皆
な
曰
く
、
賀
を
し
て
且
く
未
だ

死
せ
ず
、
少
し
く
加
う
る
に
理
を
以
て
せ
し
む
れ
ば
、
奴
僕
も
て
騒
に
命
ず
る
も
可
な
り
と
）
。

杜
牧
は
、
李
賀
の
詩
が
『
楚
辞
』
に
匹
敵
し
う
る
辞
藻
を
具
え
て
い
る
と
指
摘
し
つ
つ
も
、
理
の
欠
如
に
つ
い
て
は
目
を
つ
ぶ
り
が
た
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
確
か
に
李
賀
の
詩
に
は
、
表
面
的
な
解
釈
さ
え
拒
み
か
ね
な
い
よ
う
な
字
句
が
、
所
々
に
見
受
け
ら
れ
る
。
「
世
皆
な
曰
く
」
と
し
て
述
べ
ら
れ

て
い
る
の
は
、
李
賀
が
短
命
に
終
わ
ら
ず
理
に
通
ず
れ
ば
、
『
楚
辞
』
を
従
僕
と
し
て
使
役
す
る
よ
う
な
境
地
に
至
っ
た
だ
ろ
う
と
い
う
内
容
と
な
っ
て

い
る
が
、
こ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
し
て
も
、
李
賀
の
詩
は
隙
の
な
い
完
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
傷
を
抱
え
た
大
器
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
し
か
し
理
の
欠
如
は
、
李
賀
の
詩
を
特
徴
づ
け
る
一
要
素
と
な
っ
た
。
散
文
的
な
整
然
と
し
た
理
に
染
ま
っ
て
い
な
い
か
ら

こ
そ
、
李
賀
の
詩
は
、
長
き
に
わ
た
っ
て
読
み
の
意
欲
を
喚
起
し
続
け
て
い
る
と
い
え
る
。

文
学
史
上
に
お
け
る
李
賀
に
つ
い
て
は
、
荒
井
健
『
李
賀
』
に
、
「
元
来
、
中
国
の
文
学
は
、
夢
幻
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
創
造
を
得
意
と
は
し
な
い
。
詩

も
、
大
半
は
日
常
の
あ
り
ふ
れ
た
経
験
を
テ
ー
マ
と
し
、
そ
の
傾
向
は
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
次
第
に
強
ま
る
。
か
れ
は
中
国
文
学
史
上
孤
立
し
た
詩
人

で
あ
る
と
見
な
し
て
よ
い
」
（
五
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
孤
立
」
と
は
、
以
下
の
引
用
か
ら
う
か
が
え
る
と
お
り
、
個
性
の
顕
現
と

密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

さ
ら
に
、
中
国
の
詩
人
た
ち
は
ま
た
、
も
っ
と
も
内
面
的
な
個
人
感
情
を
表
現
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
そ
の
意
欲
が
全
く
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る

ま
い
が
、
作
品
の
字
面
を
眺
め
て
い
る
限
り
で
は
そ
う
思
え
る
。
そ
れ
が
、
詩
人
の
個
人
差
を
不
明
確
に
し
、
千
篇
一
律
の
印
象
を
与
え
、
中
国
の

旧
詩
を
実
際
以
上
に
古
風
に
見
せ
て
い
る
。
激
動
す
る
自
己
の
心
理
を
、
李
賀
ほ
ど
率
直
に
告
白
し
た
詩
人
は
、
古
典
主
義
的
諦
念
の
た
め
に
ロ
マ

ン
主
義
的
憧
憬
が
見
失
わ
れ
が
ち
な
中
国
に
あ
っ
て
は
、
や
は
り
型
破
り
の
存
在
で
あ
っ
た
。
（
同
書
、
七
頁
）

こ
う
し
た
見
方
は
現
在
の
主
流
で
あ
る
が
、
李
賀
の
「
孤
立
」
的
な
位
置
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
表
現
の
実
体
を
見
え
に
く
く
さ
せ
る
可
能

性
を
は
ら
ん
で
い
る*1

。
洪
邁
『
容
斎
続
筆
』
巻
十
四
の
「
李
長
吉
詩
」
条
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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李
長
吉
有
「
羅
浮
山
人
」
詩
云
、
「
欲
剪
湘
中
一
尺
天
、
呉
娥
莫
道
呉
刀
渋
」
。
正
用
杜
老
「
題
王
宰
書
山
水
図
歌
」
、
「
焉
得
并
州
快
剪
刀
、
剪
取

マ
マ

呉
松
半
江
水
」
之
句
、
長
吉
非
蹈
襲
人
後
者
、
疑
亦
偶
同
、
不
失
自
為
好
語
也
（
李
長
吉
に
「
羅
浮
山
人
」
の
詩
有
り
て
云
う
、
「
剪
ら
ん
と
欲
す

湘
中
一
尺
の
天
、
呉
娥
道
う
莫
れ
呉
刀
渋
る
と
」
と
。
正
に
杜
老
「
王
宰
の
書
き
し
山
水
図
に
題
す
る
歌
」
の
、
「
焉
ん
ぞ
并
州
の
快
剪
刀
を
得
て
、

呉
松
半
江
の
水
を
剪
取
せ
ん
」
の
句
を
用
う
、
長
吉

人
後
を
蹈
襲
す
る
者
に
非
ざ
れ
ば
、
疑
う
ら
く
は
亦
た
偶
た
ま
同
じ
き
か
と
、
自
ず
か
ら
好

語
を
為
さ
ん
と
す
る
を
失
せ
ざ
る
な
り
）
。

洪
邁
（
一
一
二
三
～
一
二
〇
二
）
は
、
李
賀
の
句
が
杜
甫
の
句
と
類
似
し
て
い
る
点
を
指
摘
し
た
上
で
、
人
後
に
落
ち
る
の
を
よ
し
と
し
な
い
李
賀
の

性
向
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
意
図
的
な
襲
用
で
は
な
く
、
た
ま
た
ま
同
様
の
表
現
に
落
ち
着
い
た
の
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
杜
詩
と
李
賀
詩
の
類
似

は
こ
の
一
点
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
偶
然
の
一
致
と
し
て
処
理
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
鈴
木
修
次
『
唐
代
詩
人
論
（
四
）
』
に
は
次
の
よ
う
な

指
摘
が
あ
る
。

…
…
た
し
か
に
李
賀
の
詩
に
は
、
他
の
唐
詩
人
に
類
を
見
な
い
独
自
の
個
性
が
あ
る
。
…
…
。
し
か
し
な
が
ら
、
李
賀
の
詩
は
、
一
面
に
お
い
て

は
杜
甫
か
ら
出
発
し
、
杜
甫
が
持
つ
特
色
を
独
自
に
追
求
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
あ
の
よ
う
な
詩
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
わ
た
く

し
は
ひ
そ
か
に
考
え
て
い
る
。

そ
の
意
味
か
ら
い
え
ば
、
李
賀
は
、
杜
甫
以
後
の
詩
史
に
お
い
て
、
杜
詩
を
発
展
さ
せ
る
大
き
な
流
れ
の
中
の
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
こ
の
詩

人
を
、
異
端
の
詩
人
と
し
て
、
文
学
史
の
流
れ
の
外
に
あ
る
存
在
と
し
て
扱
う
こ
と
に
、
わ
た
く
し
は
反
対
す
る
。
（
一
四
四
～
一
四
五
頁
）

こ
の
よ
う
に
、
鈴
木
氏
は
、
李
賀
を
杜
甫
に
連
な
る
存
在
で
あ
る
と
見
な
し
た
上
で
、
そ
の
こ
と
が
具
体
的
に
う
か
が
え
る
表
現
の
例
を
列
挙
し
て
い

る
。
本
論
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
杜
詩
と
李
賀
詩
の
類
似
点
を
指
摘
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
す

れ
ば
、
李
賀
が
杜
甫
の
表
現
を
意
図
的
に
受
容
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る*2

。

洪
邁
の
記
述
は
、
人
後
に
落
ち
る
の
を
よ
し
と
し
な
い
と
い
う
李
賀
の
性
質
が
先
入
観
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
生
ず
る
見
解
と
な
っ
て
い
る
。
し
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か
し
そ
う
し
た
見
方
は
、
継
起
す
る
表
現
の
系
譜
を
不
当
に
断
ち
切
る
結
果
と
な
り
か
ね
な
い
。
李
賀
の
詩
を
せ
ま
い
領
域
に
閉
じ
込
め
、
そ
の
内
部
を

近
視
眼
的
な
距
離
感
に
よ
っ
て
眺
め
よ
う
と
す
る
こ
う
し
た
見
方
と
、
本
論
は
一
線
を
画
し
て
お
き
た
い
。
詩
が
言
語
に
よ
る
表
現
で
あ
る
限
り
、
過
去

の
表
現
と
全
く
無
関
係
で
は
あ
り
え
な
い
。
こ
と
に
、
中
国
古
典
詩
が
既
存
の
表
現
を
重
視
す
る
文
学
形
式
で
あ
っ
て
み
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

た
だ
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
詩
人
た
ち
は
模
倣
の
た
め
の
模
倣
を
最
上
の
文
学
的
達
成
と
見
な
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
古
典
と
い
う
名
の
堅

固
な
地
盤
の
上
に
立
っ
て
、
彼
ら
は
新
た
な
地
平
を
見
据
え
て
い
る
。
あ
る
表
現
を
受
容
す
る
に
し
ろ
、
そ
れ
に
反
発
す
る
に
し
ろ
、
他
者
と
の
た
ゆ
ま

ぬ
対
決
を
潜
り
抜
け
て
こ
そ
、
単
な
る
独
善
と
は
は
っ
き
り
異
な
る
彼
ら
の
独
自
性
が
浮
か
び
上
が
る
の
だ
。
と
す
る
な
ら
ば
、
読
み
手
も
ま
た
、
孤
立

的
な
よ
う
に
見
え
る
李
賀
の
詩
を
他
者
と
の
対
決
に
追
い
込
み
、
そ
れ
に
よ
っ
て
幾
度
と
な
く
李
賀
と
い
う
表
現
者
の
像
を
更
新
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、
表
現
者
と
し
て
の
像
は
必
ず
し
も
表
現
そ
の
も
の
に
先
行
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

杜
甫
以
外
の
詩
人
を
含
む
唐
代
の
諸
家
に
連
な
る
存
在
と
し
て
、
李
賀
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
李
軍
『
李
賀
詩
歌
研

究
』
（
三
秦
出
版
社
、
二
〇
〇
二
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

賀
貽
孫
『
詩
筏
』
対
賀
詩
有
深
入
的
研
究
、
并
有
其
独
到
的
見
解
。
「
詩
以
蘊
藉
為
主
、
不
得
已
溢
為
怪
爾
。
蘊
藉
極
而
光
生
、
光
極
而
怪
生
焉
。

李
・
杜
・
王
・
孟
及
唐
諸
大
家
、
各
有
一
種
光
怪
、
不
独
長
吉
称
怪
也
。
怪
至
長
吉
極
矣
、
然
何
嘗
不
従
蘊
藉
中
来
」
。
先
説
明
雖
然
作
詩
以
蘊
藉

為
主
、
然
怪
亦
従
蘊
藉
中
発
展
変
化
而
来
、
又
説
明
唐
之
大
家
、
都
有
其
怪
的
一
面
、
不
独
賀
一
人
也
。
詩
人
正
是
従
正
変
的
角
度
来
研
究
・
評
論

賀
詩
的
、
「
中
唐
才
子
、
思
欲
尽
脱
窠
臼
、
超
乗
而
上
、
自
不
能
無
長
吉
・
東
野
・
退
之
・
楽
天
輩
一
番
別
調
」
。
肯
定
長
吉
等
人
対
前
人
的
継
承
・

発
展
・
変
革
和
創
新
、
才
形
成
自
己
別
具
一
格
的
独
特
詩
風
。
（
二
七
一
頁
）

清
・
賀
貽
孫
『
詩
筏
』
の
記
述
を
整
理
し
た
一
節
で
あ
る
。
賀
貽
孫
は
李
白
や
杜
甫
、
王
維
や
孟
浩
然
と
い
っ
た
唐
代
の
諸
家
を
引
き
合
い
に
出
し
つ

つ
、
李
賀
が
単
な
る
孤
立
者
で
は
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
李
賀
は
前
代
の
表
現
を
受
容
し
、
そ
の
上
で
自
分
な
り
の
創
新
を
加
味
す
る
と
い
う
手

続
き
を
踏
ん
で
い
る
と
い
う
見
方
は
、
首
肯
に
値
す
る
。
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荒
井
氏
お
よ
び
賀
貽
孫
が
指
摘
す
る
李
賀
の
独
自
性
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
も
の
と
し
て
十
分
妥
当
で
あ
る
。
し
か
し
そ
う
し
た

独
自
性
が
い
か
な
る
様
相
を
帯
び
た
も
の
で
あ
る
か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
具
体
的
で
多
角
的
な
論
究
が
必
要
で
あ
る
。
文
学
史
上
に
お
い

て
独
自
の
位
置
を
占
め
る
と
さ
れ
る
李
賀
の
作
品
群
に
対
し
て
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
客
観
的
な
評
価
を
付
与
す
る
た
め
に
は
、
類
型
表
現
と
の
比
較
が
欠

か
せ
な
い
。
ゆ
え
に
本
論
に
お
い
て
は
ま
ず
、
個
別
の
詩
語
や
詩
句
、
あ
る
い
は
モ
チ
ー
フ
に
お
け
る
文
学
的
な
試
行
に
つ
い
て
、
通
時
的
・
共
時
的
な

両
面
か
ら
検
証
し
て
い
く
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
李
賀
の
独
自
性
を
断
定
す
る
こ
と
自
体
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
が
い
か
に
し
て

独
自
で
あ
る
の
か
を
究
明
す
る
。
個
別
性
を
剔
抉
し
て
そ
れ
で
よ
し
と
す
る
の
で
は
な
く
、
対
象
と
す
る
表
現
が
な
ぜ
個
別
的
な
の
か
、
い
か
に
し
て
個

別
的
で
あ
り
え
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
他
の
表
現
を
参
照
す
る
形
で
掘
り
下
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
李
賀
の
自
己
表
象
の
諸
相
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
く
。
李
賀
が
い
か
に
自
己
を
造
形
し
て
い
た
か
を
探
る
こ
と
で
、
表
現
者
と
し
て
の
姿
を
浮
き
彫
り
に
し
、
彼
の
表
現
に
通
底
す
る

本
質
の
一
端
を
見
出
し
た
い
。

二

本
論
の
構
成

本
論
は
上
下
二
篇
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
上
篇
が
表
現
論
で
あ
る
の
に
対
し
て
下
篇
は
表
現
者
論
と
な
っ
て
い
る
。
両
篇
を
相
互
に
媒
介
と
す
る
複

層
的
な
視
座
を
通
し
て
、
李
賀
の
新
た
な
側
面
を
提
示
す
る
。

上
篇
「
表
現
に
お
け
る
試
行
」
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
章
に
お
い
て
個
別
の
詩
語
や
詩
句
、
あ
る
い
は
モ
チ
ー
フ
に
的
を
絞
っ
て
考
察
を
加
え
て
い
く
。

そ
れ
に
よ
っ
て
李
賀
が
い
か
に
し
て
先
行
す
る
表
現
を
受
容
、
も
し
く
は
そ
れ
と
対
峙
し
、
そ
こ
か
ら
一
歩
を
進
め
て
独
自
の
工
夫
を
打
ち
出
し
た
の
か

に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

李
賀
の
詩
に
お
け
る
詩
語
に
つ
い
て
は
、
川
合
康
三
「
李
賀
の
表
現
―
―
『
代
詞
』
と
形
容
詞
の
用
法
を
中
心
に
―
―
」
（
『
終
南
山
の
変
容
―
―
中
唐
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文
学
論
集
』
所
収
）
に
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

…
…
。
二
字
の
く
み
あ
わ
せ
は
公
認
の
も
の
で
は
な
く
、
修
辞
学
の
分
類
で
い
え
ば
ま
ず
造
語
法
（néologism

e

）
に
属
す
る
文
彩
で
あ
る
。
文
学

言
語
の
因
襲
性
の
強
固
な
中
国
の
詩
の
伝
統
の
中
で
、
こ
れ
だ
け
ま
と
ま
っ
た
新
語
を
作
り
だ
し
た
（
…
…
）
こ
と
は
、
は
な
は
だ
大
胆
な
規
範
の

逸
脱
で
あ
り
、
代
詞
の
与
え
る
衝
撃
、
効
果
は
、
ま
ず
こ
こ
に
発
揮
さ
れ
る
。
清
・
葉
燮
『
原
詩
』
で
は
、
「
長
吉
は
鬼
才
に
し
て
、
其
の
語
を
作

る
こ
と
険
に
入
る
。
正
に
蒼
頡
の
字
を
造
る
が
如
く
、
鬼
を
し
て
夜
哭
せ
し
む
可
し
」
と
、
彼
の
造
語
法
を
文
字
の
考
案
者
と
い
わ
れ
る
蒼
頡
の
造

字
に
比
し
て
さ
え
い
る
。
「
一
字
と
し
て
来
歴
無
き
は
無
し
」
と
い
う
こ
と
が
評
価
の
基
準
と
な
る
中
国
の
古
典
詩
に
あ
っ
て
、
李
賀
及
び
そ
の
グ

ル
ー
プ
の
詩
人
の
、
文
学
史
上
に
も
た
ら
し
た
変
革
の
一
つ
は
、
こ
う
し
た
コ
ー
ド
化
さ
れ
て
い
な
い
語
を
詩
の
中
に
と
り
い
れ
た
詩
語
の
革
新
で

あ
ろ
う
。
（
四
九
四
～
四
九
五
頁
）

確
か
に
李
賀
の
詩
に
は
造
語
が
多
く
、
そ
れ
自
体
の
中
に
革
新
的
な
文
学
的
成
果
を
認
め
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
一
方
で
、
中
国
古
典
詩
に
お
け
る
詩

語
は
強
固
な
因
襲
性
を
は
ら
ん
で
い
る
と
い
う
点
に
、
改
め
て
留
意
し
て
お
き
た
い
。
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
前
代
の
詩
語
の
踏
襲
は
、
詩

人
の
主
体
的
な
選
択
の
も
と
に
な
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
語
に
揺
曳
す
る
既
視
感
が
、
必
ず
し
も
作
品
の
否
定
的
要
素
に
た
だ
ち
に
変
換

さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
む
し
ろ
踏
襲
さ
れ
た
詩
語
は
無
数
の
文
学
的
記
憶
を
た
く
わ
え
て
い
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
作
品
を
立
体
化

し
、
奥
行
き
を
生
ぜ
し
め
る
。
そ
こ
に
詩
人
の
意
図
を
汲
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

あ
り
き
た
り
な
詩
語
を
踏
襲
し
て
い
る
と
し
て
も
、
詩
人
た
ち
が
新
た
な
表
現
の
開
拓
に
努
力
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
し
て
無
力
で
あ
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
中
国
の
古
典
詩
人
た
ち
は
前
例
に
依
拠
す
る
方
向
に
傾
き
な
が
ら
も
、
そ
の
上
に
立
っ
て
新
た
な
表
現
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
意
を
払

っ
た
。
李
賀
も
ま
た
例
外
で
は
な
く
、
と
き
に
伝
統
的
詩
語
を
襲
用
し
、
と
き
に
新
語
の
創
出
に
踏
み
切
っ
た
。
造
語
が
李
賀
詩
の
特
色
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
の
は
確
か
で
あ
り
、
そ
の
一
端
は
河
田
聡
美
「
鬼
雨
」
（
後
藤
秋
正
・
松
本
肇
編
『
詩
語
の
イ
メ
ー
ジ
』
東
方
書
店
、
二
〇
〇
〇
、
所
収
）
に
よ

っ
て
も
明
ら
か
だ
。
「
鬼
雨
」
は
適
当
な
典
拠
に
由
来
す
る
詩
語
で
は
な
く
、
ま
た
「
鬼
」
字
を
冠
し
た
語
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
も
、
李
賀
ら
し
い
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特
異
な
詩
語
で
あ
る
と
い
え
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
、
李
賀
の
詩
を
総
体
的
に
把
捉
す
る
に
は
、
造
語
と
は
反
対
に
先
行
用
例
の
堆
積
が
あ

る
詩
語
の
側
面
か
ら
、
今
一
度
李
賀
詩
の
特
質
を
探
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。

詩
語
研
究
に
比
し
て
、
詩
句
を
一
単
位
と
し
て
俎
上
に
乗
せ
た
論
稿
は
手
薄
な
状
態
に
あ
る
。
と
り
わ
け
、
本
論
で
採
用
し
て
い
る
フ
レ
ー
ズ
に
着
目

す
る
と
い
う
手
法
は
、
従
来
の
研
究
に
は
そ
れ
ほ
ど
見
受
け
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
手
法
の
採
用
に
よ
っ
て
、
本
論
で
は
、
他
の
唐
代
詩
人
と
の
表
現
上

の
つ
な
が
り
を
複
数
指
摘
し
た
。
ま
た
、
李
賀
の
詩
に
お
け
る
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
は
、
月
・
竹
・
露
・
馬
と
い
っ
た
自
然
物
を
詠
じ
る
表
現
を
取
り
上

げ
た
も
の*3

や
、
門
や
窓
と
い
っ
た
人
工
物
を
詠
じ
る
表
現
に
着
目
し
た
も
の*4

、
あ
る
い
は
色
彩
や
夢
と
い
う
側
面
か
ら
李
賀
の
詩
に
切
り
込
も
う
と
す

る
論
稿*5

が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

李
賀
の
表
現
に
つ
い
て
は
以
上
の
よ
う
な
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
が
、
一
方
で
考
察
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
そ
う
し
た
点
に
着
目
し

た
考
察
を
も
っ
て
、
上
篇
を
構
成
し
た
。
上
篇
「
表
現
に
お
け
る
試
行
」
の
具
体
的
な
構
成
は
以
下
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

第
一
章

「
傷
心
行
」
の
「
落
照
」
と
「
飛
蛾
」
に
つ
い
て

第
二
章

「
花
作
骨
」
の
批
評
効
果
と
そ
の
淵
源

第
三
章

「
酒
闌
感
覚
中
区
窄
」
の
句
を
め
ぐ
っ
て

第
四
章

「
雁
門
太
守
行
」
の
初
二
句
に
つ
い
て

第
五
章

詩
的
素
材
の
自
在
性
―
―
碧
血
の
系
譜
を
例
と
し
て
―
―

第
一
章
「
『
傷
心
行
』
の
『
落
照
』
と
『
飛
蛾
』
に
つ
い
て
」
で
は
、
「
傷
心
行
」
と
題
す
る
詩
の
第
六
句
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
落
照
」
と
「
飛
蛾
」

の
語
に
着
目
し
て
考
察
を
進
め
る
。
先
行
用
例
に
徴
す
る
に
、
「
落
照
」
の
語
は
基
本
的
に
は
落
日
を
意
味
す
る
が
、
「
飛
蛾
」
と
の
整
合
性
か
ら
し
て
、

「
傷
心
行
」
に
お
い
て
は
火
勢
の
衰
え
た
灯
火
を
指
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
明
・
曽
益
が
「
落
照
非
夕
照*6

（
落
照
は
夕
照
に
非
ず
）
」

と
あ
え
て
断
っ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
こ
の
二
語
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
に
い
か
な
る
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
か
を
探
る
の
が
、
本
章
の
課
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題
で
あ
る
。

第
二
章
「
『
花
作
骨
』
の
批
評
効
果
と
そ
の
淵
源
」
に
お
い
て
は
、
知
友
で
あ
る
張
徹
の
詩
才
を
称
え
た
「
花
作
骨
」
と
い
う
字
句
を
分
析
す
る
。
「
花
」

と
「
骨
」
を
取
り
合
わ
せ
て
詩
歌
評
と
す
る
例
は
、
唐
詩
全
体
を
対
象
と
し
て
も
類
例
を
検
出
し
に
く
く
、
そ
れ
自
体
李
賀
の
特
徴
的
な
措
辞
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
本
章
で
は
、
「
花
作
骨
」
を
「

作

」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に
一
般
化
し
た
上
で
李
賀
の
他
の
用
例
を
検
証
し
、
そ
れ
に
加

A

B

え
て
「
花
」
と
「
骨
」
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
じ
る
文
字
を
取
り
合
わ
せ
た
記
述
に
目
を
配
る
こ
と
で
、
「
花
作
骨
」
の
特
質
を
探
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し

た
措
辞
が
成
立
し
た
背
景
に
は
い
か
な
る
表
現
上
の
淵
源
と
李
賀
の
認
識
の
過
程
が
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
て
い
く
。

第
三
章
に
お
い
て
は
、
「
酒
闌
感
覚
中
区
窄
（
酒
闌
に
し
て
感
覚
す
中
区
の
窄
き
を
）
」
と
い
う
閉
塞
感
を
詠
じ
た
句
を
中
心
的
に
取
り
上
げ
る
。
と
り

わ
け
「
中
区
」
の
語
を
め
ぐ
っ
て
は
、
作
者
の
内
面
と
い
っ
た
抽
象
的
空
間
を
意
味
す
る
の
か
、
世
間
や
社
会
と
い
っ
た
外
面
の
具
体
的
空
間
を
指
す
の

か
と
い
う
二
様
の
解
釈
が
通
行
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
比
較
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
ゆ
え
に
本
章
で
は
、
「
中
区
」
の
解
釈
を

見
定
め
た
上
で
、
「
覚
＋
〔
空
間
指
示
語
〕
＋
窄
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
、
一
句
の
特
質
に
迫
り
た
い
。

第
四
章
で
は
、
「
雁
門
太
守
行
」
の
初
二
句
で
あ
る
「
黒
雲
圧
城
城
欲
摧
、
甲
光
向
月
金
鱗
開
（
黒
雲
城
を
圧
し
て
城
摧
け
ん
と
欲
し
、
甲
光
月
に
向

か
い
て
金
鱗
開
く
）
」
を
検
討
の
対
象
と
す
る
。
二
句
は
『
幽
閑
鼓
吹
』
や
『
唐
詩
紀
事
』
所
載
の
逸
話
に
引
か
れ
て
お
り
、
古
来
韓
愈
の
評
価
を
勝
ち

取
っ
た
名
句
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
い
か
な
る
点
に
特
質
が
看
取
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
本
章
に

お
い
て
は
、
先
行
す
る
類
型
表
現
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
究
明
す
る
。

第
五
章
「
詩
的
素
材
の
自
在
性
―
―
碧
血
の
系
譜
を
例
と
し
て
―
―
」
で
は
、
忠
臣
・
萇
弘
が
讒
言
に
あ
っ
て
死
に
、
そ
の
血
が
三
年
後
に
碧
玉
に
変

化
し
た
と
い
う
『
荘
子
』
外
物
篇
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
る
逸
話
、
い
わ
ゆ
る
碧
血
故
事
に
着
目
し
、
そ
れ
に
取
材
し
た
表
現
の
変
遷
を
た
ど
る
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
李
賀
が
い
か
に
詩
的
素
材
と
し
て
の
故
事
を
自
作
に
取
り
入
れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

次
い
で
、
下
篇
「
自
己
表
象
論
」
に
お
い
て
は
、
以
下
の
諸
章
に
よ
っ
て
李
賀
が
自
己
を
ど
の
よ
う
に
造
形
し
て
い
る
か
を
探
る
。
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第
一
章

疾
病
表
現
に
つ
い
て
―
―
自
他
の
間
を
取
り
持
つ
媒
介
―
―

第
二
章

年
齢
表
現
に
つ
い
て
―
―
屈
折
と
疎
外
の
自
己
表
象
―
―

第
三
章

自
称
表
現
に
つ
い
て
―
―
表
現
者
と
し
て
の
自
己
を
め
ぐ
っ
て
―
―

第
四
章

「
感
諷
五
首
」
論
―
―
自
己
認
識
の
変
容
と
そ
の
契
機
―
―

第
五
章

他
者
と
し
て
の
李
賀
―
―
黄
景
仁
の
李
賀
受
容
を
手
が
か
り
と
し
て
―
―

第
一
章
「
疾
病
表
現
に
つ
い
て
―
―
自
他
の
間
を
取
り
持
つ
媒
介
―
―
」
で
は
、
疾
病
に
関
連
す
る
表
現
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
考
察
の
対
象
と
し
た
。

李
賀
の
疾
病
表
現
に
関
す
る
先
行
研
究
は
少
な
く
な
い
。
し
か
し
そ
の
う
ち
の
多
く
は
、
疾
病
が
李
賀
独
自
の
作
風
の
形
成
に
い
か
に
寄
与
し
た
か
と
い

う
点
に
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
李
賀
が
病
者
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
作
品
を
眺
め
る
こ
と
で
、
彼
の
特
異
な
作
風
に
根
拠
を

与
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
論
考
に
と
っ
て
、
李
賀
詩
中
の
疾
病
表
現
は
、
彼
が
終
生
病
に
侵
さ
れ
て
い
た
事
実
を
提
供
す
る
史
料
で

あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
の
価
値
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。
疾
病
表
現
そ
の
も
の
の
分
析
を
本
章
の
課
題
と
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
と
り
わ
け
こ
こ
で
は
、
自

他
の
関
係
性
の
在
り
様
に
寄
与
す
る
媒
介
と
し
て
の
病
に
着
目
す
る
。

第
二
章
「
年
齢
表
現
に
つ
い
て
―
―
屈
折
と
疎
外
の
自
己
表
象
―
―
」
で
は
、
「
二
十
」
を
中
心
と
す
る
年
齢
表
現
を
取
り
上
げ
る
。
李
賀
の
年
齢
表
現

と
い
え
ば
、
「
長
安
有
男
児
、
二
十
心
已
朽
（
長
安
に
男
児
有
り
、
二
十
に
し
て
心
已
に
朽
ち
た
り
）
」
の
句
が
と
り
わ
け
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
李
賀

が
年
齢
に
よ
っ
て
自
己
を
表
象
す
る
例
は
こ
れ
に
限
ら
な
い
。
本
章
で
は
、
そ
れ
ら
を
網
羅
的
に
俎
上
に
乗
せ
て
検
討
を
加
え
て
い
く
。

第
三
章
「
自
称
表
現
に
つ
い
て
―
―
表
現
者
と
し
て
の
自
己
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」
に
お
い
て
は
、
固
有
名
詞
を
含
む
自
称
表
現
や
、
三
人
称
の
姿
を
と

っ
た
語
を
そ
れ
と
わ
か
る
よ
う
に
一
人
称
的
に
用
い
た
も
の
を
取
り
上
げ
る
。
そ
れ
ら
の
表
現
は
、
い
わ
ば
自
分
自
身
を
詩
的
素
材
に
変
換
し
た
結
果
と

し
て
作
中
に
布
置
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
自
己
と
他
者
を
区
別
す
る
た
め
の
指
標
で
あ
る
以
上
に
、
そ
の
語
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
自
己
が
い
か
な
る
自

己
で
あ
る
の
か
と
い
う
、
自
己
認
識
の
在
り
様
を
体
現
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。



*1

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
黒
川
洋
一
『
李
賀
詩
選
』
（
岩
波
文
庫
、
一
九
九
三
）
に
、
「
李
賀
を
亡
霊
や
物
の
怪
を
う
た
っ
た
詩
人
で
あ
る
と
す
る
鬼
才
の
称
は
李
賀
像
を
歪
め
て
来

た
と
い
っ
て
も
間
違
い
で
は
な
い
」
（
二
四
一
頁
）
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
た
だ
し
、
訳
書
で
あ
る
と
い
う
性
格
か
ら
し
て
、
同
書
は
具
体
的
に
新
た
な
李
賀
像
に
つ
い
て
明
示
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

*2

杜
甫
は
李
賀
の
父
親
で
あ
る
李
晋
粛
に
、
「
公
安
送
李
二
十
九
弟
晋
粛
入
蜀
余
下
沔
鄂
」
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
二
三
）
と
い
う
詩
を
送
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
「
弟
」
の
語
が
用
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
彼
ら
は
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
李
賀
が
意
識
的
に
杜
詩
を
受
容
し
て
い
る
要
因
は
、
杜
詩
が
文
学
的
に
す
ぐ
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
あ
た
り
の
事
情
も
影
響
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
詩
に
つ
い
て
は
、
拙
訳
「
杜
詩
詳
註
訳
注

巻
二
三
、
公
安
送
李
二
十
九
弟
晋
粛
入
蜀

余
下
沔
鄂
」
（
『
杜
詩
教
材
研
究
論
叢
』
第
三
号
、
二
〇
一
二
、
二
七
～
四
〇
頁
）
を
参
照
。
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第
四
章
「
『
感
諷
五
首
』
論
―
―
自
己
認
識
の
変
容
と
そ
の
契
機
―
―
」
に
お
い
て
は
、
「
感
諷
五
首
」
と
い
う
連
作
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。
本
連
作

は
、
詩
題
か
ら
し
て
諷
喩
を
主
題
と
す
る
と
見
な
す
の
が
自
然
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
諷
喩
の
意
図
が
明
示
的
で
な
い
詩
も
含
ま
れ
て
お
り
、
連
作
全
体

を
貫
通
す
る
有
機
的
な
構
造
を
見
出
そ
う
と
す
る
見
解
に
乏
し
い
。
本
章
で
は
、
「
感
諷
五
首
」
が
単
な
る
諷
刺
の
範
疇
を
逸
脱
し
、
〈
其
三
〉
を
契
機
と

し
な
が
ら
主
体
的
生
を
獲
得
し
て
い
く
語
り
手
を
描
い
て
い
る
と
仮
定
し
、
連
作
の
新
た
な
読
み
を
提
示
す
る
。

多
角
的
に
自
己
を
表
象
し
た
李
賀
は
、
や
が
て
彼
自
体
が
後
世
の
詩
人
に
と
っ
て
の
自
己
を
把
捉
す
る
た
め
の
媒
介
と
な
る
。
そ
う
し
た
様
相
に
つ
い

て
、
第
五
章
「
他
者
と
し
て
の
李
賀
―
―
黄
景
仁
の
李
賀
受
容
を
手
が
か
り
と
し
て
―
―
」
で
は
、
清
の
黄
景
仁
（
一
七
四
九
～
一
七
八
三
）
に
お
け
る

李
賀
受
容
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
考
察
す
る
。

な
お
、
李
賀
詩
の
引
用
に
際
し
て
は
、
呉
企
明
『
李
長
吉
歌
詩
編
年
箋
注
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
二
、
以
下
『
箋
注
』
と
略
す
）
を
使
用
し
、
適
宜

諸
本
を
参
照
す
る
。
ま
た
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
制
作
年
に
つ
い
て
も
同
書
に
依
拠
す
る
。
引
用
の
原
文
の
中
に
正
字
・
簡
体
字
が
含
ま
れ
て
い
る
場

合
に
は
、
そ
の
書
き
下
し
文
も
含
め
て
す
べ
て
通
行
字
体
に
直
す
。
加
え
て
文
中
の
符
号
も
日
本
に
お
け
る
標
準
的
な
形
に
改
め
る
。
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*3
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
と
お
り
。
興
膳
宏
「
唐
詩
に
お
け
る
月
の
三
つ
の
相
―
―
王
維
、
李
賀
、
李
商
隠
―
―
」
（
『
立
命
館
文
学
』
第
五
六
三
号
、
二
〇
〇
〇
、
八
六
八
～
八
九
四

頁
）
・
山
崎
み
ど
り
「
李
賀
と
竹
の
イ
メ
ー
ジ
―
―
『
昌
谷
北
園
新
筍

四
首
』
考
―
―
」
（
『
中
国
詩
文
論
叢
』
第
六
集
、
一
九
八
七
、
八
七
～
九
七
頁
）
・
遠
藤
星
希
「
李
賀
詩
の

〈
露
〉
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
文
学
誌
要
』
第
六
四
号
、
二
〇
〇
一
、
八
八
～
九
九
頁
）
・
荒
井
健
「
李
賀
の
『
馬
の
詩
』
と
杜
詩
」
（
『
吉
川
博
士
退
休
記
念
中
国
文
学
論
集
』
筑
摩

書
房
、
一
九
六
八
）
。

*4

そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
と
お
り
。
河
田
聡
美
「
李
賀
に
於
け
る
『
門
』
の
描
写
―
―
空
間
的
側
面
か
ら
の
考
察
―
―
」
（
『
中
国
文
化
』
第
四
四
号
、
一
九
八
六
、
五
八
～
七
〇
頁
）
・

河
田
聡
美
「
李
賀
に
於
け
る
窓
の
描
写
―
―
空
間
的
側
面
か
ら
の
考
察(

二)

―
―
」
（
『
中
国
文
化
』
第
四
五
号
、
一
九
八
七
、
七
八
～
九
一
頁
）
。

*5

そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
と
お
り
。
荒
井
健
「
李
賀
の
詩
―
―
特
に
そ
の
色
彩
に
つ
い
て
―
―
」
（
『
中
国
文
学
報
』
第
三
冊
、
一
九
五
五
、
六
一
～
九
〇
頁
）
・
芦
立
一
郎
「
李
賀
小
考

―
―
夢
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―
―
」
（
『
集
刊
東
洋
学
』
第
三
四
号
、
一
九
七
五
、
一
三
四
～
一
五
九
頁
）
。

*6

曽
益
注
の
引
用
は
、
『
昌
谷
集
』
（
楊
家
駱
主
編
『
李
賀
詩
注
』
世
界
書
局
、
一
九
六
四
、
所
収
）
に
よ
る
。



上

篇

表

現

に

お

け

る

試

行
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第
一
章

「
傷
心
行
」
の
「
落
照
」
と
「
飛
蛾
」
に
つ
い
て

は
じ
め
に

本
章
で
は
、
李
賀
の
「
傷
心
行
」
（
『
箋
注
』
七
三
〇
頁
、
全
八
句
）
を
取
り
上
げ
て
検
討
の
対
象
と
す
る
。
「
傷
心
行
」
は
、
次
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ

て
い
る
。

咽
咽
学
楚
吟

咽
咽

楚
吟
を
学
び

1
病
骨
傷
幽
素

病
骨

幽
素
を
傷
む

2
秋
姿
白
髪
生

秋
姿

白
髪
生
じ

3
木
葉
啼
風
雨

木
葉

風
雨
に
啼
く

4
灯
青
蘭
膏
歇

灯
青
く
し
て
蘭
膏
歇
き
ん
と
し

つ

5
落
照
飛
蛾
舞

落
照
に
飛
蛾
舞
う

6
古
壁
生
凝
塵

古
壁

凝
塵
生
じ

7
羈
魂
夢
中
語

羈
魂

夢
中
に
語
る

8第
八
句
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
羈
魂
」
の
語
か
ら
、
旅
中
に
あ
っ
た
と
き
の
作
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、
い
つ
の
作
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
諸
説
が

あ
り
、
は
っ
き
り
し
な
い
。

本
章
で
着
目
し
た
い
の
は
第
六
句
で
あ
る
。
明
・
曽
益
の
見
解
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
第
五
・
六
句
に
該
当
す
る
注
を
引
く*1

。
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灯
将
歇
、
光
逾
青
。
落
照
非
夕
照
。
灯
尽
而
光
迴
也
（
灯
将
に
歇
き
ん
と
し
て
、
光
逾
い
よ
青
し
。
落
照
は
夕
照
に
非
ず
。
灯
尽
き
ん
と
し
て
光
迴

い
よ

め
ぐ

る
な
り
）
。

ま
ず
第
五
句
は
、
灯
火
が
尽
き
よ
う
と
し
、
炎
が
小
さ
く
な
っ
て
青
色
を
呈
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
そ
し
て
第
六
句
の
「
落
照
」
の
語
に
つ
い
て
、

曽
益
は
、
火
勢
の
衰
え
た
灯
火
と
捉
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
第
五
句
と
第
六
句
の
「
落
照
」
の
語
は
、
言
葉
を
変
え
な
が
ら
火
勢
の
衰
え
た
灯
火
の
こ
と

を
繰
り
返
し
て
詠
じ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
解
釈
は
定
説
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
差
し
支
え
な
い
。
例
え
ば
、
劉
衍
『
李
賀
詩
校
箋
証
異
』
（
湖

南
出
版
社
、
一
九
九
〇
）
は
、
「
…
…
灯
油
之
将
尽
、
飛
蛾
之
撲
灯
火
、
頗
有
末
日
将
臨
之
感
」
（
八
一
頁
）
と
い
う
。
邦
訳
に
お
い
て
も
、
鈴
木
虎
雄
『
李

長
吉
歌
詩
集

上
』
（
岩
波
文
庫
、
一
九
六
一
）
が
、
「
落
照
」
に
、
「
灯
火
の
衰
う
る
を
い
う
」
と
注
を
付
し
た
上
で
、
当
該
詩
の
第
五
・
六
句
を
、
「
灯

の
光
は
青
く
て
蘭
香
の
あ
ぶ
ら
が
尽
き
て
き
た
、
灯
火
が
消
え
か
か
る
あ
た
り
に
蛾
が
舞
い
と
ん
で
い
る
」
（
一
九
二
頁
）
と
訳
出
し
て
以
来
、
ほ
ぼ
大

差
の
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

曽
益
が
「
落
照
は
夕
照
に
非
ず
」
と
注
を
付
し
て
い
る
の
は
、
「
落
照
」
の
基
本
的
な
語
義
は
落
日
だ
か
ら
で
あ
る
。
『
漢
語
大
詞
典
』
が
「
夕
陽
的
餘

暉
」
、
夕
陽
の
余
光
と
の
み
説
明
を
加
え
る
と
お
り
で
あ
る
。
実
は
、
「
落
照
」
か
ら
火
勢
の
衰
え
た
灯
火
が
連
想
で
き
る
の
は
、
「
飛
蛾
」
の
語
が
あ
る

こ
と
に
よ
る
。
「
飛
蛾
」
が
灯
火
と
よ
く
な
じ
む
詩
語
で
あ
っ
た
た
め
に
、
「
落
照
」
か
ら
火
勢
の
衰
え
た
灯
火
へ
の
連
想
が
容
易
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。そ

れ
で
は
、
李
賀
の
よ
う
に
「
落
照
」
を
火
勢
の
衰
え
た
灯
火
と
し
て
用
い
た
例
は
他
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
同
じ
く
第
六
句
に
詠
じ
ら
れ

て
い
る
「
飛
蛾
」
の
語
は
、
李
賀
以
前
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
李
賀
の
用
い
方
に
創
意
は
見
出
せ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
下
、
こ
れ
ら
の
点
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
一
句
の
表
現
上
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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一

李
賀
以
前
の
詩
に
お
け
る
「
落
照
」
に
つ
い
て

詩
に
お
い
て
最
初
に
「
落
照
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
周
続
之
・
陶
淵
明
と
と
も
に
「
尋
陽
三
隠
」
と
も
呼
ば
れ
た
劉
程
之
（
三
五
四
～
四

一
〇
）
の
「
奉
和
慧
遠
遊
廬
山
詩
」
（
「
全
晋
詩*2

」
巻
一
四
、
全
一
六
句
）
で
あ
る*3

。
『
詩
経
』
『
楚
辞
』
に
「
落
照
」
の
語
は
見
ら
れ
な
い
。
な
お
、
劉

程
之
の
詩
は
こ
の
一
首
が
残
る
の
み
で
あ
る
。

永
陶
津
玄
匠

永
く
玄
匠
に
津
さ
れ
ん
こ
と
を

陶

び

わ
た

よ
ろ
こ

15
落
照
俟
虚
斤

落
照

虚
斤
を
俟
つ

ま

16「
永
陶
」
は
、
後
の
例
で
は
あ
る
が
、
釈
法
雲
「
与
王
公
朝
貴
書
」
に
対
す
る
梁
・
王
茂
の
「
答
」
（
『
弘
明
集
』
巻
一
〇
）
に
、
「
方
当
積
累
来
因
、

永
陶
慈
誘
（
方
当
に
来
因
を
積
累
し
て
、
永
く
慈
し
み

誘

か
る
る
を

陶

ぶ
べ
し
）
」
と
あ
る
。
「
玄
匠
」
は
、
傅
亮
（
三
七
四
～
四
二
六
）
の
「
芙
蓉
賦
」

ま

さ

み
ち
び

よ
ろ
こ

（
『
芸
文
類
聚
』
巻
八
一
）
に
、
「
伊
玄
匠
之
有
瞻
、
悦
嘉
卉
於
中
渠
（
伊
れ
玄
匠
の
瞻
る
有
り
て
、
嘉
卉
を
中
渠
に
悦
ば
ん
）
」
と
あ
る
。
第
十
六
句
の

「
虚
斤
」
は
見
慣
れ
な
い
語
で
意
味
を
確
定
し
に
く
い
が
、
「
落
照
」
の
方
に
つ
い
て
は
落
日
を
指
す
と
見
て
特
に
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
「
落
照
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
詩
は
、
劉
孝
綽
（
四
八
一
～
五
三
九
）
の
「
太
子
洑
落
日
望
水
詩
」
（
『
初
学
記
』
巻
六
、
全
一
四
句
）
で
あ

る
。

川
平
落
日
迥

川
平
ら
か
に
し
て
落
日
迥
か
に

は
る

1
落
照
満
川
漲

落
照

満
川
漲
る

2

…
…

…
…

寒
烏
逐
査
漾

寒
烏

査

を
逐
い
て

漾

い

い
か
だ

た
だ
よ

7
饑
鵜
払
浪
翔

饑
鵜

浪
を
払
い
て
翔
る

か
け

8
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臨
泛
自
多
美

臨
み
泛
か
べ
ば
自
ら
美
多
し

9
況
乃
還
故
郷

況
や
乃
ち
故
郷
に
還
る
を
や

10蛾
の
よ
う
な
昆
虫
で
は
な
い
も
の
の
、
烏
や
鵜
と
い
っ
た
鳥
と
と
も
に
「
落
照
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
が
落
ち
て
い
く
中
で
鳥
た
ち
が
飛

ぶ
情
景
に
「
美
」
が
見
出
さ
れ
て
も
い
る
。

梁
の
簡
文
帝
・
蕭
綱
（
五
〇
三
～
五
五
一
）
は
、
「
落
照
」
を
三
例
用
い
て
い
る
。
ま
ず
は
「
和
徐
録
事
見
内
人
作
臥
具
詩
」
（
『
玉
台
新
詠
』
巻
七
、

全
二
二
句
）
を
見
て
い
き
た
い
。
「
徐
録
事
」
と
は
、
徐
陵
の
父
で
あ
る
徐
摛
（
四
七
一
～
五
五
一
）
を
指
す
。
「
内
人
」
は
宮
女
の
こ
と
。
冒
頭
に
次
の

よ
う
に
あ
る
。

密
房
寒
日
晩

密
房

寒
日
晩
る

く

落
照
度
窓
辺

落
照

窓
辺
に
度
る

わ
た

宮
女
の
い
る
部
屋
の
窓
辺
に
落
日
の
光
が
差
し
込
む
と
い
う
情
景
の
描
写
で
あ
る
。
引
用
し
た
句
以
降
、
宮
女
が
仕
立
て
た
夜
着
の
で
き
ば
え
の
良
さ

を
褒
め
た
上
で
、
末
尾
に
、
「
更
恐
従
軍
別
、
空
牀
徒
自
憐
（
更
に
恐
る
従
軍
の
別
れ
、
空
牀

徒
ら
に
自
ら
憐
ま
ん
こ
と
を
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
夫
と

の
離
別
を
危
惧
す
る
措
辞
で
結
ば
れ
る
。

同
じ
く
蕭
綱
の
「
大
同
八
年
秋
九
月
詩
」
（
『
芸
文
類
聚
』
巻
二
八
、
全
一
二
句
）
と
「
大
同
九
年
秋
七
月
詩
」
（
『
芸
文
類
聚
』
巻
二
八
、
全
四
句
）
を

挙
げ
て
お
こ
う
。
詩
題
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ど
ち
ら
の
詩
も
秋
の
景
物
を
描
写
す
る
中
で
「
落
照
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

落
照
塹
中
満

落
照

塹
中
に
満
ち

9
浮
煙
槐
外
通

浮
煙

槐
外
に
通
ず

10

（
「
大
同
八
年
秋
九
月
詩
」
）

晩
風
颻
颺
来

晩
風

颻
颺
と
し
て
来
た
り

よ
う
よ
う

3
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落
照
参
差
好

落
照

参
差
と
し
て
好
し

し
ん

し

4

（
「
大
同
九
年
秋
七
月
詩
」
）

先
の
詩
も
含
め
て
、
「
落
照
」
と
対
に
な
る
語
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
蕭
綱
が
「
落
照
」
の
用
い
方
に
意
を
払
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

朱
超
の
「
対
雨
詩
」
（
『
初
学
記
』
巻
二
、
全
一
二
句
）
は
、
落
日
が
沈
ん
で
雨
が
降
り
出
し
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
。
冒
頭
の
四
句
を
引

こ
う
。当

夏
苦
炎
埃

夏
に
当
た
り
て
炎
埃
に
苦
し
み

習
静
対
花
台

習
静
し
て
花
台
に
対
す

落
照
依
山
尽

落
照

山
に
依
り
て
尽
き

浮
涼
帯
雨
来

浮
涼

雨
を
帯
び
て
来
た
る

「
炎
埃
」
は
真
夏
の
暑
さ
。
「
習
静
」
は
、
座
禅
の
よ
う
に
心
静
か
に
修
練
す
る
こ
と
。
「
浮
涼
」
は
軽
く
浮
き
上
が
る
よ
う
な
涼
気
を
指
す
。
第
三
・

四
句
は
、
焼
け
付
く
よ
う
な
落
日
が
沈
ん
で
、
涼
し
さ
を
帯
び
た
雨
が
降
り
始
め
た
こ
と
を
詠
じ
て
い
る
。

次
に
、
太
建
中
（
五
六
九
～
五
八
一
）
に
四
十
九
歳
で
卒
し
た
張
正
見
の
「
長
安
有
狭
斜
行
」
（
『
楽
府
詩
集
』
巻
三
五
、
全
八
句
）
を
見
よ
う
。

檐
高
同
落
照

檐
高
く
し
て
落
照
と
同
じ
く

5
巷
小
共
飛
花

巷
小
さ
く
し
て
飛
花
と
共
に
す

6第
五
句
は
、
ひ
さ
し
が
落
日
と
同
じ
位
置
に
あ
る
こ
と
を
詠
じ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
詩
に
お
い
て
、
「
落
照
」
の
高
さ
に
着
目
し
た
用
法
は

な
か
っ
た
。

江
総
（
五
一
九
～
五
九
四
）
の
詩
に
は
「
落
照
」
が
三
例
用
い
ら
れ
て
い
る
。
次
に
ま
と
め
て
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。

軽
飛
入
定
影

軽
飛

定
影
に
入
り

5
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落
照
有
疎
陰

落
照

疎
陰
有
り

6

（
「
経
始
興
広
果
寺
、
題
愷
法
師
山
房
詩
」
、
『
初
学
記
』
巻
二
三
、
全
八
句
）

驚
風
起
朔
雁

驚
風
に
朔
雁
起
ち

5
落
照
尽
胡
桑

落
照

胡
桑
に
尽
く

6

（
「
幷
州
羊
腸
坂
詩
」
、
『
文
苑
英
華
』
巻
二
八
九
、
全
八
句
）

白
露
涼
風
吹

白
露

涼
風
吹
き

1
朱
明
落
照
移

朱
明

落
照
移
る

2

（
「
詠
蟬
詩
」
、
『
芸
文
類
聚
』
巻
九
七
、
全
六
句
）

「
経
始
興
広
果
寺
、
題
愷
法
師
山
房
詩
」
と
「
幷
州
羊
腸
坂
詩
」
は
鳥
と
と
も
に
「
落
照
」
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
「
幷
州
羊
腸
坂
詩
」
と
「
詠
蟬
詩
」

は
、
風
と
対
に
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
詠
蟬
詩
」
は
昆
虫
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。
第
一
句
は
季
節
の
推
移
を
、
第
二
句
は
一
日

の
時
間
の
移
り
変
わ
り
を
そ
れ
ぞ
れ
詠
じ
て
い
て
、
蟬
の
短
い
命
を
端
的
に
表
徴
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
詩
の
末
尾
の
、
「
忖
声
如
易
得
、
尋
忽
却
難

知
（
声
を
忖
れ
ば
得
易
き
が
如
き
も
、
尋
ね
ん
と
す
れ
ば
忽
ち
却
っ
て
知
り
難
し
）
」
と
い
う
句
か
ら
も
そ
の
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

は
か

盧
思
道
（
五
三
五
～
五
八
六
）
の
「
遊
梁
城
詩
」
（
『
文
苑
英
華
』
巻
三
〇
九
、
全
一
六
句
）
に
も
「
落
照
」
の
語
が
見
え
る
。

亭
皐
落
照
尽

亭
皐

落
照
尽
き

9
原
野
沍
寒
初

原
野

沍
寒
初
む

10
鳥
散
空
城
夕

鳥
は
散
ず

空
城
の
夕
べ

11
煙
銷
古
樹
疎

煙
は
銷
え
て
古
樹
疎
ら
な
り

12江
総
の
「
幷
州
羊
腸
坂
詩
」
に
お
い
て
も
「
落
照
」
が
「
尽
」
と
と
も
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
対
で
は
な
い
も
の
の
、
「
鳥
」
や
「
煙
」
が
登
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場
す
る
例
も
こ
れ
ま
で
見
ら
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。

慧
浄
（
五
七
八
～
六
四
五
）
の
「
和
盧
賛
府
遊
紀
国
道
場
詩
」
（
『
古
詩
紀
』
巻
一
三
八
、
全
一
二
句
）
に
は
、

落
照
侵
虚
牖

落
照

虚
牖
を
侵
し

7
長
虹
拕
跨
橋

長
虹

跨
橋
を
拕
く

ひ

8
と
あ
る
。
虹
と
対
に
し
た
と
こ
ろ
に
工
夫
が
見
出
せ
る
。
窓
か
ら
落
日
の
光
が
入
り
込
む
と
い
う
第
七
句
の
情
景
は
、
例
え
ば
先
に
見
た
蕭
綱
「
和
徐
録

事
見
内
人
作
臥
具
詩
」
の
第
二
句
に
「
落
照

窓
辺
に
度
る
」
と
あ
っ
た
の
と
発
想
が
類
似
す
る
。

唐
代
に
入
る
と
さ
ら
に
用
例
数
は
増
え
、
李
賀
以
後
の
例
も
含
め
れ
ば
、
『
全
唐
詩
』
に
百
例
ほ
ど
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
落
日

を
指
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
傷
心
行
」
の
第
六
句
の
よ
う
に
、
「
落
照
」
と
昆
虫
を
取
り
合
わ
せ
て
詠
じ
た
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
そ
れ

に
よ
っ
て
李
賀
の
句
の
特
質
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
い
。

ま
ず
、
陳
子
良
（
五
七
五
～
六
三
二
）
の
「
夏
晩
尋
于
政
世
置
酒
賦
韻
」
（
『
文
苑
英
華
』
巻
二
一
四
、
全
八
句
）
に
は
、
「
落
照
」
と
「
暮
蟬
」
が
対

と
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

長
楡
落
照
尽

長
楡

落
照
尽
き

5
高
柳
暮
蟬
吟

高
柳

暮
蟬
吟
ず

6楡
の
あ
た
り
に
落
日
が
沈
ん
で
い
き
、
柳
の
あ
た
り
で
は
蟬
が
鳴
い
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

韓
翃
「
送
王
光
輔
帰
青
州
、
兼
寄
朱
侍
郎
」
（
『
文
苑
英
華
』
巻
二
七
二
、
全
八
句
）
に
は
、
「
蟬
声
」
と
「
落
照
」
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

蟬
声
駅
路
秋
山
裏

蟬
声

駅
路

秋
山
の
裏

5
草
色
河
橋
落
照
中

草
色

河
橋

落
照
の
中

6対
で
は
な
い
が
、
耿
湋
の
「
晩
夏
即
事
、
臨
南
居
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
二
六
九
、
全
一
二
句
）
に
も
「
落
照
」
と
蟬
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
第
五
句
か
ら
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第
八
句
を
引
こ
う
。

広
庭
余
落
照

広
庭

落
照
を
余
し

高
枕
対
閑
扉

高
枕

閑
扉
に
対
す

樹
色
迎
秋
老

樹
色

秋
を
迎
え
て
老
い

蟬
声
過
雨
稀

蟬
声

雨
を
過
ぎ
て
稀
な
り

秋
の
雨
が
降
っ
て
蟬
の
声
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
を
詠
う
。
先
の
韓
翃
の
詩
と
同
じ
よ
う
に
「
蟬
声
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
唐
詩
に
は
、
先
に
見
た
江
総
「
詠
蟬
詩
」
か
ら
の
影
響
が
う
か
が
え
る
。

い
ず
れ
の
詩
も
、
李
賀
の
よ
う
に
「
落
照
」
と
昆
虫
を
一
句
に
合
わ
せ
て
詠
じ
て
い
な
い
。
ま
た
、
「
落
照
」
の
用
い
方
が
異
な
る
た
め
、
単
純
に
比

較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
蟬
以
外
の
昆
虫
と
「
落
照
」
を
詠
じ
た
例
が
な
い
こ
と
か
ら
も
、
「
落
照
」
と
「
飛
蛾
」
と
を
と
も
に
詠
じ
た
「
傷
心
行
」

第
六
句
の
特
質
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
こ
ま
で
、
李
賀
以
前
の
詩
に
お
け
る
「
落
照
」
の
用
例
を
概
観
し
て
き
た
。
「
落
照
」
は
、
こ
の
語
が
初
め
て
詩
に
用
い
ら
れ
た
頃
か
ら
落
日
を
示

し
て
お
り
、
そ
れ
以
降
の
詩
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
李
賀
の
よ
う
に
火
勢
の
衰
え
た
灯
火
と
し
て
「
落
照
」
を
用
い
た
例
は
皆
無
で
あ
る
。

「
傷
心
行
」
の
「
落
照
」
を
、
基
本
義
で
あ
る
落
日
と
し
て
捉
え
た
解
釈
が
な
い
で
は
な
い
が
、
そ
う
し
た
解
釈
が
一
般
的
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
李
賀
が
「
落
照
」
に
与
え
た
新
た
な
語
義
は
、
後
の
読
み
手
に
と
っ
て
受
け
入
れ
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
李
賀
の
他
の
詩
に
お
い
て
、
火
勢
の
衰
え
た
灯
火
は
ど
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
の
詩
句
を
取
り
上
げ
る
こ

と
で
、
「
落
照
」
の
句
の
特
質
を
さ
ら
に
明
確
に
し
て
い
く
。
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二

李
賀
詩
に
お
け
る
火
勢
の
衰
え
た
灯
火
を
示
す
詩
句
に
つ
い
て

最
初
に
、
元
和
四
年
（
八
〇
九
）
に
詠
じ
ら
れ
た
「
昌
谷
読
書
、
示
巴
童
」
（
『
箋
注
』
六
八
頁
、
全
四
句
）
を
見
て
い
く
。

虫
響
灯
光
薄

虫
響
き
て
灯
光
薄
く

1
宵
寒
薬
気
濃

宵
寒
く
し
て
薬
気
濃
や
か
な
り

こ
ま

2虫
の
音
が
響
き
、
灯
火
の
光
は
薄
い
。
夜
は
寒
く
、
煎
じ
薬
が
濃
く
立
ち
込
め
る
と
い
う
。
曽
益
が
、
「
虫
響
灯
薄
、
宵
寒
薬
濃
、
其
愁
病
可
知
（
虫

響
き
て
灯
薄
く
、
宵
寒
く
し
て
薬
濃
や
か
な
る
は
、
其
の
病
に
愁
う
る
こ
と
知
る
可
し
）
」
と
い
う
よ
う
に
、
病
を
患
っ
て
愁
い
に
沈
む
夜
の
描
写
と
な

っ
て
い
る
。

灯
火
の
形
容
に
「
薄
」
字
を
用
い
る
の
は
、
李
賀
以
前
の
詩
や
以
後
の
唐
詩
に
も
見
当
た
ら
な
い*4

。
「
薄
」
字
を
用
い
た
同
様
の
表
現
は
、
李
賀
の
「
秋

涼
詩
、
寄
正
字
十
二
兄
」
（
『
箋
注
』
四
八
七
頁
、
全
二
〇
句
）
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
元
和
七
年
（
八
一
二
）
に
作
ら
れ
た
詩
で
あ
る
。
こ
の
年
の
春
、

李
賀
は
奉
礼
郎
の
職
を
辞
し
て
故
郷
で
あ
る
昌
谷
に
戻
っ
て
い
る
。

露
光
泣
残
蕙

露
光

残
蕙
泣
き

5
虫
響
連
夜
発

虫
響

連
夜
発
る

お
こ

6
房
寒
寸
輝
薄

房
寒
く
し
て
寸
輝
薄
く

7
迎
風
絳
紗
折

風
を
迎
え
て
絳
紗
折
る

8昌
谷
で
の
夜
の
点
景
を
描
い
て
い
る
。
王
琦
は
第
七
句
の
「
寸
輝
薄
」
に
つ
い
て
、
「
寸
輝
、
灯
也
。
薄
者
、
不
明
貌
（
寸
輝
は
、
灯
な
り
。
薄
と
は
、

明
ら
か
な
ら
ざ
る
貌
）
」
と
注
を
付
し
て
い
る
。
「
寸
輝
」
の
語
は
李
賀
以
前
の
詩
に
見
え
な
い
。
李
賀
以
後
の
唐
詩
を
含
め
て
も
、
元
稹
「
酬
復
言
長
慶

四
年
元
日
郡
斎
感
懐
見
寄
」
（
『
元
氏
長
慶
集
』
巻
二
二
、
全
一
六
句
）
の
第
十
一
・
十
二
句
に
、
「
椒
花
麗
句
間
重
検
、
艾
髪
衰
容
惜
寸
輝
（
椒
花

麗
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句

重
検
間
か
に
、
艾
髪

衰
容

寸
輝
を
惜
し
む
）
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
詩
題
に
あ
る
と
お
り
、
こ
の
詩
は
長
慶
四
年
（
八
二
四
）
の
作
で
あ
る

し
ず

か
ら
、
李
賀
の
方
が
早
い
こ
と
に
な
る
。
「
寸
輝
」
は
李
賀
の
造
語
に
な
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
灯
火
の
形
容
に
「
薄
」
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
、
お

よ
び
「
虫
響
」
の
語
も
見
え
て
い
る
点
か
ら
し
て
、
「
秋
涼
詩
、
寄
正
字
十
二
兄
」
の
用
例
は
、
先
に
確
認
し
た
「
昌
谷
読
書
、
示
巴
童
」
と
発
想
が
近

い*5

。
灯
火
の
形
容
に
は
、
「
薄
」
字
ば
か
り
で
な
く
、
「
短
」
字
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
元
和
六
年
（
八
一
一
）
の
作
と
さ
れ
る
、
「
謝
秀
才
、
有

妾
縞
練
、
改
従
于
人
、
秀
才
引
留
之
不
得
、
後
生
感
憶
、
座
人
製
詩
嘲
誚
、
賀
復
継
四
首
」
〈
其
三
〉
（
『
箋
注
』
四
一
九
頁
、
全
八
句
）
の
第
三
句
か
ら

第
六
句
を
引
く
。
こ
の
詩
は
、
謝
秀
才
の
妾
で
あ
っ
た
縞
練
が
他
人
に
嫁
し
て
い
っ
た
こ
と
を
嘲
り
誹
っ
て
作
っ
た
連
作
の
う
ち
の
一
首
で
あ
り
、
他
所

に
嫁
し
て
い
っ
た
縞
練
が
過
ご
す
夜
の
様
子
を
描
写
し
て
い
る
。

灰
暖
残
香
炷

灰
は
暖
か
な
り

残
香
の
炷

髪
冷
青
虫
簪

髪
は
冷
や
や
か
な
り

青
虫
の
簪

夜
遥
灯
焰
短

夜
遥
か
に
し
て
灯
焰
短
く

睡
熟
小
屏
深

睡
り
熟
し
て
小
屏
深
し

灯
火
の
形
容
に
「
短
」
字
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
詠
じ
方
は
杜
甫
「
夜
宴
左
氏
荘
」
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
一
、
全
八
句
）
以
前
の
詩
に
は
見
ら
れ

な
い
よ
う
で
あ
る
。
頸
聯
に
、

検
書
焼
燭
短

書
を
検
し
て
燭
を
焼
く
こ
と
短
く

看
剣
引
杯
長

剣
を
看
て
杯
を
引
く
こ
と
長
し

と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
左
氏
の
所
蔵
す
る
書
物
を
閲
す
る
う
ち
に
蝋
燭
が
短
く
な
っ
て
い
き
、
剣
を
見
て
は
杯
を
引
き
つ
け
て
ゆ
っ
た
り
酒
を
飲
む
と
い

う
。
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諸
注
に
は
指
摘
が
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
「
短
」
字
の
用
い
方
に
つ
い
て
、
李
賀
は
杜
甫
に
学
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
李
賀
と
同
時
期
の
元
稹
（
七

七
九
～
八
三
一
）
や
白
居
易
（
七
七
二
～
八
四
六
）
を
始
め
と
し
て
、
中
唐
か
ら
晩
唐
に
か
け
て
類
例
が
増
え
て
い
く*6

。
ま
た
、
「
短
焰
」
や
「
短
燭
」

と
い
っ
た
詩
語
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
く
よ
う
で
あ
る*7

。

李
賀
「
謝
秀
才
、
…
…
」
詩
の
第
四
句
に
は
「
青
」
字
が
用
い
ら
れ
て
い
て
、
直
接
的
で
は
な
い
も
の
の
第
五
句
の
「
灯
焰
短
し
」
と
結
び
つ
く
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
青
」
字
を
背
後
に
響
か
せ
な
が
ら
「
傷
心
行
」
に
描
か
れ
て
い
た
よ
う
な
、
小
さ
な
青
い
炎
が
自
然
と
連
想
で
き
る
よ
う
な

構
造
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
簪
の
形
状
で
は
あ
る
が
、
「
虫
」
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
「
傷
心
行
」
第
六
句
と
の
イ
メ
ー

ジ
の
近
似
性
が
見
て
取
れ
る
。

続
い
て
、
元
和
十
一
年
（
八
一
六
）
の
作
で
あ
る
「
秋
来
」
（
『
箋
注
』
六
八
八
頁
、
全
八
句
）
の
第
二
句
に
は
、
「
衰
灯
」
の
語
が
見
え
て
い
る
。

桐
風
驚
心
壮
士
苦

桐
風

心
を
驚
か
せ
て
壮
士
苦
し
む

衰
灯
絡
緯
啼
寒
素

衰
灯

絡
緯

寒
素
に
啼
く

「
衰
灯
」
は
、
王
友
勝
・
李
徳
輝
『
李
賀
集
』
（
岳
麓
書
社
、
二
〇
〇
三
）
が
、
「
衰
灯
、
残
灯
・
暗
灯
」
（
六
四
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
火
勢
の
衰
え

た
灯
火
の
こ
と
で
あ
る
。
李
賀
以
前
に
は
用
例
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。

『
箋
注
』
は
「
絡
緯
」
に
つ
い
て
、
「
絡
緯
、
虫
名
、
俗
名
『
紡
織
娘
』
。
崔
豹
『
古
今
注
』
巻
中
、
『
莎
雞
、
一
名
促
織
、
一
名
絡
緯
、
謂
其
鳴
声
如

紡
績
也
』
」
と
い
う
。
き
り
ぎ
り
す
、
あ
る
い
は
こ
お
ろ
ぎ
で
あ
る
と
も
い
う
。
灯
火
と
虫
の
取
り
合
わ
せ
は
本
節
で
見
て
き
た
李
賀
の
詩
に
共
通
す
る
。

こ
こ
ま
で
、
李
賀
の
詩
に
描
か
れ
た
火
勢
の
衰
え
た
灯
火
に
つ
い
て
確
認
し
て
き
た
。
李
賀
は
「
寸
輝
」
や
「
衰
灯
」
と
い
っ
た
、
彼
の
造
語
に
な
る

可
能
性
の
あ
る
語
を
用
い
て
い
た
。
ま
た
、
灯
火
の
形
容
に
「
薄
」
字
を
用
い
る
の
も
、
李
賀
以
前
の
詩
に
は
見
ら
れ
ず
、
独
自
の
詠
じ
方
と
な
っ
て
い

る
。
李
賀
は
、
自
ら
新
た
な
表
現
を
工
夫
し
た
り
、
杜
詩
に
学
ん
だ
り
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
に
火
勢
の
衰
え
た
灯
火
を
詠
じ
て
い
る
。
「
落
照
」
の
用

い
方
も
そ
の
一
環
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
ま
で
本
節
で
取
り
上
げ
て
き
た
李
賀
の
詩
に
お
い
て
、
既
成
の
語
に
従
来
と
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は
異
な
る
新
た
な
意
味
を
付
与
し
た
例
は
な
か
っ
た
。
李
賀
の
「
落
照
」
の
用
い
方
か
ら
は
、
既
成
の
詩
語
に
対
し
て
意
味
的
な
ず
ら
し
を
加
え
る
と
い

う
詩
作
の
手
法
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

三

李
賀
以
前
の
詩
賦
に
お
け
る
「
飛
蛾
」
に
つ
い
て

本
節
で
は
「
飛
蛾
」
の
語
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
李
賀
「
傷
心
行
」
に
お
け
る
「
飛
蛾
」
の
特
質
を
探
る
に
当
た
っ
て
参
照
す
べ
き
用
例
が
あ
る
た

め
、
こ
こ
で
は
前
代
の
詩
に
加
え
て
、
賦
も
考
察
の
対
象
と
す
る
。

「
飛
蛾
」
の
語
が
最
初
に
用
い
ら
れ
て
い
る
詩
は
、
張
協
（
二
六
五
？
～
三
一
五
）
の
「
雑
詩
十
首
」
〈
其
一
〉
（
『
文
選
』
巻
二
九
、
全
一
四
句
）
で

あ
る
。蜻

蛚
吟
階
下

蜻
蛚

階
下
に
吟
じ

3
飛
蛾
払
明
燭

飛
蛾

明
燭
を
払
う

4
君
子
従
遠
役

君
子

遠
役
に
従
い

5
佳
人
守
煢
独

佳
人

煢
独
を
守
る

け
い
ど
く

6「
蜻
蛚
」
は
こ
お
ろ
ぎ
。
「
君
子
」
「
佳
人
」
は
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
夫
と
妻
を
指
す
。
「
煢
独
」
は
孤
独
の
こ
と
。
一
篇
は
、
行
役
に
出
た
ま
ま
帰

ら
な
い
夫
を
待
つ
妻
の
心
情
を
中
心
と
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
第
三
・
四
句
と
も
に
妻
の
孤
独
感
を
象
徴
的
に
示
す
措
辞
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

鮑
照
（
四
〇
五
？
～
四
六
六
）
に
は
、
「
飛
蛾
」
を
題
と
し
た
、
「
飛
蛾
賦
」
（
『
鮑
明
遠
集
』
巻
一
）
が
あ
る
。

仙
鼠
伺
闇
、
飛
蛾
候
明
。
…
…
。
凌
燋
煙
之
浮
景
、
赴
熙
焰
之
明
光
。
抜
身
幽
草
下
、
畢
命
在
此
堂
。
本
軽
死
以
邀
得
、
雖
糜
爛
其
何
傷
（
仙
鼠

は
闇
を
伺
い
、
飛
蛾
は
明
る
き
を
候
つ
。
…
…
。
燋
煙
の
浮
景
を
凌
ぎ
、
熙
焰
の
明
光
に
赴
く
。
身
を
幽
草
の
下
に
抜
き
、
命
を
畢
え
て
此
の
堂
に

ま
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在
り
。
本
死
を
軽
ん
じ
て
以
て
邀
え
得
て
、
糜
爛
す
る
と
雖
も
其
れ
何
を
か
傷
ま
ん
）
。

「
畢
命
」
や
「
軽
死
」
な
ど
、
生
死
に
関
す
る
語
が
目
を
引
く
。
「
熙
焰
の
明
光
に
赴
く
」
と
あ
る
よ
う
に
、
炎
の
周
り
を
舞
う
蛾
が
描
か
れ
て
い
る
点

は
張
協
の
詩
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
に
見
た
詩
と
は
違
っ
て
女
性
は
登
場
し
な
い
。
同
賦
の
よ
う
に
題
に
「
飛
蛾
」
が
用
い
ら
れ
る
作
品
は
他
に

見
当
た
ら
な
い
。

謝
朓
（
四
六
四
～
四
九
九
）
の
「
灯
」
（
『
玉
台
新
詠
』
巻
四
、
全
八
句
）
に
も
「
飛
蛾
」
が
見
え
て
い
る
。

飛
蛾
再
三
繞

飛
蛾

再
三
繞
り

5
軽
花
四
五
重

軽
花

四
五
重
な
る

6
孤
対
相
思
夕

孤
り
対
す

相
思
の
夕
べ

7
空
照
舞
衣
縫

空
し
く
照
ら
す

舞
衣
の
縫

8蛾
が
ぐ
る
ぐ
る
と
飛
び
ま
わ
り
、
火
花
が
散
る
よ
う
に
灯
火
が
燃
え
る
こ
と
を
い
う
。
第
七
・
八
句
は
、
ひ
と
り
相
手
を
思
う
女
性
の
舞
い
の
た
め
の

衣
装
が
、
灯
火
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
様
子
を
描
写
し
て
い
る
。
孤
独
な
女
性
と
「
飛
蛾
」
が
取
り
合
わ
せ
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
張
協
「
雑
詩

十
首
」
〈
其
一
〉
と
の
共
通
点
が
あ
る
。

次
に
、
何
遜
（
四
七
二
？
～
五
一
九
？
）
の
「
秋
夕
歎
白
髪
詩
」
（
『
何
水
部
集
』
、
全
二
六
句
）
は
ど
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
第

十
九
句
か
ら
引
こ
う
。

月
色
臨
窓
樹

月
色

窓
樹
に
臨
み

虫
声
当
戸
枢

虫
声

戸
枢
に
当
た
る

飛
蛾
払
夜
火

飛
蛾

夜
火
を
払
い

墜
葉
舞
秋
株

墜
葉

秋
株
に
舞
う
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「
戸
枢
」
は
と
ぼ
そ
。
月
光
が
窓
辺
の
樹
木
に
注
ぎ
、
虫
の
鳴
く
音
が
戸
口
か
ら
入
り
込
む
。
蛾
は
夜
の
灯
火
を
払
う
よ
う
に
飛
び
、
落
ち
葉
は
樹
木

の
根
本
に
舞
う
。
第
二
十
一
句
は
も
と
よ
り
、
第
二
十
句
に
は
虫
の
音
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
張
協
「
雑
詩
十
首
」
〈
其
一
〉
を
承
け
て
い
る

の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
第
二
十
二
句
の
「
舞
」
は
李
賀
の
当
該
句
に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。
両
者
と
も
、
蛾
や
落
ち
葉
の
よ
う
に
ひ
ら
ひ
ら
と
空
中
を
た

だ
よ
う
も
の
に
対
し
て
、
「
舞
」
字
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

庾
信
（
五
一
三
～
五
八
一
）
の
「
対
燭
賦
」
（
『
庾
子
山
集
』
巻
一
）
に
も
「
飛
蛾
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

傍
垂
細
溜
、
上
繞
飛
蛾
。
光
清
寒
入
、
焰
暗
風
過
（
傍
ら
に
は
細
溜
垂
れ
、
上
に
は
飛
蛾
繞
る
。
光
清
ら
か
に
し
て
寒
さ
入
り
、
焰
暗
く
し
て
風

過
ぐ
）
。

蝋
が
溶
け
て
垂
れ
、
蛾
が
め
ぐ
っ
て
い
る
。
灯
火
の
光
は
清
ら
か
で
寒
さ
が
忍
び
寄
り
、
風
が
吹
い
て
炎
が
暗
く
な
る
と
い
う
。
同
賦
の
冒
頭
に
は
、

「
竜
沙
雁
塞
早
応
寒
、
天
山
月
没
客
衣
単
（
竜
沙

雁
塞

早
に
応
に
寒
か
る
べ
く
、
天
山

月
没
し
て
客
衣

単

な
ら
ん
）
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
、
戦
役

つ
と

ま
さ

ひ
と
え

に
出
か
け
て
薄
い
「
客
衣
」
を
羽
織
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
夫
を
、
妻
が
想
像
し
て
い
る
場
面
と
な
っ
て
い
る
。
「
対
燭
賦
」
に
お
け
る
「
飛
蛾
」
も
、
孤

閨
の
女
性
が
過
ご
す
夜
の
情
景
の
一
部
な
の
で
あ
る
。

以
上
、
唐
代
以
前
の
詩
賦
に
用
い
ら
れ
た
「
飛
蛾
」
の
用
例
を
列
挙
し
て
き
た
。
用
例
が
多
い
と
は
い
え
な
い
が
、
す
べ
て
灯
火
の
周
り
を
飛
ぶ
蛾
と

し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
う
し
た
情
景
は
、
「
飛
蛾
」
の
語
を
用
い
る
際
の
固
定
的
な
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
た
と
見
な
せ
る
。

唐
詩
に
も
同
様
の
用
い
方
が
引
き
継
が
れ
る
こ
と
と
な
る
。

『
全
唐
詩
』
に
お
い
て
、
「
飛
蛾
」
の
語
は
十
二
例
を
数
え
る
が
、
そ
の
う
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
灯
火
と
と
も
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
李
賀
以
前
の
用
例

を
中
心
に
確
認
し
て
い
く
。

ま
ず
、
徐
彦
伯
（
？
～
七
一
四
）
の
「
春
閨
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
七
六
、
全
一
二
句
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

暗
梁
聞
語
燕

暗
梁
に
語
燕
を
聞
き

3
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夜
燭
見
飛
蛾

夜
燭
に
飛
蛾
を
見
る

4

…
…

…
…

有
使
通
西
極

使
い
の
西
極
に
通
ず
る
有
り
て

9
緘
書
寄
北
河

緘
書

北
河
に
寄
す

10
年
光
只
恐
尽

年
光
の
只
尽
き
ん
こ
と
を
恐
る

11
征
戦
莫
蹉
跎

征
戦

蹉
跎
た
る
こ
と
莫
か
れ

12詩
の
末
尾
は
、
時
間
の
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
う
の
が
恐
ろ
し
い
か
ら
、
ど
う
か
戦
の
中
で
時
を
や
り
過
ご
し
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と
述
べ
て
、

妻
が
夫
の
帰
還
を
望
む
こ
と
を
詠
じ
て
い
る
。
先
に
見
た
張
協
や
謝
朓
の
例
の
よ
う
に
、
孤
独
な
女
性
の
寂
し
げ
な
様
子
を
、
「
飛
蛾
」
を
用
い
て
象
徴

的
に
表
し
て
い
る
と
い
え
る
。

薛
維
翰
の
「
春
夜
裁
縫
」
（
『
唐
詩
紀
事
』
巻
二
〇
、
全
四
句
）
も
、
徐
彦
伯
の
「
春
閨
」
と
同
じ
く
春
の
夜
を
背
景
と
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

珠
箔
因
風
起

珠
箔

風
に
因
り
て
起
こ
り

飛
蛾
入
最
能

飛
蛾

入
る
こ
と
最
も
能
く
す

よ

不
教
人
夜
作

人
を
し
て
夜
作
せ
し
め
ず

方
便
殺
明
灯

方
に
便
ち
明
灯
を
殺
る

け
ず

「
珠
箔
」
は
珠
簾
に
同
じ
で
美
し
い
す
だ
れ
の
こ
と
。
風
が
吹
い
て
す
だ
れ
が
巻
き
あ
が
り
、
蛾
が
舞
い
込
み
や
す
く
な
っ
た
と
い
う
情
景
の
描
写
と

な
っ
て
い
る
。
詩
題
に
「
裁
縫
」
と
あ
る
が
、
空
閨
を
守
る
孤
独
な
女
性
で
あ
る
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

続
い
て
、
名
利
を
求
め
る
者
た
ち
に
対
す
る
述
懐
を
詠
じ
た
、
杜
甫
（
七
一
二
～
七
七
〇
）
の
「
写
懐
二
首
」
〈
其
二
〉
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
二
〇
、
全

二
四
句
）
を
取
り
上
げ
る
。
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君
看
灯
燭
張

君
看
よ

灯
燭
張
ら
ば

19
転
使
飛
蛾
密

転
た
飛
蛾
を
し
て
密
な
ら
し
む
る
を

う
た

20『
杜
詩
詳
註
』
は
こ
の
二
句
に
つ
い
て
、
「
飛
蛾
赴
燭
、
譏
其
滅
身
而
不
顧
也
（
飛
蛾

燭
に
赴
く
は
、
其
の
身
を
滅
し
て
顧
み
ざ
る
を
譏
る
な
り
）
」

と
注
を
付
す
。
灯
火
に
群
が
る
蛾
は
、
名
利
を
求
め
る
者
た
ち
の
象
徴
と
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
十
句
に
対
し
て
、
『
杜
詩
詳
註
』

は
張
協
の
句
を
引
い
て
お
り
、
そ
れ
は
代
表
的
な
先
行
例
を
示
す
と
い
う
意
味
で
は
適
当
だ
が
、
「
飛
蛾
」
が
灯
火
に
集
ま
る
こ
と
に
譏
刺
の
意
味
を
込

め
た
の
は
、
仏
典
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う*8

。

王
建
（
七
六
六
？
～
八
三
四
？
）
の
「
邯
鄲
主
人
」
（
『
王
司
馬
集
』
巻
一
、
全
一
六
句
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

飛
蛾
繞
残
燭

飛
蛾

残
燭
を
繞
り

め
ぐ

3
半
夜
人
酔
起

半
夜

人

酔
起
す

4尹
占
華
『
王
建
詩
集
校
注
』
（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
六
）
が
、
「
此
詩
写
自
己
投
宿
邯
鄲
客
館
、
酒
女
贈
其
綺
被
禦
寒
、
使
作
者
非
常
感
動
」
（
一
一
四

頁
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
宿
泊
し
た
先
の
女
性
に
防
寒
着
を
贈
ら
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
第
三
句
は
宿
の
室
内
の
描
写
で
あ
り
、

第
四
句
の
「
人
」
は
王
建
自
身
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
詠
者
自
身
が
主
人
公
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
女
性
が
登
場
す
る
と
い
う
点

に
お
い
て
は
、
六
朝
期
の
用
例
の
延
長
線
上
に
あ
る
。

次
い
で
、
元
和
十
五
年
（
八
二
〇
）
の
進
士
で
あ
る
施
肩
吾
の
「
効
古
興
」
（
『
唐
詩
紀
事
』
巻
四
一
、
全
一
〇
句
）
は
ど
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る

で
あ
ろ
う
か
。

唯
有
一
寸
心

唯
一
寸
の
心
有
り

3
長
貯
万
里
夫

長
く
万
里
の
夫
を
貯
う

4
南
軒
夜
虫
織
已
促

南
軒
の
夜
虫

織
る
こ
と
已
に
促
く

は
や

5
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北
牖
飛
蛾
繞
残
燭

北
牖
の
飛
蛾

残
燭
を
繞
る

6

…
…

…
…

不
知
歳
晩
帰
不
帰

歳
晩

帰
る
や
帰
ら
ざ
る
や
を
知
ら
ず

9
又
将
啼
眼
縫
征
衣

又
啼
眼
を
将
て
征
衣
を
縫
う

も
つ

10戦
に
行
っ
た
夫
の
帰
り
を
待
つ
妻
を
詠
じ
る
際
に
「
飛
蛾
」
が
用
い
ら
れ
た
詩
と
し
て
は
、
張
協
「
雑
詩
十
首
」
〈
其
一
〉
や
徐
彦
伯
「
春
閨
」
の
よ

う
な
前
例
が
あ
っ
た
。
こ
の
詩
も
そ
の
系
譜
に
連
な
る
用
例
で
あ
る
。
先
の
王
建
詩
と
同
じ
く
「
残
燭
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
に
も
注
意
し
て
お

き
た
い
。
こ
こ
ま
で
確
認
し
て
き
た
「
飛
蛾
」
を
用
い
た
詩
に
あ
っ
て
は
、
「
明
灯
」
「
夜
火
」
「
夜
燭
」
な
ど
の
語
が
併
せ
て
詠
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
火

の
か
す
か
に
残
っ
た
灯
火
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

本
節
の
最
後
に
、
張
祜
（
七
九
二
～
八
五
三
）
の
「
贈
内
人
」
（
『
万
首
唐
人
絶
句
』
巻
四
三
、
全
四
句
）
の
転
・
結
句
を
挙
げ
る
。

斜
抜
玉
釵
灯
影
畔

斜
め
に
玉
釵
を
抜
く

灯
影
の

畔
か
た
わ
ら

剔
開
紅
焰
救
飛
蛾

紅
焰
を
剔
開
し
て
飛
蛾
を
救
う

尹
占
華
『
張
祜
詩
集
校
注
』
（
甘
粛
文
化
出
版
社
、
一
九
九
七
）
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
の
「
内
人
」
は
宮
女
を
指
す
。
宮
女
が
釵
を
外
し
て
灯
の
中
に

か
ざ
し
、
蛾
を
火
か
ら
救
い
出
し
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
、
李
賀
以
前
の
例
を
中
心
に
、
唐
詩
に
お
け
る
「
飛
蛾
」
の
語
の
使
用
状
況
を
見
て
き
た
。
灯
火
の
周
り
を
飛
ぶ
蛾
の
モ
チ
ー
フ
は
、
張
協

の
「
雑
詩
十
首
」
〈
其
一
〉
を
嚆
矢
と
し
て
、
こ
れ
が
唐
詩
に
影
響
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
李
賀
以
前
の
詩
に
用
い
ら
れ
た
「
飛
蛾
」
は
、

灯
火
の
周
り
を
飛
び
回
る
蛾
と
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
点
で
ほ
ぼ
共
通
し
て
お
り
、
「
傷
心
行
」
の
「
落
照
」
の
句
も
同
様
に
解
釈
す
る
の
が
穏
当
で
あ

る
。
た
だ
し
、
徐
彦
伯
や
王
建
な
ど
の
詩
に
お
け
る
「
飛
蛾
」
の
語
に
は
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
随
し
て
い
る
の
に
対
し
、
「
傷
心
行
」
に
は
そ
う
し
た

イ
メ
ー
ジ
が
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
点
に
李
賀
の
特
徴
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
、
「
落
照
」
と
「
飛
蛾
」
の
語
を
取
り
上
げ
て
、
「
傷
心
行
」
第
六
句
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

「
落
照
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
語
に
新
義
を
与
え
た
と
こ
ろ
に
特
質
が
看
取
さ
れ
る
こ
と
は
先
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
既
成
の
語
に
新
た
な
語
義
を

与
え
る
と
き
、
そ
の
新
義
は
基
本
義
か
ら
類
推
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
読
み
手
の
理
解
を
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
一
般
的
に
、
既
成

の
語
に
突
飛
な
新
義
を
付
与
す
る
の
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
李
賀
は
「
傷
心
行
」
に
お
い
て
「
落
照
」
の
語
に
火
勢
の
落
ち
た
灯
火
と
い
う
新
義
を
与

え
た
の
で
あ
っ
た
が
、
お
お
む
ね
の
解
釈
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
李
賀
は
無
理
の
な
い
類
推
の
範
囲
で
既
成
の
語
に
新
義
を
与
え
た
と
い
え

る
の
で
あ
る
。

過
去
に
な
か
っ
た
新
た
な
表
現
を
追
求
す
る
こ
と
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
詩
意
を
読
み
取
る
際
の
障
害
と
な
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。

李
賀
は
、
新
た
な
表
現
の
追
究
と
読
み
手
の
想
定
と
い
う
詩
作
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
二
つ
の
側
面
に
気
を
配
り
な
が
ら
、
「
落
照
」
の
語
を
用
い
た

と
い
え
る
。

ま
た
、
詩
語
の
語
義
は
常
に
一
義
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
李
賀
は
「
落
照
」
の
基
本
義
が
落
日
で
あ
る
こ
と
は
当
然
認
識
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

「
傷
心
行
」
の
「
落
照
」
が
火
勢
の
落
ち
た
灯
火
を
指
し
て
い
る
と
し
て
も
、
落
日
の
イ
メ
ー
ジ
を
完
全
に
脱
落
さ
せ
た
の
で
は
、
か
え
っ
て
詩
の
奥
深

さ
を
見
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。
風
雨
に
葉
が
散
る
も
の
寂
し
い
秋
の
夜
に
、
う
ら
ぶ
れ
た
部
屋
の
中
で
病
を
患
っ
た
李
賀
は
灯
火
を
見
つ
め
て
い
る
。
そ

の
火
の
中
に
李
賀
が
落
日
の
燃
え
る
よ
う
な
明
る
さ
を
想
像
し
な
か
っ
た
と
は
い
い
切
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
灯
火
の
周
り
を
舞
う
蛾
と
い

う
伝
統
的
で
微
細
な
モ
チ
ー
フ
の
中
に
、
そ
れ
と
は
対
照
的
な
巨
大
な
落
日
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
た
と
こ
ろ
に
、
李
賀
独
自
の
見
立
て
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。



*1

引
用
は
楊
家
駱
主
編
『
李
賀
詩
注
』
（
世
界
書
局
、
一
九
六
四
）
所
収
、
『
昌
谷
集
』
巻
二
に
よ
る
。

*2

逯
欽
立
輯
校
『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
八
）
。
以
下
、
同
書
か
ら
の
引
用
の
形
式
は
同
様
と
す
る
。

*3

『
漢
語
大
詞
典
』
の
「
落
照
」
の
項
に
は
、
初
め
に
梁
の
簡
文
帝
・
蕭
綱
（
五
〇
三
～
五
五
一
）
に
よ
る
「
和
徐
録
事
見
内
人
作
臥
具
詩
」
（
『
玉
台
新
詠
』
巻
七
）
の
初
聯
で
あ

る
、
「
密
房
寒
日
晩
、
落
照
度
窓
辺
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
最
古
例
で
は
な
い
。

*4

た
だ
し
、
「
戦
地
晴
輝
薄
、
軍
門
暁
気
長
」
（
楊
巨
源
「
贈
隣
家
老
将
」
、
『
唐
詩
紀
事
』
巻
三
五
）
や
、
「
扶
桑
寒
日
薄
、
不
照
万
丈
心
」
（
元
稹
「
諭
宝
二
首
」
〈
其
一
〉
、
『
元
氏

長
慶
集
』
巻
二
）
、
「
峨
嵋
山
下
少
人
行
、
旌
旗
無
光
日
色
薄
」
（
白
居
易
「
長
恨
歌
」
、
『
白
氏
長
慶
集
』
巻
一
二
）
の
よ
う
に
、
光
に
対
し
て
「
薄
」
字
を
用
い
た
類
例
は
あ
る
。

*5

寒
い
室
内
と
灯
火
を
一
句
に
仕
立
て
た
例
と
し
て
、
杜
甫
「
夜
」
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
二
〇
）
の
「
絶
岸
風
威
動
、
寒
房
燭
影
微
」
が
意
識
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
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李
賀
以
前
の
詩
に
お
い
て
「
飛
蛾
」
の
語
を
用
い
る
場
合
に
は
、
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
随
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
「
傷
心
行
」
に

は
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
は
な
い
。
こ
う
し
た
「
飛
蛾
」
の
用
い
方
か
ら
、
詩
語
に
付
随
す
る
規
範
性
を
越
え
よ
う
と
す
る
、
李
賀
の
詩
作
に
対
す
る
意

識
が
う
か
が
え
る
。

清
・
黎
簡
は
、
「
詩
是
無
益
、
知
其
不
可
為
而
為
之
、
如
灯
蛾
之
赴
火
、
灯
熄
而
猶
飛
舞
也*9

（
詩
は
是
れ
無
益
に
し
て
、
其
の
為
す
可
か
ら
ざ
る
を
知

り
て
之
を
為
す
は
、
灯
蛾
の
火
に
赴
き
て
、
灯
熄
み
て
も
猶
飛
舞
す
る
が
如
き
な
り
）
」
と
述
べ
て
い
る
。
李
賀
が
、
無
益
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら

や

も
詩
作
を
続
け
る
の
は
、
灯
火
が
消
え
た
の
ち
も
蛾
が
舞
い
飛
ぶ
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
。
こ
こ
で
の
「
益
」
と
は
現
世
的
な
利
益
で
あ
ろ
う
。
確
か
に

李
賀
に
と
っ
て
は
、
詩
作
は
必
ず
し
も
栄
達
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
い
わ
ば
詩
作
そ
の
も
の
が
目
的
化
す
る
こ
と
で
、

従
来
の
表
現
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
契
機
を
李
賀
は
手
に
し
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
思
う
よ
う
な
官
途
に
就
け
な
か
っ
た
こ
と
は
、
李
賀
に
大
き
な

不
遇
感
を
与
え
た
。
李
賀
に
と
っ
て
そ
れ
は
間
違
い
な
く
不
幸
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
表
現
は
か
え
っ
て
新
た
な
境
域
を
志
向
し
、

前
代
の
規
範
的
な
表
現
か
ら
一
歩
抜
け
出
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。



*6

例
え
ば
、
元
稹
「
和
友
封
題
開
善
寺
十
韻
」
（
『
元
氏
長
慶
集
』
巻
一
三
）
に
は
、
「
灯
籠
青
焰
短
、
香
印
白
灰
銷
」
と
あ
り
、
白
居
易
「
不
睡
」
（
『
白
香
山
詩
集
』
巻
一
九
）
に

は
、
「
焰
短
寒
缸
尽
、
声
長
暁
漏
遅
」
と
あ
る
。

*7

例
え
ば
、
李
鹹
用
「
贈
陳
望
尭
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
六
四
六
）
に
は
、
「
秋
蛍
短
焰
難
盈
案
、
隣
燭
余
光
不
満
行
」
と
あ
り
、
唐
彦
謙
「
蒙
谷
山
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
八
八
五
）
に
は
、

「
交
朋
漫
信
文
成
術
、
短
燭
瑶
壇
漏
満
壷
」
と
あ
る
。

*8

『
仏
本
行
集
経
』
巻
十
六
に
、
「
猶
如
飛
蛾
奔
赴
灯
燭
」
と
見
え
て
い
る
。

*9

引
用
は
『
李
長
吉
集
』
（
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
一
）
に
よ
る
。
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李
群
玉
「
雨
夜
呈
長
官
」
（
『
李
群
玉
詩
集
』
巻
上
）
に
は
、
「
孤
灯
冷
素
豔
、
虫
響
寒
房
幽
」
と
あ
る
。
李
賀
の
詩
か
ら
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
毛
麗
珠
『
李
群
玉
詩
歌
探
微
』

（
秀
威
資
訊
科
技
股
份
有
限
公
司
、
二
〇
〇
七
）
は
、
「
響
」
と
「
幽
」
の
対
照
の
鮮
や
か
さ
を
指
摘
す
る
も
の
の
、
羊
春
秋
『
李
群
玉
詩
集
』
（
岳
麓
書
社
出
版
、
一
九
八
七
）
と

と
も
に
、
李
賀
詩
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
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第
二
章

「
花
作
骨
」
の
批
評
効
果
と
そ
の
淵
源

は
じ
め
に

李
賀
の
「
酒
罷
、
張
大
徹
索
贈
詩
、
時
張
初
効
潞
幕*1

」
（
『
箋
注
』
五
六
〇
頁
、
全
一
二
句
）
は
、
元
和
八
年
（
八
一
三
）
七
月
、
李
賀
が
潞
州
（
山

西
省
襄
垣
県
北
）
に
お
い
て
、
張
徹
（
七
七
五
～
八
二
一
）
と
会
見
し
た
と
き
の
作
で
あ
る
。
張
徹
が
潞
州
の
幕
府
に
任
官
し
た
折
の
宴
席
で
、
彼
に
求

め
ら
れ
て
制
作
さ
れ
た
。
張
徹
は
、
韓
愈
の
門
弟
の
一
人
で
、
姻
戚
関
係
に
も
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
李
賀
は
、
冒
頭
か
ら
第
八
句
に
か
け
て
張
徹
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
。

長
鬣
張
郎
三
十
八

長

鬣
の
張
郎

三
十
八

ち
よ
う
ろ
う

1
天
遣
裁
詩
花
作
骨

天

詩
を
裁
し
て
花
に
し
て
骨
を
作
さ
し
む

な

2
往
還
誰
是
竜
頭
人

往
還

誰
か
是
れ
竜
頭
の
人
な
る

3
公
主
遣
秉
魚
鬚
笏

公
主

魚
鬚
の
笏
を
秉
ら
し
む

と

4
水
行
青
草
上
白
衫

水
行
の
青
草

白
衫
に
上
り

5
匣
中
章
奏
密
如
蚕

匣
中
の
章
奏

密
な
る
こ
と
蚕
の
如
し

6
金
門
石
閣
知
卿
有

金
門

石
閣

卿
の
有
な
る
を
知
り

7
豸
角
鶏
香
早
晩
含

豸
角

鶏
香

早
晩
含
む

ち

か
く

8や
が
て
身
に
つ
け
る
で
あ
ろ
う
制
服
な
ど
を
詠
じ
つ
つ
、
官
界
に
お
け
る
張
徹
の
活
躍
を
想
像
に
よ
っ
て
描
写
し
て
い
る
。
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張
徹
の
詩
才
を
称
え
た
第
二
句
に
着
目
し
た
い*2

。
と
り
わ
け
下
三
字
の
よ
う
に
「
花
」
と
「
骨
」
を
取
り
合
わ
せ
て
詩
歌
評
と
す
る
例
は
、
唐
詩
全
体

を
対
象
と
し
て
も
類
例
を
検
出
し
に
く
く
、
そ
れ
自
体
李
賀
の
特
徴
的
な
措
辞
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

以
下
、
本
稿
で
は
、「
花
作
骨
」
を
「

作

」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に
一
般
化
し
た
上
で
李
賀
の
他
の
用
例
を
検
証
し
、
そ
れ
に
加
え
て
「
花
」
と
「
骨
」
、

A

B

あ
る
い
は
そ
れ
に
準
じ
る
文
字
を
取
り
合
わ
せ
た
記
述
に
目
を
配
る
こ
と
で
、
「
花
作
骨
」
と
い
う
表
現
を
分
析
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
措
辞
が
成

立
し
た
背
景
に
は
い
か
な
る
表
現
上
の
淵
源
と
李
賀
の
認
識
の
過
程
が
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
て
い
く
。

一

先
行
研
究
の
整
理

「
花
作
骨
」
の
三
字
に
つ
い
て
、
古
く
は
明
・
曽
益
が
「
花
作
骨
、
天
賦
麗
才
（
花
作
骨
は
、
天
賦
の
麗
才
な
り
）
」
と
注
を
付
し
て
お
り
、
上
四
字

と
の
整
合
性
か
ら
し
て
妥
当
な
解
釈
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
三
字
が
具
体
的
に
い
か
な
る
内
実
を
含
ん
で
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
説

明
が
不
足
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
同
じ
く
明
の
董
懋
策
が
、
「
花
作
骨
、
猶
錦
心
繡
腸
之
謂
（
花
作
骨
は
、
猶
錦
心
繡
腸
の
謂
の
ご
と
し
）
」

と
述
べ
て
い
る
の
も
ま
た
、
分
析
的
な
段
階
に
至
っ
て
い
る
と
は
見
な
し
難
い
。

一
方
、
近
年
の
注
釈
書
は
よ
り
具
体
的
な
記
述
を
含
ん
で
い
る
。
例
え
ば
王
友
勝
・
李
徳
輝
『
李
賀
集
』
（
岳
麓
書
社
、
二
〇
〇
三
）
は
、
「
詩
筆
華
美

而
又
有
深
刻
的
内
容
」
（
一
四
〇
頁
）
と
注
し
て
い
る
。
こ
れ
を
敷
衍
し
て
い
え
ば
、
「
花
作
骨
」
の
「
花
」
と
は
詩
の
表
面
的
な
華
や
か
さ
、
「
骨
」
と

は
詩
の
奥
深
い
内
容
を
そ
れ
ぞ
れ
指
し
て
お
り
、
張
徹
の
詩
に
は
両
方
の
要
素
が
同
時
に
体
現
さ
れ
て
い
る
と
李
賀
が
認
識
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。
「

作

」
フ
レ
ー
ズ
は
、
一
般
的
に
は
「

が

に
な
る
」
、
「

を

に
す
る
」
と
い
っ
た
意
味
に
な
る
が
、
「

に
し
て
な
お
か
つ

」
と

A

B

A

B

A

B

A

B

い
う
解
釈
を
提
示
し
た
点
で
意
義
深
い
。

『
李
賀
集
』
と
は
や
や
異
な
る
解
釈
を
提
示
す
る
も
の
も
あ
る
。
徐
伝
武
『
李
賀
詩
集
訳
注
』
（
山
東
教
育
出
版
社
、
一
九
九
二
）
は
、
「
花
作
骨
」
に
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つ
い
て
「
称
誉
張
詩
華
美
」
と
語
釈
を
付
し
た
上
で
、
第
二
句
を
、
「
作
詩
似
有
天
相
助
、
詩
骨
濃
艶
噴
芬
芳
」
（
一
六
〇
頁
）
と
訳
し
て
お
り
、
葉
葱
奇

『
李
賀
詩
集
』
（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
五
九
）
が
「
『
花
作
骨
』
、
是
称
誉
他
詩
的
華
麗
、
…
…
」
（
一
一
六
頁
）
と
述
べ
て
い
る
の
な
ど
も
含
め
て
、

こ
れ
ら
は
詩
の
華
美
な
側
面
、
す
な
わ
ち
「
花
」
に
重
点
を
置
い
た
解
釈
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
の
主
な
注
釈
書
は
、
以
下
の
よ
う
な
訳
語
を
付
し
て
い
る
。

○
「
天
は
地
上
に
詩
を
創
造
さ
せ
よ
う
と
し
、
花
や
か
な
才
能
が
君
の
精
神
と
な
っ
て
出
現
し
た
」
（
荒
井
健
『
李
賀
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
、

八
三
頁
）

○
「
彼
が
詩
を
作
る
と
吟
骨
か
ら
花
が
咲
き
だ
し
た
か
と
お
も
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
天
が
そ
う
さ
せ
た
の
だ
」
（
鈴
木
虎
雄
『
李
長
吉
歌
詩
集
上
』

岩
波
文
庫
、
一
九
六
一
、
二
〇
六
頁
）

○
「
詩
を
作
れ
ば
、
骨
ま
で
花
が
咲
い
て
い
る
よ
う
な
才
能
を
天
が
与
え
て
く
れ
た
」
（
斉
藤
晌
『
李
賀
』
集
英
社
、
一
九
六
七
、
一
三
五
頁
）

○
「
天
は

詩
を
作
ら
せ
よ
う
と

君
の
吟
骨
に
花
咲
か
せ
た
」
（
原
田
憲
雄
『
李
賀
歌
詩
編
一

蘇
小
小
の
歌
』
東
洋
文
庫
、
一
九
九
八
、
四
〇

四
頁
）

荒
井
氏
が
「
花
」
を
「
花
や
か
な
才
能
」
、
「
骨
」
を
「
君
の
精
神
」
に
敷
衍
し
つ
つ
訳
出
し
て
い
る
他
は
、
「
吟
骨
（
あ
る
い
は
単
に
「
骨
」
）
」
に
「
花
」

が
咲
い
た
、
と
い
う
よ
う
に
原
語
を
用
い
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
斉
藤
・
原
田
両
氏
が
鈴
木
氏
を
承
け
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
四
氏
と
も

に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
い
ず
れ
も
「
花
作
骨
」
の
う
ち
の
「
花
」
に
重
点
を
置
い
た
解
釈
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
鈴
木
氏
の
「
吟
骨
か
ら
花
が

咲
き
だ
し
た
か
と
お
も
わ
れ
る
」
と
い
う
訳
語
や
、
斉
藤
氏
の
「
骨
ま
で
花
が
咲
い
て
い
る
よ
う
な
」
と
い
う
部
分
が
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
、
諸
氏
は
、

詩
人
と
し
て
の
「
骨
」
を
基
盤
と
し
つ
つ
も
、
天
の
力
を
助
け
と
し
て
そ
こ
に
「
花
」
の
要
素
が
付
け
加
わ
っ
た
と
い
う
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
、
李
賀
が

張
徹
の
詩
才
を
評
価
し
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
解
釈
は
果
た
し
て
妥
当
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
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二

「

作

」
フ
レ
ー
ズ
に
つ
い
て

A

B

李
賀
は
当
該
詩
以
外
に
も
「

作

」
の
フ
レ
ー
ズ
を
用
い
て
い
る
。
当
該
詩
に
お
い
て
李
賀
は
、
「
花
」
と
「
骨
」
と
い
う
、
結
び
つ
き
が
希
薄
な

A

B

二
物
を

と

に
当
て
は
め
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
、

と

が
連
想
可
能
な
形
態
的
類
似
性
を
持
っ
て
い
た
り
、
同
一
単
位
中
の
大
小
二

A

B

A

B

項
目
で
あ
っ
た
り
す
る
例
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

元
和
四
年
（
八
〇
九
）
の
作
で
あ
る
「
高
軒
過
」
（
『
箋
注
』
八
七
頁
、
全
一
四
句
）
は
、
李
賀
の
才
能
を
聞
き
つ
け
て
来
訪
し
た
韓
愈
と
皇
甫
湜
の
求

め
に
応
じ
て
詠
じ
ら
れ
た
。

龐
眉
書
客
感
秋
蓬

龐
眉
の
書
客

秋
蓬
に
感
じ

11
誰
知
死
草
生
華
風

誰
か
知
る

死
草
の
華
風
に
生
ず
る
を

12
我
今
垂
翅
附
冥
鴻

我

今

翅
を
垂
れ
て
冥
鴻
に
附
す
る
と
も

13
他
日
不
羞
蛇
作
竜

他
日
蛇
の
竜
と
作
る
に
羞
じ
ざ
ら
ん

、
、
、

14「
龐
眉
の
書
客
」
と
は
李
賀
自
身
を
指
し
て
い
る
。
彼
は
自
分
を
枯
れ
た
草
に
比
擬
す
る
の
だ
が
、
韓
愈
や
皇
甫
湜
の
引
き
立
て
に
よ
っ
て
生
気
を
取

り
戻
し
た
と
い
う
。
末
の
二
句
は
、
二
人
に
つ
き
従
う
こ
と
で
、
蛇
が
竜
に
化
し
て
空
へ
上
昇
す
る
よ
う
に
、
自
分
も
活
路
を
見
出
し
た
い
と
い
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
高
軒
過
」
に
お
け
る
「

作

」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
、

か
ら

へ
の
変
化
を
表
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
変
化
と
は
、

A

B

A

B

す
ぐ
れ
た
も
の
へ
の
肯
定
的
な
進
化
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

か
ら

へ
の
進
化
と
は
、
換
言
す
れ
ば

の
表
面
的
な
形
象
や
そ
こ
に
内
包
さ
れ
て
い
る
性
質
の
、

に
お
け
る
拡
張
・
拡
大
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

A

B

A

B

う
。
と
す
る
な
ら
ば
、
「
後
園
鑿
井
歌
」
（
『
箋
注
』
五
四
五
頁
、
全
九
句
）
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
次
の
よ
う
な
詩
句
も
、
「
高
軒
過
」
の
類
型
と
し
て
位
置
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づ
け
ら
れ
る
。

城
頭
日

城
頭
の
日

6
長
向
城
頭
住

長
く
城
頭
に
向
い
て
住
す

お

7
一
日
作
千
年

一
日
を
千
年
と
作
さ
ん

、
、
、
、
、

8
不
須
流
下
去

流
下
し
去
る
を
須
い
ず

も
ち

9相
手
の
心
変
わ
り
を
心
配
す
る
女
性
の
不
安
を
、
井
戸
の
轆
轤
に
託
し
て
詠
じ
た
詩
と
な
っ
て
い
る
。
第
八
句
は
、
一
日
を
千
年
に
も
引
き
伸
ば
さ
ん

こ
と
を
太
陽
に
呼
び
か
け
て
、
今
こ
の
時
を
永
遠
に
と
ど
め
よ
う
と
す
る
、
女
性
の
儚
い
願
望
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「

作

」
フ
レ
ー
ズ
に

A

B

即
し
て
い
え
ば
、

と
い
う
単
位
を

へ
と
引
き
伸
ば
す
と
い
う
の
が
、
第
八
句
か
ら
読
み
取
れ
る
フ
レ
ー
ズ
の
表
現
内
容
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

A

B

以
上
に
見
て
き
た
「
高
軒
過
」
と
「
後
園
鑿
井
歌
」
の
二
首
に
共
通
し
て
い
え
る
の
は
、

よ
り
も

の
方
が
強
大
な
存
在
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は

A

B

量
的
に
長
大
で
あ
っ
た
り
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

次
に

と

の
類
縁
性
が
希
薄
な
場
合
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。
「
払
舞
歌
辞
」
（
『
箋
注
』
二
一
二
頁
、
全
一
六
句
）
に
は
以
下
の
よ
う
に
詠
じ
ら

A

B

れ
て
い
る
。

丹
成
作
蛇
乗
白
霧

丹
成
り
て
蛇
と
作
り
白
霧
に
乗
ず

、
、

11
千
年
重
化
玉
井
土*3

千
年
重
ね
て
玉
井
の
土
と
化
す

12
従
蛇
作
土
二
千
載

蛇
の
土
と
作
り
て
従
り
二
千
載

、
、
、

よ

13
呉
堤
緑
草
年
年
在

呉
堤
の
緑
草

年
年
在
り

14丹
薬
の
生
成
に
よ
っ
て
人
が
蛇
に
姿
を
変
え
て
も
、
や
が
て
土
に
変
化
し
て
し
ま
う
の
は
必
定
で
あ
る
こ
と
を
詠
じ
て
い
る
。
「
払
舞
歌
辞
」
の
用
例

は
、

の
消
失
と
そ
れ
に
代
わ
る

の
生
成
と
い
う
、
生
滅
の
対
照
に
焦
点
を
当
て
た
表
現
に
な
っ
て
い
る*4

。

A

B
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「
謝
秀
才
、
有
妾
縞
練
、
改
従
於
人
、
秀
才
引
留
之
不
得
、
後
生
感
憶
、
座
人
製
詩
嘲
誚
、
賀
復
継
四
首
」
〈
其
三
〉
（
『
箋
注
』
四
一
九
頁
、
全
八
句
）

に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
謝
秀
才
の
妾
で
あ
っ
た
縞
練
と
い
う
人
物
が
転
嫁
し
、
後
に
改
め
て
謝
秀
才
を
慕
わ
し
く
思
い
直
し
た
と
い
う

出
来
事
を
背
景
と
し
た
詩
で
あ
る
。
冒
頭
に
、
「
洞
房
思
不
禁
、
蜂
子
作*5

花
心
（
洞
房

思
い
禁
え
ず
、
蜂
子

花
心
と
作
る
）
」
と
詠
じ
ら
れ
て
お
り
、

、
、
、

、
、

た

こ
れ
は
閨
房
の
中
に
い
て
思
い
煩
う
縞
練
を
、
花
弁
の
内
部
で
揺
れ
動
く
蜂
に
擬
え
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
「

作

」
の
フ
レ
ー
ズ
に
当
て
は
め
て

A

B

み
る
と
、
「
蜂
子
作
花
心
」
の
句
は
、
物
理
的
な
意
味
に
お
い
て

が

の
内
側
に
あ
る
状
態
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

A

B

続
い
て
、
従
軍
兵
士
を
送
り
出
す
と
い
う
内
容
の
「
摩
多
楼
子
」
（
『
箋
注
』
六
二
一
頁
、
全
一
二
句
）
を
見
て
い
き
た
い
。

玉
塞
去
金
人

玉
塞

金
人
を
去
る
こ
と

1
二
万
四
千
里

二
万
四
千
里

2
風
吹
沙
作
雲

風
吹
き
て
沙
は
雲
と
作
り

、
、
、

3
一
時
渡
遼
水

一
時
に
遼
水
を
渡
る

4第
三
・
四
句
は
、
風
が
狂
っ
た
よ
う
に
吹
い
て
沙
が
雲
の
よ
う
に
上
空
に
舞
い
上
が
り
、
川
向
こ
う
ま
で
流
れ
て
い
っ
た
情
景
を
詠
じ
て
い
る
。
つ
ま

り
こ
こ
で
の
雲
は
、
風
に
巻
き
上
げ
ら
れ
た
沙
の
流
れ
て
い
く
様
子
を
比
喩
的
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「

作

」
フ
レ
ー
ズ
に
還
元
す
る
な
ら
ば
、

A

B

と
い
う
主
体
の
状
態
を

に
よ
っ
て
比
喩
的
に
述
べ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

A

B

こ
こ
ま
で
、
本
節
で
は
「

作

」
フ
レ
ー
ズ
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
李
賀
の
用
例
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。
同
フ
レ
ー
ズ
は
、

が

を
包

A

B

B

A

括
し
た
状
態
を
意
味
し
た
り
、

か
ら

へ
の
変
化
を
表
し
た
り
し
て
い
る
。

よ
り
も

の
方
に
数
的
に
多
大
な
も
の
や
形
態
的
に
強
大
な
も
の
が
詠

A

B

A

B

じ
ら
れ
て
い
た
の
も
、
見
逃
せ
な
い
特
徴
で
あ
る
。
「

作

」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
、

に
重
点
が
置
か
れ
た
表
現
で
あ
る
と
見
な
せ
る
の
で
あ
る
。

A

B

B

改
め
て
当
該
詩
の
「
花
作
骨
」
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
「
花
」
と
「
骨
」
の
間
に
は
形
態
的
な
類
縁
性
が
な
い
た
め
、
例
え
ば
「
高
軒
過
」
が
そ
う

で
あ
っ
た
よ
う
な

か
ら

へ
の
進
化
を
表
現
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。
か
と
い
っ
て
「
払
舞
歌
辞
」
の
よ
う
な
生
滅
の
対
照
を
意
味
し
て
い
る
も

A

B
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の
と
も
い
え
な
い
。
と
す
る
な
ら
ば
、
当
該
詩
の
場
合
、

と

は
同
時
的
に
認
め
ら
れ
つ
つ
、
し
か
も

を
し
の
ぐ
形
で

の
要
素
が
顕
著
で
あ
る
よ

A

B

A

B

う
な
状
態
を
詠
じ
た
も
の
と
解
釈
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
「
骨
」
と
は
「
風
骨
」
の
語
に
代
表
さ
れ
る
詩
文
評
の
用
語
と
し
て
の

「
骨
」
で
あ
ろ
う
か
ら
、
一
句
全
体
と
し
て
は
、
「
天
は
、
華
や
か
な
上
に
も
、
そ
れ
を
意
義
あ
ら
し
め
る
確
か
な
内
実
の
あ
る
詩
を
（
張
徹
に
）
作
ら

せ
た
」
と
い
っ
た
よ
う
に
訳
出
し
て
お
く
の
が
穏
当
で
あ
る
と
い
え
る
。

三

「
花
作
骨
」
の
淵
源

前
節
で
は
当
該
詩
第
二
句
の
解
釈
に
つ
い
て
、
フ
レ
ー
ズ
の
特
質
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
て
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
「
花
」
と
「
骨
」
を
取
り
合
わ
せ
て
い
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
傅
経
順
主
編
『
李
賀
詩
歌
賞
析
集
』
（
巴
蜀
書
社
、
一
九
八
八
）
に
次
の

よ
う
な
指
摘
が
あ
る
（
執
筆
は
陳
其
相
）
。

而
這
「
裁
詩
」
又
授
命
于
天
意
、
是
由
上
天
調
遣
的
、
還
要
拿
「
花
」
来
作
詩
的
「
骨
」
。
試
想
、
「
花
」
是
柔
軟
的
、
「
骨
」
是
剛
硬
的
、
両
者

毫
無
共
同
之
処
、
以
「
花
」
作
為
詩
「
骨
」
的
詩
、
将
会
是
一
種
什
麽
様
的
詩
呢
。
然
而
、
詩
人
却
把
大
相
逕
庭
的
両
種
事
物
扯
在
一
起
、
別
出
心

裁
地
臆
造
出
一
種
「
花
作
骨
」
的
形
象
、
与
「
天
遣
」
緊
相
吻
合
。
這
里
、
詩
人
把
比
喩
同
奇
特
的
想
象
・
精
巧
的
構
思
・
創
新
的
語
言
、
巧
妙
地

化
合
在
一
起
、
構
成
一
種
全
新
的
意
境
。
（
一
〇
四
頁
）

花
は
柔
か
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
反
対
に
骨
は
硬
い
も
の
で
あ
る
た
め
、
両
者
に
共
通
点
は
な
い
が
、
か
け
離
れ
た
性
質
を
持
つ
二
物
を
取
り
合
わ
せ

て
詠
じ
る
の
は
、
そ
れ
こ
そ
天
の
力
で
も
借
り
な
い
こ
と
に
は
な
し
え
な
い
と
い
う
意
味
で
、
「
天
遣
」
と
い
う
言
葉
と
重
な
り
合
う
。
こ
こ
に
は
、
詩

人
の
奇
抜
な
発
想
や
精
巧
な
構
成
、
斬
新
な
語
彙
な
ど
が
渾
然
一
体
と
な
っ
て
表
れ
て
お
り
、
新
た
な
境
涯
に
至
っ
て
い
る
。
以
上
が
引
用
箇
所
の
大
略

で
あ
る
。
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『
李
賀
詩
歌
賞
析
集
』
は
、
レ
ト
リ
ッ
ク
の
新
奇
さ
に
着
目
し
、
そ
れ
を
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
主
張
自
体
に
は
首
肯
で
き
る
が
、
「
花

作
骨
」
と
い
う
表
現
が
生
成
さ
れ
た
背
景
へ
の
考
察
に
は
及
ん
で
お
ら
ず
、
鑑
賞
的
な
位
相
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
も
確
か
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
「
花
」
と
「
骨
」
や
そ
れ
に
準
ず
る
字
句
が
共
起
し
た
表
現
を
取
り
上
げ
て
当
該
詩
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
「
花
作
骨
」
の
通

時
代
的
な
視
野
か
ら
す
る
修
辞
上
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

（
一
）
「
花
」
と
「
骨
」
の
共
起

「
花
」
と
「
骨
」
を
一
句
に
構
成
し
た
例
は
、
李
賀
詩
に
も
う
一
例
あ
る
。
「
題
趙
生
壁
」
（
『
箋
注
』
四
九
四
頁
、
全
八
句
）
の
末
尾
の
句
で
あ
る
。

詩
題
に
い
う
趙
生
は
、
気
楽
な
退
隠
生
活
を
営
ん
で
い
た
人
物
の
よ
う
だ
。

木
蘚
青
桐
老

木
蘚

青
桐
老
い

5
石
泉
水
声
発

石
泉

水
声
発
る

お
こ

6
曝
背
臥
東
亭

背
を
曝
し
て
東
亭
に
臥
し

7
桃
花
満
肌
骨

桃
花

肌
骨
に
満
つ

、

、

8曽
益
注
に
よ
れ
ば
末
尾
の
二
句
は
、
東
亭
に
お
い
て
背
中
を
陽
に
さ
ら
せ
ば
肌
骨
の
調
子
が
よ
く
な
っ
て
照
り
、
桃
花
の
よ
う
に
紅
色
を
呈
す
る
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。
「
花
」
は
「
桃
花
」
と
、
「
骨
」
は
「
肌
骨
」
と
そ
れ
ぞ
れ
熟
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
の
場
合
、
「
桃
花
」
は
色
彩
の
比
喩
で

あ
り
、
「
肌
骨
」
は
体
全
体
と
い
う
の
に
等
し
い
。

「
花
」
と
「
骨
」
の
二
字
が
二
句
に
分
け
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。
「
馬
詩
二
十
三
首
」
〈
其
六
〉
（
『
箋
注
』
五
八
八
頁
、
全
四
句
）
の
冒
頭
に
、

「
飢
臥
骨
査
牙
、
麤
毛
刺
破
花
（
飢
臥
し
て
骨
は
査
牙
た
り
、
麤
毛

花
を
刺
破
す
）
」
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
が
そ
れ
に
当
た
る
。
こ
の
場
合
の
「
花
」

、

、

字
は
馬
の
体
毛
の
模
様
を
示
し
て
い
る
。
人
体
と
馬
体
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
「
馬
詩
二
十
三
首
」
〈
其
六
〉
に
お
け
る
「
骨
」
と
「
花
」
は
、
「
題
趙
生
壁
」
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と
同
様
、
身
体
の
一
部
を
指
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
長
平
箭
頭
歌
」
（
『
箋
注
』
五
五
五
頁
、
全
一
六
句
）
の
冒
頭
の
二
句
に
も
、
「
漆
灰
骨
末
丹
水
沙
、
淒
淒
古
血
生
銅
花
（
漆
灰

骨
末

丹
水
沙
、

、

、

淒
淒
と
し
て
古
血

銅
花
を
生
ず
）
」
と
い
う
よ
う
に
「
花
」
と
「
骨
」
の
二
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
第
一
句
は
、
過
去
の
戦
乱
で
血
に
染
ま
っ
た
鏃

の
錆
つ
い
た
色
を
表
し
て
い
る
。
黒
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
は
灰
の
よ
う
で
あ
り
、
白
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
は
骨
の
よ
う
で
あ
り
、
赤
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
は
丹
砂
の
よ
う

で
あ
る
と
い
う
。
細
か
な
観
察
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
視
覚
的
認
識
が
、
多
面
的
な
色
彩
表
現
に
よ
っ
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
第
二
句
は
、
鏃
に
付
着
し
て

い
る
血
痕
が
、
ま
る
で
銅
製
の
花
が
開
い
た
よ
う
に
こ
び
り
つ
い
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
二
字
は
具
体
的
な
可
視
的
次
元
に
お
い
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
「
花
」
と
「
骨
」
が
一
句
中
、
あ
る
い
は
一
聯
の
う
ち
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
李
賀
の
表
現
を
確
認
し
て
き
た
。
二
字
が
一
句
中
に
構
成
さ
れ

た
例
は
、
少
な
く
と
も
李
賀
以
前
の
詩
に
は
見
当
た
ら
ず*6

、
そ
の
一
点
に
限
っ
て
も
、
陳
其
相
氏
の
指
摘
の
と
お
り
李
賀
ら
し
い
創
新
に
富
む
取
り
合
わ

せ
と
な
っ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
二
字
の
組
み
合
わ
せ
が
李
賀
の
独
創
的
な
発
想
な
し
に
は
成
り
立
た
な
か
っ
た
か
と
い
え
ば
、
そ
う
と

い
い
切
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
む
し
ろ
先
行
す
る
諸
文
献
の
啓
発
な
し
に
は
李
賀
の
独
創
は
伝
達
可
能
な
意
味
の
ま
と
ま
り
と
し
て
成
立
し
え
な
か
っ
た

と
見
る
方
が
、
実
態
に
近
い
で
あ
ろ
う
。
当
該
詩
は
張
徹
と
い
う
特
定
の
対
象
に
向
け
て
詠
じ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
斬
新
な
詩
的
形
象
に
こ
だ

わ
り
つ
つ
も
、
そ
れ
が
意
味
伝
達
に
支
障
を
き
た
す
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
と
い
う
側
面
に
、
な
お
さ
ら
意
が
払
わ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

同
時
代
的
な
類
似
テ
ク
ス
ト
と
し
て
は
、
韓
愈
の
「
答
張
徹
」
（
銭
仲
聯
『
韓
昌
黎
詩
繫
年
集
釈
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
四
、
三
九
六
頁
、
全

一
〇
〇
句
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

漬
墨
竄
旧
史

墨
を
漬
し
て
旧
史
に
竄
し

11
磨
丹
注
前
経

丹
を
磨
き
て
前
経
に
注
す

12
義
苑
手
秘
宝

義
苑

秘
宝
を
手
に
し

13
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文
堂
耳
驚
霆

文
堂

驚
霆
を
耳
に
す

14

…
…

…
…

頼
其
飽
山
水

其
れ
山
水
に
飽
く
る
に
頼
り
て

77
得
以
娯
瞻
聴

以
て
瞻
聴
を
娯
し
ま
し
む
る
を
得
た
り

78
紫
樹
雕
斐
亹

紫
樹

雕
り
て
斐
亹
た
り

ひ

び

79
碧
流
滴
瓏
玲

碧
流

滴
し
て
瓏
玲
た
り

80
映
波
鋪
遠
錦

波
に
映
じ
て
遠
錦
を
鋪
き

81
挿
地
列
長
屏

地
に
挿
し
て
長
屏
を
列
す

82
愁
狖
酸
骨
死

愁

狖

酸
骨
死
し

、

し
ゆ
う
ゆ
う

83
怪
花
酸
魂
馨

怪
花

酸
魂

馨

し

、

か
ん
ば

84
潜
苞
絳
実
坼

潜
苞

絳
実
坼
け

さ

85
幽
乳
翠
毛
零

幽
乳

翠
毛
零
つ

86第
十
一
句
か
ら
の
四
句
は
、
学
問
を
す
る
張
徹
の
様
子
を
描
き
、
ま
た
文
名
が
鳴
り
響
い
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
第
七
十
七
句
以
下
は
、
韓
愈

が
目
に
し
た
山
水
の
景
物
を
点
綴
し
て
い
る
。
な
か
ん
ず
く
、
「
骨
」
と
「
花
」
の
両
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
第
八
十
三
・
四
句
は
、
愁
い
を
帯
び
た
猿

が
骨
身
を
傷
ま
せ
て
死
に
、
見
慣
れ
な
い
怪
奇
な
花
は
人
魂
を
傷
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
香
っ
て
い
る
と
い
う
。

当
該
詩
と
同
じ
く
張
徹
に
向
け
て
詠
じ
た
詩
で
あ
る
だ
け
に
、
「
骨
」
と
「
花
」
を
一
聯
に
構
成
し
た
表
現
は
見
逃
せ
な
い
。
韓
愈
の
用
例
は
詩
歌
評

と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
二
字
が
厳
密
な
対
の
関
係
に
あ
る
わ
け
で
も
な
い
た
め
、
当
該
詩
と
短
絡
し
て
は
な
る
ま
い
。
し
か
し
、
李
賀
が
韓
愈
門
下

の
一
員
に
数
え
ら
れ
る
点
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
と
も
に
張
徹
と
い
う
特
定
の
対
象
に
向
け
て
の
作
で
あ
る
点
に
鑑
み
れ
ば
、
韓
愈
と
李
賀
が
同
根
の
詩



- 44 -

的
発
想
を
共
有
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
可
能
性
を
否
定
し
切
れ
な
い
の
も
ま
た
、
確
か
で
あ
ろ
う
。
仮
に
修
辞
上
の
影
響
関
係
を
認
め
る
と
す
れ
ば
、
韓
愈

の
詩
が
元
和
元
年
（
八
〇
六
）
の
作
で
あ
る
か
ら
、
李
賀
の
方
が
韓
愈
か
ら
間
接
的
な
着
想
を
え
て
い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
「
華
」
と
「
骨
」
の
共
起

前
項
で
は
、
「
花
」
と
「
骨
」
の
二
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
同
時
代
の
類
似
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、
韓
愈
の
詩
を
取
り
上
げ
た
。
た
だ
し
韓
愈
の
用
例
は

詩
歌
評
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
『
詩
品
』
や
『
文
心
雕
竜
』
と
い
っ
た
唐
代
以
前
の
代
表
的
な
文
学
理
論
書
を
調
査
範
囲
に
含
め
つ
つ
、
「
花
」

字
に
準
ず
る
「
華
」
と
「
骨
」
と
が
近
接
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
記
述
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。

『
詩
品
』
に
お
い
て
「
華
」
と
「
骨
」
を
取
り
合
わ
せ
た
記
事
と
し
て
、
上
品
・
曹
植
条
に
次
の
よ
う
に
見
え
て
い
る*7

。

其
源
出
於
国
風
。
骨
気
奇
高
、
詞
彩
華
茂
。
情
兼
雅
怨
、
体
被
文
質
。
粲
溢
今
古
、
卓
爾
不
群
（
其
の
源
は
国
風
に
出
づ
。
骨
気
は
奇
高
に
し
て
、

、

、

詞
彩
は
華
茂
な
り
。
情
は
雅
怨
を
兼
ね
、
体
は
文
質
を
被
る
。
粲
と
し
て
今
古
に
溢
れ
、
卓
爾
と
し
て
群
な
ら
ず
）
。

「
骨
」
や
「
気
」
に
つ
い
て
興
膳
宏
氏
は
、
「
内
面
か
ら
文
学
の
根
源
を
支
え
、
生
き
生
き
と
し
た
生
命
の
い
ぶ
き
を
通
わ
せ
る
精
神
を
意
味
す
る
」

と
述
べ
て
い
る*8

。
ま
た
、
同
氏
に
よ
る
次
の
よ
う
な
指
摘
も
当
該
詩
を
理
解
す
る
の
に
役
立
つ
。

…
…
曹
植
の
詩
は
、
「
骨
気
」
と
「
詞
彩
」
、
「
雅
」
と
「
怨
」
、
「
文
」
と
「
質
」
の
ご
と
く
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
み
て
相
対
的
な
要
素
が
、
相

互
に
排
斥
し
あ
う
の
で
は
な
く
、
補
完
し
あ
い
つ
つ
渾
然
と
融
合
し
き
っ
て
長
所
を
増
幅
し
て
い
る
。
こ
の
均
衡
の
と
れ
た
完
璧
さ
こ
そ
、
彼
の
文

こ
ん

学
を
無
二
の
高
み
に
押
し
上
げ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
（
『
文
学
論
集
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
二
、
一
〇
〇
頁
）

「
骨
」
と
「
華
」
は
、
四
字
句
中
の
出
現
位
置
を
異
に
し
て
い
る
た
め
、
厳
密
な
意
味
で
の
対
と
な
る
概
念
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
が
詩

の
内
面
性
と
外
面
性
に
関
連
す
る
タ
ー
ム
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
見
逃
せ
な
い
。
次
に
引
く
『
文
心
雕
竜
』
の
記
事
も
含
め
て
、
こ
れ
ら
は
、
『
論

語
』
雍
也
篇
に
、
「
子
曰
、
質
勝
文
則
野
、
文
勝
質
則
史
。
文
質
彬
彬
、
然
後
君
子
（
子
曰
く
、
質

文
に
勝
て
ば
則
ち
野
、
文

質
に
勝
て
ば
則
ち
史
。
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文
質
彬
彬
と
し
て
、
然
る
後
に
君
子
な
り
と
）
」
と
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
文
質
論
」
に
端
を
発
す
る
伝
統
的
な
思
考
法
に
通
じ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

『
文
心
雕
竜
』
風
骨
篇
に
は
、
「
骨
」
は
当
然
な
が
ら
、
併
せ
て
「
華
」
に
も
言
及
し
た
一
節
が
あ
る*9

。

然
文
術
多
門
、
各
適
所
好
、
明
者
弗
授
、
学
者
弗
師
。
於
是
習
華
随
侈
、
流
遁
忘
反
。
若
能
確
乎
正
式
、
使
文
明
以
健
、
則
風
清
骨
峻
、
篇
体
光

、

、

華
（
然
れ
ど
も
文
術
は
門
多
け
れ
ば
、
各
お
の
好
む
所
に
適
い
、
明
者
も
授
け
ず
、
学
者
も
師
あ
ら
ず
。
是
に
於
い
て
華
に
習
い
侈
に
随
い
て
、
流

、遁
し
て
反
る
を
忘
る
。
若
し
能
く
確
乎
と
し
て
式
を
正
し
、
文
を
し
て
明
ら
か
に
し
て
以
て
健
な
ら
し
む
れ
ば
、
則
ち
風
清
く
骨
峻
に
し
て
、
篇
体

光
華
あ
ら
ん
）
。

風
骨
を
習
得
す
る
た
め
に
は
古
典
に
範
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
創
作
の
手
法
は
数
多
い
た
め
、
必
ず
し
も
機
械
的
に
他
者
に

教
授
し
た
り
、
師
か
ら
伝
授
さ
れ
た
り
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
。
そ
う
し
た
と
き
に
犯
し
て
し
ま
い
が
ち
な
学
習
方
法
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の

が
、
「
華
に
習
い
侈
に
随
う
」
と
い
う
言
辞
で
あ
る
。
「
華
」
と
は
華
美
で
装
飾
的
な
文
学
の
謂
で
あ
り
、
そ
れ
を
過
度
に
学
習
す
る
こ
と
が
戒
め
ら
れ
る

よ
う
な
、
否
定
的
側
面
を
帯
び
た
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
全
的
に
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
正
統
的
な
形
式
を

身
に
着
け
て
、
明
晰
剛
健
な
文
を
創
作
す
れ
ば
、
「
風
」
「
骨
」
の
効
力
が
発
揮
さ
れ
て
作
品
が
光
り
輝
く
よ
う
に
な
る
、
す
な
わ
ち
「
光
華
」
が
あ
る
状

態
に
な
る
と
い
う
よ
う
に
、
「
華
」
は
し
か
る
べ
く
し
て
体
現
さ
れ
れ
ば
価
値
的
要
素
と
し
て
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

『
文
心
雕
竜
』
風
骨
篇
の
記
事
は
、
詩
歌
創
作
に
関
連
す
る
タ
ー
ム
と
し
て
の
「
骨
」
と
「
華
」
と
が
近
接
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
当

該
詩
の
「
花
作
骨
」
に
潜
在
す
る
発
想
の
淵
源
を
理
解
す
る
の
に
有
益
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
、
二
字
が
当
該
詩
に
お
け
る
よ
う
に
直
接
的
に
結
び
つ
い

て
対
照
を
な
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
「
華
」
と
し
ば
し
ば
対
応
す
る
の
は
「
実
」
で
あ
る
。
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（
三
）
「
華
」
と
「
実
」
の
共
起

ま
ず
は
引
き
続
き
『
文
心
雕
竜
』
の
用
例
か
ら
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。
一
例
と
し
て
明
詩
篇
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
。

若
夫
四
言
正
体
、
則
雅
潤
為
本
、
五
言
流
調
、
則
清
麗
居
宗
。
華
実
異
用
、
惟
才
所
安
（
夫
の
四
言
の
正
体
の
若
き
は
、
則
ち
雅
潤
も
て
本
と
為

、
、

し
、
五
言
の
流
調
は
、
則
ち
清
麗
も
て
宗
に
居
る
。
華
と
実
と
は
用
を
異
に
し
て
、
惟
才
の
安
ん
ず
る
所
な
り
）
。

四
言
詩
と
五
言
詩
が
有
す
る
特
質
の
相
違
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
作
用
が
異
な
る
こ
と
に
言
及
し
、
そ
の
選
択
は
各
人
の
才
覚
に
帰
せ
ら
れ
る
と

い
う
の
で
あ
る
。
引
用
に
続
い
て
「
雅
」「
潤
」「
清
」「
麗
」
を
よ
く
体
現
し
た
作
家
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
要
素
全
て
を
、
換
言
す
れ
ば
「
華
」

と
「
実
」
の
両
要
素
を
兼
ね
備
え
て
い
る
の
は
、
曹
植
と
王
粲
で
あ
る
と
い
う
。
曹
・
王
の
両
者
は
類
ま
れ
な
万
能
詩
人
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

唐
人
の
詩
歌
評
に
も
「
華
」
と
「
実
」
の
対
比
構
造
は
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
例
え
ば
張
説
「
贈
太
尉
裴
公
神
道
碑
」
（
熊
飛
『
張
説
集
校
注
』
中
華

書
局
、
二
〇
一
三
、
七
一
九
頁
）
に
、

（
裴
行
倹
）
在
選
曹
、
見
駱
賓
王
・
盧
照
鄰
・
王
勃
・
楊
烱
、
評
曰
、
烱
雖
有
才
名
、
不
過
令
長
。
其
余
華
而
不
実
。
鮮
克
全
終
（
選
曹
に
在
り
、

、
、
、
、

駱
賓
王
・
盧
照
鄰
・
王
勃
・
楊
烱
を
見
、
評
し
て
曰
く
、
烱
は
才
名
有
り
と
雖
も
、
令
長
に
過
ぎ
ず
。
其
の
余
は
華
に
し
て
実
な
ら
ず
。
克
く
終
わ

よ

り
を
全
う
す
る
こ
と

鮮

か
ら
ん
と
）
。

す
く
な

と
見
え
て
い
る
。
駱
賓
王
・
盧
照
鄰
・
王
勃
の
三
人
に
つ
い
て
、
張
説
は
「
華
に
し
て
実
な
ら
ず
」
と
い
う
評
価
を
加
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
う
わ
べ
の
華
や
か
さ
と
目
に
見
え
な
い
実
質
を
対
比
的
に
捉
え
る
認
識
構
造
は
、
早
い
時
期
か
ら
見
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
『
春
秋
左

氏
伝
』
文
公
五
年
に
は
、
「
且
華
而
不
実
、
怨
之
所
聚
也
（
且
つ
華
に
し
て
実
な
ら
ざ
る
は
、
怨
み
の
聚
ま
る
所
な
り
）
」
と
い
う
。
こ
れ
は
甯
嬴
が
自
身

、
、
、
、

の
妻
に
向
か
っ
て
晋
の
陽
処
父
の
気
質
に
つ
い
て
語
っ
た
セ
リ
フ
の
一
部
で
あ
る
。
陽
処
父
は
見
か
け
は
立
派
で
も
内
実
が
伴
っ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
に
よ

っ
て
や
が
て
人
々
の
怨
み
を
か
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
古
く
よ
り
「
華
実
」
は
人
物
を
評
価
す
る
た
め
の
用
語
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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先
に
引
い
た
張
説
が
こ
れ
を
踏
ま
え
て
い
る
の
は
見
や
す
い
。

同
じ
く
『
左
伝
』
を
承
け
る
形
で
、
韓
愈
は
「
上
考
宏
詞
崔
虞
部
書
」
（
劉
真
倫
・
岳
珍
校
注
『
韓
愈
文
集
彙
校
箋
注
』
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
、
三

〇
七
四
頁
）
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

三
人
之
中
、
其
二
人
者
、
固
所
伝
聞
矣
。
華
実
兼
者
也
。
果
竟
得
之
、
而
又
升
焉
。
其
一
人
者
、
則
莫
之
聞
矣
。
実
与
華
違
、
行
与
時
乖
、
果
竟

、
、
、
、
、

、
、
、
、

退
之
（
三
人
の
中
、
其
の
二
人
の
者
は
、
固
よ
り
伝
聞
す
る
所
な
り
。
華
実
兼
ぬ
る
者
な
り
。
果
た
し
て
竟
に
之
を
得
て
、
又
升
る
。
其
の
一
人
の

者
は
、
則
ち
之
を
聞
く
こ
と
莫
し
。
実
は
華
と
違
い
、
行
い
は
時
と
乖
き
、
果
た
し
て
竟
に
之
を
退
く
）
。

こ
れ
は
科
挙
の
受
験
者
に
つ
い
て
の
評
言
と
な
っ
て
お
り
、
「
華
」
は
事
前
の
評
判
、
「
実
」
は
合
格
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
実
力
を
そ
れ
ぞ
れ
指
し
て
い

る
。
「
其
の
一
人
の
者
」
、
つ
ま
り
は
「
実
」
を
有
し
な
が
ら
も
「
華
」
の
要
素
を
欠
き
、
世
の
趨
勢
と
乖
離
し
て
退
け
ら
れ
た
と
い
う
の
は
、
韓
愈
自
身

の
こ
と
で
あ
る
。
韓
愈
は
「
贈
別
元
十
八
協
律
六
首
」
〈
其
五
〉
（
『
韓
昌
黎
詩
繫
年
集
釈
』
一
一
三
〇
頁
、
全
一
〇
句
）
に
お
い
て
は
、
「
元
十
八
協
律
」

を
賛
美
し
て
、

読
書
患
不
多

書
を
読
み
て
は
多
か
ら
ざ
る
を
患
い

1
思
義
患
不
明

義
を
思
い
て
は
明
ら
か
な
ら
ざ
る
を
患
う

2
患
足
已
不
学

足
れ
り
と
し
て
已
に
学
ば
ざ
る
を
患
い

3
既
学
患
不
行

既
に
学
び
て
は
行
わ
ざ
る
を
患
う

4
子
今
四
美
具

子

今

四
美
具
わ
り

5
実
大
華
亦
栄

実
大
に
し
て
華
も
亦
た
栄
え
た
り

、
、
、
、
、

6
王
官
不
可
闕

王
官

闕
く
可
か
ら
ず

7
未
宜
後
諸
生

未
だ
宜
し
く
諸
生
に
後
る
べ
か
ら
ず

8
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嗟
我
擯
南
海

嗟

我
南
海
に

擯

け
ら
れ

あ
あ

し
り
ぞ

9
無
由
助
飛
鳴

飛
鳴
を
助
く
る
に
由
無
し

10
と
詠
じ
て
い
る
。
読
書
量
は
少
な
く
な
い
か
、
そ
の
意
味
内
容
を
十
分
に
理
解
で
き
て
い
る
か
、
い
た
ず
ら
に
満
足
し
て
学
習
を
怠
っ
て
い
な
い
か
、
学

習
し
た
成
果
を
行
動
に
反
映
し
て
い
る
か
、
と
い
う
自
己
修
養
に
関
す
る
四
つ
の
美
徳
が
元
十
八
協
律
に
は
備
わ
っ
て
い
る
と
述
べ
た
上
で
、
そ
う
し
た

確
固
と
し
た
内
実
の
存
在
を
他
者
に
も
示
し
う
る
よ
う
な
「
華
」
の
要
素
を
も
「
亦
」
た
、
彼
は
備
え
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
優
先
的
に
備
え
て
お

く
べ
き
資
質
と
し
て
の
位
置
を
認
め
て
い
れ
ば
こ
そ
、
「
実
」
の
方
か
ら
ま
ず
は
「
大
」
で
あ
る
と
い
う
評
価
を
加
え
、
そ
の
上
で
更
な
る
美
点
と
し
て

「
亦
」
を
添
え
る
形
で
「
華
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

本
章
で
は
ま
ず
、
「
酒
罷
、
張
大
徹
索
贈
詩
、
時
張
初
効
潞
幕
」
に
見
え
て
い
る
「
花
作
骨
」
を
「

作

」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に
一
般
化
し
た
上
で

A

B

類
例
と
比
較
し
、
新
た
な
解
釈
を
提
示
し
た
。
「
花
」
で
は
な
く
「
骨
」
に
重
点
を
置
い
て
訳
出
す
る
の
が
穏
当
で
あ
る
。

「
花
」
と
「
骨
」
が
取
り
合
わ
せ
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
華
・
実
」
と
「
風
・
骨
」
と
い
う
二
種
類
の
批
評
用
語
を
織
り
交
ぜ
た
表
現
で
あ
っ

た
と
判
断
で
き
る
。
猟
官
に
役
立
つ
実
際
的
な
効
用
を
具
え
つ
つ
も
、
張
徹
の
詩
が
真
に
文
学
的
な
高
み
に
も
到
達
し
て
い
る
こ
と
を
、
李
賀
は
詠
じ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
い
る
価
値
の
範
疇
を
混
淆
す
る
こ
と
で
、
詩
歌
へ
の
評
価
と
人
格
の
賛
美
を
兼
ね
備
え
た
表
現
へ
と
練
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
読
み
手
に
と
っ
て
は
、
先
に
引
い
た
『
李
賀
詩
歌
賞
析
集
』
に
お
い
て
陳
其
相
氏
が
、
「
這
里
、
詩
人
把
比
喩
同
奇
特

的
想
象
・
精
巧
的
構
思
・
創
新
的
語
言
、
巧
妙
地
化
合
在
一
起
、
構
成
一
種
全
新
的
意
境
」
と
述
べ
て
い
た
と
お
り
、
表
現
上
の
新
味
を
感
じ
さ
せ
る
措

辞
と
な
り
え
て
い
る
の
で
あ
る
。



*1

本
章
に
お
い
て
は
、
以
下
、
「
当
該
詩
」
と
記
す
。

*2

張
徹
の
詩
は
、
『
全
唐
詩
』
に
徴
す
る
限
り
、
韓
愈
・
張
籍
・
孟
郊
と
の
合
作
で
あ
る
「
会
合
聯
句
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
七
九
一
）
中
の
、
「
愁
去
劇
箭
飛
、
歓
来
若
泉
涌
」
、
「
馬

辞
虎
豹
怒
、
舟
出
蛟
鼉
恐
」
と
い
う
四
句
が
目
睹
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

*3

王
琦
は
こ
の
句
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
碣
石
篇
古
辞
曰
、
神
亀
雖
寿
、
猶
有
竟
時
。
騰
蛇
乗
霧
、
終
為
土
灰
。
此
詩
後
六
句
全
用
其
語
。
背
有
八
卦
、
邪
鱗

頑
甲
、
指
亀
而
言
也
。
而
上
下
不
露
一
亀
字
、
何
乃
晦
渋
至
此
。
其
間
似
有
訛
欠
。
郭
茂
倩
『
楽
府
詩
集
』
本
作
『
千
年
重
化
玉
井
亀
、
従
蛇
作
亀
二
千
載
』
、
一
本
作
『
千
年
重

化
玉
井
亀
、
玉
井
亀
、
二
千
載
』
云
云
。
按
上
文
時
字
只
一
韻
、
今
以
亀
字
聯
上
作
二
韻
、
似
属
可
従
」
。
確
か
に
「
亀
」
字
が
あ
る
方
が
、
内
容
・
押
韻
の
両
面
か
ら
し
て
自
然

な
よ
う
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
『
箋
注
』
に
従
っ
て
お
く
。
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そ
う
し
た
表
現
が
成
立
し
た
背
景
に
は
、
押
韻
の
関
係
に
よ
っ
て
や
む
を
え
ず
し
て
な
さ
れ
た
字
句
の
選
択*10

や
、
眼
前
の
個
人
に
対
し
て
「
華
実
」

の
語
を
用
い
な
が
ら
批
評
す
る
の
が
は
ば
か
ら
れ
た*11

、
と
い
っ
た
消
極
的
な
理
由
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
、
固
定
的
な
意
味
範

疇
を
構
成
す
る
既
成
の
批
評
用
語
を
織
り
交
ぜ
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
、
や
は
り
李
賀
の
独
自
性
を
認
め
て
お
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

「
風
」
「
骨
」
「
華
」
「
実
」
は
も
と
を
正
せ
ば
そ
れ
ぞ
れ
実
際
の
事
物
を
指
し
示
す
語
で
あ
る
が
、
「
風
・
骨
」
「
華
・
実
」
と
い
う
よ
う
に
批
評
用
語

と
し
て
二
字
ど
う
し
が
結
び
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
に
際
し
て
は
、
各
字
の
抽
象
義
が
連
想
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
李
賀
は
人
物
と
文
学
に
関
連
す

る
二
種
の
批
評
用
語
を
織
り
交
ぜ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
が
本
来
的
に
所
有
し
て
い
る
具
象
性
を
浮
き
上
が
ら
せ
た
。
「
華
」
で
は
な
く
「
花
」
を

用
い
て
い
る
の
も
そ
う
し
た
意
識
の
反
映
と
見
な
せ
る
か
も
し
れ
な
い*12

。
固
定
的
な
批
評
用
語
の
範
疇
を
混
淆
さ
せ
る
こ
と
で
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
が
立

ち
上
が
り
、
「
花
作
骨
」
と
い
う
措
辞
は
抽
象
的
な
観
念
に
傾
か
な
い
、
生
き
生
き
と
し
た
新
鮮
な
印
象
を
与
え
う
る
表
現
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
の

で
あ
る
。
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*4
李
賀
の
「
緑
章
封
事
」
（
『
箋
注
』
三
〇
六
頁
）
に
「
虚
空
風
気
不
清
冷
、
短
衣
小
冠
作
塵
土
」
と
あ
る
の
は
、
フ
レ
ー
ズ
の

に
当
た
る
部
分
に
「
土
」
を
構
成
要
素
と
す
る

、
、
、
、
、
、
、

B

「
塵
土
」
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
点
で
、
「
払
舞
歌
辞
」
に
準
じ
る
用
例
と
な
っ
て
い
る
。

*5

「
作
」
を
「
遶
」
や
「
采
」
に
作
る
版
本
も
あ
る
が
、
野
原
康
宏
『
李
賀
詩
集
校
本
』
（
飇
風
の
会
、
二
〇
一
四
）
が
底
本
と
す
る
「
宣
城
本
」
に
従
っ
て
お
く
。

*6

李
賀
以
降
の
唐
代
の
詩
人
と
し
て
は
、
皮
日
休
（
八
三
四
？
～
八
八
三
）
・
陸
亀
蒙
（
？
～
八
八
一
？
）
・
斉
己
（
八
六
四
～
九
三
八
）
に
用
例
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
皮
日

休
「
奉
和
魯
望
徐
方
平
後
聞
赦
次
韻
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
六
一
三
）
に
「
空
林
葉
尽
蝗
来
郡
、
腐
骨
花
生
戦
後
村
」
、
陸
亀
蒙
「
奉
和
襲
美
酒
中
十
詠
」
〈
酒
泉
〉
（
『
全
唐
詩
』
巻
六

、
、

二
〇
）
に
「
春
疑
浸
花
骨
、
暮
若
酣
雲
族
」
、
斉
己
「
寄
道
林
寺
諸
友
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
八
四
四

）
に
「
春
色
湿
僧
巾
屨
膩
、
松
花
沾
鶴
骨
毛
香
」
と
見
え
て
い
る
。
い
ず
れ
も

、
、

、

、

詩
歌
評
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
三
詩
人
と
も
に
李
賀
に
言
及
し
た
詩
文
を
残
し
て
い
る
点
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
陸
亀
蒙
は
「
書
李
賀
小
伝
後
」
（
『
唐
甫
里
先
生
文

集
』
巻
一
八
）
を
記
し
て
い
る
し
、
皮
日
休
は
「
劉
棗
強
碑
」
（
『
皮
子
文
藪
』
巻
四
）
に
お
い
て
、
「
有
与
李
賀
同
時
者
劉
棗
強
焉
、
先
生
姓
劉
氏
、
名
言
史
、
不
詳
其
郷
里
、
所

有
歌
詩
千
首
、
其
美
麗
恢
贍
、
自
賀
外
、
世
莫
得
比
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
斉
己
は
李
賀
の
名
自
体
を
複
数
の
詩
に
詠
じ
て
お
り
、
「
読
李
賀
歌
集
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
八
四

七
）
と
題
す
る
作
品
も
あ
る
。
「
花
」
と
「
骨
」
を
一
句
に
構
成
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
三
人
の
詩
人
に
対
す
る
李
賀
の
直
接
的
な
影
響
が
認
め
ら
れ
る
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
偶
然
の
一
致
と
し
て
等
閑
視
す
べ
き
で
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
た
め
、
こ
こ
に
付
記
し
て
お
く
。

*7

引
用
は
曹
旭
『
詩
品
集
注
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
）
に
よ
る
。

*8

『
文
学
論
集
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
二
、
九
九
頁
。

*9

引
用
は
詹
鍈
『
文
心
雕
竜
義
証
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
）
に
よ
る
。

*10

『
広
韻
』
に
よ
れ
ば
「
骨
」
と
当
該
詩
第
四
句
末
の
「
笏
」
は
入
声
第
十
一
没
韻
で
あ
る
。
「
実
」
は
入
声
第
五
質
韻
で
あ
る
。

*11

前
節
で
引
い
た
韓
愈
「
上
考
功
崔
虞
部
書
」
に
描
か
れ
て
い
る
「
華
実
」
を
兼
備
し
た
人
物
が
、
世
渡
り
に
不
器
用
な
韓
愈
自
身
と
比
較
さ
れ
る
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
打
算

的
な
一
面
が
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
の
が
、
そ
の
傍
証
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
李
賀
自
身
「
出
城
別
張
又
新
酬
李
漢
」
（
『
箋
注
』
四
五
四
頁
）
に
、
「
欲
使
十
千
歳
、
帝
道

如
飛
神
。
華
実
自
蒼
老
、
流
来
長
傾
湓
」
と
詠
じ
て
お
り
、
「
華
実
」
の
句
は
鈴
木
虎
雄
氏
に
従
え
ば
人
物
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
と
見
な
せ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
帝
王
に
よ

る
恩
沢
の
広
が
り
に
よ
っ
て
人
々
が
「
華
実
」
の
兼
備
者
と
な
る
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
特
定
の
個
人
に
言
及
し
た
も
の
で
は
な
い
。
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*12
「
花
」
と
「
華
」
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
山
崎
み
ど
り
「
『
花
』

と

『
華
』

―
―
詩
的
イ
メ
ー
ジ
の
差
異
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」
（
『
中
国
詩
文
論
叢
』
第
二
号
、
一
九
八
三
）

が
文
献
的
な
根
拠
を
挙
げ
な
が
ら
考
察
を
加
え
て
い
る
。
両
字
は
と
も
に
植
物
の
は
な
を
指
す
点
で
共
通
す
る
が
、
「
華
」
は
抽
象
的
な
意
味
合
い
が
強
い
と
い
う
。
は
な
に
限
ら

ず
、
美
し
い
も
の
を
指
す
場
合
に
、
「
華
」
が
用
い
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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第
三
章

「
酒
闌
感
覚
中
区
窄
」
の
句
を
め
ぐ
っ
て

は
じ
め
に

李
賀
の
「
酒
罷
張
大
徹
索
贈
詩
時
張
初
効
潞
幕
」
（
『
箋
注
』
五
六
〇
頁
）
と
い
う
全
十
二
句
の
七
言
古
詩*1

は
、
張
徹
の
求
め
に
応
じ
て
詠
じ
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
第
八
句
ま
で
の
前
段*2

で
は
、
張
徹
の
文
才
を
誉
め
称
え
、
や
が
て
多
く
の
仕
事
を
こ
な
す
で
あ
ろ
う
姿
を
想
像
に
よ
っ
て
描
き
つ
つ
、

将
来
の
出
世
が
間
違
い
な
い
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
。
対
し
て
次
に
引
く
末
尾
の
四
句
で
は
、
李
賀
自
身
の
こ
と
に
つ
い
て
詠
じ
て
い
る
。

隴
西
長
吉
摧
頽
客

隴
西
の
長
吉

摧
頽
の
客

9
酒
闌
感
覚
中
区
窄

酒

闌

に
し
て
感
覚
す
中
区
の
窄
き
を

た
け
な
わ

せ
ま

10
葛
衣
断
砕
趙
城
秋

葛
衣

断
砕
す
趙
城
の
秋
に

11
吟
詩
一
夜
東
方
白

詩
を
吟
ず
る
こ
と
一
夜

東
方
白
む

12隴
西
の
李
氏
に
列
な
る
自
負
と
そ
れ
に
反
す
る
不
遇
な
現
況
、
あ
る
い
は
粗
末
な
衣
服
し
か
身
に
ま
と
え
な
い
よ
う
な
貧
苦
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

本
章
で
は
第
十
句
に
着
目
し
た
い
。
酒
宴
が
尽
き
よ
う
と
す
る
と
き
に
「
中
区
」
の
せ
ま
さ
を
感
じ
た
と
詠
じ
る
こ
の
句
の
、
と
り
わ
け
「
中
区
」
の

語
を
め
ぐ
っ
て
は
、
解
釈
の
相
違
が
生
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
第
一
節
で
は
、
唐
代
ま
で
の
類
例
に
目
を
配
り
、
李
賀
の
用
い
た
「
中
区
」
の
語
義
を
定
め

た
い
。
続
い
て
第
二
節
で
は
、
当
該
詩
と
同
じ
よ
う
に
「
覚
」
と
「
窄
」
の
二
字
を
用
い
な
が
ら
閉
塞
感
を
詠
じ
た
唐
詩
と
比
較
し
、
李
賀
の
独
自
性
を

探
る
。
そ
し
て
第
三
節
で
は
、
当
該
詩
の
第
十
句
の
よ
う
な
表
現
が
成
立
し
た
必
然
性
に
つ
い
て
、
他
の
李
賀
詩
を
参
照
し
な
が
ら
考
察
し
て
い
く
。
以

上
の
論
述
に
よ
っ
て
、
当
該
詩
の
空
間
表
現
が
通
時
的
・
共
時
的
な
観
点
か
ら
し
て
い
か
な
る
特
質
を
具
え
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
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一

「
中
区
」
の
解
釈
と
そ
の
イ
メ
ー
ジ

ま
ず
は
当
該
詩
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
中
区
」
の
解
釈
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
早
く
は
明
・
曽
益
が
、
「
中
区
窄
、
為
衆
所
排
（
中
区
窄
し

と
は
、
衆
の
排
す
る
所
と
為
る
な
り
）
」
と
注
を
付
し
て
い
る
（
『
昌
谷
集
』
巻
二
）
。
こ
れ
は
「
窄
」
を
含
め
た
解
釈
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
「
中
区
」
の

語
義
が
単
独
で
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
語
り
手
を
疎
外
す
る
「
衆
」
の
住
ん
で
い
る
世
間
の
こ
と
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
続
い
て
清

・
王
琦
は
、
「
中
区
窄
、
心
事
不
舒
（
中
区
窄
し
と
は
、
心
事
舒
び
ざ
る
な
り
）
」
と
述
べ
て
お
り
（
『
李
長
吉
歌
詩
彙
解
』
巻
二
）
、
こ
の
場
合
の
「
中
区
」

は
心
の
内
側
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
中
区
」
を
世
間
と
い
っ
た
よ
う
な
外
部
の
具
体
的
空
間
と
捉
え
る
か
、
胸
中
や
心
中
と
い
っ
た
作
者
内
部
の
抽
象
的
空
間
と
捉
え
る
か
で
、
曽
益
と

王
琦
の
見
解
は
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
二
様
の
解
釈
は
比
較
検
討
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
現
在
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
曽
益
に

準
じ
る
解
釈
は
、
も
っ
ぱ
ら
日
本
の
注
釈
書
が
踏
襲
し
て
い
る
。

○
荒
井
健
『
李
賀
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
）
：
「
中
区

局
限
さ
れ
た
人
間
世
界
」
（
八
三
頁
）
。

○
鈴
木
虎
雄
『
李
長
吉
歌
詩
集

上
』
（
岩
波
文
庫
、
一
九
六
一
）
：
「
中
区

区
中
の
如
し
、
自
己
の
住
む
範
囲
を
い
う
」
（
二
〇
六
頁
）
。

○
原
田
憲
雄
『
李
賀
歌
詩
編
一
―
―
蘇
小
小
の
歌
』
（
東
洋
文
庫
、
一
九
九
八
）
：
「
中
区

人
間
世
界
。
後
漢
の
蔡
邕
『
太
平
を
中
区
に
宣
ぶ
』
（
釈

誨
）
」
（
四
〇
八
頁
）
。

一
方
、
王
琦
に
準
じ
る
解
釈
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

○
葉
葱
奇
『
李
賀
詩
集
』
（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
五
九
）
：
「
『
中
区
窄
』
、
指
心
境
迫
窄
」
（
一
一
七
頁
）
。
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○
傅
経
順
主
編
『
李
賀
詩
歌
賞
析
集
』
（
巴
蜀
書
社
、
一
九
八
八
、
担
当
執
筆
は
陳
其
相
）
：
「
中
区
、
胸
中
」
（
一
〇
三
頁
）
。

○
滕
学
欽
『
李
賀
詩
歌
全
集
簡
疏
・
今
訳
』
（
中
国
書
店
、
二
〇
一
〇
）
：
「
中
区
、
内
心
」
（
九
二
頁
）
。

い
ず
れ
の
解
釈
も
、
語
釈
の
限
界
と
し
て
表
面
的
な
語
義
の
説
明
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
「
中
区
」
の
語
が
内
包
し
て
い
る
イ
メ
ー

ジ
に
言
及
し
た
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
以
下
、
先
行
例
に
目
を
配
り
な
が
ら
そ
の
点
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

ま
ず
は
原
田
憲
雄
が
引
い
て
い
た
蔡
邕
（
一
三
二
～
一
九
二
）
の
「
釈
誨
」
（
『
後
漢
書
』
巻
六
〇
・
蔡
邕
伝
）
か
ら
見
て
い
き
た
い
。
儒
教
教
義
の
体

得
に
邁
進
し
、
時
宜
に
適
え
ば
天
子
に
献
策
す
る
と
い
う
儒
家
的
態
度
に
つ
い
て
、
「
胡
老
」
の
口
吻
に
借
り
な
が
ら
述
べ
た
部
分
の
一
節
で
あ
る
。

若
乃
丁
千
載
之
運
、
応
神
霊
之
符
、
闓
閶
闔
、
乗
天
衢
、
擁
華
蓋
而
奉
皇
枢
、
納
玄
策
於
聖
徳
、
宣
太
平
於
中
区
（
若
し
乃
ち
千
載
の
運
に
丁
り
、

あ
た

神
霊
の
符
に
応
ず
れ
ば
、
閶
闔
を
闓
き
、
天
衢
に
乗
り
、
華
蓋
を
擁
し
て
皇
枢
に
奉
じ
、
玄
策
を
聖
徳
に
納
れ
、
太
平
を
中
区
に
宣
べ
ん
）
。

ひ
ら

こ
こ
で
の
「
中
区
」
は
、
「
太
平
」
と
称
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
安
定
的
な
統
治
の
及
ぶ
領
域
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
、
陸
機
（
二
六
一
～
三
〇
三
）
の
「
文
賦
」
（
『
文
選
』
巻
一
七
）
に
は
、
「
佇
中
区
以
玄
覧
、
頤
情
志
於
典
墳
（
中
区
に
佇
ち
て
以
て
玄
覧
し
、

た

情
志
を
典
墳
に

頤

う
）
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
創
作
の
動
機
に
つ
い
て
書
か
れ
た
一
節
と
な
っ
て
お
り
、
「
中
区
」
に
佇
立
し
て
深
く
物
事
を
観
察
し
、

や
し
な

古
典
を
読
ん
で
思
念
を
や
し
な
う
こ
と
を
い
う
。

詩
の
用
例
と
し
て
、
漢
魏
六
朝
期
に
お
い
て
は
二
例
が
検
出
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
。
謝
朓
（
四
六
四
～
四
九
九
）
の
「
始
出
尚
書
詩
」
（
『
文
選
』
巻
三

〇
、
全
三
〇
句
）
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

還
覩
司
隷
章

還
た
司
隷
の
章
を
覩み

15
復
見
東
都
礼

復
た
東
都
の
礼
を
見
る

16
中
区
咸
已
泰

中
区

咸
已
に
泰
ら
か
に

17
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軽
生
諒
昭
洒

軽
生

諒
に
昭
ら
か
に
洒
ぐ

す
す

18第
十
五
・
十
六
句
は
、
と
も
に
後
漢
・
光
武
帝
が
王
朝
を
再
建
し
た
事
績
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
現
王
朝
を
言
祝
い
で
い
る
。
続
く
第
十
七
句
に
詠
じ
ら

れ
て
い
る
「
中
区
」
は
、
先
に
見
た
「
釈
誨
」
と
同
様
、
為
政
者
の
す
ぐ
れ
た
統
治
能
力
を
示
唆
す
べ
き
、
安
寧
な
状
態
に
あ
る
広
域
的
空
間
を
指
し
て

い
る
と
理
解
で
き
る
。

唐
詩
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
中
区
」
に
つ
い
て
も
、
お
お
む
ね
前
代
の
用
例
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
見
て
い
い
。
一
例
と
し
て
、
張
説
（
六
六
七
～
七

三
一
）
の
「
奉
和
爰
因
巡
省
途
次
旧
居
応
制
」
（
熊
飛
『
張
説
集
校
注
』
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
、
九
八
頁
、
全
二
四
句
）
に
は
次
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ

て
い
る
。

蔥
鬱
興
王
郡

蔥
鬱

王
郡
を
興
し

1
殷
憂
啓
聖
図

殷
憂

聖
図
を
啓
く

2

…
…

…
…

武
威
凌
外
域

武
威

外
域
を
凌
ぎ

7
文
教
靡
中
区

文
教

中
区
に
靡
く

8武
力
に
よ
っ
て
強
圧
的
に
支
配
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
「
外
域
」
に
対
し
、
文
治
の
及
ぶ
範
囲
、
中
央
の
区
域
を
「
中
区
」
と
呼
ん
で
い
る
と
判
断
で

き
る
。
こ
の
詩
が
応
制
詩
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ
の
語
に
広
大
さ
の
イ
メ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い*3

。
初
句
の
「
王
郡
」
や
、

第
二
句
の
「
聖
図
」
に
似
た
意
味
を
持
つ
語
と
し
て
「
中
区
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
中
区
」
が
公
的
要
素
の
濃
厚
な
詩
に
用
い
ら
れ

う
る
語
で
あ
っ
た
こ
と
を
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ま
た
、
貞
元
七
年
（
七
九
一
）
に
進
士
に
登
第
し
た
彭
伉
の
「
青
雲
干
呂
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
三
一
九
）
に
、
「
聖
布
中
区
化
、
祥
符
異
域
雲
（
聖
は
中

ほ
う
こ
う
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区
の
化
を
布
き
、
祥
は
異
域
の
雲
に
符
す
）
」
と
見
え
て
い
る
の
は
、
「
異
域
」
と
「
外
域
」
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、
張
説
の
詩
と
類
似
し
た
対
句
の
構

成
と
な
っ
て
い
る
。
彭
伉
の
用
い
て
い
る
「
中
区
」
も
、
張
説
と
同
様
、
中
央
の
区
域
を
意
味
し
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
こ
ま
で
、
李
賀
以
前
の
「
中
区
」
の
用
例
を
確
認
し
て
き
た
。
い
ず
れ
の
例
も
心
中
や
胸
中
と
い
っ
た
抽
象
的
な
空
間
を
指
し
て
い
る
と
は
考
え
に

く
い
。
従
っ
て
、
王
琦
や
そ
れ
に
準
じ
る
諸
注
釈
に
は
や
や
飛
躍
が
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

無
論
、
先
行
例
を
唯
一
の
根
拠
と
し
て
、
後
代
の
解
釈
が
一
律
に
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
既
成
の
詩
語
に
対
す
る
新
義
の
付
与
は
、

李
賀
詩
の
中
に
ま
ま
見
受
け
ら
れ
る
手
法
で
あ
る*4

。
し
か
し
、
先
行
例
と
は
異
な
る
積
極
的
な
解
釈
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
作
品
内
部
の
必
然

性
が
、
当
該
詩
に
は
希
薄
で
あ
る
。
安
定
的
統
治
空
間
で
あ
る
「
中
区
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
逆
手
に
取
っ
て
「
窄
」
い
と
詠
じ
る
大
胆
不
敵
な
表
現
で
あ
っ

て
こ
そ
、
自
身
を
「
摧
頽
の
客
」
で
あ
る
と
卑
下
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
李
賀
の
、
激
し
い
憤
懣
が
読
み
取
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、
曽
益
に
準
じ
る
日
本
の
諸
注
釈
に
目
を
転
じ
る
な
ら
ば
、
鈴
木
虎
雄
の
「
自
己
の
住
む
範
囲
」
と
い
う
解
釈
は
、
「
中
区
」
の
語
義
と
し
て
は

範
囲
が
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
る
。
「
中
区
」
が
、
周
辺
に
存
在
す
る
異
域
に
よ
っ
て
相
対
的
に
定
ま
る
統
治
区
域
と
で
も
い
っ
た
よ
う
な
、
政
治
性
を
は

ら
む
語
彙
で
あ
る
点
に
留
意
す
れ
ば
、
荒
井
健
の
「
局
限
さ
れ
た
人
間
世
界
」
、
原
田
憲
雄
の
「
人
間
世
界
」
と
い
う
解
釈
が
穏
当
で
あ
る
。
あ
る
い
は

「
世
界
」
で
は
な
く
「
社
会
」
と
い
う
語
を
当
て
た
方
が
意
味
合
い
が
厳
密
に
な
ろ
う
。
当
該
詩
の
「
中
区
」
の
語
義
そ
の
も
の
は
、
前
代
の
用
例
の
延

長
線
上
に
あ
る
と
い
え
る
。

さ
て
、
少
な
く
と
も
唐
代
ま
で
の
詩
に
お
け
る
「
中
区
」
は
、
す
ぐ
れ
た
為
政
者
に
よ
っ
て
安
定
的
な
文
治
が
行
わ
れ
て
い
る
統
治
区
域
を
意
味
し
て

い
た
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
語
が
否
定
的
文
脈
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
窄
」
字
に
よ
っ
て
「
中
区
」
の
肯
定
的
イ

メ
ー
ジ
を
転
倒
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
李
賀
の
独
自
性
が
見
出
せ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
に
閉
塞
感
を
詠
じ
た
表
現
に
は
ど
の
よ
う
な
含
意
が
あ

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
節
を
改
め
て
そ
の
点
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
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二

閉
塞
感
を
詠
じ
る
表
現
に
つ
い
て
―
―
「
覚
」
と
「
窄
」
の
共
起
―
―

前
節
で
取
り
上
げ
た
「
中
区
」
の
例
は
、
当
該
詩
を
除
い
て
、
直
接
的
に
は
広
狭
に
つ
い
て
述
べ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
「
中
区
」
の

語
に
限
ら
ず
、
閉
塞
感
を
詠
じ
た
唐
詩
の
類
例
、
そ
の
中
で
も
「
覚
」
と
「
窄
」
が
一
句
中
に
共
起
し
て
い
る
表
現
を
比
較
対
象
と
し
て
、
当
該
詩
の
特

質
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
し
た
い
。

は
じ
め
に
岑
参
（
七
一
五
？
～
七
七
〇
？
）
の
「
西
蜀
旅
舎
春
歎
寄
朝
中
故
人
呈
狄
評
事
」
（
劉
開
揚
『
岑
参
詩
集
編
年
箋
註
』
巴
蜀
書
社
、
一
九
九

五
、
七
五
五
頁
、
全
三
二
句
）
を
見
て
い
こ
う
。

四
海
猶
未
安

四
海

猶
未
だ
安
か
ら
ず

5
一
身
無
所
適

一
身

適
く
所
無
し

6
自
従
兵
戈
動

兵
戈
の
動
き
て
自
従
り

よ

7
遂
覚
天
地
窄

遂
に
天
地
の
窄
き
を
覚
ゆ

8第
七
・
八
句
に
つ
い
て
『
岑
参
詩
集
編
年
箋
註
』
は
、
次
の
よ
う
に
注
を
付
し
て
い
る
。

岑
参
開
元
・
天
宝
間
往
来
両
京
、
遠
遊
河
朔
、
又
復
馳
騁
西
域
、
故
覚
天
地
広
闊
。
大
乱
以
後
、
謫
居
虢
州
、
今
更
僻
処
西
蜀
、
不
得
帰
朝
、
故

云
然
也
。
杜
甫
「
送
李
校
書
二
十
六
韻
」
、
「
毎
愁
悔
吝
作
、
如
覚
天
地
窄
」
。
…
…
。
均
慨
乎
而
言
之
也
。
兵
戈
動
指
安
史
之
乱
。
…
…
。

開
元
・
天
宝
年
間
に
は
長
安
と
洛
陽
の
間
を
往
来
し
た
り
、
西
域
へ
遠
遊
し
た
り
と
活
発
に
各
地
を
移
動
し
て
い
た
岑
参
で
あ
る
が
、
今
は
西
蜀
に
と

ど
ま
っ
て
都
に
帰
れ
な
い
状
況
に
あ
る
が
ゆ
え
に
、
天
地
の
せ
ま
さ
を
詠
じ
る
に
至
っ
た
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ
こ
に
引
か
れ
て
い
る
杜
甫
（
七
一
二
～
七
七
〇
）
の
「
送
李
校
書
二
十
六
韻
」
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
六
）
は
、
母
親
を
迎
え
る
た
め
に
李
舟
が
蜀
の
地

へ
出
立
す
る
の
を
見
送
っ
た
詩
で
あ
る
。
前
段
で
李
舟
の
す
ぐ
れ
た
資
質
を
讃
え
た
上
で
、
第
三
十
三
句
以
降
、
自
身
の
来
歴
を
顧
み
て
以
下
の
よ
う
に

詠
じ
て
い
る
。

顧
我
蓬
屋
資

顧
み
る
に
我

蓬
屋
の
資

33
謬
通
金
閨
籍

謬
り
て
金
閨
の
籍
に
通
ず

34
小
来
習
性
懶

小
来

習
性
懶
に
し
て

35
晩
節
慵
転
劇

晩
節

慵
な
る
こ
と
転
た
劇
し

は
げ

36
毎
愁
悔
吝
作

毎
に
悔
吝
の
作
る
を
愁
う

つ
ね

お
こ

37
如
覚
天
地
窄

天
地
の
窄
き
を
覚
ゆ
る
が
如
し

38誤
っ
て
仕
官
す
る
身
と
な
っ
た
も
の
の
、
幼
い
頃
か
ら
の
懶
惰
な
性
格
が
歳
を
重
ね
て
際
立
つ
よ
う
に
な
り
、
つ
い
に
悔
恨
を
抱
く
に
至
っ
た
と
い
う
。

岑
参
と
杜
甫
の
句
は
「
覚
天
地
窄
」
の
四
字
が
共
通
し
て
い
る
が
、
岑
参
が
戦
乱
に
よ
っ
て
移
動
可
能
な
範
囲
の
制
限
さ
れ
た
状
況
を
詠
じ
て
い
る
の

に
対
し
、
杜
詩
に
お
い
て
は
官
界
で
の
窮
屈
な
生
活
の
比
喩
と
な
っ
て
い
る
。

類
例
と
し
て
、
白
居
易
（
七
七
二
～
八
四
六
）
の
「
馬
上
作
」
（
謝
思
煒
『
白
居
易
詩
集
校
注
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
、
六
六
七
頁
、
全
四
〇
句
）

に
は
次
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

一
列
朝
士
籍

一
た
び
朝
士
の
籍
に
列
な
り

15
遂
為
世
網
拘

遂
に
世
網
に
拘
せ
ら
る

16
高
有
罾
繳
憂

高
き
は
罾
繳
の
憂
い
有
り

17
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下
有
陥
穽
虞

下
き
は
陥
穽
の
虞
れ
有
り

ひ
く

お
そ

18
毎
覚
宇
宙
窄

毎
に
宇
宙
の
窄
き
を
覚
ゆ

19
未
嘗
心
体
舒

未
だ
嘗
て
心
体
舒
び
や
か
な
ら
ず

20第
十
七
・
十
八
句
は
、
官
僚
社
会
は
ど
こ
も
か
し
こ
も
罠
が
は
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
緊
迫
し
た
空
間
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
従
っ
て
そ
れ
に
続
く
第

十
九
句
は
官
界
の
窮
屈
さ
を
詠
じ
て
い
る
と
考
え
て
問
題
は
な
く
、
ひ
い
て
は
杜
詩
を
襲
っ
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
理
解
さ
れ
る*5

。

続
い
て
姚
合
（
七
七
八
～
八
五
九
）
の
「
寄
狄
拾
遺
時
為
魏
州
従
事
」
（
呉
河
清
『
姚
合
詩
集
校
注
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
、
一
四
三
頁
、

全
二
四
句
）
に
は
、
「
睡
当
一
席
寛
、
覚
乃
千
里
窄
（
睡
れ
ば
当
に
一
席
寛
か
る
べ
く
、
覚
む
れ
ば
乃
ち
千
里
窄
し
）
」
と
あ
る
。
「
睡
」
と
対
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
こ
こ
で
の
「
覚
」
は
目
が
さ
め
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
挙
げ
て
き
た
詩
と
は
性
質
が
異
な
る
が
、
詩
の
冒

頭
に
、
「
少
在
兵
馬
間
、
長
還
繫
戎
職
（
少
く
し
て
兵
馬
の
間
に
在
り
、
長
じ
て
は
還
た
戎
職
に
繫
が
る
）
」
な
ど
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
戦
乱
が
主

わ
か

ま

要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
点
、
先
に
取
り
上
げ
た
岑
参
の
詩
と
通
底
す
る
。

李
賀
よ
り
後
の
例
で
は
あ
る
が
、
韋
荘
（
八
三
六
～
九
一
〇
）
の
「
和
鄭
拾
遺
秋
日
感
事
一
百
韻
」
（
聶
安
福
『
韋
荘
集
箋
注
』
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
〇
二
、
二
〇
九
頁
）
も
戦
乱
を
詠
じ
た
作
品
で
あ
り
、
そ
の
中
の
句
に
、
「
乱
覚
乾
坤
窄
、
貧
知
日
月
長
（
乱
に
し
て
乾
坤
の
窄
き
を
覚
え
、
貧
に

し
て
日
月
の
長
き
を
知
る
）
」
と
見
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
戦
乱
に
よ
っ
て
行
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
現
況
の
不
自
由
さ
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
当
該
詩
と
同
じ
よ
う
に
「
覚
」
と
「
窄
」
を
一
句
に
構
成
し
た
唐
詩
の
表
現
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。
当
該
詩
を
含
む
諸
作
品
は
、
「
覚

＋
〔
空
間
指
示
語
〕
＋
窄
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
用
い
て
い
る
点
で
共
通
す
る
。
そ
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
岑
参
と
杜
甫
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
句
に
込

め
ら
れ
た
含
意
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。
岑
参
は
戦
乱
に
よ
っ
て
移
動
が
制
限
さ
れ
た
状
況
に
対
し
て
、
杜
甫

は
窮
屈
な
官
界
生
活
に
対
し
て
「
覚
天
地
窄
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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そ
れ
以
外
の
用
例
に
つ
い
て
大
別
す
る
な
ら
ば
、
姚
合
や
韋
荘
の
詩
は
岑
参
に
近
く
、
李
賀
や
白
居
易
は
杜
甫
に
類
し
て
い
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、

杜
甫
や
白
居
易
と
比
較
す
る
と
、
当
該
詩
が
独
自
の
一
面
を
具
え
て
い
る
の
も
確
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
杜
・
白
は
、
「
謬
り
て
金
閨
の
籍
に
通
ず
」
、
あ

る
い
は
「
一
た
び
朝
士
の
籍
に
列
な
る
」
と
い
っ
た
句
か
ら
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
実
体
験
に
基
づ
く
具
体
的
な
意
味
で
の
官
界
を
念
頭
に
置
い
て
い
る

の
に
対
し
、
当
該
詩
は
、
た
ど
り
着
け
な
い
場
所
と
し
て
の
官
界
を
想
定
し
な
が
ら
同
フ
レ
ー
ズ
を
用
い
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
官
界
に
仲
間
入

り
し
た
の
が
あ
く
ま
で
詩
を
贈
っ
た
相
手
の
張
徹
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
「
隴
西
の
長
吉
」
と
わ
ざ
わ
ざ
自
分
を
名
指
し
し
た
上
で
そ
れ
を
「
摧
頽
の
客
」

と
い
う
自
己
否
定
の
措
辞
で
承
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
屈
折
し
た
表
現
が
、
当
該
詩
に
お
い
て
要
請
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う*6

。

付
け
加
え
て
お
く
な
ら
ば
、
同
フ
レ
ー
ズ
の
襲
用
は
、
前
節
で
の
結
論
を
間
接
的
に
裏
づ
け
る
も
の
で
も
あ
る
。
唐
代
の
用
例
は
、
お
し
な
べ
て
外
的

空
間
に
対
す
る
閉
塞
感
を
詠
じ
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
と
見
な
し
て
差
し
支
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

三

「
中
区
窄
」
の
必
然
性

本
節
で
は
、
「
中
区
窄
」
と
い
う
表
現
が
成
立
し
た
必
然
性
を
、
他
の
李
賀
の
詩
を
参
照
し
な
が
ら
探
っ
て
み
た
い
。

当
該
詩
第
十
句
の
冒
頭
に
「
酒
闌
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
酒
と
「
中
区
窄
」
と
い
う
表
現
が
い
か
な
る
関
連
性
を
持
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

考
察
し
て
い
く
。

「
野
歌
」
（
『
箋
注
』
一
一
三
頁
、
全
八
句
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

麻
衣
黒
肥
衝
北
風

麻
衣

黒
肥

北
風
を
衝
き

3
帯
酒
日
晩
歌
田
中

酒
を
帯
び
て
日
晩

田
中
に
歌
う

4
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男
児
屈
窮
心
不
窮

男
児

屈
窮
す
る
も
心
は
窮
せ
ず

5
枯
栄
不
等
嗔
天
公

枯
栄

等
し
か
ら
ざ
れ
ば
天
公
を
嗔
る

い
か

6男
子
は
逆
境
で
も
不
屈
の
精
神
を
保
つ
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
不
当
な
定
め
に
対
し
て
は
天
帝
を
叱
り
つ
け
る
こ
と
も
辞
さ
な
い
よ
う
な
気
概
を
持
つ

も
の
だ
と
、
酔
い
に
任
せ
て
田
の
中
で
歌
う
の
で
あ
る
。
天
帝
を
叱
る
と
い
う
の
と
同
様
の
大
胆
さ
は
、
「
秦
王
飲
酒
」
（
『
箋
注
』
三
一
一
頁
、
全
一
五

句
）
の
「
酒
酣
喝
月
使
倒
行
（
酒
酣
に
し
て
月
を
喝
し
て
倒
行
せ
し
む
）
」
と
い
う
句
に
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
句
は
、
月
を
逆
行
さ
せ
て
時
間
を
押
し

戻
し
、
宴
席
の
華
や
ぎ
を
永
遠
に
と
ど
め
よ
う
と
す
る
こ
と
を
詠
じ
て
い
る
。
李
賀
の
詩
に
お
け
る
酒
が
、
自
然
の
法
則
で
は
あ
り
え
な
い
、
外
界
の
事

物
の
観
念
的
操
作
を
可
能
に
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
安
定
的
統
治
空
間
で
あ
る
「
中
区
」
に
否
定
的
形
象
を
与
え
る
と
い
う
李
賀
の
大
胆
さ
を

引
き
出
し
た
要
因
の
一
つ
に
、
飲
酒
に
よ
る
酩
酊
が
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。

酒
こ
そ
登
場
し
な
い
も
の
の
、
「
仁
和
里
雑
叙
皇
甫
湜
、
湜
新
尉
陸
渾
」
（
『
箋
注
』
九
一
頁
、
全
二
〇
句
）
に
は
、
出
自
へ
の
自
負
と
そ
れ
と
相
反
す

る
不
遇
な
現
況
が
同
時
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
末
尾
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
点
も
含
め
て
、
当
該
詩
と
似
た
構
成
の
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

欲
雕
小
説
干
天
官

小
説
を
雕
し
て
天
官
に
干
め
ん
と
欲
す
る
も

も
と

17
宗
孫
不
調
為
誰
憐

宗
孫
調
せ
ら
れ
ず
し
て
誰
の
憐
れ
む
と
こ
ろ
と
為
ら
ん

18
明
朝
下
元
復
西
道

明
朝

下
元

復
た
西
道

19
崆
峒
叙
別
長
如
天

崆
峒
別
を
叙
す
れ
ば
長
き
こ
と
天
の
如
し

20第
二
十
句
の
「
天
」
は
、
別
れ
た
後
の
李
賀
と
皇
甫
湜
が
容
易
に
再
会
で
き
な
い
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
長
大
な
も
の
と
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

同
様
の
モ
チ
ー
フ
は
「
送
韋
仁
実
兄
弟
入
関
」
（
『
箋
注
』
七
一
頁
、
全
一
八
句
）
に
も
共
通
し
て
見
受
け
ら
れ
る
。
冒
頭
に
、
「
送
客
飲
別
酒
、
千
觴
無

赭
顔
（
客
を
送
り
て
別
酒
を
飲
み
、
千
觴

赭
顔
無
し
）
」
と
あ
り
、
第
五
句
以
下
、
次
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
。
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野
色
浩
無
主

野
色

浩
と
し
て
主
無
し

5
秋
明
空
曠
間

秋
は
明
ら
か
な
り

空
曠
の
間

6
坐
来
壮
膽
破

坐
来

壮
膽
破
れ

7
断
目
不
能
看

断
目

看
る
能
わ
ず

8旅
立
と
う
と
す
る
韋
仁
実
兄
弟
の
行
く
手
を
見
や
る
と
、
郊
外
の
景
色
は
見
極
め
ら
れ
な
い
ほ
ど
無
限
定
に
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
。
果
て
し
な
く
続

く
野
の
風
景
は
、
李
賀
と
韋
仁
実
兄
弟
と
の
決
定
的
な
隔
た
り
を
象
徴
し
て
い
よ
う
。
以
上
に
引
い
た
二
首
に
共
通
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
長
大
な
空
間

は
、
李
賀
な
ら
ず
と
も
離
別
詩
に
お
い
て
は
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
逆
説
的
に
い
え
ば
当
該
詩
が
離
別
詩
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

が
、
閉
塞
感
を
引
き
起
こ
す
た
め
の
要
因
と
し
て
想
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

続
い
て
取
り
上
げ
る
「
開
愁
歌
」
（
『
箋
注
』
一
〇
五
頁
、
全
一
二
句
）
に
は
酒
が
登
場
し
、
な
お
か
つ
こ
れ
は
離
別
詩
で
も
な
い
。
さ
ら
に
、
空
間
に

関
連
す
る
表
現
や
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
衣
服
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
点
な
ど
も
加
味
す
れ
ば
、
李
賀
の
詩
の
中
で
は
当
該
詩
と
最
も
近
し
い
作
品
で
あ
る
と
判
断
で

き
る
。我

当
二
十
不
得
意

我

二
十
に
当
た
り
て
意
を
得
ず

3
一
心
愁
謝
如
枯
蘭

一
心
愁
い
謝
み
て
枯
れ
た
る
蘭
の
如
し

し
ぼ

4
衣
如
飛
鶉
馬
如
狗

衣
は
飛
鶉
の
如
く
馬
は
狗
の
如
し

5
臨
岐
撃
剣
生
銅
吼

岐
に
臨
み
て
剣
を
撃
て
ば
銅
吼
を
生
ず

6
旗
亭
下
馬
解
秋
衣

旗
亭

下
馬
し
て
秋
衣
を
解
く

7
請
貰
宜
陽
一
壷
酒

宜
陽
一
壷
の
酒
を

貰

る
こ
と
を
請
う

お
ぎ
の

8
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壷
中
喚
天
雲
不
開

壷
中

天
を
喚
べ
ど
も
雲
開
け
ず

9
白
昼
万
里
間
淒
迷

白
昼

万
里

間
に
し
て
淒
迷
た
り

10第
三
・
四
句
で
李
賀
は
、
不
如
意
の
ま
ま
二
十
の
若
さ
で
枯
れ
た
蘭
の
よ
う
に
こ
の
世
を
去
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
て
率
直
に
憂
慮
を

披
歴
す
る
。

第
九
句
は
い
わ
ゆ
る
「
壷
中
天
」
の
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
。
本
来
「
壷
中
天
」
は
理
想
的
な
別
天
地
を
意
味
す
る
が
、
こ
こ
で
は
呼
び
か
け
て
も
雲

さ
え
晴
れ
な
い
無
機
的
な
空
間
と
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
句
を
承
け
て
第
十
句
で
は
「
万
里
」
の
先
ま
で
続
く
静
ま
り
返
っ
た
空
間
が
描
か
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
は
李
賀
を
疎
外
す
る
か
の
よ
う
な
白
々
し
さ
を
含
ん
だ
形
象
と
な
っ
て
い
よ
う*7

。

第
九
・
十
句
か
ら
は
、
自
分
自
身
を
観
念
的
に
狭
所
に
閉
じ
込
め
た
上
で
そ
こ
か
ら
外
界
を
覗
き
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
「
万
里
」
の
遠
く

ま
で
続
く
よ
う
な
空
間
の
広
大
さ
が
意
識
に
上
る
、
と
い
う
認
識
の
構
造
が
読
み
取
れ
る
。
河
田
聡
美
「
李
賀
に
於
け
る
『
門
』
の
描
写
―
―
空
間
的
側

面
か
ら
の
考
察
―
―
」
（
『
中
国
文
化
』
第
四
四
号
、
一
九
八
六
）
に
は
、
外
的
空
間
と
内
的
空
間
の
境
界
で
あ
る
「
門
」
を
「
閉
」
ざ
す
と
い
う
行
為
が
、

「
精
神
的
解
放
の
前
提
条
件
」
た
り
う
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
こ
の
指
摘
は
「
開
愁
歌
」
に
も
通
底
す
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
憂
さ
晴
ら
し
（
＝
「
開

愁
」
）
を
す
る
た
め
に
は
、
外
的
空
間
と
内
的
空
間
を
区
切
る
壷
の
よ
う
な
境
界
を
準
備
し
、
そ
の
内
側
に
自
己
を
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
っ
た
わ
け
で

あ
る
。
「
天
を
喚
ぶ
」
と
い
う
広
大
な
空
間
に
対
す
る
積
極
的
な
関
与
は
、
仮
構
さ
れ
た
壷
中
に
自
己
を
閉
じ
込
め
る
、
い
わ
ば
意
図
的
自
閉
を
前
提
と

し
て
は
じ
め
て
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
空
間
認
識
が
李
賀
に
特
徴
的
で
あ
り
う
る
こ
と
は
、
例
え
ば
李
白
が
、
「
酔
来
臥
空
山
、
天
地

即
衾
枕
（
酔
い
来
た
り
て
空
山
に
臥
す
れ
ば
、
天
地
は
即
ち
衾
枕
な
り
）
」
（
「
友
人
会
宿
」
、
『
李
太
白
全
集
』
巻
二
三
）
と
詠
じ
て
「
天
地
」
を
卑
近
な

「
衾
枕
」
に
喩
え
、
し
か
も
そ
れ
が
解
放
感
・
充
足
感
の
表
象
と
な
っ
て
い
る
の
と
比
較
す
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

当
該
詩
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
中
区
」
の
語
は
、
世
間
や
社
会
と
い
っ
た
よ
う
な
外
界
の
現
実
空
間
を
意
味
し
て
い
る
と
解
す
る
の
が
穏
当
で
あ
る
。

た
だ
し
、
「
中
区
」
は
純
粋
に
客
観
的
な
空
間
で
は
な
く
、
儒
家
的
な
規
範
に
よ
っ
て
安
定
的
な
統
治
が
施
さ
れ
て
い
る
区
域
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
基
本

的
に
こ
の
語
は
否
定
的
文
脈
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
。
「
窄
」
字
に
よ
り
、
閉
塞
感
を
帯
び
た
も
の
と
し
て
「
中
区
」
を
詠
じ
る
当
該
詩
は
、
そ
の
意
味
で
例

外
的
な
作
品
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

「
中
区
」
の
語
に
限
ら
な
け
れ
ば
、
当
該
詩
と
同
じ
よ
う
に
閉
塞
感
を
詠
じ
た
唐
詩
は
少
な
く
な
い
。
そ
の
中
で
も
本
章
で
は
、
岑
参
や
杜
甫
を
先
駆

と
す
る
、
「
覚
＋
〔
空
間
指
示
語
〕
＋
窄
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に
着
目
し
た
。
同
フ
レ
ー
ズ
を
用
い
た
唐
代
の
詩
人
と
し
て
、
他
に
は
白
居
易
・
姚
合
・

韋
荘
が
い
る
が
、
官
界
と
関
連
づ
け
た
表
現
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
李
賀
の
用
例
は
杜
甫
や
白
居
易
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
杜
甫
や
白
居
易

は
自
身
の
官
界
生
活
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
に
対
し
、
李
賀
は
、
張
徹
と
い
う
他
者
の
官
界
入
り
に
映
発
さ
れ
る
形
で
、
自
己
否
定
へ
と
傾
い
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。
「
中
区
」
を
否
定
的
に
詠
じ
る
と
い
う
屈
折
し
た
表
現
が
要
請
さ
れ
た
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

「
中
区
窄
」
と
い
っ
た
表
現
を
可
能
に
し
た
要
因
の
一
つ
は
酒
の
酩
酊
で
あ
る
。
李
賀
の
詩
に
お
け
る
酒
に
は
、
天
体
を
観
念
的
に
押
し
戻
す
と
い
っ

た
よ
う
な
外
界
に
対
す
る
過
剰
な
関
与
を
促
す
作
用
が
あ
る
。
加
え
て
、
当
該
詩
が
離
別
詩
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
、
逆
説
的
で
は
あ
る
が
、
閉
塞
感

を
詠
じ
る
に
際
し
て
は
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
壷
中
や
天
と
い
っ
た
現
実
と
は
異
な
る
空
間
に
、
認
識
の
上
で
自
己
を
位
置
づ

け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
も
、
表
現
内
容
の
方
向
性
を
決
定
づ
け
る
要
素
で
あ
っ
た
。

張
徹
の
任
官
を
言
祝
ぐ
た
め
の
宴
席
の
華
や
ぎ
に
、
李
賀
は
自
分
自
身
を
没
頭
さ
せ
ず
、
む
し
ろ
孤
独
に
社
会
全
体
と
対
峙
し
、
し
か
も
そ
れ
に
対
す



*1

本
章
に
お
い
て
は
、
以
下
、
「
当
該
詩
」
と
記
す
。

*2

原
文
に
つ
い
て
は
前
章
「
は
じ
め
に
」
を
参
照
。

*3

「
中
区
」
に
つ
い
て
『
張
説
集
校
注
』
は
、
「
猶
言
中
国
・
中
夏
」
と
注
を
付
し
て
い
る
。

*4

こ
の
点
に
つ
い
て
は
上
篇
第
一
章
を
参
照
。

*5

白
居
易
の
詩
に
は
、
杜
甫
と
同
様
「
天
地
」
と
「
窄
」
を
一
句
に
構
成
し
た
例
が
見
出
せ
る
。
具
体
的
に
は
、
「
対
酒
五
首
」
〈
其
一
〉
（
『
白
居
易
詩
集
校
注
』
二
〇
九
〇
頁
）

に
、
「
君
知
天
地
中
寛
窄
、
雕
鶚
鸞
凰
各
自
飛
」
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

*6

「
覚
＋
〔
空
間
指
示
語
〕
＋
窄
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
の
う
ち
、
〔
空
間
指
示
語
〕
に
当
た
る
部
分
に
各
詩
人
が
い
か
な
る
語
彙
を
選
択
し
て
い
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
補
足
し

て
お
き
た
い
。
岑
参
・
杜
甫
は
「
天
地
」
、
李
賀
は
「
中
区
」
、
白
居
易
は
「
宇
宙
」
、
姚
合
は
「
千
里
」
、
韋
荘
は
「
乾
坤
」
を
選
び
取
っ
て
い
た
が
、
「
宇
宙
」
「
千
里
」
「
乾
坤
」

が
唐
詩
に
頻
出
す
る
常
套
的
な
語
彙
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
中
区
」
は
数
的
に
用
例
が
限
ら
れ
て
い
る
。
詩
語
と
し
て
は
見
慣
れ
な
い
語
彙
へ
の
李
賀
の
志
向
性
が
う
か
が
え
よ
う
。

*7

第
九
・
十
句
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
横
山
伊
勢
雄
『
唐
詩
の
鑑
賞

珠
玉
の
百
首
選
』
（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
七
八
）
に
お
け
る
以
下
の
記
述
を
参
照
し
た
。
「
『
壷
中
』
に
、
む

か
し
仙
人
の
施
存
が
酒
壷
の
中
に
寝
起
き
し
て
、
そ
の
中
に
太
陽
も
月
も
あ
る
小
宇
宙
を
『
壷
天
』
と
名
づ
け
た
と
い
う
故
事
を
重
ね
れ
ば
、
酒
壷
の
中
で
小
宇
宙
の
天
に
喚
ぶ
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
他
者
に
邪
魔
さ
れ
な
い
別
天
地
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
、
無
理
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
小
さ
な
空
間
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
空
間
に
お
い
て

も
彼
の
声
に
答
え
る
も
の
は
な
く
、
冷
や
か
な
静
寂
が
支
配
し
て
い
る
」
（
二
四
九
頁
）
。
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る
閉
塞
感
を
鋭
敏
に
把
捉
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
う
し
て
把
捉
さ
れ
た
閉
塞
感
は
、
句
形
の
上
か
ら
い
え
ば
、
岑
参
や
杜
甫
を
嚆
矢
と
す
る
フ
レ
ー

ズ
を
参
照
し
つ
つ
、
そ
こ
に
「
中
区
」
と
い
う
自
分
な
り
の
語
彙
を
織
り
交
ぜ
る
こ
と
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
閉
塞
感
は

自
己
否
定
に
連
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
章
に
お
い
て
言
及
す
る
。
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第
四
章

「
雁
門
太
守
行
」
の
初
二
句
に
つ
い
て

は
じ
め
に

李
賀
の
「
雁
門
太
守
行
」
（
『
箋
注
』
一
一
五
頁
）
は
、
次
の
よ
う
な
古
体
の
詩
で
あ
る
。

黒
雲
圧
城
城
欲
摧

黒
雲
城
を
圧
し
て
城
摧
け
ん
と
欲
し

甲
光
向
月
金
鱗
開

甲
光
月
に
向
か
い
て
金
鱗
開
く

角
声
満
天
秋
色
裏

角
声
天
に
満
つ
秋
色
の
裏

塞
上
燕
脂
凝
夜
紫

塞
上
の
燕
脂

夜
紫
凝
る

半
捲
紅
旗
臨
易
水

半
ば
紅
旗
を
捲
き
て
易
水
に
臨
む

霜
重
鼓
寒
声
不
起

霜
重
く
鼓
寒
く
し
て
声
起
こ
ら
ず

報
君
黄
金
台
上
意

君
の
黄
金
台
上
の
意
に
報
い

提
携
玉
竜
為
君
死

玉
竜
を
提
携
し
て
君
の
為
に
死
せ
ん

こ
の
詩
は
、
『
幽
閑
鼓
吹
』
な
ど
が
載
せ
る
以
下
の
よ
う
な
話
柄
と
と
も
に
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
『
幽
閑
鼓
吹
』
か
ら
引
こ
う*1

。

李
賀
以
歌
詩
謁
韓
吏
部
。
吏
部
時
為
国
子
博
士
分
司
、
送
客
帰
極
困
。
門
人
呈
巻
。
解
帯
旋
読
之
。
首
篇
「
雁
門
太
守
行
」
曰
、
「
黒
雲
圧
城
城

欲
摧
、
甲
光
向
日
金
鱗
開
」
。
却
援
帯
命
邀
之
（
李
賀

歌
詩
を
以
て
韓
吏
部
に
謁
す
。
吏
部
時
に
国
子
博
士
分
司
為
り
、
客
の
帰
る
を
送
り
て
極

め
て
困
る
。
門
人
巻
を
呈
す
。
帯
を
解
き
旋
で
之
を
読
む
。
首
篇
の
「
雁
門
太
守
行
」
に
曰
く
、
「
黒
雲
城
を
圧
し
て
城
摧
け
ん
と
欲
し
、
甲
光
日

つ
か

つ
い
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に
向
か
い
て
金
鱗
開
く
」
と
。
却
っ
て
帯
を
援
き
命
じ
て
之
を
邀
え
し
む
）
。

ひ

こ
の
逸
話
が
事
実
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
疑
義
が
呈
さ
れ
て
い
る
が*2

、
こ
う
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
い
か
に
も
あ
り
そ
う
な
で
き
ご
と
と
し
て

受
容
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
推
測
で
き
る
。
韓
愈
が
、
初
二
句
を
見
た
だ
け
で
李
賀
を
迎
え
る
た
め
に
帯
を
締
め
な
お
し
た
と
読
め
る
点
に

も
留
意
し
た
い
。
詩
全
体
を
通
読
し
て
初
め
て
理
解
さ
れ
る
結
構
や
内
容
で
は
な
く
、
初
二
句
の
秀
逸
さ
を
韓
愈
が
認
め
た
こ
と
を
示
唆
す
る
か
ら
で
あ

る
。
現
実
的
に
は
や
は
り
全
体
を
読
ん
で
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
だ
と
し
て
も
、
初
二
句
が
一
篇
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
と
韓
愈
が
考
え
て
い
た
こ
と
は
動
か
な
い
。

『
幽
閑
鼓
吹
』
と
同
様
に
「
雁
門
太
守
行
」
の
初
二
句
を
取
り
上
げ
た
記
事
と
し
て
、
楊
慎
『
升
庵
詩
話
』
巻
九
の
「
黒
雲
」
の
条
に
は
、
実
景
に
忠

実
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
側
面
か
ら
、
二
句
に
対
す
る
批
判
的
な
見
解
と
擁
護
す
る
意
見
と
が
記
さ
れ
て
い
る*3

。

唐
、
李
賀
「
雁
門
太
守
行
」
首
句
云
、「
…
…
」
。『
摭
言
』
謂
、「
…
…
」
。
宋
、
王
介
甫
云
、「
此
児
誤
矣
。
方
黒
雲
圧
城
、
豈
有
向
日
之
甲
光
也*4

」
。

或
問
此
詩
、
「
韓
・
王
二
公
去
取
不
同
、
誰
為
是
」
。
余
曰
、
「
宋
老
頭
巾
不
知
詩
。
凡
兵
囲
城
、
必
有
怪
雲
・
変
気
。
昔
人
賦
鴻
門
有
『
東
竜
白
日

西
竜
雨*5

』
之
句
、
解
此
意
矣
。
余
在
滇
、
値
安
・
鳳
之
変*6

、
居
囲
城
中
、
見
日
暈
両
重
、
黒
雲
如
蛟
在
其
側
、
始
信
賀
之
詩
善
状
物
也
」
（
唐
、
李

賀
の
「
雁
門
太
守
行
」
の
首
句
に
云
う
、
「
…
…
」
と
。
『
摭
言
』
に
謂
う
、
「
…
…
」
と
。
宋
、
王
介
甫
云
う
、
「
此
の
児
誤
れ
り
。
黒
雲
城
を
圧
す

る
に
方
り
て
、
豈
日
に
向
か
う
の
甲
光
有
ら
ん
や
」
と
。
或
ひ
と
此
の
詩
を
問
う
、
「
韓
・
王
の
二
公
は
去
取
同
じ
か
ら
ず
、
誰
か
是
と
為
す
や
」

あ
た

と
。
余
曰
う
、
「
宋
の
老
頭
巾
は
詩
を
知
ら
ず
。
凡
そ
兵
城
を
囲
む
や
、
必
ず
怪
雲
・
変
気
有
り
。
昔
人

鴻
門
を
賦
す
る
に
『
東
竜
の
白
日

西

竜
の
雨
』
の
句
有
り
、
此
の
意
を
解
け
り
。
余
滇
に
在
り
て
、
安
・
鳳
の
変
に
値
い
、
囲
城
中
に
居
り
、
日
暈
両
つ
な
が
ら
重
な
り
、
黒
雲
蛟
の
如

て
ん

あ

ふ
た

く
其
の
側
に
在
る
を
見
て
、
始
め
て
賀
の
詩
の
善
く
物
を

状

る
を
信
ず
る
な
り
」
と
）
。

か
た
ど

楊
慎
は
ま
ず
『
唐
摭
言
』
の
逸
話
を
引
い
た
上
で
、
二
句
に
対
す
る
王
安
石
の
発
言
を
載
せ
る
。
王
安
石
は
、
雲
が
厚
く
垂
れ
こ
め
て
い
る
の
に
、
ど

う
し
て
太
陽
に
向
か
っ
て
甲
冑
の
光
が
反
射
す
る
と
い
う
の
か
と
い
っ
て
、
二
句
の
描
写
に
実
景
と
し
て
の
整
合
性
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
も
っ
て
李
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賀
を
批
判
し
、
「
此
の
児
誤
れ
り
」
と
子
供
扱
い
す
る
。

楊
慎
は
、
韓
愈
と
王
安
石
の
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
と
あ
る
人
に
問
わ
れ
た
と
こ
ろ
、
「
宋
の
老
頭
巾
は
詩
を
知
ら
ず
」
と
、
王
安
石
を
痛
烈
に
非
難

し
た
。
そ
の
根
拠
の
一
つ
は
、
楊
維
禎
の
詩
に
、
「
東
竜
の
白
日

西
竜
の
雨
」
と
あ
る
よ
う
に
、
太
陽
と
雨
が
同
時
に
詠
じ
ら
れ
た
例
も
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
楊
慎
自
身
の
経
験
と
し
て
、
戦
乱
の
と
き
に
は
太
陽
の
暈
が
二
重
に
か
す
ん
で
見
え
、
そ
の
傍
ら
に
は
黒
雲
も
湧
き
起
こ

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
雁
門
太
守
行
」
第
二
句
の
「
月
」
を
「
日
」
に
作
っ
て
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が*7

、
特
別
な
場
合
も

含
め
て
実
景
と
し
て
あ
り
え
る
か
否
か
を
論
点
に
据
え
る
限
り
、
「
月
」
に
作
っ
た
場
合
で
も
同
様
の
結
論
が
導
き
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ

れ
る
。

王
安
石
と
楊
慎
の
見
解
の
当
否
は
措
く
と
し
て
も
、
「
雁
門
太
守
行
」
の
初
二
句
が
後
世
長
く
注
目
さ
れ
続
け
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
点
に
二
句
の
特
徴
が
あ
る
か
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
モ
チ
ー
フ
や
語
彙
、
ま
た
は
そ
の

組
み
合
わ
せ
と
い
っ
た
観
点
か
ら
二
句
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
特
に
難
解
な
語
も
用
い
て
お
ら
ず
、
平
易
な
よ
う
に
も
見
え
る

だ
け
に
、
果
た
し
て
ど
の
あ
た
り
に
特
質
が
潜
ん
で
い
る
か
を
探
る
た
め
に
は
、
李
賀
以
前
の
類
例
と
比
較
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

一

「
黒
雲
圧
城
城
欲
摧
」
に
つ
い
て

ま
ず
は
「
雁
門
太
守
行
」
の
第
一
句
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

「
黒
雲
」
の
語
は
早
く
か
ら
詩
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
無
名
氏
「
風
雨
詩
」
（
逯
欽
立
『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』
中
華
書
局
、
一
九
八
三
、
「
全
漢
詩
」

巻
一
二
、
全
八
句
）
の
冒
頭
に
は
、
太
陽
を
遮
る
も
の
と
し
て
「
黒
雲
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

日
不
顕
目
兮
黒
雲
多

日
は
目
に
顕
ら
か
な
ら
ず
し
て
黒
雲
多
し
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月
不
見
視
兮
風
非
沙

月
は
見
視
え
ず
し
て
風
は
沙
に
非
ず

み

こ
れ
以
降
、
し
ば
ら
く
は
「
黒
雲
」
の
語
が
詩
中
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
風
雨
詩
」
の
次
に
「
黒
雲
」
の
語
が
詩
に
用
い

ら
れ
て
い
る
の
は
、
呉
均
（
四
六
九
～
五
二
〇
）
の
「
戦
城
南
（
陌
上
何
諠
諠
）
」
（
「
全
梁
詩
」
巻
一
〇
、
全
六
句
）
で
あ
る
。
戦
場
に
浮
か
ぶ
「
黒
雲
」

が
詩
中
に
詠
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
早
く
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

黒
雲
蔵
趙
樹

黒
雲

趙
樹
を
蔵
し

3
黄
塵
埋
隴
垠

黄
塵

隴
垠
を
埋
む

4黒
い
雲
が
、
趙
の
地
方
の
樹
木
を
覆
い
隠
す
よ
う
に
湧
き
起
こ
り
、
黄
色
い
塵
が
、
現
在
の
甘
粛
省
一
帯
を
埋
没
さ
せ
て
し
ま
う
よ
う
に
舞
っ
て
い
る

と
い
う
。
「
風
雨
詩
」
と
同
じ
よ
う
に
、
「
黒
雲
」
は
視
界
を
遮
る
よ
う
な
不
透
明
さ
の
表
象
と
な
っ
て
い
る
。

庾
肩
吾
「
登
城
北
望
詩
」
（
「
全
梁
詩
」
巻
二
三
、
全
六
句
）
は
、
「
黄
霧
」
と
対
に
し
て
次
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
。

誓
師
屠
六
郡

師
に
誓
い
て
六
郡
を
屠
ら
ん
と
し

登
城
望
九
嵕

城
に
登
り
て
九
嵕
を
望
む

山
沈
黄
霧
裏

山
は
沈
む
黄
霧
の
裏

地
尽
黒
雲
中

地
は
尽
く
黒
雲
の
中

霜
戈
曜
壠
日

霜
戈

壠
日
に

曜

き

か
が
や

哀
笳
断
塞
風

哀
笳

塞
風
に
断
た
る

山
が
霧
に
包
ま
れ
、
地
上
も
雲
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
光
景
を
詠
じ
て
い
る
。
先
に
挙
げ
た
二
首
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
こ
で
の
「
黒
雲
」
も
見
通
し
の
利

か
な
い
不
透
明
感
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

「
黒
雲
」
の
語
は
、
唐
代
に
入
っ
て
か
ら
も
戦
乱
の
場
面
に
用
い
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
以
下
の
よ
う
な
例
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
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山
辺
畳
畳
黒
雲
飛

山
辺

畳
畳
と
し
て
黒
雲
飛
び

11
海
畔
莓
莓
青
草
死

海
畔

莓
莓
と
し
て
青
草
死
す

ば
い
ば
い

12

王
宏
「
従
軍
行
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
三
八
、
全
一
六
句
）

胡
兵
漢
騎
相
馳
逐

胡
兵

漢
騎

相
い
馳
逐
し

9
転
戦
孤
軍
西
海
北

転
戦

孤
軍

西
海
の
北

10
百
尺
旌
竿
沈
黒
雲

百
尺
の
旌
竿

黒
雲
に
沈
む

11
辺
笳
落
日
不
堪
聞

辺
笳

落
日

聞
く
に
堪
え
ず

12

常
建
「
張
公
子
行
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
一
四
四
、
全
一
二
句
）

黄
河
直
北
千
余
里

黄
河

直
北

千
余
里

3
冤
気
蒼
茫
成
黒
雲

冤
気

蒼
茫
と
し
て
黒
雲
を
成
す

4

常
建
「
塞
下
曲
四
首
」
〈
其
三
〉
（
『
全
唐
詩
』
巻
一
四
四
、
全
四
句
）

李
賀
の
「
雁
門
太
守
行
」
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
楽
府
に
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
た
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
王
宏
「
従
軍
行
」
に
は
山
上
に
た
た

な
わ
る
「
黒
雲
」
が
、
常
建
「
張
公
子
行
」
に
は
軍
旗
を
覆
い
隠
す
「
黒
雲
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
く
常
建
の
「
塞
下
曲
四
首
」
〈
其

三
〉
は
、
兵
士
た
ち
の
憤
怒
や
無
念
さ
が
「
黒
雲
」
と
な
っ
て
湧
き
起
こ
っ
た
、
と
い
う
。

ま
た
、
李
賀
と
同
様
、
「
黒
雲
」
と
月
を
対
に
構
成
し
て
詠
じ
た
例
も
あ
る
。
銭
起
（
七
二
二
～
七
八
〇
？
）
の
「
送
張
将
軍
征
西
」
（
王
定
璋
『
銭
起

詩
集
校
注
』
浙
江
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
、
八
二
頁
、
全
一
二
句
）
に
、

戦
処
黒
雲
霾
瀚
海

戦
処
の
黒
雲

瀚
海
に

霾

り

つ
ち
ふ

5
愁
中
明
月
度
陽
関

愁
中
の
明
月

陽
関
を
度
る

わ
た

6
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と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
が
そ
れ
に
当
た
る
。
た
だ
し
「
雁
門
太
守
行
」
と
は
異
な
り
、
城
郭
や
兵
士
の
甲
冑
な
ど
は
詠
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
こ
ま
で
、
李
賀
以
前
の
詩
に
お
け
る
「
黒
雲
」
の
例
を
概
観
し
て
き
た
。
戦
場
に
湧
き
起
こ
る
「
黒
雲
」
は
、
あ
る
対
象
を
遮
蔽
す
る
も
の
と
し
て

詠
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
「
風
雨
詩
」
に
お
い
て
太
陽
を
隠
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
し
、
呉
均
「
戦
城
南
」
で
は
木
々
を
す
っ

ぽ
り
と
包
み
こ
ん
で
い
る
。
唐
代
に
お
い
て
も
、
常
建
「
張
公
子
行
」
で
は
丈
高
い
旗
幟
が
「
黒
雲
」
の
中
に
埋
没
し
て
い
る
様
子
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

李
賀
「
雁
門
太
守
行
」
の
よ
う
に
、
対
象
を
壊
滅
さ
せ
る
か
の
よ
う
に
圧
迫
す
る
も
の
と
し
て
「
黒
雲
」
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
「
黒
雲
」
に
限
定
し
な
け
れ
ば
、
雲
が
対
象
を
上
方
か
ら
圧
迫
す
る
と
い
っ
た
情
景
を
描
写
し
た
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
銭
起
の
「
広

徳
初
、
鑾
駕
出
関
後
、
登
高
愁
望
二
首
」
〈
其
一
〉
（
『
銭
起
詩
集
校
注
』
一
二
頁
、
全
一
二
句
）
に
次
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
。

黄
雲
圧
城
闕

黄
雲

城
闕
を
圧
し

5
斜
照
移
烽
塁

斜
照

烽
塁
に
移
る

6広
徳
元
年
（
七
六
三
）
十
月
、
吐
蕃
の
軍
隊
が
関
中
を
侵
犯
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
代
宗
が
陝
州
（
河
南
省
三
門
峡
市
の
西
）
に
移
っ
た
こ
と
を
傷
ん
だ

作
で
あ
る
。
黄
色
い
雲
が
城
郭
を
圧
迫
す
る
よ
う
に
漂
い
、
斜
陽
が
烽
火
台
や
と
り
で
を
照
ら
し
出
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
黒
雲
」
と
「
黄
雲
」
と
い

う
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
李
賀
と
似
た
句
作
り
と
な
っ
て
い
る
。
類
例
は
李
賀
以
降
の
唐
詩
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
温
庭
筠
（
八
一
二
～
八
七
〇
）

の
「
盤
石
寺
留
別
成
公
」
（
劉
学
鍇
『
温
庭
筠
全
集
校
注
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
、
七
七
二
頁
、
全
八
句
）
に
は
、
「
山
畳
楚
天
雲
圧
塞
、
浪
連
呉
苑
水

連
空
（
山
は
楚
天
に
畳
な
わ
り
て
雲
は
塞
を
圧
し
、
浪
は
呉
苑
に
連
な
り
て
水
は
空
に
連
な
る
）
」
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

雲
が
対
象
を
圧
迫
す
る
よ
う
に
た
れ
下
が
る
光
景
を
、
「
雲
＋
圧
＋
〔
対
象
〕
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に
よ
っ
て
詩
中
に
詠
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
盛
唐

の
頃
で
あ
り
、
そ
の
後
中
唐
・
晩
唐
を
通
じ
て
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

次
に
、
李
賀
「
雁
門
太
守
行
」
第
一
句
の
下
三
字
の
よ
う
に
、
「
城
」
と
「
摧
」
を
一
句
の
う
ち
に
取
り
入
れ
た
例
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
唐
代
以

前
の
詩
に
そ
う
し
た
例
は
見
受
け
ら
れ
な
い
た
め
、
大
暦
期
（
七
六
六
～
七
七
九
）
の
詩
人
で
あ
る
鄭
丹
の
「
明
皇
帝
挽
歌
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
二
七
二
、
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全
八
句
）
が
早
い
例
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
宝
応
元
年
（
七
六
二
）
四
月
に
崩
御
し
た
玄
宗
へ
の
挽
歌
で
あ
る
。

地
惨
新
疆
理

地
は
惨
と
し
て
疆
理
新
た
に

5
城
摧
旧
戦
功

城
は
摧
け
て
戦
功
旧
し

ふ
る

6玄
宗
生
前
の
功
績
を
回
顧
・
賛
美
し
た
一
聯
で
あ
り
、
外
敵
の
城
壁
を
破
砕
す
る
よ
う
な
強
大
な
武
力
を
誇
っ
て
い
た
こ
と
を
、
「
城
摧
」
に
よ
っ
て

示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
元
和
四
年
（
八
〇
九
）
の
作
と
さ
れ
る
元
稹
（
七
七
九
～
八
三
一
）
の
「
縛
戎
人
」
（
楊
軍
『
元
稹
集
編
年
箋
注
（
詩
歌
巻
）
』

三
秦
出
版
社
、
二
〇
〇
二
、
一
三
一
頁
、
全
五
八
句
）
の
第
二
十
五
・
二
十
六
句
に
も
、
「
半
夜
城
摧
鵝
雁
鳴
、
妻
啼
子
叫
曽
不
歇
（
半
夜

城
摧
け
て

鵝
雁
鳴
き
、
妻
啼
き
子
叫
び
曽
て
歇
ま
ず
）
」
と
い
う
よ
う
に
「
城
摧
」
が
見
え
て
い
る
。

李
益
（
七
四
八
～
八
二
九
）
の
「
塞
下
曲
四
首
」
〈
其
二
〉
（
范
之
麟
『
李
益
詩
注
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
四
、
一
〇
五
頁
、
全
四
句
）
は
次
の

よ
う
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

秦
築
長
城
城
已
摧

秦
は
長
城
を
築
く
も
城
已
に
摧
か
れ

漢
武
北
上
単
于
台

漢
武
は
北
の
か
た
単
于
の
台
に
上
る

古
来
征
戦
虜
不
尽

古
来

征
戦

虜
尽
き
ず

今
日
還
復
天
兵
来

今
日
還
っ
て
復
た
天
兵
来
た
る

ま

秦
・
漢
の
時
代
か
ら
繰
り
返
さ
れ
る
異
民
族
と
の
戦
い
に
思
い
を
い
た
し
た
一
篇
で
あ
る
。
第
一
句
に
注
目
し
た
い
。
第
四
・
五
字
に
「
城
」
字
が
重

ね
ら
れ
て
い
る
点
、
そ
こ
か
ら
一
字
措
い
て
「
摧
」
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
で
、
李
賀
の
詩
と
似
た
詩
句
と
な
っ
て
い
る*8

。
李
賀
が
李
益
と
交
際
し
て

い
た
痕
跡
は
な
い
が*9

、
偶
然
の
一
致
と
は
い
い
切
れ
な
い
も
の
を
含
ん
で
お
り
、
影
響
関
係
も
想
定
し
う
る
詩
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

こ
こ
ま
で
、
「
雁
門
太
守
行
」
第
一
句
の
類
例
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。
「
黒
雲
」
の
語
は
漢
代
か
ら
詩
に
用
い
ら
れ
、
空
白
期
間
を
挟
む
も
の
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の
、
そ
れ
以
後
も
戦
場
を
描
写
す
る
景
物
と
し
て
多
用
さ
れ
て
お
り
、
李
賀
の
詩
も
そ
の
系
譜
に
連
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
李
賀
以
前
の
詩

に
お
け
る
「
黒
雲
」
は
、
太
陽
や
樹
木
、
旗
幟
な
ど
を
遮
蔽
す
る
も
の
と
し
て
描
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
李
賀
の
「
黒
雲
」
は
、

城
郭
を
破
砕
す
る
か
の
よ
う
に
重
く
の
し
か
か
る
の
で
あ
っ
た
。
不
透
明
感
を
演
出
す
る
「
黒
雲
」
か
ら
、
重
量
感
や
圧
迫
感
を
伴
う
「
黒
雲
」
へ
と
用

法
が
移
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
黒
雲
」
の
語
に
限
定
し
な
け
れ
ば
、
銭
起
「
広
徳
初
、
鑾
駕
出
関
後
、
登
高
愁
望
二
首
」
〈
其
一
〉
の
よ
う
な
類
例
を
求
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
「
雲
＋
圧
＋
〔
対
象
〕
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
、
盛
唐
の
頃
か
ら
詠
じ
ら
れ
始
め
た
比
較
的
新
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
「
雁
門
太
守
行
」
の
第
一
句

も
、
当
時
は
新
鮮
な
響
き
を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。

「
城
」
と
「
摧
」
が
一
句
中
に
取
り
合
わ
せ
て
詠
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
唐
代
以
降
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
李
益
「
塞
下
曲
四
首
」

〈
其
二
〉
と
似
通
っ
て
い
る
た
め
、
李
賀
の
独
創
と
は
い
い
切
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
李
益
が
す
で
に
破
砕
さ
れ
て
し
ま
っ
た
長
城
を
詠

じ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
李
賀
は
城
郭
が
破
砕
す
る
か
し
な
い
か
と
い
う
緊
迫
感
の
あ
る
瞬
間
を
切
り
取
っ
て
詠
じ
て
い
る
た
め
、
そ
こ
に
独
自
性
を
認

め
る
こ
と
は
で
き
る
。
梁
超
然
『
李
賀
詩
歌
賞
析
』
（
広
西
教
育
出
版
社
、
一
九
八
七
）
が
、
「
詩
的
開
頭
両
句
、
着
意
于
気
氛
的
渲
染
、
給
読
者
勾
画
了

這
場
戦
争
緊
張
的
形
勢
」
（
一
五
頁
）
と
指
摘
す
る
と
お
り
、
城
郭
全
体
が
今
す
ぐ
に
で
も
音
を
た
て
て
崩
れ
落
ち
て
し
ま
い
そ
う
な
抜
き
差
し
な
ら
な

い
緊
迫
感
が
字
句
に
掬
い
取
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
「
雁
門
太
守
行
」
第
一
句
の
す
ぐ
れ
た
技
巧
性
を
見
出
し
う
る
の
で
あ
る
。

二

「
甲
光
向
月
金
鱗
開
」
に
つ
い
て

本
節
で
は
「
雁
門
太
守
行
」
の
第
二
句
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
「
甲
冑
が
反
射
す
る
光
に
よ
っ
て
月
に
向
か
っ
て
金
の
鱗
の
よ
う
に
輝
い
て
い
る
」

と
い
う
こ
の
句
に
は
、
ど
の
よ
う
な
特
質
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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ま
ず
、
兵
士
の
甲
冑
に
反
射
す
る
光
を
指
す
「
甲
光
」
に
つ
い
て
は
、
李
賀
以
前
の
詩
に
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
わ
ず
か
に
張
祜
（
七
九
二
？
～

八
五
四
？
）
の
「
楚
州
韋
中
丞
箜
篌
」
（
尹
占
華
『
張
祜
詩
集
校
注
』
甘
粛
文
化
出
版
社
、
一
九
九
七
、
一
二
三
頁
、
全
四
句
）
に
、

恰
値
満
堂
人
欲
酔

恰
も
満
堂
に
値
つ
れ
ば
人
酔
わ
ん
と
欲
す

た

3
甲
光
纔
触
一
時
醒

甲
光
纔
か
に
触
る
れ
ば
一
時
に
醒
む

わ
ず

4
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
「
甲
光
」
は
箜
篌
の
表
面
の
光
沢
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
李
賀
詩
と
の
関
連
性
は
薄
い
。
た
だ
し
、「
甲
」

と
「
光
」
の
両
字
を
用
い
な
が
ら
光
を
反
射
さ
せ
た
甲
冑
を
詠
じ
る
例
は
唐
代
以
前
か
ら
見
受
け
ら
れ
る
。
以
下
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
李

賀
詩
と
の
共
通
点
、
あ
る
い
は
相
違
点
を
探
り
た
い
。

蔡
琰
（
一
七
七
～
？
）
の
「
悲
憤
詩
」
〈
其
一
〉
（
「
全
漢
詩
」
巻
七
）
に
は
次
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

海
内
興
義
師

海
内

義
師
を
興
し

7
欲
共
討
不
祥

共
に
不
祥
を
討
た
ん
と
欲
す

8
卓
衆
来
東
下

卓
の
衆
来
た
り
て
東
下
し

9
金
甲
耀
日
光

金
甲

日
光
に
耀
く

10「
金
甲
」
の
句
は
、
甲
冑
が
日
光
を
反
射
し
て
輝
い
て
い
る
と
い
っ
て
、
董
卓
軍
の
勢
力
の
盛
ん
な
さ
ま
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
曹
丕
（
一
八
七

～
二
二
六
）
の
「
至
広
陵
於
馬
上
作
」
（
「
全
魏
詩
」
巻
四
、
全
二
二
句
）
の
第
三
・
四
句
に
、
「
戈
矛
成
山
林
、
玄
甲
耀
日
光
（
戈
矛

山
林
を
成
し
、

玄
甲

日
光
に
耀
く
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
金
」
と
「
玄
」
と
の
違
い
が
あ
る
だ
け
で
、
「
悲
憤
詩
」
と
似
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

阮
籍
（
二
一
〇
～
二
六
三
）
の
「
詠
懐
詩
八
十
二
首
」
〈
其
三
十
九
〉
（
「
全
魏
詩
」
巻
一
〇
、
全
一
四
句
）
に
も
類
例
が
あ
る
。

良
弓
挟
烏
号

良
弓

烏
号
を
挟
み

5
明
甲
有
精
光

明
甲

精
光
有
り

6
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第
六
句
は
、
曹
植
「
上
先
帝
賜
鎧
表
」
（
『
初
学
記
』
巻
二
二
、
武
部
、
甲
六
）
に
、
「
先
帝
賜
臣
鎧
、
黒
光
・
明
光
各
一
領
（
先
帝
臣
に
鎧
を
賜
う
、

黒
光
・
明
光
各
お
の
一
領
）
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
日
月
の
光
と
明
言
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
や
は
り
光
を
た
た
え
た
き
ら

び
や
か
な
甲
冑
を
指
す
。

続
い
て
、
『
文
選
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
潘
岳
（
二
四
八
～
三
〇
〇
）
の
「
関
中
詩
」
（
巻
二
〇
、
全
一
二
八
句
）
を
取
り
上
げ
る
。

素
甲
日
耀

素
甲
は
日
の
ご
と
く
耀
き

27
玄
幕
雲
起

玄
幕
は
雲
の
ご
と
く
起
こ
る

28「
素
甲
」
に
つ
い
て
李
善
は
、
『
楚
漢
春
秋
』
よ
り
、
「
趙
中
大
夫
曰
、
『
臣
聞
越
王
句
践
素
甲
三
千
』
（
趙
中
大
夫
曰
く
、
『
臣
は
越
王
句
践
の
素
甲
の

三
千
な
る
を
聞
く
』
と
）
」
と
い
う
記
事
を
引
い
て
い
る
。
対
句
に
は
雲
が
登
場
し
て
い
て
、
李
賀
と
発
想
が
類
似
す
る
。
『
文
選
』
に
収
録
さ
れ
る
よ
う

な
広
く
知
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
点
も
加
味
す
れ
ば
、
こ
の
あ
た
り
に
「
雁
門
太
守
行
」
初
二
句
の
全
体
的
な
構
成
の
淵
源
を
求
め
う
る
か
も
し
れ
な
い
。

唐
代
に
入
っ
て
か
ら
も
同
様
の
モ
チ
ー
フ
が
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
詠
じ
続
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

ま
ず
は
韓
休
（
六
七
三
～
七
四
〇
）
の
「
奉
和
聖
制
送
張
説
巡
辺
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
一
一
一
、
全
二
〇
句
）
を
見
た
い
。

曙
光
揺
組
甲

曙
光

組
甲
に
揺
れ

7
疏
吹
繞
雲
旌

疏
吹

雲
旌
を
繞
る

8「
組
甲
」
は
ひ
も
で
皮
や
金
属
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
作
っ
た
甲
冑
を
指
す
。
威
容
を
整
え
た
兵
士
た
ち
の
甲
冑
に
朝
焼
け
の
光
が
当
た
っ
て
揺
ら
め
く

よ
う
に
反
射
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

天
宝
十
三
載
（
七
五
四
）
の
進
士
で
あ
る
韓
翃
の
「
送
劉
将
軍
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
二
四
五
、
全
八
句
）
に
つ
い
て
は
首
聯
を
引
く
。

明
光
細
甲
照
錏
鍜

明
光

細
甲

錏
鍜
を
照
ら
す

あ

か

昨
日
承
恩
拝
虎
牙

昨
日
恩
を
承
け
て
虎
牙
を
拝
す
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「
錏
鍜
」
と
は
鎧
の
部
品
の
こ
と
で
あ
り
、
光
が
そ
の
あ
た
り
を
照
ら
し
出
し
て
い
る
と
い
う
。
甲
冑
の
細
部
に
観
察
を
及
ぼ
し
た
句
と
な
っ
て
い
る
。

姚
合
（
七
七
八
～
八
五
九
）
の
「
剣
器
詞
三
首
」
〈
其
二
〉
（
呉
河
清
『
姚
合
詩
集
校
注
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
、
五
四
二
頁
、
全
八
句
）
は
、

舞
曲
の
歌
詞
で
あ
り
、
次
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
。

雪
光
偏
著
甲

雪
光

偏
に
甲
に
著
れ

3
風
力
不
禁
旗

風
力

旗
を
禁
め
ず

と
ど

4『
姚
合
詩
集
校
注
』
が
「
謂
甲
映
雪
光
、
旗
不
禁
風
」
（
五
四
三
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
甲
冑
が
雪
明
り
に
照
り
映
え
、
旗
が
風
に
揺
れ
る
様
子
を
詠

じ
て
い
る
。

続
い
て
、
会
昌
四
年
（
八
四
四
）
の
進
士
で
あ
り
、
姚
合
な
ど
と
交
際
の
あ
っ
た
馬
戴
の
「
贈
淮
南
将
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
五
五
五
、
全
一
二
句
）
は
ど

の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

塞
色
侵
旗
動

塞
色

旗
を
侵
し
て
動
き

9
寒
光
鎖
甲
明

寒
光

鎖
甲
に
明
ら
か
な
り

10寒
々
し
い
光
が
甲
冑
を
明
る
く
照
ら
し
出
し
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

改
め
て
述
べ
て
お
け
ば
、
李
賀
以
前
の
詩
に
お
い
て
「
甲
光
」
の
語
が
甲
冑
に
反
射
す
る
光
の
意
で
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
「
甲
」

と
「
光
」
の
両
字
を
使
用
し
な
が
ら
同
様
の
モ
チ
ー
フ
を
詠
じ
た
例
は
少
な
く
な
い
。
蔡
琰
や
曹
丕
を
そ
の
先
蹤
と
見
な
し
う
る
。

「
金
鱗
」
の
語
に
関
し
て
も
李
賀
の
独
自
性
が
う
か
が
え
る
。
唐
代
以
前
の
詩
に
「
金
鱗
」
の
語
は
見
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
こ
の
語
を
詩
に
取
り
入
れ

た
早
い
例
は
杜
甫
（
七
一
二
～
七
七
〇
）
で
あ
る
と
判
断
で
き
よ
う
。

泉
出
巨
魚
長
比
人

泉
は
巨
魚
を
出
し
て
長
さ
は
人
に
比
す

21
丹
砂
作
尾
黄
金
鱗

丹
砂
を
尾
と
作
し
黄
金
を
鱗
と
す

22
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「
沙
苑
行
」
（
仇
兆
鰲
『
杜
詩
詳
註
』
巻
三
、
全
二
四
句
）

馬
の
放
牧
地
で
あ
る
沙
苑
の
泉
か
ら
出
て
き
た
魚
は
人
間
ほ
ど
大
き
く
、
そ
の
尾
は
赤
く
、
鱗
は
黄
金
で
あ
っ
た
と
い
う
。
沙
苑
の
霊
験
を
示
唆
す
る

か
の
よ
う
な
異
形
の
魚
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
「
金
鱗
」
と
熟
す
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
字
義
ど
お
り
黄
金
の
よ
う
に
き
ら
め
く
魚
の
鱗
を
詠
じ
て
い
る

の
だ
。

李
紳
（
七
七
二
～
八
四
六
）
の
「
憶
東
湖
」
（
盧
燕
平
『
李
紳
集
校
注
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
、
四
四
頁
、
全
八
句
）
は
洪
州
城
内
に
あ
る
東
湖
で

舟
遊
び
を
し
た
と
き
に
見
た
景
色
を
回
想
し
た
作
品
で
あ
る
。

魚
驚
翠
羽
金
鱗
躍

魚
は
翠
羽
に
驚
き
て
金
鱗
躍
り

5
蓮
脱
紅
衣
紫
菂
摧

蓮
は
紅
衣
を
脱
し
て
紫
菂
摧
く

6採
餌
す
る
た
め
に
水
面
に
降
り
た
鳥
に
魚
が
驚
い
て
身
を
翻
し
た
瞬
間
の
鱗
の
き
ら
め
き
を
、
「
金
鱗
躍
る
」
と
詠
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
の
唐

詩
に
お
い
て
も
「
金
鱗
」
の
語
は
用
い
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
魚
の
美
称
で
あ
り
、
李
賀
の
よ
う
に
「
金
鱗
」
を
比
喩
的
に
用
い
た
例
は

見
ら
れ
な
い
。

こ
こ
ま
で
、
「
雁
門
太
守
行
」
の
第
二
句
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。
こ
の
句
に
お
い
て
ま
ず
特
筆
す
べ
き
は
、
「
甲
光
」
の
語
が
前
代
の
詩
に
見

ら
れ
な
い
点
で
あ
る
。
李
賀
は
、
「
甲
」
と
「
光
」
を
別
々
に
詠
じ
る
蔡
琰
や
曹
丕
を
は
じ
め
と
す
る
漢
魏
六
朝
期
の
詩
、
あ
る
い
は
そ
の
延
長
線
上
に

あ
る
中
唐
ま
で
の
詩
に
着
想
を
得
た
上
で
、
自
分
な
り
の
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
る
。
「
金
鱗
」
の
語
に
つ
い
て
も
唐
代
以
前
の
詩
に
用
い
ら
れ
た
形
跡
は

な
い
。
唐
代
に
至
っ
て
も
、
明
ら
か
に
李
賀
以
前
の
例
と
判
断
で
き
る
の
は
杜
詩
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
も
「
金
鱗
」
の
二
字
が
熟
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
つ
ま
り
こ
の
語
に
つ
い
て
は
李
賀
や
李
紳
を
先
駆
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
も
李
賀
は
新
味
の
あ
る
語
を
選
び
取
っ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ

る
。以

上
の
よ
う
に
、
語
彙
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
前
代
の
表
現
に
捉
わ
れ
な
い
新
味
を
醸
し
出
し
て
い
る
一
方
、
光
を
反
射
す
る
甲
冑
と
い
う
詩
の
素
材
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は
伝
統
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
本
節
で
は
「
甲
」
と
「
光
」
の
両
字
を
用
い
て
い
る
詩
句
を
中
心
に
取
り
上
げ
て
き
た
が
、
そ
れ
以
外
の
文
字
に
よ
っ
て

同
様
の
モ
チ
ー
フ
を
詠
じ
た
詩
句
も
含
め
れ
ば
、
こ
う
し
た
モ
チ
ー
フ
が
い
か
に
多
く
の
詩
人
た
ち
に
注
目
さ
れ
て
き
た
か
が
一
層
は
っ
き
り
す
る
だ
ろ

う
。
今
は
そ
れ
ら
の
表
現
を
逐
一
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
仮
に
こ
う
し
た
モ
チ
ー
フ
を
詠
じ
た
表
現
群
に
お
け
る
李
賀
の
独
自
性
を
見
出
す
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
広
い
空
間
を
瞬
時
に
捉
え
た
手
際
の
よ
さ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
漢
魏
六
朝
期
の
例
に
し
て
も
、
李
賀
以
前
の
唐
詩
に

し
て
も
、
語
り
手
の
視
点
は
あ
く
ま
で
光
を
は
じ
い
て
い
る
甲
冑
、
な
か
ん
ず
く
兵
士
た
ち
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
李
賀
の
句
は
、
月
と
兵
士

た
ち
を
結
ぶ
空
間
、
光
の
往
来
す
る
そ
の
広
い
空
間
を
も
含
ん
だ
表
現
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
場
合
、
「
向
月
」
と
い
う
語
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
み
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
「
雁
門
太
守
行
」
と
趣
向
は
異
な
る
が
、
例

え
ば
賈
島
（
七
七
九
～
八
四
三
）
の
七
絶
「
夜
集
烏
行
中
所
居
」
（
斉
文
榜
『
賈
島
集
校
注
』
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
、
四
七
九
頁
）
に
は
次
の

よ
う
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

環
爐
促
席
復
持
杯

環
爐

席
を
促
し
て
復
た
杯
を
持
す

1
松
院
双
扉
向
月
開

松
院
の
双
扉

月
に
向
か
い
て
開
く

2仮
に
こ
の
詩
が
五
言
詩
だ
と
し
て
、
「
松
院
双
扉
開
」
と
し
て
し
ま
っ
て
は
、
句
の
含
む
空
間
的
な
奥
行
き
が
ほ
と
ん
ど
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
「
雁
門
太
守
行
」
に
つ
い
て
も
そ
れ
は
同
様
で
あ
る
。
単
に
甲
冑
を
鱗
に
喩
え
る
と
い
う
比
喩
の
奇
抜
さ
の
み
を
前
面
に
押
し
出
す
よ
う
な
句
で
あ

っ
た
な
ら
ば
、
あ
る
い
は
韓
愈
に
激
賞
さ
れ
る
よ
う
な
句
に
は
な
ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

三

後
世
の
詩
へ
の
影
響

既
述
の
と
お
り
、
「
雁
門
太
守
行
」
の
初
二
句
は
、
韓
愈
に
評
価
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
王
安
石
や
楊
慎
と
い
っ
た
後
世
の
詩
人
の
議
論
の
的
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と
も
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
実
作
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。
と
り
わ
け
冒
頭
の
「
黒
雲
」
の
句
は
摸
擬
の
対
象
と
さ
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
本
節
で
は
そ
う
し
た
例
を
取
り
上
げ
て
、
後
世
の
詩
人
に
対
す
る
李
賀
「
雁
門
太
守
行
」
の
影
響
の
一
端
を
確
認
し
て
い
き

た
い
。

晁
補
之
（
一
〇
五
三
～
一
一
一
〇
）
の
「
游
栖
巌
寺
、
呈
提
刑
学
士
毅
夫
兄
」
（
『
雞
肋
集
』
巻
九
、
全
五
〇
句
）
に
は
、

飛
楼
圧
城
城
跨
野

飛
楼
城
を
圧
し
て
城
は
野
に
跨
り

1
黄
河
逶
迤
避
条
華

黄
河

逶
迤
と
し
て
条
華
を
避
く

2
と
あ
る
。
城
郭
全
体
を
威
圧
す
る
よ
う
に
高
く
そ
び
え
る
楼
閣
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
く
宋
代
の
鄧
粛
（
一
〇
九
一
～
一
一
三
二
）
は
「
雹
」
（
『
栟

櫚
集
』
巻
七
、
全
一
二
句
）
に
お
い
て
、
「
城
」
を
「
山
」
に
、
「
摧
」
を
「
頽
」
に
入
れ
替
え
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

黒
雲
圧
山
山
欲
頽

黒
雲
山
を
圧
し
て
山
頽
れ
ん
と
欲
し

1
阿
香
推
車
振
不
開

阿
香
車
を
推
し
て
振
る
え
ど
も
開
か
ず

2山
が
崩
れ
る
ほ
ど
に
重
々
し
く
か
ぶ
さ
る
雲
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
「
阿
香
車
を
推
す
」
、
つ
ま
り
雷
が
鳴
っ
て
も
び
く
と
も
し
な
い
よ
う
な
厚
い
雲
な

の
で
あ
る
。

宋
代
以
降
の
詩
人
も
「
黒
雲
」
の
句
に
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
な
が
ら
転
用
し
て
い
る
。
延
祐
（
一
三
一
四
～
一
三
二
〇
）
初
年
の
進
士
で
あ
る
王
沂
は
鄧

粛
と
同
じ
よ
う
に
「
城
」
を
「
山
」
に
作
っ
て
い
る
。

獰
飈
折
樹
怒
未
已

獰

飈
樹
を
折
り
て
怒
り
未
だ
已
ま
ず

ど
う
ひ
よ
う

3
黒
雲
圧
山
山
火
起

黒
雲
山
を
圧
し
て
山
火
起
こ
る

4

「
焼
山
」
（
『
伊
濱
集
』
巻
五
、
全
二
八
句
）

狂
っ
た
よ
う
に
吹
き
荒
れ
る
風
が
木
々
を
な
ぎ
倒
し
て
も
や
ま
ず
、
落
雷
に
よ
る
自
然
発
火
で
あ
ろ
う
か
、
山
火
事
も
起
こ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
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順
治
十
六
年
（
一
六
五
九
）
の
進
士
で
あ
る
葉
方
藹
も
新
た
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
た
。

黒
雲
圧
波
波
如
山

黒
雲
波
を
圧
し
て
波
山
の
如
し

1
銀
城
雪
屋
翻
飛
間

銀
城

雪
屋

翻
飛
の
間

2

「
渡
江
行
」
（
『
読
書
斎
偶
存
稿
』
巻
三
、
全
二
〇
句
）

重
圧
感
の
あ
る
雲
と
、
山
の
ご
と
く
高
く
盛
り
上
が
っ
た
波
の
せ
め
ぎ
合
い
が
、
臨
場
感
を
伴
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
。

「
黒
雲
」
の
句
は
日
本
の
詩
に
も
影
響
を
与
え
た
。
頼
山
陽
（
一
七
八
〇
～
一
八
三
二
）
の
「
重
謁
加
藤
肥
州
廟
引
」
（
『
山
陽
詩
鈔
』
巻
四
、
全
三
二

句
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
。

大
雪
圧
城
城
欲
俯

大
雪
城
を
圧
し
て
城
俯
せ
ん
と
欲
す

17
凍
鎧
黏
膚
皸
且
剖

凍
鎧
膚
に
黏
し
て

皸

且
に
剖
け
ん
と
す

は
だ

あ
か
ぎ
れ
ま
さ

18城
を
押
し
つ
ぶ
す
ほ
ど
の
大
雪
が
降
る
冬
の
戦
場
を
描
写
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
に
列
挙
し
て
き
た
詩
を
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、
後
世
の
詩
人
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
に
語
彙
を
入
れ
替
え
な
が
ら
「
黒
雲
」
の
句
を
自
作
に
取
り
入
れ

て
い
る
。
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
す
べ
て
の
詩
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
第
三
字
に
「
圧
」
を
用
い
る
こ
と
、
第
四
・
五
字
に
同
じ
字
を
重
ね
る
こ
と
の

二
点
で
あ
る
。
ま
た
、
大
半
の
詩
に
お
い
て
、
「
黒
雲
」
の
句
に
摸
擬
し
た
句
が
初
句
に
配
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
こ
に
李
賀
の
影
響
を
看
取
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
初
句
に
配
し
て
こ
そ
、
摸
擬
し
た
句
の
詩
的
効
果
が
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
李
賀
「
雁
門
太
守
行
」
の
初
二
句
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
き
た
。
二
句
の
特
質
を
改
め
て
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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第
一
句
の
「
黒
雲
」
の
語
は
、
李
賀
以
前
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
戦
場
の
景
物
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
し
そ
れ
ら
は
木
々
や
旗
幟
な
ど
と
い

っ
た
対
象
を
覆
い
隠
す
遮
蔽
物
と
し
て
詠
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
城
郭
を
破
壊
し
か
ね
な
い
ほ
ど
重
々
し
く
の
し
か
か
る
「
黒
雲
」
を
詠
じ
て
い
る
の

は
李
賀
の
み
で
あ
る
。

同
句
に
お
け
る
「
雲
＋
圧
＋
〔
対
象
〕
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
、
盛
唐
の
頃
か
ら
詠
じ
ら
れ
始
め
た
新
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
特
段
目
新
し
い
語
彙
は

用
い
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
城
郭
が
瓦
解
す
る
寸
前
の
、
緊
張
感
を
伴
っ
た
劇
的
な
場
面
を
形
象
し
て
い
る
。
ま
た
、

後
世
の
「
黒
雲
」
の
句
を
摸
擬
し
た
句
が
、
第
四
・
五
字
に
同
字
を
重
ね
る
リ
ズ
ム
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
こ
う
し
た
リ
ズ
ム
が
「
黒

雲
」
の
句
に
欠
か
せ
な
い
特
徴
と
し
て
後
の
詩
人
た
ち
に
認
識
さ
れ
て
い
た
と
理
解
で
き
る
。

第
二
句
に
つ
い
て
は
ま
ず
、
前
代
に
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
て
い
な
い
語
彙
を
詠
じ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
質
が
看
取
さ
れ
る
。
切
り
離
し
て
別
々
に
詠

じ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
「
甲
」
と
「
光
」
を
熟
語
と
し
て
詩
に
用
い
た
の
は
李
賀
が
最
初
で
あ
ろ
う
。
先
例
を
十
分
踏
ま
え
た
語
彙
で
あ
る
だ
け
に
、
自

然
な
印
象
を
与
え
る
語
と
な
っ
て
い
る
。

同
句
に
あ
る
「
金
鱗
」
の
語
に
つ
い
て
は
、
杜
甫
の
よ
う
な
類
似
し
た
先
行
例
や
、
李
紳
の
よ
う
な
ほ
ぼ
同
時
代
の
例
が
あ
っ
た
が
、
光
を
反
射
さ
せ

て
い
る
兵
士
の
甲
冑
に
見
立
て
た
の
は
李
賀
の
独
創
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
月
光
を
は
じ
く
甲
冑
を
身
に
ま
と
い
な
が
ら
う
ご
め
く
兵
士
の
集
団
は
、

さ
な
が
ら
地
上
を
泳
ぐ
大
魚
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
月
と
兵
士
を
単
に
点
綴
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
中
間
を
も
含
ん
だ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
空
間
が
描
出
さ

れ
て
い
る
の
も
、
「
甲
光
」
の
句
の
持
ち
味
で
あ
る
。

二
句
に
使
用
さ
れ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
チ
ー
フ
は
李
賀
以
前
の
詩
に
も
詠
じ
ら
れ
て
お
り
、
唐
代
に
入
っ
て
か
ら
も
同
様
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
光

を
反
射
さ
せ
る
甲
冑
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
漢
末
こ
ろ
か
ら
李
賀
に
至
る
ま
で
、
ほ
ぼ
継
続
的
に
詠
じ
ら
れ
て
き
た
。
「
雁
門
太
守
行
」
の
初
二
句
が
後

世
の
衆
目
を
集
め
る
よ
う
な
句
と
な
り
え
た
理
由
は
、
素
材
の
目
新
し
さ
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
李
賀
は
、
前
代
に
詠
じ
ら
れ
た
モ
チ
ー
フ
を
継
承
し
つ

つ
、
語
彙
の
組
み
合
わ
せ
や
見
立
て
の
新
鮮
さ
に
よ
っ
て
独
自
の
詩
的
光
景
を
現
出
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
意
図
的
で
あ
る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
も
、
い



*1

引
用
は
『
唐
五
代
筆
記
小
説
大
観
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
）
に
よ
る
。

*2

松
浦
友
久
編
『
続
校
注
唐
詩
解
釈
辞
典
』
（
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
一
）
は
、
李
賀
が
七
歳
の
と
き
に
韓
愈
と
皇
甫
湜
が
訪
ね
て
き
て
、
幼
い
な
が
ら
に
書
い
た
詩
の
で
き
ば
え

の
よ
さ
に
驚
嘆
し
た
と
い
う
、
王
定
保
『
唐
摭
言
』
に
収
め
る
逸
話
を
取
り
上
げ
た
上
で
、
「
も
し
…
…
韓
愈
と
李
賀
が
出
会
っ
て
い
た
と
す
る
な
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
李
賀
が
韓
愈
を

訪
問
す
る
は
ず
は
な
い
。
従
っ
て
、
少
な
く
と
も
ど
ち
ら
か
一
方
の
逸
話
が
事
実
で
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
述
べ
る
（
担
当
執
筆
は
山
崎
み
ど
り
）
。

*3

引
用
は
王
仲
鏞
『
升
庵
詩
話
箋
証
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
）
に
よ
る
。

*4

王
安
石
の
発
言
は
、
王
得
臣
『
塵
史
』
巻
中
（
朱
易
安
・
傅
璇
琮
等
主
編
『
全
宋
筆
記
』
第
一
編
、
一
〇
、
大
象
出
版
社
、
二
〇
〇
三
、
所
収
）
に
見
え
る
。

*5

楊
維
禎
「
鴻
門
会
」
（
『
鉄
崖
古
楽
府
注
』
巻
一
）
の
第
二
句
。

*6

雲
南
で
勃
発
し
た
、
安
銓
・
鳳
朝
文
の
反
乱
を
指
す
。

*7

「
日
」
と
「
月
」
の
異
同
は
定
め
が
た
い
が
、
第
四
句
に
「
夜
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
底
本
に
従
い
、
「
月
」
に
作
っ
て
行
論
す
る
。

*8

李
賀
以
降
の
唐
詩
も
含
め
れ
ば
、
七
言
句
の
第
四
・
五
字
に
「
城
」
字
を
配
す
る
例
と
し
て
、
「
可
歎
呉
城
城
中
人
、
無
人
与
我
交
一
言
」
（
呉
融
「
風
雨
吟
」
、
『
全
唐
詩
』
巻

六
八
七
）
、
「
水
隔
孤
城
城
隔
山
、
水
辺
時
望
憶
師
閑
」
（
斉
己
「
宜
春
江
上
、
寄
仰
山
長
老
二
首
」
〈
其
一
〉
、
王
秀
林
『
斉
己
詩
集
校
注
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
、

四
六
四
頁
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
い
ず
れ
も
「
摧
」
字
と
は
結
び
つ
か
な
い
。

*9

李
益
と
の
交
際
が
あ
っ
た
と
考
え
る
注
者
も
い
る
。
例
え
ば
、
「
潞
州
張
大
宅
病
酒
、
遇
江
使
、
寄
上
十
四
兄
」
（
『
箋
注
』
五
七
七
頁
）
の
「
十
四
兄
」
に
つ
い
て
姚
文
燮
は
、

「
兄
当
是
李
益
」
と
注
を
付
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
『
箋
注
』
は
「
不
可
信
」
と
述
べ
た
上
で
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
岑
仲
勉
『
唐
人
行
第
録
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一

九
七
八
）
に
李
益
の
排
行
は
十
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
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わ
ば
あ
り
そ
う
で
な
か
っ
た
表
現
、
詠
じ
ら
れ
て
み
れ
ば
確
か
に
そ
れ
が
最
も
し
っ
く
り
と
落
ち
着
く
よ
う
な
字
句
の
配
置
が
、
衆
目
を
惹
き
つ
け
続
け

る
こ
と
と
な
っ
た
外
せ
な
い
要
因
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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第
五
章

詩
的
素
材
の
自
在
性
―
―
碧
血
の
系
譜
を
例
と
し
て
―
―

は
じ
め
に

「
鬼
詩
」
の
呼
称
を
も
っ
て
端
的
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
李
賀
の
詩
の
中
で
も
と
り
わ
け
印
象
深
い
詩
と
し
て
、
「
秋
来
」
（
『
箋
注
』
六
八
八
頁
）
は
広

く
知
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

桐
風
驚
心
壮
士
苦

桐
風

心
を
驚
か
せ
て
壮
士
苦
し
み

衰
灯
絡
緯
啼
寒
素

衰
灯

絡
緯

寒
素
に
啼
く

誰
看
青
簡
一
編
書

誰
か
青
簡
一
編
の
書
を
看
て

不
遣
花
虫
粉
空
蠹

花
虫
を
し
て
粉
と
し
て
空
し
く

蠹

ま
し
め
ざ
る

む
し
ば

思
牽
今
夜
腸
応
直

思
い
牽
か
れ
て
今
夜

腸

応
に
直
な
る
べ
し

雨
冷
香
魂
弔
書
客

雨
冷
や
や
か
に
香
魂

書
客
を
弔
す

秋
墳
鬼
唱
鮑
家
詩

秋
墳

鬼
は
唱
う
鮑
家
の
詩
を

恨
血
千
年
土
中
碧

恨
血

千
年

土
中
の
碧

社
会
的
不
遇
に
伴
う
貧
寒
に
あ
え
ぎ
な
が
ら
、
し
か
も
、
書
き
残
し
た
書
物
す
ら
将
来
ま
と
も
に
保
管
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
予
感
に
、

「
壮
士
」
は
苦
し
ん
で
い
る
。
そ
し
て
腸
が
引
き
ち
ぎ
れ
ん
ば
か
り
の
痛
苦
に
襲
わ
れ
て
、
そ
れ
を
見
か
ね
た
よ
う
に
霊
魂
が
慰
め
に
や
っ
て
く
る
。
墳

墓
の
周
り
で
幽
鬼
は
鮑
照
の
詩
を
唱
え
て
お
り
、
怨
恨
を
含
み
こ
ん
だ
血
は
土
の
中
で
千
年
経
っ
て
碧
玉
に
硬
化
す
る
。
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大
意
と
し
て
は
以
上
の
よ
う
な
内
容
の
詩
と
な
っ
て
い
る
。
第
六
句
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
来
で
あ
れ
ば
生
者
の
側
か
ら
慰
撫
す
る
は
ず
の

霊
魂
に
、
反
対
に
慰
め
ら
れ
て
い
る
「
書
客
」
の
姿
は
い
か
に
も
無
力
で
あ
る
。

末
尾
の
句
に
注
目
し
た
い
。
第
七
句
も
含
め
た
二
句
に
つ
い
て
、
明
・
曽
益
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る*1

。

試
聴
秋
墳
所
唱
鮑
家
之
詩
、
彼
其
長
恨
之
端
固
結
莫
解
、
如
萇
弘
之
血
化
碧
、
千
年
終
不
磨
滅
耳
（
試
み
に
秋
墳
唱
う
所
の
鮑
家
の
詩
を
聴
け
ば
、

彼
の
其
の
長
恨
の
端
の
固
く
結
ぼ
れ
て
解
く
る
莫
き
こ
と
、
萇
弘
の
血
の
碧
と
化
す
る
が
如
く
し
て
、
千
年
終
に
磨
滅
せ
ざ
る
の
み
）
。

幽
鬼
が
鮑
照
の
詩
を
唱
え
て
い
る
の
を
聞
く
と
恨
み
の
感
情
が
凝
結
し
て
解
き
ほ
ぐ
せ
な
く
な
り
、
そ
れ
は
碧
玉
に
硬
化
し
た
萇
弘
の
血
に
似
て
、
千

年
経
っ
て
も
す
り
減
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
曽
益
が
挙
げ
て
い
る
萇
弘
の
血
と
は
、
『
荘
子
』
外
物
篇
に
記
さ
れ
て
い
る
次
の
よ
う
な
逸
話

に
基
づ
く*2

。

人
主
莫
不
欲
其
臣
之
忠
、
而
忠
未
必
信
。
故
伍
員
流
于
江
、
萇
弘
死
于
蜀
、
蔵
其
血
三
年
、
而
化
為
碧
（
人
主

其
の
臣
の
忠
な
る
を
欲
せ
ざ
る

こ
と
莫
き
も
、
忠
未
だ
必
ず
し
も
信
ぜ
ら
れ
ず
。
故
に
伍
員
は
江
に
流
さ
れ
、
萇
弘
は
蜀
に
死
し
、
其
の
血
を
蔵
す
る
こ
と
三
年
に
し
て
、
化
し
て

碧
と
為
る
）
。

忠
義
に
厚
い
か
ら
と
い
っ
て
為
政
者
に
認
め
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
、
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
述
べ
た
一
節
で
あ
る
。
伍
員
、
す
な
わ

ち
伍
子
胥
は
、
呉
王
夫
差
へ
の
諫
言
が
容
れ
ら
れ
ず
に
自
害
し
た
人
物
で
あ
り
、
そ
の
遺
体
は
皮
袋
に
入
れ
て
流
さ
れ
た
。
伍
子
胥
と
並
べ
て
語
ら
れ
て

い
る
の
が
萇
弘
で
あ
る
。
彼
は
讒
言
に
あ
っ
て
蜀
の
地
で
死
ん
だ
。
そ
し
て
そ
の
血
は
三
年
経
つ
と
碧
玉
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
痛
切
な
情
念
の
顕

現
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

李
賀
は
「
秋
来
」
の
他
に
も
萇
弘
化
碧
の
逸
話
（
以
下
、
碧
血
故
事
と
呼
ぶ
）
を
取
り
入
れ
た
詩
句
を
詠
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
李
賀
以
前
の
詩
に
は
、

部
分
的
に
こ
の
逸
話
を
下
敷
き
に
し
た
可
能
性
の
あ
る
詩
句
は
あ
っ
て
も*3

、
碧
血
そ
の
も
の
を
詠
じ
た
作
品
は
ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
な
い
。
先
回
り
し

て
述
べ
て
お
く
な
ら
ば
、
碧
血
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
と
明
確
に
判
断
で
き
る
詩
が
登
場
す
る
の
は
、
安
禄
山
の
乱
が
勃
発
し
て
よ
り
後
に
な
っ
て
か
ら
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で
あ
る
。
本
章
で
は
、
唐
代
以
前
の
散
文
や
賦
に
お
い
て
、
碧
血
故
事
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
か
を
確
認
し
、
そ
れ
が
詩
作
品
に
い
か
に
し

て
受
容
さ
れ
、
ま
た
展
開
し
た
の
か
、
そ
し
て
そ
う
し
た
系
譜
の
中
に
あ
っ
て
李
賀
の
詩
は
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
考
察

を
加
え
て
い
く
。

一

碧
血
故
事
を
受
容
し
た
詩
作
品
登
場
の
前
史

本
節
で
は
、
す
で
に
取
り
上
げ
た
『
荘
子
』
を
除
く
、
初
唐
ま
で
の
散
文
や
賦
に
お
け
る
碧
血
故
事
受
容
の
史
的
変
遷
を
た
ど
っ
て
い
き
た
い*4

。

散
文
に
つ
い
て
い
え
ば
、
碧
血
故
事
が
踏
襲
さ
れ
る
の
は
六
朝
志
怪
小
説
に
お
い
て
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
晋
・
干
宝
『
捜
神
記
』
に
は*5

、
「
萇
弘

見
殺
、
蜀
人
蔵
其
血
、
故
三
年
而
為
碧
（
萇
弘
殺
さ
れ
、
蜀
人
其
の
血
を
蔵
し
、
故
に
三
年
に
し
て
碧
と
為
る
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
萇
弘
の
血
が
三

年
経
っ
て
碧
玉
に
な
っ
た
と
い
う
話
の
基
調
は
『
荘
子
』
外
物
篇
と
変
わ
ら
な
い
。
『
荘
子
』
に
お
い
て
は
、
「
萇
弘
死
於
蜀
」
と
あ
っ
て
萇
弘
の
死
因
に

つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
も
の
の
、
『
捜
神
記
』
は
「
萇
弘
見
殺
」
と
い
う
よ
う
に
殺
害
さ
れ
た
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

晋
・
王
嘉
の
『
拾
遺
記
』
巻
三
に
も
同
様
の
逸
話
が
見
え
て
い
る
。
周
の
霊
王
の
二
十
三
年
（
前
五
四
九
）
、
萇
弘
は
天
候
を
自
由
に
操
る
と
い
う
俗

世
間
で
は
あ
り
え
な
い
よ
う
な
特
殊
能
力
者
を
朝
廷
に
引
き
寄
せ
た
。
彼
ら
の
力
に
よ
っ
て
旱
魃
が
収
ま
っ
た
り
、
寒
さ
を
し
の
い
だ
り
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
だ
が
、
容
成
子
は
、
天
下
を
治
め
る
に
当
た
っ
て
こ
の
よ
う
な
「
異
術
」
に
頼
っ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
王
を
諫
め
る
。
し
か
し
萇
弘
は
、
王
の

高
い
徳
性
こ
そ
好
事
の
要
因
で
あ
る
と
い
っ
て
媚
び
諂
っ
た
が
た
め
に
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
碧
血
に
関
わ
る
部
分
を
引
く
と
次
の
よ
う
に
な
る*6

。

萇
弘
言
於
王
曰
、
聖
徳
所
招
也
。
故
周
人
以
萇
弘
幸
媚
而
殺
之
、
流
血
成
石
。
或
言
成
碧
。
不
見
其
尸
矣
（
萇
弘

王
に
言
い
て
曰
く
、
聖
徳
の

招
く
所
な
り
と
。
故
に
周
人
は
萇
弘
の
幸
媚
す
る
を
以
て
之
を
殺
し
、
流
血
石
と
成
る
。
或
い
は
碧
と
成
る
と
言
う
。
其
の
尸
を
見
ず
）
。

『
荘
子
』
が
不
遇
な
忠
臣
の
一
人
と
し
て
萇
弘
を
取
り
上
げ
て
い
た
の
に
対
し
、
『
拾
遺
記
』
は
、
王
に
取
り
入
ろ
う
と
し
て
必
要
以
上
に
媚
び
諂
う
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悪
辣
な
臣
下
と
し
て
描
い
て
お
り
、
彼
に
対
す
る
否
定
的
な
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る*7

。
そ
れ
と
同
様
に
見
逃
せ
な
い
の
は
、
萇
弘
の
血
が
石
に
な
っ
た
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
碧
に
つ
い
て
は
石
に
後
続
す
る
形
で
言
及
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
「
其
の
尸
を
見
ず
」
と
い
う
部
分
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
以
前
の
諸
書
に
は
な
か
っ
た
。
萇
弘
の
怪
異
性
を
強
調
す
る
た
め
の
『
拾
遺
記
』
の
工
夫
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

続
い
て
、
碧
血
故
事
を
受
容
し
た
賦
に
目
を
転
ず
る
な
ら
ば
、
そ
の
先
蹤
は
左
思
（
二
五
三
？
～
三
〇
七
？
）
の
「
蜀
都
賦
」
（
『
文
選
』
巻
四
）
で
あ

る
と
見
な
せ
る
。
蜀
の
地
を
舞
台
と
す
る
人
知
を
超
え
た
不
思
議
な
逸
話
を
列
挙
し
て
、
蜀
が
他
の
地
域
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
一
節
に
、

萇
弘
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

碧
出
萇
弘
之
血
、
鳥
生
杜
宇
之
魄
。
妄
変
化
而
非
常
、
羌
見
偉
於
疇
昔
（
碧
は
萇
弘
の
血
よ
り
出
で
、
鳥
は
杜
宇
の
魄
よ
り
生
ず
。
妄
り
に
変
化

し
て
常
に
非
ず
、
羌
疇
昔
に
偉
と
せ
ら
る
）
。

あ
あ

萇
弘
の
次
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
杜
宇
も
、
蜀
に
ま
つ
わ
る
逸
話
に
登
場
す
る
人
物
と
し
て
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
。
杜
宇
、
す
な
わ
ち
蜀
の
望
帝

は
、
死
ん
で
子
規
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
蜀
の
人
々
は
子
規
の
鳴
き
声
を
聞
く
と
望
帝
を
想
起
し
、
そ
の
名
を
口
に
し
た
と
い
う*8

。
死
後
、
異

類
に
変
化
す
る
と
い
う
逸
話
の
基
本
的
な
骨
格
が
、
碧
血
故
事
と
共
通
し
て
い
る
。
「
蜀
都
賦
」
に
お
い
て
は
、
蜀
の
地
方
に
関
す
る
多
く
の
逸
話
を
列

挙
す
る
う
ち
の
一
つ
と
し
て
碧
血
故
事
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
同
賦
は
唐
詩
に
碧
血
故
事
が
導
入
さ
れ
た
際
に
し
ば
し
ば
踏
ま

え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

唐
代
に
至
る
と
、
駱
賓
王
（
？
～
六
八
四
）
の
「
蛍
火
賦
」
（
陳
煕
晋
『
駱
臨
海
集
箋
注
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
、
一
九
八
頁
）
に
次
の
よ

う
な
叙
述
が
見
え
て
い
る
。

高
明
兮
有
融
、
遷
変
兮
無
窮
。
牛
哀
倏
而
化
贙
、
羽
泉
忽
兮
生
熊
。
血
三
年
而
蔵
碧
、
魂
一
変
而
成
虹
。
知
戦
場
之
有
燐
、
悟
冤
獄
之
為
虫
（
高

明
融
き
こ
と
有
る
も
、
遷
変
し
て
窮
ま
り
無
し
。
牛
哀
倏
ち
に
し
て
贙
に
化
し
、
羽
泉
忽
ち
に
し
て
熊
を
生
ず
。
血
三
年
に
し
て
碧
を
蔵
し
、
魂
一

な
が

変
し
て
虹
と
成
る
。
戦
場
の
燐
有
る
を
知
り
、
冤
獄
の
虫
と
為
る
を
悟
る
）
。
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引
用
部
分
の
最
初
の
二
句
で
、
い
か
な
る
も
の
も
変
化
を
免
れ
な
い
と
い
う
真
理
を
ま
ず
述
べ
て
、
以
下
に
そ
の
具
体
例
を
重
ね
て
い
く
。
「
血
三
年

而
蔵
碧
」
と
い
う
碧
血
故
事
を
踏
ま
え
た
表
現
も
、
当
然
な
が
ら
そ
の
例
に
該
当
す
る
わ
け
で
あ
る
。
左
思
同
様
、
駱
賓
王
の
用
例
も
舗
陳
の
叙
法
に
則

っ
て
主
題
を
強
調
す
る
た
め
に
列
挙
さ
れ
た
故
事
群
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
作
者
独
自
の
個
性
的
な
素
材
の
運
用
は
特
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
む

し
ろ
、
最
も
典
型
的
な
形
で
逸
話
を
提
示
し
て
こ
そ
、
主
題
を
説
得
的
に
述
べ
る
た
め
の
具
体
例
た
り
う
る
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
蜀
都
賦
」
と
は

異
な
っ
て
、
蜀
地
の
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
つ
い
て
い
な
い
点
に
は
留
意
し
て
お
き
た
い
。

繰
り
返
し
述
べ
て
お
け
ば
、
碧
血
故
事
を
受
容
し
た
初
期
の
韻
文
は
「
蜀
都
賦
」
で
あ
り
、
次
節
に
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
唐
詩
に
影
響
を
与
え
る

こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
同
賦
が
詩
に
お
け
る
碧
血
故
事
の
受
容
を
た
だ
ち
に
促
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
萇
弘
と
い
う
固
有
名
詞
を
は
じ
め
と
し
て
、「
碧
」

や
「
血
」
な
ど
の
字
を
調
査
の
範
囲
に
含
め
て
も
、
碧
血
故
事
に
材
を
取
っ
た
と
判
断
で
き
る
表
現
が
、
六
朝
期
の
詩
に
は
見
当
た
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

碧
血
故
事
は
「
蜀
都
賦
」
に
お
け
る
よ
う
に
博
物
学
的
な
関
心
の
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
詩
の
素
材
と
し
て
は
中
唐
に
至
る
ま
で
長
ら
く

注
意
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
お
そ
ら
く
中
唐
以
前
の
詩
人
た
ち
に
と
っ
て
碧
血
故
事
は
、
詩
に
な
じ
み
に
く
い
も
の
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
同
故
事
は
蜀
と
い
う
地
域
と
強
固
に
結
び
つ
い
て
い
た
た
め
、
創
作
背
景
が
何
ら
か
の
形
で
蜀
に
関
わ
ら
な
い
限
り
、
作

品
に
取
り
込
む
こ
と
が
た
め
ら
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
現
に
、
唐
代
の
詩
に
お
い
て
も
碧
血
故
事
は
蜀
と
結
び
つ
け
て
用
い
ら
れ
た
例
が
多
い
。
そ

れ
で
は
次
に
、
唐
詩
に
お
け
る
碧
血
故
事
の
受
容
と
展
開
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。

二

唐
詩
に
お
け
る
碧
血
故
事
の
受
容
と
展
開
―
―
「
蜀
都
賦
」
の
発
展
的
継
承
―
―

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
碧
血
故
事
が
詩
の
素
材
と
し
て
六
朝
期
の
詩
に
取
り
込
ま
れ
た
形
跡
は
見
出
し
難
い
。
ま
た
、
唐
詩
に
つ
い
て
も
、
中
唐
期

に
活
躍
す
る
詩
人
以
前
の
用
例
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
唐
詩
に
お
け
る
碧
血
故
事
の
受
容
と
展
開
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
く
こ
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と
と
し
、
李
賀
の
詩
に
つ
い
て
は
節
を
改
め
て
別
途
取
り
上
げ
た
い
。

ま
ず
は
じ
め
に
、
至
徳
二
載
（
七
五
七
）
の
進
士
と
さ
れ
る
、
顧
況
（
七
二
七
～
八
一
五
？
）
の
「
露
青
竹
杖
歌
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
二
六
五
、
全
四
七

句
）
を
見
て
い
き
た
い
。
本
節
で
取
り
上
げ
て
い
く
詩
の
中
で
、
唯
一
李
賀
以
前
に
詠
じ
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

玉
潤
猶
沾
玉
塁
雪

玉
の
潤
な
る
こ
と
猶
玉
塁
の
雪
を
沾
す
が
ご
と
し

38
碧
鮮
似
染
萇
弘
血

碧
の
鮮
や
か
な
る
こ
と
萇
弘
の
血
に
染
ま
る
に
似
た
り

39
蜀
帝
城
辺
子
規
咽

蜀
帝

城
辺

子
規
咽
ぶ

40
相
如
橋
上
文
君
絶

相
如

橋
上

文
君
絶
ゆ

41省
略
し
た
第
二
十
八
句
に
、
「
禄
山
入
関
関
破
年
（
禄
山

関
に
入
り
て
関
破
る
る
の
年
）
」
と
見
え
て
い
る
と
お
り
、
こ
の
詩
は
安
禄
山
の
乱
を
背
景

と
す
る
。
萇
弘
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
第
三
十
九
句*9

は
、
詩
題
に
あ
る
よ
う
な
竹
の
青
々
と
し
た
色
合
い
を
、
碧
血
に
よ
っ
て
比
喩
的
に
詠
じ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る*10

。
ま
た
、
戦
乱
を
背
景
と
し
て
い
る
だ
け
に
、
怨
恨
の
感
情
と
無
縁
で
は
あ
り
え
な
い
点
に
も
留
意
し
て
お
き
た
い
。
第
四
十
句
に
目
を

転
じ
る
な
ら
ば
、
碧
血
故
事
と
望
帝
の
逸
話
が
並
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
「
蜀
都
賦
」
の
影
響
が
見
て
取
れ
る
。

顧
況
の
「
露
青
竹
杖
歌
」
と
同
様
、
戦
乱
を
背
景
と
す
る
詩
に
碧
血
故
事
を
用
い
た
例
と
し
て
、
成
都
の
出
身
で
あ
る
雍
陶
（
八
〇
五
？
～
？
）
の
「
蜀

中
戦
後
感
事
」
（
周
嘯
天
・
張
効
民
『
雍
陶
詩
注
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
、
三
五
頁
、
全
二
〇
句
）
が
あ
る
。
大
和
三
年
（
八
二
九
）
に
勃
発

し
た
南
蛮
の
反
乱
に
対
す
る
感
懐
を
詠
じ
た
詩
で
あ
る
。

詞
客
題
橋
去

詞
客

橋
に
題
し
て
去
り

5
忠
臣
叱
馭
来

忠
臣

馭
を
叱
し
て
来
た
る

6

…
…

…
…

戦
後
悲
逢
血

戦
後

血
に
逢
う
を
悲
し
み

13



- 89 -

焼
余
恨
見
灰

焼
余

灰
と
な
る
を
見
る
を
恨
む

14
空
留
犀
厭
怪

空
し
く
犀
の
怪
を
厭
さ
う
る
を
留
め

お

15
無
復
酒
除
災

復
た
酒
の
災
い
を
除
く
無
し

16
歳
積
萇
弘
怨

歳
に
積
む
萇
弘
の
怨
み

17
春
深
杜
宇
哀

春
は
深
く
す
杜
宇
の
哀
し
み

18先
に
見
た
顧
況
の
作
品
と
同
様
、
萇
弘
と
杜
宇
が
並
列
さ
れ
、
こ
こ
で
は
対
句
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
初
句
に
は
「
蜀
道
英
霊
地
（
蜀
道

英
霊
の
地
）
」

と
詠
じ
ら
れ
て
お
り
、
作
中
の
舞
台
を
蜀
に
設
定
す
る
点
も
、
両
首
に
共
通
す
る
要
素
と
し
て
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、
「
蜀
都
賦
」

の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
し
、
萇
弘
の
名
の
他
、
第
六
句
に
は
「
忠
臣
」
、
第
十
三
句
に
は
「
血
」
、
第
十
四
句
に
は
「
恨
」
、

と
い
っ
た
よ
う
に
碧
血
故
事
と
の
関
連
性
が
高
い
語
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
碧
血
そ
の
も
の
は
直
接
的
に
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

第
十
七
句
に
は
、
年
月
と
と
も
に
萇
弘
の
怨
恨
が
積
み
重
な
っ
て
い
く
と
述
べ
る
こ
と
で
血
を
流
し
た
戦
乱
の
犠
牲
者
の
心
情
を
代
弁
し
よ
う
と
す
る

意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
同
じ
く
碧
血
故
事
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
と
は
い
え
、
顧
況
の
作
品
に
お
い
て
は
植
物
で
あ
る
竹
の
色
合
い

の
比
喩
と
し
て
の
側
面
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
雍
陶
は
、
碧
の
色
合
い
と
は
無
関
係
に
、
年
月
の
経
過
と
そ
れ
に
よ
っ
て
積
み
重
な
る
怨

恨
を
示
す
も
の
と
し
て
同
故
事
を
受
容
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

雍
陶
と
は
反
対
に
、
怨
恨
の
要
素
は
捨
象
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
鮮
や
か
な
色
合
い
の
比
喩
と
し
て
碧
血
故
事
が
用
い
ら
れ
た
例
も
あ
る
。
鄭
谷
（
八
五
一
？

～
九
一
〇
？
）
の
「
光
化
戊
午
年
、
挙
公
見
示
省
試
、
春
草
碧
色
詩
、
偶
賦
是
題
」
（
厳
寿
澂
・
黄
明
・
趙
昌
平
『
鄭
谷
詩
集
箋
注
』
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
〇
九
、
二
九
五
頁
、
全
一
二
句
）
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
詩
題
に
あ
る
と
お
り
、
光
化
元
年
（
八
九
八
。
八
月
、
乾
寧
か
ら
改
元
さ
れ
た
）
、
省

試
の
題
を
示
さ
れ
て
そ
れ
に
合
わ
せ
て
作
っ
た
詩
で
あ
る*11

。
冒
頭
に
、

萇
弘
血
染
新

萇
弘

血
の
染
む
る
こ
と
新
た
に
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含
露
満
江
濱

露
を
含
み
て
江
濱
に
満
つ

と
詠
じ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
春
草
の
燃
え
る
よ
う
な
鮮
烈
な
み
ど
り
の
色
合
い
が
、
碧
血
故
事
を
連
想
さ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

類
例
と
し
て
、
竜
紀
元
年
（
八
八
九
）
の
進
士
で
あ
る
呉
融
（
？
～
九
〇
三
？
）
の
「
草
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
六
八
六
、
全
四
句
）
も
、
草
の
色
合
い
と

関
連
づ
け
て
萇
弘
の
名
を
詠
じ
て
い
る
。

染
亦
不
可
成

染
む
る
も
亦
た
成
す
可
か
ら
ず

画
亦
不
可
得

画
く
も
亦
た
得
可
か
ら
ず

萇
弘
未
死
時

萇
弘

未
だ
死
せ
ざ
る
時

応
無
此
顔
色

応
に
此
の
顔
色
無
か
る
べ
し

草
の
鮮
や
か
な
色
調
は
、
染
め
て
も
描
い
て
も
人
工
的
に
は
再
現
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
後
半
の
二
句
は
、
草
の
色
に
匹
敵
す
る
の
は
萇
弘
の

碧
血
で
あ
る
が
、
そ
の
鮮
や
か
な
血
色
す
ら
、
彼
が
生
き
て
い
る
と
き
に
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
と
詠
じ
て
い
る
。
眼
前
に
広
が
る
生
彩
あ
る
草
の
色
調
が
、

実
は
死
と
結
び
つ
く
も
の
で
も
あ
る
の
だ
と
い
う
大
胆
な
逆
説
が
、
一
篇
の
眼
目
と
な
っ
て
い
る
。
死
ん
で
三
年
経
っ
た
後
に
血
が
碧
に
変
化
し
た
と
い

う
逸
話
の
文
脈
を
活
か
し
つ
つ
、
ひ
ね
り
を
利
か
せ
て
遊
戯
的
に
碧
血
故
事
を
受
容
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
ま
で
を
ま
と
め
て
お
く
な
ら
ば
、
唐
詩
に
お
け
る
碧
血
故
事
は
、
戦
乱
に
よ
っ
て
生
じ
た
怨
恨
を
強
調
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
例
と
、
竹
や
草

と
い
っ
た
植
物
の
色
合
い
の
鮮
や
か
さ
を
象
徴
的
に
示
す
た
め
に
用
い
ら
れ
た
例
の
二
様
に
大
別
で
き
る
。
碧
血
故
事
を
詩
に
取
り
入
れ
た
初
期
の
作
品

で
あ
る
顧
況
「
露
青
竹
杖
歌
」
は
安
禄
山
の
乱
を
背
景
と
し
て
い
る
た
め
、
前
者
の
要
素
も
多
分
に
含
ん
で
い
る
が
、
よ
り
直
接
的
に
は
竹
の
色
合
い
を

示
し
た
句
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
者
の
要
素
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。
鄭
谷
や
呉
融
の
詩
に
つ
い
て
は
戦
乱
と
の
関
連
性
は
皆

無
で
あ
る
た
め
、
後
者
の
最
た
る
例
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
前
者
に
分
類
で
き
る
の
は
雍
陶
の
作
品
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
碧
血
が
直
接
的

に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
「
萇
弘
」
と
「
怨
」
が
一
句
に
構
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
は
、
碧
血
が
自
然
と
想
起
さ
れ
る
よ
う
な
句
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に
な
り
え
て
い
る
と
見
て
い
い
だ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
れ
ら
両
方
の
要
素
を
含
ん
だ
例
と
し
て
、
唐
末
に
活
躍
し
た
温
庭
筠
の
「
馬
嵬
駅
」
（
劉
学
鍇
『
温
庭
筠
全
集
校
注
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇

七
、
三
四
九
頁
、
全
八
句
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
楊
貴
妃
が
こ
の
場
所
で
縊
死
し
た
と
い
う
歴
史
事
実
に
材
を
取
っ
た
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
は
玄
宗
が
蜀
へ

と
蒙
塵
す
る
途
次
の
事
件
で
あ
る
た
め
、
作
品
の
背
後
に
蜀
地
の
イ
メ
ー
ジ
が
潜
在
し
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
冒
頭
か
ら
四

句
を
引
こ
う
。

穆
満
曽
為
物
外
遊

穆
満

曽
て
物
外
の
遊
を
為
す

1
六
竜
経
此
暫
淹
留

六
竜

此
を
経
て
暫
く
淹
留
す

2
返
魂
無
験
青
煙
滅

返
魂

験

無
く
し
て
青
煙
滅
し

し
る
し

3
埋
血
空
生
碧
草
愁

埋
血

空
し
く
生
ず

碧
草
の
愁
い

4『
温
庭
筠
全
集
校
注
』
に
よ
れ
ば
、
初
句
の
「
穆
満
」
、
す
な
わ
ち
周
・
穆
王
は
玄
宗
に
喩
え
ら
れ
て
お
り
、
「
物
外
遊
」
と
は
、
蜀
へ
の
逃
走
を
指
す
。

第
三
句
で
は
、
楊
貴
妃
の
魂
の
在
り
か
を
突
き
止
め
る
術
は
な
く
、
も
や
の
よ
う
に
消
え
て
し
ま
っ
た
と
述
べ
る
。
そ
し
て
第
四
句
は
、
『
温
庭
筠
全
集

校
注
』
が
「
曽
注
」
に
従
っ
て
『
荘
子
』
外
物
篇
を
引
い
た
上
で
、
「
此
謂
楊
妃
埋
血
生
成
碧
草
、
空
留
遺
恨
」
（
三
五
一
頁
）
と
注
を
付
し
て
い
る
よ
う

に
、
楊
貴
妃
の
血
が
土
に
染
み
入
り
、
ま
だ
消
え
去
ら
な
い
怨
恨
の
証
と
し
て
そ
の
血
が
「
碧
草
」
に
生
え
変
わ
る
、
と
詠
じ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る*12

。

こ
の
詩
に
お
け
る
碧
血
故
事
は
、
草
の
色
味
の
鮮
や
か
さ
と
と
も
に
、
そ
こ
に
顕
現
し
て
い
る
怨
恨
を
も
同
時
に
象
徴
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
作
品
は
玄
宗
が
蜀
へ
と
蒙
塵
し
た
事
実
を
踏
ま
え
て
い
る
た
め
、
蜀
地
の
イ
メ
ー
ジ
と
も
結
び
つ
く
。
つ
ま
り
温
庭
筠
の
「
馬

嵬
駅
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
確
認
し
て
き
た
碧
血
故
事
に
関
連
す
る
諸
要
素
を
、
総
合
的
に
取
り
込
ん
で
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
詩
語
と
し
て
の
「
碧
血
」
は
、
宋
代
以
降
の
作
品
に
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が*13

、
実
の
と
こ
ろ
唐
詩
に
用
例
は
な
い
。
も

っ
と
も
近
し
い
表
現
は
、
陸
亀
蒙
（
？
～
八
八
一
）
の
「
雑
諷
九
首
」
〈
其
九
〉
（
『
全
唐
詩
』
巻
六
一
九
、
全
一
八
句
）
に
見
え
て
い
る
「
血
碧
」
で
あ
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ろ
う
。
こ
の
詩
は
冒
頭
に
、

朝
為
壮
士
歌

朝
に
壮
士
の
為
に
歌
い

暮
為
壮
士
歌

暮
れ
に
も
壮
士
の
為
に
歌
う

壮
士
心
独
苦

壮
士
は
心
独
り
苦
し
む
も

傍
人
謂
之
何

傍
人

之
に
何
を
か
謂
わ
ん
や

古
鉄
久
不
快

古
鉄

久
し
く
快
か
ら
ず

倚
天
無
処
磨

倚
天

磨
す
る
処
無
し

と
い
う
よ
う
に
、
長
ら
く
使
用
さ
れ
て
い
な
い
剣
に
よ
っ
て
活
躍
の
場
が
与
え
ら
れ
な
い
壮
士
の
姿
を
象
徴
的
に
描
い
て
お
り
、
末
尾
に
は
、

昔
者
天
血
碧

昔
者
よ
り
天
は
血
を
し
て
碧
た
ら
し
む

む

か

し

吾
徒
安
歎
嗟

吾
が
徒
安
ん
ぞ
歎
嗟
せ
ん

と
見
え
て
い
る*14

。
二
句
の
大
意
は
、
昔
か
ら
天
は
忠
臣
に
対
し
て
血
が
碧
玉
に
な
る
と
い
う
特
別
な
能
力
を
授
け
る
と
の
こ
と
だ
か
ら
、
ど
う
し
て
不

如
意
を
歎
く
必
要
な
ど
あ
ろ
う
か
、
と
な
ろ
う
。
こ
の
「
雑
諷
九
首
」
〈
其
九
〉
に
お
け
る
碧
血
故
事
は
、
不
遇
な
壮
士
の
嘆
き
を
緩
和
す
る
役
割
を
果

た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
十
全
に
実
力
を
発
揮
で
き
な
い
ま
ま
落
命
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
忠
臣
と
し
て
の
態
度
を
貫
い
て
そ

の
血
が
碧
玉
に
な
る
な
ら
ば
、
節
を
曲
げ
ず
に
生
き
、
そ
し
て
死
ん
だ
証
が
具
現
化
し
て
残
る
の
だ
か
ら
、
不
遇
な
現
況
に
悲
嘆
す
る
必
要
は
な
い
、
と

い
っ
て
忠
誠
心
を
貫
徹
す
る
一
途
な
生
涯
を
価
値
づ
け
る
も
の
と
し
て
、
碧
血
に
肯
定
的
な
意
味
合
い
が
付
与
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
、
碧
血
故
事
を
踏
ま
え
た
唐
詩
を
見
て
き
た
。
本
節
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
盛
唐
以
前
の
詩
作
品
に
碧
血
故
事
受
容
の
痕
跡
は
見
出
し
が

た
い
。
中
唐
以
降
、
晩
唐
に
か
け
て
碧
血
故
事
の
受
容
は
拡
大
し
て
い
く
が
、
そ
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
顧
況
で
あ
る
と
い
え
る
。
顧
況
の
作
品
は
、
雍

陶
と
同
様
、
「
蜀
都
賦
」
を
媒
介
と
し
て
同
故
事
を
受
容
し
て
い
た
。
用
法
の
側
面
か
ら
唐
代
の
諸
作
品
を
分
類
す
る
な
ら
ば
、
植
物
の
青
々
と
し
た
色
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合
い
を
比
喩
的
に
表
す
例
が
数
量
的
に
は
最
も
多
い
。
鄭
谷
や
呉
融
が
そ
の
典
型
で
あ
り
、
顧
況
も
類
似
し
た
詠
じ
方
を
し
て
い
る
。
一
方
、
雍
陶
は
、

色
合
い
と
は
関
係
な
く
、
長
い
時
間
が
経
過
し
て
も
消
失
す
る
こ
と
の
な
い
怨
恨
の
象
徴
と
し
て
碧
血
故
事
を
受
容
し
た
。
名
も
な
い
兵
卒
の
否
定
的
感

情
を
詠
じ
て
い
る
と
い
う
点
で
い
え
ば
、
陸
亀
蒙
も
雍
陶
と
似
た
よ
う
な
表
現
を
残
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。
そ
し
て
碧
血
故
事
に
ま
つ
わ
る
こ
れ
ら

の
諸
要
素
を
総
合
的
に
取
り
入
れ
た
の
が
温
庭
筠
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
一
連
の
流
れ
が
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
、
あ
る
特
定
の
故
事
を
下
敷
き
と
す
る
表
現
が
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
多
様
性
を
獲
得
し
て

い
く
様
相
は
、
碧
血
故
事
に
限
ら
ず
と
も
普
遍
的
に
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
強
調
し
て
お
く
べ
き
は
、
碧
血
故
事
を
素
材
と
す
る
表

現
の
多
様
性
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
意
欲
的
な
創
作
態
度
が
、
個
別
の
詩
人
の
内
部
に
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
碧
血
故
事
受
容
史
を
俯

瞰
す
る
こ
と
で
各
詩
人
の
相
対
的
な
意
味
で
の
独
自
性
が
見
出
せ
る
一
方
、
他
者
と
切
り
離
し
て
個
々
の
詩
人
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
場
合
、
実
は
彼
ら

は
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
の
固
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
伴
っ
た
形
で
碧
血
故
事
を
受
容
し
て
い
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
次
節
で
見

て
い
く
李
賀
は
、
同
じ
碧
血
故
事
受
容
者
で
は
あ
っ
て
も
、
彼
ら
と
は
一
線
を
画
す
存
在
と
し
て
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三

碧
血
故
事
を
受
容
し
た
李
賀
詩
の
特
質
―
―
素
材
の
創
造
的
開
拓
―
―

李
賀
の
詩
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
碧
血
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
と
判
断
で
き
る
表
現
は
、
本
章
冒
頭
に
取
り
上
げ
た
「
秋
来
」
も
含
め
て
二
例
あ
る
。

ま
ず
は
「
楊
生
青
花
紫
石
硯
歌
」
（
『
箋
注
』
一
五
五
頁
、
全
一
〇
句
）
か
ら
見
て
い
き
た
い
。
こ
れ
は
詩
題
に
あ
る
「
楊
生
」
が
所
有
し
て
い
た
硯
の

す
ぐ
れ
た
点
を
、
多
角
的
に
詠
じ
た
詩
で
あ
る
。
冒
頭
か
ら
四
句
を
引
く
。

端
州
石
工
巧
如
神

端
州
の
石
工

巧
み
な
る
こ
と
神
の
如
し

踏
天
磨
刀
割
紫
雲

天
を
踏
み
刀
を
磨
き
て
紫
雲
を
割
く
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傭
刓
抱
水
含
満
唇

傭
刓

水
を
抱
き
含
み
て
唇
に
満
つ

よ
う
が
ん

暗
洒
萇
弘
冷
血
痕

暗
に
洒
ぐ

萇
弘

冷
血
の
痕

そ
そ

萇
弘
の
名
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
第
四
句
に
つ
い
て
清
・
王
琦
は
、
「
謂
硯
中
有
碧
色
眼
也
。
其
眼
或
散
布
有
似
花
葩
之
象
、
故
曰
青
花
（
硯
中
に
碧
色

の
眼
有
る
を
謂
う
な
り
。
其
の
眼
或
い
は
散
布
し
て
花
葩
に
似
た
る
の
象
有
り
、
故
に
青
花
と
曰
う
）
」
と
注
を
付
し
た
上
で*15

、
無
名
氏
『
硯
譜
』
を
引

い
て
い
る
。
同
書
の
「
李
賀
詩
」
の
条
に
次
の
よ
う
に
見
え
て
い
る*16

。

永
叔
以
端
渓
後
出
、
不
然
。
李
賀
有
「
端
州
青
花
石
硯
詩
」
云
、
「
暗
洒
萇
泓
冷
血
痕
」
。
則
謂
鸜
鵒
眼
。
知
端
石
為
硯
久
矣
（
永
叔

端
渓
を
以

て
後
に
出
づ
る
と
す
る
は
、
然
ら
ず
。
李
賀
に
「
端
州
青
花
石
硯
詩
」
有
り
て
云
う
、
「
暗
洒
萇
泓
冷
血
痕
」
と
。
則
ち
鸜
鵒
眼
を
謂
う
。
端
石
を

硯
と
為
し
て
久
し
き
を
知
る
）
。

端
渓
の
来
歴
に
つ
い
て
述
べ
た
欧
陽
脩
の
説
に
反
論
す
る
た
め
の
文
献
的
裏
づ
け
と
し
て
、
李
賀
の
詩
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
「
鸜
鵒
眼
」
と
は
、
端

渓
の
表
面
に
浮
か
び
出
て
い
る
斑
紋
の
こ
と
で
あ
る
。
「
楊
生
青
花
紫
石
硯
歌
」
に
お
け
る
碧
血
故
事
は
、
土
に
染
み
入
っ
た
血
の
よ
う
な
鸜
鵒
眼
の
深

々
と
し
た
み
ど
り
の
色
合
い
を
比
喩
的
に
詠
じ
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
見
な
せ
る
。
ま
た
そ
れ
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
血
を
し
た
た
ら
せ
た
よ
う

な
鸜
鵒
眼
の
い
び
つ
な
円
形
の
、
形
状
的
な
比
喩
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る*17

。

色
彩
の
比
喩
と
し
て
碧
血
故
事
を
取
り
入
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
前
節
で
取
り
上
げ
た
唐
詩
の
中
に
も
類
例
が
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
植
物
の
色

合
い
を
表
し
て
い
る
。
植
物
の
色
合
い
と
碧
血
故
事
を
結
び
つ
け
る
表
現
は
、
複
数
の
詩
人
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
晩
唐
へ
と
時
代
が
下
る
に

つ
れ
て
安
定
性
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
李
賀
の
よ
う
に
器
物
の
色
合
い
を
比
喩
的
に
詠
じ
た
例
は
皆
無
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
李
賀
が
碧
血

故
事
を
詩
に
取
り
入
れ
た
初
期
の
受
容
者
で
あ
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
先
行
例
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
お
の
ず
と
形
成
さ
れ

る
故
事
受
容
の
定
式
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
自
身
の
実
感
に
基
づ
き
な
が
ら
目
前
に
あ
る
事
物
の
特
徴
を
字
句
に
掬
い
取
ろ
う
と
し
て
い
た
か

ら
こ
そ
、
李
賀
は
端
渓
の
鸜
鵒
眼
と
碧
血
を
結
び
つ
け
え
た
と
い
え
る
の
で
あ
る*18

。
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な
お
、
第
四
句
の
「
冷
血
」
は
単
純
な
語
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
李
賀
以
前
の
詩
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
医
書
を
中
心
と
す
る
散
文
に
は
目
睹
さ
れ
る

も
の
の
、
少
な
く
と
も
詩
の
用
例
と
し
て
は
李
賀
が
最
初
で
あ
る*19

。
語
彙
的
な
修
辞
の
工
夫
に
つ
い
て
は
後
に
改
め
て
指
摘
し
た
い
。

本
章
の
冒
頭
で
取
り
上
げ
た
「
秋
来
」
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
改
め
て
考
察
を
加
え
た
い
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
原
文
の
み
再
度
引
い
て
お
く
。

桐
風
驚
心
壮
士
苦
、
衰
灯
絡
緯
啼
寒
素
。
誰
看
青
簡
一
編
書
、
不
遣
花
虫
粉
空
蠹
。
思
牽
今
夜
腸
応
直
、
雨
冷
香
魂
弔
書
客
。
秋
墳
鬼
唱
鮑
家
詩
、

恨
血
千
年
土
中
碧
。

第
三
・
四
句
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
書
き
残
し
た
書
物
が
丁
重
に
保
管
さ
れ
ず
、
将
来
的
に
は
紙
魚
に
蝕
ま
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
い
う
暗
い
予

測
が
、
李
賀
の
胸
中
に
不
可
避
な
も
の
と
し
て
迫
っ
て
い
る
。
物
を
書
く
人
間
と
し
て
の
自
己
を
造
形
し
た
「
書
客
」
の
語
が
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
、

詩
作
に
精
神
を
傾
注
す
る
こ
と
に
自
己
の
存
在
意
義
を
見
出
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
李
賀
に
と
っ
て
、
詩
集
が
蝕
ま
れ
て
読
ま
れ
な
く
な
る
こ
と
は
、
精

神
的
営
為
の
全
否
定
に
等
し
い
。
李
賀
は
そ
う
し
た
自
己
存
在
の
否
定
に
抵
抗
す
る
た
め
に
、
詩
に
傾
け
た
精
神
性
の
具
現
化
を
、
詩
集
の
代
替
と
し
て

観
念
的
に
企
図
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
契
機
と
す
る
た
め
に
李
賀
が
詩
の
末
尾
に
お
い
て
自
作
に
取
り
入
れ
た
の
が
、
碧
血
故
事
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
精
神
的
営
為
の
結
晶
で
あ
る
詩
集
が
た
と
え
失
わ
れ
た
と
し
て
も
、
詩
に
傾
注
し
た
精
神
性
だ
け
は
永
続
し
、
そ
れ
が
や
が
て
碧
玉
に
硬
化

す
る*20

と
い
っ
て
、
そ
こ
に
創
作
主
体
と
し
て
の
自
己
の
存
在
意
義
を
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
李
賀
は
、
作
品
が
書
き
込
ま
れ
た
物

質
と
し
て
の
書
物
で
は
な
く
、
作
者
の
内
部
に
凝
結
し
て
解
き
ほ
ぐ
せ
な
い
感
情
こ
そ
が
詩
の
実
体
な
の
だ
、
と
い
う
主
張
を
暗
に
展
開
し
て
い
る
と
も

い
え
よ
う
。
自
己
存
在
の
回
復
を
賭
し
た
切
実
な
意
図
に
よ
る
、
こ
う
し
た
碧
血
故
事
の
受
容
は
、
李
賀
独
自
の
も
の
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
他
と
は

一
線
を
画
す
こ
う
し
た
表
現
が
生
み
出
さ
れ
た
要
因
と
し
て
、
「
書
客
」
と
し
て
の
在
り
様
に
対
す
る
李
賀
の
執
着
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う*21

。

「
土
中
」
の
語
に
よ
っ
て
「
碧
」
が
不
可
視
の
も
の
と
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
点
も
見
逃
せ
な
い
。
暗
闇
に
埋
没
し
て
誰
の
目
に
も
留
ま
る
こ
と
の
な

い
孤
独
感
や
、
身
動
き
の
取
れ
な
い
生
き
埋
め
の
感
覚
が
、
第
八
句
に
凝
集
し
て
い
る
。
こ
こ
で
想
起
し
た
い
の
は
、
李
賀
の
「
緑
章
封
事
」
（
『
箋
注
』
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三
〇
六
頁
、
全
一
二
句
）
で
あ
る
。
そ
の
末
尾
に
、

金
家
香
衖
千
輪
鳴

金
家
の
香
衖

千
輪
鳴
り

揚
雄
秋
室
無
俗
声

揚
雄
の
秋
室
に
俗
声
無
し

願
携
漢
戟
招
書
鬼

願
わ
く
は
漢
戟
を
携
え
て
書
鬼
を
招
き

休
令
恨
骨
填
蒿
里

恨
骨
を
し
て
蒿
里
に
填
め
し
む
る
を
休
め
よ

や

と
あ
り
、
揚
雄
の
よ
う
な
世
俗
の
名
声
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
学
者
や
、
ひ
い
て
は
自
分
の
よ
う
な
書
生
の
恨
み
の
情
を
埋
も
れ
た
ま
ま
に
し
な
い
で
ほ

し
い
と
い
う
願
い
が
語
ら
れ
て
い
る
。
「
秋
来
」
詩
は
い
わ
ば
、
そ
の
願
い
が
や
ぶ
れ
た
先
の
光
景
を
詠
じ
た
作
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
絶
望
的
な
状
況

に
あ
っ
て
、
李
賀
は
埋
没
し
た
ま
ま
の
恨
み
に
も
碧
と
い
う
美
的
形
象
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
語
彙
選
択
の
工
夫
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
「
楊
生
青
花
紫
石
硯
歌
」
に
用
い
ら
れ
て
い
た
「
冷
血
」
は
李
賀
以

前
の
詩
に
は
見
当
た
ら
ず
、
「
秋
来
」
の
「
恨
血
」
に
つ
い
て
も
先
行
例
が
見
出
せ
な
い
た
め*22

、
李
賀
の
造
語
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
李
賀
は
お
そ
ら

く
碧
血
故
事
を
詩
に
取
り
込
む
に
際
し
て
、
意
識
的
に
自
分
な
り
の
語
彙
を
用
い
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
碧
血
故
事
そ
の
も
の
が
、
前

代
の
詩
人
た
ち
に
よ
っ
て
は
ほ
と
ん
ど
詩
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
だ
け
に
、
前
例
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
李
賀
の
造
語
能
力
や
語
彙
選
択
の

自
在
性
が
発
揮
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
李
賀
は
、
そ
れ
ま
で
詩
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
語
彙
を
駆
使
し
な
が
ら
碧
血
故
事
を
自
作
に
取
り
込
ん

で
い
た
の
で
あ
る
。
李
賀
が
「
血
」
字
を
愛
好
し
て
い
た
こ
と
自
体
は
つ
と
に
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る*23

。
し
か
し
、
李
賀
は
単
に
「
血
」
字
を
愛

好
し
て
詩
に
比
較
的
多
く
用
い
た
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
ら
造
語
を
生
成
し
た
り
詩
語
と
し
て
は
見
慣
れ
な
い
語
彙
を
選
択
し
た
り
と
い
っ
た
修
辞
的
な

工
夫
を
凝
ら
し
て
い
た
と
い
う
点
は
、
改
め
て
強
調
し
て
お
い
て
い
い
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
楊
生
青
花
紫
石
硯
歌
」
や
「
秋
来
」
は
碧
血
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
の
が
明
示
的
な
作
品
で
あ
っ
た
が
、
李
賀
の
詩
に
は
、
碧
血

故
事
の
間
接
的
な
流
入
を
暗
示
す
る
表
現
も
複
数
見
受
け
ら
れ
る
。
次
に
そ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
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「
老
夫
採
玉
歌
」
（
『
箋
注
』
三
八
六
頁
、
全
一
二
句
）
に
は
、
「
秋
来
」
の
末
尾
の
句
と
類
似
し
た
表
現
が
見
ら
れ
る
。
初
句
に
「
採
玉
採
玉
須
水
碧

（
玉
を
採
る
玉
を
採
る

水
碧
を
須
む
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
谷
川
か
ら
碧
玉
を
採
集
す
る
と
い
う
危
険
な
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
老
夫
を
慮
っ
て
詠
じ

も
と

た
、
諷
刺
性
に
富
ん
だ
作
品
で
あ
る
。

夜
雨
岡
頭
食
蓁
子

夜
雨

岡
頭
に
蓁
子
を
食
ら
う

5
杜
鵑
口
血
老
夫
涙

杜
鵑
の
口
血

老
夫
の
涙

6
藍
渓
之
水
厭
生
人

藍
渓
の
水
は
生
人
に
厭
き

7
身
死
千
年
恨
渓
水

身
死
し
て
千
年

渓
水
を
恨
む

8第
七
・
八
句
に
つ
い
て
王
琦
は
次
の
よ
う
に
注
を
付
し
て
い
る
。

厭
生
人
者
、
因
採
玉
而
溺
死
者
甚
衆
、
故
渓
水
亦
若
厭
之
。
身
死
千
年
恨
渓
水
、
謂
身
死
之
後
、
雖
千
祀
之
久
、
其
怨
魄
猶
抱
恨
不
釈
。
夫
不
恨

官
吏
而
恨
渓
水
、
微
詞
也
（
生
人
に
厭
く
と
は
、
玉
を
採
る
に
因
り
て
溺
死
す
る
者
甚
だ
衆
く
、
故
に
渓
水
も
亦
た
之
に
厭
く
る
が
若
し
。
身
死
し

お
お

て
千
年

渓
水
を
恨
む
と
は
、
謂
う
こ
こ
ろ
は
身
死
す
る
の
後
、
千
祀
の
久
し
き
と
雖
も
、
其
の
怨
魄

猶
恨
み
を
抱
き
て
釈
け
ざ
る
が
ご
と
し
。

と

夫
れ
官
吏
を
恨
ま
ず
し
て
渓
水
を
恨
む
は
、
微
詞
な
り
）
。

谷
川
が
飽
き
飽
き
す
る
ほ
ど
に
、
碧
玉
採
集*24

の
途
中
で
多
く
の
人
が
溺
死
し
て
い
る
。
無
念
に
も
死
ん
で
い
っ
た
彼
ら
の
怨
み
は
、
千
年
経
っ
て
も

容
易
に
解
消
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
ら
は
危
険
な
仕
事
を
与
え
た
官
吏
で
は
な
く
谷
川
を
恨
む
、
と
い
う
持
っ
て
回
っ
た
詠
じ
方
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
か
え
っ
て
為
政
者
に
反
省
を
促
し
う
る
の
で
あ
ろ
う
。

第
八
句
は
、
「
千
年
」
や
「
恨
」
が
「
秋
来
」
の
末
尾
の
句
と
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
表
面
的
な
類
似
の
他
、
死
後
も
半
永
久
的
に
継
続

す
る
恨
み
に
つ
い
て
詠
じ
て
い
る
点
も
、
「
秋
来
」
と
発
想
を
通
わ
せ
る
。
詩
全
体
を
視
野
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
初
句
の
「
碧
」
、
第
六
句
の
「
血*25

」
な

ど
に
つ
い
て
も
「
秋
来
」
と
の
共
通
項
と
し
て
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、
「
老
夫
採
玉
歌
」
に
内
在
す
る
基
本
的
な
発
想
の
淵
源
と
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し
て
、
碧
血
故
事
の
間
接
的
な
影
響
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う*26

。
明
示
的
で
あ
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
李
賀
は
尽
き
な
い
怨
恨
を
詠
じ
る
に
当
た
り
、

し
ば
し
ば
碧
血
故
事
を
意
識
に
上
ら
せ
て
い
た
と
い
え
る
。

「
金
銅
仙
人
辞
漢
歌
」
（
『
箋
注
』
一
五
九
頁
、
全
一
二
句
）
に
も
注
目
す
べ
き
詩
句
が
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
魏
の
明
帝
が
、
漢
の
武
帝
に
よ
っ
て
制

作
さ
れ
た
銅
製
の
仙
人
を
移
送
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
き
、
そ
の
仙
人
が
涙
を
流
し
た
と
い
う
逸
話
に
基
づ
い
た
作
品
で
あ
る
。
第
三
・
四
句
に
、

画
欄
桂
樹
懸
秋
香

画
欄
の
桂
樹

秋
香
を
懸
く

三
十
六
宮
土
花
碧

三
十
六
宮

土
花
碧
な
り

と
見
え
て
い
る
う
ち
、
「
武
帝
が
残
し
た
宮
殿
に
、
今
は
色
濃
い
苔
が
生
え
て
い
る
」
と
詠
じ
る
第
四
句
に
着
目
し
た
い
。
「
土
」
と
「
碧
」
を
一
句
に
構

成
し
た
詩
句
が
、
漢
魏
六
朝
期
、
及
び
李
賀
以
前
の
唐
詩
に
皆
無
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
「
金
銅
仙
人
辞
漢
歌
」
や
「
秋
来
」
は
、
李
賀
な
ら
で
は

の
発
想
に
よ
る
、
独
自
の
表
現
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

両
首
の
句
の
間
に
有
機
的
な
関
連
性
を
認
め
る
見
解
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
例
え
ば
宋
・
郭
祥
正
（
一
〇
三
五
～
一
一
一
三
）
の
「
次
韻
元
輿

雨
中
見
懐
二
首
」
〈
其
二
〉
（
『
青
山
集
』
巻
二
一
、
全
八
句
）
の
末
尾
に
は
、

悲
歌
半
夜
弾
雄
剣

悲
歌

半
夜

雄
剣
を
弾
じ

恨
血
千
年
変
土
花

恨
血

千
年

土
花
に
変
ず

と
詠
じ
ら
れ
て
お
り
、
第
八
句
が
、
「
秋
来
」
の
末
の
句
と
「
金
銅
仙
人
辞
漢
歌
」
の
第
四
句
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、

少
な
く
と
も
郭
祥
正
を
含
む
一
部
の
読
者
が
両
句
の
間
に
共
通
性
を
認
め
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る*27

。
両
句
を
関
連
づ
け
る
共
通
点
と
は
、
碧
血
故
事

を
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
、
地
面
に
密
着
し
て
い
る
み
ど
り
色
の
事
物
を
詠
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
秋
来
」
は
当
然
な
が
ら
、
「
金
銅
仙
人
辞
漢
歌
」

の
第
四
句
に
も
碧
血
故
事
の
影
響
を
読
み
取
っ
て
い
れ
ば
こ
そ
、
郭
祥
正
は
上
記
の
よ
う
な
句
を
詠
じ
え
た
の
で
あ
る*28

。

こ
こ
ま
で
、
碧
血
故
事
を
受
容
し
た
李
賀
の
作
品
を
対
象
と
し
て
考
察
を
加
え
て
き
た
。
碧
血
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
の
が
明
ら
か
な
作
品
は
、
「
楊
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生
青
花
紫
石
硯
歌
」
と
「
秋
来
」
で
あ
る
。
二
首
の
表
現
は
同
義
反
復
的
な
画
一
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
「
楊
生
青
花
紫
石
硯
歌
」
に
お
い
て

は
、
端
渓
の
表
面
に
浮
か
び
上
が
っ
て
い
た
鸜
鵒
眼
の
、
色
彩
及
び
形
状
の
比
喩
と
し
て
、
「
秋
来
」
に
お
い
て
は
、
詩
集
の
代
替
と
な
る
心
理
的
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
具
体
的
顕
現
を
観
念
的
に
表
象
す
る
た
め
の
手
立
て
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
碧
血
故
事
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
間
接
的
な
影
響
が

看
取
さ
れ
る
作
品
も
含
め
れ
ば
、
用
例
は
さ
ら
に
増
え
る
。
本
節
で
は
、
「
老
夫
採
玉
歌
」
と
「
金
銅
仙
人
辞
漢
歌
」
を
取
り
上
げ
て
考
察
の
対
象
と
し

た
。
こ
れ
ら
の
作
か
ら
察
す
る
に
、
表
面
的
に
は
典
拠
の
存
在
を
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
、
李
賀
が
碧
血
故
事
を
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
し
て
、
作
品
中
に

自
在
に
溶
け
込
ま
せ
て
い
た
と
理
解
で
き
よ
う
。

さ
て
、
李
賀
は
碧
血
故
事
の
み
な
ら
ず
、
元
来
「
碧
」
そ
の
も
の
を
愛
好
し
て
い
た
。
荒
井
健
「
李
賀
の
色
彩
感
覚
」
（
『
秋
風
鬼
雨
』
筑
摩
書
房
、
一

九
八
二
、
所
収
。
初
出
は
『
中
国
文
学
報
』
第
三
号
、
一
九
五
五
）
は
、
王
維
・
韓
愈
・
李
賀
の
三
人
の
詩
に
お
け
る
色
彩
語
の
使
用
状
況
を
統
計
的
に

分
析
し
た
上
で
、
李
賀
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
あ
お
よ
り
も
み
ど
り
を
示
す
語
を
用
い
て
い
る
点
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
み
ど
り
と
い
っ
て
も
、

李
賀
は
「
翠
」
よ
り
も
「
碧
」
を
多
用
す
る
の
に
対
し
、
王
維
と
韓
愈
は
逆
の
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。
「
碧
」
に
対
し
て
高
い
関
心
を
払
っ
て
い
た
こ
と

が
、
そ
れ
を
外
せ
な
い
構
成
要
素
と
す
る
碧
血
故
事
の
多
様
な
運
用
を
、
李
賀
に
促
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う*29

。

お
わ
り
に

碧
血
故
事
が
詩
に
明
示
的
に
取
り
込
ま
れ
た
の
は
唐
代
も
半
ば
に
差
し
掛
か
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
顧
況
と
と
も
に
李
賀
は
同
故
事
の
初
期
の
受
容
者
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
顧
況
や
雍
陶
、
温
庭
筠
が
「
蜀
都
賦
」
を
踏
ま
え
て
萇
弘
と
蜀
の
結
び
つ
き
を
保
持
し
な
が
ら
詩
に
詠
じ
た
の
に
対
し
て*30

、
李
賀

は
蜀
の
イ
メ
ー
ジ
を
捨
象
し
て
い
る
。
陸
亀
蒙
は
雍
陶
の
、
鄭
谷
や
呉
融
は
顧
況
の
類
型
に
属
す
る
と
考
え
れ
ば
、
「
蜀
都
賦
」
を
起
点
と
す
る
こ
う
し

た
一
連
の
作
品
が
、
碧
血
故
事
受
容
の
有
力
な
系
譜
を
構
成
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
唐
詩
に
お
け
る
碧
血
故
事
の
受
容
の
系
譜
は
、
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仮
に
李
賀
を
抜
き
に
し
て
考
え
て
み
た
場
合
に
、
収
ま
り
の
よ
い
線
と
し
て
繫
が
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

李
賀
は
、
碧
血
故
事
が
内
包
し
て
い
る
固
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
拘
束
さ
れ
ず
に
、
自
分
な
り
の
表
現
を
獲
得
し
た
。
『
荘
子
』
の
「
三
年
」
を
「
千
年
」

に
改
め
て
い
る
点
も
加
味
し
て
考
え
て
み
る
と
、
李
賀
は
誇
張
や
ず
ら
し
を
加
え
な
が
ら
碧
血
故
事
を
取
り
込
ん
で
い
る
と
い
え
る
。

李
賀
よ
り
後
の
例
も
含
む
他
の
唐
詩
に
は
、
色
彩
と
怨
恨
の
二
様
の
比
喩
的
用
法
が
看
取
さ
れ
た
が
、
そ
の
両
方
の
要
素
が
李
賀
の
詩
に
す
で
に
内
在

し
て
い
た
こ
と
は
、
碧
血
故
事
に
対
す
る
李
賀
の
柔
軟
な
態
度
の
表
れ
で
あ
る
。
碧
血
故
事
は
李
賀
詩
の
内
部
に
お
い
て
表
現
の
可
能
性
が
さ
ま
ざ
ま
に

試
み
ら
れ
、
な
お
か
つ
そ
れ
ら
の
表
現
は
、
唐
代
以
降
の
後
世
の
詩
人
た
ち
に
よ
っ
て
摸
擬
の
対
象
と
さ
れ
る
よ
う
な*31

印
象
深
い
も
の
に
練
ら
れ
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。

詩
に
お
け
る
碧
血
故
事
受
容
史
の
劈
頭
に
位
置
す
る
こ
と
が
表
現
の
自
由
度
を
高
め
て
い
た
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

中
で
も
「
血
」
字
を
用
い
た
語
彙
は
、
お
し
な
べ
て
李
賀
の
造
語
か
、
あ
る
い
は
そ
う
で
な
い
と
し
て
も
詩
語
と
し
て
は
注
意
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の

と
な
っ
て
お
り
、
碧
血
故
事
の
受
容
に
際
し
て
は
、
李
賀
の
造
語
能
力
や
特
異
な
語
彙
選
択
が
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。
少
な
く

と
も
碧
血
故
事
を
踏
ま
え
た
表
現
に
限
っ
て
は
、
自
身
の
感
性
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
す
る
李
賀
の
態
度
が
、
表
現
の
幅
を
広
げ
る
た
め
の
主
た
る
素
因
と

し
て
効
果
的
に
機
能
し
て
い
る
。
新
た
な
詩
的
素
材
を
開
拓
し
よ
う
と
す
る
表
現
者
と
し
て
の
積
極
的
な
営
み
が
、
こ
こ
に
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

碧
血
故
事
を
受
容
し
た
李
賀
詩
の
特
質
は
、
数
量
的
な
多
寡
や
語
彙
の
目
新
し
さ
と
い
っ
た
表
面
的
な
要
素
に
の
み
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ

れ
を
示
唆
す
る
の
が
「
秋
来
」
で
あ
る
。
こ
の
詩
に
お
け
る
碧
血
故
事
は
、
詩
作
に
傾
注
し
た
よ
う
な
不
可
視
の
心
理
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
具
体
的
顕
現
を
、

観
念
の
位
相
に
お
い
て
企
図
す
る
た
め
の
欠
か
せ
な
い
手
立
て
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
。
精
神
的
営
為
の
全
否
定
に
も
等
し
い
詩
集
の
消
滅
は
ほ
ぼ
免

れ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と
覚
っ
た
李
賀
に
と
っ
て
、
碧
血
故
事
は
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
現
実
に
抵
抗
す
る
た
め
に
取
り
入
れ
る
べ
き
武
器
の
一
つ
で
あ
っ

た
。あ

る
特
定
の
故
事
は
、
受
容
者
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
そ
れ
を
取
り
入
れ
た
表
現
が
画
一
化
・
典
型
化
さ
れ
て
、
や
が
て
発
想
の
固
着
を
誘
引
す
る
。



*1

引
用
は
、
楊
家
駱
主
編
『
李
賀
詩
注
』
（
世
界
書
局
、
一
九
六
四
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
昌
谷
集
』
に
よ
る
。

*2

引
用
は
、
郭
慶
藩
撰
・
王
孝
魚
点
校
『
荘
子
集
釈
』
（
中
華
書
局
、
一
九
六
一
、
九
二
〇
頁
）
に
よ
る
。
な
お
同
様
の
記
事
は
『
呂
氏
春
秋
』
孝
行
覧
に
も
見
ら
れ
る
。

*3

例
え
ば
、
馬
烈
「
『
碧
』
字
在
唐
宋
詩
詞
中
的
芸
術
表
達
」
（
『
考
試
周
刊
』
二
〇
一
一
、
第
二
六
期
）
は
、
武
則
天
「
如
意
娘
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
五
・
二
七
）
の
「
看
朱
成
碧
思

紛
紛
」
と
い
う
句
に
つ
い
て
碧
血
故
事
と
関
連
づ
け
な
が
ら
説
明
を
加
え
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
詩
句
は
血
と
同
系
色
で
あ
る
「
朱
」
と
、
「
碧
」
と
の
親
近
性
を
示
し
て
は
い
る

が
、
そ
れ
が
碧
血
故
事
に
由
来
す
る
の
か
ど
う
か
は
、
必
ず
し
も
定
か
で
な
い
。
な
お
、
「
血
」
と
色
彩
語
を
一
句
に
構
成
し
た
唐
詩
の
例
と
し
て
、
李
白
「
幽
州
胡
馬
客
歌
」

（
『
李
太
白
全
集
』
巻
四
）
の
「
白
刃
灑
赤
血
」
、
王
翰
「
飲
馬
長
城
窟
行
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
二
〇
・
一
五
六
）
の
「
単
于
濺
血
染
朱
輪
」
、
杜
甫
「
垂
老
別
」
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻

七
）
の
「
流
血
川
原
丹
」
、
徐
夤
「
和
人
経
隋
唐
間
戦
処
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
七
〇
八
）
の
「
沙
上
血
残
紅
」
と
い
っ
た
詩
句
が
挙
げ
ら
れ
る
。
当
然
な
が
ら
あ
か
系
の
色
で
表
現
さ

れ
る
例
が
多
数
を
占
め
る
。

*4

『
史
記
』
や
『
淮
南
子
』
、
あ
る
い
は
張
衡
（
七
八
～
一
三
九
）
の
「
東
京
賦
」
（
『
文
選
』
巻
三
）
や
柳
宗
元
（
七
七
三
～
八
一
九
）
の
「
弔
萇
弘
文
」
（
尹
占
華
・
韓
文
奇
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当
然
な
が
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
で
安
定
的
な
表
現
の
継
承
と
い
う
側
面
か
ら
見
れ
ば
意
味
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
一
方
、
個
性
的
な
表
現
の

獲
得
を
模
索
す
る
場
合
に
は
、
多
く
の
先
行
例
に
よ
っ
て
否
応
な
く
形
成
さ
れ
た
先
入
観
が
、
柔
軟
な
発
想
を
阻
害
し
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
そ
の
点
、

碧
血
故
事
は
中
唐
に
至
る
ま
で
、
こ
と
に
詩
の
領
域
に
お
い
て
は
意
を
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
素
材
で
あ
っ
た
た
め
、
李
賀
な
ら
で
は
の
発
想
を
活
か
す

の
に
好
適
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
碧
血
故
事
を
取
り
入
れ
た
李
賀
の
詩
に
は
、
表
現
者
と
し
て
の
彼
の
創
造
性
が
、
積
極
的
な
形
で
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
積
極
性
を
契

機
と
し
て
、
碧
血
故
事
は
李
賀
の
内
部
で
さ
ま
ざ
ま
に
可
能
性
を
試
さ
れ
、
「
秋
来
」
に
お
け
る
よ
う
な
独
創
的
な
形
象
を
与
え
ら
れ
る
に
至
る
の
で
あ

る
。



*5

引
用
は
、
李
剣
国
輯
校
『
新
輯
捜
神
記
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
、
四
〇
四
頁
）
に
よ
る
。

*6

引
用
は
、
斉
治
平
校
注
『
拾
遺
記
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
一
、
七
四
頁
）
に
よ
る
。

*7

碧
血
故
事
に
二
様
の
語
り
方
が
あ
る
点
に
つ
い
て
は
、
康
保
成
「
『
萇
弘
化
碧
』
故
事
的
両
個
源
頭
」
（
『
許
昌
師
専
学
報
（
社
会
科
学
版
）
』
一
九
八
五
、
第
三
期
）
に
指
摘
が

あ
る
。

*8

植
木
久
行
「
ほ
と
と
ぎ
す
の
う
た

杜
鵑
と
郭
公
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
比
較
文
学
年
誌
』
第
一
五
号
、
一
九
七
九
）
に
よ
れ
ば
、
杜
宇
伝
説
を
文
学
作
品
と
し
て
最
初
に
取
り
入

れ
た
の
も
、
「
蜀
都
賦
」
で
あ
る
と
い
う
（
一
七
頁
）
。
ま
た
、
「
…
…
、
こ
の
賦
自
体
が
注
を
伴
な
う
形
で
広
く
読
ま
れ
た
こ
と
は
、
中
原
の
人
々
に
と
っ
て
、
蜀
地
方
の
奇
異
な

風
物
に
触
れ
る
重
要
な
機
会
の
一
つ
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
」
（
一
八
頁
）
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
「
杜
鵑
」
「
子
規
」
の
語
は
、
中
唐
に
至
る
ま
で
詩
語
と
し
て
は
定

着
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
植
木
論
文
は
、
「
…
…
、
特
に
初
唐
以
前
の
人
々
に
あ
っ
て
は
、
関
心
の
対
象
で
は
な
く
、
詩
的
感
興
を
そ
そ
る
鳥
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

（
二
三
頁
、
傍
点
マ
マ
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
碧
血
故
事
受
容
の
実
態
と
も
符
合
し
て
い
よ
う
。

*9

こ
の
句
に
つ
い
て
は
謝
榛
『
四
溟
詩
話
』
巻
四
に
お
い
て
、
李
賀
の
詩
と
並
列
し
な
が
ら
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
引
用
は
宛
平
・
夷
之
校
点
『
四
溟
詩
話

薑
斎
詩

話
』
（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
六
一
、
九
八
頁
）
に
よ
る
）
。

詩
中
罕
用
「
血
」
字
、
用
則
流
於
粗
悪
。
李
長
吉
「
白
虎
行
」
云
、
「
袞
竜
衣
点
荊
卿
血
」
。
顧
逋
翁
「
露
青
竹
鞭
歌
」
云
、
「
碧
鮮
似
染
萇
弘
血
」
。
二
公
妙
於
句
法
、
不

仮
調
和
。
野
蔬
何
以
有
味
。

*10

宋
・
宋
祁
「
新
筍
成
竹
」
（
『
景
文
集
』
巻
二
〇
）
に
は
、
「
翠
雲
舒
作
葉
、
碧
血
染
為
竿
」
と
詠
じ
ら
れ
て
お
り
、
竹
と
「
碧
血
」
を
結
び
つ
け
て
い
る
と
こ
ろ
に
顧
況
の
影

響
が
想
定
さ
れ
る
。
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『
柳
宗
元
集
校
注
』
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
、
一
二
九
三
頁
）
に
も
萇
弘
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
碧
血
と
結
び
つ
い
て
は
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
萇
弘
は
必
ず
し
も
碧
血

と
不
可
分
の
存
在
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
と
に
柳
宗
元
の
弔
文
は
、
萇
弘
を
主
題
と
し
て
い
る
だ
け
に
注
目
に
値
し
よ
う
。
柳
宗
元
の
主
眼
は
萇
弘
の
忠

節
の
堅
さ
を
顕
彰
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
置
か
れ
て
い
る
た
め
、
碧
血
の
よ
う
な
怪
異
的
な
側
面
は
意
図
的
に
捨
象
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
な
お
、
同
弔

文
の
訳
注
は
、
竹
田
晃
編
『
柳
宗
元
古
文
注
釈
―
―
説
・
伝
・
騒
・
弔
―
―
』
（
新
典
社
、
二
〇
一
四
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
担
当
執
筆
は
田
中
智
行
氏
）
。



- 103 -

*11

鄭
谷
自
身
は
光
啓
三
年
（
八
八
七
）
に
進
士
科
に
及
第
し
て
い
る
。

*12
「
碧
」
字
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
分
、
碧
血
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
の
が
明
示
的
で
な
い
作
品
に
も
、
繁
茂
す
る
草
に
愁
い
の
よ
う
な
否
定
的
な
感
情
を
重
ね
る
発
想
は
看
取

さ
れ
る
。
例
え
ば
秦
韜
玉
の
「
独
坐
吟
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
六
七
〇
）
に
は
、
「
客
愁
不
尽
本
如
水
、
草
色
含
情
更
無
已
。
又
覚
春
愁
似
草
生
、
何
人
種
在
情
田
裏
」
と
見
え
て
い
る
。

秦
韜
玉
は
僖
宗
に
従
っ
て
蜀
に
赴
い
た
こ
と
が
あ
る
た
め
、
そ
う
し
た
実
人
生
に
お
け
る
経
験
が
、
碧
血
故
事
の
流
入
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
表
現
を
成
立
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

*13

例
え
ば
元
・
任
士
林
「
岳
鄂
王
墓
」
（
『
松
郷
集
』
巻
九
）
に
、
「
忠
魂
比
明
月
、
可
死
不
可
滅
。
空
堂
坐
貂
蟬
、
荒
塚
埋
碧
血
」
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
「
碧
血
」
の
語
の

用
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
任
士
林
の
詩
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
死
ん
で
も
消
滅
し
な
い
忠
心
の
象
徴
と
し
て
用
い
ら
れ
た
例
が
多
数
を
占
め
る
よ
う
で
あ
る
。

*14

「
血
碧
」
に
つ
い
て
陳
貽
焮
主
編
『
増
訂
注
釈
全
唐
詩
』
（
文
化
芸
術
出
版
社
、
二
〇
〇
一
、
第
四
冊
、
五
二
一
頁
）
は
、
「
流
碧
血
」
と
注
を
付
し
た
上
で
『
荘
子
』
外
物
篇

を
引
き
、
さ
ら
に
「
後
常
以
碧
血
指
忠
臣
志
士
死
義
而
流
的
血
」
と
述
べ
て
い
る
。
碧
血
故
事
が
、
後
に
も
っ
ぱ
ら
忠
臣
の
流
し
た
血
を
指
し
て
用
い
ら
れ
る
と
い
う
同
故
事
受
容

史
の
大
ま
か
な
流
れ
を
示
し
て
お
り
、
妥
当
な
見
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
合
わ
せ
て
注
十
三
を
参
照
。

*15

王
琦
注
の
引
用
は
『
三
家
評
注
李
長
吉
歌
詩
』
（
中
華
書
局
、
一
九
五
九
）
所
収
、
『
李
長
吉
歌
詩
王
琦
彙
解
』
に
よ
る
。

*16

引
用
は
、
『
硯
譜
』
（
叢
書
集
成
初
編
、
中
華
書
局
、
一
九
九
一
、
三
頁
）
に
よ
る
。

*17

李
賀
を
除
く
唐
代
の
詩
人
の
詩
に
も
、
「
碧
」
字
を
用
い
な
が
ら
硯
を
詠
じ
た
表
現
が
看
取
さ
れ
る
。
李
賀
と
近
い
時
代
の
一
例
と
し
て
、
劉
禹
錫
「
謝
柳
子
厚
寄
畳
石
硯
」

（
瞿
蛻
園
『
劉
禹
錫
集
箋
証
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
、
一
四
七
一
頁
）
に
、
「
清
越
敲
寒
玉
、
参
差
畳
碧
雲
」
と
見
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
碧
血
と
結
び
つ
い
て
は
い
な

い
。

*18

高
木
重
俊
氏
が
、
「
李
賀
と
新
題
の
楽
府
―
―
特
に
古
楽
府
と
の
関
連
に
お
い
て
―
―
」
（
『
函
館
大
学
論
究
』
第
八
輯
、
一
九
七
三
）
の
中
で
「
楊
生
青
花
紫
石
硯
歌
」
に
つ
い

て
、
「
表
現
は
難
解
で
、
語
と
語
、
句
と
句
と
の
脈
絡
が
つ
か
め
な
い
ほ
ど
李
賀
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
自
在
で
あ
り
、
比
喩
も
非
常
に
感
覚
的
で
あ
る
。
名
硯
を
眼
前
に
し
て
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

視
覚
・
聴
覚
・
嗅
覚
・
触
覚
を
研
ぎ
す
ま
せ
、
連
想
の
赴
く
ま
ま
張
り
つ
め
た
精
神
で
一
気
に
詠
い
上
げ
た
感
じ
で
あ
る
」
（
二
三
頁
、
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
）
と
述
べ
て
い
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
は
、
本
章
の
見
解
と
符
合
す
る
。
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*19

元
・
劉
詵
の
「
端
渓
硯
石
賦
」
（
『
歴
代
賦
彙
』
巻
六
三
）
に
「
凄
冷
血
乎
老
萇
抉
鵒
眼
之
涓
涓
兮
」
と
あ
る
の
は
、
李
賀
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

*20
松
浦
友
久
「
詩
語
と
し
て
の
『
怨
』
と
『
恨
』
―
―
閨
怨
詩
を
中
心
に
」
（
『
詩
語
の
諸
相
―
―
唐
詩
ノ
ー
ト
〈
増
訂
版
〉
』
研
文
出
版
、
一
九
九
五
、
所
収
）
が
、
「
情
念
の
凝

固
状
態
」
を
表
す
「
恨
」
字
の
用
例
と
し
て
「
秋
来
」
の
末
尾
の
句
を
挙
げ
て
い
る
（
一
〇
一
～
一
〇
二
頁
）
の
は
、
碧
血
故
事
と
「
恨
」
字
の
結
び
つ
き
の
強
さ
を
「
恨
」
字
の

側
か
ら
裏
づ
け
て
い
て
、
示
唆
的
で
あ
る
。

*21

「
書
客
」
の
語
に
つ
い
て
は
、
下
篇
第
三
章
「
自
称
表
現
に
つ
い
て
―
―
表
現
者
と
し
て
の
自
己
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」
を
参
照
。

*22

李
賀
以
降
の
唐
詩
を
含
め
る
な
ら
ば
、
例
え
ば
陸
亀
蒙
の
「
和
襲
美
館
娃
宮
懐
古
五
絶
」
〈
其
三
〉
（
『
全
唐
詩
』
巻
六
二
八
）
に
、
「
此
地
最
応
沾
恨
血
、
至
今
春
草
不
勻
生
」

と
見
え
て
い
る
。

*23

明
・
王
思
任
が
、
「
喜
用
鬼
字
、
泣
字
、
死
字
、
血
字
…
…
」
（
王
琦
『
李
長
吉
歌
詩
彙
解
』
首
巻
所
収
、
『
昌
谷
詩
解
』
序
）
と
述
べ
て
い
る
。

*24

詩
題
・
詩
中
を
問
わ
ず
、
「
採
（
采
）
玉
」
の
語
は
他
の
唐
詩
に
も
認
め
ら
れ
る
が
、
「
碧
」
と
取
り
合
わ
せ
た
例
と
し
て
は
、
杜
甫
「
喜
聞
盗
賊
総
退
口
号
五
首
」
〈
其
四
〉

（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
二
一
）
に
、
「
勃
律
天
西
采
玉
河
、
堅
昆
碧
碗
最
来
多
」
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
が
目
に
つ
く
の
み
で
あ
る
。

*25

「
老
夫
採
玉
歌
」
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
口
血
」
の
語
に
つ
い
て
も
、
唐
代
ま
で
の
詩
に
先
行
例
は
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
語
を
め
ぐ
っ
て
は
、
元
・
薩

都
拉
「
北
人
塚
上
」
（
『
雁
門
集
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二
、
二
六
九
頁
）
に
、
「
天
涯
芳
草
何
青
青
、
杜
鵑
口
血
花
冥
冥
」
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
李
賀
の
詩
に
基
づ

く
と
思
わ
れ
る
表
現
が
、
後
世
の
作
品
に
複
数
認
め
ら
れ
る
。

*26

李
賀
の
詩
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
「
千
年
」
に
つ
い
て
は
、
野
原
康
宏
「
李
賀
の
時
間
表
現
に
つ
い
て
」
（
『
未
名
』
第
七
号
、
一
九
八
八
）
に
考
察
が
あ
る
。
野
原
氏
は
、
「
千

年
」
や
そ
れ
に
類
す
る
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
李
賀
の
詩
を
網
羅
的
に
示
し
た
上
で
、
「
秋
来
」
と
「
老
夫
採
玉
歌
」
に
は
、
他
の
作
品
と
は
異
な
る
特
殊
性
が
付
与
さ
れ
て
い
る

と
す
る
。
二
首
を
貫
通
す
る
発
想
の
淵
源
に
碧
血
故
事
が
あ
っ
た
と
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
む
し
ろ
そ
れ
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
眺
め
た
場
合
に
も
、
二
首
の
間
に
共
通
性
が

見
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
章
で
の
考
察
を
別
の
角
度
か
ら
裏
づ
け
る
。

*27

他
の
類
例
と
し
て
、
元
・
王
逢
の
「
遊
小
将
軍
墓
祠
」
（
『
梧
渓
集
』
巻
四
）
に
、
「
木
葉
金
甲
動
、
土
花
碧
血
洒
」
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
土
花
」
の
語
こ
そ
な
い
が
、

明
・
劉
炳
「
弔
晋
安
将
軍
歌
」
（
『
劉
彦
昺
集
』
巻
五
）
に
は
、
「
有
酒
誰
澆
趙
州
土
、
碧
血
化
雨
苔
斑
斑
」
と
い
う
句
が
見
え
て
い
る
。
碧
血
と
苔
を
結
び
つ
け
て
詠
じ
る
こ
う
し



*28
な
お
、
「
土
花
」
の
語
は
、
李
賀
を
除
け
ば
唐
代
に
お
い
て
は
李
商
隠
が
一
例
用
い
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
「
李
夫
人
三
首
」
〈
其
三
〉
（
劉
学
鍇
・
余
恕
誠
『
李
商
隠
詩
歌
集
解

（
増
訂
重
排
本
）
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
、
一
三
六
二
頁
）
に
「
土
花
漠
碧
雲
茫
茫
、
黄
河
欲
尽
天
蒼
蒼
」
と
見
え
て
お
り
、
『
李
商
隠
詩
歌
集
解
』
は
「
程
注
」
に
よ
っ
て

「
金
銅
仙
人
辞
漢
歌
」
の
第
四
句
を
引
い
て
い
る
。
ま
た
、
陸
游
（
一
一
二
五
～
一
二
一
〇
）
や
范
成
大
（
一
一
二
六
～
一
一
九
三
）
の
詩
に
も
「
土
花
碧
」
と
い
う
表
現
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。

*29

李
賀
の
「
碧
」
に
つ
い
て
は
、
遠
藤
星
希
「
李
賀
の
詩
に
お
け
る
時
間
認
識
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
―
太
陽
の
停
止
か
ら
破
壊
へ
―
―
」
（
『
東
方
学
』
第
一
二
〇
輯
、
二
〇
一

〇
）
に
も
考
察
が
あ
る
。
遠
藤
氏
は
李
賀
の
用
い
る
「
碧
」
が
、
「
し
ば
し
ば
時
間
の
流
れ
に
超
然
た
る
も
の
の
象
徴
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
」
（
六
三
頁
）
を
指
摘
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
機
能
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
遠
因
の
一
つ
と
し
て
、
碧
血
故
事
か
ら
発
想
を
学
び
取
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

*30

本
章
第
二
節
で
取
り
上
げ
た
詩
人
た
ち
は
、
望
帝
の
故
事
を
も
と
に
し
た
詩
句
を
残
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
か
ら
も
「
蜀
都
賦
」
の
影
響
が
小
さ
く
な
か
っ
た
こ
と
が
理
解
さ

れ
る
。
以
下
に
一
例
を
挙
げ
て
お
く
。
顧
況
の
「
子
規
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
二
六
七
）
に
、
「
杜
宇
冤
亡
積
有
時
、
年
年
啼
血
動
人
悲
」
、
雍
陶
「
聞
杜
鵑
二
首
」
〈
其
一
〉
（
『
雍
陶
詩

注
』
六
一
頁
）
に
、
「
高
処
已
応
聞
滴
血
、
山
榴
一
夜
幾
枝
紅
」
、
鄭
谷
「
遊
蜀
」
（
『
鄭
谷
詩
集
箋
注
』
三
〇
二
頁
）
に
、
「
不
忿
黄
鸝
驚
暁
夢
、
惟
応
杜
宇
信
春
愁
」
、
呉
融
「
子

規
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
六
八
六
）
に
、
「
他
山
叫
処
花
成
血
、
旧
苑
春
来
草
似
煙
」
、
温
庭
筠
「
錦
城
曲
」
（
『
温
庭
筠
全
集
校
注
』
二
八
頁
）
に
、
「
江
風
吹
巧
剪
霞
綃
、
花
上
千
枝
杜

鵑
血
」
と
そ
れ
ぞ
れ
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

*31

第
三
節
で
取
り
上
げ
た
郭
祥
正
の
「
次
韻
元
与
雨
中
見
懐
二
首
」
〈
其
二
〉
や
注
一
九
・
二
五
・
二
七
を
参
照
。
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た
一
連
の
表
現
の
先
蹤
と
し
て
、
李
賀
の
「
金
銅
仙
人
辞
漢
歌
」
を
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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第
一
章

疾
病
表
現
に
つ
い
て
―
―
自
他
の
間
を
取
り
持
つ
媒
介
―
―

は
じ
め
に

李
賀
は
、
短
い
生
涯
を
病
に
苦
し
ん
だ
詩
人
で
あ
る
。
李
商
隠
の
「
李
賀
小
伝
」
（
劉
学
鍇
・
余
恕
誠
『
李
商
隠
文
編
年
校
注
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇

二
、
二
二
六
五
頁
）
に
記
さ
れ
て
い
る
、
白
玉
楼
中
の
人
と
な
っ
て
昇
天
し
た
と
い
う
李
賀
の
伝
説
的
な
死
の
場
面*1

は
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
、

詩
人
と
し
て
の
天
才
的
な
適
性
を
示
し
な
が
ら
も
、
社
会
的
に
は
し
か
る
べ
き
評
価
と
待
遇
が
え
ら
れ
な
か
っ
た
李
賀
の
不
幸
な
一
生
を
暗
示
し
て
い
る
。

い
か
に
も
李
賀
に
ふ
さ
わ
し
い
最
期
だ
と
、
多
く
の
読
者
が
受
け
取
っ
た
の
で
も
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
虚
構
性
が
濃
厚
な
逸
話
を
一
応
排
し
て
、
李
賀
の
実
際
の
死
因
を
想
定
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
「
李
賀
小
伝
」
の
記
事
を
事
実
と
し
て
受
け

取
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
李
賀
が
若
く
し
て
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
直
接
的
な
理
由
を
知
り
う
る
資
料
は
な
い
の
が
実
情
で
あ

る
。
そ
う
で
は
あ
る
が
、
李
賀
詩
全
体
に
自
身
の
病
が
多
く
描
か
れ
て
い
る
点
に
鑑
み
れ
ば
、
や
は
り
彼
の
死
因
は
何
ら
か
の
病
気
で
あ
っ
た
と
見
る
の

が
穏
当
で
あ
ろ
う*2

。
こ
う
し
た
想
定
に
立
脚
し
な
が
ら
李
賀
の
具
体
的
な
死
因
（
＝
病
名
）
を
特
定
し
よ
う
と
す
る
考
察
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
た

と
え
表
現
の
分
析
を
通
し
て
一
定
程
度
妥
当
性
の
あ
る
特
定
の
病
名
を
彼
に
当
て
は
め
う
る
の
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
伝
記
的
事
実
の
考
証
に
寄
与
し
こ

そ
す
れ
、
作
品
そ
の
も
の
の
理
解
を
補
助
す
る
か
と
い
え
ば
、
お
そ
ら
く
そ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
病
理
学
的
な
関
心
に
基
づ
く
考
察
を
除
い
て
も
、
李
賀
と
病
の
関
連
性
に
つ
い
て
言
及
し
た
論
考
は
、
す
で
に
数
多
く
存
在
す
る
。
そ

の
う
ち
の
大
部
分
は
、
李
賀
の
病
が
彼
独
自
の
作
風
の
形
成
に
ど
の
よ
う
に
寄
与
し
た
か
、
と
い
う
点
に
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
例

え
ば
、
李
賀
の
詩
に
顕
著
な
幻
想
性
は
病
者
特
有
の
異
常
な
思
考
に
由
来
す
る
、
と
い
っ
た
説
明
が
繰
り
返
し
な
さ
れ
て
い
る*3

。
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つ
ま
り
、
李
賀
が
病
者
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
作
品
を
眺
め
る
こ
と
で
、
李
賀
詩
全
体
に
伏
在
す
る
特
異
な
作
風
に
根
拠
を
与

え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
諸
論
考
に
と
っ
て
、
李
賀
詩
中
の
病
の
表
現
は
、
李
賀
が
終
生
病
に
侵
さ
れ
て
い
た
事
実
を
提
供
す
る
史
料

で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
の
価
値
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
歩
踏
み
込
ん
で
病
を
詠
じ
た
表
現
そ
の
も
の
を
主
た
る
考
察
対
象
と
す
る

先
行
研
究
は
、
意
外
な
よ
う
で
は
あ
る
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
の
が
実
際
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
章
で
は
、
病
に
関
連
す
る
表
現
を
重
点
的
に
取
り
上
げ
て
、
李
賀
は
ど
の
よ
う
に
病
と
対
峙
し
、
そ
れ
を
表
現
し
た
か
、
と
い
っ
た
点
に
つ

い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

あ
ら
か
じ
め
述
べ
て
お
く
な
ら
ば
、
李
賀
の
詩
に
は
、
病
を
主
題
と
す
る
狭
義
の
詠
病
詩*4

は
皆
無
で
あ
る
。
李
賀
の
作
品
に
お
い
て
は
、
ほ
ぼ
例
外

な
く
詩
中
の
素
材
の
一
つ
と
し
て
病
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る*5

。
こ
の
事
実
は
、
李
賀
に
と
っ
て
の
病
が
、
特
別
に
取
り
立
て
て
主
題
と
し
て

詠
じ
る
ま
で
も
な
い
日
常
的
な
様
態
で
あ
っ
た
こ
と
を
暗
に
示
し
て
い
よ
う
。
詩
題
と
本
文
と
を
問
わ
ず
、
詠
病
詩
に
は
し
ば
し
ば
「
病
中
」
や
「
病
後
」

と
い
っ
た
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る*6

の
に
対
し
て
、
李
賀
詩
に
は
一
例
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
そ
の
傍
証
た
り
う
る
。
「
病
中
」
や
「
病
後
」
の
語
は
、
そ

れ
を
用
い
た
詩
人
が
、
病
を
一
過
性
の
異
常
な
状
態
と
捉
え
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
発
病
中
の
一
時
期
を
日
常
か
ら
区
切
り
、

今
現
在
そ
の
た
だ
中
に
い
る
か
、
あ
る
い
は
治
癒
し
た
後
で
あ
る
か
を
あ
え
て
明
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
健
康
な
状
態
こ
そ
が
日
常
で
あ
り
、
そ
の
日

常
は
病
に
よ
っ
て
一
時
的
に
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
永
続
す
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
い
わ
ば
一
般
的
な
健
康
観
・
疾
病
観
が
彼
ら
の
基
本
的

な
認
識
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
李
賀
に
と
っ
て
の
病
は
、
健
康
な
時
期
と
比
べ
て
相
対
的
に
把
握
さ
れ
た
異
常
な
状
態
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
い
う
な
れ
ば
、

健
康
と
い
う
肯
定
的
価
値
を
喪
失
し
た
形
で
、
李
賀
は
病
と
対
峙
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
慢
性
的
な
病
に
よ
っ
て
誘
引
さ
れ
た
そ
の
よ
う
な
心
理
的
状
況

こ
そ
が
、
真
に
病
的
状
態
で
あ
っ
た
と
見
な
せ
る
の
で
あ
る
。

他
者
の
病
を
詠
じ
た
表
現
が
見
当
た
ら
な
い
の
も
、
李
賀
の
詩
に
顕
著
な
傾
向
と
し
て
指
摘
で
き
る*7

。
つ
ま
り
李
賀
の
詩
に
詠
じ
ら
れ
る
病
者
は
、
李
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賀
自
身
を
表
現
対
象
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
病
を
患
っ
た
他
者
を
慰
労
す
る
作
品
が
唐
詩
に
数
多
く
認
め
ら
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず*8

、
李
賀
詩
に
類
例
が

見
当
た
ら
な
い
の
は
、
周
囲
に
見
舞
う
べ
き
病
者
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
外
的
要
因
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
李
賀
が
自
身
の
病

と
向
き
合
う
こ
と
に
こ
そ
創
作
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
傾
け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
内
的
必
然
性
を
想
定
す
べ
き
だ
ろ
う
。

い
わ
ゆ
る
「
鬼
詩
」
と
呼
ば
れ
る
冥
界
を
舞
台
と
す
る
作
品
も
含
め
、
お
よ
そ
現
実
世
界
と
は
か
け
離
れ
た
幻
想
的
な
詩
を
李
賀
が
数
多
く
残
し
て
い

る
の
は
、
す
で
に
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
そ
う
し
た
作
品
群
に
李
賀
の
本
領
が
表
れ
て
い
る
と
考
え
て
も
い
い
。
一
方
、
本
章
で
取
り
上
げ
る
病
を
詠
じ

た
李
賀
の
諸
作
品
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
現
実
を
舞
台
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
見
当
然
の
よ
う
で
は
あ
る
が
、
李
賀
の
空
想
世
界
に
病

が
存
在
し
て
い
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
確
認
さ
れ
て
よ
い
。

つ
ま
り
、
李
賀
に
と
っ
て
の
病
は
、
常
に
現
実
原
則
と
の
連
関
の
中
で
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
病
を
詠
じ
た
詩
の
分
析
は
、
李
賀
が

現
実
世
界
と
ど
の
よ
う
に
対
峙
し
て
い
た
か
を
探
る
こ
と
と
、
ほ
ぼ
等
し
い
。
そ
し
て
、
空
想
世
界
と
現
実
世
界
を
分
か
つ
顕
著
な
相
違
の
一
つ
は
、
具

体
的
他
者
と
の
接
点
の
有
無
で
あ
る
。
現
に
李
賀
の
詩
に
お
け
る
病
は
、
特
定
の
他
者
へ
の
発
話
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
作
品
に
詠
じ
ら
れ
た
例
が
少
な

く
な
い
。
本
章
に
お
い
て
自
他
の
関
係
性
の
在
り
様
に
寄
与
す
る
媒
介
と
し
て
の
病
に
着
目
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

一

知
友
に
送
っ
た
詩
に
お
け
る
病
の
表
象

（
一
）
「
出
城
、
寄
権
璩
・
楊
敬
之
」
に
つ
い
て

は
じ
め
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
元
和
七
年
（
八
一
二
）
春
に
詠
じ
ら
れ
た
、
「
出
城
、
寄
権
璩
・
楊
敬
之
」
（
『
箋
注
』
四
五
一
頁
、
全
四
句
）
で
あ
る
。

時
に
二
十
三
歳
で
あ
っ
た
李
賀
は
、
奉
礼
郎
の
職
に
就
い
て
い
た
も
の
の
、
鬱
々
と
し
て
楽
し
ま
な
い
日
々
が
続
い
て
い
た
。
さ
ら
に
そ
の
微
官
す
ら
病

を
原
因
と
す
る
帰
郷
に
よ
っ
て
打
ち
棄
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
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草
暖
雲
昏
万
里
春

草
は
暖
か
に
雲
は
昏
し

万
里
の
春

宮
花
払
面
送
行
人

宮
花

面
を
払
い
て
行
人
を
送
る

自
言
漢
剣
当
飛
去

自
ら
言
う

漢
剣

当
に
飛
び
去
る
べ
き
に

何
事
還
車
載
病
身

何
事
ぞ

還
車

病
身
を
載
す
る
と

こ
の
詩
に
つ
い
て
、
明
・
曽
益
の
注
に
次
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
。

賀
平
昔
自
負
、
故
後
二
句
設
言
以
解
之
曰
、
漢
剣
神
物
、
固
当
飛
去
、
今
何
事
而
還
車
乎
。
病
故
也
。
猶
言
非
己
之
故
、
時
命
不
斉
之
故
也
（
賀

は
平
昔

自
負
す
、
故
に
後
の
二
句
は
言
を
設
け
て
以
て
之
を
解
き
て
曰
く
、
漢
剣
は
神
物
に
し
て
、
固
よ
り
当
に
飛
び
去
る
べ
き
に
、
今
何
事
に

し
て
車
に
還
る
や
と
。
病
の
故
な
り
。
猶
己
の
故
に
非
ず
し
て
、
時
命
斉
し
か
ら
ざ
る
の
故
な
る
を
言
う
が
ご
と
き
な
り
）
。

ひ
と

以
上
の
指
摘
の
と
お
り
、
第
三
句
の
「
漢
剣
」
に
は
李
賀
の
自
負
心
が
表
れ
て
い
る
。
こ
の
語
は
『
箋
注
』
が
『
異
苑
』
巻
二
の
記
述
を
引
用
し
て
い

る
よ
う
に
、
晋
・
恵
帝
の
元
康
五
年
（
二
九
五
）
、
武
器
庫
が
焼
け
た
と
き
に
漢
・
高
祖
の
か
つ
て
の
所
持
品
で
あ
っ
た
白
蛇
剣
が
飛
び
去
っ
て
い
っ
た

と
い
う
怪
事
に
基
づ
く*9

。
そ
れ
は
高
く
舞
い
上
が
っ
て
い
く
「
神
物
」
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
体
を
車
に
横
た
え
て
帰
郷
の
途
に
就
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
は
一
体
ど
う
し
た
こ
と
か
と
李
賀
は
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
「
漢
剣
」
た
る
自
負
心
に
よ
っ
て
引
き
出
さ
れ
た
「
何
事
」
と
い
う
疑
問
詞
は
、
訴
え

る
べ
き
相
手
の
い
な
い
訴
え
を
、
や
は
り
何
者
か
に
向
か
っ
て
訴
え
ざ
る
を
え
な
い
痛
烈
な
心
情
の
反
映
と
し
て
、
詩
題
に
い
う
と
こ
ろ
の
権
璩
や
楊
敬

之
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
読
み
取
れ
る*10

。
曽
益
の
理
解
に
従
う
な
ら
ば
、
李
賀
は
、
帰
郷
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
本
質
的
な
理
由
は
自
分
自
身
に
あ
る
の

で
は
な
く
、
何
ら
か
の
不
可
抗
力
に
よ
っ
て
時
宜
に
適
わ
な
い
状
況
が
現
出
し
た
た
め
だ
と
考
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
李
賀
の
懸
案
は
病
に
よ
る
肉
体

的
苦
痛
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
、
「
出
城
、
寄
権
璩
・
楊
敬
之
」
に
お
い
て
は
具
体
的
な
病
の
描
写
は
捨
象
さ
れ
て
い
る
。
ど
う
に
も
な

ら
な
い
不
可
解
な
現
実
の
状
況
に
対
す
る
怒
り
と
戸
惑
い
の
な
い
交
ぜ
に
な
っ
た
よ
う
な
割
り
切
れ
な
い
感
情
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
先
鋭
に
表

面
化
し
て
い
る
と
い
え
る
。
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な
お
、
『
全
唐
詩
』
に
お
い
て
、
「
漢
剣
」
の
語
は
李
賀
以
外
に
盧
照
鄰
の
用
例
を
見
る
の
み
で
あ
る
。
「
明
月
引
」
（
李
雲
逸
『
盧
照
鄰
集
校
注
』
中
華

書
局
、
一
九
九
八
、
八
四
頁
、
全
一
八
句
）
に
、

文
姫
絶
域

文
姫
は
絶
域

13
侍
子
他
郷

侍
子
は
他
郷

14
見
胡
鞍
之
似
練

胡
鞍
の
練
に
似
た
る
を
見

15
知
漢
剣
之
如
霜

漢
剣
の
霜
の
如
き
を
知
る

16
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
『
盧
照
鄰
集
校
注
』
に
よ
れ
ば
、
第
十
三
句
と
第
十
五
句
、
第
十
四
句
と
第
十
六
句
が
そ
れ
ぞ
れ
隔
句
対
を
な
し
て
お
り
、
第
十

六
句
は
、
「
侍
子
」
、
つ
ま
り
他
国
に
人
質
と
し
て
仕
え
て
い
る
者
が
胸
中
に
抱
い
て
い
る
、
自
分
の
安
全
は
保
障
さ
れ
て
お
ら
ず
い
つ
殺
さ
れ
て
し
ま
う

か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
危
機
感
に
満
ち
た
心
境
を
写
し
取
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
こ
で
の
「
漢
剣
」
は
語
り
手
の
自
負
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
李
賀
の

よ
う
に
自
己
の
才
能
、
そ
れ
も
病
に
よ
っ
て
帰
郷
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
十
全
に
発
揮
す
べ
き
機
会
を
喪
失
し
た
才
能
の
象
徴
と
し
て
用
い
ら
れ
た
例
は
見

ら
れ
な
い
の
で
あ
る*11

。

さ
て
、
「
出
城
、
寄
権
璩
・
楊
敬
之
」
は
、
病
の
描
写
が
前
半
の
春
景
と
対
置
さ
れ
て
い
る
。
生
気
溢
れ
る
暖
か
な
春
の
季
節
と
、
病
身
を
車
に
横
た

え
て
帰
郷
す
る
詩
人
の
対
照
が
鮮
明
で
あ
る
。
満
開
の
春
は
、
打
ち
ひ
し
が
れ
た
李
賀
の
不
満
や
不
平
を
否
が
応
に
も
か
き
た
て
た
で
あ
ろ
う
。
春
景
に

対
す
る
そ
う
し
た
否
定
的
感
情
は
、
「
雲
は
昏
し
」
と
い
う
と
き
の
「
昏
」
字
の
選
択
に
も
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

李
賀
の
詩
と
同
じ
よ
う
に
春
を
背
景
と
し
て
「
病
身
」
の
語
を
用
い
て
い
る
詩
と
し
て
、
張
籍
の
「
病
中
酬
元
宗
簡
」
（
徐
礼
節
・
余
恕
誠
『
張
籍
集

繫
年
校
注
』
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
、
七
七
七
頁
、
全
四
句
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

東
風
漸
暖
満
城
春

東
風

漸
く
暖
か
な
り

満
城
の
春

独
向
深
房
養
病
身

独
り
深
房
に
向
い
て
病
身
を
養
う

お
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莫
説
桜
桃
花
已
発

説
う
莫
か
れ

桜
桃

花
已
に
発
く
も

い

ひ
ら

今
年
不
作
看
花
人

今
年
は
花
を
看
る
人
に
作
ら
ず
と

な

こ
の
詩
に
描
か
れ
て
い
る
春
は
、
病
身
を
養
う
の
に
適
し
た
温
暖
な
季
節
と
い
う
側
面
が
強
調
さ
れ
て
い
よ
う
。
病
は
厭
う
べ
き
も
の
で
は
あ
る
が
、

張
籍
は
苛
立
ち
を
沈
め
て
療
養
に
励
も
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る*12

。
そ
れ
は
季
節
に
自
身
の
病
体
を
寄
り
添
わ
せ
て
暮
ら
そ
う
と
す
る
態
度
の
表
明
で

も
あ
る
。
李
賀
が
あ
た
か
も
春
の
華
や
か
さ
に
拮
抗
す
る
か
の
よ
う
に
、
「
何
事
ぞ
」
と
詮
無
い
問
い
を
発
し
た
の
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。
張
籍
の
作

品
の
転
・
結
句
に
は
、
詩
を
贈
っ
た
相
手
で
あ
る
元
宗
簡
と
と
も
に
桜
桃
を
鑑
賞
で
き
な
い
悔
し
さ
が
垣
間
見
え
る
も
の
の
、
こ
の
詩
を
送
ら
れ
た
元
宗

簡
は
、
病
に
向
き
合
う
張
籍
の
ひ
た
む
き
な
態
度
を
読
み
取
っ
て
、
か
え
っ
て
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
に
対
し
て
李
賀
か
ら
詩
を
示
さ
れ
た
権
璩
と
楊
敬
之
は
何
を
思
っ
た
か
。
「
漢
剣
」
た
る
自
負
を
持
ち
な
が
ら
、
病
身
を
引
き
ず
っ
て
帰
郷
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
李
賀
の
境
遇
に
同
情
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
純
粋
な
真
情
か
ら
発
し
た
も
の
と
は
断
言
で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
李
賀
の
本

意
が
ど
う
で
あ
れ
、
釈
然
と
し
な
い
気
分
を
彼
ら
が
全
く
感
じ
な
か
っ
た
と
は
い
い
切
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
、
「
自
言
」
の
語
が
象
徴
的
に
示
し
て
い

る
よ
う
に
、
「
出
城
、
寄
権
璩
・
楊
敬
之
」
が
内
向
的
な
作
品
と
な
っ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
李
賀
の
「
出
城
、
寄
権
璩
・
楊
敬
之
」
は
、
や
や
自
己
完
結
的
な
、
そ
れ
で
い
て
病
に
対
す
る
心
理
的
な
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
ら

れ
ず
に
声
高
に
叫
ぶ
こ
と
し
か
で
き
な
い
、
憤
慨
と
困
惑
の
な
い
交
ぜ
に
な
っ
た
悲
痛
な
詩
で
あ
る
と
見
な
せ
よ
う
。
同
じ
く
「
病
身
」
の
語
を
用
い
た

唐
詩
と
し
て
、
羅
袞
の
七
律
「
清
明
赤
水
寺
居
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
七
三
四
）
の
頷
聯
に
、
「
浮
生
浮
世
只
多
事
、
野
水
野
花
娯
病
身
（
浮
生

浮
世

只

、
、
、

多
事
な
り
、
野
水

野
花

病
身
を
娯
し
む
）
」
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
精
神
的
な
余
裕
や
超
然
と
し
た
態
度
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

季
節
と
病
の
関
連
性
に
つ
い
て
さ
ら
に
付
け
加
え
て
お
く
な
ら
ば
、
「
出
城
、
寄
権
璩
・
楊
敬
之
」
の
第
一
・
二
句
は
春
の
形
象
と
し
て
は
美
的
に
詠

じ
ら
れ
て
い
る
が
、
か
え
っ
て
そ
れ
だ
け
に
一
篇
全
体
に
位
置
づ
け
る
場
合
に
は
、
ど
こ
か
よ
そ
よ
そ
し
く
、
語
り
手
を
疎
外
す
る
か
の
よ
う
に
受
け
取

れ
よ
う*13

。
春
は
四
時
の
規
則
的
な
運
行
に
則
っ
て
、
温
暖
な
気
候
や
生
気
に
溢
れ
る
植
物
を
現
前
さ
せ
る
。
李
賀
は
「
万
里
」
の
向
こ
う
ま
で
無
限
に
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広
が
る
か
の
よ
う
な
華
々
し
い
風
物
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
自
認
し
て
い
る
。
第
一
句
な
ど
は
春
の
形
象
と
し
て
は
大
づ
か
み
な
描
写
で
あ
る
が
、

そ
れ
だ
け
に
普
遍
的
な
光
景
で
も
あ
る*14

。
「
出
城
、
寄
権
璩
・
楊
敬
之
」
に
は
、
生
気
漲
る
春
の
季
節
の
躍
動
感
と
、
そ
れ
と
は
対
照
的
な
手
の
打
ち
よ

う
の
な
い
李
賀
の
境
遇
が
対
比
的
に
語
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
彼
の
苛
立
ち
や
悲
哀
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

大
い
な
る
自
然
の
循
環
と
、
あ
る
べ
き
理
想
の
自
己
の
両
方
か
ら
疎
外
さ
れ
る
卑
小
な
存
在
と
し
て
し
か
あ
り
え
な
い
こ
と
の
悲
哀
を
、
李
賀
は
病
を
契

機
と
し
て
感
得
し
て
い
る
と
い
え
よ
う*15

。

一
方
、
特
定
の
個
人
に
宛
て
た
作
品
で
は
な
い
が
、
李
賀
に
は
「
出
城
、
寄
権
璩
・
楊
敬
之
」
と
同
じ
く
春
を
背
景
と
し
な
が
ら
、
小
康
状
態
に
あ
る

病
を
詠
じ
た
詩
も
見
受
け
ら
れ
る
。
「
南
園
十
三
首
」
〈
其
九
〉
（
『
箋
注
』
五
一
九
頁
、
全
四
句
）
で
あ
る
。
「
南
園
十
三
首
」
は
、
『
箋
注
』
が
、
「
…
…

這
組
詩
当
写
於
元
和
八
年
春
夏
間
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
元
和
八
年
（
八
一
三
）
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
詠
じ
ら
れ
た
連
作
で
あ
る
。
〈
其
八
〉
に

は
、
「
春
水
初
生
乳
燕
飛
（
春
水
初
め
て
生
じ
て
乳
燕
飛
ぶ
）
」
と
あ
る
し
、
〈
其
十
〉
に
は
、
「
無
心
裁
曲
臥
春
風
（
曲
を
裁
す
る
に
心
無
く
し
て
春
風
に

、
、

、
、

臥
す
）
」
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
二
首
の
間
に
挟
ま
れ
て
い
る
〈
其
九
〉
も
春
景
を
描
写
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

泉
沙
耎
臥
鴛
鴦
暖

泉
沙

耎

か
に
臥
し
て
鴛
鴦
暖
か
に

や
わ
ら

曲
岸
回
篙
舴
艋
遅

曲
岸

篙
を
回
ら
し
て
舴
艋
遅
し

さ
く
ぼ
う

瀉
酒
木
蘭
椒
葉
蓋

酒
を
瀉
ぐ

木
蘭

椒
葉
の
蓋

病
容
扶
起
種
菱
糸

病
容

扶
起
し
て
菱
糸
を
種
う

う

曽
益
の
注
に
よ
っ
て
大
意
を
把
握
し
て
お
き
た
い
。

泉
沙
転
則
鴛
鴦
動
、
岸
曲
則
舟
行
遅
。
木
蘭
堪
以
貯
酒
、
椒
葉
蓋
受
辛
香
也
。
病
容
初
起
、
載
酒
種
菱
、
亦
一
楽
事
。
猶
前
云
課
種
瓜
也
（
泉
沙

転
ず
れ
ば
則
ち
鴛
鴦
動
き
、
岸
曲
が
れ
ば
則
ち
舟
行
遅
し
。
木
蘭
堪
え
て
以
て
酒
を
貯
え
、
椒
葉
の
蓋
は
辛
香
を
受
く
る
な
り
。
病
容
初
め
て
起
こ

り
て
、
酒
を
載
せ
菱
を
種
う
る
は
、
亦
た
一
の
楽
事
な
り
。
猶
前
に
課
し
て
瓜
を
種
え
し
む
と
云
う
が
ご
と
き
な
り
）
。
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鴛
鴦
は
い
か
に
も
の
び
の
び
と
し
て
お
り*16

、
屈
曲
し
た
水
流
を
行
く
舟
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
速
度
で
進
ん
で
い
く
。
周
囲
の
事
物
が
す
で
に
そ
う
で

あ
る
よ
う
に
、
李
賀
の
内
面
に
も
「
出
城
、
寄
権
璩
・
楊
敬
之
」
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
波
立
ち
は
な
い
。
第
三
句
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
酒
の
香
り
が
積
極

的
な
気
分
を
誘
っ
た
の
で
も
あ
ろ
う
か
、
病
体
を
起
こ
し
て
も
ら
っ
て*17

菱
の
植
え
付
け
を
手
伝
っ
た
と
い
う*18

。
す
な
わ
ち
そ
れ
が
曽
益
の
い
う
「
楽

事
」
で
あ
る
。
「
課
し
て
瓜
を
種
え
し
む
」
と
い
う
の
は
「
南
園
十
三
首
」
〈
其
三
〉
（
『
箋
注
』
五
〇
八
頁
）
に
、
「
自
課
越
傭
能
種
瓜
（
自
ら
越
傭
に
課

し
て
能
く
瓜
を
種
え
し
む
）
」
と
あ
る
の
を
指
す
。
雇
い
人
の
助
力
を
え
て
、
瓜
を
植
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
心
を
楽
し
ま
せ
る
よ
う
な
温
暖
な

佳
景
に
囲
ま
れ
な
が
ら
も
、
病
を
患
っ
た
自
己
を
認
識
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
は
、
い
か
な
る
状
況
に
あ
っ
て
も
病
が
常
に
意
識
の
片
隅
に
位
置
し
て
い
た

こ
と
の
証
左
と
な
ろ
う
。

春
の
華
や
ぎ
は
病
者
に
積
極
的
な
行
為
を
促
す
も
の
で
も
あ
る
。
「
南
園
十
三
首
」
〈
其
九
〉
と
類
似
し
た
主
題
の
作
品
と
し
て
、
劉
言
史
の
「
扶
病
春

亭
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
四
六
八
、
全
四
句
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

強
梳
稀
髪
著
綸
巾

強
い
て
稀
髪
を
梳
り
て
綸
巾
を
著
け

捨
杖
空
行
試
病
身

杖
を
捨
て
て
空
し
く
行
き
て
病
身
を
試
さ
ん
と
す

花
間
自
欲
裴
回
立

花
間

自
ら
裴
回
せ
ん
と
欲
し
て
立
つ
も

稚
子
牽
衣
不
許
人

稚
子
は
衣
を
牽
き
て
人
を
許
さ
ず

身
支
度
を
整
え
て
花
咲
く
道
を
散
策
し
よ
う
と
試
み
る
劉
言
史
で
あ
る
が
、
病
状
を
心
配
し
て
で
あ
ろ
う
、
幼
い
子
供
に
引
き
留
め
ら
れ
た
と
詠
じ
て

い
る
。
自
分
の
思
う
よ
う
に
外
出
も
で
き
な
い
不
自
由
な
現
状
に
対
す
る
無
力
感
が
劉
言
史
の
胸
中
に
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
こ
の
詩
に
お

い
て
は
自
身
の
情
け
な
さ
が
ユ
ー
モ
ア
に
包
ん
で
詠
じ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
悲
哀
を
抑
制
し
た
詩
的
感
興
を
漂
わ
せ
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。

「
南
園
十
三
首
」
〈
其
九
〉
と
「
扶
病
春
亭
」
の
両
首
は
、
病
め
る
自
己
に
時
と
し
て
訪
れ
る
日
常
生
活
中
の
さ
さ
や
か
な
精
神
の
弛
緩
を
掬
い
取
っ
て

詠
じ
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
。
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（
二
）
「
仁
和
里
雑
叙
皇
甫
湜
、
湜
新
尉
陸
渾
」
に
つ
い
て

続
い
て
取
り
上
げ
る
「
仁
和
里
雑
叙
皇
甫
湜
、
湜
新
尉
陸
渾
」
（
『
箋
注
』
九
一
頁
、
全
二
〇
句
）
は
、
詩
題
に
あ
る
と
お
り
、
洛
陽
の
仁
和
里
に
お
い

て
皇
甫
湜
に
向
け
て
詠
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
李
賀
詩
の
中
で
は
数
少
な
い
、
具
体
的
な
病
状
に
筆
が
割
か
れ
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
末
尾
の
八
句

を
引
こ
う
。

那
知
堅
都
相
草
草

那
ん
ぞ
知
ら
ん

堅
都
の
相
い
草
草
た
る
を

13
客
枕
幽
単
看
春
老

客
枕

幽
単

春
の
老
ゆ
る
を
看
る

14
帰
来
骨
薄
面
無
膏

帰
り
来
た
れ
ば
骨
薄
く
面
に
膏
無
し

15
疫
気
衝
頭
鬢
茎
少

疫
気

頭
を
衝
き
て
鬢
茎
少
な
し

16
欲
雕
小
説
干
天
官

小
説
を
雕
し
て
天
官
に
干
め
ん
と
欲
す
る
も

も
と

17
宗
孫
不
調
為
誰
憐

宗
孫

調
せ
ら
れ
ず
し
て
誰
の
憐
れ
む
と
こ
ろ
と
為
ら
ん

18
明
朝
下
元
復
西
道

明
朝

下
元

復
た
西
道

19
崆
峒
叙
別
長
如
天

崆
峒

別
れ
を
叙
し
て
長
く
天
の
如
く
な
ら
ん

20病
状
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
第
十
五
・
十
六
句
、
及
び
そ
の
前
後
に
つ
い
て
曽
益
の
注
に
よ
っ
て
大
意
を
示
そ
う
。

客
枕
幽
単
、
失
意
高
臥
。
看
春
老
、
聊
度
日
。
骨
薄
無
膏
、
染
疫
。
染
疫
故
髪
脱
。
雕
小
説
干
天
官
欲
言
事
。
宗
孫
謂
己
。
不
調
久
居
下
為
誰
憐

（
客
枕
幽
単
は
、
失
意
し
て
高
臥
す
る
な
り
。
春
の
老
ゆ
る
を
看
る
と
は
、
聊
か
日
を
度
る
な
り
。
骨
薄
く
膏
無
し
と
は
、
疫
に
染
ま
る
な
り
。
疫

に
染
ま
り
て
故
に
髪
脱
す
。
小
説
を
雕
し
て
天
官
に
干
め
て
事
を
言
わ
ん
と
欲
す
。
宗
孫
は
己
を
謂
う
。
調
せ
ら
れ
ざ
る
こ
と
久
し
く
し
て
下
に
居

る
も
誰
の
憐
れ
む
と
こ
ろ
と
為
ら
ん
）
。
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失
意
の
ま
ま
に
日
々
を
や
り
過
ご
し
つ
つ
、
宗
室
に
連
な
る
自
負
を
抱
く
李
賀
は
、
執
筆
に
よ
っ
て
官
職
を
求
め
て
い
る
が
そ
の
希
望
は
か
な
え
ら
れ

ず
、
し
か
も
誰
一
人
と
し
て
憐
れ
ん
で
く
れ
る
人
も
い
な
い
、
と
い
う
。
ま
た
、
第
十
六
句
に
つ
い
て
、
曽
益
は
次
の
よ
う
な
説
明
も
加
え
て
い
る
。

疫
天
行
四
時
疫
気
。
病
後
則
毛
髪
俱
脱
（
疫
と
は
天
行
四
時
の
疫
気
。
病
後
は
則
ち
毛
髪
俱
に
脱
す
）
。

他
に
も
例
え
ば
陳
弘
治
『
李
長
吉
歌
詩
校
釈
』
（
嘉
新
水
泥
公
司
文
化
基
金
会
、
一
九
六
九
）
に
、
「
自
叙
消
痩
之
状
。
言
自
西
都
失
意
帰
来
、
顔
色
枯

槁
、
鬢
毛
凋
落
也
」
（
一
四
〇
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
李
賀
は
疫
病
に
よ
っ
て
髪
が
抜
け
落
ち
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
強
調
し
て
お
く
べ
き
は
、
具
体
的
な
病
状
を
詠
じ
た
第
十
五
・
十
六
句
に
類
似
し
た
表
現
が
、
他
の
唐
詩
に
見
当
た
ら
な
い
点
で
あ
る
。

「
骨
薄
」
は
、
李
賀
を
除
け
ば
、
陳
子
昂
の
「
感
遇
詩
三
十
八
首
」
〈
其
四
〉
（
『
全
唐
詩
』
巻
八
三
）
に
、
「
骨
肉
且
相
薄
、
他
人
安
得
忠
（
骨
肉
す
ら

且
つ
相
い
薄
き
に
、
他
人

安
ん
ぞ
忠
を
得
ん
や
）
」
と
あ
る
の
が
目
に
つ
く
の
み
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
骨
肉
」
は
肉
親
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、

李
賀
の
句
と
は
内
容
が
異
な
る
。
「
面
無
膏
」
に
つ
い
て
も
適
当
な
類
例
が
見
出
せ
な
い*19

。
少
な
く
と
も
唐
詩
に
お
い
て
、
「
膏
」
字
を
顔
面
の
油
分
と

し
て
用
い
た
例
は
な
い
よ
う
で
あ
る*20

。
特
定
の
典
拠
を
用
い
る
の
で
は
な
く
、
実
際
に
顕
現
し
て
い
る
病
状
を
観
察
に
よ
っ
て
忠
実
に
描
こ
う
と
し
て

い
る
だ
け
に
、
迫
真
的
な
描
写
と
な
っ
て
い
る
。
第
十
六
句
に
至
っ
て
は
、
「
疫
気
」
や
「
衝
頭
」
、
「
鬢
茎
」
と
い
っ
た
一
句
を
構
成
す
る
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
の
語
彙
が
、
李
賀
以
外
の
唐
詩
に
見
当
た
ら
な
い
。
詩
語
と
し
て
は
見
慣
れ
な
い
語
を
あ
え
て
作
品
に
取
り
込
み
な
が
ら
自
己
の
病
状
を
リ
ア
リ
テ

ィ
豊
か
に
描
き
出
し
て
い
る
点
に
、
こ
の
詩
の
特
色
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。

実
は
「
疫
」
の
一
字
に
限
っ
て
見
て
も
、
『
全
唐
詩
』
中
の
用
例
は
十
に
満
た
な
い
。
ま
た
、
李
賀
は
同
字
を
二
例
用
い
て
い
る
が
、
複
数
用
い
て
い

る
の
は
李
賀
の
み
で
あ
る
。
唐
詩
の
一
例
と
し
て
、
戴
叔
倫
「
女
耕
田
行
」
（
蒋
寅
『
戴
叔
倫
詩
集
校
注
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
、
一
七
二
頁
、

全
一
八
句
）
の
第
七
・
八
句
に
は
次
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

去
年
災
疫
牛
囤
空

去
年
の
災
疫

牛
囤
空
し
く

截
絹
買
刀
都
市
中

絹
を
截
り
刀
を
買
う

都
市
の
中
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牛
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
「
疫
」
は
、
集
団
的
な
死
を
招
い
て
牛
舎
が
空
に
な
り
か
ね
な
い
ほ
ど
の
強
烈
な
感
染
力
を
持
つ
疫
病
を

指
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。
第
八
句
に
つ
い
て
『
戴
叔
倫
詩
集
校
注
』
が
、
「
暗
示
家
貧
無
銭
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
し
量
る
に
、
第
七
句
に

詠
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
疫
病
に
よ
る
家
畜
の
消
失
も
、
人
々
に
経
済
的
な
致
命
傷
を
与
え
か
ね
な
い
災
厄
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

人
間
が
罹
る
病
と
し
て
の
「
疫
」
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
杜
甫
の
「
迴
棹
」
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
二
三
、
全
二
八
句
）
に
「
衡
岳
江
湖
大
、
蒸
池
疫
癘
偏

（
衡
岳

江
湖
大
に
し
て
、
蒸
池

疫
癘

偏

な
り
）
」
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
南
方
の
地
理
的
特
徴
の
一
つ
と
し
て
語
ら
れ
る
場
合
が
複
数
認
め

ひ
と
え

ら
れ
る
。
他
に
も
韓
愈
の
「
赴
江
陵
途
中
、
寄
贈
王
二
十
補
闕
・
李
十
一
拾
遺
・
李
二
十
六
員
外
、
翰
林
三
学
士
」
（
銭
仲
聯
『
韓
昌
黎
詩
繫
年
集
釈
』

上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
四
、
二
八
八
頁
）
に
、
「
癘
疫
忽
潜
遘
、
十
家
無
一
瘳
（
癘
疫
忽
ち
潜
か
に
遘
い
、
十
家
に
一
の
瘳
ゆ
る
も
無
し
）
」
と
あ
る

あ

い

の
は
、
韓
愈
が
陽
山
令
と
し
て
左
遷
さ
れ
た
先
に
お
け
る
疫
病
の
猛
威
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
用
例
も
客
観
的
な
立
場
か
ら
「
疫
」

を
詠
じ
て
お
り
、
李
賀
「
仁
和
里
雑
叙
皇
甫
湜
、
湜
新
尉
陸
渾
」
の
よ
う
に
自
身
の
罹
患
す
る
も
の
と
し
て
は
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
一
方
、
李
賀
の
「
昌
谷
詩
」
（
『
箋
注
』
四
七
四
頁
、
全
九
八
句
）
に
は
、
杜
甫
や
韓
愈
と
同
様
に
、
客
観
的
な
視
点
か
ら
見
た
「
疫
」
が
詠
じ
ら

れ
て
い
る
。
「
昌
谷
詩
」
は
、
詩
題
に
あ
る
と
お
り
彼
の
故
郷
で
あ
る
昌
谷
（
河
南
省
福
昌
県
）
の
風
俗
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
詠
じ
た
長
篇
で
あ
り
、

そ
の
第
五
十
九
・
六
十
句
に
、
「
隣
凶
不
相
杵
、
疫
病*21
無
邪
祀
（
隣
凶
な
れ
ば
相
杵
せ
ず
、
疫
病
に
邪
祀
無
し
）
」
と
見
え
て
い
る
。
第
六
十
句
は
、
疫

病
が
蔓
延
し
て
も
で
た
ら
め
な
神
に
祈
る
よ
う
な
ま
ね
は
し
な
い
、
そ
れ
だ
け
ま
っ
と
う
な
風
俗
が
地
域
に
浸
透
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い

る
の
で
あ
る*22

。

改
め
て
「
仁
和
里
雑
叙
皇
甫
湜
、
湜
新
尉
陸
渾
」
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
な
ら
ば
、
具
体
的
な
病
状
を
述
べ
た
第
十
五
・
十
六
句
に
は
、
前
代
の
詩

に
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
語
彙
が
散
見
さ
れ
る
。
典
拠
性
の
あ
る
語
彙
の
使
用
に
よ
っ
て
類
型
的
な
病
の
描
写
に
陥
る
の
を
、
李
賀
は
あ
え
て
避
け
て

い
る
と
い
え
る
。
今
ま
さ
に
自
分
の
身
に
顕
現
し
て
い
る
病
状
を
つ
ぶ
さ
に
見
つ
め
、
そ
れ
を
皇
甫
湜
に
う
っ
た
え
か
け
よ
う
と
す
る
態
度
が
、
結
果
的

に
目
新
し
い
句
を
生
み
出
す
要
因
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う*23

。
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第
十
四
句
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
春
景
は
盛
り
を
過
ぎ
て
衰
退
し
て
い
く
。
衰
退
す
る
春
景
の
描
写
を
承
け
る
形
で
次
聯
で
は
、
顔
面
に
油
気

が
な
く
、
病
に
よ
っ
て
鬢
毛
も
抜
け
落
ち
て
い
く
と
い
っ
た
よ
う
に
、
具
体
的
な
病
態
が
詠
じ
ら
れ
る
。
季
節
の
推
移
は
自
己
の
衰
退
の
端
的
な
象
徴
と

な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
李
賀
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
の
は
、
自
己
の
身
体
的
な
状
態
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
自
己
の
境
遇
ま
で
ま
っ
た
く

思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
文
才
を
生
か
し
て
官
職
を
求
め
る
も
の
の
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
兆
し
は
な
く
、
憐
れ
ん
で
く
れ
る
者
も
い
な
い
。

李
賀
の
口
吻
は
愚
痴
っ
ぽ
く
、
こ
の
詩
を
贈
っ
た
相
手
で
あ
る
皇
甫
湜
に
憐
れ
み
を
求
め
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
訴
え
て
も
仕
方
の
な
い
窮
状
を
相
手

に
訴
え
ざ
る
を
え
な
い
ほ
ど
に
、
病
や
不
遇
感
は
李
賀
の
精
神
に
は
び
こ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

病
と
社
会
的
不
遇
が
結
び
つ
く
類
似
し
た
表
現
は
、
「
聴
穎
師
弾
琴
歌
」
（
『
箋
注
』
三
三
七
頁
、
全
一
六
句
）
に
も
認
め
ら
れ
る
。
穎
師
の
弾
く
琴
の

形
状
や
音
色
の
う
つ
く
し
さ
を
描
写
し
た
上
で
、
末
尾
の
四
句
に
、

涼
館
聞
絃
驚
病
客

涼
館

絃
を
聞
き
て
病
客
驚
く

薬
囊
暫
別
竜
鬚
席

薬
囊

暫
く
別
る

竜
鬚
の
席

請
歌
直
請
卿
相
歌

歌
を
請
わ
ば
直
ち
に
卿
相
の
歌
を
請
え

奉
礼
官
卑
復
何
益

奉
礼
は
官
卑
く
し
て
復
た
何
の
益
か
あ
ら
ん

ひ
く

と
詠
じ
ら
れ
る
の
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
引
用
し
た
前
半
の
二
句
は
、
清
・
王
琦
が
、
「
病
中
聞
頴
師
琴
声
高
妙
、
不
覚
為
之
坐
起
、
有
霍
然
病
已
之
意

（
病
中

頴
師
の
琴
声
の
高
妙
な
る
を
聞
き
て
、
覚
え
ず
之
の
為
に
坐
起
し
、
霍
然
と
し
て
病
已
む
の
意
有
り
）
」
と
注
を
付
し
て
い
る
よ
う
に
、
病
を

忘
れ
て
飛
び
起
き
る
ほ
ど
に
頴
師
の
奏
で
る
琴
の
音
は
素
晴
ら
し
い
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
す
ぐ
れ
た
演
奏
を
耳
に
し
て
も
、
そ
の
感
動
は

結
局
の
と
こ
ろ
自
身
が
拝
命
し
て
い
た
官
職
（
奉
礼
郎
）
へ
の
不
満
に
す
り
替
え
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る*24

。
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二

弟
や
使
用
人
に
送
っ
た
詩
に
お
け
る
病
の
表
象

本
節
で
は
、
「
示
弟
」
（
『
箋
注
』
四
七
一
頁
）
と
「
昌
谷
読
書
示
巴
童
」
（
『
箋
注
』
六
八
頁
）
を
例
に
取
り
な
が
ら
、
近
親
者
で
あ
る
弟
や
、
日
常
的

に
接
す
る
機
会
が
多
い
で
あ
ろ
う
使
用
人
を
作
品
享
受
の
対
象
と
す
る
詩
に
お
い
て
、
李
賀
の
病
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
。

（
一
）
「
示
弟
」
に
つ
い
て

ま
ず
は
「
示
弟
」
（
『
箋
注
』
四
七
一
頁
、
全
八
句
）
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

別
弟
三
年
後

弟
に
別
れ
て
三
年
の
後

1
還
家
一
日
余

家
に
還
り
て
一
日
余
り

2
醁
醽
今
夕
酒

醁
醽

今
夕
の
酒

3
緗
帙
去
時
書

緗
帙

去
時
の
書

4
病
骨
猶
能
在

病
骨

猶
能
く
在
り

5
人
間
底
事
無

人
間

底
事
か
無
か
ら
ん

な
に
ご
と

6
何
須
問
牛
馬

何
ぞ
須
い
ん
牛
馬
を
問
う
を

7
拋
擲
任
梟
盧

拋
擲
し
て
梟
盧
に
任
さ
ん

8元
和
七
年
（
八
一
二
）
、
奉
礼
郎
の
職
を
辞
し
て
昌
谷
に
帰
郷
し
、
三
年
ぶ
り
に
弟
に
再
会
し
た
際
の
作
で
あ
る
。
第
五
句
以
下
に
つ
い
て
、
曽
益
は

次
の
よ
う
に
注
を
付
し
て
い
る
。

五
以
得
見
為
幸
、
六
言
時
命
不
常
耳
。
七
・
八
言
以
己
為
牛
即
牛
、
馬
即
馬*25

。
一
聴
自
然
、
無
所
置
力
、
如
博
者
之
任
梟
盧
而
已
（
五
は
以
て
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見
ゆ
る
を
得
て
幸
い
と
為
し
、
六
は
時
命
の
常
な
ら
ざ
る
を
言
う
の
み
。
七
・
八
は
己
を
以
て
牛
な
れ
ば
即
ち
牛
、
馬
な
れ
ば
即
ち
馬
と
為
ら
ん
こ

と
を
言
う
。
一
え
に
自
然
に
聴
き
、
力
を
置
く
所
無
き
こ
と
、
博
者
の
梟
盧
に
任
す
が
如
き
の
み
）
。

第
五
句
は
弟
に
再
会
で
き
た
幸
運
を
、
第
六
句
は
命
運
に
は
不
安
定
な
要
素
が
付
き
物
で
あ
る
と
い
う
普
遍
的
な
真
理
を
そ
れ
ぞ
れ
詠
じ
て
い
る
。
病

は
治
癒
し
て
い
な
い
も
の
の
小
康
状
態
を
維
持
し
て
お
り
、
だ
か
ら
こ
そ
弟
と
再
会
で
き
た
、
そ
の
僥
倖
を
詠
じ
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

第
七
・
八
句
に
つ
い
て
は
、
あ
た
か
も
博
者
が
出
目
に
任
せ
る
よ
う
に
、
力
む
こ
と
な
く
行
く
末
を
自
然
の
な
り
ゆ
き
に
委
ね
る
態
度
を
示
す
も
の
と
曽

益
は
解
し
て
い
る
。

「
病
骨
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
第
五
句
に
つ
い
て
、
以
下
に
分
析
を
加
え
て
い
く
。
ま
ず
、
病
に
罹
っ
て
い
る
状
態
を
「
在
」
字
に
よ
っ
て
示
し

た
表
現
と
し
て
は
、
例
え
ば
謝
霊
運
（
三
八
五
～
四
三
三
）
の
「
遊
南
亭
」
（
『
文
選
』
巻
二
二
）
に
、
「
薬
餌
情
所
止
、
衰
疾
忽
在
斯
（
薬
餌

情
の
止

む
る
所
、
衰
疾

忽
ち
斯
に
在
り
）
」
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
李
賀
と
同
時
代
の
例
と
し
て
は
、
孟
郊
の
「
戯
贈
無
本
二
首
」
〈
其
一
〉
（
華
忱
之
・
喩
学

才
『
孟
郊
詩
集
校
注
』
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
九
五
、
三
〇
〇
頁
）
に
、
「
金
痍
非
戦
痕
、
峭
病
方
在
茲
（
金
痍

戦
痕
に
非
ず
、
峭
病

方
に
茲
に

在
り
）
」
と
見
え
て
お
り
、
こ
れ
は
謝
霊
運
の
句
と
構
造
が
類
似
し
て
い
る
。

「
病
（
疾
）
」
と
「
在
」
の
組
み
合
わ
せ
そ
の
も
の
は
そ
れ
ほ
ど
珍
し
く
な
い
詠
じ
方
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
従
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
人
の
個
性
は
、

二
字
の
中
間
に
用
い
ら
れ
て
い
る
副
詞
的
要
素
に
顕
現
す
る
こ
と
と
な
る
。
李
賀
の
詩
で
い
え
ば
「
猶
能
」
が
そ
れ
に
当
た
る*26

。
「
猶
能
」
の
語
は
、
六

朝
期
の
例
と
し
て
は
王
僧
孺
の
「
春
怨
」
（
『
玉
台
新
詠
』
巻
六
、
全
二
〇
句
）
に
次
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
。

万
里
断
音
書

万
里

音
書
断
え

7
十
載
異
棲
宿

十
載

棲
宿
を
異
に
す

8
積
愁
落
芳
鬢

積
愁

芳
鬢
落
ち

9
長
啼
壊
美
目

長
啼

美
目
壊
る

く
ず

10
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…
…

…
…

幾
過
度
風
霜

幾
た
び
か
過
ぎ
て
風
霜
を
度
る

19
猶
能
保
煢
独

猶
お
能
く
煢
独
を
保
つ

20遠
征
し
た
夫
は
十
年
も
帰
っ
て
こ
ず
、
作
中
の
主
人
公
で
あ
る
妻
の
容
貌
は
衰
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
心
変
わ
り
す
る
こ
と
な
く
、
今
も
孤
独
に

待
ち
続
け
て
い
る
、
と
い
う
典
型
的
な
閨
怨
詩
の
筋
立
て
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

末
尾
の
句
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
思
婦
が
「
煢
独
を
保
つ
」
状
態
を
継
続
す
る
こ
と
は
、
封
建
道
徳
上
の
肯
定
的
な
価
値
を
帯
び
て
い
る
。
し

か
し
、
残
さ
れ
た
妻
の
そ
う
し
た
道
徳
的
な
行
為
は
、
自
然
と
い
つ
ま
で
も
保
持
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
無
策
で
い
れ
ば
道
徳
的
純
粋
性
は
外

部
の
夾
雑
物
に
し
ば
し
ば
曇
ら
さ
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
い
つ
途
切
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
「
煢
独
を
保
つ
」
と
い
う
行
為
は
、
当
事
者
の

強
靭
な
意
志
に
よ
っ
て
継
続
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
作
者
の
驚
き
と
純
心
へ
の
称
讃
の
意
味
合
い
が
、
「
猶
能
」
に
込
め
ら
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
猶
能
」
の
句
が
末
尾
に
配
置
さ
れ
て
い
る
点
に
も
着
目
し
た
い
。
王
僧
孺
の
「
春
怨
」
以
降
、
「
猶
能
」
の
語
は
、
唐
詩
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
末

尾
の
一
句
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る*27

。
個
々
の
用
例
の
偏
差
を
ひ
と
ま
ず
度
外
視
す
る
な
ら
ば
、
「
猶
能
」
の
語
は
、
一
篇
を
閉
じ
る
に
ふ
さ
わ

し
い
余
情
を
結
論
的
に
示
唆
し
う
る
語
彙
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

付
け
加
え
て
お
く
な
ら
ば
、
王
僧
孺
「
春
怨
」
の
末
尾
の
一
句
は
、
夫
の
長
年
に
渡
る
不
在
と
い
う
好
転
さ
せ
る
べ
き
否
定
的
状
況
の
中
に
、
思
婦
の

堅
固
な
道
徳
性
と
い
う
部
分
的
な
肯
定
的
側
面
を
見
出
そ
う
と
す
る
王
僧
孺
の
姿
勢
を
基
盤
と
す
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
の
句
で

一
篇
が
閉
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
作
中
人
物
が
置
か
れ
て
い
る
境
遇
を
改
善
す
る
た
め
の
具
体
的
な
手
立
て
に
は
言
及
し
な
い
、
一
種
の
楽
天
的
な
態

度
の
表
れ
で
あ
る
と
も
見
な
せ
る
。
無
論
、
王
僧
孺
の
意
図
は
残
さ
れ
た
妻
の
感
傷
と
、
さ
ら
に
は
そ
こ
に
溺
れ
な
い
堅
固
な
意
志
を
描
く
点
に
あ
る
ゆ

え
、
現
実
的
な
境
遇
改
善
の
方
途
を
詠
じ
て
い
な
い
の
は
当
然
と
い
え
ば
当
然
で
あ
る
。
つ
ま
り
王
僧
孺
「
春
怨
」
は
作
品
内
部
の
仮
構
空
間
と
は
距
離
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を
置
い
て
、
そ
の
空
間
に
対
す
る
積
極
的
な
関
与
は
自
制
す
る
と
い
う
創
作
の
前
提
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
政
治
上
の
切
実
な
問
題
を
、
そ
も
そ
も

身
近
な
も
の
と
し
て
引
き
受
け
よ
う
と
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
李
賀
の
場
合
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
「
猶
能
」
を
用
い
た
第
五
句
で
、
ま
ず
は
自
己
の
身
体
を
蝕
ん
で
い
る
病
の
存
在
を
確
認
し
た
上
で
、

次
句
に
お
い
て
、
人
生
に
は
何
事
も
起
こ
り
う
る
と
い
う
一
般
的
真
理
を
持
ち
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
病
に
対
す
る
観
念
的
な
解
決
の
糸
口
を
、
一
義
的

に
は
弟
に
、
そ
し
て
二
義
的
に
は
自
分
自
身
に
向
け
て
口
ず
さ
む
。
つ
ま
り
、
王
僧
孺
が
否
定
的
な
状
況
の
中
か
ら
強
い
て
肯
定
的
価
値
を
摘
出
す
る
た

め
に
「
猶
能
」
を
用
い
て
い
た
の
に
対
し
て
、
李
賀
は
病
が
癒
え
な
い
と
い
う
否
定
的
状
況
を
認
め
て
あ
る
が
ま
ま
に
受
け
止
め
つ
つ
、
し
か
し
そ
れ
は

人
間
の
生
全
体
を
視
野
に
入
れ
れ
ば
取
り
立
て
て
悲
観
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
い
う
よ
う
に
、
俯
瞰
を
契
機
と
す
る
価
値
の
転
換
を
表
現
す
る
た
め
の

足
が
か
り
の
一
つ
と
し
て
、
「
猶
能
」
が
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
個
別
の
苦
境
を
人
的
営
為
全
体
の
中
に
相
対
的
に
位
置
づ
け
よ
う

と
す
る
試
み
が
、
李
賀
の
詩
に
潜
在
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か*28

。

次
に
、
同
じ
く
「
猶
能
」
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
例
と
し
て
、
李
賀
と
同
時
代
の
賈
島
の
作
品
で
あ
る
「
病
蟬
」
（
斉
文
榜
『
賈
島
集
校
注
』
人
民
文
学

出
版
社
、
二
〇
〇
一
、
三
〇
一
頁
、
全
八
句
）
を
取
り
上
げ
て
比
較
検
討
し
て
み
た
い
。
こ
れ
は
詩
題
か
ら
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
病
と
も
関
連
す
る
。

前
段
の
四
句
に
、

病
蟬
飛
不
得

病
蟬
飛
ば
ん
と
し
て
得
ず

向
我
掌
中
行

我
の
掌
中
に
向
い
て
行
る

お

め
ぐ

折
翼
猶
能
薄

折
翼

猶
能
く
薄
ま
り

と
ど

酸
吟
尚
極
清

酸
吟

尚
極
め
て
清
し

た
か

と
見
え
て
い
る
。
病
に
よ
っ
て
飛
べ
な
く
な
っ
た
蟬
は
、
賈
島
の
て
の
ひ
ら
の
中
で
わ
ず
か
に
身
を
進
め
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
の
よ
う
で
あ
る
。
「
猶
能
」

を
用
い
て
折
れ
た
羽
を
引
き
ず
り
な
が
ら
佇
む
蟬
の
姿
を
描
写
す
る
第
三
句
は
、
克
服
す
べ
き
苦
境
（
＝
病
）
の
中
に
残
さ
れ
た
わ
ず
か
な
活
力
を
提
示
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し
て
い
る
。
「
黄
雀
並
鳶
鳥
、
俱
懐
害
爾
情
（
黄
雀
並
び
に
鳶
鳥
は
、
俱
に
爾
を
害
す
る
情
を
懐
く
）
」
と
い
う
よ
う
に
、
凶
悪
な
外
敵
の
存
在
を
示
唆
す

る
二
句
に
よ
っ
て
一
篇
が
閉
じ
ら
れ
て
い
る
点
に
鑑
み
れ
ば
、
蟬
の
命
が
も
う
い
く
ば
く
も
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
お
の
ず
と
連
想
さ
れ
る
。
局
限
さ

れ
つ
つ
あ
る
命
の
中
で
な
お
清
冽
な
響
き
を
た
て
る
蟬
に
、
賈
島
が
自
分
の
境
遇
を
重
ね
て
同
情
を
寄
せ
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
持
ち
前
の
本
領
を
十

全
に
発
揮
で
き
な
い
現
況
の
不
自
由
さ
は
、
賈
島
自
身
の
も
の
で
も
あ
る
と
い
え
る
。
限
り
な
く
自
己
の
能
力
が
抑
制
さ
れ
つ
つ
あ
る
現
況
を
、
一
篇
全

体
を
通
し
て
蟬
に
仮
託
し
な
が
ら
比
喩
的
に
造
形
し
よ
う
と
す
る
賈
島
は*29

、
価
値
の
転
換
に
よ
る
自
己
救
済
に
は
舵
を
切
ら
な
い
。
病
と
関
連
づ
け
て

「
猶
能
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
点
で
李
賀
の
「
示
弟
」
と
賈
島
の
「
病
蟬
」
は
共
通
す
る
が
、
そ
の
内
実
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
相
違
を
呈
し
て

い
る
と
見
な
し
て
い
い*30

。

こ
こ
ま
で
、
「
猶
能
」
と
い
う
語
に
着
目
し
な
が
ら
、
李
賀
「
示
弟
」
の
第
五
句
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
き
た
。
こ
の
句
を
含
む
第
五
・
六
句
に
込

め
ら
れ
た
李
賀
の
意
図
は
、
克
服
す
べ
き
苦
難
で
あ
る
病
が
、
弟
と
は
三
年
ぶ
り
の
再
会
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
に
癒
え
て
い
な
い
こ
と
を
一

度
受
け
入
れ
た
上
で
、
そ
れ
を
広
く
認
め
ら
れ
た
人
生
訓
に
照
ら
し
て
再
解
釈
し
、
自
身
の
憂
慮
を
隠
蔽
す
る
点
に
あ
る
。
人
生
に
は
起
こ
り
え
な
い
こ

と
な
ど
な
い
、
と
い
う
当
た
り
前
と
い
え
ば
当
た
り
前
の
哲
理
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
、
自
身
の
病
を
矮
小
化
し
て
作
品
に
形
象
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
一
見
楽
天
的
に
も
映
る
態
度
を
装
う
そ
の
口
吻
は
、
ど
こ
か
投
げ
や
り
な
印
象
す
ら
与
え
る
が
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
弟
の
不
安
を
除
こ
う
と
す

る
、
兄
と
し
て
の
李
賀
の
精
い
っ
ぱ
い
の
気
遣
い
と
韜
晦
が
背
景
に
あ
れ
ば
こ
そ
、
こ
う
し
た
詩
句
が
詠
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

韜
晦
の
態
度
は
末
尾
の
二
句
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
病
を
含
む
万
事
が
人
知
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
き
れ
る
も
の
で
は
な
い
限

り
、
運
を
天
に
任
せ
て
時
々
刻
々
と
変
化
す
る
事
態
に
対
応
す
る
の
み
、
と
詠
じ
て
い
る
の
が
そ
う
で
あ
る
。
実
人
生
の
行
く
末
を
さ
い
こ
ろ
博
打
に
見

立
て
る
大
胆
な
比
喩
は
、
何
事
に
も
動
じ
な
い
心
性
の
表
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
悟
り
き
っ
た
よ
う
な
開
き
直
り
が
、
自
身
の
病
と
対
峙
す
る

際
の
李
賀
の
心
理
の
基
調
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
前
節
で
取
り
上
げ
た
作
品
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
詩
の
読
者
と
し
て
想
定
す
る
相

手
の
違
い
に
よ
っ
て
、
病
の
表
象
は
異
な
る
相
貌
を
見
せ
う
る
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
韜
晦
の
態
度
を
示
す
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
た
「
梟
盧
」
の
語
は
、
李
賀
も
含
め
て
『
全
唐
詩
』
に
五
例
を
数
え
る
の
み
の
目
新
し
い
詩

語
で
あ
る
。
賭
博
を
意
味
す
る
や
や
通
俗
的
な
素
材
で
あ
る
だ
け
に
、
詩
に
取
り
込
ま
れ
る
の
が
遅
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
李
賀
は
「
梟
盧
」
の
語
に
備
わ

っ
て
い
る
通
俗
性
を
利
用
し
て
詩
に
軽
み
を
添
え
、
病
に
ま
つ
わ
る
深
刻
さ
を
回
避
し
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。
そ
れ
で
は
、
唐
代
の
他
の
例
と
比
較
し

て
、
李
賀
の
表
現
上
の
特
質
は
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
李
賀
以
外
の
唐
詩
の
用
例
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

唐
詩
に
お
い
て
初
め
に
「
梟
盧
」
の
語
が
見
ら
れ
る
の
は
、
杜
甫
の
「
今
夕
行
」
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
一
、
全
一
〇
句
）
で
あ
る
。

今
夕
何
夕
歲
云
徂

今
夕

何
の
夕
ぞ
歲
云
に
徂
く

こ
こ

ゆ

1
更
長
燭
明
不
可
孤

更
長
く
燭
明
ら
か
に
し
て
孤
な
る
可
か
ら
ず

2
咸
陽
客
舎
一
事
無

咸
陽
の
客
舎

一
事
無
し

3
相
与
博
塞
為
歓
娯

相
い
与
に
博
塞
し
て
歓
娯
を
為
す

4
馮
陵
大
叫
呼
五
白

馮
陵

大
叫
し
て
五
白
を
呼
ぶ

5
袒
跣
不
肯
成
梟
盧

袒
跣

肯
て
梟
盧
を
成
さ
ず

6
英
雄
有
時
亦
如
此

英
雄

時
有
り
て
か
亦
た
此
く
の
如
し

7
邂
逅
豈
即
非
良
図

邂
逅

豈
即
ち
良
図
に
非
ず
や

8大
晦
日
と
い
う
年
に
一
度
の
め
で
た
い
夜
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
杜
甫
は
暇
を
持
て
余
し
て
い
た
た
め
、
人
々
と
集
ま
っ
て
さ
い
こ
ろ
博
打
に
興
じ

た
と
詠
じ
て
い
る
。
第
五
・
六
句
は
、
大
声
で
出
目
を
叫
び
、
肌
脱
ぎ
に
な
っ
て
真
剣
に
遊
ぶ
、
い
か
に
も
粗
野
で
荒
々
し
い
男
た
ち
が
目
に
浮
か
ぶ
よ

う
な
描
写
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
勇
猛
な
男
た
ち
、
つ
ま
り
「
英
雄
」
と
の
「
邂
逅
」
を
杜
甫
は
楽
し
ん
で
い
る
。
こ
こ
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
「
梟

盧
」
は
、
大
晦
日
に
ふ
さ
わ
し
い
賑
や
か
さ
を
演
出
し
て
い
る
と
い
え
る
。
杜
甫
は
実
際
の
博
打
の
場
を
描
写
す
る
た
め
に
「
梟
盧
」
の
語
を
用
い
て
お

り
、
李
賀
が
比
喩
的
に
同
語
を
用
い
た
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
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元
稹
（
七
七
九
～
八
三
一
）
の
詩
に
は
「
梟
盧
」
が
二
例
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
戯
贈
楽
天
復
言
」
（
周
相
録
『
元
稹
集
校
注
』
上
海
古
籍

出
版
社
、
二
〇
一
一
、
六
五
四
頁
、
全
八
句
）
を
見
て
い
き
た
い
。

楽
事
難
逢
歳
易
徂

楽
事
は
逢
い
難
く
歳
は
徂
き
易
し

1
白
頭
光
景
莫
令
孤

白
頭
の
光
景

孤
な
ら
し
む
る
莫
れ

2

…
…

…
…

眼
力
少
将
尋
案
牘

眼
力

少
し
く
将
に
案
牘
を
尋
ね
ん
と
し

5
心
情
且
強
擲
梟
盧

心
情

且
く
強
い
て
梟
盧
を
擲
つ

6初
句
で
時
の
移
ろ
い
や
す
さ
に
言
及
し
、
次
句
で
は
そ
の
肉
体
的
顕
現
で
あ
る
白
髪
を
詠
じ
て
い
る
。
冒
頭
の
二
句
は
先
に
見
た
杜
詩
の
書
き
出
し
と

構
造
が
似
通
っ
て
お
り
、
直
接
的
な
影
響
関
係
が
想
定
で
き
る
。
第
五
・
六
句
は
、
身
心
両
面
の
老
い
を
前
提
と
し
て
、
文
書
と
向
き
合
う
日
常
の
業
務

や
、
日
々
の
気
構
え
に
つ
い
て
詠
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
視
力
の
低
下
に
よ
っ
て
一
字
一
字
を
追
う
よ
う
に
し
て
仕
事
を
こ
な
し
て
い
る
が
、
そ
う
か

と
い
っ
て
精
神
的
に
塞
ぎ
込
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
、
元
稹
は
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

い
た
ず
ら
に
老
い
を
慨
嘆
す
る
の
で
は
な
く
、
運
を
天
に
任
せ
る
と
い
う
開
き
直
っ
た
心
情
が
、
「
梟
盧
」
の
比
喩
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
と
見

な
せ
る
。
と
も
す
れ
ば
憂
い
に
沈
み
が
ち
な
精
神
を
、
「
強
い
て
」
博
打
に
挑
む
と
き
の
よ
う
な
心
持
ち
に
切
り
替
え
る
と
い
う
の
は
、
よ
り
よ
く
老
い

を
生
き
る
た
め
の
知
恵
で
も
あ
る
。
知
音
で
あ
る
白
居
易
に
送
っ
た
「
戯
詩
」
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
元
稹
は
博
打
と
い
う
卑
俗
な
モ
チ
ー
フ
を
取
り
込
み
え

た
の
で
あ
ろ
う
。
第
六
句
に
「
心
情
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
し
て
、
実
際
の
行
為
と
し
て
の
博
打
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
比
喩

的
な
意
味
で
「
梟
盧
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
李
賀
に
通
底
す
る
用
例
で
あ
る
と
い
え
る
。

続
い
て
、
韓
愈
の
「
送
霊
師
」
（
銭
仲
聯
『
韓
昌
黎
詩
繫
年
集
釈
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
四
、
二
〇
二
頁
、
全
九
〇
句
）
に
も
、
「
梟
盧
」
の
語

が
見
え
て
い
る
。
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囲
棋
闘
白
黒

棋
を
囲
み
て
白
黒
を
闘
わ
し

17
生
死
随
機
権

生
死

機
権
に
随
う

18
六
博
在
一
擲

六
博

一
擲
に
在
り

19
梟
盧
叱
迴
旋

梟
盧

迴
旋
を
叱
す

20
戦
詩
誰
与
敵

詩
を
戦
わ
し
て
誰
か
与
に
敵
せ
ん

21
浩
汗
横
戈
鋋

浩
汗

戈
鋋
を
横
た
う

22
飲
酒
尽
百
従

酒
を
飲
み
て
百
従
を
尽
く
し

23
嘲
諧
思
逾
鮮

嘲
諧

思
い
逾
い
よ
鮮
な
り

24詩
を
送
っ
た
相
手
で
あ
る
霊
師
の
、
仏
僧
ら
し
か
ら
ぬ
嗜
好
や
優
れ
た
才
覚
を
列
挙
し
て
い
る
。
霊
師
は
、
囲
碁
や
博
打
を
好
み
、
詩
を
作
っ
て
は
誰

も
敵
わ
な
い
ほ
ど
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
尋
常
で
な
い
量
の
酒
を
嗜
む
。
こ
こ
で
詠
じ
ら
れ
て
い
る
博
打
は
、
お
お
よ
そ
僧
侶
で
あ
れ
ば
行
わ
な
い
よ
う
な

俗
事
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
ま
で
、
唐
詩
に
お
け
る
「
梟
盧
」
の
用
例
を
概
観
し
て
き
た
。
杜
甫
を
筆
頭
と
す
る
い
ず
れ
の
例
も
、
「
梟
盧
」
の
語
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て

作
品
に
通
俗
的
な
要
素
を
加
味
し
て
い
る
。
杜
甫
及
び
韓
愈
の
例
は
、
実
際
の
賭
博
の
場
を
想
定
し
た
表
現
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
点
で
李
賀
と
は
発
想

が
異
な
る
。
李
賀
と
同
じ
よ
う
に
、
自
分
自
身
の
楽
天
的
な
気
構
え
を
表
現
す
る
た
め
に
こ
の
語
を
用
い
て
い
る
の
は
元
稹
で
あ
る
。
元
稹
の
「
戯
贈
楽

天
復
言
」
は
、
李
賀
の
詩
の
よ
う
に
親
類
に
宛
て
た
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
親
密
な
交
誼
を
結
ん
で
い
た
白
居
易
に
向
け
て
「
戯
」

れ
に
送
っ
た
作
品
で
あ
る
だ
け
に
、
「
梟
盧
」
を
詠
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
鮮
明
に
な
る
や
や
く
だ
け
た
口
吻
が
、
気
兼
ね
の
な
い
二
人
の
関
係
性
を
一
層

強
調
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
元
稹
は
老
い
を
、
李
賀
は
病
を
念
頭
に
置
い
て
「
梟
盧
」
を
用
い
て
お
り
、
そ
こ
に
両
者
の
差
異
が
認
め

ら
れ
る
。
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結
局
の
と
こ
ろ
、
「
示
弟
」
に
お
い
て
李
賀
は
、
現
在
の
病
状
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
の
か
を
い
い
た
い
の
で
は
な
く
、
人
間
生
活
の

中
で
は
病
も
含
め
て
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
、
だ
か
ら
自
己
の
意
思
を
か
た
く
な
に
通
そ
う
と
す
る
よ
り
も
、
運
を
天
に
任
せ
る
の
が
賢
明
だ
と
い

う
考
え
方
を
叙
述
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
方
向
に
作
品
が
傾
斜
し
て
い
く
背
景
に
、
詩
を
与
え
た
相
手
が
身
近
な
存
在
で
あ
る
弟

だ
っ
た
と
い
う
要
因
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
「
昌
谷
読
書
示
巴
童
」
に
つ
い
て

次
に
、
「
昌
谷
読
書
示
巴
童
」
（
『
箋
注
』
六
八
頁
、
全
四
句
）
を
見
て
い
き
た
い
。
こ
れ
は
李
賀
に
仕
え
て
い
た
巴
蜀
地
方
出
身
の
童
牧
（
＝
「
巴
童
」
）

に
示
し
た
作
品
で
あ
る
。

虫
響
灯
火
薄

虫
響
き
て
灯
火
薄
く

宵
寒
薬
気
濃

宵
寒
く
し
て
薬
気
濃
や
か
な
り

こ
ま

君
憐
垂
翅
客

君
は
憐
れ
む

垂
翅
の
客
を

辛
苦
尚
相
従

辛
苦
し
て
尚
相
い
従
う

こ
の
詩
に
つ
い
て
曽
益
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

虫
響
灯
薄
、
宵
寒
薬
濃
、
其
愁
病
可
知
。
愁
病
従
失
意
来
故
曰
垂
翅
。
此
時
而
相
従
、
出
人
情
外
矣
。
矧
辛
苦
乎
。
曰
君
憐
、
志
感
也
（
虫
響
き

て
灯
薄
く
、
宵
寒
く
し
て
薬
濃
や
か
な
る
と
は
、
其
の
病
を
愁
う
る
こ
と
知
る
可
し
。
病
を
愁
う
る
は
失
意
従
り
来
た
る
が
故
に
垂
翅
と
曰
う
。
此

よ

の
時
に
し
て
相
い
従
う
は
、
人
情
の
外
に
出
づ
。

矧

や
辛
苦
す
る
を
や
。
君
は
憐
れ
む
と
曰
う
は
、
志
の
感
ず
る
な
り
）
。

い
わ
ん

薄
暗
く
て
寒
い
部
屋
の
中
に
、
虫
の
音
が
響
き
、
薬
の
臭
い
が
立
ち
込
め
て
い
る
。
そ
う
し
た
周
囲
の
情
景
か
ら
病
へ
の
憂
愁
を
読
み
取
る
曽
益
の
解

釈
は
自
然
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
篇
は
沈
鬱
な
心
情
の
吐
露
に
は
傾
斜
し
な
い
。
い
つ
離
れ
て
い
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
よ
う
な
辛
苦
を
、
な
お
も
と
も
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に
し
て
く
れ
る
巴
童
へ
の
思
い
入
れ
が
、
後
半
の
二
句
に
顕
現
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
昌
谷
読
書
示
巴
童
」
に
は
姉
妹
篇
と
も
い
う
べ
き
作
品
が
存
在
す
る
。
「
巴
童
答
」
（
『
箋
注
』
六
九
頁
、
全
四
句
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
昌
谷
読
書

示
巴
童
」
に
表
現
さ
れ
て
い
た
李
賀
の
ね
ぎ
ら
い
に
対
す
る
巴
童
の
返
答
を
、
李
賀
自
身
が
同
じ
形
式
の
詩
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
。

巨
鼻
宜
山
褐

巨
鼻

山
褐
に
宜
し
く

龐
眉
入
苦
吟

龐
眉

苦
吟
に
入
る

非
君
唱
楽
府

君
楽
府
を
唱
う
る
に
非
ず
ん
ば

誰
識
怨
秋
深

誰
か
怨
秋
の
深
き
を
識
ら
ん

「
あ
な
た
さ
ま
が
楽
府
を
詠
じ
て
く
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
誰
も
怨
め
し
い
秋
の
深
ま
り
な
ど
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
」
（
第
三
・
四
句
）

と
い
う
よ
う
に
、
日
頃
は
あ
え
て
伝
え
る
機
会
の
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
内
心
を
、
巴
童
は
吐
露
し
て
い
る*31

。
病
を
患
い
な
が
ら
継
続
し
て
い
た
李
賀
の

創
作
営
為
に
意
味
や
価
値
を
与
え
た
の
は
、
知
識
人
で
あ
る
と
こ
ろ
の
知
人
た
ち
で
は
な
く
、
社
会
的
に
は
無
力
で
あ
る
巴
童
で
あ
っ
た
と
い
え
る*32

。

改
め
て
「
昌
谷
読
書
示
巴
童
」
を
見
て
み
る
と
、
第
二
句
に
は
立
ち
込
め
る
「
薬
気
」
が
詠
じ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
背
後
に
病
を
患
う
作
者
の
存
在
が

暗
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
病
そ
の
も
の
へ
の
憂
苦
が
詩
の
前
面
に
立
ち
現
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
李
賀
と
時
代
を
同
じ
く

す
る
王
建
（
七
六
六
～
八
三
二
？
）
の
七
律
「
晩
秋
病
中
」
（
王
宗
堂
『
王
建
詩
集
校
注
』
中
州
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
、
四
〇
〇
頁
）
に
、
李
賀
の

詩
と
同
様
「
薬
気
」
の
語
を
用
い
な
が
ら
、

偶
逢
新
語
書
紅
葉

偶
た
ま
新
語
に
逢
え
ば
紅
葉
に
書
す
る
も

3
難
得
閑
人
話
白
雲

閑
人
を
得
難
く
し
て
白
雲
に
話
す

4

…
…

…
…

病
多
体
痛
無
心
力

病
み
て
体
の
痛
き
こ
と
多
く
心
力
無
し

7



- 129 -

更
被
頭
辺
薬
気
薫

更
に
頭
辺
に
薬
気
の
薫
る
を
被
る

8
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
と
比
較
す
る
と
そ
の
特
徴
が
明
確
に
な
る
。
病
に
侵
さ
れ
て
い
て
も
王
建
の
創
作
意
欲
は
活
発
で
あ
り
、
思
い
つ
い
た
言
葉
を
紅

葉
に
書
き
つ
け
る
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
暇
を
見
つ
け
て
付
き
合
っ
て
く
れ
る
人
は
な
く
、
せ
い
ぜ
い
白
雲
に
向
か
っ
て
話
し
か
け
る
の
が
関
の
山
で

あ
る
。
気
軽
に
話
し
合
え
る
相
手
が
い
な
い
た
め
、
王
建
は
病
中
の
鬱
憤
を
紛
ら
せ
な
い
で
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
多
病
に
よ
る
肉
体
の
苦
痛
や
そ

れ
に
伴
う
精
神
的
な
衰
弱
を
作
品
末
尾
に
至
っ
て
意
識
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
薬
気
の
熏
ぶ
る
部
屋
の
中
、
気
の
合
う
相
手
と
て
な
い
寂
寞
感
が
病
人
を
苛

ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

翻
っ
て
李
賀
の
詩
を
見
て
み
る
と
、
小
さ
な
灯
火
が
ぽ
つ
ん
と
灯
る
寒
い
夜*33

と
い
う
、
寂
寥
と
し
た
周
囲
の
状
況
が
あ
ら
か
じ
め
提
示
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
は
王
建
詩
に
似
て
病
者
の
悲
観
を
示
唆
す
る
か
に
見
え
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
情
景
は
、
そ
の
後
に
展
開
さ
れ
る
李
賀
と
巴
童
の
人
間
味
溢
れ
る
や

り
と
り
を
裏
側
か
ら
効
果
的
に
演
出
す
る
の
で
あ
っ
て
、
貧
賤
や
病
に
対
す
る
歎
き
の
表
徴
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
李
賀
詩
と
王
建
詩
と
の
相
違
点
は
、

第
三
者
の
存
在
、
な
か
ん
ず
く
心
の
通
ず
る
理
解
者
の
有
無
で
あ
る
と
い
っ
て
い
い
。

薬
を
使
用
す
る
の
は
一
晩
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
巴
童
が
日
頃
か
ら
そ
の
準
備
な
ど
に
従
事
し
て
い
た

可
能
性
も
あ
る
。
そ
う
し
た
日
常
的
な
営
み
に
よ
っ
て
李
賀
と
巴
童
と
の
間
に
血
の
通
っ
た
人
間
ら
し
い
交
流
が
生
ま
れ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
き
っ

か
け
の
一
つ
は
病
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
い
わ
ば
病
の
肯
定
的
な
側
面
に
表
現
の
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
病
そ
の
も
の

に
対
す
る
負
の
感
情
が
、
「
昌
谷
読
書
示
巴
童
」
に
お
い
て
は
抑
制
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
解
釈
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

先
に
引
い
た
李
賀
の
「
仁
和
里
、
雑
叙
皇
甫
湜
、
湜
新
尉
陸
渾
」
（
『
箋
注
』
九
一
頁
）
に
は
、
「
欲
雕
小
説
干
天
官
、
宗
孫
不
調
為
誰
憐
（
小
説
を
雕

し
て
天
官
を
干
め
ん
と
欲
す
る
も
、
宗
孫
調
せ
ら
れ
ず
し
て
誰
の
憐
れ
む
と
こ
ろ
と
為
ら
ん
）
」
と
見
え
て
お
り
、
こ
こ
に
は
官
僚
社
会
で
の
活
躍
に
対

も
と

す
る
意
欲
と
、
そ
れ
と
は
相
反
す
る
不
遇
な
状
況
に
あ
る
自
分
に
同
情
し
て
手
を
差
し
伸
べ
る
者
と
て
な
い
孤
独
感
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
表
現

と
の
比
較
を
通
し
て
こ
こ
で
述
べ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
李
賀
が
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
孤
独
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う



- 130 -

こ
と
で
あ
る
。
以
上
に
見
て
き
た
巴
童
と
の
関
係
性
が
そ
れ
を
裏
書
き
す
る
。
そ
し
て
、
社
会
的
栄
達
に
付
き
物
の
打
算
を
排
除
し
た
、
血
の
通
っ
た
人

間
関
係
が
成
立
し
た
背
景
に
、
病
が
積
極
的
な
意
味
で
作
用
を
し
て
い
た
こ
と
も
、
合
わ
せ
て
特
筆
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

本
章
の
冒
頭
で
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
病
を
中
心
的
な
テ
ー
マ
に
据
え
た
李
賀
論
は
、
す
で
に
汗
牛
充
棟
の
観
を
呈
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
多
く
の
論
者
の
目
を
引
く
に
足
る
だ
け
の
問
題
提
起
力
を
は
ら
ん
だ
テ
ー
マ
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
も
す
で
に
述
べ
た
こ
と

で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
論
稿
の
大
部
分
を
占
め
る
の
は
、
李
賀
独
特
の
幻
想
的
な
文
体
が
形
成
さ
れ
た
要
因
と
し
て
、
病
を
想
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

病
を
詠
じ
た
作
品
そ
の
も
の
の
分
析
が
極
め
て
少
な
い
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
先
行
研
究
の
傾
向
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
章
で
は
、
生
身
の
人
間
で
あ
る
李
賀
の
体
質
的
特
徴
を
作
品
の
個
性
と
短
絡
す
る
の
で
は
な

く
、
表
現
の
分
析
に
考
察
の
重
点
を
置
い
た
。
換
言
す
れ
ば
、
李
賀
の
病
気
体
質
を
作
品
の
個
性
の
裏
づ
け
と
す
る
の
で
は
な
く
、
病
の
描
写
の
中
に
個

性
や
工
夫
を
見
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
伝
記
的
事
実
と
し
て
の
李
賀
の
病
を
追
求
す
る
た
め
に
、
詩
を
そ
の
根
拠
と
な
る
史
料
と

し
て
読
む
の
で
は
な
く
、
詩
中
の
病
の
描
写
が
一
篇
の
中
で
ど
の
よ
う
な
機
能
や
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
表
現
を
支
え
て
い
る

詩
人
の
発
想
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
と
い
っ
た
諸
点
の
究
明
こ
そ
、
作
品
理
解
に
欠
か
せ
な
い
要
素
で
あ
る
と
見
な
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

上
記
の
目
的
を
達
す
る
た
め
の
手
が
か
り
と
し
て
、
本
章
で
は
、
想
定
さ
れ
る
読
者
の
相
違
に
よ
っ
て
病
を
詠
じ
た
李
賀
の
詩
を
分
類
し
、
個
別
に
検

討
を
加
え
て
き
た
。

知
友
に
送
っ
た
作
品
に
お
け
る
病
の
表
象
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
探
る
に
際
し
て
は
、
「
出
城
、
寄
権
璩
・
楊
敬
之
」
と
「
仁
和
里
雑
叙
皇

甫
湜
、
湜
新
尉
陸
渾
」
を
例
に
取
っ
た
。
こ
れ
ら
の
詩
に
は
、
あ
り
う
べ
き
理
想
的
な
自
己
と
、
そ
う
し
た
姿
か
ら
は
か
け
離
れ
た
現
実
と
の
間
で
引
き
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裂
か
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
李
賀
の
焦
燥
や
憤
懣
が
表
出
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
病
は
、
そ
う
し
た
否
定
的
な
感
情
を
助
長
す
る
よ
う
な
も
の
と
し
て
詠

じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
と
同
時
に
こ
れ
ら
の
詩
に
お
け
る
病
に
は
、
そ
れ
を
相
手
に
知
ら
せ
る
こ
と
で
自
分
へ
の
配
慮
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
意
図
が
、

多
か
れ
少
な
か
れ
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
物
質
的
な
支
援
や
精
神
的
な
顧
慮
を
相
手
に
求
め
る
よ
う
な
直
接
的
な
表
現
こ
そ
な
い
も
の
の
、
何

ら
か
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
対
す
る
期
待
が
背
後
に
見
え
隠
れ
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
誰
の
憐
れ
む
と
こ
ろ
と
為
ら
ん
」
（
「
仁
和
里
雑
叙
皇
甫

湜
、
湜
新
尉
陸
渾
」
の
第
一
八
句
）
と
い
う
表
現
に
端
的
な
形
で
う
か
が
え
る
よ
う
な
孤
独
感
や
悲
哀
が
、
こ
の
節
で
取
り
上
げ
た
作
品
の
基
調
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

弟
や
使
用
人
に
送
っ
た
、
「
示
弟
」
や
「
昌
谷
読
書
示
巴
童
」
に
も
病
が
詠
じ
ら
れ
て
い
た
。
「
示
弟
」
に
お
け
る
病
は
、
「
人
生
に
は
起
こ
り
え
な
い

こ
と
な
ど
な
い
」
と
い
う
哲
理
に
よ
っ
て
韜
晦
さ
れ
て
い
た
。
三
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
弟
に
対
す
る
李
賀
の
配
慮
が
、
そ
う
し
た
表
現
を
成
立
さ
せ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
必
ず
し
も
唐
代
に
お
い
て
は
普
遍
的
な
詩
語
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
「
梟
盧
」
と
い
う
道
具
立
て
を
取
り
込
む
こ
と
で
、
一
篇
に
通
俗

的
な
お
お
ら
か
さ
を
加
味
し
て
い
る
の
も
、
弟
に
心
配
を
か
け
ま
い
と
す
る
、
兄
た
る
李
賀
の
気
丈
な
ふ
る
ま
い
に
他
な
ら
な
い
。
「
昌
谷
読
書
示
巴
童
」

に
は
「
薬
気
」
の
語
が
見
え
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
病
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
憂
愁
の
対
象
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
召
使
で
あ

る
巴
童
と
の
間
の
、
血
の
通
っ
た
人
間
関
係
の
形
成
を
可
能
に
し
た
媒
介
と
し
て
の
意
味
合
い
が
濃
厚
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
巴
童
は
李
賀
の
創
作
営

為
に
価
値
を
見
出
し
た
人
物
で
も
あ
っ
た
。
自
己
に
肯
定
的
な
存
在
意
義
を
見
出
す
と
き
、
病
に
対
す
る
憂
愁
は
後
景
化
す
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

全
体
に
共
通
し
て
い
え
る
の
は
、
想
定
さ
れ
る
読
者
や
詩
の
主
題
に
よ
っ
て
、
病
の
表
象
の
在
り
様
は
変
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
強
調
し
て
お

く
べ
き
は
、
こ
う
し
た
自
他
の
間
を
取
り
持
つ
媒
介
と
し
て
の
病
は
、
常
に
生
の
現
場
を
基
盤
と
し
て
作
品
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
病
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
死
の
観
念
が
、
李
賀
の
特
異
な
作
風
の
形
成
に
寄
与
し
た
と
す
る
解
釈
は
複
数
の
先
行
研
究
に
示
さ
れ
て
い
る
が*34

、
本
章
で
検
討

を
加
え
て
き
た
作
品
群
に
よ
る
限
り
、
病
と
死
は
、
少
な
く
と
も
表
面
的
に
は
結
び
つ
い
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
死
で
は
な
く
、
病
は
む
し
ろ
生
と
向

き
合
う
契
機
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。
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*1

『
李
商
隠
文
編
年
校
注
』
に
従
っ
て
該
当
す
る
部
分
の
み
引
い
て
お
く
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

長
吉
将
死
時
、
忽
昼
見
一
緋
衣
人
、
駕
赤
虬
、
持
一
版
、
書
若
太
古
篆
或
霹
靂
石
文
者
。
云
当
召
長
吉
。
長
吉
了
不
能
読
。
歘
下
榻
叩
頭
言
、
「
阿
㜷
老
且
病
、
賀
不
願

去
」
。
緋
衣
人
笑
曰
、
「
帝
成
白
玉
楼
、
立
召
君
為
記
。
天
上
差
楽
不
苦
也
」
。
長
吉
独
泣
。
辺
人
尽
見
之
。
少
之
長
吉
気
絶
。

*2

張
宗
福
『
李
賀
研
究
』
（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
九
）
の
第
十
章
「
李
賀
詩
歌
的
病
態
美
」
に
、
「
李
賀
病
得
非
常
厳
重
、
二
十
七
歳
就
英
年
早
逝
的
事
実
可
以
完
全
証
明
這
一

点
」
（
二
〇
四
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

*3

例
え
ば
曹
琰
「
論
李
賀
的
病
変
与
文
変
」
（
『
科
技
信
息
』
二
〇
〇
九
、
第
二
九
期
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

一
般
来
説
、
疾
病
帯
給
人
們
的
是
痛
苦
、
但
于
詩
人
的
創
作
而
言
、
未
必
不
是
好
事
、
由
于
身
体
上
的
病
痛
、
李
賀
不
能
像
正
常
人
那
様
為
生
活
而
四
処
奔
走
、
他
只
能
一

個
人
悶
在
家
里
頭
想
着
自
己
的
心
事
、
写
着
詩
歌
、
斟
酌
字
句
、
為
此
其
詩
歌
現
実
性
雖
不
強
、
但
却
充
満
了
幻
想
、
用
字
也
凝
練
、
別
致
、
独
具
一
種
風
格
。
（
五
九
八

頁
）

曹
琰
氏
は
、
病
に
よ
っ
て
強
い
ら
れ
た
非
行
動
的
な
生
活
が
、
李
賀
の
作
品
に
幻
想
性
を
与
え
た
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
そ
う
し
た
側
面
が
多
か
れ
少
な
か
れ
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
本
章
も
否
定
は
し
な
い
。
病
に
よ
る
苦
痛
を
糧
と
し
て
、
空
想
の
世
界
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
精
神
的
な
営
為
は
、
創
作
の
一
方
途
と
し
て
普
遍
的
に
認
め

ら
れ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
李
賀
が
病
と
現
に
ど
う
対
峙
し
た
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
作
品
に
表
象
さ
れ
て
い
る
か
、
と

い
っ
た
諸
点
で
あ
る
。
作
者
の
身
体
的
特
性
と
作
風
と
を
安
易
に
直
結
さ
せ
て
よ
し
と
す
る
の
で
は
な
く
、
今
一
度
表
現
に
立
ち
返
っ
て
分
析
を
加
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

*4

鎌
田
出
「
司
馬
相
如
の
病
―
―
唐
代
詠
病
詩
と
消
渇
―
―
」
（
『
中
国
詩
文
論
叢
』
第
一
〇
集
、
一
九
九
一
）
は
、
詠
病
詩
を
大
別
し
て
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
疾
病
及
び
疾
病
に
ま
つ
わ
る
話
題
が
作
詩
の
動
機
の
一
端
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
詩
―
―
す
な
わ
ち
、
詩
題
に
「
疾
病
及
び
疾
病
に
ま
つ
わ
る
話
題
」
に
関

す
る
言
及
が
表
れ
て
い
る
詩
―
―
を
狭
義
の
「
詠
病
詩
」
と
定
義
し
、
…
…
広
義
の
「
詠
病
」
詩
（
詩
題
に
限
ら
ず
広
く
疾
病
に
つ
い
て
詠
み
込
む
詩
）
と
区
別
す
る
。
（
一

五
四
頁
）
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*5
埋
田
重
夫
「
白
居
易
詠
病
詩
の
考
察
」
（
『
中
国
詩
文
論
叢
』
第
六
集
、
一
九
八
七
。
後
に
『
白
居
易
研
究
―
―
閑
適
の
詩
想
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
、
に
収
録
）
は
、
『
唐
詩

類
苑
』
や
『
唐
詩
類
苑
選
』
の
人
部
・
疾
病
に
お
け
る
採
録
状
況
か
ら
、
狭
義
の
詠
病
詩
は
中
唐
か
ら
晩
唐
に
か
け
て
活
躍
し
た
詩
人
た
ち
に
よ
っ
て
ピ
ー
ク
が
築
か
れ
た
と
判
断

し
て
い
る
が
、
両
書
に
李
賀
の
詩
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。

*6

一
例
と
し
て
、
姚
合
に
「
病
中
書
事
寄
友
人
」
（
呉
河
清
『
姚
合
詩
集
校
注
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
、
一
三
四
頁
）
、
李
端
に
「
病
後
遊
青
竜
寺
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
二

八
四
）
と
い
う
作
品
が
あ
る
。

*7

動
物
と
病
を
関
連
づ
け
て
詠
じ
た
詩
句
を
抜
き
出
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
「
犬
書
曽
去
洛
、
鶴
病
悔
遊
秦
」
（
「
始
為
奉
礼
、
憶
昌
谷
山
居
」
、
『
箋
注
』
一
三
八
頁
）
、
「
虫
棲
雁

病
蘆
筍
紅
、
迴
風
送
客
吹
陰
火
」
（
「
長
平
箭
頭
歌
」
、
『
箋
注
』
五
五
五
頁
）
。

*8

一
例
と
し
て
、
王
建
に
「
酬
張
十
八
病
中
寄
詩
」
（
王
宗
堂
『
王
建
詩
集
校
注
』
中
州
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
、
一
九
八
頁
）
と
い
う
作
品
が
あ
る
。

*9

原
文
は
次
の
と
お
り
。
「
晋
恵
帝
元
康
五
年
、
武
庫
火
焼
漢
高
祖
斬
白
蛇
剣
・
孔
子
履
・
王
莽
頭
等
三
物
、
中
書
監
張
茂
先
懼
難
作
、
列
兵
陳
衛
、
咸
見
此
剣
穿
屋
飛
去
、
莫
知

所
向
」
。

*10

陳
允
吉
・
呉
海
勇
『
李
賀
詩
選
評
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
）
は
、
「
当
初
他
満
懐
自
信
躋
入
官
場
、
現
在
却
身
荷
疾
病
凄
然
離
去
、
其
命
運
之
変
演
究
竟
是
出
于
何

故
。
這
様
的
困
惑
誠
然
不
是
李
賀
自
己
所
能
開
解
的
」
（
八
九
頁
）
と
述
べ
て
、
自
分
自
身
で
は
解
決
し
か
ね
る
現
状
に
対
す
る
李
賀
の
困
惑
を
読
み
取
っ
て
い
る
。

*11

李
賀
の
詩
に
お
け
る
剣
に
つ
い
て
は
、
清
原
文
代
「
李
賀
の
剣
」
（
『
女
子
大
文
学

国
文
篇
』
第
五
〇
号
、
一
九
九
九
）
を
参
照
。
森
瀬
壽
三
「
李
賀
詩
の
道
教
的
側
面
」

（
『
唐
詩
新
攷
』
関
西
大
学
出
版
部
、
一
九
九
八
、
所
収
。
初
出
は
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
二
八
集
、
一
九
七
六
）
に
も
関
連
す
る
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、
松
本
肇
「
李
賀
の
詩

を
め
ぐ
る
宇
宙
論
的
考
察
」
（
『
唐
代
文
学
の
視
点
』
研
文
出
版
、
二
〇
〇
六
、
所
収
。
初
出
は
内
山
知
也
編
『
中
国
文
学
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』
東
方
書
店
、
一
九
九
〇
）
の
「
五

馬
と
剣
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
（
二
）
―
―
剣
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
」
に
も
考
察
が
あ
る
。
「
出
城
、
寄
権
璩
・
楊
敬
之
」
に
つ
い
て
松
本
氏
は
、
「
出
城
別
張
又
新
酬
李
漢
」
（
『
箋
注
』
四

五
四
頁
）
の
「
時
宜
裂
大
袂
、
剣
客
車
盤
茵
。
小
人
如
死
灰
、
心
切
生
秋
榛
」
と
い
う
詩
句
を
引
い
た
上
で
、
「
李
賀
に
と
っ
て
剣
と
は
、
『
病
身
』
『
小
人
』
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
の

存
在
の
対
極
に
き
ら
め
く
あ
こ
が
れ
の
星
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
」
（
二
三
四
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

*12

他
に
も
張
籍
の
詩
と
同
じ
よ
う
に
、
「
養
」
と
「
病
」
や
「
疾
」
と
を
一
句
中
、
あ
る
い
は
対
句
に
構
成
す
る
唐
詩
の
例
は
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
韋
応
物
「
西
郊
養
疾
聞
暢



*13

加
藤
敏
「
李
賀
の
詩
と
漢
文
教
材
」
（
『
千
葉
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』
第
五
二
号
、
Ⅱ
：
人
文
・
社
会
科
学
編
、
二
〇
〇
四
）
に
、
「
志
を
得
ず
帰
郷
し
て
ゆ
く
者
に
と
っ

て
、
こ
の
『
宮
花
』
は
、
結
局
手
が
届
か
な
か
っ
た
繁
栄
に
満
ち
た
晴
れ
が
ま
し
い
役
人
と
し
て
の
日
々
の
イ
メ
ー
ジ
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
耐
え
難
い
ほ
ど
に
心
を
苛
む
は
ず

で
あ
る
。
／
苛
ま
れ
た
心
は
、
せ
め
て
自
嘲
に
よ
っ
て
そ
の
苦
痛
を
和
ら
げ
る
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
始
め
て
承
句
か
ら
転
句
へ
の
転
換
が
理

解
さ
れ
る
」
（
四
二
〇
頁
）
と
あ
る
の
が
参
考
に
な
る
。

*14

「
出
城
、
寄
権
璩
・
楊
敬
之
」
の
「
草
暖
雲
昏
万
里
春
」
と
、
先
に
取
り
上
げ
た
張
籍
「
病
中
酬
元
宗
簡
」
の
「
東
風
漸
暖
満
城
春
」
と
い
う
二
首
の
書
き
出
し
の
句
が
、
表

面
的
に
は
交
換
可
能
な
ほ
ど
に
似
通
っ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
傍
証
と
な
ろ
う
。

*15

参
考
ま
で
に
記
し
て
お
け
ば
、
当
然
な
が
ら
病
は
四
季
を
問
わ
ず
に
人
体
を
蝕
み
、
唐
代
の
詩
人
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
に
応
じ
た
病
の
様
態
を
詠
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
一

季
に
つ
き
一
首
ず
つ
例
を
挙
げ
る
と
、
春
の
例
と
し
て
白
居
易
の
「
強
起
迎
春
、
戯
寄
思
黯
」
（
謝
思
煒
『
白
居
易
詩
集
校
注
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
、
二
六
五
〇
頁
）
に
「
杖

策
人
扶
廃
病
身
、
晴
和
強
起
一
迎
春
」
と
あ
り
、
夏
の
例
と
し
て
杜
甫
の
「
多
病
執
熱
奉
懐
李
尚
書
」
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
二
一
）
に
「
衰
年
正
苦
病
侵
凌
、
首
夏
何
須
気
鬱
蒸
」
と

あ
り
、
秋
の
例
と
し
て
劉
禹
錫
の
「
思
帰
寄
山
中
友
人
」
（
瞿
蛻
園
『
劉
禹
錫
集
箋
証
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
、
一
四
七
四
頁
）
に
「
蕭
条
対
秋
色
、
相
憶
在
雲
泉
。
木

落
病
身
死
、
潮
平
帰
思
懸
」
と
あ
り
、
冬
の
例
と
し
て
白
居
易
の
「
冬
至
宿
楊
梅
館
」
（
『
白
居
易
詩
集
校
注
』
一
〇
五
七
頁
）
に
「
若
為
独
宿
楊
梅
館
、
冷
枕
単
床
一
病
身
」
と
あ

る
。

*16

陳
允
吉
・
呉
海
勇
『
李
賀
詩
選
評
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
）
は
、
「
如
『
南
園
』
第
九
首
『
泉
沙
耎
臥
鴛
鴦
暖
』
句
的
詩
境
、
明
明
白
白
脱
胎
于
老
杜
『
絶
句
二

首
』
『
沙
暖
睡
鴛
鴦
』
句
」
（
九
頁
）
と
述
べ
て
、
杜
甫
の
影
響
を
認
め
て
い
る
。

*17

病
身
を
無
理
に
起
こ
し
て
行
動
す
る
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
病
を
詠
じ
た
唐
代
の
詩
に
広
く
認
め
ら
れ
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
数
量
的
に
増
加
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
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校
書
有
新
什
見
贈
久
佇
不
至
先
寄
此
詩
」
（
孫
望
『
韋
応
物
詩
集
繫
年
校
箋
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
、
一
七
九
頁
）
の
冒
頭
に
、
「
養
病
愜
清
夏
、
郊
園
敷
卉
木
」
と
見
え
て
お
り
、

張
籍
と
同
じ
よ
う
に
季
節
（
清
夏
）
と
関
連
づ
け
て
「
養
病
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
唐
代
の
詩
人
た
ち
は
病
の
静
養
に
関
心
を
払
い
、
そ
の
時
々
の
季
節
と
絡
め
な
が
ら
そ

れ
を
作
品
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
李
賀
詩
に
同
様
の
表
現
は
見
当
た
ら
な
い
。
恢
復
を
企
図
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
李
賀
は
病
を
表
現
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
健
康

と
い
う
肯
定
的
価
値
を
喪
失
し
た
形
で
、
李
賀
は
病
と
対
峙
し
て
い
た
と
い
う
本
章
「
は
じ
め
に
」
の
指
摘
は
、
こ
う
し
た
点
か
ら
も
補
足
さ
れ
る
。



*18

「
菱
糸
」
の
語
は
、
李
賀
の
「
釣
魚
詩
」
（
『
箋
注
』
七
一
一
頁
）
に
も
、
「
菱
糸
縈
独
繭
、
蒲
米
蟄
双
魚
」
と
あ
る
が
、
『
全
唐
詩
』
に
お
い
て
は
他
に
陸
亀
蒙
が
一
例
用
い
て

い
る
に
と
ど
ま
る
。
詩
的
に
定
型
化
さ
れ
て
い
な
い
目
前
の
植
物
を
詠
じ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
病
を
押
し
て
で
も
立
ち
上
が
る
李
賀
の
心
の
浮
き
立
ち
が
滲
み
出
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

*19

李
賀
の
「
春
帰
昌
谷
」
（
『
箋
注
』
四
六
二
頁
）
に
も
「
思
焦
面
如
病
、
嘗
膽
腸
似
絞
」
と
い
う
顔
面
と
病
を
関
連
づ
け
て
詠
じ
た
例
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、
唐
代
以
前
の
詩
に

お
い
て
「
面
」
と
「
病
」
を
一
句
に
構
成
し
た
例
は
な
く
、
『
全
唐
詩
』
に
つ
い
て
も
李
賀
以
外
に
王
建
の
一
例
を
見
る
の
み
で
あ
る
。
「
宮
中
調
笑
四
首
」
〈
其
一
〉
（
『
王
建
詩
集

校
注
』
一
一
四
頁
）
に
、
「
団
扇
、
団
扇
、
美
人
病
来
遮
面
」
と
あ
り
、
病
に
罹
っ
た
宮
中
の
女
性
が
団
扇
に
よ
っ
て
顔
を
覆
い
隠
す
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
後
世
の
詩
を
含
め
て

も
、
「
面
無
膏
」
と
い
う
表
現
は
、
明
・
方
孝
孺
の
「
訊
瘧
」
（
『
遜
志
斎
集
』
巻
二
三
）
に
、
「
方
子
暫
遘
疾
、
身
疲
面
無
膏
」
と
あ
る
の
が
目
に
と
ま
る
程
度
で
あ
る
。

*20

李
賀
は
他
に
も
「
膏
」
字
を
三
例
用
い
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
土
膏
」
「
膏
蘭
」
「
蘭
膏
」
と
熟
す
。
「
土
膏
」
は
養
分
を
含
ん
だ
土
、
「
膏
蘭
」
「
蘭
膏
」
は
と
も
に
灯
火
の
油

を
指
す
語
で
あ
る
た
め
、
李
賀
詩
中
に
お
い
て
も
「
仁
和
里
雑
叙
皇
甫
湜
、
湜
新
尉
陸
渾
」
の
用
例
は
特
殊
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

*21

「
疫
病
」
は
平
易
な
語
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
『
全
唐
詩
』
に
お
い
て
は
李
賀
の
一
例
を
見
る
の
み
で
あ
り
、
李
賀
の
前
後
の
時
代
を
含
め
て
も
、
散
文
の
用
例
が
大
方
を

占
め
て
い
る
。

*22

李
賀
が
こ
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
か
ら
に
は
、
昌
谷
と
は
反
対
に
得
体
の
知
れ
な
い
よ
う
な
神
に
平
癒
を
願
う
よ
う
な
風
俗
が
局
地
的
に
は
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
う

し
た
モ
チ
ー
フ
が
詩
に
取
り
込
ま
れ
た
形
跡
は
見
出
し
が
た
い
。
た
だ
し
病
と
は
無
関
係
に
邪
神
信
仰
の
風
俗
が
詠
じ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
際
に
用
い
ら
れ
る
語

彙
の
一
例
と
し
て
「
淫
祀
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
具
体
例
を
い
く
つ
か
示
す
な
ら
ば
、
杜
甫
「
南
池
」
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
一
三
）
に
、
「
歌
舞
散
霊
衣
、
荒
哉
旧
風
俗
。
…
…
。
淫
祀

、
、

、
、

自
古
昔
、
非
唯
一
川
瀆
」
、
劉
禹
錫
「
南
中
書
来
」
（
『
劉
禹
錫
集
箋
証
』
一
四
七
三
頁
）
に
、
「
君
書
問
風
俗
、
此
地
接
炎
州
。
淫
祀
多
青
鬼
、
居
人
少
白
頭
」
と
そ
れ
ぞ
れ
詠
じ

、
、

、
、

ら
れ
て
い
る
。
「
淫
祀
」
は
『
礼
記
』
曲
礼
下
篇
を
出
典
と
す
る
語
彙
で
あ
る
。

*23

当
然
な
が
ら
、
具
体
的
病
状
の
細
部
を
描
写
し
よ
う
と
す
る
態
度
そ
の
も
の
は
、
李
賀
に
の
み
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
例
と
し
て
、
杜
甫
「
病
後
過
王
倚
飲
贈
歌
」
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れ
る
。
一
例
を
挙
げ
て
お
く
な
ら
ば
、
孟
郊
「
病
起
言
懐
」
（
華
忱
之
・
喩
学
才
『
孟
郊
詩
集
校
注
』
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
九
五
、
一
四
〇
頁
）
の
冒
頭
に
、
「
強
行
尋
渓
水
、

洗
却
残
病
姿
」
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
劉
言
史
の
「
扶
病
春
亭
」
も
同
様
で
あ
る
。



*24

「
聴
穎
師
弾
琴
歌
」
に
用
い
ら
れ
て
い
た
「
病
客
」
の
語
を
李
賀
は
も
う
一
例
用
い
て
い
る
。
「
潞
州
張
大
宅
病
酒
、
遇
江
使
寄
上
十
四
兄
」
（
『
箋
注
』
五
七
七
頁
）
の
第
五
句

か
ら
第
八
句
に
か
け
て
、
「
病
客
眠
清
暁
、
疎
桐
墜
緑
鮮
。
城
鴉
啼
粉
堞
、
軍
吹
圧
蘆
煙
」
と
詠
じ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
一
節
に
つ
い
て
曽
益
は
、
「
病
客
謂
己
。
桐
墜
亦
秋
。
鴉
啼

・
軍
吹
足
清
暁
。
言
清
暁
病
眠
所
聞
唯
是
」
と
述
べ
て
い
る
。
病
は
活
動
を
抑
制
す
る
が
、
そ
れ
と
は
反
対
に
聴
覚
を
鋭
敏
に
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
聴
穎
師
弾
琴
歌
」
に
お
い

て
李
賀
は
琴
の
音
と
病
状
と
を
結
び
つ
け
て
詠
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
聴
覚
に
ま
つ
わ
る
事
項
と
病
が
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
、
「
傷
心
行
」
（
『
箋
注
』
七
三

〇
頁
）
の
「
咽
咽
学
楚
吟
、
病
骨
傷
幽
素
」
と
い
う
二
句
も
類
型
表
現
と
見
な
せ
る
で
あ
ろ
う
。

*25

李
賀
「
示
弟
」
の
第
七
句
が
下
敷
き
に
し
て
い
る
と
さ
れ
る
『
荘
子
』
応
帝
王
篇
の
、
「
泰
氏
其
臥
徐
徐
、
其
覚
于
于
。
一
以
己
為
馬
、
一
以
己
為
牛
。
其
知
情
信
、
其
徳
甚

真
。
而
未
始
入
於
非
人
」
と
い
う
一
節
を
踏
ま
え
た
い
い
方
と
な
っ
て
い
る
。
馬
で
あ
ろ
う
が
牛
で
あ
ろ
う
が
、
他
人
が
自
分
を
そ
の
よ
う
に
見
な
す
の
な
ら
ば
、
そ
の
見
立
て
に

従
う
、
と
の
意
で
あ
る
。

*26

李
賀
の
詩
の
「
猶
」
を
「
独
」
に
作
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
が
、
今
は
底
本
に
従
っ
て
行
論
す
る
。

*27

主
要
な
詩
人
の
用
例
の
み
列
挙
し
て
お
く
な
ら
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
引
用
は
い
ず
れ
も
末
尾
の
一
聯
で
あ
る
。
孟
浩
然
「
裴
司
士
・
員
司
戸
見
尋
」
（
佟
培
基
『
孟
浩
然
詩

集
箋
注
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
、
三
二
七
頁
）
の
「
誰
道
山
公
酔
、
猶
能
騎
馬
迴
」
、
杜
甫
「
臨
邑
舎
弟
書
至
苦
雨
黄
河
泛
溢
隄
防
之
患
簿
領
所
憂
因
寄
此
詩
用
寛
其

意
」
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
一
）
の
「
却
倚
天
涯
釣
、
猶
能
掣
巨
鼇
」
、
顧
況
「
送
韋
秀
才
赴
挙
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
二
六
六
）
の
「
唯
有
残
生
夢
、
猶
能
到
日
辺
」
、
李
端
「
贈
故
将

軍
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
二
八
五
）
の
「
誰
道
廉
頗
老
、
猶
能
報
遠
讐
」
、
白
居
易
「
和
令
狐
相
公
寄
劉
郎
中
兼
見
示
長
句
」
（
『
白
居
易
詩
集
校
注
』
二
一
五
〇
頁
）
の
「
酒
軍
詩
敵
如

相
遇
、
臨
老
猶
能
一
拠
鞍
」
。

*28

ち
な
み
に
徐
夤
「
病
中
春
日
即
事
、
寄
主
人
尚
書
二
首
」
〈
其
一
〉
（
『
全
唐
詩
』
巻
七
〇
九
）
に
は
、
「
層
氷
照
日
猶
能
暖
、
病
骨
逢
春
却
未
蘇
」
と
あ
り
、
「
猶
能
」
と
病
が

近
接
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
「
猶
能
」
が
形
容
し
て
い
る
の
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
病
の
治
癒
を
促
進
す
べ
き
春
の
「
暖
」
か
さ
で
あ
っ
て
、
李
賀
と
は
発
想
が
異
な
る
。
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（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
三
）
に
「
瘧
癘
三
秋
孰
可
忍
、
寒
熱
百
日
相
交
戦
。
頭
白
眼
暗
坐
有
胝
、
肉
黄
皮
皺
命
如
線
」
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
痛
々
し
い
ま
で
に
真
に
迫
っ
た
表

現
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
特
定
の
相
手
を
対
象
と
す
る
詩
で
あ
る
点
に
お
い
て
も
李
賀
の
詩
と
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
し
杜
甫
の
作
品
は
、
詩
題
に
「
病
後
」
と
あ
る
よ
う
に
、

治
癒
し
た
後
の
回
想
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。
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*29

松
本
肇
「
賈
島
の
文
学
」
（
『
唐
代
文
学
の
視
点
』
研
文
出
版
、
二
〇
〇
六
、
所
収
。
初
出
は
『
文
芸
言
語
研
究
・
文
芸
篇
』
第
四
九
号
、
二
〇
〇
六
）
に
、
「
病
気
の
蟬
は
、

賈
島
の
自
画
像
で
あ
ろ
う
。
飛
ぼ
う
と
し
て
も
飛
べ
ず
、
多
く
の
敵
に
囲
ま
れ
て
い
る
」
（
二
七
八
頁
）
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

*30

た
だ
し
、
他
の
唐
詩
の
用
例
も
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
李
賀
と
賈
島
は
表
現
の
大
ま
か
な
方
向
性
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
し
て
一
括
り
に
し
て
お
く
べ
き
で
は
あ
る
。
二
人

と
は
明
ら
か
に
毛
色
の
異
な
る
例
も
多
々
見
受
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
元
結
「
宿
洄
渓
翁
宅
」
（
聶
文
郁
『
元
結
詩
解
』
陝
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
、

二
二
九
頁
、
全
八
句
）
の
第
三
・
四
句
に
、
「
老
翁
八
十
猶
能
行
、
将
領
児
孫
行
拾
稼
」
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
元
結
は
、
八
十
歳
に
し
て
な
お
健
脚
を
保
つ

「
老
翁
」
を
、
驚
き
の
眼
で
眺
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
老
齢
に
は
お
よ
そ
似
つ
か
わ
し
く
な
い
ほ
ど
の
肉
体
的
若
さ
を
保
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
対
す
る
意
外
性
が
、
「
猶
能
」

に
込
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

*31

巴
童
の
よ
う
な
他
者
の
評
価
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
李
賀
自
身
も
楽
府
の
制
作
に
自
信
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
「
公
莫
舞
歌
」
（
『
箋
注
』
六
九
九
頁
）
の
序
文
に
、
「
公
莫

舞
歌
者
、
詠
項
伯
翼
蔽
劉
沛
公
也
。
会
中
壮
士
、
灼
灼
於
人
。
故
無
復
書
、
且
南
北
楽
府
、
率
有
歌
引
。
賀
陋
諸
家
、
今
重
作
公
莫
舞
歌
云
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
に
よ
っ
て
理

、
、

解
さ
れ
る
。
『
史
記
』
の
い
わ
ゆ
る
鴻
門
の
会
の
一
幕
を
描
く
「
公
莫
舞
歌
」
の
先
行
作
を
、
李
賀
は
「
陋
」
と
し
て
退
け
、
改
め
て
同
題
の
一
篇
を
詠
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ

え
て
先
行
例
を
否
定
す
る
よ
う
な
序
文
は
、
そ
れ
ほ
ど
頻
繁
に
書
か
れ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

*32

封
建
社
会
上
の
下
層
に
属
す
る
人
間
を
詩
に
詠
じ
る
例
は
、
当
然
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
当
時
に
あ
っ
て
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
使
用
人
の
人
格
や
働
き
ぶ
り
を
正
当
に
評

価
し
、
個
人
名
を
書
き
入
れ
た
り
し
な
が
ら
そ
れ
を
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
数
の
詩
に
残
し
た
の
は
、
李
賀
と
近
い
時
期
で
い
え
ば
杜
甫
が
筆
頭
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
古
川

末
喜
「
杜
甫
の
農
的
生
活
を
支
え
た
使
用
人
と
夔
州
時
代
の
生
活
詩
」
（
『
杜
甫
農
業
詩
研
究
』
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
八
、
所
収
。
初
出
は
『
中
唐
文
学
会
報
』
第
七
号
、
二
〇
〇

〇
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
李
賀
が
直
接
的
に
杜
甫
を
意
識
し
て
い
た
と
は
い
い
切
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
身
分
の
差
を
度
外
視
し
た
人
間
的
な
慈
愛
に
富
ん
だ
交
流
を
詩
に
形

象
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
共
有
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。

*33

李
賀
詩
に
お
け
る
火
勢
の
衰
え
た
灯
火
に
つ
い
て
は
、
上
篇
第
一
章
を
参
照
。

*34

一
例
と
し
て
、
張
宗
福
『
李
賀
研
究
』
（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
九
）
の
第
十
章
「
李
賀
詩
歌
的
病
態
美
」
に
、
「
在
李
賀
看
来
、
死
亡
与
病
是
緊
密
聯
系
在
一
起
的
、
死
亡
因
病

而
起
、
疾
病
又
加
速
人
的
死
亡
、
因
此
在
他
的
詩
歌
里
浸
透
了
『
病
』
的
意
義
」
（
二
〇
六
頁
）
と
い
う
叙
述
が
あ
る
。
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第
二
章

年
齢
表
現
に
つ
い
て
―
―
屈
折
と
疎
外
の
自
己
表
象
―
―

は
じ
め
に

年
齢
は
、
個
人
を
規
定
す
る
客
観
的
な
指
標
の
一
つ
で
あ
る
。
年
齢
を
基
準
と
す
る
人
生
の
過
程
に
言
及
し
た
記
事
と
し
て
、
『
論
語
』
為
政
篇
の
一

節
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

子
曰
、
吾
十
有
五
而
志
于
学
。
三
十
而
立
。
四
十
而
不
惑
。
五
十
而
知
天
命
。
六
十
而
耳
順
。
七
十
而
従
心
所
欲
、
不
踰
矩
（
子
曰
く
、
吾
十
有

五
に
し
て
学
に
志
す
。
三
十
に
し
て
立
つ
。
四
十
に
し
て
惑
わ
ず
。
五
十
に
し
て
天
命
を
知
る
。
六
十
に
し
て
耳
順
う
。
七
十
に
し
て
心
の
欲
す
る

所
に
従
い
て
、
矩
を
踰
え
ず
）
。

そ
の
時
々
の
年
齢
に
対
応
し
た
儒
者
と
し
て
の
孔
子
の
生
き
方
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
端
を
発
す
る
古
典
的
年
齢
観
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
枠
組
み
が
、

古
典
中
国
に
お
け
る
知
識
人
た
ち
の
認
識
を
強
固
に
形
成
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
二
十
代
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
い
点
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
二
十
代
は
十
五
歳
で
学
問
を
開
始
し
て
よ
り
三
十
歳
で
自
立

す
る
ま
で
の
過
渡
期
、
す
な
わ
ち
人
生
の
修
行
期
間
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
二
十
代
の
自
分
を
多
く
詩
に
詠
じ
た
の
が
李
賀
で
あ
る*1

。

李
賀
の
「
贈
陳
商
」
（
『
箋
注
』
二
三
二
頁
、
全
三
四
句
）
は
、
詩
題
に
あ
る
と
お
り
、
韓
愈
の
門
人
で
も
あ
っ
た
陳
商
（
？
～
八
五
五
？
、
字
は
述
聖
）

に
向
け
て
詠
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
第
九
句
以
降
の
四
句
に
、

淒
淒
陳
述
聖

淒
淒
た
り
陳
述
聖

披
褐
鉏
俎
豆

褐
を
披
て
俎
豆
に
鉏
す

き
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学
為
尭
舜
文

学
び
て
為
む
尭
舜
の
文

お
さ

時
人
責
衰
偶

時
人
に
衰
偶
を
責
む

と
見
え
て
い
る
よ
う
に
、
時
流
を
形
成
し
て
い
る
他
者
へ
の
迎
合
を
排
し
て
、
真
摯
に
古
典
（
＝
「
尭
舜
文
」
）
と
向
き
合
う
陳
商
の
姿
が
表
現
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
よ
り
以
前
の
冒
頭
の
八
句
に
お
い
て
、
李
賀
は
自
身
の
現
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
。

長
安
有
男
児

長
安
に
男
児
有
り

二
十
心
已
朽

二
十
に
し
て
心
已
に
朽
ち
た
り

楞
伽
堆
案
前

楞
伽

案
前
に

堆

く

う
ず
た
か

楚
辞
繫
肘
後

楚
辞

肘
後
に
繫
く

人
生
有
窮
拙

人
生

窮
拙
有
り

日
暮
聊
飲
酒

日
暮

聊
か
酒
を
飲
む

祇
今
道
已
塞

祇
今

道
已
に
塞
が
る

た
だ

何
必
須
白
首

何
ぞ
必
ず
し
も
白
首
を
須
た
ん

ま

思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
「
人
生
」
に
不
満
を
抱
き
つ
つ
酒
を
あ
お
る
長
安
の
男
児
（
＝
李
賀
）
の
、
い
さ
さ
か
デ
カ
ダ
ン
ス
な
気
分
が
滲
み
出
て
い
る
。

と
り
わ
け
「
二
十
に
し
て
心
已
に
朽
ち
た
り
」
と
い
う
第
二
句
は
有
名
で
あ
る
。
こ
の
句
が
人
口
に
膾
炙
す
る
よ
う
に
な
っ
た
要
因
は
、
「
心
已
に
朽
ち

た
り
」
と
い
う
精
神
的
な
枯
渇
の
直
接
的
な
吐
露
が
、
修
辞
的
技
巧
に
傾
か
な
い
素
朴
な
表
現
で
あ
る
だ
け
に
、
真
に
迫
っ
て
読
み
手
に
強
い
印
象
を
与

え
る
の
に
加
え
、
し
か
も
「
二
十
」
の
若
さ
で
そ
の
よ
う
な
状
態
に
至
っ
た
と
い
う
悲
劇
性
が
、
李
賀
の
多
難
な
生
涯
を
こ
れ
以
上
な
い
ほ
ど
端
的
に
象

徴
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
「
朽
」
字
は
老
境
と
こ
そ
齟
齬
な
く
密
接
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
た
め
、
「
二
十
」
と
の
取
り
合
わ

せ
は
い
か
に
も
不
釣
り
合
い
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
人
目
を
引
か
ず
に
は
お
か
な
い
危
う
さ
を
含
ん
だ
句
に
な
り
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る*2

。
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自
力
で
は
ど
う
に
も
し
よ
う
の
な
い
社
会
的
不
遇
や
、
そ
れ
に
よ
っ
て
湧
き
起
こ
る
否
定
的
感
情
が
、
文
学
作
品
創
作
の
た
め
の
主
た
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
の
一
端
を
担
う
限
り
、
精
神
的
な
枯
渇
を
か
え
っ
て
情
熱
的
に
詠
じ
る
こ
と
は
、
時
代
を
問
わ
ず
普
遍
的
に
認
め
ら
れ
よ
う
。
し
か
も
そ
の
情
熱
は
、

理
知
に
乏
し
い
若
者
の
未
熟
さ
を
油
と
し
て
、
し
ば
し
ば
一
層
激
し
く
燃
え
上
が
る
。
し
て
み
る
と
、
「
贈
陳
商
」
の
第
二
句
が
個
性
的
表
現
と
な
り
え

て
い
る
理
由
は
、
一
見
さ
り
げ
な
い
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
「
二
十
」
の
語
に
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
李
賀
は
「
贈
陳
商
」
以
外
の
作
品
に
も
「
二

十
」
の
語
や
、
そ
れ
に
準
ず
る
年
齢
表
現
を
詠
じ
て
い
る*3

。
し
か
し
彼
の
年
齢
表
現
を
網
羅
的
に
取
り
上
げ
て
考
察
の
対
象
と
し
た
専
論
は
見
当
た
ら
な

い
よ
う
で
あ
る
。
李
賀
の
年
齢
表
現
に
は
ど
の
よ
う
な
含
意
が
認
め
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
、
唐
代
の
類
例
と
比
較
し
た
場
合
に
彼
の
独
自
性
は
い
か
な
る

点
に
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
、
そ
れ
ら
の
諸
点
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。

一

唐
詩
に
お
け
る
「
二
十
」
の
肖
像

李
賀
の
詩
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
に
際
し
、
ま
ず
は
他
の
唐
詩
に
お
け
る
年
齢
表
現
と
し
て
の
「
二
十
」
が
ど
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
か
を
ま

と
め
て
お
き
た
い
。

唐
詩
に
お
い
て
「
二
十
」
と
い
う
場
合
、
盧
綸
「
従
軍
行*4

」
（
劉
初
棠
『
盧
綸
詩
集
校
注
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
、
二
六
四
頁
）
の
冒
頭
に
、

二
十
在
辺
城

二
十
に
し
て
辺
城
に
在
り

軍
中
得
勇
名

軍
中

勇
名
を
得

と
あ
る
よ
う
に
、
勇
名
を
は
せ
た
兵
士
の
年
齢
を
表
す
用
例
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
兵
士
は
若
く
し
て
活
躍
の
場
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
が
、
続
く
第
三

・
四
句
に
、
「
巻
旗
収
敗
馬
、
占
磧
擁
残
兵
（
旗
を
巻
き
て
敗
馬
を
収
め
、
磧
を
占
め
て
残
兵
を
擁
す
）
」
と
見
え
て
い
る
よ
う
に
、
厳
し
い
戦
い
を
強
い

ら
れ
て
も
い
る
。
前
線
で
死
闘
を
展
開
す
る
存
在
と
し
て
、
二
十
歳
の
兵
士
が
描
写
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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盧
綸
描
く
と
こ
ろ
の
二
十
歳
の
兵
士
が
、
政
治
的
中
枢
か
ら
は
隔
た
っ
た
異
域
で
活
躍
し
て
い
た
の
に
対
し
、
韋
応
物
（
七
三
七
～
七
九
〇
）
の
「
相

逢
行
」
（
孫
望
『
韋
応
物
詩
集
繫
年
校
箋
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
、
二
三
二
頁
）
に
、

二
十
登
漢
朝

二
十
に
し
て
漢
朝
に
登
り

英
声
邁
今
古

英
声

今
古
に
邁
く

ゆ

適
従
東
方
来

適
き
て
東
方
従
り
来
た
り

ゆ

よ

又
欲
謁
明
主

又
明
主
に
謁
せ
ん
と
欲
す

…
…

…
…

邂
逅
両
相
逢

邂
逅
両
り
な
が
ら
相
い
逢
い

ふ
た

別
来
問
寒
暑

別
来

寒
暑
を
問
う

と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
明
主
」
に
謁
見
す
る
た
め
に
「
東
方
」
か
ら
中
央
へ
と
馳
せ
参
じ
た
「
二
十
」
の
英
才
で
あ
る
。
引
用
に
続
く
二
句
に
、
「
寧

知
白
日
晩
、
暫
向
花
間
語
（
寧
ぞ
白
日
の
晩
る
る
を
知
ら
ん
、
暫
く
花
間
に
向
い
て
語
る
）
」
と
見
え
て
い
る
よ
う
に
、
時
の
経
つ
の
も
忘
れ
て
語
る
若

者
は
、
花
の
似
合
う
す
が
す
が
し
い
印
象
を
与
え
る
よ
う
で
あ
る
。

学
問
や
詩
文
創
作
と
い
っ
た
文
化
的
営
為
に
お
い
て
、
二
十
歳
に
し
て
高
度
な
境
地
に
到
達
し
た
と
詠
じ
る
例
も
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
孟
雲
卿
の
「
傷

懐
贈
故
人
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
一
五
七
）
に
は
、

人
生
早
罹
苦

人
生
早
く
苦
に
罹
ら
ば

寿
命
恐
不
長

寿
命
恐
ら
く
は
長
か
ら
ず

二
十
学
已
成

二
十
に
し
て
学
已
に
成
る
も

三
十
名
不
彰

三
十
に
し
て
名
彰
ら
か
な
ら
ず
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と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
人
生
の
早
い
段
階
で
苦
労
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
命
が
長
く
は
続
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
、
二
十
歳
で
学
問
が
上
達

し
た
も
の
の
、
三
十
歳
に
な
っ
て
も
名
は
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
よ
う
に
、
現
状
へ
の
不
満
を
述
べ
る
文
脈
の
中
に
「
二
十
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。
た
だ
し
「
二
十
学
已
成
」
と
い
う
句
を
単
独
で
取
り
出
し
て
み
る
な
ら
ば
、
そ
れ
自
体
の
中
に
愁
う
べ
き
否
定
的
な
要
素
は
認
め
ら
れ
な
い
。
む
し

ろ
、
若
く
し
て
学
問
的
な
達
成
を
獲
得
す
る
こ
と
が
普
通
で
は
な
か
な
か
あ
り
え
な
い
だ
け
に
、
三
十
歳
に
至
る
ま
で
の
間
に
活
躍
す
る
場
が
え
ら
れ
な

か
っ
た
と
い
う
事
態
に
対
す
る
落
胆
が
浮
き
彫
り
に
な
る
の
で
あ
る*5

。
つ
ま
り
孟
雲
卿
の
「
二
十
」
は
、
肯
定
的
に
回
想
す
べ
き
人
生
の
一
時
点
と
し
て

詠
じ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

文
化
的
営
為
を
表
現
対
象
と
す
る
例
と
し
て
、
次
に
杜
甫
（
七
一
二
～
七
七
〇
）
の
「
酔
歌
行
」
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
三
）
を
見
て
い
き
た
い
。
こ
れ
は

原
注
に
、
「
別
従
姪
勤
落
第
帰
（
従
姪
勤
の
落
第
し
て
帰
る
に
別
る
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
い
と
こ
の
子
で
あ
る
勤
に
送
っ
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
落
第

し
た
勤
を
慰
撫
す
る
よ
う
に
、
彼
の
類
い
稀
な
る
才
能
を
讃
え
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

陸
機
二
十
作
文
賦

陸
機
は
二
十
に
し
て
文
の
賦
を
作
り

1
汝
更
少
年
能
綴
文

汝
は
更
に
少
年
に
し
て
能
く
文
を
綴
る

2

…
…

…
…

詞
源
倒
流
三
峡
水

詞
源

倒

に
流
す
三
峡
の
水

さ
か
し
ま

7
筆
陣
独
掃
千
人
軍

筆
陣

独
り
掃
う
千
人
の
軍

8
只
今
年
纔
十
六
七

只
今

年
纔
か
に
十
六
七

9
射
策
君
門
期
第
一

射
策

君
門
に
第
一
を
期
す

10二
十
歳
に
し
て
「
文
賦
」
を
作
っ
た
陸
機
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら*6

、
そ
れ
よ
り
も
若
い
「
十
六
七
」
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
試
験
で
一
定
の
成

績
を
収
め
た
勤
の
文
才
を
賛
美
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
若
年
者
の
文
学
的
才
覚
に
価
値
を
認
め
て
い
る
一
方
、
「
戯
為
六
絶
句
」
〈
其
一
〉
（
『
杜
詩
詳
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註
』
巻
一
一
）
の
「
庾
信
文
章
老
更
成
（
庾
信
の
文
章
老
い
て
更
に
成
る
）
」
と
い
う
句
が
端
的
に
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
、
杜
甫
は
、
年
齢
の
積
み
重

ね
に
よ
っ
て
文
学
作
品
の
完
成
度
は
よ
り
高
次
に
至
る
、
と
い
う
考
え
方
を
持
っ
て
い
た*7

。
「
酔
歌
行
」
に
お
い
て
、
二
十
歳
で
「
文
賦
」
を
生
み
出
し

た
陸
機*8
を
あ
え
て
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
、
一
篇
の
主
意
が
、
年
若
い
勤
を
慰
め
よ
う
と
す
る
点
に
置
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

こ
こ
ま
で
、
李
賀
を
除
く
唐
詩
に
お
け
る
、
年
齢
表
現
と
し
て
の
「
二
十
」
の
用
例
を
概
観
し
て
き
た
。
盧
綸
と
韋
応
物
は
と
も
に
固
有
名
詞
を
持
た

な
い
仮
構
の
人
物
と
し
て
二
十
歳
の
若
者
を
作
品
中
に
登
場
さ
せ
て
い
た
。
一
方
は
前
線
で
困
難
な
戦
闘
に
立
ち
向
か
う
才
気
に
満
ち
た
兵
士
と
し
て
、

一
方
は
天
子
に
謁
見
す
る
た
め
に
東
方
か
ら
馳
せ
つ
け
た
英
才
と
し
て
描
出
さ
れ
て
い
る
。
孟
雲
卿
や
杜
甫
は
、
学
問
や
詩
文
創
作
の
方
面
で
成
果
を
収

め
た
年
齢
と
し
て
「
二
十
」
を
用
い
て
い
た
。
そ
し
て
本
節
で
取
り
上
げ
た
い
ず
れ
の
例
に
も
共
通
し
て
い
る
の
は
、
作
品
中
の
二
十
歳
の
人
物
が
、
み

な
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
前
を
発
揮
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
二
十
歳
と
い
う
限
定
的
な
一
時
点
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
肯
定
的
な
評
価
の
対
象
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二

李
賀
詩
に
お
け
る
「
二
十
」
の
諸
相

（
一
）
実
際
生
活
上
の
貧
賤

李
賀
の
詩
に
お
け
る
「
二
十
」
の
諸
相
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
に
際
し
て
、
ま
ず
は
じ
め
に
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
李
賀
自
身
の
年
齢
を
暗
示

す
る
「
二
十
」
は
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
否
定
的
な
価
値
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
貧
賤
で
あ
り
、
以
下
に
取
り
上
げ
て

い
く
「
勉
愛
行
二
首
、
送
小
季
之
廬
山
」
〈
其
二
〉
と
「
南
園
十
三
首
」
〈
其
四
〉
の
二
首
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
順
に
確
認
し
て
い
き
た
い
。

「
勉
愛
行
二
首
、
送
小
季
之
廬
山
」
〈
其
二
〉
（
『
箋
注
』
五
四
一
頁
、
全
一
六
句
）
は
、
困
窮
に
よ
っ
て
養
い
き
れ
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
末
弟
を
廬

山
に
送
り
出
し
た
と
き
の
作
で
あ
る
。
第
八
句
に
、
「
下
国
饑
児
夢
中
見
（
下
国
の
饑
児

夢
中
に
見
る
）
」
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
饑
児
」
の
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語
に
よ
っ
て
弟
を
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
る
た
め
の
、
そ
れ
は
苦
肉
の
策
で
あ
っ
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
自
力
で
家
族
を
養
う

べ
き
兄
と
し
て
の
自
分
に
言
及
し
て
、
李
賀
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

維
爾
之
昆
二
十
余

維
れ
爾
の
昆

二
十
余

こ

9
年
来
持
鏡
頗
有
鬚

年
来

鏡
を
持
す
る
に
頗
る
鬚
有
り

10
辞
家
三
載
今
如
此

家
を
辞
し
て
三
載

今
此
く
の
如
し

11
索
米
王
門
一
事
無

米
を
王
門
に
索
む
る
も
一
事
無
し

も
と

12こ
こ
で
汲
み
取
っ
て
お
く
べ
き
は
、
第
九
句
に
見
え
て
い
る
よ
う
に
、
弟
に
わ
ざ
わ
ざ
自
分
の
年
齢
を
告
げ
て
い
る
こ
と
の
意
味
だ
。
そ
こ
で
考
え
て

み
た
い
の
は
、
第
十
句
と
の
関
連
性
で
あ
る
。「
頗
有
鬚
」
、
つ
ま
り
ほ
お
ひ
げ
が
生
え
て
き
た
と
詠
じ
て
い
る
の
は
、
李
賀
と
近
い
時
代
の
例
で
い
え
ば
、

岑
参
（
七
一
五
？
～
七
七
〇
？
）
の
作
で
あ
る
「
玉
門
関
蓋
将
軍
歌
」
（
劉
開
揚
『
岑
参
詩
集
編
年
箋
註
』
巴
蜀
書
社
、
一
九
九
五
、
三
七
五
頁
）
が
挙

げ
ら
れ
る
。
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

蓋
将
軍

蓋
将
軍
は

真
丈
夫

真
の
丈
夫

行
年
三
十
執
金
吾

行
年
三
十
に
し
て
執
金
吾

、
、
、
、

身
長
七
尺
頗
有
鬚

身
長
七
尺
に
し
て
頗
る
鬚
有
り

、
、
、

「
行
年
三
十
」
と
あ
る
点
に
着
目
し
た
い
。
李
賀
が
「
二
十
余
」
と
詠
じ
て
い
る
の
と
近
似
し
た
年
齢
に
言
及
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る*9

。
岑
参
詩
を
踏

ま
え
た
上
で
李
賀
詩
を
眺
め
て
み
る
な
ら
ば
、
第
十
句
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
社
会
的
な
活
躍
が
可
能
で
あ
る
よ
う
な
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
周
囲
か
ら
期
待

さ
れ
る
よ
う
な
肉
体
的
な
成
熟
、
合
わ
せ
て
精
神
的
な
そ
れ
を
も
同
時
に
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ほ
お
ひ
げ
が
生
え
る
と
い
う
肉
体
的
成
熟
は
、

岑
参
が
描
く
「
蓋
将
軍
」
の
よ
う
な
社
会
的
有
用
性
を
暗
示
す
る
。
ひ
い
て
は
、
末
弟
を
他
所
へ
や
ら
ず
に
一
族
を
自
力
で
養
え
る
だ
け
の
能
力
が
自
分
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に
は
備
わ
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
李
賀
の
自
負
が
垣
間
見
え
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
う
し
た
自
負
に
見
合
う
だ
け
の
社
会
的
身
分
や
、
あ
る
い
は
そ
れ

に
伴
う
俸
禄
が
獲
得
で
き
な
い
の
だ
と
述
べ
ざ
る
を
え
な
い
と
こ
ろ
に
、
岑
参
詩
と
は
異
な
る
李
賀
の
屈
折
し
た
年
齢
認
識
が
看
取
さ
れ
よ
う
。

た
だ
し
、
「
勉
愛
行
二
首
、
送
小
季
之
廬
山
」
〈
其
二
〉
に
お
け
る
年
齢
表
現
は
、
深
刻
な
憂
愁
の
直
情
的
な
叙
述
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
第
九
句
の
上

四
字
に
、
「
維
○
之
○
」
と
い
う
『
詩
経
』
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
フ
レ
ー
ズ
を
用
い
て*10

、
重
々
し
く
、
ま
た
そ
れ
だ
け
に
滑
稽
な
要
素
も
加
味
し
な
が

ら
自
己
の
姿
を
提
示
し
た
上
で*11

、
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
境
遇
を
、
諧
謔
を
込
め
な
が
ら
詠
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
を
要
す
る
に
、
「
二
十
余
」
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
李
賀
の
自
己
像
は
、
家
族
を
扶
養
し
て
い
く
責
任
と
、
そ
れ
が
十
分
に
可
能
で
あ
る
と

い
う
自
負
、
ま
た
そ
う
し
た
自
負
と
は
相
反
す
る
現
実
を
同
時
に
抱
え
た
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

李
賀
は
「
二
十
余
」
の
語
を
も
う
一
例
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
李
賀
自
身
で
は
な
く
作
中
人
物
の
年
齢
に
当
て
ら
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
「
栄
華

楽
」
（
『
箋
注
』
二
五
三
頁
）
の
冒
頭
に
、

鳶
肩
公
子
二
十
余

鳶
肩
の
公
子

二
十
余

え
ん
け
ん

歯
編
貝

歯
は
貝
を
編
し

唇
激
朱

唇
は
朱
を
激
す

と
あ
る
。
「
鳶
肩
の
公
子
」
、
す
な
わ
ち
後
漢
・
梁
冀*12

の
栄
華
を
主
題
と
す
る
作
品
と
な
っ
て
お
り
、
彼
の
き
ら
び
や
か
な
身
な
り
や
、
宴
会
に
居
合
わ

せ
て
い
る
女
の
華
や
か
さ
、
あ
る
い
は
私
財
を
惜
し
ま
な
い
豪
快
さ
な
ど
が
述
べ
立
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
に
お
け
る
「
二
十
余
」
は
、
若
く
し
て
貴

顕
の
身
分
に
な
っ
た
こ
と
の
そ
の
若
さ
を
強
調
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
同
じ
「
二
十
余
」
と
い
う
語
で
は
あ
っ
て
も
、
表
現
対
象
の
相
違
に
よ
っ

て
、
そ
れ
が
用
い
ら
れ
る
文
脈
は
、
「
勉
愛
行
二
首
、
送
小
季
之
廬
山
」
〈
其
二
〉
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
二
十
」
の
語
に
限
定
し
な
け
れ
ば
、
李
賀
の
詩
に
は
他
に
も
他
者
の
年
齢
に
言
及
し
た
表
現
が
見
受
け
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
「
酒
罷
、
張
大
徹

索
贈
詩
、
時
張
初
効
潞
幕
」
（
『
箋
注
』
五
六
〇
頁
）
の
冒
頭
に
、
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長
鬣
張
郎
三
十
八

長
鬣
の
張
郎

三
十
八

天
遣
裁
詩
花
作
骨

天

詩
を
裁
し
て
花
に
し
て
骨
を
作
さ
し
む

な

と
見
え
て
い
る
。
長
い
あ
ご
ひ
げ
を
た
く
わ
え
た
外
貌
と
「
三
十
八
」
と
い
う
年
齢
を
も
っ
て
、
作
詩
の
依
頼
主
で
あ
る
張
徹
を
描
出
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
ひ
げ
と
年
齢
と
を
関
連
づ
け
て
詠
じ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
「
勉
愛
行
二
首
、
送
小
季
之
廬
山
」
〈
其
二
〉
と
発
想
が
通
う
。
た
だ
し
、
「
酒

罷
、
張
大
徹
索
贈
詩
、
時
張
初
効
潞
幕
」
に
お
い
て
は
張
徹
を
賛
美
す
る
文
脈
中
に
年
齢
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
先
に
取
り
上
げ
た
「
栄
華
楽
」
が

そ
う
で
あ
っ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
自
他
の
ど
ち
ら
を
表
現
対
象
と
す
る
か
に
よ
っ
て
、
年
齢
表
現
を
媒
介
と
し
て
示
さ
れ
る
内
容
の
方
向
性
は
相
違
を

呈
す
る
の
で
あ
る*13

。

さ
て
、
李
賀
自
身
の
年
齢
と
貧
賤
が
結
び
つ
く
も
う
一
つ
の
例
と
し
て
「
南
園
十
三
首
」
〈
其
四
〉
（
『
箋
注
』
五
一
〇
頁
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

三
十
未
有
二
十
余

三
十

未
だ
有
せ
ず

二
十
余

白
日
長
饑
小
甲
蔬

白
日

長
に
饑
う
小
甲
蔬

つ
ね

橋
頭
長
老
相
哀
念

橋
頭
の
長
老

相
い
哀
れ
み
念
い

因
遺
戎
韜
一
巻
書

因
り
て
戎
韜
一
巻
の
書
を
遺
る

年
齢
表
現
を
含
む
第
一
・
二
句
に
つ
い
て
、
宋
・
呉
正
子
は
以
下
の
よ
う
に
注
し
て
い
る*14

。

男
児
三
十
成
名
、
古
人
多
言
三
十
。
今
長
吉
言
三
十
歳
猶
未
有
、
但
二
十
余
歳
耳
、
而
飢
困
已
如
此
、
…
…
（
男
児

三
十
に
し
て
名
を
成
す
、

古
人
多
く
三
十
と
言
う
。
今
長
吉
言
う
こ
こ
ろ
は
三
十
歳

猶
未
だ
有
せ
ず
し
て
、
但
二
十
余
歳
な
る
の
み
、
而
し
て
飢
え
て
困
し
む
こ
と
已
に
此

く
る

く
の
如
し
、
…
…
）
。

名
を
成
す
べ
き
三
十
と
い
う
年
齢
に
は
ま
だ
届
か
な
い
も
の
の
、
二
十
数
歳
で
飢
え
に
苦
し
む
よ
う
な
生
活
に
甘
ん
じ
て
い
る
と
詠
じ
る
の
は
、
前
途

に
対
す
る
望
み
の
薄
さ
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
飢
え
の
程
度
は
「
白
日
」
の
語
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
つ
ま
り
本
来
で
あ
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れ
ば
食
糧
を
摂
取
す
べ
き
時
間
帯
で
あ
る
日
中
も
、
李
賀
は
腹
を
満
た
せ
な
い
ほ
ど
困
窮
を
極
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
南
園
十
三
首
」
〈
其
四
〉
に
お
い

て
年
齢
表
現
に
よ
っ
て
描
出
さ
れ
た
李
賀
の
自
己
像
は
、
年
齢
に
ま
つ
わ
る
通
念
と
実
際
の
境
遇
と
が
乖
離
し
て
い
る
存
在
と
し
て
提
示
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
作
中
に
長
老
を
登
場
さ
せ
て
そ
う
し
た
自
己
を
憐
憫
の
対
象
と
し
て
詠
じ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
、
貧
賤
と
関
連
す
る
年
齢
表
現
を
見
て
き
た
。
年
齢
表
現
に
よ
っ
て
表
出
さ
れ
た
語
り
手
で
あ
る
李
賀
は
、
常
に
意
に
満
た
な
い
、
あ
る
べ

き
理
想
の
自
己
か
ら
遠
く
隔
た
っ
た
存
在
で
あ
っ
た
。

（
二
）
早
世
の
予
感

年
齢
表
現
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
李
賀
の
自
己
像
は
、
社
会
的
不
遇
や
そ
れ
に
伴
う
貧
苦
と
い
う
、
意
に
満
た
な
い
境
遇
に
甘
ん
じ
て
い
る
も
の
で
あ

っ
た
。
不
満
は
内
面
に
わ
だ
か
ま
っ
て
、
生
命
の
危
機
を
も
予
感
さ
せ
る
。

「
開
愁
歌
」
（
『
箋
注
』
一
〇
五
頁
、
全
一
二
句
）
は
、
題
に
あ
る
と
お
り
、
憂
さ
晴
ら
し
を
テ
ー
マ
と
す
る
。
そ
れ
は
第
七
・
八
句
に
、
「
旗
亭
下
馬

解
秋
衣
、
請
貰
宜
陽
一
壷
酒
（
旗
亭

下
馬
し
て
秋
衣
を
解
く
、
宜
陽
一
壷
の
酒
を

貰

ら
ん
こ
と
を
請
う
）
」
と
見
え
て
い
る
よ
う
に
、
飲
酒
に
よ
っ
て

お
ぎ
の

図
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
晴
ら
す
べ
き
愁
い
の
具
体
的
な
内
実
の
一
端
は
、
年
齢
表
現
を
用
い
な
が
ら
作
品
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

秋
風
吹
地
百
草
乾

秋
風

地
を
吹
き
て
百
草
乾
く

華
容
碧
影
生
晩
寒

華
容
の
碧
影

晩
寒
を
生
ず

我
当
二
十
不
得
意

我

二
十
に
当
た
り
て
意
を
得
ず

一
心
愁
謝
如
枯
蘭

一
心

謝
む
こ
と
を
愁
え
て
枯
蘭
の
如
し

し
ぼ

秋
風
が
ひ
と
し
き
り
地
を
吹
い
て
辺
り
一
面
に
生
え
て
い
る
草
を
乾
か
し
て
い
く
寒
々
し
い
季
節
の
中
、
李
賀
は
、
「
我
二
十
に
当
た
り
て
意
を
得
ず
」

と
い
う
よ
う
に
、
虚
飾
を
排
し
て
直
接
的
に
不
如
意
を
訴
え
て
い
る
。
ま
た
次
句
で
は
、
あ
た
か
も
枯
れ
ゆ
く
蘭
の
よ
う
に
な
す
術
も
な
く
こ
の
世
か
ら
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去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
憂
愁
を
開
陳
し
て
い
る
。
「
二
十
」
と
い
う
年
齢
が
象
徴
す
る
若
さ
と
は
お
よ
そ
対
照
的
な
思
い
の
吐

露
と
な
っ
て
い
る
わ
け
だ
。

憂
愁
を
抱
え
た
李
賀
の
心
理
の
比
喩
と
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
「
枯
蘭
」
の
「
枯
」
字
は
、
若
さ
よ
り
も
元
来
老
い
の
表
象
と
結
び
つ
き
や
す
い
。
例

え
ば
、
高
適
「
酬
岑
主
簿
秋
夜
見
贈
」
（
『
文
苑
英
華
』
巻
二
四
二
）
に
、

感
物
我
心
労

物
に
感
じ
て
我
が
心
は
労
し

、
、
、

涼
風
生
二
毛

涼
風

二
毛
を
生
ず

、
、
、

池
枯
菡
萏
死

池
枯
れ
て
菡
萏
死
し

、
、

月
上
梧
桐
高

月
上
り
て
梧
桐
高
し

と
見
え
て
お
り
、
心
労
を
原
因
と
し
て
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
白
髪
と
、
そ
れ
が
象
徴
す
る
衰
朽
に
ふ
さ
わ
し
い
景
物
と
し
て
、
「
枯
」
れ
た
池
が
描
写
さ

れ
て
い
る
。
「
涼
風
生
二
毛
」
の
句
に
つ
い
て
孫
欽
善
『
高
適
集
校
注*15

』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
四
）
は
、
潘
岳
「
秋
興
賦
幷
序
」
（
『
文
選
』
巻

一
三
）
の
序
文
に
見
え
て
い
る
、
「
余
春
秋
三
十
有
二
、
始
見
二
毛
（
余
の
春
秋

三
十
有
二
に
し
て
、
始
め
て
二
毛
を

見

す
）
」
と
い
う
記
述
を
根
拠

あ
ら
わ

と
し
て
、
「
二
毛
、
斑
白
的
頭
髪
。
此
句
感
歎
早
生
華
髪
（
二
毛
と
は
白
髪
交
じ
り
の
頭
髪
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
句
は
早
く
も
白
髪
が
生
じ
た
こ
と
を

嘆
い
て
い
る
）
」
（
七
四
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
詩
に
お
け
る
白
髪
は
、
三
十
代
と
い
う
比
較
的
早
期
に
生
え
た
も
の
と
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
実
年
齢
と
白
髪
の
生
じ
た
年
齢
と
の
不
均
衡
性
に
対
す
る
慨
嘆
を
誘
引
す
る
の
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
、
そ
れ
よ
り
も
十
歳
以
上

若
い
二
十
歳
の
時
点
で
、
李
賀
が
「
枯
」
字
を
構
成
要
素
と
す
る
「
枯
蘭
」
の
語
に
よ
っ
て
象
徴
的
に
表
現
し
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
よ
う
な
、
衰
滅

の
方
向
へ
と
傾
い
て
い
く
心
理
状
態
は
、
は
な
は
だ
し
い
屈
折
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
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（
三
）
生
の
時
間
の
外
と
内
―
―
李
賀
「
浩
歌
」
と
白
居
易
「
浩
歌
行
」
―
―

以
上
に
見
て
き
た
作
品
は
、
現
実
に
お
け
る
不
如
意
が
年
齢
と
の
対
比
に
よ
っ
て
痛
切
に
意
識
さ
れ
る
と
い
う
認
識
の
構
造
を
持
っ
て
い
た
。
年
齢
表

現
に
よ
っ
て
形
象
さ
れ
る
自
己
は
、
空
想
の
境
域
を
舞
台
と
す
る
作
品
に
も
登
場
す
る
。
「
浩
歌
」
（
『
箋
注
』
一
二
七
頁
、
全
一
六
句
）
が
そ
う
で
あ
る
。

南
風
吹
山
作
平
地

南
風

山
を
吹
き
て
平
地
と
作
り

な

1
帝
遣
天
呉
移
海
水

帝
は
天
呉
を
し
て
海
水
を
移
さ
し
む

2
王
母
桃
花
千
徧
紅

王
母
の
桃
花

千
徧
紅
な
り

3
彭
祖
巫
咸
幾
回
死

彭
祖
・
巫
咸

幾
回
か
死
す
る

4
青
毛
驄
馬
参
差
銭

青
毛
の
驄
馬

参
差
た
る
銭

5
嬌
春
楊
柳
含
細
煙

嬌
春
の
楊
柳

細
煙
を
含
む

6
箏
人
勧*16

我
金
屈
卮

箏
人

我
に
金
屈
卮
を
勧
む

7
神
血
未
凝
身
問
誰

神
血

未
だ
凝
ら
ず

身

ら
問
う
誰
ぞ
と

み
ず
か

8
不
須
浪
飲
丁
都
護

浪
り
に
飲
む
を
須
い
ず

丁
都
護

み
だ

も
ち

9
世
上
英
雄
本
無
主

世
上
の
英
雄

本
主
無
し

10
買
糸
繡
作
平
原
君

糸
を
買
い

繡

し
て
作
る

平
原
君

ぬ
い
と
り

11
有
酒
唯
澆
趙
州
土

酒
有
れ
ば
唯
澆
ぐ

趙
州
の
土
に

そ
そ

12
漏
催
水
咽
玉
蟾
蜍

漏
催
し
水
咽
ぶ

玉
蟾
蜍

13
衛
娘
髪
薄
不
勝
梳

衛
娘

髪
薄
く
し
て
梳
る
に
勝
え
ず

た

14
看
見
秋
眉
換
新
緑

秋
眉
の
新
緑
に
換
わ
る
を
看
見
る

み

15
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二
十
男
児
那
刺
促

二
十
の
男
児

那
ん
ぞ
刺
促
た
る

16冒
頭
の
四
句
で
は
、
山
が
風
に
吹
か
れ
て
平
地
と
な
り
、
海
が
そ
の
位
置
を
変
え
、
西
王
母
の
桃
花
が
千
回
咲
き
、
普
通
で
は
あ
り
え
な
い
よ
う
な
長

寿
者
で
あ
る
彭
祖
や
巫
咸
を
も
っ
て
し
て
も
何
度
も
死
を
迎
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
厖
大
な
時
間
の
経
過
を
提
示
す
る
。
そ
し
て
第
十
三
句
に
詠

じ
ら
れ
て
い
る
水
時
計
に
象
徴
さ
れ
る
時
間
の
経
過
は
、
漢
の
武
帝
に
寵
愛
さ
れ
た
衛
娘
の
美
し
い
毛
髪
を
も
奪
っ
て
い
く
。

「
浩
歌
」
詩
全
体
に
つ
い
て
最
新
の
解
釈
を
提
出
し
て
い
る
の
は
、
遠
藤
星
希
「
李
賀
の
詩
に
み
る
循
環
す
る
時
間
と
神
仙
の
死
」
（
『
日
本
中
国
学
会

報
』
第
六
五
集
、
二
〇
一
三
）
で
あ
る
。
遠
藤
氏
は
、
諸
家
の
見
解
を
総
合
的
に
勘
案
し
つ
つ
、
作
品
内
部
に
流
れ
る
時
間
に
つ
い
て
詳
細
な
考
察
を
施

し
た
上
で
、
「
二
十
の
男
児
」
と
見
え
て
い
る
末
尾
の
句
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

た
と
え
大
き
な
変
化
―
―
海
が
陸
と
な
る
よ
う
な
―
―
が
起
こ
っ
た
よ
う
に
見
え
て
も
、
循
環
す
る
四
季
の
よ
う
に
―
―
陸
が
再
び
海
に
戻
る
よ
う

に
―
―
ま
た
元
の
と
こ
ろ
に
回
帰
し
て
し
ま
う
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
今
あ
る
生
を
あ
く
せ
く
と
燃
焼
さ
せ
た
と
て
何
に
な
ろ
う
。
末
句
「
二
十
男

児
那
刺
促
」
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
諦
念
・
無
力
感
こ
そ
読
み
と
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
（
六
三
～
六
四
頁
）

循
環
す
る
時
間
に
か
ら
め
と
ら
れ
た
存
在
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
李
賀
が
自
身
と
自
然
物
と
の
間
に
共
通
性
を
見
出
し
、
し
か
も
、
そ
う
し
た
時
間
の

無
限
の
サ
イ
ク
ル
か
ら
の
脱
出
不
可
能
性
を
自
覚
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
諦
念
を
表
明
し
た
も
の
と
し
て
末
尾
の
句
を
読
む
べ
き
だ
と
、
遠
藤
氏
は
捉
え

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
十
分
首
肯
に
値
す
る
見
解
と
な
っ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
年
齢
表
現
に
着
目
す
る
と
、
多
少
の
議
論
を
追
加
し
て
お
く
余
地
が
残

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
李
賀
自
身
を
暗
示
す
る
「
二
十
の
男
児
」
の
「
二
十
」
も
「
男
児
」
も
と
も
に
彼
の
属
性
を
示
す
に
過
ぎ
ず
、
時
間
の
経
過
に
よ
っ
て
変

化
を
被
る
存
在
と
し
て
は
描
出
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
無
限
の
循
環
を
繰
り
返
す
時
間
の
中
に
放
り
込
ま
れ
て
い
る
自
然
物
や
衛
娘
と
は
な
じ
ま
な
い
異

質
な
要
素
が
読
み
取
れ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。
自
然
物
や
衛
娘
は
、
時
間
の
経
過
に
よ
っ
て
不
可
避
の
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
い
う
万
物

に
課
さ
れ
た
真
理
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
に
お
い
て
、
い
わ
ば
十
全
に
体
現
し
て
い
る
の
に
対
し
、
「
二
十
の
男
児
」
は
、
そ
う
し
た
真
理
か
ら
も
置
き
去
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り
に
さ
れ
、
「
二
十
」
と
い
う
あ
る
特
定
の
時
点
に
し
か
位
置
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
な
い
極
め
て
限
定
的
な
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
し
て
み

る
と
末
尾
の
句
は
、
自
身
を
壮
大
な
時
間
の
サ
イ
ク
ル
そ
の
も
の
か
ら
疎
外
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
と
覚
っ
た
李
賀
が
、
「
二
十
の
男
児
」
、
つ
ま
り
は
作
中

の
自
己
に
対
し
て
、
自
分
一
個
の
い
か
な
る
抵
抗
に
よ
っ
て
も
現
に
い
る
自
己
以
外
の
存
在
へ
の
変
容
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
苦
し
い
認
識
を
促
し
た
も

の
と
し
て
読
め
る
こ
と
に
な
る
。

裏
を
返
せ
ば
、
そ
の
壮
大
な
時
間
の
循
環
の
内
部
に
お
い
て
な
さ
れ
る
万
物
の
営
み
に
、
自
分
も
そ
の
一
部
と
し
て
参
画
し
よ
う
と
李
賀
は
し
て
い
た

は
ず
で
あ
る
。
そ
の
意
欲
を
自
分
自
身
で
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
「
二
十
」
と
い
う
一
時
点
を
見
据
え
て
生
き
ざ
る
を
え
な
い
李
賀
と

い
う
存
在
の
深
い
悲
哀
が
潜
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
仮
構
さ
れ
た
自
然
物
や
人
間
―
―
こ
こ
で
は
衛
娘
―
―
の
変
容
を
、
李
賀
は
ど
こ
か
ら
と
も
な

く
「
看
見
」
て
い
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
時
間
の
経
過
と
そ
れ
が
も
た
ら
す
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
変
化
の
う
ね
り
を
傍
か
ら
眺
め
る
傍
観
者
と
し
て
の
絶

み

対
的
に
孤
独
な
姿
が
、
末
尾
の
句
か
ら
立
ち
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

次
に
考
え
て
み
た
い
の
は
、
無
限
に
循
環
す
る
時
間
か
ら
疎
外
さ
れ
る
自
己
の
表
象
は
、
必
ず
し
も
一
般
的
な
自
己
認
識
の
在
り
方
で
は
な
か
っ
た
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
に
当
た
っ
て
、
李
賀
の
「
浩
歌
」
と
同
様
の
題
を
持
つ
、
白
居
易
（
七
七
二

～
八
四
六
）
の
「
浩
歌
行
」
（
謝
思
煒
『
白
居
易
詩
集
校
注
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
、
九
〇
二
頁
）
を
取
り
上
げ
よ
う
。
詩
題
が
類
似
し
て
い
る
ば
か

り
で
は
な
く
、
と
も
に
年
齢
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
両
首
に
共
通
す
る
。

白
居
易
の
「
浩
歌
行
」
は
、
李
賀
の
詩
と
は
異
な
っ
て
、
作
品
冒
頭
に
年
齢
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
第
三
句
か
ら
第
六
句
に
か
け
て
、

鬢
髪
蒼
浪
牙
歯
疏

鬢
髪

蒼
浪
と
し
て
牙
歯
疏
ら
な
り

不
覚
身
年
四
十
七

覚
え
ず
身
の
年
四
十
七

、
、
、
、
、
、
、

前
去
五
十
有
幾
年

前
に
五
十
を
去
る
こ
と
幾
年
か
有
る

、
、
、
、
、
、
、

把
鏡
照
面
心
茫
然

鏡
を
把
り
て
面
を
照
ら
し
心
は
茫
然
た
り
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と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
が
そ
う
で
あ
る
。
四
十
七
歳
の
白
居
易
は
、
髪
が
白
く
な
っ
て
歯
も
抜
け
は
じ
め
て
お
り
、
五
十
手
前
で
あ
る
と
は
い
え
、
鏡
の

中
に
自
分
の
衰
え
た
姿
を
映
し
て
は
茫
然
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
で
い
る
。
詩
は
必
然
的
に
過
ぎ
ゆ
く
若
さ
を
惜
し
む
思
い
の
表
明
へ
と
傾
き
、
そ
の
心
情

は
死
に
対
す
る
感
慨
に
赴
い
て
い
く
。

賢
愚
貴
賤
同
帰
尽

賢
愚

貴
賤

同
じ
く
帰
尽
し

15
北
邙
冢
墓
高
嵯
峨

北
邙
の
冢
墓

高
く
し
て
嵯
峨
た
り

16
古
来
如
此
非
独
我

古
来
此
く
の
如
く
し
て
独
り
我
の
み
に
非
ず

17
未
死
有
酒
且
高
歌

未
だ
死
せ
ず
し
て
酒
有
れ
ば

且

く
高
歌
せ
ん

し
ば
ら

18
顔
回
短
命
伯
夷
餓

顔
回

短
命
に
し
て
伯
夷
は
餓
う

19
我
今
所
得
亦
已
多

我
今

得
る
所
亦
た
已
に
多
し

20
功
名
富
貴
須
待
命

功
名

富
貴

須
ら
く
命
を
待
つ
べ
し

21
命
若
不
来
知
奈
何

命
若
し
来
た
ら
ず
ん
ば
知
ん
ぬ
奈
何
せ
ん

22李
賀
が
長
大
な
時
間
の
経
過
を
観
念
的
な
位
相
に
お
い
て
語
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
白
居
易
は
四
十
七
歳
ま
で
生
き
て
き
た
自
分
自
身
の
具
体
的
な
生

の
内
部
に
、
若
さ
を
保
ち
え
な
い
無
常
な
る
時
間
の
経
過
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
白
居
易
は
そ
う
し
た
無
常
感
を
単
な
る
悲
哀
の
対
象
と
し
て
い
る
の

で
は
な
い
。
生
命
の
終
着
点
で
あ
る
死
が
、
「
賢
愚
貴
賤
」
、
つ
ま
り
は
万
人
に
等
し
く
約
束
さ
れ
て
い
る
と
い
う
真
理
を
述
べ
、
「
独
り
我
の
み
」
そ
の

命
運
か
ら
逃
れ
る
術
な
ど
な
い
こ
と
を
確
信
し
、
酒
と
高
歌
放
吟
に
よ
っ
て
生
の
充
実
を
図
ろ
う
と
す
る
。

白
居
易
は
、
さ
ら
に
生
の
時
間
を
肯
定
的
に
捉
え
な
お
す
た
め
に
、
顔
回
や
伯
夷
と
い
っ
た
歴
史
人
物
を
引
き
合
い
に
出
し
て
自
分
の
境
遇
と
比
較
す

る
。
「
顔
回
の
短
命*17

」
と
比
べ
れ
ば
、
決
し
て
短
く
は
な
い
時
を
過
ご
し
て
き
た
と
、
「
知
足
」
の
精
神
に
基
づ
い
て
彼
は
感
慨
を
漏
ら
す*18

。
す
な
わ
ち

白
居
易
の
「
浩
歌
行
」
に
は
、
生
き
て
き
た
生
の
時
間
と
、
現
在
か
ら
死
に
至
る
ま
で
の
生
の
時
間
の
両
方
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
自
分
自
身
の
生
の
在
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り
方
に
積
極
的
に
関
与
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
濃
厚
に
う
か
が
え
る
の
で
あ
る*19

。
「
古
来
此
く
の
如
く
し
て
独
り
我
の
み
に
非
ず
」
と
い
う
よ
う
に
、
時

間
の
経
過
に
よ
る
不
可
避
の
変
化
を
運
命
づ
け
ら
れ
た
万
物
の
在
り
様
を
、
自
分
自
身
の
内
部
に
感
得
し
、
ま
た
そ
れ
を
理
知
的
に
引
き
受
け
る
と
こ
ろ

か
ら
、
充
足
感
を
獲
得
す
る
た
め
の
自
身
の
生
へ
の
関
与
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

翻
っ
て
李
賀
は
、
自
己
存
在
の
有
無
と
は
無
関
係
に
延
々
と
流
れ
る
経
験
不
可
能
な
長
大
な
時
間
を
ま
ず
は
想
定
し
、
そ
れ
と
は
対
照
的
な
極
小
な
一

時
点
を
生
き
る
二
十
歳
―
―
二
十
年
間
生
き
て
き
た
と
い
う
時
間
の
幅
を
示
す
の
で
は
な
い
―
―
の
自
分
を
相
対
的
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
白
居
易
が
生

、
、

の
内
部
を
見
つ
め
な
が
ら
詠
作
し
て
い
る
の
と
は
異
な
っ
て
、
李
賀
は
自
身
と
は
無
関
係
に
外
部
に
流
れ
る
時
間
を
傍
観
す
る
視
座
を
基
盤
と
し
て
、
自

己
を
把
捉
し
て
い
る
と
い
え
る
。

山
や
海
と
い
っ
た
巨
大
な
自
然
物
か
ら
一
女
性
の
頭
髪
に
至
る
ま
で
、
時
間
は
あ
ら
ゆ
る
事
物
に
免
れ
ら
れ
な
い
変
化
を
も
た
ら
す
。
し
か
し
李
賀
の

「
浩
歌
」
に
お
け
る
「
二
十
の
男
児
」
は
、
そ
う
し
た
絶
対
的
な
真
理
に
す
ら
疎
外
さ
れ
る
存
在
と
し
て
形
象
さ
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
李
賀
自
身

を
暗
示
す
る
と
こ
ろ
の
「
二
十
の
男
児
」
は
、
変
化
の
可
能
性
を
喪
失
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
変
化
の
可
能
性
は
現
在
の
境
遇
の
改
善
を
保
障
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
人
間
を
衰
滅
の
方
向
へ
と
押
し
や
る
無
言
の
暴
力
で
も
あ
り

う
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
そ
う
と
知
り
つ
つ
な
お
自
己
の
潜
在
的
な
持
ち
前
の
十
全
な
る
発
揮
を
李
賀
が
欲
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
変
化
の
可
能

性
の
喪
失
が
、
彼
に
こ
の
上
な
い
鬱
屈
を
強
い
る
こ
と
と
な
る
の
は
当
然
で
あ
る*20

。
変
化
の
可
能
性
の
喪
失
と
そ
の
自
覚
に
つ
い
て
は
、
次
項
で
改
め

て
見
て
い
く
「
贈
陳
商
」
に
、
よ
り
明
確
な
形
で
見
受
け
ら
れ
る
。
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（
四
）
若
さ
と
老
い
の
同
一
視

本
章
冒
頭
で
も
言
及
し
た
、
「
贈
陳
商
」
の
書
き
出
し
の
八
句
を
改
め
て
引
い
て
お
こ
う
。

長
安
有
男
児

長
安
に
男
児
有
り

二
十
心
已
朽

二
十
に
し
て
心
已
に
朽
ち
た
り

楞
伽
堆
案
前

楞
伽

案
前
に
堆
く

楚
辞
繫
肘
後

楚
辞

肘
後
に
繫
く

人
生
有
窮
拙

人
生

窮
拙
有
り

日
暮
聊
飲
酒

日
暮

聊
か
酒
を
飲
む

祇
今
道
已
塞

祇
今

道
已
に
塞
が
る

何
必
須
白
首

何
ぞ
必
ず
し
も
白
首
を
須
た
ん

前
途
に
窮
し
た
李
賀
は
飲
酒
や
読
書
に
よ
っ
て
時
を
や
り
過
ご
し
つ
つ
も
、
「
人
生

窮
拙
有
り
」
、
つ
ま
り
人
生
と
い
う
も
の
に
は
貧
窮
も
あ
れ
ば
行

き
詰
ま
る
こ
と
も
あ
る
も
の
だ
、
と
い
う
よ
う
に
も
っ
と
も
ら
し
い
理
屈
を
自
分
自
身
の
個
別
の
状
況
に
援
用
し
て
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
は
自
ら
を
慰
め

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
す
で
に
行
き
着
く
と
こ
ろ
ま
で
行
き
着
い
て
こ
の
先
ど
の
よ
う
な
好
転
も
望
め
な
い
と
覚
る
捨
て
鉢
な
態
度
が
、
こ
の
ま

ま
年
を
と
っ
て
白
髪
頭
に
な
る
の
を
待
つ
ま
で
も
な
い
と
詠
じ
る
第
八
句
に
表
面
化
し
て
い
る
。
第
二
句
に
あ
っ
た
「
二
十
」
の
語
に
象
徴
さ
れ
て
い
る

若
さ
の
中
に
、
逆
境
を
跳
ね
返
す
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
奔
逸
を
認
め
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
年
齢
的
に
は
ま
だ
若
い
今
の
自
分
と
、
白
髪
の
生
え
そ
ろ
っ

た
老
境
を
観
念
的
に
同
等
と
見
な
す
こ
と
で
、
そ
こ
に
逆
説
的
な
表
現
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
着
目
し
た
い
の
は
、
典
型
的
な
老
い
の
象
徴
で
あ
る
白
髪
（
＝
「
白
首
」
）
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、
第
八
句
の
「
白
首
」

は
、
現
に
生
え
て
い
る
白
髪
の
描
写
で
は
な
く
、
年
齢
を
重
ね
て
い
っ
た
末
に
や
が
て
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
肉
体
的
変
化
、
ひ
い
て
は
そ
れ
に
伴
っ
て
現
在
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と
は
異
な
っ
て
い
る
は
ず
の
境
遇
の
象
徴
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
つ
ま
り
「
贈
陳
商
」
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
白
髪
は
歎
老
の
対
象
で

は
な
く
、
変
化
の
可
能
性
を
内
包
す
る
、
現
在
か
ら
未
来
へ
の
時
間
の
経
過
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
老
い
ゆ
く
ま
で
の
時
間
の
中

に
前
提
的
に
含
ま
れ
て
い
る
べ
き
境
遇
改
善
の
可
能
性
を
、
「
二
十
に
し
て
」
、
あ
る
い
は
第
七
句
に
い
う
と
こ
ろ
の
「
今
」
の
時
点
で
す
で
に
喪
失
し
て

し
ま
っ
た
と
感
得
し
た
李
賀
の
悲
哀
は
、
痛
切
な
も
の
と
し
て
響
く
の
で
あ
る
。

「
白
髪
に
な
る
の
を
待
つ
ま
で
も
な
い
」
と
い
う
、
い
う
な
れ
ば
白
髪
以
前
の
白
髪
を
詠
じ
る
詩
句
は
、
他
の
唐
詩
に
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
必
ず
し

、
、
、
、
、
、
、

も
「
贈
陳
商
」
の
よ
う
に
否
定
的
文
脈
に
の
み
用
い
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
例
と
し
て
杜
甫
の
「
贈
裴
南
部
」
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
一
二
）
に
は
、
「
即

出
黄
沙
在
、
何
須
白
髪
侵
（
即
ち
黄
沙
を
出
で
て
在
ら
ん
、
何
ぞ
白
髪
の
侵
す
を
須
い
ん
）
」
と
見
え
て
い
る*21

。
こ
の
詩
は
詩
題
に
い
う
「
裴
南
部
」
が

も
ち

獄
に
繫
が
れ
た
の
を
杜
甫
が
案
じ
て
作
っ
た
も
の
で
、
引
用
し
た
二
句
は
、
す
ぐ
に
出
獄
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
白
髪
が
生
じ
る
ほ
ど
の
愁
い
に
沈
む

必
要
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
李
賀
は
境
遇
改
善
の
可
能
性
が
胚
胎
し
て
い
る
未
来
の
喪
失
の
象
徴
と
し
て
、
一
方
、
杜
甫
は
気
楽
に
境
遇
改
善
を
待
ち

望
む
姿
勢
を
相
手
に
促
す
も
の
と
し
て
、
白
髪
以
前
の
白
髪
を
詠
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
途
に
対
す
る
憂
愁
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る
方
向
性
に
あ
る
か

否
か
と
い
う
点
に
お
い
て
、
李
賀
と
杜
甫
の
表
現
は
相
違
し
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
も
そ
も
李
賀
詩
の
第
二
句
に
あ
る
「
朽
」
字
は
、
例
え
ば
王
維
「
老
将
行
」
（
陳
鉄
民
『
王
維
集
校
注
』
中
華
書
局
、
一
九
九
七
、
一
四
八
頁
）
に
、

、
、

「
自
従
棄
置
便
衰
朽
、
世
事
蹉
跎
成
白
首
（
棄
置
せ
ら
れ
て
自
従
り
便
ち
衰
朽
し
、
世
事

蹉
跎
と
し
て
白
首
と
成
る
）
」
と
詠
じ
ら
れ
て
い
た
り
、
崔

、

、
、

よ

顥
「
江
畔
老
人
愁
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
一
三
〇
）
に
、
「
青
渓
口
辺
一
老
翁
、
鬢
眉
皓
白
已
衰
朽
（
青
渓
口
辺
の
一
老
翁
、
鬢
眉

皓
白
に
し
て
已
に
衰
朽

、
、
、

、
、
、
、

、

す
）
」
と
見
え
て
い
た
り
す
る
よ
う
に
、
現
に
生
じ
て
い
る
白
髪
や
老
い
と
こ
そ
齟
齬
な
く
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
二
例
は
作
中
人
物
に
つ
い

て
述
べ
た
句
で
あ
る
た
め
（
王
維
は
「
老
将
」
、
崔
顥
は
「
老
翁
」
を
表
現
対
象
と
し
て
い
る
）
、
李
賀
の
詩
と
比
較
す
る
に
は
や
や
発
想
が
異
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
だ
か
ら
こ
そ
、
白
髪
や
老
い
と
「
朽
」
字
と
を
関
連
づ
け
て
詠
じ
る
と
い
う
自
然
な
連
想
の
枠
組
み
か
ら
は
逸
脱
す
る
心
理
的
様
態
、
す
な

わ
ち
「
二
十
」
と
「
朽
」
が
結
び
つ
く
よ
う
な
特
異
な
状
態
を
、
作
中
人
物
で
は
な
く
自
分
自
身
の
内
部
に
認
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
人
並



- 156 -

み
に
老
い
て
い
く
こ
と
す
ら
許
さ
れ
て
い
な
い
李
賀
の
、
複
雑
な
生
の
位
相
―
―
若
さ
と
老
い
の
同
時
的
顕
現
―
―
が
隠
見
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

先
に
取
り
上
げ
た
孟
雲
卿
「
傷
懐
贈
故
人
」
に
、
「
二
十
学
已
成
、
三
十
名
不
彰
」
と
詠
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
十
年
を
一
期
と
し
て
そ
れ
を
対
に

、
、

、
、

構
成
し
な
が
ら
、
過
去
を
回
想
し
、
あ
る
い
は
未
来
を
展
望
す
る
と
い
っ
た
型
を
持
つ
表
現
は
、
他
の
唐
詩
に
も
散
見
さ
れ
る*22

が
、
二
十
代
で
の
早
世

と
い
う
伝
記
的
事
実
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
李
賀
は
こ
う
し
た
年
齢
表
現
を
詠
じ
る
に
は
若
す
ぎ
た
。
そ
の
必
然
的
帰
結
と
し
て
、
李
賀
が
自
身
を
対
象
と

し
て
年
齢
表
現
を
用
い
る
に
際
し
て
は
、
常
に
現
在
と
い
う
限
定
的
な
一
時
点
と
の
対
峙
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た*23

。

こ
う
し
た
生
の
時
間
の
認
識
の
在
り
様
は
、
過
去
か
ら
現
在
、
ま
た
は
現
在
か
ら
未
来
へ
と
続
い
て
い
く
は
ず
の
自
己
存
在
の
連
続
性
の
喪
失
に
他
な

ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
い
か
よ
う
に
も
変
化
し
う
る
可
能
性
の
喪
失
で
も
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
変
化
の
可
能
性
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
加
齢
―

―
及
び
そ
れ
が
必
然
的
に
も
た
ら
す
老
い
―
―
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
未
来
と
断
ち
切
れ
て
し
ま
っ
た
李
賀
は
、
時
間
の
経
過
に
よ
っ

て
順
次
到
達
す
べ
き
生
の
時
間
の
諸
段
階
を
、
現
在
の
自
己
の
内
部
に
同
時
的
に
見
出
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
贈
陳
商
」
が
そ
う
で

あ
っ
た
よ
う
に
、
老
境
と
「
二
十
」
で
あ
る
現
在
と
を
同
一
視
し
な
が
ら
自
己
を
表
象
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
若
さ
と
老
い
と
い
う
対
立
的
な
要
素
の
混

在
、
矛
盾
を
は
ら
ん
だ
そ
う
し
た
状
態
こ
そ
が
、
年
齢
表
現
の
裏
側
に
貼
り
付
い
て
い
る
李
賀
の
心
理
の
、
見
逃
せ
な
い
特
徴
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

李
賀
は
若
き
老
境
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
錯
雑
し
た
生
の
時
間
を
自
覚
的
に
生
き
、
そ
し
て
そ
う
し
た
生
き
方
に
対
す
る
省
察
を
施
す
間
も
な
く
、
「
白
玉

楼
中
の
人
」
と
な
っ
て
世
を
去
っ
た
の
で
あ
る
。
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*1

作
者
自
身
の
二
十
代
と
い
う
年
齢
を
記
し
た
も
の
と
し
て
、
李
賀
と
同
じ
く
三
十
歳
に
至
ら
ず
し
て
早
世
し
た
王
勃
の
「
春
思
賦
」
（
『
王
子
安
集
注
』
巻
一
）
に
付
さ
れ
た
序

文
に
、
「
咸
亨
二
年
、
余
春
秋
二
十
有
二
。
旅
寓
巴
蜀
、
浮
游
歳
序
」
と
見
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
王
勃
は
詩
の
中
に
は
年
齢
を
示
す
「
二
十
」
の
語
を
用
い
て
い
な
い
よ
う
で
あ

、
、
、
、
、
、
、

る
。

*2

初
句
と
第
二
句
の
関
連
性
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
き
た
い
。
「
贈
陳
商
」
と
同
じ
よ
う
に
「
長
安
」
の
語
に
よ
っ
て
書
き
出
さ
れ
る
唐
詩
は
少
な
く
な
い
。
王
維
「
隴
頭
吟
」

（
陳
鉄
民
『
王
維
集
校
注
』
中
華
書
局
、
一
九
九
七
、
一
四
五
頁
）
に
「
長
安
少
年
游
俠
客
、
夜
上
戍
楼
看
太
白
」
、
高
適
「
行
路
難
二
首
」
〈
其
二
〉
（
孫
欽
善
『
高
適
集
校
注
』

上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
四
、
一
頁
）
に
「
長
安
少
年
不
少
銭
、
能
騎
駿
馬
鳴
金
鞭
」
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
な
ど
が
、
そ
う
し
た
例
に
該
当
す
る
。
こ
れ
ら
は
ほ
ぼ
例
外
な
く

都
会
的
で
い
な
せ
な
若
者
を
表
現
し
て
い
る
た
め
、
「
贈
陳
商
」
の
初
句
を
見
た
読
み
手
は
、
王
維
や
高
適
に
連
な
る
よ
う
な
類
型
的
な
作
品
の
筋
書
き
を
想
定
し
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
想
定
は
、
「
心
已
に
朽
ち
た
」
「
二
十
」
歳
の
若
者
が
登
場
す
る
第
二
句
に
よ
っ
て
、
あ
っ
け
な
く
裏
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
李
賀
は
、
初
句
と
第
二
句
の
間
に
落
差
を
設
け

る
こ
と
で
、
固
着
し
た
類
型
表
現
の
枠
組
み
を
意
図
的
に
逸
脱
し
て
い
る
と
い
え
る
。
な
お
、
李
賀
が
詩
に
用
い
た
「
長
安
」
は
、
大
都
会
の
華
や
か
さ
と
は
対
照
的
な
負
の
価
値

を
付
与
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
「
崇
義
里
滞
雨
」
（
『
箋
注
』
二
二
六
頁
）
の
冒
頭
に
「
落
漠
誰
家
子
、
来
感
長
安
秋
」
、
「
京
城
」
（
『
箋
注
』
四
四
五
頁
）
の
冒
頭
に

「
駆
馬
出
門
意
、
牢
落
長
安
心
」
と
あ
る
の
は
、
自
己
実
現
の
方
途
を
喪
失
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
精
神
的
な
深
手
を
負
っ
た
場
所
と
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
し
、
「
感
諷
五
首
」
〈
其

三
〉
（
『
箋
注
』
三
六
六
頁
）
に
「
長
安
夜
半
秋
、
風
前
幾
人
老
」
と
見
え
て
い
る
の
は
、
人
々
が
老
い
衰
え
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
と
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

*3

『
楽
府
詩
集
』
巻
六
十
六
に
李
賀
の
作
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
「
少
年
楽
」
に
、
「
芳
草
落
花
如
錦
地
、
二
十
長
遊
酔
郷
裏
」
と
い
う
句
が
見
え
て
い
る
が
、
こ
の
作
品
に
つ

、
、

い
て
清
・
王
琦
が
、
「
似
皆
後
人
擬
作
、
非
長
吉
錦
嚢
中
所
貯
者
」
と
述
べ
て
い
る
の
に
従
っ
て
、
本
論
で
は
考
察
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
。
な
お
、
王
琦
注
の
引
用
は
、
王
琦
等

注
『
李
賀
詩
歌
集
注
』
（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
七
七
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
李
長
吉
歌
詩
彙
解
』
（
外
集
）
に
よ
る
。

*4

『
全
唐
詩
』
巻
二
百
六
十
八
に
お
い
て
は
李
端
の
「
塞
上
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
佟
培
基
編
撰
『
全
唐
詩
重
出
誤
収
考
』
（
陝
西
人
民
教
育
出
版
社
、
一
九
九
六
）
の

調
査
に
従
っ
て
、
本
章
で
は
盧
綸
の
作
で
あ
る
と
見
な
す
。
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*5
李
賀
の
「
二
十
心
已
朽
」
と
、
孟
雲
卿
の
「
二
十
学
已
成
」
と
い
う
句
に
は
、
「
二
十
」
の
み
な
ら
ず
、
「
已
」
字
が
共
通
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
心
」
が
「
朽
」
ち
る
に
し

ろ
、
「
学
」
問
が
成
就
す
る
に
し
ろ
、
ま
だ
「
二
十
」
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
過
剰
な
状
態
に
至
る
の
は
普
通
で
な
い
と
い
う
認
識
を
、
両
者
が
と
も
に
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。

*6

『
杜
詩
詳
註
』
が
引
く
臧
栄
緒
の
『
晋
書
』
に
、
「
陸
機
少
襲
父
兵
為
牙
門
将
軍
、
年
二
十
而
呉
滅
。
退
臨
旧
里
、
与
弟
雲
勤
学
。
機
妙
解
情
理
、
心
識
文
体
、
故
作
『
文
賦
』
」

、
、
、
、
、
、

、

、
、

と
あ
る
。

*7

こ
れ
に
つ
い
て
は
緑
川
英
樹
「
成
熟
と
老
い
の
詩
学
認
識
―
―
杜
甫
か
ら
歐
・
梅
ま
で
―
―
」
（
『
中
国
文
学
報
』
第
六
三
号
、
二
〇
〇
一
）
に
指
摘
が
あ
る
。
緑
川
氏
に
よ
れ
ば
、

老
成
や
成
熟
と
い
っ
た
老
い
の
価
値
的
側
面
を
意
識
的
に
作
品
化
し
た
の
は
、
杜
甫
を
嚆
矢
と
す
る
と
い
う
。
「
庾
信
文
章
老
更
成
」
の
句
の
よ
う
に
、
他
者
の
作
品
を
評
す
る
際

に
「
老
」
字
が
選
択
さ
れ
て
い
る
の
に
加
え
、
杜
甫
は
自
身
の
創
作
営
為
の
中
に
、
こ
う
し
た
「
老
」
の
積
極
的
な
価
値
を
内
在
化
さ
せ
て
い
た
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

*8

科
挙
受
験
と
陸
機
の
「
文
賦
」
制
作
を
関
連
づ
け
て
詠
じ
た
杜
甫
の
「
酔
歌
行
」
に
類
似
し
て
い
る
例
と
し
て
、
李
商
隠
「
贈
孫
綺
新
及
第
」
（
劉
学
鍇
・
余
恕
誠
『
李
商
隠
詩

、
、
、

歌
集
解
（
増
訂
重
排
本
）
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
、
二
一
二
一
頁
）
に
、
「
陸
機
始
擬
誇
文
賦
、
不
覚
雲
間
有
士
竜
」
と
見
え
て
い
る
。
た
だ
し
詩
を
送
っ
た
相
手
が
落
第
し
た
の

、
、
、
、
、
、
、

か
及
第
し
た
の
か
、
と
い
う
点
で
杜
甫
と
李
商
隠
の
表
現
に
は
偏
差
が
認
め
ら
れ
る
。

*9

『
岑
参
詩
集
編
年
箋
註
』
も
同
様
で
あ
る
よ
う
に
、
李
賀
詩
に
対
す
る
従
来
の
注
釈
も
、
『
楽
府
詩
集
』
巻
二
十
八
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
陌
上
桑
」
の
「
為
人
潔
白
皙
、
鬑
鬑

頗
有
鬚
」
と
い
う
二
句
を
引
く
も
の
が
多
い
。
た
だ
し
こ
の
二
句
は
、
「
十
五
府
小
史
、
二
十
朝
大
夫
。
三
十
侍
中
郎
、
四
十
専
城
居
」
と
い
う
四
句
に
後
続
す
る
句
で
あ
る
た
め
、

必
ず
し
も
李
賀
詩
の
「
二
十
余
」
や
岑
参
詩
の
「
三
十
」
と
の
み
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

*10

例
え
ば
、
大
雅
・
文
王
之
什
・
「
文
王
」
に
、
「
王
国
克
生
、
維
周
之
楨
。
済
済
多
士
、
文
王
以
寧
」
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
を
踏
ま
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、
あ
た
か
も
か
つ
て

、
、
、
、

文
王
を
補
佐
し
た
よ
う
な
す
ぐ
れ
た
臣
下
た
る
自
負
を
詩
句
に
込
め
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

*11

原
田
憲
雄
『
李
賀
歌
詩
編
一
―
―
蘇
小
小
の
歌
』
（
東
洋
文
庫
、
一
九
九
八
）
は
「
維
爾
之
昆
」
に
つ
い
て
、
「
書
経
風
の
、
日
本
で
な
ら
戦
前
の
『
教
育
勅
語
』
の
よ
う
に
古、

め
か
し
く
厳
め
し
い
言
い
方
。
幼
い
弟
に
お
ど
け
て
み
せ
、
そ
の
『
勅
語
』
を
下
す
お
方
に
仕
え
て
み
て
も
、
二
十
歳
を
す
ぎ
て
家
族
も
養
え
ず
、
碌
な
事
は
な
か
っ
た
と
、
第
一

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

二
句
に
繫
が
る
。
…
…
」
（
四
三
五
頁
、
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
）
と
注
を
付
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
十
二
句
の
表
現
は
、
『
漢
書
』
巻
六
十
五
・
東
方
朔
伝
の
、
「
無
令
但
索
長
安



*12

『
後
漢
書
』
巻
三
十
四
・
梁
冀
伝
に
、
「
冀
字
伯
卓
。
為
人
鳶
肩
豺
目
、
洞
精
矘
眄
、
口
吟
舌
言
、
裁
能
書
計
。
少
為
貴
戚
、
逸
游
自
恣
」
と
あ
る
。

、
、

、
、
、
、

*13

他
者
を
対
象
と
す
る
年
齢
表
現
は
他
の
李
賀
の
詩
に
も
認
め
ら
れ
る
。
「
美
人
梳
頭
歌
」
（
『
箋
注
』
一
五
頁
）
に
は
、
「
春
風
爛
熳
悩
嬌
慵
、
十
八
鬟
多
無
気
力
」
、
「
公
無
出

門
」
（
『
箋
注
』
六
二
八
頁
）
に
は
、
「
鮑
焦
一
世
披
草
眠
、
顔
回
廿
九
鬢
毛
斑
」
と
見
え
て
お
り
、
ど
ち
ら
も
毛
髪
に
関
連
す
る
語
と
年
齢
を
関
連
づ
け
て
詠
じ
て
い
る
。
後
者
の

例
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
『
史
記
』
巻
六
十
七
・
仲
尼
弟
子
列
伝
の
「
回
年
二
十
九
、
髪
尽
白
、
蚤
死
」
、
す
な
わ
ち
顔
回
が
二
十
九
歳
で
頭
髪
が
真
っ
白
に
な

り
、
し
か
も
早
死
に
し
た
、
と
い
う
記
述
に
材
を
取
っ
た
表
現
で
あ
る
。
李
賀
「
春
帰
昌
谷
」
（
『
箋
注
』
四
六
二
頁
）
に
「
終
軍
未
乗
伝
、
顔
子
鬢
先
老
」
と
あ
る
う
ち
の
「
顔

子
」
の
句
も
同
様
で
あ
る
。
唐
詩
に
お
け
る
「
顔
回
」
や
「
顔
子
」
と
い
っ
た
語
の
用
例
を
見
て
み
る
と
、
「
従
軍
誰
謂
仲
宣
楽
、
入
室
方
知
顔
子
貧
」
（
銭
起
「
過
張
成
侍
禦
宅
」
、

阮
廷
瑜
『
銭
起
詩
集
校
注
』
新
文
豊
出
版
、
一
九
九
六
、
七
〇
〇
頁
）
と
い
う
顔
回
の
貧
し
さ
に
焦
点
を
当
て
た
表
現
や
、
「
顔
回
与
黄
憲
、
何
辜
早
夭
亡
」
（
白
居
易
「
郊
陶
潜
体

詩
十
六
首
」
〈
其
十
六
〉
、
謝
思
煒
『
白
居
易
詩
集
校
注
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
、
五
一
七
頁
）
と
い
っ
た
顔
回
の
早
世
に
思
い
を
馳
せ
た
表
現
は
散
見
さ
れ
る
も
の
の
、
白
髪
と

結
び
つ
け
て
詠
じ
た
例
は
、
意
外
な
よ
う
で
は
あ
る
が
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
上
述
の
よ
う
に
、
李
賀
は
顔
回
の
白
髪
に
着
目
し
た
表
現
を
複
数
残
し
て
い
る
た
め
、
唐
代
の

他
の
詩
人
と
は
角
度
の
異
な
る
関
心
を
、
顔
回
に
寄
せ
て
い
た
と
判
断
で
き
る
。

*14

引
用
は
『
唐
李
長
吉
歌
詩
箋
註
』
（
『
和
刻
本
漢
詩
集
成
』
第
五
輯
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
五
）
巻
一
に
よ
る
。

*15

同
書
は
引
用
し
た
詩
句
の
「
生
」
を
「
驚
」
に
、
「
枯
」
を
「
空
」
に
、
「
上
」
を
「
出
」
に
作
っ
て
い
る
が
、
本
章
で
は
『
文
苑
英
華
』
に
従
っ
て
お
く
。

*16

『
箋
注
』
は
「
勧
」
を
「
動
」
に
作
る
が
、
諸
本
に
よ
っ
て
改
め
た
。

*17

顔
回
の
い
か
な
る
側
面
に
焦
点
を
当
て
て
作
品
化
す
る
か
が
、
各
詩
人
の
関
心
の
在
り
様
を
示
唆
し
う
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
注
十
三
を
参
照
。

*18

白
居
易
の
年
齢
表
現
に
関
す
る
論
稿
に
、
高
芝
麻
子
「
白
居
易
詩
に
お
け
る
年
齢
の
言
及
」
（
『
白
居
易
研
究
年
報
』
第
一
〇
号
、
二
〇
〇
九
）
が
あ
る
。
高
芝
氏
は
白
詩
に
お

け
る
年
齢
表
現
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
知
足
の
精
神
に
基
づ
く
表
現
が
見
受
け
ら
れ
る
と
い
う
点
を
挙
げ
て
い
る
。
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米
」
と
い
う
記
述
に
基
づ
く
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
一
文
を
含
む
『
漢
書
』
の
一
節
は
、
周
り
の
臣
下
た
ち
よ
り
体
が
大
き
か
っ
た
東
方
朔
が
、
体
格
に
合
わ
せ
て
待
遇
を
改

善
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
て
天
子
を
笑
わ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
結
果
的
に
厚
遇
を
獲
得
し
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
の
逸
話
を
踏
ま
え
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
原
田
氏
い
う

と
こ
ろ
の
「
お
ど
け
」
を
李
賀
の
詩
か
ら
読
み
取
る
の
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
の
傍
証
と
な
ろ
う
。
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*19

白
居
易
の
こ
う
し
た
生
の
時
間
の
捉
え
方
に
つ
い
て
は
、
前
掲
高
芝
論
文
に
考
察
が
あ
る
。
な
お
、
高
芝
論
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
白
居
易
の
年
齢
表
現
に
は
、
五
年
や
十

年
、
場
合
に
よ
っ
て
は
二
十
年
ご
と
に
区
切
っ
て
年
齢
を
並
列
し
、
過
去
か
ら
未
来
に
か
け
て
の
生
の
時
間
を
捉
え
よ
う
と
す
る
態
度
が
顕
著
で
あ
る
。
他
者
を
表
現
対
象
と
す
る

場
合
も
含
め
て
具
体
例
を
示
し
て
お
く
な
ら
ば
、
「
贈
言
」
（
『
白
居
易
詩
集
校
注
』
七
一
七
頁
）
の
「
二
十
方
長
成
、
三
十
向
衰
老
」
、
「
題
贈
定
光
上
人
」
（
同
七
六
四
頁
）
の

「
二
十
身
出
家
、
四
十
心
離
塵
」
、
「
朱
陳
村
」
（
同
七
七
七
頁
）
の
「
十
歳
解
読
書
、
十
五
能
属
文
。
二
十
挙
秀
才
、
三
十
為
諫
臣
」
と
い
っ
た
句
が
挙
げ
ら
れ
る
。

*20

こ
う
し
た
見
方
に
つ
い
て
は
、
遠
藤
星
希
「
李
賀
の
詩
に
あ
ら
わ
れ
た
時
間
意
識
に
つ
い
て
―
―
女
神
の
時
間
、
永
遠
の
現
在
―
―
」
（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
一
集
、
二

〇
〇
九
）
を
参
照
。

*21

「
何
」
と
「
須
」
を
一
句
に
構
成
し
た
表
現
は
他
の
唐
詩
に
も
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
も
杜
甫
や
李
賀
と
同
じ
よ
う
に
頭
髪
と
取
り
合
わ
せ
て
詠
じ
ら
れ
た
例
は
少
な
く

な
い
。
皇
甫
冉
「
酬
裴
十
四
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
二
五
〇
）
の
「
素
心
終
不
易
、
玄
髪
何
須
変
」
、
王
建
「
鑷
白
」
（
王
宗
堂
『
王
建
詩
集
校
注
』
中
州
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
、

五
一
二
頁
）
の
「
総
道
老
来
無
用
処
、
何
須
白
髪
在
前
生
」
、
韓
愈
「
奉
和
庫
部
盧
四
兄
曹
長
元
日
朝
迴
」
（
銭
仲
聯
『
韓
昌
黎
詩
繫
年
集
釈
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
四
、
九

三
七
頁
）
の
「
太
平
時
節
難
身
遇
、
郎
署
何
須
歎
二
毛
」
と
い
っ
た
詩
句
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。

*22

一
例
と
し
て
注
十
九
を
参
照
。

*23

「
南
園
十
三
首
」
〈
其
四
〉
に
「
三
十
未
有
二
十
余
」
と
詠
じ
ら
れ
て
い
た
の
が
唯
一
の
例
外
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
「
二
十
余
」
か
ら
「
三
十
」
に
か
け
て
の
時
間
の
経
過
を
想

定
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
ま
だ
到
達
し
て
い
な
い
「
三
十
」
と
い
う
年
齢
を
、
「
未
だ
有
ら
ず
」
と
否
定
形
で
詠
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
二
十
余
」
で
あ
る
現
在
の
一
時
点
を
強

調
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
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第
三
章

自
称
表
現
に
つ
い
て
―
―
表
現
者
と
し
て
の
自
己
を
め
ぐ
っ
て
―
―

は
じ
め
に

詩
に
は
、
「
我
」
や
「
吾
」
と
い
っ
た
単
純
な
一
人
称
が
散
見
す
る
。
一
方
で
、
そ
れ
以
外
に
も
、
自
称
表
現
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
伴
う
。
固
有
名
詞

を
含
む
自
称
表
現
や
、
三
人
称
の
姿
を
と
っ
た
語
を
そ
れ
と
わ
か
る
よ
う
に
一
人
称
的
に
用
い
た
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
は
、
い
わ
ば
自
分
自
身
を

詩
的
素
材
に
変
換
し
た
結
果
と
し
て
作
中
に
布
置
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
自
己
と
他
者
を
区
別
す
る
た
め
の
指
標
で
あ
る
以
上
に
、
そ
の
語

に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
自
己
が
い
か
な
る
自
己
で
あ
る
の
か
と
い
う
、
自
己
認
識
の
在
り
様
を
体
現
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
自
称
表
現
の
分
析
は
、
詩
人
と
そ

の
表
現
の
個
別
性
に
迫
る
た
め
の
有
効
な
一
方
途
と
な
り
う
る
は
ず
で
あ
る
。

本
章
で
は
、
李
賀
の
自
称
表
現
を
例
に
と
っ
て
検
討
を
加
え
る
。
彼
は
一
方
で
多
様
な
自
己
を
造
形
し
、
一
方
で
一
貫
性
の
あ
る
自
己
を
描
い
て
い
た
。

一

固
有
名
詞
を
含
む
自
称
表
現

本
節
で
は
、
姓
や
字
を
中
心
と
す
る
固
有
名
詞
を
含
ん
だ
自
称
表
現
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
李
賀
は
多
様
な
自
己
を
造
形

し
て
い
る
。

は
じ
め
に
、
「
唐
児
歌
」
（
『
箋
注
』
六
九
一
頁
、
全
一
〇
句
）
を
見
て
い
き
た
い
。
冒
頭
に
、
「
頭
玉
磽
磽
眉
刷
翠
、
杜
郎
生
得
真
男
子
（
頭
玉

磽
磽
と

し
て
眉
翠
を
刷
く
、
杜
郎
は
真
の
男
児
を
生
み
得
た
り
）
」
と
い
う
よ
う
に
、
杜
郎
の
も
と
に
生
ま
れ
た
男
子
で
あ
る
、
唐
児
に
つ
い
て
詠
じ
た
作
品
と
な
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っ
て
い
る
。
李
賀
は
唐
児
に
対
し
て
「
天
廟
の
器
」
な
ど
と
述
べ
て
そ
の
才
気
を
称
え
た
上
で
、
末
尾
に
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

眼
大
心
雄
知
所
以

眼
は
大
に
心
は
雄
に
し
て
所
以
を
知
る

莫
忘
作
歌
人
姓
李

忘
る
る
莫
れ
歌
を
作
り
し
人
の
姓
は
李
な
る
を

、
、
、
、
、
、
、

李
賀
は
将
来
性
豊
か
な
唐
児
に
向
け
て
、
君
を
称
え
た
歌
を
作
っ
た
の
が
、
こ
の
私
、
李
で
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
、
と
い
っ
て
一
篇
を

結
ん
で
い
る
。
唐
児
の
「
唐
」
に
唐
王
室
の
李
姓
を
か
け
る
と
い
う
遊
戯
的
発
想
が
、
こ
こ
に
看
取
さ
れ
る
。
こ
の
詩
に
お
け
る
自
称
表
現
は
、
相
手
に

自
分
の
名
を
記
憶
さ
せ
て
お
く
た
め
の
、
署
名
と
し
て
の
意
味
合
い
を
具
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

続
い
て
取
り
上
げ
る
「
酒
罷
、
張
大
徹
索
贈
詩
、
時
張
初
効
潞
幕
」
（
『
箋
注
』
五
六
〇
頁
、
全
一
二
句
）
は
、
酒
席
に
お
い
て
張
徹
に
求
め
ら
れ
て
詠
じ

た
も
の
で
あ
る
。
第
八
句
ま
で
は
任
官
し
た
張
徹
へ
の
賛
辞
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
続
く
部
分
で
自
分
自
身
に
話
題
を
転
換
し
て
、
李
賀
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

隴
西
長
吉
摧
頽
客

隴
西
の
長
吉

摧
頽
の
客

、
、
、
、
、
、
、

9
酒
闌
感
覚
中
区
窄

酒
闌
に
し
て
感
覚
す
中
区
の
窄
き
を*1

10張
徹
へ
の
賛
美
か
ら
一
転
し
、
前
途
に
対
し
て
暗
然
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
李
賀
の
内
面
が
、
と
り
わ
け
「
摧
頽
」
の
語
に
表
徴
し
て
い
る
。

第
九
句
の
自
称
表
現
に
着
目
し
た
い
。
こ
の
句
は
、
郡
望
と
字
を
組
み
合
わ
せ
た
「
隴
西
の
長
吉
」
と
い
う
字
句
に
よ
っ
て
、
他
で
も
な
い
李
賀
自
身
に

話
題
の
焦
点
を
し
ぼ
っ
た
上
で
、
そ
れ
を
「
摧
頽
の
客
」
と
い
う
否
定
的
意
味
を
伴
う
措
辞
で
承
け
る
と
い
う
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
同
句
に
類
似
す
る
表

現
は
、
他
の
唐
代
詩
人
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
杜
甫
（
七
一
二
～
七
七
〇
）
に
つ
い
て
、
川
合
康
三
「
『
杜
陵
野
老
』
―
―
杜
甫
の
自
己
意
識
―
―
」（
村

上
哲
見
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
委
員
会
『
中
国
文
人
の
思
考
と
表
現
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
、
所
収
）
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

…
…
、「
杜
陵
に
布
衣
有
り
」
、「
杜
陵
の
野
客
」
、「
杜
陵
の
野
老
」
な
ど
の
言
い
方
が
、
単
に
出
身
地
を
記
し
た
も
の
で
な
く
、「
本
来
は
名
家
で
あ

る
は
ず
の
杜
陵
の
出
で
あ
る
男
が
今
、
う
ら
ぶ
れ
て
無
位
無
冠
の
ま
ま
老
い
さ
ら
ば
え
て
い
る
」
と
い
っ
た
、
一
句
の
な
か
に
相
反
す
る
両
極
の
要
素
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を
含
ん
だ
、
そ
の
た
め
に
現
在
の
老
残
の
姿
が
い
っ
そ
う
く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
る
言
い
方
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
（
一
四
五
頁
）

「
隴
西
」
と
「
摧
頽
」
を
一
句
に
構
成
し
た
李
賀
の
句
も
、
出
自
に
対
す
る
自
負
と
そ
の
挫
折
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
「
相
反
す
る
両

極
の
要
素
を
含
ん
だ
」
も
の
で
あ
り
、
二
語
の
落
差
に
よ
っ
て
落
ち
ぶ
れ
た
自
己
を
際
立
た
せ
て
い
る
と
見
な
せ
よ
う
。

付
け
加
え
て
お
く
べ
き
は
、
「
隴
西
」
の
み
な
ら
ず
、
合
わ
せ
て
「
長
吉
」
と
い
う
自
身
の
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。
再
び
杜
甫
を

例
に
取
る
な
ら
ば
、
彼
の
詩
に
は
そ
の
字
で
あ
る
「
子
美
」
が
一
例
の
み
見
受
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
乾
元
中
寓
居
同
谷
県
、
作
歌
七
首
」〈
其
一
〉（
『
杜

詩
詳
註
』
巻
八
、
全
八
句
）
の
冒
頭
に
、
「
有
客
有
客
字
子
美
、
白
頭
乱
髪
垂
過
耳
（
客
有
り
客
有
り
字
は
子
美
、
白
頭

乱
髪
垂
れ
て
耳
を
過
ぐ
）
」
と
詠

、
、
、

じ
ら
れ
て
い
る
の
が
そ
う
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
場
合
は
「
杜
陵
」
の
よ
う
な
地
名
と
は
結
び
つ
い
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
出
自
に
関
連
す
る
地
名
と
字
と
を
組
み
合
わ
せ
る
表
現
は
、
詩

の
読
み
手
に
対
し
て
第
三
者
を
提
示
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
例
と
し
て
、
白
居
易
「
読
鄧
魴
詩
」
（
謝
思
煒
『
白
居
易
詩
集
校
注
』
中

華
書
局
、
二
〇
〇
六
、
七
八
一
頁
、
全
二
二
句
）
に
あ
る
「
京
兆
杜
子
美
、
猶
得
一
拾
遺
。
襄
陽
孟
浩
然
、
亦
聞
鬢
成
糸
。
嗟
君
両
不
如
、
三
十
在
布
衣
（
京

、
、
、
、
、

兆
の
杜
子
美
、
猶
一
拾
遺
を
得
。
襄
陽
の
孟
浩
然
、
亦
た
聞
く
鬢
糸
と
成
る
と
。
嗟
君
両
つ
な
が
ら
如
か
ず
、
三
十
に
し
て
布
衣
に
在
り
）
」
と
い
っ
た
句
、

あ
あ

す
な
わ
ち
杜
甫
、
あ
る
い
は
孟
浩
然
と
い
っ
た
第
三
者
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
、
詩
題
に
い
う
鄧
魴
の
不
遇
を
思
い
や
る
と
い
う
表
現
が
挙
げ
ら
れ
よ

う
。
し
て
み
る
と
、
「
隴
西
の
長
吉
」
と
い
う
言
辞
は
、
こ
の
場
合
は
紛
れ
も
な
く
作
者
自
身
を
提
示
す
る
表
現
で
あ
り
な
が
ら
、
む
し
ろ
他
者
を
語
る
よ

う
に
、
自
己
を
客
体
化
し
て
い
る
と
い
え
る
。
自
己
の
客
体
化
に
つ
い
て
、
前
掲
川
合
論
文
に
は
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

「
杜
陵
野
老
」
と
い
う
、
自
分
を
卑
し
め
た
こ
と
ば
で
自
己
を
語
っ
て
い
る
こ
と
は
、
自
分
自
身
を
そ
の
よ
う
に
客
体
化
し
て
捉
え
る
認
識
主
体
、

も
う
一
人
の
自
分
が
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
り
杜
甫
の
自
己
認
識
は
い
わ
ば
入
れ
子
構
造
に
な
っ
て
い
て
、
或
る
一
つ
の
型
（
た

と
え
ば
「
杜
陵
野
老
」
＝
杜
甫

）
を
す
っ
ぽ
り
収
め
る
も
う
一
人
の
発
話
者
（
杜
甫

）
と
い
う
二
重
構
造
が
成
立
し
て
い
る
。
従
来
の
自
己
の

a

b

描
き
方
で
は
過
去
の
典
型
に
自
分
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
類
型
の
な
か
に
融
解
し
て
自
分
と
い
う
個
我
が
消
失
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
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対
し
て
杜
甫
の
こ
の
自
己
把
握
は
自
分
を
客
体
化
す
る
も
う
一
人
の
認
識
主
体
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
提
示
さ
れ
た
人
物
像
と
は
距
離
を
置
い
た

も
う
一
人
の
自
分
の
存
在
を
際
だ
た
せ
る
結
果
に
な
る
の
で
あ
る
。
（
一
四
七
頁
）

「
杜
陵
野
老*2

」
が
含
み
持
つ
自
己
認
識
の
入
れ
子
構
造
は
、
「
隴
西
長
吉
」
に
も
当
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
こ
う
し
た
表
現
が
要
請
さ

れ
た
の
か
。
け
だ
し
、
任
官
を
果
た
し
た
張
徹
と
は
対
照
的
な
李
賀
の
前
途
は
、
も
は
や
自
分
一
個
の
努
力
に
よ
っ
て
は
い
か
ん
と
も
し
が
た
く
な
っ
て
お

り
、
す
で
に
自
分
の
手
を
離
れ
た
と
こ
ろ
で
物
事
が
運
行
し
て
い
る
と
い
っ
た
感
覚
が
、
自
称
表
現
で
あ
り
な
が
ら
他
者
の
境
涯
を
描
く
よ
う
な
突
き
放
し

た
表
現
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

自
己
客
体
化
の
視
点
を
含
む
自
称
表
現
は
、
「
出
城
別
張
又
新
、
酬
李
漢
」
（
『
箋
注
』
四
五
四
頁
、
全
五
〇
句
）
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
李
賀

が
奉
礼
郎
の
職
を
辞
し
て
長
安
か
ら
帰
郷
す
る
と
き
の
作
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
以
下
に
引
く
冒
頭
の
二
句
に
注
目
し
た
い
。

李
子
別
上
国

李
子

上
国
に
別
れ

、
、

南
山
崆
峒
春

南
山

崆
峒
の
春
な
り

「
李
子
」
の
呼
称
に
よ
っ
て
、
都
を
去
る
李
賀
自
身
を
、
ま
ず
は
作
中
人
物
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。
引
用
し
た
二
句
に
続
く
場
面
で
は
、
物
価
の
高
さ

や
過
度
に
豪
奢
な
貴
顕
の
生
活
な
ど
、
長
安
に
お
け
る
帝
都
な
ら
で
は
の
過
剰
性
、
あ
る
い
は
否
定
的
側
面
が
語
ら
れ
る
。
次
い
で
、
改
め
て
李
賀
の
出
立

の
場
面
を
は
さ
ん
だ
後
、
詩
題
に
あ
る
張
又
新
と
李
漢
に
対
す
る
惜
別
の
情
の
吐
露
へ
と
、
一
篇
は
展
開
す
る
。
全
部
で
五
十
句
か
ら
な
る
長
篇
で
あ
る
の

も
手
伝
っ
て
、
「
煎
情
の
人
」
や
「
小
人
」
、
「
吾
」
や
「
不
遇
の
人
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
李
賀
自
身
を
指
示
す
る
語
が
複
数
認
め
ら
れ
る
。
場
面
ご
と
に

登
場
す
る
そ
う
し
た
自
称
表
現
を
統
合
し
て
い
る
の
が
、
冒
頭
に
布
置
さ
れ
た
「
李
子
」
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
い
ず
れ
の
語
も
「
李
子
」
の
い
い
換
え
で

あ
る
と
い
う
設
定
を
あ
ら
か
じ
め
冒
頭
に
示
す
こ
と
で
、
一
貫
し
た
文
脈
を
読
み
取
り
や
す
く
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
「
李
子
」
の
語
そ
の
も
の
に
は
、
い
か
な
る
特
質
が
看
取
さ
れ
る
の
か
。
こ
の
語
に
つ
い
て
、
原
田
憲
雄
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

子
は
男
子
の
美
称
で
、
李
子
は
李
先
生
と
い
う
ほ
ど
の
意
。
李
賀
が
自
分
を
指
し
て
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
張
と
李
が
、
た
ぶ
ん
年
少
の
友
人
で
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あ
る
た
め
、
諧
謔
を
弄
し
た
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
で
全
体
に
大
げ
さ
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
が
、
つ
い
真
情
も
こ
ぼ
れ
出
た
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
『
李
賀
歌
詩
編
三
―
―
北
中
寒
』
東
洋
文
庫
、
一
九
九
九
、
二
三
二
頁
）

詩
中
に
あ
る
「
二
子
美
年
少
（
二
子
は
美
な
る
年
少
）
」
と
い
う
句
か
ら
し
て
、
確
か
に
原
田
氏
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
詩
題
に
い
う
張
又
新
・
李
漢
と

李
賀
と
の
年
齢
的
な
上
下
の
関
係
性
が
、
「
李
子
」
と
い
う
語
の
選
択
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
は
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
要
因
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
例
え
ば

孔
子
や
老
子
な
ど
と
い
う
と
き
の
「
子
」
を
、
自
身
の
姓
に
添
え
る
と
い
う
自
称
表
現
は
成
り
立
ち
に
く
い
と
考
え
る
の
は
、
自
然
な
よ
う
に
見
え
る
。
し

か
し
こ
の
語
の
使
用
が
、
た
だ
ち
に
「
諧
謔
を
弄
し
た
作
品
」
と
い
う
見
方
に
直
結
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
検
討
の
余
地
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

「
〔
自
身
の
姓
〕
＋
子
」
と
い
う
構
造*3

を
持
つ
「
李
子
」
の
語
は
、
少
な
く
と
も
唐
詩
の
中
で
は
李
賀
以
外
の
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、

「
李
」
に
限
ら
な
け
れ
ば
類
例
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
例
に
鑑
み
る
に
、
あ
る
い
は
「
李
子
」
の
語
は
、
以
下
に
引
く
杜
甫
「
北
征
」
（
『
杜
詩
詳
註
』

巻
五
、
全
一
四
〇
句
）
の
冒
頭
部
分
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

皇
帝
二
載
秋

皇
帝

二
載
の
秋

閏
八
月
初
吉

閏
八
月
初
吉

杜
子
将
北
征

杜
子
将
に
北
征
し
て

、
、

蒼
茫
問
家
室

蒼
茫

家
室
を
問
わ
ん
と
す

と
も
に
「
〔
自
身
の
姓
〕
＋
子
」
と
い
う
措
辞
を
用
い
て
出
立
す
る
自
己
を
作
品
冒
頭
に
布
置
し
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
李
賀
の
念
頭
に
杜

詩
が
あ
っ
た
と
見
る
の
は
あ
な
が
ち
無
理
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

「
杜
子
」
に
つ
い
て
は
、
谷
口
真
由
実
「
杜
甫
の
自
称
表
現
と
『
北
征
』
詩
―
―
『
杜
子
』
と
『
臣
甫
』
を
中
心
に
―
―
」
（
『
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国

文
学
会
報
』
第
三
〇
号
、
二
〇
一
一
）
に
詳
し
い
。
同
論
文
に
は
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

…
…
姓
に
「
子
」
を
付
し
て
「
杜
子
」
と
称
す
る
場
合
は
、
後
漢
の
馮
衍
や
晋
の
潘
岳
が
「
馮
子
」
「
潘
子
」
と
自
称
し
て
、
歴
史
的
な
重
大
局
面
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に
向
き
合
い
、
表
現
者
を
詩
の
中
に
登
場
さ
せ
た
例
に
、
わ
が
身
を
重
ね
て
表
現
し
て
い
る
。
「
北
征
」
詩
に
お
け
る
「
杜
子
」
と
い
う
自
称
は
、
特

に
皇
帝
に
向
か
っ
て
現
在
の
時
間
の
歴
史
的
重
さ
、
「
杜
子
」
が
体
験
す
る
事
実
の
社
会
的
な
意
味
を
語
ろ
う
と
す
る
公
的
な
意
味
を
帯
び
て
い
る
点

が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
（
三
二
～
三
三
頁
）

馮
衍
と
潘
岳
が
そ
れ
ぞ
れ
用
い
た
「
馮
子
」
・
「
潘
子
」
に
連
な
る
「
杜
子
」
と
い
う
自
称
表
現
に
よ
っ
て
、
歴
史
的
重
大
局
面
を
「
公
的
」
存
在
と
し
て

語
っ
て
い
る
と
い
う
見
解
は
、
「
北
征
」
詩
の
内
実
に
鑑
み
て
首
肯
に
値
す
る
。
社
会
に
対
す
る
杜
甫
と
李
賀
の
ま
な
ざ
し
を
一
括
り
に
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
杜
甫
が
「
北
征
」
に
百
四
十
句
を
費
や
し
た
よ
う
に
、
李
賀
も
五
十
句
に
わ
た
る
表
現
に
よ
っ
て
、
彼
の
目
に
映
っ
た
人
々
の
現
状
と
、
そ
れ
を

改
善
す
べ
く
燃
や
し
た
意
欲
、
そ
し
て
そ
の
挫
折
と
い
う
体
験
が
、
や
や
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
に
傾
斜
し
た
理
想
論
に
偏
り
な
が
ら
も
、
一
定
の
抑
制
を
伴
っ

た
形
で
語
ら
れ
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る*4

。
あ
る
い
は
李
賀
の
本
領
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
社
会
的
視
線
が
一
篇
に
顕
現
し
た
背
後
に
は
、
杜
甫

「
北
征
」
の
「
杜
子
」
―
―
お
よ
び
二
次
的
に
は
そ
れ
が
含
み
持
つ
典
拠
―
―
に
想
を
え
た
、「
李
子
」
と
い
う
公
的
自
己
の
対
象
化
が
与
っ
て
力
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
「
李
子
」
の
呼
称
は
、
単
に
原
田
氏
い
う
と
こ
ろ
の
「
諧
謔
」
的
要
素
に
は
収
ま
り
き
ら
な
い
。
「
李
子
」
は
、

社
会
の
在
り
様
に
対
す
る
李
賀
の
視
野
拡
大
と
そ
の
深
化
を
意
味
す
る
自
称
表
現
な
の
で
あ
る
。

次
に
検
討
を
加
え
る
「
贈
陳
商
」
（
『
箋
注
』
二
三
二
頁
、
全
三
四
句
）
に
は
、
「
李
子
」
と
同
じ
く
姓
を
構
成
要
素
と
す
る
、
「
李
生
」
の
語
が
見
え
て
い

る*5

。
冒
頭
部
分
に
お
い
て
前
途
に
窮
し
た
自
身
に
つ
い
て
語
り
、
そ
れ
に
続
い
て
詩
題
に
い
う
と
こ
ろ
の
陳
商
に
対
す
る
評
言
と
な
る
。
第
九
句
か
ら
第

十
二
句
に
か
け
て
、
「
淒
淒
陳
述
聖
、
披
褐
鉏
俎
豆
。
学
為
尭
舜
文
、
時
人
責
衰
偶
（
淒
淒
た
り
陳
述
聖
、
褐
を
披
て
俎
豆
に
鉏
す
。
尭
舜
の
文
を
為
る
を

き

学
ぶ
も
、
時
人
に
衰
偶
を
責
め
ら
る
）
」
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
粗
末
な
衣
服
を
着
な
が
ら
古
典
の
学
問
に
は
げ
ん
で
い
た
陳
商
は
、
時
勢
に
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
次
い
で
第
二
十
一
句
か
ら
の
四
句
に
お
い
て
、
李
賀
は
再
び
自
身
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
言
及
す
る
。

公
卿
縦
不
憐

公
卿

縦
い
憐
れ
ま
ざ
る
も

寧
能
鎖
吾
口

寧
ぞ
能
く
吾
が
口
を
鎖
さ
ん
や
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李
生
師
太
華

李
生

太
華
を
師
と
し

、
、

大
坐
看
白
昼

大
坐

白
昼
に
看
る

公
卿
が
陳
商
の
こ
と
を
憐
れ
ま
な
い
と
し
て
も
、
自
分
は
貴
顕
に
靡
か
ず
は
っ
き
り
と
口
に
し
よ
う
、
李
生
（
＝
自
分
）
は
太
華
の
ご
と
く
そ
び
え
る

陳
商
を
師
と
し
て
仰
ぎ
、
白
昼
に
も
堂
々
と
眺
め
や
っ
て
い
よ
う
と
、
と
い
う
の
が
引
用
の
大
意
で
あ
る
。

「
李
生
」
を
自
称
表
現
に
用
い
た
例
は
他
の
唐
詩
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
た
め
、
そ
れ
自
体
が
ま
ず
は
李
賀
の
詩
の
特
質
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
の
点
は
、
「
李
子
」
の
語
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
二
語
は
外
形
上
類
似
し
て
い
る
が
、
交
換
可
能
な
自
称
表
現
な
の
か
と
い
え
ば
、

お
そ
ら
く
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
先
に
検
討
を
加
え
た
「
出
城
別
張
又
新
、
酬
李
漢
」
の
第
二
十
七
句
以
下
に
は
、
次
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

吾
将
噪
礼
楽

吾
将
に
礼
楽
を
噪
に
し

声
調
摩
清
新

声
調

清
新
を
摩
せ
ん
と
す

欲
使
十
千
歳

十
千
歳
を
し
て

帝
道
如
飛
神

帝
道

飛
神
の
如
く
せ
し
む

…
…

…
…

没
没
暗
齰
舌

没
没

暗
に
舌
を
齰
み

か

涕
血
不
敢
論

涕
血

敢
て
論
ぜ
ず

礼
楽
へ
の
寄
与
に
よ
っ
て
帝
道
を
飛
躍
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
志
を
抱
き
な
が
ら
も
、
舌
を
銜
え
て
も
の
を
い
わ
ず
、
耐
え
か
ね
て
血
の
涙
を
流
す
と
い

う
、
悲
痛
な
詩
人
自
身
の
形
象
と
な
っ
て
い
る
。
対
し
て
「
贈
陳
商
」
に
は
、
「
公
卿

縦
い
憐
れ
ま
ざ
る
も
、
寧
ぞ
能
く
吾
が
口
を
鎖
さ
ん
や
」
と
あ
っ

た
と
お
り
、
思
う
と
こ
ろ
を
率
直
に
発
言
す
る
、
一
種
の
い
さ
ぎ
よ
さ
が
あ
る
。
二
首
に
お
け
る
語
り
の
態
度
は
対
照
的
だ
。
換
言
す
れ
ば
、
前
者
は
公
に

寄
与
し
よ
う
と
す
る
自
己
の
封
殺
を
、
後
者
は
周
囲
の
評
価
と
は
別
に
私
的
な
考
え
に
従
順
で
あ
ろ
う
と
す
る
自
己
の
伸
長
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
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が
、
そ
れ
は
「
李
子
」
か
「
李
生
」
か
と
い
う
語
彙
の
微
細
な
選
択
に
も
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
「
李
子
」
は
公
的
要
素

を
は
ら
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
「
李
生
」
の
語
は
、
例
え
ば
杜
甫
が
李
白
に
対
し
て
「
不
見
李
生
久
、
佯
狂
真
可
哀
（
李
生
を
見
ざ
る
こ
と
久
し
、
佯
狂

真
に
哀
れ
む
可
し
）
」
（
「
不
見
」
、
『
杜
詩
詳
註
』
巻
一
〇
、
全
八
句
）
と
呼
び
か
け
て
い
る
よ
う
に
、
私
的
要
素
に
傾
斜
し
た
措
辞
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

李
賀
の
詩
に
お
け
る
「
李
子
」
と
「
李
生
」
は
、
意
図
的
選
択
を
潜
り
抜
け
た
表
現
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
、
固
有
名
詞
を
含
む
李
賀
の
自
称
表
現
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。
い
ず
れ
の
例
も
字
句
の
完
全
な
重
複
は
な
く
、
表
現
そ
の
も
の
の
多

様
さ
が
、
ま
ず
は
目
に
つ
く
。「
唐
児
歌
」
に
は
、「
忘
る
る
莫
か
れ
歌
を
作
り
し
人
の
姓
は
李
な
る
を
」
と
い
う
冗
談
め
か
し
た
署
名
と
し
て
の
自
称
表
現

が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
他
者
と
の
対
峙
に
よ
っ
て
自
己
の
否
定
的
側
面
が
炙
り
出
さ
れ
て
し
ま
う
と
き
、
李
賀
は
か
え
っ
て
自
己
を
自
己
た
ら
し
め
て
い

る
出
自
や
名
と
い
っ
た
基
本
的
要
素
を
痛
切
に
意
識
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
任
官
を
果
た
し
た
張
徹
に
対
し
て
、
李
賀
が
「
隴
西
の
長
吉

摧
頽
の
客
」

と
い
う
よ
う
に
、
出
自
と
字
に
よ
っ
て
自
己
を
語
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
「
李
子
」
と
「
李
生
」
と
い
っ
た
微
細
な
語
彙
の
使
い
分
け
に
も
特
徴
が
認

め
ら
れ
た
。
前
者
は
抑
圧
に
よ
っ
て
口
を
閉
ざ
さ
ざ
る
を
え
な
い
公
的
自
己
の
謂
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
思
う
と
お
り
の
こ
と
を
口
に
す
る
私
的
自
己

の
謂
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
一
連
の
表
現
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
措
辞
に
よ
っ
て
、
自
己
を
多
面
的
に
表
象
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
複
数

の
詩
に
わ
た
っ
て
一
貫
し
て
用
い
ら
れ
る
自
称
表
現
と
し
て
は
、
「
書
客
」
の
語
が
挙
げ
ら
れ
る
。
節
を
改
め
て
そ
れ
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。

二

「
書
客
」
が
物
語
る
表
現
者
の
行
方

自
称
表
現
の
中
に
は
、
い
わ
ば
三
人
称
的
自
称
表
現
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
形
式
が
あ
る
。
李
賀
の
「
高
軒
過
」
・
「
題
帰
夢
」
・
「
秋
来
」
に
そ
れ
ぞ
れ
用
い

ら
れ
て
い
る
「
書
客
」
は
、
「
客
」
を
構
成
要
素
と
す
る
と
い
う
語
形
の
上
か
ら
す
れ
ば
、
他
者
を
指
す
の
で
あ
っ
て
も
構
わ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
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れ
の
詩
に
即
し
て
み
る
と
、
「
書
客
」
は
い
ず
れ
も
李
賀
自
身
を
指
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
李
賀
は
「
書
客
」
と
し
て
の
自
己
を
一

貫
し
て
意
識
し
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
語
の
分
析
を
通
し
て
李
賀
の
自
己
認
識
の
内
実
に
迫
り
た
い
。

は
じ
め
に
確
認
し
て
お
く
べ
き
は
、
「
書
客
」
と
は
、
そ
れ
自
体
李
賀
に
特
徴
的
な
詩
語
で
あ
る
と
い
う
点
だ
。
唐
代
以
前
の
詩
に
「
書
客
」
の
語
は

見
当
た
ら
ず
、
唐
詩
に
お
い
て
も
類
例
が
見
出
し
難
い
か
ら
で
あ
る*6

。
諸
注
は
、
「
書
客
」
が
李
賀
自
身
を
指
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
点
で
は
同
じ
だ
が
、

訳
語
に
つ
い
て
は
「
書
生
」
を
筆
頭
に
、
「
文
学
青
年
」
や
「
文
学
者
」
「
詩
人
」
な
ど
、
種
々
の
語
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
も
の
を

読
み
、
あ
る
い
は
も
の
を
「
書
」
く
と
い
う
営
為
に
重
心
を
置
く
、
表
現
者
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
と
見
な
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。
「
書
客
」
と

い
う
目
新
し
い
語
を
三
例
用
い
、
し
か
も
そ
の
こ
と
ご
と
く
が
自
称
詞
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
し
て
、
こ
の
語
が
李
賀
の
自
己
認
識
を
探

る
た
め
の
外
せ
な
い
手
が
か
り
に
な
る
と
推
察
さ
れ
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
に
つ
い
て
順
に
検
討
を
加
え
て
い
く
。

元
和
四
年
（
八
〇
九
）
に
制
作
さ
れ
た
「
高
軒
過
」
（
『
箋
注
』
八
七
頁
、
全
一
四
句
）
は
、
李
賀
の
詩
才
を
聞
き
つ
け
て
尋
ね
て
き
た
韓
愈
と
皇
甫
湜

の
求
め
に
応
じ
て
詠
じ
た
詩
で
あ
る
。
来
訪
し
た
二
人
の
才
能
を
讃
え
た
後
に
、
李
賀
自
身
の
抱
負
を
記
し
て
次
の
よ
う
に
結
ば
れ
る
。

龐
眉
書
客
感
秋
蓬

龐
眉
の
書
客

秋
蓬
に
感
じ

、
、
、
、

誰
知
死
草
生
華
風

誰
か
知
ら
ん
死
草
の
華
風
に
生
ず
る
を

我
今
垂
翅
附
冥
鴻

我
今

翅
を
垂
れ
て
冥
鴻
に
附
す
る
も

他
日
不
羞
蛇
作
竜

他
日
羞
じ
ず

蛇
の
竜
と
作
る
を

枯
れ
草
が
よ
み
が
え
る
よ
う
に
二
人
に
引
き
立
て
て
も
ら
い
、
い
ず
れ
竜
と
な
っ
て
上
昇
し
よ
う
と
い
う
前
向
き
な
意
志
を
高
ら
か
に
う
た
っ
て
い
る
。

「
龐
眉
書
客
」
に
注
目
し
た
い
。
「
龐
眉
」
の
語
は
、
李
賀
の
「
巴
童
答
」
（
『
箋
注
』
六
九
頁
、
全
四
句
）
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
詩
は
、
李
賀

が
自
分
の
従
僕
に
向
け
て
詠
じ
た
「
昌
谷
読
書
示
巴
童
」
（
『
箋
注
』
六
八
頁
、
全
四
句
）
に
対
す
る
従
僕
の
返
答
を
、
李
賀
自
身
が
詩
に
仕
立
て
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
第
一
・
二
句
に
、
「
巨
鼻
宜
山
褐
、
龐
眉
入
苦
吟
（
巨
鼻

山
褐
に
宜
し
く
、
龐
眉

苦
吟
に
入
る
）
」
と
あ
る
。
「
龐
眉
」
、
す
な
わ
ち
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つ
な
が
っ
た
眉
は
、
他
者
か
ら
見
て
も
目
立
つ
よ
う
な
李
賀
の
身
体
的
特
徴
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
高
軒
過
」
に
お
け
る
「
書
客
」
は
、

「
龐
眉
」
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
自
称
表
現
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
李
賀
に
と
っ
て
の
「
書
客
」
は
、

身
体
的
特
徴
と
同
等
の
、
自
己
を
自
己
た
ら
し
め
て
い
る
根
源
的
な
要
素
を
形
象
化
し
た
語
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

続
い
て
、
元
和
七
年
（
八
一
二
）
、
長
安
に
お
い
て
制
作
さ
れ
た
「
題
帰
夢
」
（
『
箋
注
』
四
四
三
頁
、
全
八
句
）
に
は
、
故
郷
の
家
族
を
夢
に
見
て
、

一
家
を
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
圧
に
、
ま
ん
じ
り
と
も
し
な
い
李
賀
の
姿
が
描
か
れ
る
。

長
安
風
雨
夜

長
安

風
雨
の
夜

書
客
夢
昌
谷

書
客

昌
谷
を
夢
む

、
、
、
、
、

怡
怡
中
堂
笑

怡
怡
た
り
中
堂
の
笑
い

い

い

小
弟
裁
澗
菉

小
弟

澗
菉
を
裁
す

家
門
厚
重
意

家
門

厚
重
の
意

望
我
飽
飢
腹

我
に
飢
腹
を
飽
か
し
む
る
を
望
む

労
労
一
寸
心

労
労
た
り
一
寸
の
心

灯
花
照
魚
目

灯
花

魚
目
を
照
ら
す

冒
頭
の
二
句
は
、
風
が
吹
き
雨
が
降
る
長
安
で
の
夜
、
書
客
た
る
自
分
は
故
郷
で
あ
る
昌
谷
（
河
南
省
福
昌
県
）
を
夢
に
見
る
、
と
詠
じ
て
い
る
。
昌

谷
と
い
う
地
名
と
と
も
に
一
句
を
構
成
し
て
い
る
点
か
ら
し
て
、
こ
こ
で
も
「
書
客
」
は
明
確
に
李
賀
の
自
称
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
書
客
」
に
対
し
て
、
李
賀
は
自
称
詞
と
し
て
の
固
有
性
を
付
与
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
「
河
南
府
試
十
二
月
楽
詞
」
〈
八
月
〉

（
『
箋
注
』
三
三
頁
、
全
八
句
）
の
冒
頭
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
類
型
句
、
「
孀
妾
怨
長
夜
、
独
客
夢
帰
家
（
孀
妾

長
夜
を
怨
み
、
独
客

家
に
帰
る
を
夢

、
、
、
、
、

む
）
」
と
の
比
較
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
だ
。
こ
の
詩
は
題
に
あ
る
と
お
り
河
南
府
試
に
際
し
て
の
答
案
で
あ
り
、
ゆ
え
に
個
人
的
な
感
情
を
盛
り
込
む
と



- 171 -

い
う
よ
り
は
、
十
二
の
月
の
種
々
相
を
、
客
観
的
な
視
点
か
ら
描
こ
う
と
す
る
傾
向
に
あ
る
。
仲
秋
八
月
の
夜
長
が
人
恋
し
さ
を
募
ら
せ
て
寡
婦
は
怨
め

し
さ
を
抱
き
、
「
独
客
」
す
な
わ
ち
孤
独
な
旅
人
も
、
故
郷
に
帰
る
夢
を
見
る
。
「
書
客
夢
昌
谷
」
の
句
と
「
独
客
夢
帰
家
」
の
句
は
用
語
・
構
成
と
も
に

似
通
っ
て
い
る
が
、
「
書
客
」
と
「
独
客
」
の
選
択
は
、
意
図
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
「
書
客
」
に
付
与
し
た
自
称
性
に
つ
い
て
、
李
賀
は
意

識
的
で
あ
っ
た
の
だ
。

「
高
軒
過
」
と
「
題
帰
夢
」
の
「
書
客
」
は
、
一
方
は
竜
と
な
っ
て
飛
躍
せ
ん
と
す
る
肯
定
的
側
面
を
、
一
方
は
家
族
の
期
待
に
応
え
ら
れ
な
い
状
況

に
あ
る
と
い
う
否
定
的
側
面
を
そ
れ
ぞ
れ
帯
び
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
李
賀
に
と
っ
て
の
「
書
客
」
が
、
詩
の
内
容
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
、
核
心
と
し
て
の
自
己
を
投
影
し
た
語
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
に
、
両
篇
に
お
け
る
「
書
客
」
は
、
見
方
に
よ
っ
て
は
あ

ま
り
に
前
提
的
に
、
あ
ま
り
に
無
批
判
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
「
書
客
」
と
し
て
、
つ
ま
り
は
表
現
者
と
し
て
の
自
己
は
い
か
に
あ
り
う
る

か
と
い
う
根
源
的
な
問
い
と
の
対
峙
に
つ
い
て
は
、
「
秋
来
」
（
『
箋
注
』
六
八
八
頁
、
全
八
句
）
の
用
例
に
委
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

桐
風
驚
心
壮
士
苦

桐
風

心
を
驚
か
せ
て
壮
士
苦
し
み

衰
灯
絡
緯
啼
寒
素

衰
灯

絡
緯

寒
素
に
啼
く

誰
看
青
簡
一
編
書

誰
か
青
簡
一
編
の
書
を
看
て

不
遣
花
虫
粉
空
蠹

花
虫
を
し
て
粉
と
し
て
空
し
く

蠹

ま
し
め
ざ
る

む
し
ば

思
牽
今
夜
腸
応
直

思
い
牽
か
れ
て
今
夜

腸

応
に
直
な
る
べ
し

雨
冷
香
魂
弔
書
客

雨
冷
や
や
か
に
香
魂

書
客
を
弔
す

秋
墳
鬼
唱
鮑
家
詩

秋
墳

鬼
は
唱
う
鮑
家
の
詩
を

恨
血
千
年
土
中
碧

恨
血

千
年

土
中
の
碧

冒
頭
の
二
句
に
描
か
れ
て
い
る
労
苦
や
貧
寒
に
加
え
、
自
分
が
書
き
残
し
た
「
青
簡
一
編
の
書
」
（
李
賀
の
詩
集
）
を
誰
が
保
存
に
つ
と
め
て
く
れ
よ
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う
か
、
と
続
く
二
句
に
、
李
賀
の
悲
愴
感
が
表
徴
し
て
い
る
。
近
い
将
来
に
お
け
る
消
失
が
避
け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
詩
に
対
す
る
愛
惜
と
感
傷
を
、
な

お
詩
の
形
式
に
よ
っ
て
表
象
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
逆
説
が
、
「
秋
来
」
に
高
い
緊
張
感
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

詩
全
体
を
眺
め
て
み
る
と
、
後
半
に
は
「
香
魂
」
や
「
鬼
」
と
い
っ
た
李
賀
な
ら
で
は
の
不
可
視
の
存
在
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
一
方
、
初
句
に
は

「
壮
士
」
、
第
六
句
に
は
「
書
客
」
と
い
う
作
中
人
物
が
登
場
す
る
。
し
か
も
、
文
脈
か
ら
し
て
ど
ち
ら
も
李
賀
自
身
を
指
し
て
い
る
と
解
釈
し
う
る*7

。

た
だ
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
「
壮
士
」
と
「
書
客
」
が
内
包
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
自
ず
と
異
な
っ
て
い
る
。
「
壮
士
」
と
い
え
ば
、
始
皇
帝
暗
殺
の

た
め
の
出
発
に
先
立
っ
て
荊
軻
が
歌
っ
た
、
「
風
蕭
蕭
兮
易
水
寒
、
壮
士
一
去
兮
不
復
還
（
風
蕭
蕭
と
し
て
易
水
寒
し
、
壮
士
一
た
び
去
り
て
復
た
還
ら

、
、

ず
）
」
（
『
史
記
』
巻
八
六
・
荊
軻
伝
）
と
い
う
句
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
唐
詩
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
李
白
の
「
贈
友
人
三
首
」
〈
其
二
〉
（
『
李

太
白
全
集
』
巻
一
二
、
全
一
八
句
）
に
、
「
荊
卿
一
去
後
、
壮
士
多
摧
残
（
荊
卿
一
た
び
去
り
し
後
、
壮
士
多
く
は
摧
残
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
荊
軻
と
「
壮

、
、

士
」
を
結
び
つ
け
て
詠
じ
た
例
が
見
受
け
ら
れ
る*8

。
ま
た
、
荊
軻
と
直
接
的
に
は
関
連
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
杜
甫
の
「
苦
戦
行
」
（
『
杜
詩
詳
註
』

巻
一
一
、
全
八
句
）
に
、
「
干
戈
未
定
失
壮
士
、
使
我
嘆
恨
傷
精
魂
（
干
戈
未
だ
定
ま
ら
ず
し
て
壮
士
を
失
い
、
我
を
し
て
嘆
恨
し
て
精
魂
を
傷
ま
し
む
）
」

、
、

と
い
う
よ
う
に
、
戦
乱
に
よ
っ
て
命
を
落
と
す
兵
士
に
対
し
て
「
壮
士
」
の
語
が
当
て
ら
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
「
壮
士
」
と
は
、
荊
軻
が
そ
う
で
あ
っ

た
よ
う
に
、
過
酷
な
行
く
末
を
た
ど
る
こ
と
と
な
る
存
在
と
し
て
の
一
面
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
「
壮
士
」
像
は
、
繰
り
返
し
詠
じ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
定
型
性
を
強
化
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
「
書
客
」
は
、
先
述
の
と
お
り
常

套
的
な
詩
語
で
は
な
く
、
従
っ
て
特
定
の
イ
メ
ー
ジ
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
「
壮
士
」
は
典
拠
に
由
来
す
る
類
型
的
な
人
間
像

を
、
「
書
客
」
は
李
賀
の
創
出
に
よ
る
個
別
的
な
人
間
像
を
表
徴
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
う
し
た
人
間
像
の
捉
え
方
に
つ
い
て
は
、
川
合
康
三
『
中
国

の
自
伝
文
学
』
（
創
文
社
、
一
九
九
六
）
に
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

人
間
を
類
型
に
当
て
は
め
て
認
識
す
る
の
で
は
な
く
、
多
様
な
存
在
と
し
て
認
め
、
従
来
の
型
に
合
わ
な
い
人
間
像
を
描
き
出
そ
う
と
す
る
、
そ

の
態
度
が
自
分
に
対
す
る
認
識
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
自
分
を
類
型
に
収
ま
る
像
で
な
く
、
自
分
以
外
の
誰
で
も
な
い
人
間
と
し
て
捉
え
よ
う
と
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す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
自
分
、
ま
た
人
間
に
対
す
る
新
し
い
認
識
が
こ
の
時
期
に
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
中
唐
の
精
神
が
集
団
か
ら
離
脱

し
て
個
を
中
心
と
す
る
も
の
に
移
行
し
て
い
く
、
個
の
覚
醒
と
い
う
新
し
い
現
象
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
二
二
六
頁
）

李
賀
も
こ
う
し
た
中
唐
の
時
代
的
傾
向
を
引
き
受
け
て
い
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
な
ぜ
全
八
句
の
短
詩
に
李
賀
自
身

を
指
す
語
が
形
を
変
え
て
二
度
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
だ
。
「
秋
来
」
は
換
韻
に
よ
っ
て
四
句
ず
つ
前
段
と
後
段
に
分
か
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
段
に
「
壮
士
」
と
「
書
客
」
の
語
が
布
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
を
手
が
か
り
と
し
て
、
「
秋
来
」
に
お
け
る
自
己
表
象
の
内
実
を
究
明
し
た
い
。

前
段
と
後
段
を
比
較
す
る
と
、
複
数
の
共
通
項
が
認
め
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
ま
ず
、
第
一
句
の
「
桐
風
」
と
第
六
句
の
「
雨
冷
」
が
と
も
に
気
象
に

関
す
る
語
と
な
っ
て
い
る
。
続
い
て
、
第
二
句
で
鳴
い
て
い
た
「
絡
緯
」
の
音
は
、
第
七
句
に
お
け
る
幽
鬼
の
歌
声
と
対
応
す
る
。
ど
ち
ら
も
聴
覚
的
に

捉
え
ら
れ
た
事
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
三
・
四
句
と
第
八
句
は
、
ど
ち
ら
も
未
然
の
事
態
を
詠
じ
て
い
る
点
で
共
通
す
る
。
第
三
・
四
句
は
、
す
で
に

自
己
の
存
在
し
な
い
将
来
の
事
態
に
つ
い
て
詠
じ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
語
り
手
は
自
分
の
死
後
を
想
像
し
て
、
書
き
残
し
た
書
物
の
消
滅
と
い
う
お
そ
ら

く
ほ
ぼ
確
実
に
起
こ
る
で
あ
ろ
う
事
態
に
思
い
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
対
応
す
る
よ
う
に
、
第
八
句
も
「
千
年
」
と
い
う
厖
大
な
時
間
を
経
過

し
た
後
の
事
態
に
つ
い
て
叙
述
し
て
い
る
。

以
上
の
諸
点
か
ら
了
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
前
段
と
後
段
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
時
空
は
、
幽
鬼
が
登
場
す
る
か
否
か
と
い
っ
た
相
違
点
を
含
み
つ
つ
、
そ

の
実
ま
っ
た
く
の
異
空
間
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
似
通
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
後
段
は
、
前
段
で
詠
じ
ら
れ
た
現
実
の
時
空
を

虚
構
化
し
た
上
で
、
も
う
一
度
そ
れ
を
語
り
な
お
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
後
段
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
空
間
は
、
い
わ
ば
糊
塗
さ
れ
た
現
実
で
あ

っ
て
、
必
ず
し
も
前
段
と
は
無
関
係
な
別
種
の
時
空
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
「
香
魂
」
や
「
鬼
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
幻
視
的
な
事
物

が
詠
じ
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
前
段
の
現
実
描
写
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
後
段
も
あ
く
ま
で
現
実
の
相
似
形
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

前
段
と
後
段
の
こ
う
し
た
関
連
性
を
踏
ま
え
れ
ば
、
「
壮
士
」
と
「
書
客
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
李
賀
自
身
を
示
す
語
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
理
由
が

浮
き
彫
り
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
「
秋
来
」
は
、
「
壮
士
」
と
し
て
不
遇
を
か
こ
つ
自
己
を
、
「
書
客
」
と
し
て
語
り
な
お
す
過
程
を
提
示
し
た
一
篇
と
捉
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え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
自
己
を
語
る
の
で
は
な
く
、
語
り
な
お
す
こ
と
の
重
要
性
で
あ
る
。
第
三
・
四
句

、
、

、
、
、
、
、

に
詠
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
書
物
消
滅
の
暗
い
想
像
は
、
創
作
行
為
に
重
き
を
置
く
「
書
客
」
と
し
て
の
自
己
規
定
を
否
応
な
く
拒
ま
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
こ
で
李
賀
は
、
現
実
を
糊
塗
す
る
形
で
現
実
の
時
空
を
解
釈
し
な
お
し
、
そ
こ
に
「
書
客
」
と
し
て
の
自
己
を
定
立
し
よ
う
と
試
み
る
。
そ
の
前
段
と

後
段
の
時
空
の
間
に
、
陽
画
（
ポ
ジ
）
と
陰
画
（
ネ
ガ
）
の
関
係
性
を
見
出
し
、
後
段
の
時
空
を
あ
く
ま
で
前
段
に
お
け
る
現
実
の
相
似
形
と
し
て
語
る

こ
と
で
、
「
書
客
」
と
し
て
の
自
己
に
確
か
な
手
触
り
を
付
与
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

改
め
て
自
己
認
識
の
構
造
に
お
け
る
「
壮
士
」
と
「
書
客
」
の
位
置
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
「
壮
士
」
は
荊
軻
を
典
型
と
し
て
、
後
の
多
く
の
文
人

が
そ
こ
に
自
己
を
投
影
し
う
る
人
物
像
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
比
し
て
、
「
書
客
」
は
典
型
を
背
負
う
こ
と
の
な
い
新
た
な
人
物
造
形
で
あ
る
。
と
す
る
な

ら
ば
、
壮
士
像
を
外
枠
と
し
て
そ
の
内
部
に
他
者
に
通
底
す
る
一
典
型
と
し
て
の
李
賀
が
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
李
賀
の
内
側
に
、
個
別
の
形
象
を
備
え
た

書
客
と
し
て
の
李
賀
が
い
る
と
い
う
構
造
を
想
定
す
べ
き
だ
ろ
う
。
「
秋
来
」
は
い
わ
ば
、
自
己
認
識
に
関
す
る
三
重
の
入
れ
子
構
造
を
有
し
て
い
る
の

だ
。
「
書
客
」
に
は
、
そ
の
他
大
勢
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
表
現
者
と
し
て
の
李
賀
の
自
己
認
識
が
投
影
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
、
「
書
客
」
の
語
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。
「
高
軒
過
」
に
お
け
る
「
龐
眉
の
書
客
」
は
、
「
死
草
」
に
比
擬
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
韓

愈
や
皇
甫
湜
の
恩
沢
の
比
喩
で
あ
る
「
華
風
」
に
よ
っ
て
生
気
を
取
り
戻
す
も
の
と
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
た
。
創
作
行
為
へ
の
従
事
者
た
る
自
負
は
、
有

力
な
他
者
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
う
る
と
い
う
無
邪
気
な
信
頼
が
、
「
高
軒
過
」
に
は
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
題
帰
夢
」
に
お
け
る
「
書
客
」

は
、
故
郷
で
あ
る
昌
谷
を
夢
に
見
て
、
そ
こ
に
残
し
て
き
た
家
族
の
期
待
に
沿
え
な
い
現
状
に
甘
ん
じ
て
い
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
、
い
わ
ば
敗
北
者
の

姿
を
露
呈
し
て
い
る
。
「
秋
来
」
の
「
書
客
」
は
、
死
者
を
「
弔
」
す
る
主
体
た
る
べ
き
生
者
と
し
て
の
能
動
性
を
剥
奪
さ
れ
、
反
対
に
「
香
魂
」
に
慰

撫
さ
れ
る
よ
う
な
受
動
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
李
賀
は
「
書
客
」
と
し
て
の
自
己
の
窮
状
に
対
し
て
無
力
で
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
や
が
て
「
土
中
」
に
埋
没
せ
ざ
る
を
え
な
い
「
書

客
」
の
行
く
末
を
自
覚
し
つ
つ
も
、
現
実
の
相
似
形
と
し
て
の
時
空
を
構
築
し
、
そ
こ
に
「
書
客
」
た
る
自
己
の
定
立
を
試
み
た
。
そ
し
て
李
賀
は
自
分
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自
身
に
、
「
秋
来
」
の
末
尾
の
句
が
物
語
る
よ
う
な
、
埋
没
し
た
碧
玉
と
し
て
の
価
値
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
埋
没
し
て
は
い
て
も
、
碧
玉
は
碧
玉
で
あ

る
限
り
、
後
世
の
発
掘
を
期
待
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。
碧
玉
の
比
喩
に
よ
っ
て
、
李
賀
は
現
実
に
お
け
る
文
学
的
な
不
遇
を
相
対
化
し
、
表
現
者
た
る

自
己
の
あ
り
よ
う
を
、
他
で
も
な
い
、
詩
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
闡
明
し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

多
様
な
措
辞
を
伴
い
な
が
ら
作
中
で
様
々
に
ふ
る
ま
う
、
い
わ
ば
変
化
の
相
に
お
け
る
自
己
、
あ
る
い
は
複
数
の
詩
篇
に
共
通
す
る
措
辞
を
伴
っ
て
登

場
す
る
、
不
変
の
相
に
お
け
る
自
己
、
そ
の
両
者
を
使
い
分
け
な
が
ら
、
李
賀
は
自
己
表
象
を
展
開
し
て
い
た
。

第
一
節
で
取
り
上
げ
た
固
有
名
詞
を
含
む
自
己
表
象
は
、
作
品
ご
と
に
異
な
る
措
辞
を
伴
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
作
中
人
物
と
し
て
の
自
己
の
役
割
や
ふ

る
ま
い
が
、
一
篇
一
篇
変
化
す
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
「
李
子
」
と
「
李
生
」
と
い
う
自
称
詞
は
、
一
見
そ
れ
ほ
ど
偏
差
が
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
脈
に
照
ら
し
て
み
る
に
、
交
換
可
能
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
自
称
表
現
は
、
い
わ
ば
表
現
が
書
き
手

の
自
己
認
識
に
先
行
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
作
品
の
別
に
よ
っ
て
多
様
な
措
辞
を
許
容
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
書
き
手
が
表
現
に
先
行
す
る
の
が
、
第
二
節
で
検
討
を
加
え
た
「
書
客
」
の
語
で
あ
っ
た
。
李
賀
は
「
書
客
」
と
し
て
の
自
己
に
こ
だ

わ
り
、
作
品
の
別
を
越
え
て
こ
の
語
を
用
い
て
い
た
。
「
書
客
」
と
は
、
創
作
行
為
へ
の
従
事
を
軸
に
据
え
た
自
己
認
識
の
在
り
様
を
示
し
て
い
る
。
換

言
す
れ
ば
、
自
己
を
構
成
す
る
あ
ら
ゆ
る
要
素
の
中
か
ら
、
表
現
者
と
し
て
の
側
面
に
特
別
な
位
置
を
与
え
る
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
た
呼
称
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
「
書
客
」
は
時
に
有
力
者
の
来
訪
に
よ
っ
て
将
来
に
望
み
を
か
け
る
一
方
、
家
族
へ
の
期
待
に
沿
え
な
い
不
遇
者
と
し
て
の
一
面
も
見
せ
る
。

そ
し
て
何
よ
り
、
表
現
者
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
表
現
が
否
定
さ
れ
る
存
在
で
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
自
己
存
在
の
窮
状
に
あ
っ
て
、
李
賀
は
「
書
客
」
と

し
て
の
自
己
を
放
棄
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
現
実
の
側
を
相
対
化
し
、
表
現
に
よ
っ
て
表
現
の
否
定
に
抵
抗
す
る
と
い
う
方
途
を
も
っ
て
、
表
現
者



*1

こ
の
句
に
つ
い
て
は
、
上
篇
第
三
章
「
『
酒
闌
感
覚
中
区
窄
』
の
句
を
め
ぐ
っ
て
」
を
参
照
。

*2

「
杜
陵
」
を
構
成
要
素
と
す
る
杜
詩
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
土
谷
彰
男
「
杜
陵
野
客
と
腐
儒
」
（
松
原
朗
編
『
生
誕
千
三
百
年
記
念

杜
甫
研
究
論
集
』
研
文
出
版
、
二
〇
一
三
、

所
収
）
に
も
考
察
が
あ
る
。

*3

な
お
、
牛
志
平
・
姚
兆
女
編
著
『
唐
人
称
謂
』
（
三
秦
出
版
社
、
一
九
八
七
）
の
「
姓
＋
“
子
”
」
と
い
う
項
目
に
あ
る
按
語
に
は
、
「
子
、
為
古
代
男
子
的
尊
称
或
美
称
」
（
五

三
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

*4

詩
の
原
文
に
つ
い
て
は
、
後
に
引
く
部
分
を
参
照
。

*5

前
掲
『
唐
人
称
謂
』
の
「
姓
＋
“
生
”
」
と
い
う
項
目
に
あ
る
按
語
に
は
、
「
生
、
有
才
学
之
人
、
也
為
読
書
人
的
通
称
」
（
五
三
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

*6

「
留
書
客
」
や
「
読
書
客
」
と
い
っ
た
表
現
は
認
め
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
○
書
客
」
の
三
字
が
ひ
と
ま
と
ま
り
と
な
っ
て
い
る
。
張
籍
「
和
左
司
元
郎
中
秋
居
十
首
」
〈
其

五
〉
（
徐
礼
節
・
余
恕
誠
『
張
籍
集
繫
年
校
注
』
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
、
三
六
三
頁
）
に
は
、
「
書
客
多
呈
帖
、
琴
僧
与
合
絃
」
と
あ
っ
て
「
書
客
」
の
二
字
が
熟
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
の
場
合
は
能
書
の
者
を
意
味
し
て
い
る
た
め
、
李
賀
と
同
断
に
は
扱
え
な
い
。

*7

初
句
の
方
に
つ
い
て
は
王
琦
注
に
、
「
秋
風
至
則
桐
葉
落
、
壮
士
聞
而
心
驚
、
悲
年
歳
之
不
我
与
也
」
と
あ
り
、
第
六
句
の
方
に
つ
い
て
は
曽
益
注
に
、
「
斯
時
也
、
誰
復
知
我
、

、
、

、

、

則
惟
有
冷
雨
之
侵
、
香
魂
之
相
弔
而
已
」
と
あ
る
の
を
参
照
。
ま
た
、
例
え
ば
鈴
木
虎
雄
『
李
長
吉
歌
詩
集

上
』
（
岩
波
文
庫
、
一
九
六
一
）
は
「
壮
士
」
を
「
壮
士
た
る
わ
た

し
」
（
一
二
一
頁
）
と
訳
し
、
「
書
客
」
に
つ
い
て
は
「
作
者
自
己
を
さ
す
」
（
一
二
二
頁
）
と
語
釈
を
付
し
て
い
る
。

*8

唐
代
ま
で
の
荊
軻
受
容
に
つ
い
て
は
、
松
本
肇
「
柳
宗
元
の
『
詠
荊
軻
』
を
め
ぐ
っ
て
―
―
荊
軻
受
容
の
視
角
」
（
『
唐
代
文
学
の
視
点
』
研
文
出
版
、
二
〇
〇
六
、
所
収
）
に
整

理
さ
れ
て
い
る
。
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と
し
て
の
自
己
を
貫
い
た
の
で
あ
っ
た
。
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第
四
章

「
感
諷
五
首
」
論
―
―
自
己
認
識
の
変
容
と
そ
の
契
機
―
―

は
じ
め
に

李
賀
の
「
感
諷
五
首
」
（
『
箋
注
』
三
五
九
頁
）
は
、
詩
題
か
ら
し
て
諷
喩
を
主
題
と
す
る
と
見
な
せ
る
。
そ
れ
ゆ
え
先
学
の
多
く
は
、
一
首
一
首
が
具

体
的
に
は
い
か
な
る
事
柄
を
諷
喩
の
対
象
と
し
て
い
る
の
か
と
い
う
現
実
と
の
整
合
性
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
の
だ
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
五
首
の
中
に
は

そ
の
点
が
明
示
的
で
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
連
作
全
体
を
貫
通
す
る
有
機
的
な
構
造
を
見
出
そ
う
と
す
る
意
欲
的
な
見
解
が
、
ほ
と
ん
ど
提

出
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
例
え
ば
葉
葱
奇
『
李
賀
詩
集
』
（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
五
九
）
は
、
「
呉
汝
綸
説
、
『
後
四
首
与
第
一
首
似
非
同
時
之
作
』
、

所
説
很
是
。
五
首
非
但
不
同
時
、
也
不
同
地
（
呉
汝
綸
は
、
『
（
五
首
の
う
ち
）
後
段
の
四
首
は
第
一
首
と
は
異
な
る
時
に
詠
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
』
と

説
い
て
お
り
、
そ
れ
は
正
し
い
。
五
首
は
時
を
異
に
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
詠
じ
ら
れ
た
場
所
も
同
じ
で
は
な
い
）
」
（
一
五
七
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
同

時
同
地
の
作
で
は
な
い
と
い
う
指
摘
が
、
た
だ
ち
に
五
首
の
連
作
的
構
成
を
否
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
は
必
ず
し
も
な
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
連

作
な
ら
で
は
の
表
現
効
果
を
読
み
取
ろ
う
と
し
て
い
な
い
の
は
確
か
で
あ
ろ
う*1

。

し
か
し
同
時
同
地
の
作
で
は
な
い
か
ら
こ
そ
、
む
し
ろ
作
者
に
と
っ
て
の
本
質
的
で
継
続
的
な
問
題
意
識
を
反
映
し
て
い
る
と
い
う
見
方
も
成
り
立
つ

は
ず
で
あ
る
。
加
え
て
、
李
賀
に
は
「
感
諷
五
首
」
と
は
別
に
、
同
題
の
「
感
諷
六
首
」
（
『
箋
注
』
三
七
三
頁
）
も
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
連
作
性
が
付
与
さ
れ
て
い
る
と
想
定
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う*2

。

「
感
諷
五
首
」
の
連
作
性
に
着
目
し
た
先
行
研
究
に
、
川
北
泰
彦
「
李
賀
詩
『
感
諷
五
首
』
考
」
（
『
奈
良
教
育
大
学
国
文
』
第
二
三
号
、
二
〇
〇
〇
）

が
あ
る
。
川
北
氏
は
、
「
連
章
詩
」
と
い
う
術
語
を
使
用
し
つ
つ
、
「
感
諷
五
首
」
に
連
作
と
し
て
の
一
貫
性
を
認
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
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連
作
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
な
が
ら
五
首
の
構
造
を
読
む
た
め
の
先
鞭
が
つ
け
ら
れ
た
と
い
え
る
。
そ
の
前
提
に
立
ち
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
分
析
を
加

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

五
首
が
ゆ
る
や
か
な
構
成
に
よ
っ
て
成
立
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
諷
喩
と
い
う
主
題
に
即
す
る
一
貫
し
た
文
脈
が
読
み
取
り
に
く
く
な
っ
て
い
る

の
は
確
か
で
あ
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
本
連
作
の
読
み
を
深
め
て
い
く
た
め
に
は
、
読
み
手
の
主
体
的
・
積
極
的
な
関
与
が
不
可
欠
と
な
る
と
い
う
こ
と
で

も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
断
片
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
詩
と
詩
の
境
界
を
活
性
化
さ
せ
る
と
い
う
読
み
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
要
請
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

「
感
諷
五
首
」
は
〈
其
三
〉
を
中
心
と
し
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
展
開
す
る
。
そ
う
し
た
連
作
構
造
は
、
〈
其
三
〉
を
契
機
と
し
な
が
ら
主
体
的
生
を
獲

得
し
て
い
く
語
り
手
を
描
く
た
め
の
装
置
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
論
で
は
、
以
上
の
仮
説
に
基
づ
き
な
が
ら
「
感
諷
五
首
」
の
新
た
な
読
み

を
提
示
し
た
い
。

一

変
容
す
る
語
り
手
の
位
置
―
―
〈
其
一
〉
と
〈
其
四
〉
の
「
知
」
字
に
即
し
て
―
―

本
節
で
は
、
〈
其
一
〉
と
〈
其
四
〉
に
見
え
て
い
る
「
知
」
字
の
用
い
ら
れ
方
を
手
が
か
り
と
し
て
、
両
首
が
表
現
手
法
上
の
対
照
関
係
に
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
そ
れ
が
連
作
の
展
開
に
お
い
て
い
か
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
探
っ
て
い
く
。
ま
ず
は
〈
其
一
〉
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
て
い
き
た
い
。

合
浦
無
明
珠

合
浦
に
明
珠
無
く

1
竜
洲
無
木
奴

竜
洲
に
木
奴
無
し

2
足
知
造
化
力

知
る
に
足
る

造
化
の
力
の

、
、
、
、
、

3
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不
給
使
君
須

使
君
の
須
め
に
給
せ
ざ
る
を

も
と

4
越
婦
未
織
作

越
婦

未
だ
織
作
せ
ず

5
呉
蚕
始
蠕
蠕

呉
蚕

始
め
て
蠕
蠕
た
り

6
県
官
騎
馬
来

県
官

馬
に
騎
り
て
来
た
る

7
獰
色
虯
紫
鬚

獰

色

虯
の
紫
鬚

ど
う
し
ょ
く

8
懐
中
一
方
板

懐
中

一
の
方
板

9
板
上
数
行
書

板
上

数
行
の
書

10
不
因
使
君
怒

使
君
の
怒
り
に
因
ら
ず
ん
ば

11
焉
得
詣
爾
廬

焉
ん
ぞ
爾
の
廬
に
詣
る
を
得
ん

い
た

12
越
婦
拝
県
官

越
婦

県
官
を
拝
す

13
桑
牙
今
尚
小

桑
牙

今
尚
小
な
り

14
会
待
春
日
晏

会

ず
春
日
の
晏
き
を
待
ち
て

か
な
ら

お
そ

15
糸
車
方
擲
掉

糸
車

方
に
擲
掉
せ
ん

16
越
婦
通
言
語

越
婦

言
語
を
通
じ

17
小
姑
具
黄
粱

小
姑

黄
粱
を
具
う

18
県
官
踏
飧
去

県
官

踏
飧
し
て
去
り

と
う
そ
ん

19
簿
吏
復
登
堂

簿
吏

復
た
堂
に
登
る

20

「
感
諷
五
首
」
〈
其
一
〉
（
『
箋
注
』
三
五
九
頁
）
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作
中
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
地
域
は
、
こ
れ
と
い
っ
た
特
産
の
な
い
貧
し
い
場
所
で
あ
る
。
そ
こ
に
住
む
越
婦
が
飼
っ
て
い
る
蚕
は
ま
だ
育
っ
て
い
な

い
に
も
関
わ
ら
ず
、
県
官
は
容
赦
な
く
搾
取
し
よ
う
と
す
る
。
越
婦
は
今
し
ば
ら
く
期
日
を
延
長
し
て
も
ら
う
た
め
に
食
事
で
も
て
な
す
も
の
の
、
県
官

は
そ
れ
を
食
い
散
ら
か
し
て
立
ち
去
り
、
後
か
ら
ま
た
別
の
役
人
で
あ
る
簿
吏
が
や
っ
て
く
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
一
篇
は
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。
前
掲
葉

葱
奇
『
李
賀
詩
集
』
が
、
「
這
首
的
格
調
和
意
趣
跟
杜
甫
的
『
石
壕
吏
』
・
白
居
易
的
『
秦
中
吟
』
很
相
想
、
純
粋
是
站
在
老
百
姓
的
立
場
対
当
時
政
府
的

苛
捐
重
税
和
官
吏
的
貪
婪
残
暴
加
以
尖
刻
的
諷
刺
和
深
悪
痛
絶
的
斥
責
的
（
こ
の
詩
の
格
調
と
意
趣
は
杜
甫
の
『
石
壕
吏
』
や
白
居
易
の
『
秦
中
吟
』
と

発
想
を
通
わ
せ
て
お
り
、
純
粋
に
民
衆
の
立
場
を
取
り
な
が
ら
、
当
時
の
政
府
の
重
税
や
官
吏
の
貪
婪
に
対
し
て
辛
辣
な
風
刺
や
憎
悪
の
こ
も
っ
た
問
責

を
突
き
つ
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
）
」
（
一
五
二
頁
）
と
指
摘
す
る
と
お
り
、
人
民
の
立
場
か
ら
為
政
者
を
批
判
す
る
と
い
う
そ
の
態
度
は
、
確
か
に
杜

詩
や
白
詩
を
連
想
さ
せ
る
。

〈
其
一
〉
で
ま
ず
着
目
し
た
い
の
は
、
越
婦
の
も
と
を
訪
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
県
官
が
「
使
君
の
怒
り
に
因
ら
ず
ん
ば
、
焉
ん
ぞ
爾
の
廬
に
詣
る
を

得
ん
」
（
第
一
一
・
一
二
句
）
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
な
ぜ
県
官
は
「
使
君
が
怒
っ
て
い
る
の
で
も
な
け
れ
ば
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
は
来
な
い
」

と
弁
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
逼
迫
し
て
い
る
越
婦
の
生
活
状
況
を
推
察
し
え
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
あ
え
て
取
り
立
て
に
や
っ
て

き
た
自
身
の
非
道
を
感
得
し
て
い
た
た
め
で
は
な
い
か
。
無
論
、
こ
こ
で
の
県
官
は
、
言
い
訳
を
し
た
か
ら
と
い
っ
て
同
情
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
は
描

か
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
見
方
に
よ
っ
て
は
、
県
官
は
使
君
の
使
い
走
り
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
意
味
で
は
、
権
力
構
造
の
内
部
で
虐
げ
ら
れ
て
い
る
存
在

で
も
あ
る
。

こ
こ
で
考
え
て
み
た
い
の
は
、
使
君
を
満
足
さ
せ
る
よ
う
な
資
源
な
ど
な
い
こ
と
が
、
第
一
聯
に
お
け
る
「
無
」
字
の
連
用
に
よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
示

さ
れ
て
い
た
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
れ
を
承
け
て
第
三
句
で
は
、
「
知
る
に
足
る
造
化
の
力
」
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
「
知
る
」
主
体
は
果
た
し
て
誰
か

と
い
え
ば
、
語
り
手
自
身
が
そ
う
で
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
作
中
の
舞
台
と
し
て
設
定
さ
れ
た
地
域
の
内
情
に
精
通
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
越
婦

や
県
官
を
も
含
め
て
い
い
は
ず
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
県
官
は
自
分
の
行
為
の
正
当
性
を
強
弁
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
え
る
し
、
ま
た
越
婦
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は
「
言
語
を
通
じ
」
て
ひ
と
ま
ず
引
き
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
も
あ
ろ
う*3

。
逆
に
い
え
ば
、
使
君
が
怒
ら
な
い
で
い
る
う
ち
は
、
県
官
が
自

ら
越
婦
の
も
と
を
訪
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
現
地
の
内
情
に
精
通
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
県
官
に
と
っ
て
は
、
税
の
取
り
立
て
が
無
駄

足
に
な
る
こ
と
は
、
事
前
に
知
れ
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る*4

。

以
上
の
解
釈
を
踏
ま
え
る
と
、
第
三
句
に
「
知
る
に
足
る
」
と
述
べ
つ
つ
も
、
唯
一
の
知
ら
な
い
者
で
あ
る
使
君
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
と
い
う
構

造
が
明
ら
か
に
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
第
四
句
は
、
「
造
化
の
力
」
が
使
君
の
求
め
に
は
適
わ
な
い
ほ
ど
の
も
の
で
し
か
な
い
と
い
う
よ
う
に
、
使
君
以
外

の
者
の
立
場
か
ら
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
〈
其
一
〉
は
、
虐
げ
る
者
（
＝
県
官
）
と
虐
げ
ら
れ
る
者
（
＝
越
婦
）
に
よ
る
や
り
と
り
を
基
本
的
な

枠
組
み
と
し
て
設
定
し
つ
つ
、
実
の
と
こ
ろ
、
そ
の
背
後
に
あ
る
大
権
力
で
あ
る
使
君
の
無
知
性
を
、
隠
微
な
形
で
批
判
し
て
い
る
と
い
え
る*5

。
換
言
す

れ
ば
、
「
知
る
に
足
る
」
と
述
べ
る
こ
と
で
知
ら
な
い
者
で
あ
る
使
君
を
浮
き
彫
り
に
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
諷
刺
性
を
機
能
さ
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う*6

。

「
知
」
字
は
、
〈
其
四
〉
に
も
認
め
ら
れ
る
。
〈
其
四
〉
は
〈
其
三
〉
を
承
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
〈
其
三
〉
か
ら
先
に
見
て
い
き
た
い
。

南
山
何
其
悲

南
山

何
ぞ
其
れ
悲
し
き

1
鬼
雨
灑
空
草

鬼
雨

空
草
に
灑
ぐ

2
長
安
夜
半
秋

長
安

夜
半
の
秋

3
風
前
幾
人
老

風
前

幾
人
か
老
ゆ
る

4
低
迷
黄
昏
径

低
迷

黄
昏
の
径

5
裊
裊
青
櫟
道

裊
裊

青
櫟
の
道

6
月
午
樹
立
影

月
午
に
し
て
樹
影
を
立
て

7
一
山
惟
白
暁

一
山

惟

白
暁

8
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漆
炬
迎
新
人

漆
炬

新
人
を
迎
え

9
幽
壙
蛍
擾
擾

幽
壙

蛍
擾
擾
た
り

10

「
感
諷
五
首
」
〈
其
三
〉
（
『
箋
注
』
三
六
六
頁
）

鬼
気
を
帯
び
た
雨
の
降
る
南
山
は
、
な
ん
と
悲
し
げ
に
聳
え
て
い
る
こ
と
か
。
こ
の
秋
の
夜
、
一
体
ど
れ
ほ
ど
の
人
が
老
い
て
い
く
の
か
。
風
雨
が
等

し
く
人
々
を
打
つ
よ
う
に
、
老
い
も
ま
た
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
不
可
避
の
現
象
で
あ
る
。
そ
れ
は
覆
し
よ
う
の
な
い
生
理
的
必
然
で
は
あ
る
が
、
語
り
手

は
な
お
疑
問
の
口
吻
に
よ
っ
て
無
情
な
る
時
の
推
移
に
抵
抗
を
試
み
る
。
そ
の
疑
問
が
、
風
雨
に
か
き
消
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
弱
々
し
い
声
で
し
か
あ
り

え
な
い
こ
と
を
、
語
り
手
も
知
ら
な
い
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
や
が
て
雨
は
や
ん
で
月
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
、
山
全
体
を
白
々
と
し
た
光
で
包
む
。
続
く
〈
其

四
〉
は
次
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

星
尽
四
方
高

星
尽
き
て
四
方
高
く

1
万
物
知
天
曙

万
物

天
の
曙
な
る
を
知
る

2
己
生
須
己
養

己
の
生
は
己
の
養
を
須
つ

ま

3
荷
担
出
門
去

荷
担
し
て
門
を
出
で
て
去
る

4
君
平
久
不
反

君
平

久
し
く
反
ら
ず

5
康
伯
遁
国
路

康
伯

国
路
に
遁
る

の
が

6
暁
思
何
譊
譊

暁
思

何
ぞ
譊
譊
た
る

7
闤
闠
千
人
語

闤
闠

千
人
語
る

8

「
感
諷
五
首
」
〈
其
四
〉
（
『
箋
注
』
三
六
七
頁
）

〈
其
三
〉
に
「
漆
炬

新
人

を
迎
え
、
幽
壙

蛍
擾
擾
た
り
」
と
描
か
れ
て
い
る
よ
う
な
人
魂
の
舞
う
非
日
常
的
な
夜
が
明
け
て
、
特
異
な
感

【
新
た
に
亡
く
な
っ
た
人
】
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性
の
持
ち
主
に
限
ら
な
い
、
「
万
物
」
に
と
っ
て
の
曙
と
な
る
。
こ
こ
で
想
起
す
べ
き
は
、
語
り
手
は
〈
其
三
〉
の
時
点
で
、
す
で
に
山
全
体
に
月
光
が

充
満
す
る
光
景
、
す
な
わ
ち
「
白
暁*7

」
に
遭
遇
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
夜
明
け
に
も
似
た
光
景
を
、
実
際
の
夜
明
け
よ
り
も
前
の
段
階
で
目
に

し
て
い
た
語
り
手
は
、
こ
の
場
合
、
第
二
句
の
「
万
物
」
の
中
に
他
と
同
一
の
形
と
し
て
は
含
ま
れ
な
い
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ば
、
夜

明
け
を
先
取
り
し
て
い
た
語
り
手
に
追
い
つ
く
形
で
、
万
物
も
や
が
て
〈
其
四
〉
の
冒
頭
に
至
っ
て
夜
明
け
を
「
知
」
る
の
で
あ
る
。

〈
其
一
〉
の
「
足
知
造
化
力
」
が
、
「
知
る
者
」
を
詠
じ
る
こ
と
で
「
知
ら
ざ
る
者
」
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
た
の
と
は
対
照
的
に
、
〈
其
四
〉
の
「
万

物
知
天
曙
」
は
、
「
知
る
者
」
を
詠
じ
る
こ
と
で
「
あ
ら
か
じ
め
知
っ
て
い
た
者
」
、
す
な
わ
ち
語
り
手
の
存
在
を
炙
り
出
し
て
い
る
。
「
万
物
」
と
い
い

な
が
ら
、
語
り
手
自
身
が
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
な
い
の
は
、
〈
其
四
〉
に
至
っ
て
彼
が
固
有
の
位
置
を
獲
得
し
た
か
ら
で
あ
る
と
も
い
い
う
る
。
先
回

り
し
て
述
べ
て
お
け
ば
、
連
作
の
展
開
に
よ
っ
て
語
り
手
の
質
的
変
容
を
物
語
る
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
「
感
諷
五
首
」
の
主
題
が
潜
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
節
を
改
め
て
さ
ら
な
る
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

二

典
故
人
物
の
描
出
法

「
知
」
字
を
め
ぐ
る
前
節
の
考
察
に
よ
っ
て
、
〈
其
一
〉
と
〈
其
四
〉
と
で
語
り
手
の
立
場
が
変
容
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
〈
其

一
〉
に
お
け
る
語
り
手
は
搾
取
の
対
象
た
る
弱
者
の
位
置
か
ら
権
力
構
造
に
批
判
の
目
を
向
け
て
い
た
の
に
対
し
、
〈
其
四
〉
で
は
非
「
万
物
」
と
し
て

の
孤
立
的
な
位
置
を
自
ら
に
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
語
り
手
の
変
容
す
る
姿
を
描
く
と
こ
ろ
に
、
「
感
諷
五
首
」
の
主
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
、
そ
れ
を
裏
づ
け
る
た
め
に
は
、
〈
其
一
〉
や
〈
其
四
〉
以
外
の
詩
に
も
目
を
配
り
つ
つ
、
別
の
角
度
か
ら
連
作
全
体
を
分
析
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
本
節
で
は
、
随
所
に
登
場
す
る
典
故
人
物
の
描
出
法
に
着
目
し
て
、
連
作
の
主
題
を
追
求
し
て
い
き
た
い
。
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（
一
）
賈
誼
―
―
墓
を
媒
介
と
す
る
歴
史
的
時
空
の
遠
望
―
―

こ
こ
で
は
ま
ず
、
〈
其
二
〉
に
描
か
れ
て
い
る
賈
誼
の
描
か
れ
方
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
く
。

奇
俊
無
少
年

奇
俊

少
年
無
し

1
日
車
何
躃
躃

日
車

何
ぞ
躃
躃
た
る

へ
き
へ
き

2
我
待
紆
双
綬

我
は
双
綬
を
紆
ら
す
を
待
つ
も

め
ぐ

3
遺
我
星
星
髪

我
に
星
星
た
る
髪
を
遺
す

4
都
門
賈
生
墓

都
門

賈
生
の
墓

5
青
蠅
久
断
絶

青
蠅

久
し
く
断
絶
す

6
寒
食
揺
揚
天

寒
食

揺
揚
の
天

7
憤
景
長
粛
殺

憤
景

長
く
粛
殺
た
り

8
皇
漢
十
二
帝

皇
漢

十
二
帝

9
惟
帝
称
睿
哲

惟
帝
の
み
睿
哲
と
称
せ
ら
る

10
一
夕
信
豎
児

一
夕

豎
児
を
信
じ

じ
ゅ

じ

11
文
明
永
淪
歇

文
明

永
く
淪
歇
す

り
ん
け
つ

12

「
感
諷
五
首
」
〈
其
二
〉
（
『
箋
注
』
三
六
二
頁
）

〈
其
一
〉
で
は
搾
取
の
現
場
の
観
察
者
と
し
て
後
景
化
さ
れ
て
い
た
語
り
手
「
我
」
は
、
「
双
綬
を
紆
ら
す
」
よ
う
な
官
職
を
待
ち
望
ん
で
い
た
も
の

の
、
い
た
ず
ら
に
時
間
が
流
れ
、
結
果
的
に
は
白
髪
の
み
が
残
さ
れ
た
。
無
道
を
正
す
た
め
に
語
り
手
は
仕
官
を
志
す
の
で
あ
る
が
、
そ
の
意
志
は
挫
か

れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
語
り
手
の
視
線
は
自
分
と
同
じ
く
誰
か
ら
も
顧
慮
さ
れ
な
い
存
在
と
な
っ
た*8

賈
誼
の
墓
へ
と
注
が
れ
る
。
賈
誼
（
前
二
〇
一
？
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～
前
一
六
九
？
）
は
、
厚
遇
を
受
け
て
異
例
の
出
世
を
果
た
し
た
も
の
の
、
後
に
讒
言
に
よ
っ
て
左
遷
さ
れ
、
そ
の
後
再
び
中
央
へ
召
し
返
さ
れ
る
と
い

う
波
乱
の
生
涯
を
送
っ
た
。
そ
う
し
た
賈
誼
に
対
す
る
評
価
は
さ
ま
ざ
ま
あ
る
も
の
の*9

、
不
遇
に
甘
ん
じ
て
い
る
語
り
手
に
と
っ
て
は
一
つ
の
理
想
像
だ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。

注
意
す
べ
き
は
、
こ
こ
で
の
賈
誼
は
墓
を
媒
介
と
し
て
表
象
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
体
、
墓
を
見
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
と
対
面
し

て
い
る
自
己
の
い
る
現
在
を
基
点
と
し
て
、
墓
の
主
の
生
き
た
過
去
の
一
地
点
に
思
い
を
馳
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
語
り
手
は
、
墓
を
挟
ん
だ
時
空

の
向
こ
う
側
に
、
賈
誼
を
遠
望
し
て
い
る
の
だ
。

詩
の
後
半
、
第
十
句
に
登
場
す
る
「
帝
」
は
漢
の
文
帝
を
指
す
。
「
豎
児
」
は
鄧
通
を
は
じ
め
と
し
て
、
賈
誼
を
朝
廷
か
ら
遠
ざ
け
た
人
々
の
こ
と
。

文
帝
が
彼
ら
の
言
を
鵜
呑
み
に
し
た
ば
か
り
に
文
明
が
没
落
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
が
、
末
四
句
の
大
意
で
あ
る
。
賈
誼
と
文
帝
を
併
せ
て
詠
じ
る
例

は
他
の
唐
詩
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
李
白
の
「
巴
陵
贈
賈
舎
人
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
一
七
〇
）
に
は
、
「
賈
生
西
望
憶
京
華
、
湘
浦
南
遷
莫
怨
嗟
。

、
、

聖
主
恩
深
漢
文
帝
、
憐
君
不
遣
到
長
沙
（
賈
生
西
に
望
み
て
京
華
を
憶
い
、
湘
浦

南
遷
し
て
怨
嗟
莫
し
。
聖
主
恩
は
深
し
漢
の
文
帝
、
君
を
憐
れ
み
て

、
、
、

長
沙
に
到
ら
し
め
ず
）
」
と
あ
る
。
初
句
の
「
賈
生
」
は
詩
を
送
っ
た
相
手
で
あ
る
賈
至
に
擬
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
手
法
は
他
に
も
看
取
さ
れ
る

も
の
と
な
っ
て
い
る*10

。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
〈
其
二
〉
の
「
皇
漢
十
二
帝
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
で
あ
る
。
「
十
二
帝
」
に
つ
い
て
清
・
王
琦
は
、
高
帝
か
ら
平
帝
に

至
る
ま
で
の
十
一
人
と
、
呂
后
が
擁
立
し
た
少
帝
を
足
し
た
数
で
あ
る
と
注
を
付
し
て
い
る*11

。
前
漢
代
の
皇
帝
全
員
を
具
体
的
な
数
字
に
よ
っ
て
提
示

し
た
上
で
、
そ
の
中
か
ら
一
人
（
こ
の
場
合
は
文
帝
）
を
詠
出
の
対
象
と
し
て
抜
き
出
す
と
い
う
手
法
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
〈
其
二
〉
に
お
け
る
文

帝
は
、
唐
代
の
皇
帝
に
比
擬
さ
れ
た
存
在
で
は
な
く
、
紛
れ
も
な
い
前
漢
代
の
文
帝
そ
の
も
の
と
し
て
形
象
さ
れ
て
い
る
。
李
白
が
漢
代
の
世
界
に
仮
託

し
て
現
在
の
事
象
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
と
は
お
の
ず
か
ら
異
な
っ
て
、
〈
其
二
〉
に
お
け
る
賈
誼
や
文
帝
は
語
り
手
の
関
与
し
え
な
い
遠
い
地
点
の

歴
史
的
な
存
在
と
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ
こ
に
至
っ
て
語
り
手
は
、
執
政
の
場
を
中
心
と
す
る
現
在
の
時
空
か
ら
拒
絶
さ
れ
、
歴
史
世
界
か
ら
も
区
別
さ
れ
た
孤
立
者
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

前
節
の
考
察
で
明
ら
か
に
し
た
非
「
万
物
」
と
し
て
の
語
り
手
の
固
有
の
位
置
は
、
〈
其
二
〉
に
す
で
に
否
定
的
な
形
と
し
て
そ
の
兆
し
が
胚
胎
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

（
二
）
厳
君
平
・
韓
康
―
―
固
着
し
た
歴
史
的
時
空
か
ら
の
逸
脱
―
―

〈
其
二
〉
に
お
け
る
語
り
手
「
我
」
は
、
官
職
に
恵
ま
れ
ず
、
不
遇
に
あ
え
ぐ
存
在
と
し
て
形
象
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
不
遇
感
は
、
と
り
も
な
お

さ
ず
〈
其
一
〉
に
描
か
れ
て
い
た
よ
う
な
搾
取
の
現
場
が
念
頭
に
あ
れ
ば
こ
そ
、
語
り
手
に
と
っ
て
痛
切
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
民

衆
に
寄
り
添
お
う
と
す
る
態
度
は
、
先
に
引
い
た
〈
其
四
〉
に
至
っ
て
ま
っ
た
く
異
な
る
様
相
を
呈
し
て
く
る
。
と
り
わ
け
、
「
暁
思

何
ぞ
譊
譊
た
る
、

闤
闠

千
人
語
る
」
と
い
う
末
尾
の
二
句
が
そ
れ
を
表
し
て
い
る
。「
譊
譊
」
の
語
は
、
唐
詩
の
中
で
は
例
え
ば
皮
日
休
「
新
秋
言
懐
寄
魯
望
三
十
韻
」（
『
全

唐
詩
』
巻
六
一
二
）
に
、
「
達
人
唯
落
落
、
俗
士
自
譊
譊
（
達
人

唯
落
落
、
俗
士

自
ら
譊
譊
）
」
と
用
い
ら
れ
て
お
り
、
「
俗
士
」
と
結
び
つ
く
よ
う

な
喧
噪
の
否
定
的
イ
メ
ー
ジ
を
含
む
オ
ノ
マ
ト
ペ
で
あ
る
。
「
闤
闠
」
は
市
街
地
を
指
し
て
お
り
、
そ
こ
で
人
々
が
ざ
わ
ざ
わ
と
話
し
合
っ
て
い
る
の
は

一
見
自
然
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
行
き
来
す
る
人
々
の
声
を
、
「
譊
譊
」
の
語
に
よ
っ
て
語
り
手
が
耳
障
り
な
喧
噪
と
し
て
聞
き
と
め
て
い
る

の
は
、
民
衆
に
寄
り
添
お
う
と
す
る
態
度
と
は
異
質
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
不
特
定
多
数
の
「
千
人
」
は
、
潜
在
的
に
は
〈
其
一
〉
の
「
越
婦
」

の
よ
う
な
虐
げ
ら
れ
る
存
在
で
あ
り
う
る
は
ず
だ
。
前
述
し
た
よ
う
な
非
「
万
物
」
た
る
位
置
に
語
り
手
が
い
れ
ば
こ
そ
、
民
衆
は
い
た
ず
ら
に
声
高
な
、

自
己
と
は
異
質
の
存
在
と
し
て
突
き
放
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
い
え
よ
う
。

〈
其
四
〉
に
つ
い
て
は
、
第
五
・
六
句
に
典
故
人
物
が
登
場
し
て
い
る
。
第
五
句
に
登
場
し
て
い
る
厳
君
平
は
漢
代
の
売
卜
者
で
あ
り
、
一
日
に
数
人

の
客
を
取
っ
て
百
銭
ほ
ど
を
売
り
上
げ
れ
ば
、
そ
れ
以
降
の
時
間
は
『
老
子
』
の
講
義
に
費
や
し
た
と
い
う*12

。
他
の
唐
詩
に
お
け
る
用
例
の
多
く
は
、

例
え
ば
杜
甫
「
公
安
送
李
二
十
九
弟
晋
粛
入
蜀
、
余
下
沔
鄂
」
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
二
三
）
に
、
「
憑
将
百
銭
卜
、
飄
泊
問
君
平
（
憑
り
て
百
銭
の
卜
を
将も
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ち
て
、
飄
泊

君
平
に
問
わ
ん
）
」
と
見
え
て
い
る
よ
う
に
、
も
し
そ
の
人
が
い
た
と
す
る
な
ら
ば
自
分
の
命
運
に
つ
い
て
問
い
か
け
て
み
た
い
も
の
だ
、

と
い
っ
た
形
で
詠
じ
ら
れ
て
い
る*13

。
優
秀
な
売
卜
者
で
あ
る
こ
と
が
、
厳
君
平
を
典
故
人
物
と
し
て
形
作
る
に
際
し
て
し
ば
し
ば
付
属
す
る
要
素
で
あ

っ
た
の
だ
。

し
か
る
に
李
賀
の
詠
じ
る
厳
君
平
は
、
少
な
く
と
も
表
面
上
は
売
卜
と
は
切
り
離
さ
れ
て
い
る
。
思
う
に
そ
れ
は
、
厳
君
平
が
売
卜
者
で
あ
る
の
が
自

明
の
こ
と
だ
か
ら
省
略
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
「
感
諷
」
の
作
中
世
界
に
ふ
さ
わ
し
い
新
た
な
厳
君
平
像
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
、
李
賀
の
作
為
に
由
来

す
る
の
で
あ
ろ
う*14

。
『
漢
書
』
の
記
述
が
厳
君
平
の
基
本
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
構
成
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
こ
に
記
述
さ
れ
て
い
な
い
「
久
し
く

反
ら
ず
」
と
い
う
要
素
を
付
加
し
た
と
こ
ろ
に
、
李
賀
の
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

そ
も
そ
も
理
屈
の
上
か
ら
す
れ
ば
、
「
久
し
く
反
ら
」
な
い
状
態
に
な
っ
て
は
厳
君
平
を
厳
君
平
た
ら
し
め
て
い
る
は
ず
の
つ
つ
ま
し
い
売
卜
生
活
が

成
り
立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
自
分
自
身
を
養
う
た
め
の
最
低
限
の
日
銭
を
稼
い
で
い
た
と
い
う
か
ら
に
は
、
『
漢
書
』
に
「
成
都
の
市
に
卜
筮
す
」

と
あ
る
よ
う
に
、
店
舗
を
か
ま
え
て
そ
の
場
を
動
か
な
い
方
が
合
理
的
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
単
に
合
理
的
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
れ
は
一
種
の

肯
定
的
な
価
値
を
帯
び
た
生
き
方
と
し
て
も
認
識
さ
れ
て
い
た
。
江
淹
「
詣
建
平
王
上
書
」
（
『
文
選
』
巻
三
九
）
に
、
「
下
官
雖
乏
郷
曲
之
誉
、
然
嘗
聞

君
子
之
行
矣
。
其
上
則
隠
於
簾
肆
之
間
、
臥
於
巖
石
之
下
（
下
官

郷
曲
の
誉
れ
に
乏
し
と
雖
も
、
然
も
嘗
て
君
子
の
行
い
を
聞
け
り
。
其
の
上
は
則
ち

簾
肆
の
間
に
隠
れ
、
巖
石
の
下
に
臥
す
）
」
と
あ
る
の
が
、
「
簾
肆
の
間
に
隠
る
」
と
い
う
言
辞
に
よ
っ
て
厳
君
平
の
名
を
想
起
さ
せ
て
い
る
の
は
、
他
で

も
な
い
そ
の
点
に
こ
そ
厳
君
平
の
「
君
子
」
ら
し
さ
を
見
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る*15

。

こ
こ
ま
で
を
要
す
る
に
、
〈
其
四
〉
の
厳
君
平
は
、
従
来
の
厳
君
平
像
を
逸
脱
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
黒
川
洋
一
『
李
賀
詩
選
』
（
岩
波
文
庫
、
一
九
九

三
）
に
は
、
「
一
句
は
君
平
の
ご
と
き
物
欲
の
な
い
高
尚
の
人
は
死
に
絶
え
て
し
ま
い
、
こ
の
世
に
ま
た
現
れ
て
来
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
君
平

は
俗
世
を
棄
て
て
行
方
知
れ
な
く
な
っ
た
と
す
る
伝
説
が
あ
り
、
そ
れ
に
従
っ
て
述
べ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
（
一
二
三
頁
）
と
の
指
摘
が
あ
る
。
一
句

が
「
君
平
の
ご
と
き
」
人
を
比
喩
的
に
詠
じ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
厳
君
平
そ
の
人
を
表
現
し
て
い
る
と
い
う
解
釈
は
十
分
に
首
肯
で
き
る
。
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し
か
し
氏
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
伝
説
」
の
出
典
が
明
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
推
測
の
域
を
出
て
い
な
い
の
も
ま
た
確
か
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ

う
し
た
「
伝
説
」
を
想
定
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
従
来
的
な
厳
君
平
の
詩
的
形
象
を
更
新
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
虚
構
を
手
立
て
と
す
る

李
賀
の
発
想
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

続
い
て
、
「
君
平
」
と
対
に
構
成
さ
れ
て
い
る
「
康
伯
」
、
す
な
わ
ち
後
漢
の
韓
康
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
く
。
『
後
漢
書
』
本
伝
に
、
「
常
に
薬
を

名
山
に
采
り
て
、
長
安
の
市
に
売
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
彼
は
薬
を
売
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
た
。
あ
る
日
の
こ
と
、
客
で
あ
る
女
子
が
、
「
公
は
是
れ

韓
伯
休
な
る
ぞ
な
。
乃
ち
価
を
二
に
せ
ざ
る
か
」
と
い
い
、
薬
の
値
段
を
変
え
な
い
こ
と
か
ら
察
し
て
薬
売
り
が
韓
康
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
す
る
と

韓
康
は
嘆
き
な
が
ら
、
「
我
は
本

名
を
避
け
ん
と
欲
す
。
今

小
女
子
す
ら
皆
な
我
有
る
を
知
る
、
何
ぞ
薬
を
用
う
る
を
為
さ
ん
」
と
い
っ
て
山
中
に

逃
れ
て
い
く
。
後
に
召
さ
れ
て
そ
れ
に
応
じ
よ
う
し
た
が
、
結
局
ま
た
途
中
で
逃
遁
し
て
彼
は
生
を
終
え
た*16

。

典
故
人
物
と
し
て
の
韓
康
は
、
徐
陵
「
長
安
道
」
（
「
全
陳
詩
」
巻
五*17

）
に
、
「
韓
康
売
良
薬
、
董
偃
鬻
明
珠
（
韓
康
は
良
薬
を
売
り
、
董
偃
は
明
珠
を
鬻ひ

さ

ぐ
）
」
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
薬
を
売
っ
て
生
活
し
て
い
た
と
い
う
側
面
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る*18

。
王
維
「
遊
李
山
人
所
居
因
題
屋
壁
」

（
『
全
唐
詩
』
巻
一
二
六
）
に
、
「
薬
倩
韓
康
売
、
門
容
尚
子
過
（
薬
は
韓
康
を
倩
い
て
売
り
、
門
は
尚
子
の
過
ぐ
る
を
容
る
）
」
と
見
え
て
い
る
よ
う
に
、

唐
代
に
入
っ
て
か
ら
も
そ
の
傾
向
は
変
わ
ら
な
い
。
李
賀
の
よ
う
に
人
界
を
逃
避
し
て
い
く
韓
康
を
詠
じ
る
の
は
例
外
的
で
あ
る
と
い
え
る
。

厳
君
平
も
韓
康
も
生
計
を
立
て
る
た
め
に
卜
筮
や
売
薬
を
営
み
つ
つ
、
よ
り
本
質
的
な
志
向
は
老
荘
思
想
の
体
現
に
あ
っ
た
。
現
実
生
活
へ
の
対
処
と

理
想
へ
の
意
志
が
せ
め
ぎ
合
う
複
雑
な
生
を
貫
徹
し
た
と
こ
ろ
に
、
史
書
に
記
述
さ
れ
る
に
足
る
だ
け
の
彼
ら
の
特
異
性
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
し
か
る
に

李
賀
は
、
彼
ら
の
本
来
的
な
志
向
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
、
詩
に
詠
じ
る
際
の
類
型
化
さ
れ
た
形
を
あ
え
て
踏
み
外
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し

て
、
今
や
彼
ら
は
単
な
る
回
想
の
対
象
で
は
な
く
な
っ
た
。
〈
其
二
〉
に
詠
じ
ら
れ
て
い
た
賈
誼
が
、
弔
客
の
断
絶
に
よ
っ
て
や
が
て
歴
史
に
埋
没
し
て

い
く
存
在
と
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
と
は
、
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
厳
君
平
と
韓
康
は
い
わ
ば
詩
の
中
で
息
を
吹
き
返

し
、
彼
ら
の
本
来
的
な
志
向
を
全
う
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
〈
其
二
〉
の
賈
誼
と
は
対
照
的
な
描
か
れ
方
に
な
っ
て
い
る
と
見
な
せ
る
の
で
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あ
る
。
こ
う
し
た
表
現
の
背
後
に
は
、
固
着
し
た
生
の
枠
組
み
か
ら
逸
脱
し
て
い
こ
う
と
す
る
語
り
手
自
身
の
意
欲
が
垣
間
見
え
る
。

主
体
的
に
本
然
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
態
度
は
、
〈
其
四
〉
の
第
三
句
「
己
の
生
は
己
の
養
を
須
つ
」
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。
自
己
の
養
生
に
目
を
向

け
た
表
現
と
し
て
、
李
賀
は
「
開
愁
歌
」
（
『
箋
注
』
一
〇
五
頁
、
全
一
二
句
）
の
末
尾
に
、
「
主
人
勧
我
養
心
骨
、
莫
受
俗
物
相
填
鋒
（
主
人
我
に
勧
む

心
骨
を
養
い
、
俗
物
の
相
い
填
鋒
す
る
を
受
く
る
莫
か
れ
と
）
」
と
詠
じ
て
い
る
。
身
心
を
養
っ
て
俗
物
の
干
渉
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
と

酒
屋
の
主
人
に
勧
め
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
養
生
が
他
者
か
ら
勧
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
に
比
し
て
、
〈
其
四
〉
で

は
語
り
手
自
身
の
志
向
と
し
て
養
生
が
語
ら
れ
て
い
る
の
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
〈
其
四
〉
の
典
故
人
物
が
歴
史
的
時
空
の
枠
組
み
を
逸

脱
し
て
い
る
こ
と
と
同
質
の
、
生
へ
の
主
体
的
な
関
与
を
物
語
っ
た
も
の
と
し
て
受
け
取
れ
る
の
で
あ
る
。

（
三
）
張
仲
蔚
―
―
永
続
的
営
為
と
し
て
の
読
書
―
―

〈
其
四
〉
の
末
尾
が
物
語
っ
て
い
た
よ
う
に
、
心
理
的
に
他
者
と
乖
離
し
て
い
く
語
り
手
の
最
終
的
な
到
着
点
、
そ
れ
が
〈
其
五
〉
で
あ
る
。
〈
其
一
〉

の
季
節
が
春
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
こ
で
は
秋
の
景
物
が
多
角
的
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。

石
根
秋
水
明

石
根

秋
水
明
ら
か
に

1
石
畔
秋
草
瘦

石
畔

秋
草
瘦
す

2
侵
衣
野
竹
香

衣
を
侵
し
て
野
竹
香
し
く

3
蟄
蟄
垂
葉
厚

蟄
蟄
と
し
て
垂
葉
厚
し

4
岑
中
月
帰
来

岑
中

月

帰
来
し

5
蟾
光
挂
空
秀

蟾
光

空
秀
に
挂
か
る

6
桂
露
対
仙
娥

桂
露

仙
娥
に
対
し

7



- 190 -

星
星
下
雲
逗

星
星
と
し
て
下
雲
逗
ま
る

と
ど

8
淒
涼
梔
子
落

淒
涼

梔
子
落
ち

9
山
璺
泣
清
漏

山
璺

清
漏
泣
く

10
下
有
張
仲
蔚

下
に
張
仲
蔚
有
り

11
披
書
案
将
朽

書
を
披
き
て
案
将
に
朽
ち
ん
と
す

12

「
感
諷
五
首
」
〈
其
五
〉
（
『
箋
注
』
三
七
〇
頁
）

秋
ら
し
く
明
る
く
澄
ん
だ
水
や
枯
れ
た
草
々
が
冒
頭
の
二
句
に
描
か
れ
る
。
竹
は
衣
服
を
浸
透
し
て
香
り
、
そ
こ
ら
の
葉
は
厚
く
折
り
重
な
っ
て
垂
れ

下
が
る
。
や
が
て
月
が
上
っ
て
峰
々
に
光
を
投
げ
掛
け
る
。
静
謐
な
自
然
物
が
一
篇
全
体
の
空
間
を
構
築
し
て
い
る
と
い
え
る
。

第
八
句
「
星
星
下
雲
逗
」
は
、
〈
其
二
〉
の
第
四
句
「
遺
我
星
星
髪
」
を
連
想
さ
せ
る
。
両
句
の
響
き
合
い
は
、
「
星
星
」
の
語
を
ど
ち
ら
も
使
用
し
て

い
る
と
い
う
表
面
上
の
共
通
項
に
よ
る
の
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
「
遺
我
星
星
髪
」
の
句
が
、
無
情
な
る
時
間
の
経
過
に
よ
っ
て
ま
だ
ら
に
白
髪
が
生
え
た

こ
と
を
詠
じ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
星
星
下
雲
逗
」
は
、
点
々
と
し
た
雲
が
月
の
あ
た
り
に
「
逗
ま
」
っ
て
、
そ
こ
で
時
間
が
硬
直
し
た
よ
う
な
、
静

的
に
凝
集
さ
れ
た
場
面
の
形
象
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
そ
の
対
照
性
に
着
目
す
べ
き
で
あ
る
。

か
つ
て
焦
燥
や
憤
り
の
証
で
あ
っ
た
は
ず
の
白
髪
の
白
さ
は
、
月
に
牽
か
れ
る
か
の
よ
う
に
流
動
を
や
め
た
雲
の
白
さ
に
と
っ
て
代
わ
り
、
語
り
手
の

否
定
的
な
感
情
を
抑
制
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る*19

。
同
じ
く
〈
其
五
〉
以
前
の
詩
と
の
対
照
性
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
、
「
淒
涼

梔
子
落
ち
、
山
璺

清
漏
泣
く
」
の
二
句
に
も
注
目
さ
れ
る
。
梔
子
の
実
の
落
ち
る
音
、
あ
る
い
は
山
の
奥
ま
っ
た
ひ
び
割
れ
の
あ
た
り
か
ら
聞
こ
え
る
清
ら
か
な
水
の
漏
れ

出
る
音
、
そ
う
し
た
自
然
の
微
細
な
音
声
は
、
〈
其
四
〉
の
末
尾
に
詠
じ
ら
れ
て
い
た
喧
噪
と
は
か
け
離
れ
た
清
澄
さ
を
示
し
て
い
る
。

さ
て
、
巨
細
に
描
い
て
き
た
景
物
の
中
に
、
や
が
て
一
人
の
隠
者
が
登
場
す
る
。
第
十
一
句
の
張
仲
蔚
で
あ
る
。
張
仲
蔚
に
つ
い
て
は
皇
甫
謐
『
高
士

伝
』
巻
中
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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張
仲
蔚
者
平
陵
人
也
。
与
同
郡
魏
景
卿
、
俱
修
道
徳
、
隠
身
不
仕
。
明
天
官
博
物
、
善
属
文
、
好
詩
賦
。
常
居
窮
素
、
所
処
蓬
蒿
没
人
。
閉
門
養

性
、
不
治
栄
名
。
時
人
莫
識
、
唯
劉
龔
知
之
（
張
仲
蔚
は
平
陵
の
人
な
り
。
同
郡
の
魏
景
卿
と
、
俱
に
道
徳
を
修
め
、
身
を
隠
し
て
仕
え
ず
。
天
官

に
明
る
く
博
物
に
し
て
、
善
く
文
を
属
り
、
詩
賦
を
好
む
。
常
に
窮
素
に
居
り
、
処
る
所
の
蓬
蒿
は
人
を
没
す
。
門
を
閉
じ
て
性
を
養
い
、
栄
名
を

つ
づ

お

治
め
ず
。
時
人
識
る
莫
く
、
唯
劉
龔
の
み
之
を
知
る
）
。

張
仲
蔚
は
広
く
物
事
に
精
通
し
、
文
学
を
好
ん
で
い
た
。
栄
誉
を
避
け
て
身
を
潜
め
て
い
た
た
め
、
彼
の
こ
と
を
知
る
の
は
劉
龔
に
限
ら
れ
て
い
た
と

い
う
。

典
故
人
物
と
し
て
の
張
仲
蔚
は
、
陶
淵
明
「
詠
貧
士
七
首
」
〈
其
六
〉
（
逯
欽
立
『
陶
淵
明
集
』
巻
四
）
に
、
「
仲
蔚
愛
窮
居
、
遶
宅
生
蒿
蓬
（
仲
蔚

窮
居
を
愛
し
、
宅
を
遶
り
て
蒿
蓬
生
ず
）
」
と
詠
じ
ら
れ
て
お
り
、
あ
る
い
は
江
淹
「
雑
体
詩
三
十
首
」
〈
左
記
室
（
詠
史
）
思
〉
（
『
文
選
』
巻
三
一
）
に
、

「
顧
念
張
仲
蔚
、
蓬
蒿
満
中
園
（
顧
み
て
念
う
張
仲
蔚
の
、
蓬
蒿

中
園
に
満
つ
る
を
）
」
と
見
え
て
い
る
よ
う
に
、
と
り
わ
け
居
住
空
間
に
焦
点
が
絞

ら
れ
て
い
る
。
唐
詩
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
例
え
ば
李
白
の
「
魯
城
北
郭
曲
腰
桑
下
送
張
子
還
嵩
陽
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
一
七
五
）
に
は
、
「
誰
念
張
仲
蔚
、

還
依
蒿
与
蓬
（
誰
か
念
わ
ん
張
仲
蔚
、
還
た
蒿
と
蓬
と
に
依
る
）
」
と
あ
る
。
し
か
る
に
〈
其
五
〉
に
は
住
居
を
と
り
ま
く
「
蓬
蒿
」
に
関
連
す
る
表
現

は
な
い
。
空
間
的
な
自
閉
を
契
機
と
し
て
養
生
す
る
の
が
張
仲
蔚
の
本
来
的
な
姿
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
〈
其
五
〉
の
張
仲
蔚
は
、
こ
こ
で
も

典
故
使
用
の
類
型
性
を
逸
脱
す
る
も
の
と
し
て
、
固
有
の
形
象
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。

張
仲
蔚
の
登
場
に
続
く
第
十
二
句
は
、
庾
信
「
傷
王
司
徒
褒
」
（
『
庾
子
山
集
注
』
巻
四
）
の
、
「
不
廃
披
書
案
、
無
妨
坐
釣
船
（
披
書
の
案
を
廃
せ
ず
、

釣
船
に
坐
す
る
を
妨
ぐ
る
無
し
）
」
、
す
な
わ
ち
王
褒
は
北
朝
に
わ
た
っ
て
か
ら
も
文
書
作
成
に
従
事
し
て
い
た
と
い
う
句
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
と
さ

れ
る
が
、
表
面
的
な
言
辞
の
類
似
よ
り
以
上
の
要
素
は
認
め
難
い
よ
う
で
あ
る
。
「
披
書
」
は
、
唐
詩
で
い
う
と
例
え
ば
王
績
「
策
杖
尋
隠
士
」
（
『
全
唐

詩
』
巻
三
七
）
に
、
「
置
酒
焼
枯
葉
、
披
書
坐
落
花
（
酒
を
置
き
て
枯
葉
を
焼
き
、
書
を
披
き
て
落
花
に
坐
す
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
隠
士
ら
し
い
ふ
る
ま

い
と
し
て
も
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
隠
者
で
あ
る
張
仲
蔚
に
ふ
さ
わ
し
い
行
為
と
し
て
、
〈
其
五
〉
で
も
「
披
書
」
が
選
択
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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そ
れ
で
は
な
ぜ
「
書
を
披
い
て
」
い
る
机
が
「
朽
」
ち
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
王
友
勝
・
李
徳
輝
『
李
賀
集
』
（
岳
麓
書
社
、
二
〇
〇
三
）
は
「
案

将
朽
」
に
つ
い
て
、
「
読
書
読
得
連
書
案
都
快
朽
爛
了
、
形
容
用
功
之
勤
苦
与
持
久
（
読
書
し
続
け
て
い
る
う
ち
に
机
が
朽
ち
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う

の
は
、
熱
心
な
刻
苦
勉
励
と
そ
の
持
続
性
を
形
容
し
て
い
る
）
」
（
一
八
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
ず
は
妥
当
な
解
釈
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
連
作
の
最
終

的
な
到
達
点
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
想
起
す
る
な
ら
ば
、
二
句
の
内
実
に
今
一
歩
踏
み
込
ん
で
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

諸
注
は
机
の
よ
う
な
木
製
の
器
物
が
朽
ち
る
と
い
う
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
の
表
現
は
、
任
昉
『
述
異
記
』
巻
上
に
収

録
さ
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
爛
柯
の
逸
話
な
ど
に
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

信
安
郡
有
石
室
山
、
晋
時
王
質
伐
木
至
。
見
童
子
数
人
、
棋
而
歌
、
質
因
聴
之
。
童
子
以
一
物
与
質
如
棗
核
。
質
含
之
、
不
覚
飢
。
俄
頃
童
子
謂

曰
、
「
何
不
去
」
。
質
起
視
斧
柯
尽
爛
。
既
帰
無
復
時
人
（
信
安
郡
に
石
室
山
有
り
、
晋
時
の
王
質

木
を
伐
り
て
至
る
。
童
子
数
人
の
、
棋
し
て
歌

う
を
見
、
質
は
因
り
て
之
を
聴
く
。
童
子
は
一
物
を
以
て
質
に
棗
核
の
如
き
を
与
う
。
質
之
を
含
む
に
、
飢
え
を
覚
え
ず
。
俄
頃
し
て
童
子
謂
い
て

曰
く
、
「
何
ぞ
去
ら
ざ
る
」
と
。
質
起
ち
て
斧
柯
を
視
る
に
尽
く
爛
れ
た
り
。
既
に
帰
る
も
復
た
時
人
無
し
）
。

王
質
は
山
中
で
碁
を
打
っ
た
り
歌
っ
た
り
し
て
い
る
童
子
を
見
つ
け
、
そ
の
声
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
童
子
が
く
れ
た
棗
の
核
を
食
べ
る
と
餓
え
を
感

じ
な
く
な
っ
た
。
帰
る
よ
う
に
促
さ
れ
た
王
質
が
ふ
と
斧
を
見
る
と
す
で
に
柄
の
部
分
が
朽
ち
て
お
り
、
里
へ
引
き
返
す
と
知
人
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま

う
ほ
ど
の
時
間
が
経
過
し
て
い
た
と
い
う
。

『
述
異
記
』
の
場
合
に
は
、
現
実
原
則
に
即
し
た
時
間
の
中
に
登
場
人
物
が
引
き
戻
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
幕
が
引
か
れ
る
の
に
対
し
、〈
其
五
〉
で
は
、「
案
」

は
朽
ち
よ
う
と
は
し
て
い
る
が
朽
ち
切
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
し
か
も
そ
こ
で
連
作
全
体
が
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。
し
て
み
る
と
「
感
諷
五
首
」
は
、

間
延
び
し
た
時
間
の
中
に
お
け
る
読
書
へ
の
没
頭
を
、
半
永
久
的
な
未
来
に
開
か
れ
た
も
の
と
し
て
語
る
と
こ
ろ
で
閉
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
読
書

す
る
主
体
で
あ
る
張
仲
蔚
が
、
冒
頭
で
は
な
く
一
篇
の
末
尾
に
至
っ
て
登
場
す
る
と
い
う
構
成
は
、
そ
の
こ
と
を
強
調
す
る
効
果
を
生
ん
で
い
る*20

。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
張
仲
蔚
の
行
為
―
―
そ
れ
は
〈
其
五
〉
に
描
か
れ
て
い
る
唯
一
の
人
為
的
行
為
で
あ
る
―
―
が
、
詩
作
で
は
な
く
あ
く
ま
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で
読
書
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
李
賀
の
詩
に
お
け
る
読
書
は
、
と
き
と
し
て
詩
作
の
た
め
の
前
提
的
な
行
為
と
し
て
詠
じ
ら
れ
る
。
「
南
園
十
三

首
」
〈
其
六
〉
（
『
箋
注
』
五
一
四
頁
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

尋
章
摘
句
老
雕
虫

章
を
尋
ね
句
を
摘
み
雕
虫
に
老
い

1
暁
月
当
簾
挂
玉
弓

暁
月

簾
に
当
た
り
て
玉
弓
を
挂
く

2
不
見
年
年
遼
海
上

見
ず
や
年
年

遼
海
の

上
ほ
と
り

3
文
章
何
処
哭
秋
風

文
章

何
れ
の
処
に
か
秋
風
を
哭
す
る

4初
句
は
、
細
部
に
至
る
ま
で
字
句
を
穿
鑿
す
る
よ
う
に
読
書
し
て
き
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
過
程
を
経
て
著
さ
れ
た
「
文
章
」
は
、

年
々
繰
り
返
さ
れ
る
辺
塞
の
戦
乱
に
対
し
て
現
実
的
な
効
力
を
持
た
な
い
も
の
で
し
か
な
い
。
現
実
的
な
課
題
に
対
置
さ
せ
る
と
き
、
李
賀
に
と
っ
て
の

詩
作
は
懐
疑
の
対
象
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
現
実
的
な
課
題
と
は
、
ひ
と
り
社
会
一
般
に
お
け
る
事
象
に
限
ら
な
い
。
む
し
ろ
李
賀
自

身
に
と
っ
て
の
身
近
な
範
囲
に
お
い
て
こ
そ
、
詩
作
は
そ
の
無
効
性
を
作
者
に
突
き
つ
け
て
き
た
。
「
仁
和
里
雑
叙
皇
甫
湜
、
湜
新
尉
陸
渾
」
（
『
箋
注
』

九
一
頁
、
全
二
〇
句
）
に
、
「
欲
雕
小
説
干
天
官
、
宗
孫
不
調
為
誰
憐
（
小
説
を
雕
し
て
天
官
を
干
め
ん
と
欲
す
る
も
、
宗
孫
調
せ
ら
れ
ず
し
て
誰
の
憐

も
と

れ
む
と
こ
ろ
と
為
ら
ん
）
」
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
創
作
が
身
を
助
け
な
い
ど
こ
ろ
か
、
誰
一
人
と
し
て
憐
れ
む
者
さ
え
い
な
い
と
い
っ
て
、
深
ま

る
孤
独
を
示
し
て
い
る
。

詩
作
は
生
の
次
元
に
お
い
て
報
わ
れ
な
い
だ
け
で
は
な
い
。
「
秋
来
」
（
『
箋
注
』
六
八
八
頁
、
全
八
句
）
に
は
、
「
誰
看
青
簡
一
編
書
、
不
遣
花
虫
粉
空

蠹
（
誰
か
青
簡
一
編
の
書
を
看
て
、
花
虫
を
し
て
粉
と
し
て
空
し
く

蠹

ま
し
め
ざ
る
）
」
と
あ
り
、
自
分
の
死
後
、
詩
巻
が
や
が
て
散
逸
し
て
し
ま
う
で

む
し
ば

あ
ろ
う
こ
と
を
、
李
賀
は
予
感
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
詩
作
は
受
け
手
で
あ
る
他
者
を
想
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
有
効
と
な
る
営
為
で
あ
る
が
、
李

賀
に
と
っ
て
は
自
己
と
外
界
と
の
対
立
を
浮
き
立
た
せ
る
具
で
も
あ
っ
た
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
詠
懐
二
首
」
〈
其
二
〉
（
『
箋
注
』
六
五
頁
）
に
、

日
夕
著
書
罷

日
夕

書
を
著
し
罷
め
ば

1
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驚
霜
落
素
糸

驚
霜

素
糸
に
落
つ

2
鏡
中
聊
自
笑

鏡
中

聊
か
自
ら
笑
う

3
詎
是
南
山
期

詎
ぞ
是
れ
南
山
の
期
な
ら
ん
や

4
頭
上
無
幅
巾

頭
上

幅
巾
無
く

5
苦
蘗
已
染
衣

苦
蘗

已
に
衣
を
染
む

6
不
見
清
渓
魚

見
ず
や
清
渓
の
魚
を

7
飲
水
得
相
宜

水
を
飲
み
相
い
宜
し
き
を
得

8
と
い
う
よ
う
に
、
長
命
を
保
て
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
（
第
四
句
）
を
「
自
ら
笑
」
っ
て
諧
謔
に
紛
ら
せ
つ
つ
、
衣
服
に
も
こ
だ
わ
ら
な
い
よ
う
な
自
由
気

ま
ま
な
境
地
が
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
の
一
篇
は
、
書
を
著
す
の
を
「
罷
」
め
た
と
こ
ろ
か
ら
詠
い
起
こ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
書
記
行
為
を
休
止
し
た

後
の
行
動
や
心
情
を
、
再
び
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
表
現
す
る
と
い
う
矛
盾
を
必
然
的
に
は
ら
ま
せ
な
が
ら
も
、
李
賀
が
自
己
を
肯
定
的
に
語
る
た
め
に
は
、

上
記
の
よ
う
な
冒
頭
の
句
が
必
要
だ
っ
た
の
だ
。

書
け
ば
書
く
ほ
ど
他
者
と
の
間
の
溝
が
深
ま
り
、
孤
独
と
懐
疑
を
突
き
つ
け
ら
れ
る
結
果
と
な
る
、
と
い
う
の
が
李
賀
に
と
っ
て
の
詩
作
の
一
面
で
あ

っ
た
。
翻
っ
て
、
〈
其
五
〉
が
半
永
久
的
な
営
為
と
し
て
の
読
書
を
も
っ
て
詠
い
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
詩
作
の
た
め
の
読
書
で
は
な
く
、
い
わ
ば
読

書
の
た
め
の
読
書
を
意
味
し
て
お
り
、
ひ
い
て
は
詩
作
に
付
帯
す
る
否
定
的
側
面
を
語
り
手
が
解
消
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

三

自
己
認
識
の
変
容
の
契
機
―
―
連
作
に
お
け
る
〈
其
三
〉
の
位
置
づ
け
―
―

第
三
者
的
な
視
点
か
ら
搾
取
の
現
場
が
語
ら
れ
て
い
る
〈
其
一
〉
を
除
け
ば
、
典
故
人
物
が
登
場
し
な
い
の
は
〈
其
三
〉
に
限
ら
れ
る
。
い
わ
ば
こ
こ
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に
は
歴
史
的
他
者
と
の
映
発
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
の
で
は
な
い
、
等
身
大
の
語
り
手
の
姿
が
顕
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
〈
其
三
〉
は
連
作

全
体
に
と
っ
て
い
か
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

〈
其
三
〉
に
つ
い
て
前
掲
黒
川
洋
一
『
李
賀
詩
選
』
は
、
「
人
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
死
ん
で
ゆ
く
こ
と
を
う
た
う
。
感
諷
と
は
時
事
に
感
じ
、
時
世
を
諷
刺

す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
詩
の
ど
こ
が
そ
う
で
あ
る
か
は
よ
く
分
か
ら
ぬ
」
（
一
二
〇
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
諷
喩
の
対
象
の
不
明
確
性

に
着
目
さ
れ
て
き
た
が
ゆ
え
に
、
連
作
に
お
け
る
〈
其
三
〉
の
位
置
づ
け
は
従
来
あ
い
ま
い
な
ま
ま
で
あ
っ
た
。

本
節
ま
で
の
考
察
か
ら
し
て
、
「
感
諷
五
首
」
は
諷
刺
を
主
題
と
す
る
こ
と
を
詩
題
に
よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
提
示
し
つ
つ
も
、
そ
の
実
、
あ
る
特
定
の

対
象
を
連
作
に
よ
っ
て
多
角
的
に
批
判
し
て
い
く
と
い
う
よ
り
は
、
語
り
手
の
内
面
的
な
変
容
を
綴
っ
て
い
く
と
こ
ろ
に
、
む
し
ろ
本
質
的
な
主
題
が
隠

さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
変
容
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
〈
其
三
〉
で
あ
る
。

〈
其
三
〉
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
の
二
句
や
末
尾
の
二
句
が
李
賀
の
個
性
的
な
表
現
と
し
て
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
第
一
節
で
も

述
べ
た
よ
う
に
、
〈
其
三
〉
か
ら
〈
其
四
〉
へ
の
連
作
的
展
開
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
注
目
す
べ
き
は
第
七
・
八
句
で
あ
る
。
こ
の
「
月
午
に
し
て
樹
影

を
立
て
、
一
山

惟
白
暁
」
と
い
う
二
句
に
つ
い
て
清
・
王
琦
は
、
「
月
午
、
謂
月
至
中
天
当
午
位
上
、
則
樹
影
不
斜
、
其
直
如
立
。
白
暁
、
謂
月
色
皓

然
如
天
将
暁
之
状
（
月
午
は
、
月
の
中
天
に
至
り
て
午
位
の
上
に
当
た
る
を
謂
い
、
則
ち
樹
影
斜
め
な
ら
ず
し
て
、
其
の
直
な
る
こ
と
立
つ
が
如
し
。
白

暁
は
、
月
色
皓
然
と
し
て
天
将
に
暁
け
ん
と
す
る
が
如
き
の
状
を
謂
う
）
」
と
注
を
付
し
て
い
る
。
月
が
中
天
に
か
か
っ
て
樹
影
が
直
立
し
、
あ
た
か
も

夜
が
明
け
た
か
の
よ
う
に
山
全
体
が
白
む
。
光
に
包
ま
れ
る
よ
う
な
恍
惚
と
し
た
状
況
を
想
像
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う*21

。

月
光
に
力
を
え
て
、
ま
る
で
意
思
的
に
直
立
す
る
か
の
よ
う
な
一
本
の
樹
影
、
こ
の
直
線
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
前
の
一
聯
で
あ
る
「
低
迷
黄
昏
径
、
裊

裊
青
櫟
道
（
低
迷

黄
昏
の
径
、
裊
裊

青
櫟
の
道
）
」
か
ら
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
「
径
」
・
「
道
」
と
い
っ
た
よ
う
に
同
様
の
事
物
が
重
ね
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
「
月
午
樹
立
影
」
の
句
が
示
す
実
体
と
影
と
の
一
体
化
、
そ
の
直
線
的
で
合
一
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
一
本
の

樹
木
へ
の
ま
な
ざ
し
は
、
次
の
句
に
至
っ
て
山
全
体
を
把
捉
す
る
。
山
一
帯
は
、
ま
る
で
明
け
方
の
よ
う
な
白
さ
に
包
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
白
い
闇
に
浮
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遊
す
る
新
た
な
亡
者
の
魂
と
蛍
の
火
、
燃
え
尽
き
た
生
命
と
今
ま
さ
に
燃
焼
す
る
生
命
と
、
二
つ
を
並
列
さ
せ
て
一
篇
の
夢
幻
は
幕
切
れ
と
な
る
。
す
で

に
述
べ
た
よ
う
に
、
夜
の
明
け
た
場
面
か
ら
〈
其
四
〉
は
仕
切
り
な
お
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
時
点
で
語
り
手
は
自
己
以
外
の
万
物
と
は
距
離
を
置
い
た
特

異
な
位
置
を
獲
得
し
て
い
る
。
月
光
が
演
出
し
た
「
真
っ
白
な
虚
無*22

」
は
、
い
わ
ば
心
理
的
な
意
味
で
の
漂
泊
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
で
現
世
的
な
価

値
へ
の
拘
泥
を
洗
い
去
り
、
語
り
手
の
在
り
様
に
変
容
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

実
体
と
影
は
互
い
が
互
い
の
分
裂
し
た
自
己
の
片
割
れ
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
く
、
ま
さ
し
く
互
い
が
互
い
の
自
己
自
身
な
の
で
あ
る
。
自
己
の
身
体

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

か
ら
伸
び
る
影
を
見
つ
め
る
自
己
は
、
決
し
て
影
に
と
っ
て
の
傍
観
者
で
は
あ
り
え
な
い
。
語
り
手
は
、
他
者
に
よ
っ
て
自
己
の
遇
不
遇
が
決
定
さ
れ
る

と
い
う
現
世
的
価
値
観
の
束
縛
か
ら
脱
し
て
、
自
己
は
他
で
も
な
い
自
己
に
よ
っ
て
こ
そ
規
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
新
た
な
認
識
を
獲
得
し
て
い

る
。
換
言
す
れ
ば
、
受
動
的
な
孤
立
無
援
の
状
態
の
中
か
ら
、
語
り
手
は
自
律
的
な
独
行
者
と
し
て
自
己
像
を
立
ち
上
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
至
っ
た

契
機
の
一
つ
こ
そ
、
月
の
中
天
に
よ
っ
て
影
と
重
な
り
合
っ
た
樹
木
の
姿
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
改
め
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
〈
其
五
〉
の
第
五
句
「
岑
中
月
帰
来
」
で
あ
る
。
月
に
つ
い
て
「
帰
来
」
の
語
を
用
い
て
い
る
の
は
、
毎
日
昇
る

月
が
今
日
も
ま
た
昇
っ
た
と
い
う
事
実
を
提
示
す
る
た
め
だ
け
の
無
機
質
な
措
辞
で
は
な
い
。
他
な
ら
な
い
あ
の
月
、
つ
ま
り
は
啓
示
的
な
場
面
を
演
出

し
た
〈
其
三
〉
に
お
け
る
月
の
記
憶
を
手
繰
り
寄
せ
る
形
で
、
語
り
手
は
〈
其
五
〉
の
月
を
再
び
眺
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

「
感
諷
五
首
」
は
、
読
者
が
そ
の
詩
題
か
ら
想
定
し
が
ち
な
常
識
的
な
展
開
を
脱
臼
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
裏
側
に
は
語
り
手
自
身
の
変
容
と
い
う
主
題

が
潜
め
ら
れ
て
い
た
。
わ
か
り
よ
い
因
果
関
係
の
連
続
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
よ
う
な
連
作
を
、
李
賀
は
避
け
て
い
る
と
い
え
る
。

〈
其
一
〉
の
語
り
手
は
、
い
わ
ば
第
三
者
的
な
観
察
者
で
あ
る
。
県
官
と
越
婦
の
や
り
と
り
を
主
軸
と
す
る
搾
取
の
場
面
に
、
彼
は
参
加
し
え
な
い
で
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い
る
。
続
く
〈
其
二
〉
で
は
、
語
り
手
「
我
」
が
社
会
的
有
用
性
を
否
定
さ
れ
た
状
況
を
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
〈
其
三
〉
に
お
い
て
は
、
彼
の
目
に
映

る
幻
想
的
な
光
景
を
連
ね
て
い
る
。
と
り
わ
け
月
光
に
よ
っ
て
現
出
し
た
樹
木
の
実
体
と
そ
の
影
が
一
致
し
た
場
面
は
、
語
り
手
の
変
容
の
契
機
と
な
る

連
作
の
山
場
で
あ
っ
た
。
〈
其
四
〉
で
は
、
語
り
手
は
非
「
万
物
」
た
る
自
己
の
独
立
的
な
位
置
を
見
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
語
り
手
は
、
連
作
の
展

開
に
よ
っ
て
、
受
動
的
な
孤
立
無
援
の
状
態
の
中
か
ら
、
自
律
的
な
独
行
者
と
し
て
自
己
像
を
立
ち
上
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
語
り
手
の
変
容
は
、

典
故
人
物
の
描
き
方
に
も
顕
現
し
て
い
た
。
〈
其
二
〉
の
賈
誼
が
固
着
し
た
歴
史
世
界
に
お
け
る
静
的
な
存
在
と
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
〈
其

四
〉
の
厳
君
平
や
韓
康
、
〈
其
五
〉
の
張
仲
蔚
は
典
故
人
物
と
し
て
の
定
型
性
を
逸
脱
し
て
お
り
、
生
き
生
き
と
し
た
形
象
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。

「
感
諷
五
首
」
の
各
篇
は
、
ど
れ
を
取
り
出
し
て
み
て
も
あ
る
い
は
独
立
し
た
詩
と
し
て
成
立
し
う
る
よ
う
な
完
結
性
を
内
包
し
て
い
る
。
五
首
が
そ

れ
ぞ
れ
独
立
し
て
い
る
と
仮
定
し
た
場
合
、
一
首
一
首
は
そ
の
他
の
詩
と
同
じ
よ
う
に
、
李
賀
の
詩
業
全
体
の
中
に
均
質
に
配
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
こ

と
さ
ら
に
五
首
を
抜
き
出
し
て
読
む
必
然
性
は
解
消
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
読
ま
れ
方
を
避
け
る
べ
く
、
五
首
は
同
題
の
も
と
に
集
め
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

連
作
と
い
う
閉
じ
ら
れ
た
詩
的
空
間
の
内
側
に
お
け
る
語
り
手
の
変
容
は
、
生
身
の
李
賀
自
身
の
そ
れ
と
等
号
で
は
結
べ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
「
感
諷

五
首
」
と
は
、
限
り
な
く
自
己
に
近
い
、
そ
れ
で
い
て
自
己
で
は
な
い
、
い
う
な
れ
ば
あ
る
不
遇
者
が
主
体
的
生
を
獲
得
し
て
い
く
軌
跡
で
あ
っ
た
の
だ
。

連
作
と
い
う
枠
組
み
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
内
側
に
自
己
の
相
似
形
と
し
て
の
も
う
一
人
の
自
己
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
統
一
的

な
主
題
を
欠
く
よ
う
に
も
見
え
る
多
様
な
詩
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
連
作
は
、
李
賀
が
内
な
る
自
己
を
構
築
す
る
た
め
に
必
然
的
に
要
請
さ
れ
た
創
作
営

為
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
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*1

近
年
の
注
釈
書
で
あ
る
陳
允
吉
・
呉
海
勇
『
李
賀
詩
選
評
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
）
に
、
「
『
感
諷
五
首
』
、
并
非
撰
作
于
同
時
、
詩
歌
或
嘆
惜
古
人
之
不
遇
、
或
形

容
南
山
之
秋
夜
、
或
諷
咏
或
自
傷
、
主
題
并
不
統
一
」
（
一
六
二
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
の
も
、
葉
葱
奇
と
同
様
の
見
解
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
松
浦
友
久
編
著
『
校
注
唐
詩
解

釈
辞
典
』
（
大
修
館
書
店
、
一
九
八
七
）
に
も
、
「
…
…
五
首
が
当
初
か
ら
連
作
と
し
て
作
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
、
別
々
に
作
ら
れ
た
も
の
を
あ
と
で
ま
と
め
た
可
能
性
も
強

い
」
（
六
〇
二
頁
、
執
筆
は
山
崎
み
ど
り
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

*2

「
感
諷
六
首
」
と
「
感
諷
五
首
」
は
異
な
る
連
作
的
構
造
を
有
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
た
め
、
本
章
と
は
別
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

*3

明
・
曽
益
が
「
通
言
語
、
即
上
三
語
」
（
『
昌
谷
集
』
巻
二
）
と
注
を
付
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
言
語
」
と
は
具
体
的
に
は
、
「
桑
牙
今
尚
小
、
会
待
春
日
晏
、
糸
車
方
擲
掉
」
と

い
う
第
十
四
句
か
ら
第
十
六
句
に
か
け
て
の
三
句
を
指
す
。

*4

馬
少
軽
『
李
賀
詩
歌
箋
評
』
（
河
南
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
）
に
は
、
「
桑
芽
初
生
、
只
有
到
春
末
才
能
繅
糸
織
布
、
爾
後
交
税
、
這
等
桑
事
常
識
、
官
吏
何
嘗
不
知
、
使
君

何
嘗
不
暁
」
（
八
九
頁
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、
県
官
と
使
君
を
同
列
に
扱
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
詩
の
重
層
的
な
構
造
を
見
落
と
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

吉
新
宏
「
観
望
者
：
現
実
秩
序
中
的
李
賀
―
―
以
『
感
諷
五
首
』
・
『
感
諷
六
首
』
為
中
心
的
解
読
」
（
『
河
南
教
育
学
院
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）
』
第
二
五
巻
第
一
期
、
二
〇
〇

六
）
は
、
使
君
・
県
官
・
簿
吏
の
三
者
が
登
場
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
厳
密
に
階
層
化
さ
れ
た
官
僚
体
系
を
読
み
取
っ
て
い
る
。

*5

梁
超
然
『
李
賀
詩
歌
賞
析
』
（
江
西
教
育
出
版
社
、
一
九
八
七
）
が
、
「
『
懐
中
一
方
板
』
両
句
是
動
作
描
写
、
…
…
、
這
一
動
作
描
写
也
有
它
深
刻
的
含
義
、
一
方
面
写
出
這
個

県
官
気
勢
汹
汹
、
借
着
官
府
的
公
文
毫
不
講
理
地
催
逼
、
另
一
方
面
写
出
県
官
的
催
逼
不
是
個
人
行
動
、
而
是
官
府
的
規
定
、
把
批
判
的
矛
頭
指
向
了
整
個
政
府
機
構
」
（
七
二

頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
の
は
、
本
論
と
同
様
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
こ
と
が
連
作
の
展
開
上
い
か
な
る
意
味
を
有
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

*6

陳
允
吉
・
呉
海
勇
『
李
賀
詩
選
評
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
）
に
、
「
『
足
知
』
二
句
可
説
是
対
上
述
反
常
現
象
的
理
性
反
思
、
矛
頭
直
指
誅
求
無
厭
的
『
使
君
』
」
（
一

六
三
頁
）
と
あ
る
の
は
本
論
と
同
様
の
見
解
を
示
し
て
い
る
が
、
本
章
で
後
述
す
る
よ
う
な
〈
其
四
〉
と
の
連
関
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

*7

「
白
暁
」
の
語
は
、
『
全
唐
詩
』
に
徴
す
る
限
り
、
李
賀
に
限
ら
れ
る
語
彙
で
あ
る
よ
う
だ
。
な
お
、
李
賀
の
詩
に
お
け
る
「
白
」
の
特
異
性
に
つ
い
て
は
、
荒
井
健
「
李
賀
の



*8
第
六
句
の
「
青
蠅
」
に
つ
い
て
鈴
木
虎
雄
は
、
「
二
説
あ
る
。
一
は
『
詩
経
』
の
『
青
蠅
』
の
詩
に
依
っ
て
讒
言
者
を
さ
す
と
す
る
。
一
は
三
国
呉
の
虞
翻
（
仲
翔
）
の
故
事
に

依
り
弔
客
と
す
る
説
。
後
の
説
が
従
う
べ
き
だ
」
と
い
う
よ
う
に
解
釈
の
相
違
を
整
理
し
た
上
で
弔
客
説
を
支
持
し
、
さ
ら
に
「
…
…
、
初
は
青
蠅
が
弔
い
に
や
っ
て
来
た
が
、
今

は
そ
れ
も
と
だ
え
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
引
用
は
『
李
長
吉
歌
詩
集

上
』
岩
波
文
庫
、
一
九
六
一
、
二
六
四
頁
）
。
こ
こ
で
は
鈴
木
氏
の
見
解
に
従
う
。

*9

『
漢
書
』
巻
四
十
八
・
賈
誼
伝
の
賛
は
、
劉
向
の
「
賈
誼
言
三
代
与
秦
治
乱
之
意
、
其
論
甚
美
、
通
達
国
体
、
雖
古
之
伊
・
管
未
能
遠
過
也
。
使
時
見
用
、
功
化
必
盛
。
為
庸
臣

所
害
、
甚
可
悼
痛
」
と
い
う
言
を
引
い
た
上
で
、
そ
れ
で
も
建
言
の
多
く
は
採
用
さ
れ
た
と
判
断
し
て
、
「
誼
亦
天
年
早
終
、
雖
不
至
公
卿
、
未
為
不
遇
也
」
と
述
べ
て
い
る
。

*10

孟
郊
「
寄
張
籍
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
三
七
八
）
に
、
「
賈
生
対
文
帝
、
終
日
猶
悲
辛
」
と
詠
じ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
場
合
も
「
賈
生
」
は
張
籍
を
暗
示
し
て
い
る
。

*11

『
李
長
吉
歌
詩
彙
解
』
巻
二
に
、
「
西
漢
起
高
帝
、
歴
恵
帝
・
文
帝
・
景
帝
・
武
帝
・
昭
帝
・
宣
帝
・
元
帝
・
成
帝
・
哀
帝
・
平
帝
而
止
、
凡
十
一
帝
。
而
云
十
二
帝
者
、
中
間

蓋
連
高
后
所
立
之
少
帝
言
也
」
と
あ
る
。

*12

『
漢
書
』
巻
七
十
二
・
王
貢
両
龔
鮑
伝
に
、
「
君
平
卜
筮
於
成
都
市
、
以
為
卜
筮
者
賤
業
、
而
可
以
恵
衆
人
。
有
邪
悪
非
正
之
問
、
則
依
蓍
亀
為
言
利
害
。
与
人
子
言
依
於
孝
、

与
人
弟
言
依
於
順
、
与
人
臣
言
依
於
忠
、
各
因
勢
導
之
以
善
、
従
吾
言
者
、
已
過
半
矣
。
裁
日
閲
数
人
、
得
百
銭
足
自
養
、
則
閉
肆
下
簾
而
授
老
子
」
と
見
え
て
い
る
。

*13

そ
れ
を
逆
手
に
取
っ
た
例
と
し
て
、
李
白
「
送
友
人
入
蜀
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
一
七
七
）
に
は
、
「
升
沈
応
已
定
、
不
必
問
君
平
」
と
あ
る
。
李
白
と
杜
甫
は
、
詩
題
か
ら
察
せ

、
、
、
、
、

ら
れ
る
よ
う
に
、
ど
ち
ら
も
蜀
の
地
と
関
連
づ
け
て
詠
じ
て
い
る
が
、
李
賀
は
異
な
っ
て
い
る
。
同
じ
く
蜀
を
舞
台
と
す
る
故
事
の
一
つ
に
萇
弘
化
碧
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
自
作
に

取
り
入
れ
る
に
際
し
て
も
、
李
賀
は
他
の
詩
人
と
は
傾
向
を
異
に
し
て
、
蜀
の
地
の
イ
メ
ー
ジ
を
切
り
離
し
て
い
た
。
厳
君
平
と
萇
弘
の
い
ず
れ
を
詠
じ
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
李

賀
は
典
故
が
帯
び
て
い
る
特
定
の
地
域
性
を
捨
象
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
上
篇
第
五
章
「
詩
的
素
材
の
自
在
性
―
―
碧
血
の
系
譜
を
例
と
し
て
―
―
」
を
参
照
。

*14

鮑
照
「
詠
史
詩
」
（
『
文
選
』
巻
二
一
）
の
末
尾
に
は
、
「
君
平
独
寂
漠
、
身
世
両
相
棄
」
と
詠
じ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
李
善
は
「
言
身
棄
世
而
不
仕
、
世
棄
身
而
不

任
」
と
注
を
付
し
て
い
る
。
鮑
照
描
く
と
こ
ろ
の
厳
君
平
も
表
面
的
に
は
売
卜
者
と
し
て
の
側
面
は
捨
象
さ
れ
て
い
る
が
、
李
賀
の
詩
と
は
異
な
っ
て
、
俗
世
間
か
ら
の
逃
避
者
と

し
て
の
形
象
を
与
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

*15

な
お
、
「
隠
於
簾
肆
之
間
」
と
対
に
な
っ
て
い
る
「
臥
於
巖
石
之
下
」
は
、
厳
君
平
の
逸
話
が
書
か
れ
て
い
る
の
と
同
じ
『
漢
書
』
巻
七
十
二
・
王
貢
両
龔
鮑
伝
に
あ
る
、
「
谷
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色
彩
感
覚
」
（
『
秋
風
鬼
雨
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
二
、
所
収
）
を
参
照
。



*16
『
後
漢
書
』
巻
八
十
三
・
韓
康
伝
の
原
文
は
以
下
の
と
お
り
。
「
韓
康
字
伯
休
、
一
名
恬
休
、
京
兆
霸
陵
人
。
家
世
著
姓
。
常
采
薬
名
山
、
売
於
長
安
市
、
口
不
二
価
、
三
十
余

年
。
時
有
女
子
従
康
買
薬
、
康
守
価
不
移
。
女
子
怒
曰
、
『
公
是
韓
伯
休
那
。
乃
不
二
価
乎
』
。
康
歎
曰
、
『
我
本
欲
避
名
、
今
小
女
子
皆
知
有
我
、
何
用
薬
為
』
。
乃
遯
入
霸
陵
山

中
。
博
士
公
車
連
徴
不
至
。
桓
帝
乃
備
玄
纁
之
礼
、
以
安
車
聘
之
。
使
者
奉
詔
造
康
、
康
不
得
已
、
乃
許
諾
。
辞
安
車
、
自
乗
柴
車
、
冒
晨
先
使
者
発
。
至
亭
、
亭
長
以
韓
徴
君
当

過
、
方
発
人
牛
脩
道
橋
。
及
見
康
柴
車
幅
巾
、
以
為
田
叟
也
、
使
奪
其
牛
。
康
即
釈
駕
与
之
。
有
頃
、
使
者
至
、
奪
牛
翁
乃
徴
君
也
。
使
者
欲
奏
殺
亭
長
。
康
曰
、
『
此
自
老
子
与

之
、
亭
長
何
罪
』
。
乃
止
。
康
因
道
逃
遯
、
以
寿
終
」
。

*17

逯
欽
立
『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
）
に
よ
る
。

*18

江
淹
「
雑
体
詩
三
十
首
」
〈
左
記
室
（
詠
史
）
思
〉
（
『
文
選
』
巻
三
一
）
の
冒
頭
、
「
韓
公
淪
売
薬
、
梅
生
隠
市
門
」
な
ど
も
同
様
。

*19

第
八
句
の
主
語
を
第
七
句
の
「
桂
露
」
で
あ
る
と
考
え
て
、
第
八
句
を
「
星
星
と
し
て
雲
よ
り
下
り
て
逗
ま
る
」
と
読
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
（
例
え
ば
葉
葱
奇
は
「
指
在

雲
下
」
と
注
し
て
い
る
）
、
こ
こ
で
は
韓
愈
の
「
南
山
詩
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
三
三
六
）
に
、
「
或
羅
若
星
離
、
或
蓊
若
雲
逗
」
と
あ
る
の
を
参
照
し
て
本
文
の
よ
う
に
読
ん
で
お
い

た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
逗
」
字
の
反
映
に
よ
っ
て
〈
其
五
〉
の
「
星
星
」
が
静
的
な
停
滞
の
イ
メ
ー
ジ
を
帯
び
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

*20

郭
璞
「
遊
仙
詩
七
首
」
〈
其
二
〉
（
『
文
選
』
巻
二
一
）
の
「
青
谿
千
余
仞
、
中
有
一
道
士
」
や
皎
然
「
杼
山
禅
居
寄
贈
東
渓
呉
処
士
馮
一
首
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
八
一
五
）
の

「
青
雲
何
潤
沢
、
下
有
賢
人
隠
」
と
い
っ
た
句
が
い
ず
れ
も
作
品
冒
頭
で
あ
る
よ
う
に
、
「
下
有
」
や
「
中
有
」
を
含
む
形
で
作
中
人
物
を
設
定
す
る
と
こ
ろ
か
ら
展
開
さ
れ
る
詩

は
、
一
定
数
看
取
さ
れ
る
。
し
て
み
る
と
、
「
下
有
」
を
含
む
表
現
が
末
尾
に
配
さ
れ
て
い
る
〈
其
五
〉
の
構
成
は
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
意
識
的
に
選
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
見
な
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

*21

興
膳
宏
「
唐
詩
に
お
け
る
月
の
三
つ
の
相
―
―
王
維
、
李
賀
、
李
商
隠
―
―
」
（
『
立
命
館
文
学
』
第
五
六
三
号
、
二
〇
〇
〇
）
は
〈
其
三
〉
に
つ
い
て
、
「
月
光
の
下
、
影
を
失

っ
た
木
々
の
姿
は
、
か
つ
て
い
か
な
る
詩
人
も
想
像
し
え
な
か
っ
た
、
一
種
名
伏
し
が
た
い
、
美
し
く
神
秘
的
か
つ
戦
慄
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
い
か
」
（
二
〇
七
頁
）
と
指
摘
し

て
い
る
。

*22

河
田
聡
美
「
鬼
雨
」
（
後
藤
秋
正
・
松
本
肇
編
『
詩
語
の
イ
メ
ー
ジ
』
東
方
書
店
、
二
〇
〇
〇
、
所
収
）
に
よ
る
（
三
七
八
頁
）
。
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口
鄭
子
真
不
詘
其
志
、
耕
於
巖
石
之
下
、
名
震
於
京
師
」
と
い
う
記
述
に
依
拠
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
鄭
子
真
を
想
起
さ
せ
る
。
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第
五
章

他
者
と
し
て
の
李
賀
―
―
黄
景
仁
の
李
賀
受
容
を
手
が
か
り
と
し
て
―
―

は
じ
め
に

清
・
乾
隆
期
に
活
躍
し
た
黄
景
仁
（
一
七
四
九
～
一
七
八
三
、
字
は
仲
則
、
ま
た
は
漢
鏞
）
は
、
そ
の
長
く
は
な
い
生
涯
の
中
で
数
々
の
詩
詞
を
残
し

た
。
彼
の
著
作
集
で
あ
る
『
両
当
軒
集
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
）
の
「
前
言
」
に
お
い
て
李
国
章
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
黄
景
仁
は

唐
詩
か
ら
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
た
。
ま
た
、
同
氏
は
、
黄
景
仁
が
唐
代
の
詩
人
の
中
で
も
特
に
李
白
（
七
〇
一
～
七
六
二
）
に
傾
倒
し
て
い
た
と
述

べ
た
上
で
、
他
の
詩
人
に
も
言
及
し
な
が
ら
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

細
読
黄
仲
則
的
詩
歌
、
我
們
可
以
看
出
、
他
的
七
言
詩
較
有
特
色
、
古
体
直
造
太
白
之
室
、
有
時
也
象
韓
愈
。
近
体
如
「
感
旧
」
・
「
綺
懐
」
等
、

同
李
商
隠
風
格
相
仿
。
他
的
一
生
遭
際
、
多
才
而
又
短
命
、
類
似
李
賀
。
杜
甫
・
杜
牧
対
他
詩
歌
創
作
的
影
響
、
也
有
明
顕
的
軌
迹
可
尋
。
（
七
頁
）

黄
景
仁
の
詩
歌
の
中
で
は
と
り
わ
け
七
言
の
も
の
に
特
色
が
あ
る
と
い
い
、
古
体
詩
は
李
白
や
韓
愈
（
七
六
八
～
八
二
四
）
に
似
通
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、

近
体
詩
は
李
商
隠
（
八
一
三
～
八
五
八
）
の
風
格
を
備
え
て
い
る
と
見
な
し
て
い
る
。
ま
た
、
杜
甫
（
七
一
二
～
七
七
〇
）
や
杜
牧
（
八
〇
三
～
八
五
二
）

か
ら
影
響
を
受
け
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
と
も
述
べ
る
。
い
ず
れ
も
表
現
上
の
受
容
を
指
摘
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
李
賀
に
つ
い
て
は
や
や
異
な
っ
て
い

る
。
「
多
才
而
又
短
命
」
、
す
な
わ
ち
、
才
能
が
あ
り
な
が
ら
早
世
し
た
と
い
う
実
人
生
上
の
共
通
項
を
認
め
る
と
こ
ろ
に
指
摘
の
重
点
が
あ
り
、
李
賀
の

詩
自
体
の
受
容
に
つ
い
て
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
で
は
黄
景
仁
は
李
賀
の
表
現
を
受
容
し
て
い
な
い
の
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
む
し
ろ
大
い
に
自
作
の
滋
養
に
し
て
い
た
。
李
軍
『
李
賀

詩
歌
研
究
』
（
三
秦
出
版
社
、
二
〇
〇
二
）
に
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。
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黄
仲
則
是
清
代
詩
人
中
仿
効
賀
詩
較
有
成
就
和
特
色
的
一
位
。
其
不
僅
自
幼
喜
愛
賀
詩
、
而
且
対
其
作
過
較
深
入
的
鑽
研
、
曽
達
到
如
其
所
説
的

「
読
之
爛
熟*1

」
的
程
度
、
而
且
仿
効
其
作
詩
、
頗
能
得
其
神
髄
。
（
二
五
〇
頁
）

黄
景
仁
は
単
に
李
賀
の
詩
を
愛
好
し
て
い
た
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
熟
読
吟
味
し
て
そ
の
神
髄
を
会
得
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
一
方
で
、
李
徳
輝
『
李

賀
詩
歌
淵
源
及
影
響
研
究
』
（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
一
〇
）
に
は
、
「
宋
元
以
来
、
想
追
踪
模
仿
李
賀
的
年
軽
人
何
止
千
百
、
但
就
没
有
看
到
有
誰
達
到
了

李
賀
這
様
的
高
度
、
真
使
人
難
解
・
使
人
着
迷
」
（
四
頁
）
と
い
っ
た
見
解
も
あ
る
。
宋
代
以
降
に
お
け
る
李
賀
の
年
若
い
模
倣
者
に
限
定
し
な
が
ら
で

は
あ
る
が
、
彼
ら
の
う
ち
の
誰
一
人
と
し
て
李
賀
詩
の
高
い
境
地
に
は
到
達
で
き
て
い
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
李
賀
に
つ
い
て
は
、
再
現
不
可
能
な
文

学
史
上
の
独
行
者
で
あ
る
と
見
な
す
の
が
、
お
お
む
ね
一
般
的
な
理
解
と
な
っ
て
い
る
点
に
鑑
み
れ
ば
、
黄
景
仁
は
や
や
例
外
的
な
存
在
で
あ
る
と
、
ひ

と
ま
ず
仮
定
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
黄
景
仁
は
具
体
的
に
は
い
か
に
李
賀
の
詩
を
受
容
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
李
軍
氏
は
、
後
に
本
章
で
も
取
り
上
げ
る
「
中
元
」
や
、

あ
る
い
は
「
秋
夜
曲
」
（
『
両
当
軒
集
』
巻
一
）
と
い
っ
た
作
品
の
例
示
を
も
っ
て
自
説
の
根
拠
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
範
囲
に
と
ど
ま
ら
な
い
李
賀
詩
受

容
の
痕
跡
に
つ
い
て
は
、
な
お
論
じ
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
李
賀
を
含
め
た
唐
代
の
詩
人
た
ち
を
、
黄
景
仁
が
作
中
の
素
材
と

し
て
ど
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
の
か
を
検
討
し
た
上
で
、
具
体
的
な
措
辞
に
焦
点
を
し
ぼ
り
つ
つ
、
彼
が
李
賀
の
表
現
を
い
か
に
受
容
し
て
い
る
か
を
探

っ
て
い
く
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
李
賀
が
黄
景
仁
に
と
っ
て
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
存
在
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
浮
き
彫
り
に
し
た
い
。

一

作
中
の
素
材
と
し
て
の
唐
代
詩
人

黄
景
仁
に
お
け
る
李
賀
を
含
め
た
唐
代
詩
人
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
清
人
に
よ
る
指
摘
が
あ
る
。
以
下
に
呉
蘭
修
（
一
七
八
九
～
一
八
三
七
）

の
「
黄
仲
則
小
伝
」
（
『
両
当
軒
集
』
附
録
二
）
を
取
り
上
げ
る
。
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為
債
家
所
迫
、
抱
病
出
都
、
将
復
遊
秦
、
至
解
州
而
卒
、
年
三
十
五
。
著
有
『
両
当
軒
詩
』
十
四
巻
・
『
竹
眠
詞
』
二
巻
。
詩
学
太
白
、
出
入
於

、
、
、
、

、
、
、

嘉
州
・
昌
谷
、
如
子
晋
之
笙
、
湘
霊
之
瑟
、
清
越
蒼
涼
、
既
於
幽
怨
。
其
詞
激
楚
、
如
猿
啼
鶴
唳
、
秋
気
抑
何
深
也
（
債
家
の
迫
る
所
と
為
り
、
病

、
、

、
、

を
抱
き
て
都
を
出
で
、
将
に
復
た
秦
に
遊
ば
ん
と
し
、
解
州
に
至
り
て
卒
す
、
年
三
十
五
。
著
に
『
両
当
軒
詩
』
十
四
巻
・
『
竹
眠
詞
』
二
巻
有
り
。

詩
は
太
白
に
学
び
、
嘉
州
・
昌
谷
に
出
入
し
、
子
晋
の
笙
、
湘
霊
の
瑟
の
如
く
、
清
越
蒼
涼
に
し
て
、
幽
怨
に
既
ぶ
。
其
の
詞
の
激
楚
な
る
こ
と
、

お
よ

猿
啼
鶴
唳
の
如
く
、
秋
気
抑
そ
も
何
ぞ
深
か
ら
ん
や
）
。

そ
も

貧
窮
や
、
そ
れ
に
伴
う
旅
か
ら
旅
へ
の
生
活
と
、
三
十
五
歳
で
の
死
、
と
い
う
よ
う
に
ま
ず
は
黄
景
仁
の
生
涯
を
な
ぞ
っ
て
い
く
。
そ
の
上
で
、
彼
の

作
品
を
形
成
す
る
た
め
の
滋
養
と
な
っ
た
唐
代
の
詩
人
と
し
て
、
李
白
（
太
白
）
・
岑
参
（
七
一
五
？
～
七
七
〇
？
、
嘉
州
）
・
李
賀
（
昌
谷
）
を
挙
げ
て

い
る
。
若
死
に
と
い
う
実
人
生
上
の
共
通
項
に
重
点
を
置
い
た
見
解
が
少
な
く
な
い
中*2

、
表
現
の
位
相
に
お
け
る
李
賀
の
受
容
を
認
め
る
記
述
に
な
っ
て

い
る
。
た
だ
し
、
李
白
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
「
学
」
ん
だ
と
述
べ
て
い
る
の
に
対
し
、
岑
参
・
李
賀
に
つ
い
て
は
そ
れ
に
「
出
入
」
し
た
と
い
う
よ
う
に
、

各
詩
人
に
よ
っ
て
受
容
の
度
合
い
や
手
法
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
点
に
は
、
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

そ
れ
で
は
実
際
の
と
こ
ろ
、
黄
景
仁
は
唐
代
の
詩
人
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
い
、
詩
中
に
造
形
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
作
中
に
唐
代
詩
人
の
名
を

用
い
て
い
る
例
を
手
が
か
り
と
し
て
、
そ
の
点
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。

呉
蘭
修
「
黄
仲
則
小
伝
」
の
「
詩
は
太
白
に
学
ぶ
」
と
い
う
記
述
を
は
じ
め
と
し
て
、
先
に
引
い
た
李
国
章
「
前
言
」
に
も
指
摘
が
あ
っ
た
と
お
り
、

黄
景
仁
の
詩
詞
に
は
と
り
わ
け
李
白
の
影
響
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
従
っ
て
ま
ず
は
李
白
に
関
連
す
る
例
か
ら
確
認
し
て
い
き
た
い
。

李
白
に
言
及
し
た
表
現
の
中
で
も
、
目
前
の
人
物
に
語
り
か
け
る
よ
う
な
措
辞
が
目
を
引
く
。
例
え
ば
「
当
塗
旅
夜
遣
懐
」
（
『
両
当
軒
集
』
巻
三
）
に

は
、
「
江
山
如
此
葬
李
白
、
我
若
不
飲
遭
君
嗤
（
江
山
此
く
の
如
く
し
て
李
白
を
葬
る
、
我
若
し
飲
ま
ず
ん
ば
君
の
嗤
う
に
遭
わ
ん
）
」
と
い
う
よ
う
に
、

李
白
に
対
し
て
「
君
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
酒
を
愛
好
し
て
い
た
李
白
の
視
線
を
黄
景
仁
が
感
得
し
て
い
れ
ば
こ
そ
、
こ
こ
で
飲
ま
な
け
れ
ば
お

笑
い
種
に
な
る
に
違
い
な
い
と
い
う
句
が
成
立
す
る
。
つ
ま
り
こ
の
詩
に
お
け
る
李
白
は
、
自
分
の
行
為
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
表
情
を
変
え
る
よ
う
な
、
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ご
く
近
し
い
存
在
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
君
」
と
呼
び
か
け
る
同
様
の
例
と
し
て
、
「
太
白
墓
」
（
『
両
当
軒
集
』
巻
三
）
と
題
す
る
古
体
の
詩
も
残
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
に
、

束
髪
読
君
詩

束
髪

君
の
詩
を
読
み

今
来
展
君
墓

今
来
た
り
て
君
の
墓
に
展
す

清
風
江
上
灑
然
来

清
風

江
上

灑
然
と
し
て
来
た
り

我
欲
因
之
寄
微
慕

我
之
に
因
り
て
微
慕
を
寄
せ
ん
と
欲
す

嗚
呼

嗚
呼

有
才
如
君
不
免
死

才
君
の
如
き
有
り
て
死
を
免
れ
ざ
る
も

我
固
知
君
死
非
死

我
固
よ
り
君
の
死
は
死
に
非
ざ
る
を
知
る

と
あ
る
と
お
り
、
こ
こ
で
も
李
白
に
語
り
か
け
る
よ
う
に
「
君
」
と
い
う
呼
称
を
繰
り
返
し
用
い
て
い
る
。
李
白
墓
の
あ
た
り
に
折
か
ら
吹
く
清
ら
か
な

風
、
そ
れ
に
乗
せ
て
敬
慕
の
思
い
を
伝
え
た
い
と
詠
じ
る
第
三
・
四
句
は
、
純
朴
な
発
想
と
平
易
な
構
成
を
具
え
て
い
る
だ
け
に
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た

真
情
に
は
、
揺
る
が
し
が
た
い
芯
が
一
本
通
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

非
凡
な
才
覚
の
持
ち
主
で
も
、
死
は
免
れ
な
い
。
し
か
し
黄
景
仁
は
、
李
白
の
死
は
単
な
る
死
で
は
な
い
と
述
べ
る
。
す
ぐ
れ
た
詩
人
は
、
残
し
た
作

品
を
肉
体
に
代
わ
る
生
命
の
器
と
し
て
生
き
続
け
る
、
と
い
う
認
識
の
提
示
に
よ
っ
て
、
黄
景
仁
は
李
白
の
死
を
肯
定
的
に
捉
え
な
お
し
て
い
る
の
だ
。

「
太
白
墓
」
の
末
尾
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

終
嫌
此
老
太
憤
激

終
に
此
の
老

太

だ
憤
激
す
る
を
嫌
う

は
な
は

い
と

我
所
師
者
非
公
誰

我
の
師
と
す
る
所
の
者
は
公
に
非
ず
し
て
誰
ぞ

人
生
百
年
要
行
楽

人
生
百
年

行
楽
す
る
を
要
め

も
と



- 205 -

一
日
千
杯
苦
不
足

一
日
千
杯
な
る
も
足
ら
ざ
る
に
苦
し
む

笑
看
樵
牧
語
斜
陽

笑
い
て
樵
牧
を
看
て
斜
陽
に
語
る

死
当
埋
我
茲
山
麓

死
す
れ
ば
当
に
我
を
茲
の
山
の
麓
に
埋
む
べ
し
と

李
白
以
外
に
自
分
の
師
は
あ
り
え
な
い
と
い
っ
て
は
ば
か
ら
ず
、
死
ん
だ
あ
か
つ
き
に
は
こ
の
山
の
麓
に
埋
め
て
も
ら
い
た
い
と
ま
で
述
べ
て
い
る
。

李
白
に
対
す
る
黄
景
仁
の
敬
慕
は
、
通
り
一
遍
の
も
の
で
は
な
い
。
ま
さ
に
心
酔
と
呼
ぶ
べ
き
傾
倒
ぶ
り
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
同
じ
く
墓
を
詠
じ
る

の
で
も
、
杜
甫
の
そ
れ
を
詠
じ
た
「
耒
陽
杜
子
美
墓
」
（
『
両
当
軒
集
』
巻
二
）
と
比
較
す
る
と
、
さ
ら
に
明
瞭
に
理
解
さ
れ
る
。

得
飽
死
何
憾

飽
を
得
れ
ば
死
す
る
も
何
を
か
憾
ま
ん

う
ら

孤
墳
尚
水
濱

孤
墳

水
濱
に
尚
し

た
か

埋
才
当
乱
世

才
を
埋
め
て
乱
世
に
当
た
り

併
力
作
詩
人

力
を
併
せ
て
詩
人
と
作
る

な

遺
骨
風
塵
外

遺
骨

風
塵
の
外

空
江
杜
若
春

空
江

杜
若
の
春

由
来
騒
怨
地

由
来

騒
怨
の
地

只
合
伴
霊
均

只
合
に
霊
均
を
伴
う
べ
し

一
度
に
飲
食
し
す
ぎ
て
杜
甫
が
死
に
至
っ
た
と
い
う
逸
話
に
取
材
し
た
詩
句
か
ら
説
き
起
こ
し
、
乱
世
に
生
ま
れ
合
わ
せ
て
詩
人
と
し
て
生
き
た
こ
と

や
、
今
は
屈
原
と
と
も
に
眠
っ
て
い
る
こ
と
へ
と
内
容
が
展
開
し
て
い
く
。
全
篇
を
通
じ
て
語
り
手
の
感
情
を
抑
制
し
、
事
実
を
敷
き
述
べ
て
い
く
気
味

が
あ
る
。
李
白
の
死
に
つ
い
て
、
「
我
固
よ
り
君
の
死
は
死
に
非
ざ
る
を
知
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
あ
え
て
語
り
手
「
我
」
を
登
場
さ
せ
、
逆
説
的
な
言

辞
に
よ
っ
て
李
白
の
死
を
単
な
る
死
か
ら
救
っ
て
い
た
の
と
比
較
す
る
と
、
杜
甫
の
そ
れ
に
対
す
る
黄
景
仁
の
態
度
は
、
い
さ
さ
か
冷
静
で
あ
る*3

。
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「
君
」
の
語
に
引
き
続
き
、
李
白
に
対
す
る
呼
称
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
、
「
月
下
登
太
白
楼
和
思
復
壁
間
見
懐
韻
」
（
『
両
当
軒
集
』
巻
四
）
の
冒
頭

に
あ
る
、
「
白
也
高
楼
上
切
雲
、
巉
磯
嶪
嶪
水
粼
粼
（
白
や
高
楼

上
は
雲
に
切
し
、
巉
磯
は
嶪
嶪
と
し
て
水
は
粼
粼
た
り
）
」
と
い
っ
た
詩
句
に
も
注
目

さ
れ
る
。
こ
の
「
白
也
」
は
、
杜
甫
「
春
日
憶
李
白
」
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
一
）
の
「
白
也
詩
無
敵
、
飄
然
思
不
群
（
白
や
詩
に
敵
無
し
、
飄
然

思
い
群

な
ら
ず
）
」
を
下
敷
き
に
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
同
時
代
の
友
人
に
語
り
か
け
る
よ
う
な
親
密
な
口
吻
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

黄
景
仁
に
よ
る
「
白
也
」
と
い
う
措
辞
は
、
「
望
匡
山
」
（
『
両
当
軒
集
』
巻
一
五
）
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
詩
の
中
に
は
杜
甫
へ
の
言
及
も
あ
る
。

白
也
書
堂
在

白
や
書
堂
在
り

雲
林
似
昔
時

雲
林

昔
時
に
似
た
り

星
辰
如
可
接

星
辰

接
す
可
き
が
如
く

猿
鶴
尚
余
悲

猿
鶴

尚
悲
し
み
を
余
す

去
作
青
山
塚

去
き
て
青
山
の
塚
と
作
り

ゆ

な

帰
虚
白
首
期

帰
り
て
白
首
の
期
を
虚
し
く
す

憐
才
意
千
古

才
を
憐
れ
み
て
千
古
を
意
い

お
も

高
咏
少
陵
詩

高
く
少
陵
の
詩
を
咏
う

「
白
や
」
で
始
ま
り
「
昔
時
に
似
た
り
」
へ
と
繫
が
る
冒
頭
の
二
句
は
、
あ
た
か
も
李
白
が
生
き
た
唐
代
の
時
空
が
現
前
し
た
か
の
よ
う
な
光
景
を
表

現
し
て
い
る
。
も
と
よ
り
こ
れ
は
感
覚
の
問
題
で
あ
っ
て
、
李
白
と
黄
景
仁
の
見
た
匡
山
が
、
事
実
と
し
て
同
じ
よ
う
な
姿
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
こ
こ

で
は
重
要
で
な
い
。
む
し
ろ
、
強
い
憧
憬
の
念
に
よ
っ
て
語
り
手
が
そ
う
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
望
む
方
向
へ
と
、
目
前
の
光
景
が
変
容
さ
せ
ら
れ
て
し
ま

う
、
と
い
う
心
理
的
効
果
を
見
落
と
し
て
は
な
る
ま
い
。

そ
う
し
た
憧
憬
の
念
が
基
底
に
あ
れ
ば
こ
そ
、
頷
聯
が
必
然
的
に
浮
か
び
上
が
る
。
天
体
は
過
去
と
現
在
を
接
続
す
る
よ
う
に
め
ぐ
り
、
猿
鶴
の
鳴
き
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声
は
時
を
越
え
て
今
な
お
悲
し
み
を
帯
び
て
い
る
と
い
う
二
句
も
ま
た
、
李
白
と
同
じ
時
空
を
共
有
し
た
い
と
い
う
願
望
に
よ
っ
て
把
捉
さ
れ
た
事
象
に

他
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
今
こ
の
と
き
は
、
や
は
り
単
な
る
過
去
の
忠
実
な
再
現
で
は
あ
り
え
な
い
。
目
前
の
光
景
に
い
く
ら
過
去
と
の
接
点
を
見
出
し
た
と
し
て
も
、

今
に
到
る
ま
で
に
経
過
し
た
時
間
そ
の
も
の
の
絶
対
的
な
量
が
、
過
去
と
現
在
の
径
庭
を
雄
弁
に
物
語
る
。
「
千
古
を
意
う
」
と
第
七
句
で
述
べ
る
と
き
、

、
、

眼
前
の
光
景
に
対
し
て
李
白
が
生
き
た
唐
代
の
姿
を
透
か
し
見
て
い
た
黄
景
仁
の
夢
想
は
、
す
で
に
醒
め
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
結
び
の
第
八
句
は
、
自
分
が
李
白
の
同
時
代
人
た
り
え
な
い
こ
と
へ
の
明
確
な
諦
念
を
表
明
す
る
句
で
あ
っ
て
も
、
一
篇
の
結
末
と
し

て
違
和
感
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
「
高
く
少
陵
の
詩
を
咏
う
」
の
句
で
締
め
く
く
っ
た
黄
景
仁
の
内
心
に
は
、
な
お
李
白
へ
接
近
し
よ

う
と
す
る
意
欲
が
燃
え
て
い
る
。
い
わ
ば
現
代
の
杜
甫
に
な
っ
た
つ
も
り
で
詩
を
吟
唱
す
る
こ
と
で
、
黄
景
仁
は
力
強
く
李
白
に
肉
薄
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

黄
景
仁
が
杜
甫
に
な
り
か
わ
っ
て
李
白
へ
の
思
い
を
詠
じ
る
と
き
、
そ
の
念
頭
に
は
次
に
引
く
杜
甫
の
「
不
見
」
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
一
〇
）
が
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
。

不
見
李
生
久

李
生
を
見
ざ
る
こ
と
久
し

佯
狂
真
可
哀

狂
を

佯

い
真
に
哀
れ
む
可
し

よ
そ
お

世
人
皆
欲
殺

世
人

皆
な
殺
さ
ん
と
欲
す

吾
意
独
憐
才

吾
が
意

独
り
才
を
憐
れ
む

敏
捷
詩
千
首

敏
捷

詩
千
首

飄
零
酒
一
杯

飄
零

酒
一
杯

匡
山
読
書
処

匡
山
は
読
書
の
処
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頭
白
好
帰
来

頭
白

好
し
帰
り
来
よ

杜
甫
は
久
し
く
会
っ
て
い
な
い
李
白
に
思
い
を
馳
せ
、
そ
の
才
能
を
い
と
お
し
む
。
そ
し
て
李
白
が
学
問
に
励
ん
だ
匡
山
に
言
及
し
、
髪
が
白
く
な
っ

た
で
あ
ろ
う
今
、
そ
こ
に
戻
っ
て
く
る
の
が
よ
い
と
呼
び
掛
け
る
。
李
白
に
対
す
る
杜
甫
の
思
い
を
汲
み
つ
つ
、
黄
景
仁
も
李
白
へ
熱
意
を
傾
け
た
の
で

あ
る
。

そ
れ
で
は
次
に
、
李
賀
と
同
時
代
、
す
な
わ
ち
中
唐
の
詩
人
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し
て
作
中
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
例
と
し
て
、
「
賀

新
郎
（
何
事
催
人
老
）
」
（
『
両
当
軒
集
』
巻
一
八
）
を
見
て
い
き
た
い
。
こ
こ
に
は
「
太
白
墓
和
稚
存
韻
」
と
い
う
題
下
注
が
あ
り
、
李
白
墓
に
お
い
て

洪
亮
吉
（
一
七
四
六
～
一
八
〇
九
）
に
和
し
た
作
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
も
ま
た
李
白
を
中
心
的
な
詠
出
対
象
と
し
て
お
り
、

前
後
両
段
に
「
君
」
の
呼
称
を
用
い
て
い
る
点
に
つ
い
て
も
先
に
検
討
し
た
詩
と
同
様
の
趣
向
と
な
っ
て
い
る
が
、
以
下
に
引
く
後
段
に
は
、
孟
郊
（
七

五
一
～
八
一
四
）
と
賈
島
（
七
七
九
～
八
四
三
）
の
名
も
見
え
て
い
る
。

夢
中
昨
夜
逢
君
笑

夢
中

昨
夜

君
の
笑
う
に
逢
う

把
千
年

千
年

蓬
萊
清
浅

蓬
萊

清
浅

旧
遊
相
告

旧
遊
を
把
て
相
い
告
ぐ

も
っ

更
問
後
来
誰
似
我

更
に
問
う
後
来
誰
か
我
に
似
た
る
と

我
道
才
如
君
少

我
は
道
う
才
君
の
如
き
は
少
な
き
も

有
或
是

或
い
は
是
れ

寒
郊
痩
島

寒
郊
痩
島
有
ら
ん

語
罷
看
君
長
揖
去

語
り
罷
り
て
君
を
看
る
に
長
揖
し
て
去
る

お
わ
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頓
身
軽

頓
に
身
軽
く

一
葉
如
飛
鳥

一
葉

飛
鳥
の
如
し

残
夢
醒

残
夢
醒
め

鶏
鳴
了

鶏
鳴
き
了
す

李
白
は
、
没
し
て
よ
り
こ
の
か
た
千
年
の
間
に
経
巡
っ
て
き
た
、
「
蓬
萊
」
で
あ
っ
た
り
「
清
浅
」
（
銀
河
）
で
あ
っ
た
り
と
い
っ
た
、
魂
の
飛
行
に
よ

っ
て
こ
そ
到
達
可
能
な
場
所
で
の
出
来
事
を
、
夢
の
中
で
黄
景
仁
に
聞
か
せ
る
。
そ
れ
に
続
け
て
李
白
は
質
問
を
す
る
。
「
私
よ
り
後
に
、
私
に
似
た
人

物
は
地
上
に
い
た
か
」
と
。
黄
景
仁
は
答
え
て
い
う
、
「
あ
な
た
の
よ
う
な
才
能
の
持
ち
主
は
少
な
い
が
、
寒
郊
痩
島
、
す
な
わ
ち
孟
郊
・
賈
島
が
そ
れ

に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
」
。
語
り
終
え
る
と
李
白
は
身
軽
に
消
え
て
い
っ
た
と
い
う
。

夢
中
を
舞
台
と
し
て
い
る
だ
け
に
や
や
割
り
引
い
て
お
く
必
要
は
あ
る
が
、
黄
景
仁
は
李
白
に
準
ず
る
才
覚
の
持
ち
主
と
し
て
、
孟
郊
や
賈
島
を
捉
え

て
い
た
の
で
あ
る
。

孟
郊
・
賈
島
に
つ
い
て
は
、
「
聞
鄭
誠
斎
先
生
主
講
崇
文
書
院
寄
呈
二
首
」
〈
其
二
〉
（
『
両
当
軒
集
』
巻
一
三
）
に
も
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
〈
其
一
〉
に

お
い
て
崇
文
書
院
の
晴
朗
な
様
子
を
描
い
た
上
で
、
次
の
〈
其
二
〉
に
お
い
て
は
黄
景
仁
自
身
に
話
題
を
転
ず
る
。

浪
遊
京
洛
困
塵
緇

京
洛
に
浪
遊
し
て
塵
緇
に
困
し
み

じ
ん

し

く
る

慚
愧
生
平
国
士
知

生
平

国
士
の
知
る
を
慚
愧
す

梁
苑
鄒
枚
空
綴
賦

梁
苑
の
鄒
・
枚

空
し
く
賦
を
綴
り

韓
門
郊
島
例
窮
詩

韓
門
の
郊
・
島

例

ね
詩
に
窮
す

お
お
む

毎
多
未
了
嗟
生
拙

毎
に
未
だ
了
さ
ざ
る
こ
と
多
く
し
て
生
の
拙
き
を
嗟
く
も

つ
ね

つ
く

敢
以
無
才
説
数
奇

敢
え
て
才
無
き
を
以
て
数
奇
を
説
か
ん
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常
共
衰
親
向
南
望

常
に
衰
親
と
共
に
南
に
向
か
い
て
望
み

手
拈
香
瓣
話
恩
私

手
に
香
瓣
を
拈
り
て
恩
私
を
話
す

と

冒
頭
、
都
で
塵
埃
に
ま
み
れ
て
い
る
現
状
が
、
鄭
誠
斎
の
よ
う
な
「
国
士
」
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
慚
愧
の
念
を
述
べ
て
い
る
。

続
く
第
三
・
四
句
に
あ
る
「
梁
苑
の
鄒
（
陽
）
・
枚
（
乗
）
」
、
「
韓
門
の
（
孟
）
郊
・
（
賈
）
島
」
と
は
、
詩
賦
の
創
作
に
従
事
す
る
黄
景
仁
自
身
の
投
影

で
あ
る
と
見
な
せ
る
。
黄
景
仁
は
彼
ら
に
匹
敵
す
る
文
才
を
自
負
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

自
身
の
文
才
が
確
か
な
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
し
か
る
べ
き
社
会
的
栄
達
に
結
び
つ
か
な
い
の
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
「
生
の
拙
さ
」
（
第

五
句
）
の
せ
い
で
あ
り
、
ま
た
困
窮
の
原
因
は
、
も
と
よ
り
「
才
無
き
」
（
第
六
句
）
自
身
に
内
在
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
首
が
絶
望
的
状
況

の
点
綴
に
終
始
す
る
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
老
親
に
か
つ
て
浴
し
た
恩
愛
を
話
し
て
聞
か
せ
る
と
い
う
末
尾
の
二
句
が
、
読
み
手
に
憐
憫
を
も

よ
お
す
よ
う
な
詩
人
の
姿
の
形
象
で
あ
る
の
と
同
時
に
、
単
な
る
感
傷
に
と
ど
ま
ら
ず
、
与
え
ら
れ
た
状
況
の
中
で
な
お
も
孤
独
な
戦
い
に
処
し
て
い
こ

う
と
す
る
、
埋
み
火
の
よ
う
な
熱
を
も
感
じ
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
、
黄
景
仁
の
詩
詞
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
唐
代
の
詩
人
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
本
節
で
は
割
愛
し
た
が
韓
愈
・
白
居
易
（
七
七
二
～
八
四
六
）

・
元
稹
（
七
七
九
～
八
三
一
）
と
い
っ
た
中
唐
詩
人
に
言
及
し
た
表
現
も
見
受
け
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
韓
愈
は
、
李
白
や
杜
甫
に
次
い
で
多
く
詠
じ
ら
れ

て
い
る*4

。
孟
郊
や
賈
島
と
同
様
、
李
賀
が
韓
門
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
そ
の
名
を
詠
じ
た
表
現
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
か
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
の
と
こ
ろ
、
そ
う
し
た
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
が
、
黄
景
仁
に
お
け
る
李
賀
受
容
の
様
態
を
逆
説
的
に
浮
き
上
が
ら

せ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
結
論
を
急
が
ず
、
具
体
的
な
表
現
上
の
受
容
と
い
う
観
点
か
ら
さ
ら
な
る
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。
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二

表
現
の
位
相
に
お
け
る
李
賀
の
受
容

本
節
で
は
、
具
体
的
な
表
現
に
焦
点
を
し
ぼ
り
つ
つ
、
黄
景
仁
の
李
賀
詩
受
容
を
め
ぐ
る
様
相
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

は
じ
め
に
乾
隆
三
十
七
年
（
一
七
七
二
）
の
作
で
あ
る
、
「
豊
山
古
梅
歌
幷
序
」
（
『
両
当
軒
集
』
巻
九
）
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
時
二
十
四
歳
の
黄
景

仁
は
、
朱
筠
（
一
七
二
九
～
一
七
八
一
）
の
も
と
に
仕
え
て
い
た
。
朱
筠
は
黄
景
仁
の
詩
的
才
覚
を
高
く
評
価
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。

さ
て
、
冒
頭
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
、
「
伊
誰
植
此
春
風
樹
、
花
下
作
歌
人
姓
杜
（
伊
れ
誰
か
此
の
春
風
の
樹
を
植
う
る
、
花
下
に
歌
を
作
り
し
人
の
姓

、
、
、
、
、
、
、

は
杜
な
り
）
」
と
い
う
句
に
着
目
し
た
い
。
傍
点
を
付
し
た
第
二
句
は
、
李
賀
の
手
に
な
る
「
唐
児
歌
」
（
『
箋
注
』
六
九
一
頁
、
全
一
〇
句
）
の
、
末
尾

の
句
を
想
起
さ
せ
る
。
「
唐
児
歌
」
は
、
杜
家
の
も
と
に
生
ま
れ
た
「
唐
児
」
と
い
う
名
の
息
子
の
才
気
あ
ふ
れ
る
表
情
や
、
活
発
に
遊
び
回
る
姿
を
描

く
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
と
末
尾
の
み
以
下
に
掲
出
す
る
。

頭
玉
磽
磽
眉
刷
翠

頭
玉

磽
磽
と
し
て
眉
は
翠
を
刷
く

1
杜
郎
生
得
真
男
子

杜
郎
は
真
の
男
児
を
生
み
得
た
り

2

…
…

…
…

眼
大
心
雄
知
所
以

眼
は
大
に
心
は
雄
に
し
て
所
以
を
知
る

9
莫
忘
作
歌
人
姓
李

忘
る
る
莫
か
れ
歌
を
作
り
し
人
の
姓
は
李
な
る
を

、
、
、
、
、
、
、

10末
尾
の
一
句
は
、
「
唐
児
」
の
「
唐
」
と
唐
王
室
の
李
姓
を
か
け
て
い
る
。
そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
唐
王
朝
を
支
え
る
一
員
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
い

う
期
待
の
意
味
合
い
を
込
め
つ
つ
、
そ
れ
に
加
え
て
、
「
あ
な
た
を
褒
め
る
歌
を
作
っ
た
の
は
こ
の
私
、
李
さ
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
」

と
述
べ
て
、
将
来
有
望
な
男
児
に
顔
を
売
っ
て
お
こ
う
と
い
う
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
側
面
も
読
み
取
れ
よ
う
。

散
文
的
な
措
辞
で
は
あ
る
が
、
「
作
歌
人
姓
○
」
と
い
う
表
現
の
用
例
が
李
賀
以
外
に
は
検
出
し
が
た
い
こ
と
か
ら
し
て
、
黄
景
仁
は
こ
の
句
を
踏
ま
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え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
李
賀
の
詩
は
、
杜
某
の
息
子
を
表
現
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
「
作
歌
人
姓
杜
」
と
詠
じ
た
黄
景
仁
の
句
は
、
「
李
」

、

と
「
杜
」
の
入
れ
替
え
に
よ
っ
て
、
効
果
的
に
感
興
を
演
出
し
て
い
る*5

。
李
賀
の
詩
で
は
末
尾
に
配
さ
れ
て
い
た
句
を
、
自
作
の
冒
頭
で
援
用
し
て
い
る

と
こ
ろ
に
も
、
黄
景
仁
の
作
為
が
見
て
取
れ
よ
う
。

以
上
の
例
は
表
面
的
な
言
葉
遊
び
の
要
素
を
含
む
が
、
作
品
の
内
実
と
よ
り
密
接
に
連
関
し
、
な
お
か
つ
数
量
的
な
側
面
か
ら
し
て
も
見
逃
せ
な
い
の

は
、
李
賀
の
「
秋
来
」
詩
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
。
「
秋
来
」
（
『
箋
注
』
六
八
八
頁
）
と
は
、
次
の
よ
う
な
古
体
の
詩
を
指
す
。

桐
風
驚
心
壮
士
苦

桐
風

心
を
驚
か
せ
て
壮
士
苦
し
み

衰
灯
絡
緯
啼
寒
素

衰
灯

絡
緯

寒
素
に
啼
く

誰
看
青
簡
一
編
書

誰
か
青
簡
一
編
の
書
を
看
て

不
遣
花
虫
粉
空
蠹

花
虫
を
し
て
粉
と
し
て
空
し
く

蠹

ま
し
め
ざ
る

む
し
ば

思
牽
今
夜
腸
応
直

思
い
牽
か
れ
て
今
夜

腸

応
に
直
な
る
べ
し

雨
冷
香
魂
弔
書
客

雨
冷
や
や
か
に
香
魂

書
客
を
弔
す

秋
墳
鬼
唱
鮑
家
詩

秋
墳

鬼
は
唱
う
鮑
家
の
詩
を

恨
血
千
年
土
中
碧

恨
血

千
年

土
中
の
碧

世
俗
的
な
意
味
で
の
不
遇
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
精
魂
傾
け
た
詩
集
す
ら
、
や
が
て
誰
に
も
保
管
さ
れ
ず
に
蝕
ま
れ
て
し
ま
う
の
だ
と
悟
っ

た
李
賀
の
、
悲
痛
な
絶
唱
で
あ
る
。
と
り
わ
け
霊
魂
の
登
場
す
る
後
半
の
四
句
に
は
、
李
賀
な
ら
で
は
の
特
異
な
時
空
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

「
秋
来
」
を
下
敷
き
と
し
つ
つ
、
黄
景
仁
は
い
か
な
る
表
現
を
造
形
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
「
二
十
三
夜
、
偕
稚
存
・
広
心
・
杏
荘
飲
、
大
酔

作
歌
」
（
『
両
当
軒
集
』
巻
三
）
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
乾
隆
三
十
五
年
（
一
七
七
〇
）
、
作
者
が
二
十
二
歳
の
と
き
に
制
作
さ
れ
た
。
「
稚
存
」
は
洪

亮
吉
を
、
「
広
心
」
は
馬
鴻
運
を
、
「
杏
荘
」
は
左
輔
（
一
七
五
一
～
一
八
三
三
）
を
そ
れ
ぞ
れ
指
し
て
い
る
。
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安
得
長
江
変
春
酒

安
ん
ぞ
得
ん

長
江

春
酒
に
変
じ

1
使
我
生
死
相
依
之

我
が
生
死
を
し
て
之
に
相
い
依
ら
し
む
る
を

2
不
然
亦
遣
青
天
作
平
地

然
ら
ず
ん
ば
亦
た
青
天
を
し
て
平
地
と
作
し

3
酔
踏
不
用
長
鯨
騎

酔
踏
し
て
長
鯨
に
騎
る
を
用
い
ざ
ら
し
め
ん

4
夜
夢
仙
人
手
提
緑
玉
杖

夜
夢
む

仙
人

手
に
緑
玉
杖
を
提
げ

5
招
我
飲
我
流
霞
卮

我
を
招
き
我
に
流
霞
の
卮
を
飲
ま
し
む
る
を

6
一
揮
堕
醒
在
枕
席

一
揮

堕
ち
て
醒
む
れ
ば
枕
席
に
在
り

7
神
清
骨
軽
気
作
糸

神
清
く
骨
軽
く
し
て
気
は
糸
を
作
す

8
日
来
不
免
走
地
上

日
来

地
上
を
走
る
を
免
れ
ず

9
齷
齪
俯
仰
同
羈
雌

齷
齪
と
し
て
俯
仰
す
る
こ
と
羈
雌
に
同
じ

10
寒
陰
噤
戸
不
能
出

寒
陰

戸
を
噤
ざ
し
て
出
づ
る
能
わ
ず

と

11
幸
有
数
子
来
招
携

幸
い
に
数
子
の
来
た
り
て
招
携
す
る
有
り

12
迅
猋
媵
我
沙
拍
面

迅
猋

我
を
媵
り
沙
面
を
拍
つ

お
く

13
此
際
爛
酔
真
相
宜

此
の
際
に
爛
酔
す
る
は
真
に
相
い
宜
し

14
旗
亭
鬨
飲
酉
達
子

旗
亭
に
鬨
飲
し
て
酉
よ
り
子
に
達
し

15
万
斛
瀉
尽
紅
玻
璃

万
斛

瀉
ぎ
尽
く
す
紅
玻
璃

16
孟
公
肯
顧
尚
書
約

孟
公*6

肯
え
て
尚
書
の
約
を
顧
み
ん
や

17
李
白
笑
殺
襄
陽
児

李
白

襄
陽
の
児
に
笑
殺
せ
ら
る

18
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出
門
霜
華
被
四
野

門
を
出
づ
れ
ば
霜
華

四
野
を
被
い

19
歩
入
黒
樾
随
高
低

歩
み
て
黒
樾
に
入
り
て
高
低
に
随
う

20
須
臾
荒
荒
上
残
月

須
臾
に
し
て
荒
荒
と
し
て
残
月
上
り

21
照
見
怪
木
啼
飢
鴟

照
見
す
怪
木
に
飢
鴟
啼
く
を

22
徘
徊
坐
臥
北
邙
地

徘
徊

坐
臥
す
北
邙
の
地

23
欲
覓
鬼
唱
秋
墳
詩

鬼
の
秋
墳
の
詩
を
唱
う
を
覓
め
ん
と
欲
す

、
、
、
、
、
、
、

24
東
方
漸
白
寺
鐘
響

東
方
漸
く
白
み
て
寺
鐘
響
き

25
遠
林
一
髪
高
天
垂

遠
林

一
髪

高
天
垂
る

26
下
窮
重
泉
上
碧
落

下
は
重
泉
を
窮
め
上
は
碧
落

27
人
間
此
楽
誰
当
知

人
間
此
の
楽
し
み
誰
か
当
に
知
る
べ
き

28
此
時
独
立
忽
大
笑

此
の
時

独
立
し
て
忽
ち
大
笑
す

29
正
似
夢
裏
一
吸
瓊
漿
時

正
に
似
た
り

夢
裏
に
一
た
び
瓊
漿
を
吸
い
し
時
に

30冒
頭
の
四
句
で
ま
ず
は
酒
へ
の
渇
望
を
壮
大
に
語
り
始
め
る
。
長
江
を
酒
に
変
化
さ
せ
て
そ
こ
に
我
が
生
死
を
預
託
で
き
な
い
も
の
か
と
い
う
問
い
か

け
や
、
長
鯨
に
乗
る
ま
で
も
な
い
よ
う
に
青
空
を
平
地
と
見
な
し
て
ふ
ら
ふ
ら
と
酔
い
心
地
で
歩
き
た
い
と
い
う
願
望
は
、
左
党
な
ら
で
は
の
気
ま
ま
な

空
想
の
所
産
で
あ
る
。

続
く
第
五
・
六
句
で
は
、
夢
の
中
に
現
れ
た
仙
人
が
杯
を
勧
め
て
く
れ
た
と
い
う
。
と
も
あ
れ
夢
は
や
が
て
醒
め
ざ
る
を
え
な
い
。
ふ
と
思
え
ば
、
あ

く
せ
く
と
過
ご
す
よ
り
他
に
仕
方
の
な
い
生
活
を
送
っ
て
い
る*7

。

寒
さ
に
戸
を
閉
ざ
し
て
外
出
で
き
ず
に
い
た
と
こ
ろ
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
友
人
が
連
れ
出
し
に
き
て
く
れ
た
、
と
い
う
第
十
一
・
二
句
が
転
換
点
と
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な
っ
て
、
一
篇
の
次
な
る
展
開
を
準
備
す
る
。
酒
店
へ
の
道
中
は
、
疾
風
に
よ
っ
て
砂
が
顔
面
を
吹
き
つ
け
る
ほ
ど
の
悪
天
候
で
あ
っ
た
が
、
む
し
ろ
こ

れ
幸
い
と
長
尻
を
決
め
込
ん
で
痛
飲
す
る
。

や
が
て
酒
宴
が
果
て
て
門
を
出
る
と
、
あ
た
り
一
面
霜
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
深
い
酔
い
に
歩
み
を
任
せ
て
上
り
下
り
し
て
い
く
と
、
飢
え
た
よ
う
な
ふ

く
ろ
う
が
怪
し
げ
な
樹
木
に
羽
を
休
め
て
い
る
の
が
目
に
映
る
。

第
二
十
三
・
四
句
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
墓
の
辺
り
を
徘
徊
し
て
そ
の
場
に
座
り
込
み
、
亡
霊
の
歌
声
を
聞
き
と
め
よ
う
と
す
る
姿
は
、
酔
い

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
狂
態
に
他
な
ら
な
い
。
日
常
的
な
感
覚
の
麻
痺
に
よ
っ
て
、
異
界
の
存
在
へ
と
接
近
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
す
る

と
夜
が
明
け
て
空
が
白
み
だ
す
。

第
二
十
七
・
八
句
、
下
は
黄
泉
か
ら
上
は
天
空
ま
で
、
人
間
世
界
に
は
両
極
の
「
楽
し
み
」
が
あ
る
が
、
人
は
そ
れ
を
知
ら
な
い
と
い
う
。
天
に
も
昇

る
よ
う
な
酔
い
心
地
と
地
下
的
存
在
で
あ
る
亡
霊
へ
の
接
近
と
い
っ
た
一
連
の
出
来
事
が
、
ま
る
で
こ
の
間
見
た
夢
の
よ
う
で
あ
る
と
気
づ
い
た
と
き
、

黄
景
仁
は
一
人
で
す
っ
く
と
立
っ
て
大
笑
し
た
。
つ
ま
り
、
め
ま
ぐ
る
し
い
上
昇
と
下
降
の
繰
り
返
し
と
い
う
生
の
実
相
を
、
黄
景
仁
は
夢
の
内
容
と
の

符
合
を
通
し
て
単
な
る
観
念
と
し
て
で
は
な
く
、
確
か
な
手
触
り
の
も
と
に
感
得
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
詩
に
は
、
李
白
に
関
連
す
る
表
現
が
随
所
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
初
句
か
ら
し
て
そ
う
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
「
襄
陽
歌
」
（
『
李
太
白
全
集
』

巻
七
）
の
「
此
江
若
変
作
春
酒
、
塁
麹
便
築
糟
丘
台
（
此
の
江
若
し
変
じ
て
春
酒
と
作
ら
ば
、
塁
麹

便
ち
築
か
ん
糟
丘
台
）
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。
ま

、
、
、
、
、
、
、

た
、
続
く
第
二
句
は
、
同
じ
く
「
襄
陽
歌
」
の
「
舒
州
杓
、
力
士
鐺
、
李
白
与
爾
同
死
生
（
舒
州
の
杓
、
力
士
の
鐺
、
李
白

爾
と
死
生
を
同
じ
く
せ
ん
）
」

を
下
敷
き
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
五
句
も
ま
た
、
李
白
「
廬
山
謡
、
寄
盧
侍
御
虚
舟
」
（
『
李
太
白
全
集
』
巻
一
四
）
の
「
手
持
緑
玉
杖
、
朝
別

、
、
、
、
、

黄
鶴
楼
（
手
に
は
持
す
緑
玉
杖
、
朝
に
別
る
黄
鶴
楼
）
」
と
い
う
句
を
踏
襲
し
て
い
る
。
そ
し
て
李
白
の
名
そ
の
も
の
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
第
十
八
句
は
、

第
一
聯
と
同
じ
く
、
以
下
に
引
く
「
襄
陽
歌
」
の
冒
頭
を
踏
ま
え
て
い
る
。

落
日
欲
没
峴
山
西

落
日

峴
山
の
西
に
没
せ
ん
と
欲
す
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倒
着
接
䍦
花
下
迷

倒

に
接
䍦
を
着
け
て
花
下
に
迷
う

さ
か
し
ま

襄
陽
小
児
斉
拍
手

襄
陽
の
小
児

斉
し
く
手
を
拍
ち

攔
街
争
唱
白
銅
鞮

街
を

攔

り
争
い
て
唱
う
白
銅
鞮

さ
え
ぎ

傍
人
借
問
笑
何
事

傍
人

借
問
す
何
事
を
か
笑
う
と

笑
殺
山
公
酔
似
泥

笑
殺
す
山
公
酔
い
て
泥
に
似
た
る
を

晋
の
山
簡
の
逸
話
に
取
材
し
つ
つ
、
帽
子
を
さ
か
さ
ま
に
被
っ
た
姿
を
子
供
た
ち
に
笑
わ
れ
た
、
そ
れ
ほ
ど
泥
酔
し
て
い
る
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
自

己
の
酔
態
を
山
簡
に
重
ね
た
李
白
の
上
に
、
さ
ら
に
黄
景
仁
は
自
己
を
投
影
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
李
白
を
想
起
さ
せ
る
句
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
一
方
で
、
李
賀
の
詩
を
踏
ま
え
た
と
思
し
き
表
現
も
あ
る
。
例
え
ば
第
三
句
の
「
作

平
地
」
は
、
李
賀
「
浩
歌
」
（
『
箋
注
』
一
二
七
頁
）
の
「
南
風
吹
山
作
平
地
、
帝
遣
天
呉
移
海
水
（
南
風

山
を
吹
き
て
平
地
と
作
り
、
帝
は
天
呉
を
し

て
海
水
を
移
さ
し
む
）
」
と
い
う
句
に
通
う
。
「
作
平
地
」
と
い
う
措
辞
は
平
易
な
表
現
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
少
な
く
と
も
他
の
唐
詩
に
同
様
の
例
は
見

出
せ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

と
は
い
え
唐
代
以
降
、
「
作
平
地
」
の
用
例
は
少
な
く
な
い
し
、
い
わ
ゆ
る
「
桑
田
滄
海
」
の
故
事
は
さ
ま
ざ
ま
に
形
を
変
え
て
詩
句
に
構
成
さ
れ
て

い
る
た
め
、
必
ず
し
も
黄
景
仁
の
念
頭
に
李
賀
の
句
の
み
が
あ
っ
た
と
は
い
い
切
れ
な
い
。
し
か
し
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
第
二
十
四
句
が
明
確
に
李
賀

を
意
識
し
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
点
に
鑑
み
れ
ば
、
第
三
句
に
も
李
賀
の
句
が
流
入
し
て
い
る
と
考
え
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。

さ
て
、
李
賀
詩
の
影
響
と
い
う
点
か
ら
し
て
も
っ
と
も
関
心
を
引
く
の
は
、
第
二
十
四
句
「
欲
覓
鬼
唱
秋
墳
詩
（
鬼
の
秋
墳
の
詩
を
唱
う
を
覓
め
ん
と

欲
す
）
」
で
あ
る
。
こ
の
句
が
先
に
引
い
た
李
賀
「
秋
来
」
の
第
七
句
、
「
秋
墳
鬼
唱
鮑
家
詩
（
秋
墳

鬼
は
唱
う
鮑
家
の
詩
を
）
」
を
襲
っ
て
い
る
の
は

明
白
だ
。

た
だ
し
、
お
の
ず
と
両
者
の
相
違
が
浮
か
び
上
が
っ
て
も
い
る
。
李
賀
は
、
「
秋
来
」
の
第
六
句
に
「
香
魂

書
客
を
弔
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
霊
魂
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の
方
か
ら
生
者
で
あ
る
李
賀
を
慰
撫
し
に
く
る
と
詠
じ
て
い
る
の
に
対
し
、
黄
景
仁
は
、
幽
鬼
が
詩
を
吟
じ
て
い
る
声
を
「
覓
め
ん
と
欲
す
」
と
述
べ
て

い
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
黄
景
仁
は
不
可
視
の
存
在
の
声
を
希
求
し
つ
つ
も
、
実
際
に
は
そ
れ
を
感
得
し
え
な
い
の
だ
。
月
光
を
頼
り
に
暗
い
木
陰
に
分
け

入
り
、
行
き
当
た
っ
た
墓
所
に
坐
り
込
む
と
い
う
の
は
、
常
識
的
な
見
方
か
ら
す
れ
ば
正
気
の
行
為
で
は
な
い
。
詩
中
に
表
明
さ
れ
る
怪
異
的
存
在
へ
の

志
向
は
、
い
わ
ば
酒
に
よ
っ
て
演
出
さ
れ
た
人
為
的
な
狂
気
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
う
し
た
酒
の
効
力
こ
そ
、
少
な
く
と
も
こ
の
場
合
は
黄
景
仁
が
李
賀

の
詩
境
に
接
近
す
る
た
め
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
黄
景
仁
と
李
賀
の
感
性
の
間
に
は
径
庭
が
あ
る
。
自
分
に
は
見
え
な
い
も
の
を
認
め
、
聞
こ
え
な
い
も
の
を
聞
き
と
め
、
生
来

的
な
感
性
に
よ
っ
て
不
在
を
存
在
と
し
て
語
る
、
そ
れ
が
黄
景
仁
に
と
っ
て
の
李
賀
と
い
う
詩
人
で
あ
っ
た
の
だ
。

つ
ま
り
、
李
賀
と
は
異
な
っ
て
、
黄
景
仁
は
飲
酒
に
よ
る
非
日
常
の
中
に
あ
っ
て
さ
え
、
あ
く
ま
で
常
識
の
見
地
か
ら
す
る
現
世
的
・
地
上
的
な
価
値

の
中
に
、
自
身
の
立
ち
位
置
を
見
定
め
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
現
実
原
則
か
ら
逸
脱
す
る
「
鬼
」
の
よ
う
な
も
の
を
自
身
の
実
体
験
と
し
て
は
語
れ

な
い
こ
と
を
、
換
言
す
れ
ば
、
「
覓
め
ん
と
欲
す
」
と
い
う
よ
う
に
そ
れ
を
不
在
の
形
と
し
て
し
か
語
れ
な
い
こ
と
を
、
黄
景
仁
は
李
賀
と
自
分
自
身
と

の
差
異
を
注
意
深
く
眺
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
意
識
化
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
う
し
た
意
識
を
基
盤
と
し
て
、
李
賀
の
詩
を
踏
ま
え

つ
つ
も
単
な
る
模
倣
に
終
始
し
な
い
、
自
分
な
り
の
詩
句
を
造
形
し
た
の
で
あ
る
。

前
野
直
彬
監
修
・
山
之
内
正
彦
・
成
瀬
哲
生
著
『
中
国
古
典
詩
聚
花

美
酒
と
遊
宴
』
（
小
学
館
、
一
九
八
五
）
は
、
黄
景
仁
「
二
十
三
夜
…
…
」
詩

に
つ
い
て
、
「
…
…
作
者
は
ま
だ
若
く
幸
福
だ
っ
た
。
友
人
に
め
ぐ
ま
れ
、
前
途
に
は
希
望
が
あ
っ
た
。
だ
が
こ
の
酔
郷
の
再
現
を
思
わ
せ
る
詩
に
お
い

て
す
ら
、
自
ら
の
地
上
性
を
無
視
で
き
な
い
で
い
る
黄
景
仁
の
眼
は
、
も
は
や
李
白
と
は
異
質
で
あ
る
」
（
二
四
八
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
も

っ
ぱ
ら
黄
景
仁
と
李
白
の
差
異
に
着
目
し
た
見
解
と
な
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
黄
景
仁
の
「
地
上
性
」
に
つ
い
て
は
、
李
白
の
み
な
ら
ず
李
賀
と
の
対
比

に
お
い
て
も
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
李
白
と
李
賀
は
あ
る
部
分
に
お
い
て
は
対
照
的
な
詩
人
で
あ
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
例
え
ば
次
の
よ

う
な
見
解
が
あ
る
。
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…
…
、
李
白
は
天
才
或
い
は
仙
才
の
名
の
通
り
、
あ
く
ま
で
天
界
の
人
で
あ
り
、
そ
の
詩
が
天
上
か
ら
鳴
り
渡
る
ほ
が
ら
か
に
し
て
奔
放
な
楽
の

音
で
あ
る
に
対
し
、
李
賀
の
詩
は
地
の
底
か
ら
響
い
て
く
る
陰
鬱
に
し
て
華
麗
き
わ
ま
り
な
い
歌
声
な
の
で
あ
る
。
（
荒
井
健
『
李
賀
』
中
国
詩
人

選
集
一
四
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
、
六
頁
）

こ
う
し
た
指
摘
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
黄
景
仁
は
、
李
白
の
天
上
性
と
李
賀
の
地
下
性
を
媒
介
と
し
て
、
自
身
の
地
上
性
を
認
識
し
て
い
る
と
い
え
る
で

、
、
、

、
、
、

、
、
、

あ
ろ
う
。
こ
こ
で
の
地
上
性
と
は
、
単
な
る
俗
物
性
と
は
明
確
に
異
な
る
。
古
の
詩
人
に
対
す
る
安
易
な
同
調
を
排
し
、
自
分
が
い
か
な
る
詩
人
で
あ
る

か
を
、
黄
景
仁
は
冷
静
か
つ
誠
実
に
見
極
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
地
上
性
は
、
卑
下
に
通
ず
る
も
の
で
も
な
い
。
上
昇
と
下
降
の
繰
り
返
し
と
い
う
生
の
実
相
に
対
し
て
、
黄
景
仁
は
「
楽
し
み
」
を
見
出

し
て
い
る
か
ら
だ
。
従
っ
て
、
黄
景
仁
の
地
上
性
は
、
そ
れ
を
「
無
視
で
き
な
い
で
い
る
」
と
い
っ
た
よ
う
に
否
定
的
側
面
か
ら
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、

よ
り
積
極
的
・
肯
定
的
に
捉
え
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

続
い
て
、
「
中
元
」
（
『
両
当
軒
集
』
巻
一
〇
）
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
く
。
こ
の
詩
に
も
、
李
賀
「
秋
来
」
に
取
材
し
た
句
が
見
ら
れ
る
。

裁
蓮
作
灯
灯
七
葉

蓮
を
裁
ち
て
灯
と
作
す
灯
は
七
葉

1
百
万
光
従
水
間
出

百
万
の
光
は
水
間
従
り
出
づ

よ

2
鳳
膏
著
露
精
霊
愁

鳳
膏

露
を
著
し
て
精
霊
愁
え

3
蚖
脂
映
溜
蛟
竜
泣

蚖
脂

溜
に
映
じ
て
蛟
竜
泣
く

4
迴
光
却
射
恒
河
辺

光
を
迴
ら
せ
て
却
っ
て
恒
河
辺
を
射

5
極
天
餓
鬼
来
如
烟

天
を
極
め
て
餓
鬼
の
来
た
る
こ
と
烟
の
如
し

6
幡
幢
花
果
遍
世
界

幡
幢

花
果

世
界
に
遍
く

7
哭
来
笑
去
風
飄
然

哭
し
来
た
り
笑
い
去
り
て
風
飄
然
た
り

8
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東
家
女
児
巧
心
思

東
家
の
女
児

心
思
巧
み
に
し
て

9
剪
得
濃
花
似
儂
媚

濃
花
を
剪
り
得
て
儂
が
媚
に
似
た
り
と

わ

10
自
礼
金
仙
守
夜
分

自
ら
金
仙
に
礼
し
て
夜
分
を
守
り

11
不
捲
風
簾
養
灯
穂

風
簾
を
捲
か
ず
し
て
灯
穂
を
養
う

12
五
更
以
後
珠
斗
斜

五
更
以
後

珠
斗
斜
め
に
し
て

13
野
火
散
滅
人
還
家

野
火

散
滅
し
て
人
家
に
還
る

14
嫩
涼
各
抱
蘭
気
宿

嫩
涼
各
お
の
蘭
気
を
抱
き
て
宿
り

15
遍
地
露
虫
鳴
緯
車

地
に
遍
き
露
虫
は
緯
車
に
鳴
く

16
孤
館
空
香
歩
塵
跡

孤
館
空
し
く
香
り
て
塵
跡
に
歩
む

17
似
有
秋
魂
弔
書
客

秋
魂
の
書
客
を
弔
す
る
有
る
に
似
た
り

、
、
、
、
、
、
、

18
為
君
更
唱
鮑
家
詩

君
の
為
に
更
に
鮑
家
の
詩
を
唱
え

、
、
、
、
、
、
、

19
愁
烟
裊
尽
東
方
白

愁
烟
裊
と
し
て
尽
く
れ
ば
東
方
白
し

、
、
、
、
、
、
、

20冒
頭
、
ま
ず
は
灯
籠
流
し
の
き
ら
び
や
か
な
場
面
か
ら
描
か
れ
て
い
る
。
「
百
万
」
の
語
に
よ
っ
て
現
出
し
た
巨
大
な
光
の
塊
は
、
「
精
霊
愁
う
」
や
「
蛟

竜
泣
く
」
と
い
っ
た
ろ
う
そ
く
に
つ
い
て
の
凝
っ
た
修
辞
を
伴
う
こ
と
で
、
目
を
引
き
つ
け
て
や
ま
な
い
よ
う
な
濃
密
な
空
間
を
演
出
し
て
い
る
。
川
辺

に
光
が
射
し
入
る
と
、
そ
こ
に
映
し
出
さ
れ
た
の
は
煙
の
ご
と
く
お
び
た
だ
し
い
餓
鬼
で
あ
っ
た
（
第
五
・
六
句
）
。
本
来
的
に
は
不
可
視
で
あ
る
は
ず

の
存
在
に
よ
っ
て
、
中
元
の
非
日
常
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
灯
籠
の
作
り
だ
す
光
の
空
間
が
明
る
く
過
剰
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
の
境
界
の
外

側
に
広
が
る
暗
闇
は
ま
す
ま
す
濃
く
な
る
。
そ
う
し
た
内
と
外
の
明
暗
の
偏
差
が
、
異
質
な
存
在
へ
の
感
度
を
高
め
る
の
で
あ
ろ
う
。

泣
き
叫
ん
だ
り
笑
っ
た
り
す
る
人
々
の
喧
噪
（
第
八
句
）
は
、
い
か
に
も
中
元
の
夜
に
ふ
さ
わ
し
い
。
第
九
・
十
句
、
少
女
が
花
を
手
折
っ
て
、
「
あ
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た
し
の
な
ま
め
か
し
さ
に
似
て
い
る
わ
」
な
ど
と
い
っ
て
大
人
ぶ
る
姿
も
興
を
添
え
て
い
る
。
日
付
を
ま
た
い
で
夜
が
深
ま
れ
ば
、
さ
す
が
に
人
々
も
引

き
返
し
、
虫
の
音
が
耳
に
届
く
ほ
ど
の
静
寂
と
な
る
（
第
十
三
～
十
六
句
）
。
そ
う
し
た
中
で
歩
を
進
め
る
黄
景
仁
の
目
に
は
、
「
書
客
」
を
慰
撫
す
る
霊

魂
が
見
え
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
そ
れ
に
向
け
て
彼
が
、
「
君
自
身
の
た
め
に
鮑
照
の
詩
を
さ
ら
に
唱
い
な
さ
い
」
と
語
り
か
け
る*8

。
そ
し
て
、
第
六
句

、
、
、
、

に
お
い
て
は
涌
き
出
る
よ
う
な
餓
鬼
の
形
容
で
も
あ
っ
た
煙
が
消
え
、
東
の
空
が
白
ん
で
き
た
、
と
い
う
末
尾
の
句
を
も
っ
て
一
夜
の
狂
騒
が
幕
を
閉
じ

る
。一

見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
第
十
八
・
九
句
は
李
賀
の
「
秋
来
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
先
に
見
た
「
二
十
三
夜
…
…
」
詩
と
同
様
、

「
有
る
に
似
た
り
」
と
い
う
字
句
を
添
え
る
こ
と
で
、
実
際
に
「
秋
魂
」
を
目
撃
し
た
よ
う
に
は
語
ら
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。

そ
し
て
「
二
十
三
夜
…
…
」
詩
と
「
中
元
」
詩
と
の
共
通
項
と
し
て
も
う
ひ
と
つ
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
両
首
と
も
に
「
秋
来
」

詩
を
踏
ま
え
た
句
の
直
後
に
、
夜
明
け
の
描
写
が
配
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
「
二
十
三
夜
…
…
」
詩
に
お
い
て
は
、
「
徘
徊
坐
臥
北
邙
地
、
欲
覓
鬼

唱
秋
墳
詩
（
徘
徊

坐
臥
す
北
邙
の
地
、
鬼
の
秋
墳
の
詩
を
唱
う
を
覓
め
ん
と
欲
す
）
」
と
い
う
二
句
が
、
「
東
方
漸
白
寺
鐘
響
、
遠
林
一
髪
高
天
垂
（
東

、
、
、
、

、

方
漸
く
白
み
て
寺
鐘
響
き
、
遠
林

一
髪

高
天
垂
る
）
」
と
い
う
二
句
に
よ
っ
て
引
き
取
ら
れ
、
「
中
元
」
詩
に
お
い
て
は
、
「
孤
館
空
香
歩
塵
跡
、
似

、
、
、
、
、
、

有
秋
魂
弔
書
客
。
為
君
更
唱
鮑
家
詩
（
孤
館
空
し
く
香
り
て
塵
跡
を
歩
む
、
秋
魂
の
書
客
を
弔
す
る
有
る
に
似
た
り
。
君
の
為
に
更
に
鮑
家
の
詩
を
唱
え
）
」

と
い
う
三
句
に
引
き
続
い
て
「
愁
烟
裊
尽
東
方
白
（
愁
烟
裊
と
し
て
尽
き
て
東
方
白
し
）
」
の
句
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る*9

。

、
、
、

、
、
、
、

李
賀
の
「
秋
来
」
詩
に
は
、
恨
み
の
血
が
凝
り
固
ま
っ
て
生
成
さ
れ
た
土
中
の
碧
玉
な
ど
が
詠
じ
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
「
土
中
」
（
第
八
句
）
の
語
が

端
的
に
表
徴
す
る
よ
う
な
地
下
的
境
域
へ
の
親
和
を
一
篇
の
締
め
く
く
り
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
黄
景
仁
は
、
「
秋
来
」
を
下
敷
き
に
し
た
句
作
り
を

し
つ
つ
も
、
や
が
て
光
の
射
す
空
間
へ
と
還
流
し
て
い
く
、
そ
う
し
た
志
向
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
引
く
「
金
縷
曲
（
一
吼
燕
雲
裂
）
」
（
『
両
当
軒
集
』
巻
一
八
）
の
後
段
に
も
、
「
秋
来
」
詩
受
容
の
跡
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
岳
飛
の
墳
墓
に

取
材
し
た
作
品
で
あ
り
、
ま
ず
は
冒
頭
に
「
陰
森
宰
樹
松
邪
柏
。
覓
多
時
、
枝
枝
南
向
、
一
枝
無
北
（
陰
森
た
る
宰
樹
は
松
か
柏
か
。
多
時
、
枝
枝
南
に
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向
か
い
、
一
枝
も
北
す
る
無
き
を
覓
む
）
」
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
墳
墓
の
周
囲
に
植
わ
っ
て
い
る
樹
木
は
、
あ
た
か
も
南
宋
に
対
す
る
岳
飛
の
忠
心
が

乗
り
移
っ
た
か
の
よ
う
に
南
の
方
へ
と
枝
を
伸
ば
す
と
い
う
。

痛
切
な
忠
心
は
末
尾
に
あ
る
、
「
千
年
血
、
土
花
碧
（
千
年
の
血
、
土
花
の
碧
）
」
と
い
っ
た
句
に
も
顕
現
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
荘
子
』
外
物
篇
な
ど

に
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
萇
弘
化
碧
」
の
逸
話
を
踏
ま
え
て
い
る
。
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
思
い
を
内
包
し
た
血
が
土
に
染
み
入
り
、
長
い
年
月
を
か
け
て
そ

の
血
が
碧
玉
に
硬
化
す
る
と
い
う
の
が
、
逸
話
の
眼
目
で
あ
る
。
『
荘
子
』
で
は
「
萇
弘
死
于
蜀
、
蔵
其
血
三
年
、
而
化
為
碧
（
萇
弘
は
蜀
に
死
し
、
其
の

血
を
蔵
す
る
こ
と
三
年
に
し
て
、
化
し
て
碧
と
為
る
）
」
と
い
う
よ
う
に
「
三
年
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
「
千
年
」
と
し
た
り
、
「
土
花
」
と
い
う
李
賀
の
造

語
に
か
か
る
可
能
性
の
高
い
語*10

を
使
用
し
た
り
し
て
い
る
点
か
ら
し
て
、
黄
景
仁
が
「
秋
来
」
の
第
八
句
を
踏
ま
え
る
形
で
末
尾
の
二
句
を
構
成
し
て

い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る*11

。

さ
て
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
秋
来
」
詩
を
下
敷
き
と
し
た
黄
景
仁
の
句
は
、
幽
鬼
を
不
在
の
も
の
と
し
て
語
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
、

彼
は
そ
れ
を
「
在
」
る
も
の
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
例
と
し
て
「
焦
節
婦
行
」
（
『
両
当
軒
集
』
巻
一
）
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
作
品
は

夫
の
留
守
を
守
る
婦
人
を
主
人
公
と
し
て
そ
の
不
幸
を
語
っ
た
も
の
で
あ
り
、
第
十
九
句
以
降
に
次
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

五
更
城
頭
吹
觱
篥

五
更
の
城
頭

觱
篥
を
吹
き

19
黒
雲
如
輪
月
如
漆

黒
雲
は
輪
の
如
く
し
て
月
は
漆
の
如
し

20
熒
熒
一
点
青
釭
寒

熒
熒
た
る
一
点

青
釭
寒
し

21
蟋
蟀
在
戸
鬼
在
室

蟋
蟀
は
戸
に
在
り
て
鬼
は
室
に
在
り

22
忽
然
四
面
来
血
腥

忽
然
と
し
て
四
面
に
血
の
腥
き
来
た
り

23
挙
頭
瞥
見
神
魂
驚

頭
を
挙
げ
て
瞥
見
す
れ
ば
神
魂
驚
く

24
一
人
手
提
髑
髏
立

一
人

手
に
髑
髏
を
提
げ
て
立
ち

25



- 222 -

遍
体
血
汚
難
分
明

遍
く
体
は
血
に
汚
れ
て
分
明
な
り
難
し

26
血
だ
ら
け
と
な
っ
た
夫
の
帰
還
―
―
そ
れ
は
実
は
婦
人
の
幻
視
に
過
ぎ
な
い
の
だ
が
―
―
が
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
描
写
を
伴
う
形
で
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
作
品
に
お
け
る
「
鬼
」
は
、
「
在
」
る
も
の
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
楽
府
体
の
持
つ
虚
構
性
に
依
拠
す
れ
ば
こ
そ
可
能
な
の

で
あ
ろ
う
。
裏
を
返
せ
ば
、
黄
景
仁
に
と
っ
て
の
「
鬼
」
は
、
あ
く
ま
で
虚
構
の
枠
組
み
の
中
に
「
存
在
」
し
て
い
る
。
そ
の
枠
組
み
の
内
外
が
、
李
賀

の
場
合
に
は
地
続
き
に
な
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
黄
景
仁
の
場
合
に
は
、
自
身
の
地
上
性
を
自
覚
す
る
が
ゆ
え
に
、
越
境
し
え
な
い
仕
切
り
に
よ
っ
て
区

別
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

お
わ
り
に

黄
景
仁
は
、
自
身
の
創
作
営
為
と
い
か
に
し
て
向
き
合
っ
て
い
た
の
か
。
例
え
ば
「
雑
感
」
（
『
両
当
軒
集
』
巻
一
）
の
後
半
の
四
句
に
は
次
の
よ
う
に

詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

十
有
九
人
堪
白
眼

十
に
九
人
の
白
眼
に
堪
う
る
有
り

百
無
一
用
是
書
生

百
に
一
の
用
い
ら
る
る
無
き
は
是
れ
書
生

莫
因
詩
巻
愁
成
讖

詩
巻
に
因
り
て
愁
い
を
讖
と
成
す
莫
か
れ

春
鳥
秋
虫
自
作
声

春
鳥

秋
虫

自
ら
声
を
作
す

百
人
に
一
人
も
取
り
立
て
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
の
が
書
生
で
あ
る
と
割
り
切
り
、
春
の
鳥
や
秋
の
虫
が
自
然
と
声
を
発
す
る
よ
う
に
詩
も
そ
う
あ
る
べ

き
で
、
そ
こ
に
憂
愁
を
塗
り
こ
め
て
は
い
け
な
い
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
詩
に
附
さ
れ
た
自
注
で
あ
る
、
「
或
戒
以
吟
苦
非
福
、
謝
之
而
已
（
或
い

は
戒
む
る
に
吟
苦
す
る
は
福
に
非
ざ
る
を
以
て
し
、
之
に
謝
す
る
の
み
）
」
と
い
っ
た
記
述
に
鑑
み
て
も
、
創
作
に
対
す
る
単
な
る
諦
念
で
は
な
い
、
前
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向
き
な
見
方
が
読
み
取
れ
る
。

し
か
し
一
方
で
、
黄
景
仁
は
常
に
恬
淡
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
一
端
が
「
与
洪
稚
存
書
」
（
『
両
当
軒
集
』
巻
二
〇
）
か
ら
う
か
が
え
る
。

洪
亮
吉
に
勧
め
ら
れ
て
読
ん
だ
と
い
う
高
啓
（
一
三
三
六
～
一
三
七
四
）
の
詩
に
対
す
る
批
評
を
述
べ
た
上
で
、
こ
れ
か
ら
自
分
が
ど
の
よ
う
に
読
書
と

創
作
に
励
ん
で
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

過
此
而
往
、
欲
足
下
深
心
閲
之
、
求
其
用
意
不
用
字
、
字
意
俱
用
処
。
且
更
欲
足
下
多
読
前
人
詩
、
於
庸
庸
無
奇
者
、
思
其
何
以
得
伝
、
而
吾
輩

嘔
出
心
血
、
伝
否
未
必
、
其
故
何
在
（
此
れ
過
り
往
、
足
下

深
心
も
て
之
を
閲
し
、
其
れ
意
を
用
い
て
字
を
用
い
ず
、
字
意

用
処
を
俱
に
す
る

よ

の
ち

を
求
め
ん
こ
と
を
欲
す
。
且
つ
更
に
足
下

前
人
の
詩
を
多
読
せ
ん
こ
と
を
欲
す
、
庸
庸
と
し
て
奇
無
き
者
に
於
い
て
は
、
其
れ
何
を
以
て
か
伝
わ

る
を
得
ん
か
と
思
い
、
而
し
て
吾
輩

心
血
を
嘔
出
す
る
も
、
伝
わ
る
や
否
や
は
未
だ
必
せ
ず
、
其
の
故
は
何
く
に
在
り
や
）
。

凡
庸
な
才
覚
し
か
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
身
に
と
っ
て
は
、
と
も
か
く
過
去
の
詩
を
多
読
す
る
の
が
最
善
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
し
か
し
「
心
血
を
嘔
出

す
る
」
よ
う
な
刻
苦
に
よ
っ
て
す
ら
、
自
作
が
後
世
に
伝
わ
る
か
否
か
は
お
の
ず
か
ら
別
の
問
題
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
詩
名
を
と
ど
め
う

る
か
ど
う
か
を
分
け
る
一
線
は
ど
こ
に
あ
る
と
い
う
の
か
。
黄
景
仁
は
そ
の
結
論
を
提
出
す
る
に
は
至
ら
な
い
ま
ま
擱
筆
し
て
い
る
。
本
書
簡
は
遺
文
と

し
て
収
め
ら
れ
て
お
り
、
不
完
全
な
形
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
創
作
に
対
す
る
黄
景
仁
の
苦
悩
が
垣
間
見
え
る
。

李
賀
と
の
関
連
性
か
ら
し
て
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
「
心
血
を
嘔
出
す
」
と
い
う
、
李
商
隠
の
「
李
賀
小
伝
」
（
劉
学
鍇
・
余
恕
誠
『
李
商
隠
文
編

年
校
注
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
、
二
二
六
五
頁
）
を
踏
ま
え
た
措
辞
で
あ
る*12

。
こ
の
一
節
を
書
い
た
黄
景
仁
の
念
頭
に
、
果
た
し
て
ど
こ
ま
で
李
賀

の
姿
が
あ
っ
た
か
は
は
か
り
が
た
い
。
「
心
血
を
嘔
出
す
」
と
い
う
言
辞
が
、
す
で
に
李
賀
の
逸
話
を
離
れ
て
慣
用
的
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
、
詩
が
い
か
に
し
て
伝
承
に
堪
え
う
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
書
簡
の
内
容
が
波
及
し
て
い
る
か
ら
に
は
、
実
人
生
の
不
遇
と
は
裏
腹
に
後
世
の

詩
名
を
獲
得
し
た
李
賀
の
よ
う
な
詩
人
と
、
全
く
無
関
係
に
そ
う
し
た
言
葉
が
使
用
さ
れ
た
と
考
え
る
の
は
、
む
し
ろ
不
自
然
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
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で
あ
る
と
す
れ
ば
、
黄
景
仁
に
と
っ
て
の
李
賀
は
、
自
分
の
創
作
営
為
そ
の
も
の
の
行
方
を
見
定
め
る
た
め
の
、
指
標
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。

と
は
い
え
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
黄
景
仁
の
作
中
に
李
賀
の
名
そ
の
も
の
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
一
方
で
黄
景
仁
は
し
ば
し
ば
他
の
唐
代
の
詩
人

に
言
及
し
て
お
り
、
中
で
も
李
白
に
対
し
て
は
格
別
の
心
酔
を
示
し
て
い
た
。
他
に
も
杜
甫
や
孟
郊
・
賈
島
な
ど
と
い
っ
た
よ
う
に
、
作
風
や
活
躍
し
た

時
期
を
異
に
す
る
詩
人
に
つ
い
て
、
黄
景
仁
は
幅
広
く
言
及
し
て
い
る
。

過
去
の
詩
人
の
名
を
自
作
に
取
り
入
れ
る
表
現
は
、
そ
の
詩
人
を
連
想
す
る
よ
う
な
特
定
の
状
況
（
ゆ
か
り
の
地
へ
の
訪
問
な
ど
）
や
心
象
が
、
詠
作

の
背
後
に
あ
れ
ば
こ
そ
な
さ
れ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
作
中
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
詩
人
た
ち
は
、
あ
る
特
別
の
条
件
を
満
た
し
た
と
き
に

初
め
て
詠
出
対
象
と
な
る
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
。
対
し
て
李
賀
の
場
合
は
ど
う
か
。
黄
景
仁
に
と
っ
て
李
賀
は
、
特
別
な
と
き
に
そ
の
名
が
想
起
さ
れ
る

存
在
で
は
な
く
、
表
現
を
媒
介
と
し
て
自
身
の
基
層
に
沈
潜
し
て
い
る
存
在
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
李
賀
の
名
は
詠
出

対
象
と
は
な
り
に
く
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

本
章
で
取
り
上
げ
て
き
た
黄
景
仁
の
詩
、
と
り
わ
け
李
賀
の
「
秋
来
」
を
襲
っ
た
諸
詩
は
、
表
層
的
な
措
辞
の
面
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
李
賀
の
詩
を

下
敷
き
に
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
一
方
で
、
単
な
る
模
倣
に
終
始
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
李
賀
に
感
得
し
え
て
自
分
に
は
で
き
な
い
不
可
視

の
存
在
を
、
黄
景
仁
は
あ
く
ま
で
自
己
の
感
性
の
範
囲
で
句
中
に
造
形
し
て
い
た
。

黄
景
仁
に
と
っ
て
の
李
賀
受
容
は
、
李
賀
と
い
う
対
象
に
同
化
し
よ
う
と
す
る
志
向
を
基
盤
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
詩
人
の
内
面
に
宿
る
古
人
は
、

決
し
て
詩
人
の
相
似
形
で
あ
る
必
要
は
な
い
の
だ
。
む
し
ろ
、
古
人
と
の
差
異
や
、
埋
ま
ら
な
い
距
離
へ
の
凝
視
を
根
幹
と
す
る
対
峙
的
な
受
容
で
あ
っ

て
こ
そ
、
単
な
る
模
倣
に
終
始
し
な
い
、
そ
の
詩
人
な
ら
で
は
の
表
現
が
生
成
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
黄
景
仁
に
と
っ
て
の
李
賀
受
容
は
、
ま
さ
し
く
そ

う
し
た
形
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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*1

黄
景
仁
「
詩
評
」
（
『
両
当
軒
集
』
巻
二
〇
）
の
一
節
に
、
「
愚
見
欲
以
岑
嘉
州
与
李
昌
谷
・
温
飛
卿
三
家
彙
刻
、
似
近
無
理
。
然
能
読
之
爛
熟
、
試
令
出
筆
、
定
有
絶
妙
過
人
処
、

、
、
、
、

亦
惟
解
人
能
知
之
也
」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。
再
三
の
読
書
に
よ
っ
て
黄
景
仁
は
李
賀
（
お
よ
び
岑
参
・
温
庭
筠
）
の
詩
に
精
通
し
、
試
み
に
筆
写
す
る
こ
と
を
通
し
て
後
に
、
初

め
て
そ
の
妙
所
を
感
得
で
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

*2

例
え
ば
、
呉
蔚
光
（
一
七
四
三
～
一
八
〇
三
）
の
「
両
当
軒
詩
鈔
序
」
（
『
両
当
軒
集
』
附
録
一
）
に
は
、
「
仲
則
秋
声
也
、
如
霽
暁
孤
吹
、
如
霜
夜
聞
鐘
、
其
所
独
到
、
直
逼
古

人
、
不
幸
而
不
遇
以
死
、
殆
所
謂
東
野
窮
而
長
吉
夭
歟
。
然
而
東
野
・
長
吉
、
卓
然
並
伝
、
于
今
不
為
夭
・
不
為
窮
也
、
則
仲
則
亦
不
死
也
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

*3

た
だ
し
、
「
李
杜
」
の
並
称
に
対
し
て
は
、
「
我
固
知
君
死
非
死
」
に
類
す
る
言
辞
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
「
済
南
病
中
雑
詩
」
〈
其
六
〉
（
『
両
当
軒
集
』
巻
一
五
）
の

起
・
頷
聯
に
、
「
李
杜
清
游
在
、
風
流
杳
莫
希
。
斯
人
如
未
死
、
吾
道
詎
応
非
」
と
見
え
て
い
る
の
が
そ
れ
に
当
た
る
。

、
、
、
、
、

*4

一
例
と
し
て
、
「
何
事
不
可
為
二
章
」
（
『
両
当
軒
集
』
巻
一
一
）
の
第
二
章
に
、
「
昌
黎
作
師
説
、
暁
暁
費
繁
詞
」
と
あ
り
、
「
題
可
堂
印
譜
」
（
同
）
に
は
、
「
昔
聞
昌
黎
言
、
為

文
須
識
字
」
と
い
う
。
「
韓
門
」
の
語
に
つ
い
て
も
、
先
に
引
い
た
「
聞
鄭
誠
斎
先
生
主
講
崇
文
書
院
寄
呈
二
首
」
〈
其
二
〉
の
他
、
「
題
汪
松
渓
遺
集
並
所
著
詩
学
汝
為
」
（
『
両
当

軒
集
』
巻
九
）
に
、
「
是
真
窺
見
法
眼
蔵
、
不
啻
皇
甫
来
韓
門
」
と
い
う
句
が
見
え
て
い
る
。

*5

黄
景
仁
が
杜
姓
を
詠
じ
て
い
る
背
景
に
つ
い
て
は
、
詩
の
序
文
に
「
梅
為
宋
杜
先
生
黙
手
植
、
先
生
祠
在
焉
。
莓
苔
蕪
没
、
鮮
過
問
者
。
乾
隆
三
十
七
年
、
安
徽
督
学
使
者
朱

笥
河
先
生
按
部
至
和
州
、
為
作
亭
、
刻
石
於
上
、
歌
以
記
之
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

*6

前
野
直
彬
監
修
・
山
之
内
正
彦
・
成
瀬
哲
生
著
『
中
国
古
典
詩
聚
花

美
酒
と
遊
宴
』
（
小
学
館
、
一
九
八
五
）
は
、
「
孟
公
」
に
つ
い
て
「
孟
浩
然
を
指
す
か
」
（
二
四
五
～
二

四
六
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
漢
書
』
巻
九
十
二
・
游
侠
伝
な
ど
に
記
録
の
あ
る
陳
遵
（
字
は
孟
公
）
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

*7

前
掲
『
中
国
古
典
詩
聚
花

美
酒
と
遊
宴
』
は
第
九
・
十
句
を
引
い
た
上
で
、
「
大
酔
し
て
も
日
常
性
か
ら
足
を
抜
き
さ
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
酔
い
は
結
局
の
と
こ

ろ
夢
の
ご
と
く
醒
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
」
（
二
四
八
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

*8

李
賀
「
秋
来
」
の
「
鮑
照
の
詩
」
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
前
掲
荒
井
健
『
李
賀
』
に
、
「
鮑
照
（
？
―
四
六
六
年
）
の
詩
。
か
れ
の
『
代
蒿
里
行
』
お
よ
び
『
代
挽
歌
』
を
さ
す



*9
「
中
元
」
詩
の
末
尾
の
句
に
つ
い
て
は
、
李
賀
「
酒
罷
、
張
大
徹
索
贈
詩
、
時
張
初
効
潞
幕
」
（
『
箋
注
』
五
六
〇
頁
）
に
、
「
葛
衣
断
砕
趙
城
秋
、
吟
詩
一
夜
東
方
白
」
と
あ
る

う
ち
の
、
後
句
と
通
う
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。
「
中
元
」
詩
に
し
て
も
李
賀
の
詩
に
し
て
も
「
東
方
白
」
と
い
う
措
辞
を
含
む
句
が
、
一
篇
の
末
尾
に
配
さ
れ
て
い
る
。

*10

黄
景
仁
の
作
品
に
お
け
る
「
土
花
」
の
語
に
つ
い
て
は
、
「
武
陵
呉
翠
丞
降
乩
題
詩
仿
其
意
為
此
」
（
『
両
当
軒
集
』
巻
四
）
や
「
思
旧
篇
」
（
『
両
当
軒
集
』
巻
六
）
に
も
見
え

て
い
る
。

*11

「
土
花
」
の
語
を
含
む
萇
弘
化
碧
の
逸
話
を
素
材
と
し
た
表
現
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
上
篇
第
五
章
「
詩
的
素
材
の
自
在
性
―
―
碧
血
の
系
譜
を
例
と
し
て
―
―
」
を
参
照
。

*12

該
当
部
分
の
原
文
は
次
の
と
お
り
。
「
恒
従
小
奚
奴
騎
距
驉
、
背
一
古
破
錦
囊
、
遇
有
所
得
、
即
書
投
囊
中
。
及
暮
帰
、
太
夫
人
使
婢
受
囊
、
出
之
、
見
所
書
多
、
輒
曰
、
是、

児
要
当
嘔
出
心
始
已
耳
」
。
李
賀
は
日
常
的
に
僕
童
を
従
え
て
驢
馬
に
乗
っ
て
出
か
け
、
詩
句
が
思
い
浮
か
ぶ
と
メ
モ
を
取
り
、
そ
れ
を
使
い
古
し
の
袋
に
入
れ
て
持
ち
帰
っ
た
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、

母
親
は
李
賀
の
持
ち
帰
っ
た
紙
片
が
多
数
に
上
っ
て
い
る
の
を
見
つ
け
る
と
、
き
っ
と
精
神
を
傾
注
し
つ
く
し
て
心
を
吐
き
出
し
て
し
ま
う
ま
で
は
、
こ
う
し
た
こ
と
が
続
く
に
違

い
な
い
と
い
っ
た
。
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と
い
う
説
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
死
者
の
感
慨
を
の
べ
た
歌
で
あ
る
」
（
六
〇
頁
）
と
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
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結
論以

下
、
各
章
に
お
け
る
結
論
を
整
理
し
た
上
で
、
本
論
の
最
終
的
な
研
究
成
果
を
示
し
た
い
。

上
篇
「
表
現
に
お
け
る
試
行
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
俎
上
に
乗
せ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
表
現
を
中
心
的
に
取
り
上
げ
て
考
察
を
加
え
た
。

第
一
章
「
『
傷
心
行
』
の
『
落
照
』
と
『
飛
蛾
』
に
つ
い
て
」
で
は
、
「
傷
心
行
」
に
お
け
る
「
落
照
」
と
「
飛
蛾
」
の
語
を
手
が
か
り
と
し
て
、
既
成

の
詩
語
を
李
賀
が
い
か
に
用
い
て
い
た
か
を
探
っ
た
。
ま
ず
「
落
照
」
に
つ
い
て
は
、
『
詩
経
』
や
『
楚
辞
』
に
は
認
め
ら
れ
ず
、
詩
歌
に
お
け
る
最
古

例
と
し
て
は
、
劉
程
之
（
三
五
四
～
四
一
〇
）
を
俟
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
以
降
、
用
例
は
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
李
賀
と
同
じ
よ
う
に
衰

え
た
灯
火
を
示
す
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
昆
虫
と
の
取
り
合
わ
せ
と
い
う
点
に
着
目
し
て
も
、
蟬
以
外
の
昆
虫
と
「
落
照
」
を
同
時
に
詠
じ
た
例
は
な
い

た
め
、
そ
の
あ
た
り
に
も
李
賀
の
工
夫
が
見
出
せ
よ
う
。

李
賀
の
詩
に
は
、
「
傷
心
行
」
の
他
に
も
火
勢
の
衰
え
た
灯
火
が
登
場
す
る
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
「
寸
輝
」
や
「
衰
灯
」
と
い
っ
た
、
造
語
で
あ
る
可

能
性
の
高
い
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
一
方
、
「
落
照
」
の
よ
う
な
既
成
の
詩
語
に
対
し
て
新
義
を
付
与
し
た
例
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
従
来
の
「
落
照
」

に
は
落
日
と
い
う
固
定
的
な
意
味
が
あ
る
だ
け
に
、
「
傷
心
行
」
の
場
合
は
読
み
手
の
意
表
を
つ
く
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

「
飛
蛾
」
の
語
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
こ
の
語
は
、
張
協
（
二
六
五
？
～
三
一
五
）
の
「
雑
詩
十
首
」
〈
其
一
〉
を
も
っ
て
詩
に
お
け
る
用
例
の
嚆
矢

と
す
る
。
灯
火
と
「
飛
蛾
」
を
取
り
合
わ
せ
て
、
空
閨
を
守
る
孤
独
な
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
の
が
、
李
賀
に
先
行
す
る
用
例
の
大
半
に
当
て
は

ま
る
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
対
し
て
「
傷
心
行
」
に
は
女
性
は
登
場
し
な
い
。
「
飛
蛾
」
に
付
随
す
る
女
性
的
で
甘
美
な
抒
情
性
を
、
語
り
手
自
身
の
も

の
と
し
て
取
り
入
れ
た
と
こ
ろ
に
、
李
賀
の
独
自
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
般
的
に
は
既
成
の
詩
語
に
対
し
て
み
だ
り
に
新
義
を
付
与
す
べ
き
で
は
な
い
。
と
は
い
え
単
な
る
前
例
の
襲
用
は
、
作
品
に
弛
緩
を
も
た
ら
し
か
ね
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な
い
の
も
確
か
で
あ
る
。
そ
の
点
、
李
賀
は
「
傷
心
行
」
の
第
六
句
に
お
い
て
、
「
落
照
」
の
語
に
大
胆
な
意
味
の
変
容
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
落
日
か

ら
灯
火
へ
と
、
衰
滅
の
イ
メ
ー
ジ
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
も
、
李
賀
は
あ
え
て
詩
語
の
指
示
物
を
矮
小
化
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
が
意
味
伝
達
に
支
障
を

来
さ
な
い
よ
う
に
「
飛
蛾
」
と
取
り
合
わ
せ
る
と
い
う
配
慮
が
背
後
に
あ
っ
た
の
も
、
見
逃
せ
な
い
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
蛾
と
灯
火
の
自
然
な
連
想
を

利
用
し
て
、
李
賀
は
句
の
意
味
的
破
綻
を
避
け
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
新
た
な
表
現
の
追
求
と
読
み
手
へ
の
配
慮
を
天
秤
に
か
け
つ
つ
、
同
句
は
絶
妙
な

平
衡
の
上
に
成
立
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

第
二
章
「
『
花
作
骨
』
の
批
評
効
果
と
そ
の
淵
源
」
で
は
、
李
賀
の
知
友
で
あ
る
張
徹
の
詩
才
を
称
讃
す
る
、
「
花
作
骨
」
と
い
う
表
現
を
俎
上
に
乗
せ
、

そ
の
批
評
効
果
と
淵
源
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
先
行
研
究
は
「
花
」
と
「
骨
」
の
う
ち
、
お
お
む
ね
「
花
」
に
重
点
を
置
い
た
解
釈
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
「

作

」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に
一
般
化
し
た
上
で
李
賀
の
用
例
を
検
証
し
た
と
こ
ろ
、
同
フ
レ
ー
ズ
は

に
重
点
が
置
か
れ
た
表
現
で
あ
る
こ

A

B

B

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
「
花
作
骨
」
は
、
張
徹
の
詩
に
は
「
花
」
と
「
骨
」
の
要
素
が
同
時
的
に
認
め
ら
れ
つ
つ
、
し
か
も
「
花
」
を
し
の
ぐ
形
で
「
骨
」

の
要
素
が
顕
著
で
あ
る
よ
う
な
状
態
を
詠
じ
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
二
字
の
組
み
合
わ
せ
が
李
賀
の
独
創
的
な
発
想
な
し
に
は
成
り
立
た
な
か
っ
た
か
と
い
え
ば
、
そ
う
と
い
い
切
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
む
し

ろ
先
行
す
る
諸
文
献
の
啓
発
な
し
に
は
李
賀
の
独
創
は
伝
達
可
能
な
意
味
の
ま
と
ま
り
と
し
て
成
立
し
え
な
か
っ
た
と
見
る
方
が
、
実
態
に
近
い
の
だ
。

そ
こ
で
、
散
文
も
含
め
て
幅
広
く
類
型
表
現
に
目
を
配
っ
て
み
る
に
、
「
花
」
と
「
骨
」
が
取
り
合
わ
せ
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
華
（
花
）
・
実
」

と
「
風
・
骨
」
と
い
う
二
種
の
批
評
用
語
を
織
り
交
ぜ
た
表
現
で
あ
っ
た
。
猟
官
に
役
立
つ
実
際
的
な
効
用
を
具
え
つ
つ
も
、
張
徹
の
詩
が
真
に
文
学
的

な
高
み
に
も
到
達
し
て
い
る
こ
と
を
、
李
賀
は
詠
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
い
る
価
値
の
範
疇
を
混
淆
す
る
こ
と
で
、
詩
歌
へ
の

評
価
と
人
格
の
賛
美
を
兼
ね
備
え
た
表
現
へ
と
練
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
固
定
的
な
意
味
範
疇
を
構
成
す
る
既
成
の
批
評
用
語
を
織
り
交
ぜ
て
い
る
と
こ

ろ
に
、
李
賀
の
独
自
性
を
認
め
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
華
」
「
実
」
「
風
」
「
骨
」
は
も
と
を
正
せ
ば
そ
れ
ぞ
れ
実
際
の
事
物
を
指
し
示
す
語
で
あ
る
が
、
「
華
・
実
」
「
風
・
骨
」
と
い
う
よ
う
に
批
評
用
語
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と
し
て
二
字
ど
う
し
が
結
び
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
に
際
し
て
は
、
各
字
の
抽
象
義
が
連
想
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
李
賀
は
人
物
と
文
学
に
関
連
す

る
二
種
の
批
評
用
語
を
織
り
交
ぜ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
が
本
来
的
に
所
有
し
て
い
る
具
象
性
を
浮
き
上
が
ら
せ
た
。
固
定
的
な
批
評
用
語
の
範
疇

を
混
淆
さ
せ
る
こ
と
で
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
が
立
ち
上
が
り
、
「
花
作
骨
」
と
い
う
措
辞
は
抽
象
的
な
観
念
に
傾
か
な
い
、
生
き
生
き
と
し
た
新
鮮
な
印
象

を
与
え
う
る
表
現
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

第
二
章
「
『
酒
闌
感
覚
中
区
窄
』
の
句
を
め
ぐ
っ
て
」
に
お
い
て
は
、
「
酒
闌
感
覚
中
区
窄
（
酒
闌
に
し
て
感
覚
す
中
区
の
窄
き
を
）
」
と
い
う
句
を
中

心
に
検
討
を
加
え
た
。
と
り
わ
け
「
中
区
」
の
語
に
つ
い
て
は
、
作
者
の
内
部
を
指
す
の
か
外
部
を
指
す
の
か
と
い
う
点
で
解
釈
が
分
か
れ
て
い
た
が
、

作
品
の
文
脈
か
ら
し
て
、
先
行
す
る
用
例
と
同
様
、
こ
の
場
合
も
作
者
外
部
の
具
体
的
空
間
を
意
味
し
て
い
る
と
見
な
せ
る
。
た
だ
し
注
意
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
李
賀
は
先
行
例
と
は
異
な
っ
て
、
こ
の
語
を
否
定
的
文
脈
に
用
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
既
成
の
詩
語
に
付
随
す
る
肯
定
的

な
イ
メ
ー
ジ
を
反
転
さ
せ
る
と
い
う
手
法
が
、
こ
こ
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
「
覚
」
字
と
「
窄
」
字
の
共
起
、
よ
り
具
体
的
に
は
「
覚
＋
〔
空
間
指
示
語
〕
＋
窄
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に
着
目
し
て
み
る
と
、
李
賀
の
特
質

が
さ
ら
に
明
瞭
に
理
解
さ
れ
る
。
同
フ
レ
ー
ズ
の
先
蹤
は
岑
参
（
七
一
五
？
～
七
七
〇
？
）
と
杜
甫
（
七
一
二
～
七
七
〇
）
で
あ
る
が
、
両
者
の
句
の
含

意
は
異
な
っ
て
お
り
、
李
賀
は
杜
甫
に
類
し
て
い
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
杜
甫
の
場
合
に
は
自
身
の
官
界
生
活
を
念
頭
に
置
い
た
句
作
り
に
な
っ
て
い

る
の
に
対
し
て
、
李
賀
は
張
徹
と
い
う
友
人
の
任
官
に
触
発
さ
れ
る
形
で
、
同
フ
レ
ー
ズ
を
使
用
し
て
い
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
張
徹
の
華
々
し
さ

と
は
対
照
的
な
「
隴
西
長
吉
摧
頽
客
（
隴
西
の
長
吉

摧
頽
の
客
）
」
と
い
う
自
己
否
定
の
措
辞
が
、
詩
中
に
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
四
章
「
『
雁
門
太
守
行
』
の
初
二
句
に
つ
い
て
」
で
は
、
「
黒
雲
圧
城
城
欲
摧
、
甲
光
向
月
金
鱗
開
（
黒
雲
城
を
圧
し
て
城
摧
け
ん
と
欲
し
、
甲
光
月

に
向
か
い
て
金
鱗
開
く
）
」
と
い
う
、
「
雁
門
太
守
行
」
の
冒
頭
二
句
に
着
目
し
て
検
討
を
加
え
た
。
ま
ず
初
句
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
黒
雲
」
は
、
漢
代

の
無
名
氏
「
風
雨
詩
」
以
来
、
詩
に
お
け
る
用
例
が
少
な
く
な
い
が
、
城
の
よ
う
な
対
象
を
上
方
か
ら
圧
迫
す
る
も
の
と
し
て
詠
じ
ら
れ
た
例
は
見
当
た

ら
な
い
。
「
黒
雲
」
に
限
ら
な
け
れ
ば
類
例
が
認
め
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
盛
唐
の
頃
か
ら
詠
じ
ら
れ
は
じ
め
た
比
較
的
新
し
い
用
い
方
で
あ
っ
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た
よ
う
だ
。
ま
た
、
「
城
」
と
「
摧
」
の
二
字
が
一
句
中
に
共
起
し
た
表
現
に
つ
い
て
も
唐
代
以
前
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
類
似
し
た
句
が
李
益
（
七

四
八
～
八
二
九
）
に
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
李
益
が
す
で
に
破
砕
し
て
い
る
長
城
を
詠
じ
て
い
る
の
に
対
し
、
李
賀
は
「
欲
」
字
を
添
え
な
が
ら
城
が

崩
れ
ん
と
す
る
瀬
戸
際
を
切
り
取
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
点
に
「
黒
雲
圧
城
城
欲
摧
」
の
句
の
特
質
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
第
二
句
、
「
甲
光
向
月
金
鱗
開
」
に
つ
い
て
は
、
「
甲
光
」
と
い
う
語
に
新
味
が
あ
る
。
「
甲
」
と
「
光
」
の
二
字
を
用
い
な
が
ら
光
を
反
射
さ

せ
て
い
る
甲
冑
を
詠
じ
る
句
は
、
蔡
琰
（
一
七
七
～
？
）
や
曹
丕
（
一
八
七
～
二
二
六
）
を
先
蹤
と
し
て
、
阮
籍
（
二
一
〇
～
二
六
三
）
や
潘
岳
（
二
四

八
～
三
〇
〇
）
と
い
っ
た
唐
代
以
前
の
主
要
な
詩
人
た
ち
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
李
賀
は
彼
ら
の
句
に
想
を
え
つ
つ
、
自
分
な
り
の
詩
語
を
構
成
し
て
い

る
と
い
え
る
。
「
金
鱗
」
に
関
し
て
は
漢
魏
六
朝
期
の
詩
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
唐
詩
に
徴
し
て
も
、
「
金
鱗
」
は
字
義
ど
お
り
魚
の
美
称
で
あ
っ
て
、

李
賀
が
甲
冑
の
比
喩
と
し
て
い
る
の
は
特
異
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
語
彙
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
新
鮮
味
が
醸
し
出
さ
れ
て
い
る
一
方
、
光
を
反
射
す

る
甲
冑
と
い
う
詩
の
素
材
自
体
は
伝
統
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
李
賀
の
独
自
性
は
い
か
な
る
と
こ
ろ
に
あ
る
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
広
い
空

間
を
瞬
時
に
捉
え
た
手
際
の
よ
さ
で
あ
る
と
い
え
る
。
李
賀
の
句
は
、
甲
冑
を
身
に
つ
け
た
兵
士
と
月
を
結
ぶ
空
間
、
光
の
往
来
す
る
そ
の
広
い
空
間
を

含
ん
だ
、
奥
行
き
の
あ
る
表
現
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
考
察
の
対
象
と
し
た
二
句
の
う
ち
、
と
り
わ
け
「
黒
雲
」
の
句
を
め
ぐ
っ
て
は
、
後
世
数
々
の
類
型
表
現
を
生
む
に
至
っ
た
。
宋
代
以
降
の
中

国
の
詩
人
、
お
よ
び
頼
山
陽
（
一
七
八
〇
～
一
八
三
二
）
の
作
品
に
徴
す
る
に
、
彼
ら
は
さ
ま
ざ
ま
に
語
彙
を
入
れ
替
え
つ
つ
も
、
七
言
句
の
第
三
字
に

「
圧
」
字
を
置
き
、
第
四
・
五
字
に
同
じ
字
を
重
ね
る
こ
と
で
李
賀
の
句
を
襲
用
し
て
い
た
。
以
上
を
要
す
る
に
、
李
賀
は
前
代
の
表
現
を
継
承
し
つ
つ
、

語
彙
の
組
み
合
わ
せ
や
見
立
て
の
新
鮮
さ
に
よ
っ
て
、
後
世
衆
目
を
集
め
る
結
果
と
な
る
よ
う
な
詩
的
光
景
を
現
出
さ
せ
た
と
い
え
る
。

第
五
章
「
詩
的
素
材
の
自
在
性
―
―
碧
血
の
系
譜
を
例
と
し
て
―
―
」
で
は
、
碧
血
故
事
を
素
材
と
す
る
表
現
の
系
譜
に
着
目
し
た
。
『
荘
子
』
に
も
見

受
け
ら
れ
る
碧
血
故
事
に
取
材
し
た
記
述
と
し
て
、
早
い
と
こ
ろ
で
は
『
捜
神
記
』
や
『
拾
遺
記
』
、
そ
し
て
賦
と
し
て
は
左
思
（
二
五
三
？
～
三
〇
七
？
）

の
「
蜀
都
賦
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
同
様
の
趣
向
を
こ
ら
し
た
詩
が
登
場
す
る
の
は
、
中
唐
期
に
至
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
顧
況
（
七
二
七
～
八
一
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五
？
）
や
雍
陶
（
八
〇
五
？
～
？
）
の
例
は
、
萇
弘
と
杜
宇
を
列
記
し
て
い
る
点
か
ら
し
て
、
「
蜀
都
賦
」
を
媒
介
と
し
て
碧
血
故
事
を
受
容
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
が
怨
恨
の
感
情
を
内
包
す
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
呉
融
（
？
～
九
〇
三
？
）
の
よ
う
な
遊
戯
的
側
面
を
具
え
た
例
も

看
取
さ
れ
る
。
そ
し
て
同
故
事
の
多
様
な
イ
メ
ー
ジ
を
一
首
の
う
ち
に
折
り
込
ん
だ
の
が
、
唐
末
に
活
躍
し
た
温
庭
筠
の
「
馬
嵬
駅
」
で
あ
っ
た
。
し
か

し
い
ず
れ
の
詩
人
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
固
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
伴
っ
た
形
で
碧
血
故
事
を
受
容
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
点
李
賀
は
よ
り
創

造
的
に
同
故
事
を
自
作
に
取
り
込
ん
で
い
る
と
判
断
で
き
る
。

具
体
的
に
は
ま
ず
、
「
楊
生
青
花
紫
石
硯
歌
」
に
お
い
て
、
「
暗
洒
萇
弘
冷
血
痕
（
暗
に
洒
ぐ
萇
弘
冷
血
の
痕
）
」
と
い
う
句
に
よ
っ
て
端
渓
硯
の
色
彩

や
鸜
鵒
眼
の
形
状
的
な
比
喩
と
し
て
碧
血
故
事
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
器
物
の
色
彩
に
つ
い
て
同
故
事
を
下
敷
き
と
す
る
例
は
、
こ
れ
以
前
に
は
な
か
っ

た
。
先
行
例
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
お
の
ず
と
形
成
さ
れ
る
故
事
受
容
の
定
式
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
自
身
の
実
感
に
基
づ
い
て
目
前
の
事
物

の
特
徴
を
字
句
に
掬
い
取
ろ
う
と
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
李
賀
は
端
渓
硯
と
碧
血
を
結
び
つ
け
え
た
と
い
え
る
。
「
秋
来
」
の
「
恨
血
千
年
土
中
碧
（
恨

血

千
年

土
中
の
碧
）
」
と
い
う
句
も
碧
血
故
事
を
背
後
に
ひ
か
え
た
表
現
と
な
っ
て
お
り
、
自
身
の
詩
集
が
や
が
て
失
わ
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
と

い
う
予
感
や
、
そ
れ
に
よ
る
精
神
的
営
為
の
全
否
定
に
対
す
る
抵
抗
が
読
み
取
れ
る
。

ま
た
、
李
賀
に
は
碧
血
故
事
の
間
接
的
な
流
入
を
示
唆
す
る
表
現
も
あ
る
。
例
え
ば
「
老
夫
採
玉
歌
」
は
、
措
辞
と
発
想
の
両
面
か
ら
し
て
「
秋
来
」

と
通
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
明
示
的
で
あ
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
尽
き
な
い
怨
恨
を
詠
じ
る
に
当
た
っ
て
、
李
賀
は
し
ば
し
ば
碧
血
故
事
を
意
識
に
上
ら

せ
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
て
碧
血
故
事
は
、
李
賀
に
よ
っ
て
表
現
の
可
能
性
が
さ
ま
ざ
ま
に
試
み
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

上
篇
の
考
察
か
ら
、
李
賀
は
表
現
の
諸
相
に
お
い
て
独
自
の
意
境
を
築
い
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
意
境
が
孤
絶
し
た
閉
鎖
的
空
間
で
は
な
か
っ
た
こ
と

が
理
解
さ
れ
る
。
堆
積
す
る
過
去
の
表
現
と
、
李
賀
は
確
か
に
対
峙
し
、
自
作
に
取
り
入
れ
て
い
た
。
重
要
な
の
は
、
そ
う
し
た
表
現
の
受
容
は
、
総
じ

て
い
え
ば
批
判
的
視
座
を
内
包
し
て
い
る
と
い
う
点
だ
。
李
賀
に
と
っ
て
の
過
去
の
表
現
は
、
必
ず
し
も
口
当
た
り
の
い
い
滋
養
で
は
な
い
。
む
し
ろ
場

合
に
よ
っ
て
は
、
表
現
者
と
し
て
の
自
己
を
抑
圧
し
形
式
を
強
要
す
る
、
害
毒
た
り
う
る
も
の
で
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
李
賀
は
、
特
定
の
詩
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語
や
モ
チ
ー
フ
に
付
随
し
て
い
る
語
義
や
イ
メ
ー
ジ
の
変
換
・
転
換
を
試
み
た
。
因
襲
性
の
強
い
詩
語
の
意
味
内
容
を
矮
小
化
し
た
り
、
肯
定
的
な
意
味

合
い
を
帯
び
た
詩
語
を
否
定
的
な
文
脈
に
あ
え
て
用
い
た
り
す
る
こ
と
で
、
飼
い
な
ら
さ
れ
た
表
現
へ
の
抵
抗
を
体
現
し
た
わ
け
だ
。

李
賀
が
こ
う
し
た
手
法
を
選
択
し
、
多
面
的
に
推
し
進
め
た
背
景
に
つ
い
て
は
、
下
篇
「
自
己
表
象
論
」
を
構
成
す
る
諸
章
と
関
わ
っ
て
く
る
。
肉
体

的
・
精
神
的
な
両
面
に
お
け
る
否
定
的
状
況
は
、
外
圧
と
な
っ
て
李
賀
を
追
い
込
ん
だ
。
し
か
し
外
圧
が
強
け
れ
ば
強
い
ほ
ど
、
李
賀
は
表
現
者
と
し
て

の
自
己
を
た
く
ま
し
く
し
、
詩
と
い
う
名
の
内
圧
に
力
を
加
え
て
い
っ
た
。
李
賀
の
詩
に
お
け
る
自
己
表
象
は
、
そ
の
あ
た
り
の
様
相
に
つ
い
て
物
語
っ

て
い
る
。
以
下
、
下
篇
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
き
た
い
。

第
一
章
「
疾
病
表
現
に
つ
い
て
―
―
自
他
の
間
を
取
り
持
つ
媒
介
―
―
」
に
お
い
て
は
じ
め
に
検
討
を
加
え
た
「
出
城
、
寄
権
璩
・
楊
敬
之
」
に
は
、
「
何

事
還
車
載
病
身
（
何
事
ぞ
還
車

病
身
を
載
す
る
）
」
と
い
う
句
が
見
え
て
い
た
。
病
身
を
車
に
横
た
え
て
帰
郷
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
い
う
状
況
に
つ

い
て
、
李
賀
は
疑
義
を
発
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
い
る
。
こ
の
句
に
は
具
体
的
な
病
の
描
写
は
な
い
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
現
状
に
対
す
る
怒
り
と
戸
惑
い
が
、

か
え
っ
て
鋭
く
表
徴
し
て
い
る
と
い
え
る
。
同
詩
の
冒
頭
に
は
、
生
気
漲
る
春
の
季
節
が
描
写
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
と
は
対
照
的
な
李
賀
の
境
遇

が
対
比
的
に
語
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
彼
の
苛
立
ち
や
悲
哀
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。
大
い
な
る
自
然
の
循
環
、
お
よ
び
、

あ
る
べ
き
理
想
の
自
己
か
ら
も
疎
外
さ
れ
る
卑
小
な
存
在
と
し
て
し
か
あ
り
え
な
い
こ
と
の
悲
哀
を
、
李
賀
は
病
を
契
機
と
し
て
感
得
し
て
い
る
の
で
あ

る
。皇

甫
湜
に
向
け
て
詠
じ
ら
れ
た
「
仁
和
里
雑
叙
皇
甫
湜
、
湜
新
尉
陸
渾
」
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
病
状
に
筆
が
割
か
れ
て
い
た
。
「
帰
来
骨
薄
面
無

膏
、
疫
気
衝
頭
鬢
茎
少
（
帰
り
来
た
れ
ば
骨
薄
く
面
に
膏
無
し
、
疫
気

頭
を
衝
き
て
鬢
茎
少
な
し
）
」
と
い
う
二
句
が
そ
れ
に
当
た
る
が
、
強
調
し
て

お
く
べ
き
は
、
こ
れ
に
類
似
し
た
表
現
が
、
他
の
唐
詩
に
見
当
た
ら
な
い
点
で
あ
る
。
特
定
の
典
拠
を
用
い
る
の
で
は
な
く
、
実
際
に
顕
現
し
て
い
る
病

状
を
忠
実
に
描
こ
う
と
し
て
い
た
の
だ
。
詩
語
と
し
て
は
見
慣
れ
な
い
語
を
取
り
込
み
な
が
ら
、
自
己
の
病
状
を
迫
真
的
に
描
き
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

こ
の
詩
の
特
色
が
あ
る
。
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弟
や
使
用
人
の
よ
う
な
身
近
な
存
在
に
向
け
て
詠
じ
た
詩
の
中
に
も
、
病
に
関
連
す
る
表
現
が
見
受
け
ら
れ
る
。
「
示
弟
」
に
は
、
第
五
句
か
ら
第
八

句
に
か
け
て
、
「
病
骨
猶
能
在
、
人
間
底
事
無
。
何
須
問
牛
馬
、
拋
擲
任
梟
盧
（
病
骨

猶
能
く
在
り
、
人
間

底
事
か
無
か
ら
ん
。
何
ぞ
須
い
ん
牛
馬

な
に
ご
と

を
問
う
を
、
拋
擲
し
て
梟
盧
に
任
さ
ん
）
」
と
あ
る
。
第
五
句
は
、
病
体
を
な
お
こ
の
世
に
と
ど
め
て
い
る
幸
運
を
、
第
六
句
は
、
こ
の
世
に
起
こ
ら
な

い
こ
と
な
ど
な
い
と
い
う
感
慨
を
そ
れ
ぞ
れ
詠
じ
て
い
る
。
そ
し
て
第
七
・
八
句
は
、
あ
た
か
も
博
者
が
出
目
に
任
せ
る
よ
う
に
、
行
く
末
を
自
然
の
な

り
ゆ
き
に
委
ね
る
態
度
を
示
す
。
「
病
骨
」
の
語
が
見
え
て
い
る
第
五
句
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
る
な
ら
ば
、
「
病
（
疾
）
」
と
「
在
」
を
組
み
合
わ
せ
た

句
は
そ
れ
ほ
ど
珍
し
く
な
い
た
め
、
詩
人
の
個
性
は
二
字
の
間
に
置
か
れ
た
要
素
、
す
な
わ
ち
こ
の
場
合
は
「
猶
能
」
に
顕
現
す
る
。
「
猶
能
」
の
先
行

例
と
し
て
は
、
『
玉
台
新
詠
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
王
僧
孺
の
詩
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
彼
は
否
定
的
な
状
況
の
中
か
ら
強
い
て
肯
定
的
価
値
を
摘
出
す
る

た
め
に
「
猶
能
」
を
用
い
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
李
賀
は
、
病
が
完
全
に
は
癒
え
な
い
と
い
う
否
定
的
状
況
を
受
け
止
め
つ
つ
、
し
か
し
人
間
の
生
全

体
を
視
野
に
入
れ
れ
ば
そ
れ
は
取
り
立
て
て
悲
観
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
い
う
よ
う
に
、
い
わ
ば
俯
瞰
を
契
機
と
す
る
価
値
の
転
換
を
提
示
す
る
た
め

の
足
が
か
り
と
し
て
、
「
猶
能
」
を
用
い
て
い
た
。
こ
う
し
た
価
値
転
換
の
手
法
は
、
上
篇
の
結
論
と
連
絡
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

李
賀
に
仕
え
て
い
た
童
牧
に
示
し
た
作
で
あ
る
「
昌
谷
読
書
示
巴
童
」
に
は
、
「
巴
童
答
」
と
い
う
姉
妹
篇
が
存
す
る
が
、
両
首
を
読
み
合
わ
せ
て
み

る
と
、
病
を
患
い
な
が
ら
継
続
し
て
い
た
李
賀
の
創
作
営
為
に
意
味
や
価
値
を
与
え
た
の
は
、
知
識
人
で
あ
る
と
こ
ろ
の
知
人
た
ち
で
は
な
く
、
か
え
っ

て
社
会
的
に
は
無
力
な
童
牧
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
社
会
的
栄
達
に
付
き
物
の
打
算
を
排
除
し
た
、
血
の
通
っ
た
人
間
関
係
が
李
賀
と
童
牧
の

間
に
成
立
し
た
背
景
に
、
病
が
こ
の
場
合
は
積
極
的
な
形
で
作
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
創
作
営
為
へ
の
評
価
に
ま
つ
わ
る
逆
説
的
な
見
解
が
、
病
を
契

機
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
姉
妹
篇
に
欠
か
せ
な
い
視
座
が
沈
潜
し
て
い
る
の
だ
。

第
二
章
「
年
齢
表
現
に
つ
い
て
―
―
屈
折
と
疎
外
の
自
己
表
象
―
―
」
で
は
、
李
賀
の
詩
に
お
け
る
年
齢
表
現
に
着
目
し
た
。
そ
れ
ら
は
貧
賤
や
早
世

の
予
感
な
ど
、
い
ず
れ
も
否
定
的
な
価
値
と
結
び
つ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
李
賀
の
「
浩
歌
」
と
白
居
易
の
「
浩
歌
行
」
を
比
較
す
る
と
、
李
賀
の
詩
に
お

け
る
年
齢
表
現
の
特
異
性
が
さ
ら
に
浮
き
彫
り
に
な
る
。
す
な
わ
ち
李
賀
は
、
自
己
存
在
の
有
無
と
は
無
関
係
に
延
々
と
流
れ
る
長
大
な
時
間
を
想
定
し
、



- 234 -

そ
れ
と
は
対
照
的
に
極
小
な
一
時
点
を
生
き
る
二
十
歳
の
自
分
を
表
象
し
て
い
た
。
白
居
易
が
生
の
内
部
を
見
つ
め
な
が
ら
詠
作
し
て
い
る
の
と
は
異
な

っ
て
、
李
賀
は
自
身
と
は
無
関
係
に
外
部
に
流
れ
る
時
間
を
傍
観
す
る
視
座
を
基
盤
と
し
て
、
自
己
を
把
捉
し
て
い
る
と
い
え
る
。

人
の
変
化
の
可
能
性
は
、
加
齢
お
よ
び
そ
れ
が
必
然
的
に
も
た
ら
す
老
い
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
て
い
く
は
ず
で
あ
る
が
、
自
己
認
識
の
次
元
に
お
い
て

未
来
と
断
絶
し
て
し
ま
っ
た
李
賀
は
、
時
間
の
経
過
に
よ
っ
て
順
次
到
達
す
べ
き
生
の
時
間
の
諸
段
階
を
、
現
在
の
自
己
の
内
部
に
同
時
的
に
見
出
さ
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
二
十
心
已
朽
（
二
十
に
し
て
心
已
に
朽
ち
た
り
）
」
の
句
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
「
朽
」
に
象
徴
さ
れ
る
老
境

と
「
二
十
」
で
あ
る
現
在
と
を
同
一
視
し
な
が
ら
自
己
を
表
象
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
若
さ
と
老
い
と
い
う
対
立
的
な
要
素
の
混
在
、
矛
盾
を
は
ら
ん
だ

そ
う
し
た
状
態
こ
そ
が
、
年
齢
表
現
に
お
け
る
李
賀
の
自
己
表
象
の
特
徴
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

第
三
章
「
自
称
表
現
に
つ
い
て
―
―
表
現
者
と
し
て
の
自
己
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」
に
お
い
て
は
、
固
有
名
詞
を
含
む
自
称
表
現
、
お
よ
び
李
賀
が
繰
り

返
し
自
称
詞
と
し
て
用
い
た
「
書
客
」
の
語
を
取
り
上
げ
て
、
彼
が
表
現
者
と
し
て
の
自
己
を
い
か
に
造
形
し
て
い
た
の
か
を
探
っ
た
。
固
有
名
詞
を
含

む
自
称
表
現
に
は
、
「
莫
忘
作
歌
人
姓
李
（
忘
る
る
莫
か
れ
歌
を
作
り
し
人
の
姓
は
李
な
る
を
）
」
と
い
っ
た
署
名
と
し
て
の
意
味
合
い
が
濃
厚
な
用
例
が

認
め
ら
れ
る
一
方
、
「
隴
西
長
吉
摧
頽
客
（
隴
西
の
長
吉

摧
頽
の
客
）
」
と
い
っ
た
自
己
の
否
定
的
側
面
を
語
る
表
現
も
見
受
け
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
後

者
に
つ
い
て
は
、
郡
望
と
字
の
組
み
合
わ
せ
が
か
え
っ
て
自
己
を
突
き
放
し
た
よ
う
な
印
象
を
強
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
表
現
の
背
景
に
は
、
前
途
に
対

す
る
李
賀
の
絶
望
や
諦
観
が
貼
り
つ
い
て
い
よ
う
。
彼
の
前
途
は
、
も
は
や
自
分
一
個
の
努
力
に
よ
っ
て
は
も
は
や
い
か
ん
と
も
し
が
た
く
な
っ
て
お
り
、

す
で
に
自
分
の
手
を
離
れ
た
と
こ
ろ
で
物
事
が
運
行
し
て
い
る
と
い
っ
た
感
覚
が
、
自
称
表
現
で
あ
り
な
が
ら
他
者
の
境
涯
を
描
く
よ
う
な
突
き
放
し
た

表
現
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

姓
を
構
成
要
素
と
す
る
「
李
子
」
の
語
も
、
自
己
の
客
体
化
を
物
語
っ
て
い
た
。
こ
の
語
は
一
種
の
尊
称
で
あ
る
「
子
」
を
付
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

諧
謔
を
含
ん
だ
も
の
と
も
見
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
杜
甫
「
北
征
」
の
「
杜
子
」
を
踏
ま
え
た
措
辞
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
単
な
る
諧
謔
と
断

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
「
李
子
」
の
語
は
、
社
会
の
在
り
様
に
対
す
る
李
賀
な
り
の
視
野
拡
大
と
そ
の
深
化
を
意
味
す
る
自
称
表
現
な
の
で
あ
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る
。
同
じ
く
姓
を
含
む
自
称
表
現
と
し
て
、
李
賀
は
「
李
生
」
の
語
も
用
い
て
い
る
が
、
「
李
子
」
と
「
李
生
」
の
間
に
は
偏
差
が
認
め
ら
れ
た
。
す
な

わ
ち
、
前
者
は
抑
圧
さ
れ
る
公
的
自
己
、
後
者
は
自
己
本
位
に
ふ
る
ま
う
私
的
自
己
と
な
っ
て
い
た
。

固
有
名
詞
を
含
む
一
連
の
自
称
表
現
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
措
辞
に
よ
っ
て
多
面
的
な
自
己
を
表
象
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、
複
数

の
詩
に
わ
た
っ
て
一
貫
し
て
用
い
ら
れ
る
自
称
表
現
と
し
て
は
、
「
書
客
」
の
語
が
あ
る
。

「
書
客
」
の
語
は
そ
れ
自
体
李
賀
に
特
徴
的
な
詩
語
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
そ
う
し
た
語
を
自
称
表
現
と
し
て
三
例
用
い
た
李
賀
は
、
他
と
は
区
別
さ
れ

る
べ
き
書
記
行
為
者
と
し
て
の
自
負
を
痛
切
に
意
識
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
「
高
軒
過
」
に
お
け
る
「
龐
眉
の
書
客
」
は
、
「
死
草
」
に
比
擬
さ
れ
る
が
、

そ
れ
は
韓
愈
や
皇
甫
湜
の
恩
沢
の
比
喩
で
あ
る
「
華
風
」
に
よ
っ
て
生
気
を
取
り
戻
す
も
の
と
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
た
。
書
記
行
為
へ
の
従
事
者
た
る
自

負
は
、
有
力
な
他
者
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
う
る
と
い
う
無
邪
気
な
信
頼
が
、
「
高
軒
過
」
に
は
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
題
帰
夢
」
に
お
け
る

「
書
客
」
は
、
故
郷
で
あ
る
昌
谷
を
夢
に
見
て
、
そ
こ
に
残
し
て
き
た
家
族
の
期
待
に
沿
え
な
い
現
状
に
甘
ん
じ
て
い
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
、
い
わ
ば

敗
北
者
の
姿
を
露
呈
し
て
い
る
。
「
秋
来
」
の
「
書
客
」
は
、
死
者
を
「
弔
」
す
る
主
体
た
る
べ
き
生
者
と
し
て
の
能
動
性
を
剥
奪
さ
れ
、
反
対
に
「
香

魂
」
に
慰
撫
さ
れ
る
よ
う
な
受
動
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
李
賀
は
「
書
客
」
と
し
て
の
自
己
の
窮
状
に
対
し
て
無
力
で
は
な
か
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
や
が
て
「
土
中
」
に
埋
没
せ
ざ
る
を
え
な
い
「
書
客
」
の
行
く
末
を
自
覚
し
つ
つ
も
、
現
実
の
相
似
形
と
し
て
の
時
空
を
構
築
し
、
そ
こ
に
「
書

客
」
と
し
て
の
自
己
の
定
立
を
試
み
た
の
で
あ
っ
た
。
「
書
客
」
と
し
て
夢
を
見
、
「
書
客
」
と
し
て
埋
没
し
て
い
く
。
李
賀
は
生
起
す
る
種
々
の
局
面
に

お
い
て
、
常
に
表
現
者
で
あ
り
続
け
た
。
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
自
己
を
意
識
し
続
け
た
と
い
え
る
。

第
四
章
「
『
感
諷
五
首
』
論
―
―
自
己
認
識
の
変
容
と
そ
の
契
機
―
―
」
で
は
、
は
じ
め
に
「
知
」
字
の
用
法
を
手
が
か
り
と
し
て
、
〈
其
一
〉
と
〈
其

四
〉
の
対
照
性
に
着
目
し
た
。
〈
其
一
〉
の
「
足
知
造
化
力
（
知
る
に
足
る
造
化
の
力
）
」
と
い
う
句
が
、
「
知
る
者
」
を
詠
じ
る
こ
と
で
「
知
ら
ざ
る
者
」

を
浮
き
彫
り
に
し
て
為
政
者
を
諷
刺
し
て
い
た
の
と
は
対
照
的
に
、
〈
其
四
〉
の
「
万
物
知
天
曙
（
万
物

天
の
曙
な
る
を
知
る
）
」
は
、
「
知
る
者
」
を

詠
じ
る
こ
と
で
「
あ
ら
か
じ
め
知
っ
て
い
た
者
」
、
す
な
わ
ち
孤
独
な
語
り
手
の
存
在
を
炙
り
出
し
て
い
た
。
こ
こ
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、「
感
諷
五
首
」
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は
連
作
の
展
開
に
よ
っ
て
語
り
手
が
固
有
性
を
獲
得
し
て
い
く
様
相
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
裏
づ
け
る
た
め
に
、
随
所
に
登

場
す
る
典
故
人
物
の
描
出
法
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
た
。
〈
其
二
〉
に
は
漢
の
賈
誼
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
語
り
手
の
関
与
し
え
な
い
遠
い
歴
史
的

存
在
と
し
て
形
象
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
語
り
手
は
、
歴
史
的
時
空
か
ら
区
別
さ
れ
た
孤
立
者
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
〈
其
四
〉
に
至
っ
て
獲
得

さ
れ
る
語
り
手
の
固
有
の
位
置
は
、
〈
其
二
〉
に
す
で
に
否
定
的
な
形
と
し
て
そ
の
兆
し
が
胚
胎
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
〈
其
四
〉
に
登
場
す
る
厳
君
平
と

韓
康
は
、
唐
代
ま
で
の
詩
に
も
描
か
れ
て
い
る
が
、
李
賀
は
そ
れ
ら
と
は
傾
向
を
異
に
し
て
、
厳
君
平
や
韓
康
を
詠
じ
る
際
の
類
型
化
さ
れ
た
形
を
あ
え

て
踏
み
外
し
、
彼
ら
の
本
来
的
な
志
向
に
焦
点
を
当
て
て
い
た
。
賈
誼
と
は
対
照
的
な
描
か
れ
方
に
な
っ
て
い
る
こ
う
し
た
表
現
の
背
後
に
は
、
固
着
し

た
生
の
枠
組
み
か
ら
逸
脱
し
て
い
こ
う
と
す
る
語
り
手
自
身
の
意
欲
が
垣
間
見
え
る
。
〈
其
五
〉
に
登
場
す
る
張
仲
蔚
に
つ
い
て
も
典
故
使
用
の
類
型
性

を
逸
脱
し
て
お
り
、
固
有
の
形
象
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。

連
作
の
掉
尾
と
な
る
〈
其
五
〉
は
、
半
永
久
的
な
営
為
と
し
て
の
読
書
を
描
く
と
こ
ろ
で
詠
い
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
詩
作
営
為
に

対
す
る
李
賀
の
態
度
と
照
合
す
る
こ
と
で
新
た
な
意
味
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
他
の
李
賀
の
表
現
に
徴
す
る
に
、
彼
に
と
っ
て
の
詩
作
と
は
、
書
け
ば

書
く
ほ
ど
他
者
と
の
間
の
溝
が
深
ま
り
、
孤
独
と
懐
疑
を
突
き
つ
け
ら
れ
る
と
い
う
一
面
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
〈
其
五
〉
の
末
尾
は
、
詩

作
を
媒
介
と
す
る
外
界
と
の
摩
擦
を
解
消
し
う
る
時
空
を
、
換
言
す
れ
ば
詩
作
の
た
め
の
読
書
で
は
な
く
読
書
の
た
め
の
読
書
を
す
る
時
空
を
、
語
り
手

が
獲
得
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

以
上
の
行
論
に
よ
り
、
「
感
諷
五
首
」
は
、
語
り
手
の
内
面
的
な
変
容
を
綴
っ
て
い
く
と
こ
ろ
に
、
本
質
的
な
主
題
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ

の
変
容
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
〈
其
三
〉
で
あ
る
。
と
り
わ
け
「
月
午
樹
立
影
（
月
午
に
し
て
樹
影
を
立
つ
）
」
の
句
が
示
す
実
体
と
そ
の
影

と
の
一
体
化
は
象
徴
的
で
あ
っ
た
。
月
光
が
、
い
わ
ば
心
理
的
な
意
味
で
の
漂
泊
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
で
現
世
的
な
価
値
へ
の
拘
泥
を
洗
い
去
り
、
語

り
手
の
在
り
様
に
変
容
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
月
の
中
天
に
よ
っ
て
影
と
重
な
り
合
っ
た
樹
木
の
姿
を
契
機
と
し
て
、
語
り
手
は
自
律
的
な
独
行
者

と
し
て
自
己
像
を
立
ち
上
げ
た
の
で
あ
る
。
「
感
諷
五
首
」
は
、
連
作
と
い
う
枠
組
み
を
設
定
し
、
そ
の
内
側
に
自
己
の
相
似
形
と
し
て
の
主
体
的
語
り
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手
を
構
築
す
る
た
め
に
、
必
然
的
に
要
請
さ
れ
た
創
作
営
為
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

第
五
章
「
他
者
と
し
て
の
李
賀
―
―
黄
景
仁
の
李
賀
受
容
を
手
が
か
り
と
し
て
―
―
」
に
お
い
て
は
、
清
・
黄
景
仁
（
一
七
四
九
～
一
七
八
三
）
の
作

品
に
お
け
る
李
賀
の
受
容
を
手
が
か
り
と
し
て
、
後
世
の
詩
人
に
と
っ
て
の
李
賀
、
す
な
わ
ち
他
者
と
し
て
の
李
賀
が
い
か
な
る
存
在
で
あ
っ
た
の
か
に

つ
い
て
、
そ
の
一
端
を
ひ
も
と
い
た
。
黄
景
仁
の
詩
、
と
り
わ
け
李
賀
の
「
秋
来
」
を
襲
っ
た
諸
詩
は
、
表
層
的
な
措
辞
の
面
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
李

賀
の
詩
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
一
方
で
、
単
な
る
模
倣
に
終
始
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
二
者
の
感
性
の
間
に
は
径
庭
が
あ
る
。

自
分
に
は
見
え
な
い
も
の
を
認
め
、
聞
こ
え
な
い
も
の
を
聞
き
と
め
、
生
来
的
な
感
性
に
よ
っ
て
不
在
を
存
在
と
し
て
語
る
、
そ
れ
が
黄
景
仁
に
と
っ
て

の
李
賀
と
い
う
詩
人
で
あ
っ
た
。
黄
景
仁
は
飲
酒
に
よ
る
非
日
常
の
中
に
あ
っ
て
さ
え
、
あ
く
ま
で
現
世
的
・
地
上
的
な
価
値
の
範
疇
に
、
自
身
の
立
ち

位
置
を
見
定
め
ざ
る
を
え
な
い
。
現
実
原
則
の
範
疇
か
ら
逸
脱
す
る
「
鬼
」
の
よ
う
な
も
の
を
経
験
的
に
は
語
れ
な
い
こ
と
を
、
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
を

不
在
の
形
と
し
て
し
か
語
れ
な
い
こ
と
を
、
黄
景
仁
は
李
賀
と
の
対
峙
に
よ
っ
て
把
捉
し
て
い
た
の
だ
。

黄
景
仁
に
と
っ
て
の
李
賀
受
容
は
、
李
賀
と
い
う
対
象
に
同
化
し
よ
う
と
す
る
志
向
を
基
盤
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
表
現
の
糧
と
な
る
べ
く
詩
人
の

内
面
に
宿
る
古
人
は
、
決
し
て
そ
の
詩
人
の
相
似
形
で
あ
る
必
要
は
な
い
の
だ
。
む
し
ろ
、
古
人
と
の
差
異
や
、
埋
ま
ら
な
い
距
離
へ
の
凝
視
を
根
幹
と

す
る
対
峙
的
な
受
容
で
あ
っ
て
こ
そ
、
単
な
る
模
倣
に
終
始
し
な
い
、
そ
の
詩
人
な
ら
で
は
の
表
現
が
生
成
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
黄
景
仁
に
と
っ
て
の

李
賀
受
容
は
、
ま
さ
し
く
そ
う
し
た
形
の
も
の
で
あ
っ
た
。
李
賀
は
後
世
の
詩
人
に
と
っ
て
の
他
者
と
し
て
、
彼
ら
が
自
己
を
確
立
す
る
た
め
の
契
機
的

存
在
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
下
篇
の
諸
章
に
よ
っ
て
李
賀
の
自
己
表
象
を
多
面
的
に
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
自
体
に
お
け
る
特
質
と
、
そ
こ
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
自

己
認
識
の
在
り
様
を
探
っ
た
。
李
賀
は
あ
る
べ
き
自
己
か
ら
疎
外
さ
れ
、
し
か
も
相
反
す
る
価
値
を
同
時
的
に
内
包
せ
ざ
る
を
え
な
い
複
層
性
、
あ
る
い

は
矛
盾
を
は
ら
ん
だ
も
の
と
し
て
、
自
己
を
把
捉
し
て
い
た
。
葛
藤
や
懐
疑
の
解
消
は
、
例
え
ば
連
作
内
部
の
、
い
わ
ば
も
う
一
人
の
自
己
に
よ
っ
て
実

現
さ
れ
る
よ
う
な
、
虚
構
と
し
て
し
か
あ
り
え
な
い
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
、
虚
構
を
構
築
し
う
る
表
現
者
と
し
て
の
自
己
認
識
が
一
層
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強
化
さ
れ
て
い
っ
た
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
序
論
に
お
い
て
す
で
に
言
及
し
た
と
お
り
、
李
賀
は
そ
の
特
異
な
詩
風
が
こ
と
さ
ら
に
強
調
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
彼
も
文
学
史
上
の
完
全

な
独
行
者
で
は
あ
り
え
な
い
。
意
味
伝
達
の
機
能
に
よ
っ
て
、
詩
が
書
き
手
と
読
み
手
を
媒
介
す
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
そ
れ
は
過
去
か
ら
の
文
脈
を
何

ら
か
の
形
で
背
負
っ
て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
李
賀
の
表
現
は
と
き
に
は
そ
れ
ら
の
延
長
線
上
に
あ
っ
て
安
定
性
を
獲
得
し
た
り
、
ま
た
あ

る
と
き
は
あ
え
て
反
転
的
に
受
容
し
た
り
、
意
味
合
い
に
ズ
レ
や
ね
じ
れ
を
付
加
す
る
こ
と
で
独
自
性
を
主
張
し
た
り
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
多
様
な
手

法
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
表
現
の
境
域
は
、
彼
の
自
己
認
識
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
李
賀
が
抱
え
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
懐
疑
や
疎
外
、
葛
藤
や
矛
盾
は
、

彼
に
批
判
的
視
点
を
付
与
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
李
賀
は
、
継
承
と
断
絶
、
肥
大
と
矮
小
、
肯
定
と
否
定
、
集
団
へ
の
憧
憬
と
意
図
的
な
孤
立
、
と
い
っ

た
項
目
に
つ
い
て
、
一
方
へ
の
傾
斜
を
拒
否
し
た
。
何
者
か
へ
の
安
易
な
接
近
を
排
し
、
対
象
を
す
る
ど
く
見
つ
め
た
ま
ま
そ
れ
か
ら
乖
離
し
て
い
く
、

い
わ
ば
後
ろ
向
き
に
歩
を
進
め
る
よ
う
な
危
う
さ
が
、
李
賀
の
文
学
と
生
に
底
流
し
、
精
彩
を
施
し
て
い
る
の
だ
。

あ
る
い
は
そ
こ
に
安
住
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
表
現
の
沃
野
か
ら
、
李
賀
は
地
続
き
の
荒
野
へ
と
あ
え
て
一
歩
を
踏
み
出
し
、
表
現
者
た
る
自
負
に

よ
っ
て
、
血
を
絞
る
よ
う
に
し
て
そ
こ
に
詩
篇
を
埋
め
た
。
そ
れ
は
彼
自
身
の
言
葉
の
と
お
り
、
妖
し
い
碧
玉
の
輝
き
を
放
っ
て
い
る
。
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修
館
書
店
、
一
九
九
二
）

鈴
木
修
次
『
唐
詩

そ
の
伝
達
の
場
』
（N

H
K

ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
七
六
）

鈴
木
修
次
『
人
生
有
情
―
―
警
策
の
こ
と
ば
―
―
』
（
東
書
選
書
、
一
九
七
七
）

鈴
木
修
次
『
唐
代
詩
人
論
（
一
）
～
（
四
）
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
七
九
）

鈴
木
修
次
『
唐
詩
の
世
界
』
（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
九
〇
）

鈴
木
虎
雄
『
李
長
吉
歌
詩
集

上
下
』
（
岩
波
文
庫
、
一
九
六
一
）
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高
木
重
俊
「
李
賀
詩
考
―
―
推
移
の
感
覚
を
中
心
と
し
て
―
―
」
（
『
東
京
成
徳
短
期
大
学
紀
要
』
第
三
号
、
一
九
六
九
）

高
木
重
俊
「
李
賀
と
新
題
の
楽
府
―
―
特
に
古
楽
府
と
の
関
連
に
お
い
て
―
―
」
（
『
函
館
大
学
論
究
』
第
八
輯
、
一
九
七
三
）

高
木
重
俊
『
唐
代
科
挙
の
文
学
世
界
』
（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
九
）

高
芝
麻
子
「
白
居
易
詩
に
お
け
る
年
齢
の
言
及
」
（
『
白
居
易
研
究
年
報
』
第
一
〇
号
、
二
〇
〇
九
）

竹
田
晃
編
『
柳
宗
元
古
文
注
釈
―
―
説
・
伝
・
騒
・
弔
―
―
』
（
新
典
社
、
二
〇
一
四
）

谷
口
高
志
「
音
楽
の
映
像
―
―
韓
愈
『
聴
穎
師
弾
琴
』
と
李
賀
『
李
憑
箜
篌
引
』
を
中
心
に
―
―
」
（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
〇
集
、
二
〇
〇
八
）

谷
口
真
由
実
「
杜
甫
の
自
称
表
現
と
『
北
征
』
詩
―
―
『
杜
子
』
と
『
臣
甫
』
を
中
心
に
―
―
」
（
『
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
』
第
三
〇
号
、

二
〇
一
一
）

谷
口
真
由
実
『
杜
甫
の
詩
的
葛
藤
と
社
会
意
識
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
）

程
千
帆
著
、
松
岡
栄
志
・
町
田
隆
吉
訳
『
唐
代
の
科
挙
と
文
学
』(

凱
風
社
、
一
九
八
六)

中
元
雅
昭
「
李
賀
の
共
感
覚
表
現
に
つ
い
て
」
（
『
日
中
文
学
文
化
研
究
』
第
二
号
、
二
〇
一
三
）

成
瀬
哲
生
「
李
賀
に
お
け
る
『
老
』
に
つ
い
て
」
（
『
中
哲
文
学
会
報
』
第
六
号
、
一
九
八
一
）

野
口
一
雄
「
李
賀
と
沈
亜
之
」
（
『
北
海
道
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
二
八
巻
第
二
号
、
一
九
八
〇
）

野
原
康
宏
「
李
賀
の
時
間
表
現
に
つ
い
て
」
（
『
未
名
』
第
七
号
、
一
九
八
八
）

野
原
康
宏
「
宋
本
李
賀
詩
集
に
つ
い
て
」
（
『
飈
風
』
第
三
八
号
、
二
〇
〇
三
）

野
原
康
宏
「
『
風
雨
吹
』
」
（
『
飈
風
』
第
四
一
号
、
二
〇
〇
六
）

野
原
康
宏
編
『
李
賀
詩
集
校
本[

校
本
篇]

・[

索
引
篇]

』
（
飇
風
の
会
、
二
〇
一
四
）

原
田
憲
雄
『
李
賀
論
考
』
（
朋
友
書
店
、
一
九
八
〇
）
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原
田
憲
雄
『
李
賀
歌
詩
編
一
―
―
蘇
小
小
の
歌
』
（
東
洋
文
庫
、
一
九
九
八
）

原
田
憲
雄
『
李
賀
歌
詩
編
二
―
―
独
吟
聯
句
』
（
東
洋
文
庫
、
一
九
九
九
）

原
田
憲
雄
『
李
賀
歌
詩
編
三
―
―
北
中
寒
』
（
東
洋
文
庫
、
一
九
九
九
）

比
留
間
一
成
『
李
賀
詩
集
』
（
中
国
の
詩
集
六
、
角
川
書
店
、
一
九
七
二
）

福
原
国
郎
「
李
賀
の
詩
の
比
喩
表
現
―
―
重
な
り
表
現
に
つ
い
て
―
―
」
（
『
集
刊
東
洋
学
』
第
四
四
号
、
一
九
八
〇
）

古
川
末
喜
『
杜
甫
農
業
詩
研
究
』
（
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
八
）

前
野
直
彬
『
風
月
無
尽
―
―
中
国
の
古
典
と
自
然
―
―
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、U

P

選
書
、
一
九
七
二
）

松
浦
友
久
『
詩
語
の
諸
相
―
―
唐
詩
ノ
ー
ト
〈
増
訂
版
〉
』
（
研
文
出
版
、
一
九
九
五
）

松
浦
友
久
編
『
続
校
注
唐
詩
解
釈
辞
典
』
（
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
一
）

松
原
朗
編
『
生
誕
千
三
百
年
記
念

杜
甫
研
究
論
集
』
（
研
文
出
版
、
二
〇
一
三
）

松
本
肇
・
川
合
康
三
編
『
中
唐
文
学
の
視
角
』
（
創
文
社
、
一
九
九
八
）

松
本
肇
『
唐
宋
の
文
学
』
（
創
文
社
、
二
〇
〇
〇
）

松
本
肇
『
唐
代
文
学
の
視
点
』
（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
六
）

緑
川
英
樹
「
成
熟
と
老
い
の
詩
学
認
識
―
―
杜
甫
か
ら
歐
・
梅
ま
で
―
―
」
（
『
中
国
文
学
報
』
第
六
三
号
、
二
〇
〇
一
）

向
島
成
美
『
漢
詩
の
こ
と
ば
』
（
大
修
館
書
店
、
あ
じ
あ
ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
九
八
）

森
瀬
壽
三
『
唐
詩
新
攷
』
（
関
西
大
学
出
版
部
、
一
九
九
八
）

森
瀬
壽
三
『
唐
詩
新
攷
補
篇
』
（
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
七
）

八
木
章
好
「
蒲
松
齢
と
李
賀
」
（
『
芸
文
研
究
』
第
五
四
号
、
一
九
八
九
）
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山
崎
藍
「
李
賀
『
後
園
鑿
井
』
考
―
―
六
朝
・
唐
代
に
お
け
る
井
戸
描
写
を
通
じ
て
」
（
『
六
朝
学
術
学
会
報
』
第
一
一
集
、
二
〇
一
〇
）

山
崎
み
ど
り
「
李
賀
伝
記
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
―
―
李
商
隠
『
李
長
吉
小
伝
』
を
中
心
と
し
て
―
―
」
（
『
中
国
文
学
研
究
』
第
八
号
、
一
九
八
二
）

山
崎
み
ど
り
「
李
賀
の
楽
府
詩
―
―
楽
府
詩
史
に
お
け
る
継
承
と
展
開
―
―
」
（
『
中
国
詩
文
論
叢
』
第
一
号
、
一
九
八
二
）

山
崎
み
ど
り
「
李
賀
と
竹
の
イ
メ
ー
ジ
―
―
『
昌
谷
北
園
新
筍

四
首
』
考
―
―
」
（
『
中
国
詩
文
論
叢
』
第
六
集
、
一
九
八
七
）

山
崎
み
ど
り
「
李
賀
と
韓
愈
―
―
諱
事
件
を
中
心
と
し
て
―
―
」
（
『
長
崎
県
立
国
際
経
済
大
学
論
集
』
第
二
四
巻
第
二
号
、
一
九
九
〇
）

山
崎
み
ど
り
「
李
賀
『
蘇
小
小
歌
』
に
つ
い
て
」
（
『
中
国
文
学
研
究
』
第
一
六
号
、
一
九
九
〇
）

山
崎
み
ど
り
「
泉
鏡
花
『
春
昼
』
と
李
賀
―
―
李
賀
詩
愛
好
の
系
譜
―
―
」
（
『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』
第
四
九
号
、
二
〇
〇
九
）

横
山
伊
勢
雄
「
李
賀
小
論
―
―
比
興
の
手
法
を
中
心
と
し
て
―
―
」
（
『
中
国
文
学
研
究
』
第
二
号
、
一
九
六
一
）

横
山
伊
勢
雄
『
唐
詩
の
鑑
賞

珠
玉
の
百
首
選
』
（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
七
八
）

劉
三
富
「
李
賀
詩
に
つ
い
て
」
（
『
中
国
詩
人
論

岡
村
繁
教
授
退
官
記
念
論
集
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
六
）

和
田
利
男
「
李
賀
の
鬼
詩
と
そ
の
形
成
」
（
『
群
馬
大
学
紀
要

人
文
科
学
篇
』
第
五
巻
、
一
九
五
六
）

和
田
英
信
『
中
国
古
典
文
学
の
思
考
様
式
』
（
研
文
出
版
、
二
〇
一
二
）

中
文

曹
旭
『
詩
品
集
注
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
）

曹
琰
「
論
李
賀
的
病
変
与
文
変
」
（
『
科
技
信
息
』
二
〇
〇
九
、
第
二
九
期
）

岑
仲
勉
『
唐
人
行
第
録
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
七
八
）
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査
屏
球
『
唐
学
与
唐
詩

中
晩
唐
詩
風
的
一
種
文
化
考
察
』
（
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
〇
）

陳
蒼
麟
『
李
賀
唖
謎
詩
歌
新
掲
』
（
文
津
出
版
社
、
一
九
九
〇
）

陳
弘
治
『
李
長
吉
歌
詩
校
釈
』
（
嘉
新
水
泥
公
司
文
化
基
金
会
、
一
九
六
九
）

陳
銘
『
唐
詩
美
学
論
稿
』
（
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
）

陳
鉄
民
『
王
維
集
校
注
』
（
中
華
書
局
、
一
九
九
七
）

陳
煕
晋
『
駱
臨
海
集
箋
注
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
）

陳
允
吉
・
呉
海
勇
『
李
賀
詩
選
評
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
）

陳
治
国
編
『
李
賀
研
究
資
料
』
（
北
京
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
八
三
）

仇
兆
鰲
『
杜
詩
詳
註
』
（
中
華
書
局
、
一
九
七
九
）

段
曹
林
『
唐
詩
修
辞
論
』
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
）

范
之
麟
『
李
益
詩
注
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
四
）

方
瑜
『
中
晩
唐
三
家
詩
析
論
』
（
牧
童
出
版
社
、
一
九
七
五
）

馮
浩
菲
・
徐
伝
武
『
李
賀
詩
選
訳
』
（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
一
一
）

傅
経
順
主
編
『
李
賀
詩
歌
賞
析
集
』
（
巴
蜀
書
社
、
一
九
八
八
）

耿
仲
琳
『
李
賀
李
商
隠
難
詩
破
解
』
（
上
海
三
聯
書
店
、
二
〇
一
〇
）

郭
慶
藩
撰
・
王
孝
魚
点
校
『
荘
子
集
釈
』
（
中
華
書
局
、
一
九
六
一
）

郭
紹
虞
編
選
・
富
寿
蓀
点
校
『
清
詩
話
続
編
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
）

賀
揚
霊
『
李
長
吉
歌
詩
』
（
華
世
出
版
社
、
一
九
七
五
）
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洪
静
云
『
韓
孟
詩
派
険
怪
奇
崛
詩
風
研
究
』
（
中
央
編
訳
出
版
社
、
二
〇
一
五
）

胡
淑
娟
『
歴
代
詩
評
視
野
下
的
李
賀
批
評
』
（
学
林
出
版
社
、
二
〇
〇
九
）

華
忱
之
・
喩
学
才
『
孟
郊
詩
集
校
注
』
（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
九
五
）

黄
世
中
『
李
賀
詩
』
（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
〇
五
）

黄
陶
庵
評
本
・
黎
二
樵
批
点
『
李
長
吉
集
』
（
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
一
）

吉
新
宏
「
観
望
者
：
現
実
秩
序
中
的
李
賀
―
―
以
『
感
諷
五
首
』
・
『
感
諷
六
首
』
為
中
心
的
解
読
」
（
『
河
南
教
育
学
院
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）
』
第

二
五
巻
第
一
期
、
二
〇
〇
六
）

姜
剣
雲
『
審
美
的
遊
離
―
―
論
唐
代
怪
奇
詩
派
―
―
』
（
東
方
出
版
社
、
二
〇
〇
二
）

蒋
孔
陽
『
中
国
古
代
美
学
芸
術
論
文
集
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
一
）

蒋
紹
愚
『
唐
詩
語
言
研
究
』
（
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇
）

蒋
寅
『
戴
叔
倫
詩
集
校
注
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
）

康
保
成
「
『
萇
弘
化
碧
』
故
事
的
両
個
源
頭
」
（
『
許
昌
師
専
学
報
（
社
会
科
学
版
）
』
一
九
八
五
、
第
三
期
）

李
徳
輝
『
李
賀
詩
歌
淵
源
及
影
響
研
究
』
（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
一
〇
）

李
剣
国
輯
校
『
新
輯
捜
神
記
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
）

李
軍
『
李
賀
詩
歌
研
究
』
（
三
秦
出
版
社
、
二
〇
〇
二
）

李
力
『
李
賀
詩
選
注
』
（
吉
林
文
史
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
）

李
雲
逸
『
盧
照
鄰
集
校
注
』
（
中
華
書
局
、
一
九
九
八
）

李
卓
藩
『
李
賀
詩
新
探
』
（
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
九
六
）
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梁
超
然
『
李
賀
詩
歌
賞
析
』
（
江
西
教
育
出
版
社
、
一
九
八
七
）

劉
初
棠
『
盧
綸
詩
集
校
注
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
）

劉
潔
『
唐
詩
審
美
十
論
』
（
民
族
出
版
社
、
二
〇
〇
二
）

劉
開
揚
『
岑
参
詩
集
編
年
箋
註
』
（
巴
蜀
書
社
、
一
九
九
五
）

劉
瑞
蓮
『
李
賀
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
一
）

劉
士
林
主
編
・
廖
明
君
著
『
生
死
攸
関
―
―
李
賀
詩
歌
的
哲
学
解
読
』
（
東
方
出
版
社
、
二
〇
〇
五
）

劉
学
鍇
・
余
恕
誠
『
李
商
隠
文
編
年
校
注
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
）

劉
学
鍇
・
余
恕
誠
『
李
商
隠
詩
歌
集
解
』
（
増
訂
重
排
本
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
）

劉
学
鍇
『
温
庭
筠
全
集
校
注
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
）

劉
衍
『
李
賀
詩
伝
』
（
山
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
）

劉
衍
『
李
賀
詩
校
箋
証
異
』
（
湖
南
出
版
社
、
一
九
九
〇
）

劉
真
倫
・
岳
珍
校
注
『
韓
愈
文
集
彙
校
箋
注
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
）

盧
炳
群
訳
『
英
訳
李
賀
詩
百
首
』
（
国
防
工
業
出
版
社
、
二
〇
一
三
）

逯
欽
立
『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
）

盧
燕
平
『
李
紳
集
校
注
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
）

馬
烈
「
『
碧
』
字
在
唐
宋
詩
詞
中
的
芸
術
表
達
」
（
『
考
試
周
刊
』
二
〇
一
一
、
第
二
六
期
）

馬
少
軽
『
李
賀
詩
歌
箋
評
』
（
河
南
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
）

毛
麗
珠
『
李
群
玉
詩
歌
探
微
』
（
秀
威
資
訊
科
技
股
份
有
限
公
司
、
二
〇
〇
七
）
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米
彦
青
「
論
黄
仲
則
詩
歌
芸
術
対
李
商
隠
感
傷
詩
美
的
接
受
」
（
『
江
蘇
社
会
科
学
』
二
〇
〇
七
、
第
五
期
）

聶
安
福
『
韋
荘
集
箋
注
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二
）

聶
文
郁
『
元
結
詩
解
』
（
陝
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
）

牛
志
平
・
姚
兆
女
編
著
『
唐
人
称
謂
』
（
三
秦
出
版
社
、
一
九
八
七
）

彭
国
忠
『
新
訳
李
賀
詩
集
』
（
三
民
書
局
、
二
〇
〇
八
）

斉
文
榜
『
賈
島
集
校
注
』
（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
）

斉
治
平
校
注
『
拾
遺
記
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
一
）

銭
仲
聯
『
韓
昌
黎
詩
繫
年
集
釈
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
四
）

銭
鍾
書
『
談
芸
録
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
四
）

瞿
蛻
園
『
劉
禹
錫
集
箋
証
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
）

上
海
市
橡
膠
工
業
公
司
・
上
海
師
範
大
学
中
文
系
李
賀
詩
選
注
組
『
李
賀
詩
選
』
（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
七
八
）

沈
恵
楽
『
李
賀
詩
選
注
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
）

孫
欽
善
『
高
適
集
校
注
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
四
）

孫
望
『
韋
応
物
詩
集
繫
年
校
箋
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
）

唐
文
・
尤
振
中
・
馬
恩
雯
・
劉
翠
霞
編
『
李
賀
詩
索
引
』
（
斉
魯
書
社
、
一
九
八
四
）

滕
学
欽
『
李
賀
詩
歌
全
集
簡
疏
・
今
訳
』
（
中
国
書
店
、
二
〇
一
〇
）

佟
培
基
編
撰
『
全
唐
詩
重
出
誤
収
考
』
（
陝
西
人
民
教
育
出
版
社
、
一
九
九
六
）

佟
培
基
『
孟
浩
然
詩
集
箋
注
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
）
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王
定
璋
『
銭
起
詩
集
校
注
』
（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
）

王
輝
斌
『
唐
代
文
学
探
論
』
（
黄
山
書
社
、
二
〇
〇
九
）

王
琦
等
注
『
李
賀
詩
歌
集
注
』
（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
七
七
）

王
水
照
『
唐
宋
文
学
論
集
』
（
斉
魯
書
社
、
一
九
八
四
）

王
暁
強
編
著
『
李
賀
詩
解
謎
』
（
山
東
友
誼
出
版
社
、
一
九
九
八
）

王
秀
林
『
斉
己
詩
集
校
注
』
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
）

王
友
勝
・
李
徳
輝
『
李
賀
集
』
（
岳
麓
書
社
、
二
〇
〇
三
）

王
仲
鏞
『
升
庵
詩
話
箋
証
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
）

王
宗
堂
『
王
建
詩
集
校
注
』
（
中
州
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
）

呉
河
清
『
姚
合
詩
集
校
注
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
）

呉
企
明
・
尤
振
中
『
李
賀
詩
選
析
』
（
江
蘇
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
）

呉
企
明
『
李
賀
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
）

呉
企
明
『
唐
音
質
疑
録
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
）

呉
企
明
編
『
李
賀
資
料
彙
編
』
（
中
華
書
局
、
一
九
九
四
）

呉
企
明
『
李
長
吉
歌
詩
編
年
箋
注
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
二
）

呉
汝
綸
『
李
長
吉
詩
評
註
』
（
新
文
豊
出
版
公
司
、
一
九
七
九
）

呉
相
洲
『
中
唐
詩
文
新
変
』
（
学
苑
出
版
社
、
二
〇
〇
七
）

呉
在
慶
『
杜
牧
集
繫
年
校
注
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
）
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呉
正
子
『
唐
李
長
吉
歌
詩
箋
註
』
（
『
和
刻
本
漢
詩
集
成
』
第
五
輯
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
五
）

肖
占
鵬
『
韓
孟
詩
派
研
究
』
（
南
開
大
学
出
版
社
、
一
九
九
九
）

謝
思
煒
『
白
居
易
詩
集
校
注
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
）

熊
飛
『
張
説
集
校
注
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
）

徐
伝
武
『
李
賀
詩
集
訳
注
』
（
山
東
教
育
出
版
社
、
一
九
九
二
）

徐
伝
武
点
校
『
李
賀
詩
集
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
五
）

徐
礼
節
・
余
恕
誠
『
張
籍
集
繫
年
校
注
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
）

宛
平
・
夷
之
校
点
『
四
溟
詩
話

薑
斎
詩
話
』
（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
六
一
）

厳
寿
澂
・
黄
明
・
趙
昌
平
『
鄭
谷
詩
集
箋
注
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
九
）

羊
春
秋
『
李
群
玉
詩
集
』
（
岳
麓
書
社
出
版
、
一
九
八
七
）

楊
家
駱
主
編
『
李
賀
詩
注
』
（
世
界
書
局
、
一
九
六
四
）

楊
軍
『
元
稹
集
編
年
箋
注
（
詩
歌
巻
）
』
（
三
秦
出
版
社
、
二
〇
〇
二
）

楊
其
群
『
李
賀
研
究
論
集
』
（
北
岳
文
芸
出
版
社
、
一
九
八
九
）

楊
文
雄
『
李
賀
詩
研
究
』
（
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
八
〇
）

葉
葱
奇
『
李
賀
詩
集
』
（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
五
九
）

尹
占
華
『
張
祜
詩
集
校
注
』
（
甘
粛
文
化
出
版
社
、
一
九
九
七
）

尹
占
華
『
王
建
詩
集
校
注
』
（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
六
）

尹
占
華
・
韓
文
奇
『
柳
宗
元
集
校
注
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
）
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詹
鍈
『
文
心
雕
竜
義
証
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
）

張
立
敏
『
李
賀
詩
集
』
（
中
州
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
）

張
巍
『
杜
詩
及
中
晩
唐
詩
研
究
』
（
斉
魯
書
社
、
二
〇
一
一
）

張
宗
富
『
李
賀
研
究
』
（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
九
）

周
誠
真
『
李
賀
論
』
（
文
芸
書
屋
、
一
九
七
一
）

周
相
録
『
元
稹
集
校
注
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
）

周
嘯
天
・
張
効
民
『
雍
陶
詩
注
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
）

朱
易
安
・
傅
璇
琮
等
主
編
『
全
宋
筆
記
』
（
大
象
出
版
社
、
二
〇
〇
三
）

朱
自
清
『
李
賀
年
譜
』
（
竜
門
書
店
、
一
九
七
〇
）

朱
自
清
『
朱
自
清
古
典
文
学
論
文
集
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
一
）

荘
蕙
綺
『
中
唐
詩
歌
的
美
学
意
涵
』
（
新
文
豊
出
版
、
二
〇
〇
六
）

欧
文

J.D
.Frodsham
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s
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o
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初
出
一
覧

序
論

書
き
下
ろ
し

上
篇

表
現
に
お
け
る
試
行

第
一
章

「
傷
心
行
」
の
「
落
照
」
と
「
飛
蛾
」
に
つ
い
て

『
筑
波
中
国
文
化
論
叢
』
第
三
二
号
、
二
〇
一
三
（
原
題

李
賀
「
傷
心
行
」
の
「
落
照
」
と
「
飛
蛾
」
に
つ
い
て
）

第
二
章

「
花
作
骨
」
の
批
評
効
果
と
そ
の
淵
源

『
筑
波
中
国
文
化
論
叢
』
第
三
六
号
、
二
〇
一
七
（
原
題

李
賀
の
詩
に
お
け
る
「
花
作
骨
」
の
批
評
効
果
と
そ
の
淵
源
）

第
三
章

「
酒
闌
感
覚
中
区
窄
」
の
句
を
め
ぐ
っ
て

『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』
第
六
二
号
、
二
〇
一
六
（
原
題

李
賀
の
詩
に
お
け
る
空
間
の
縮
小
―
―
「
酒
闌
感
覚
中
区
窄
」
の
句
を
め
ぐ
っ
て

―
―
）
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第
四
章

「
雁
門
太
守
行
」
の
初
二
句
に
つ
い
て

『
中
国
文
化
』
第
七
二
号
、
二
〇
一
四
（
原
題

李
賀
「
雁
門
太
守
行
」
の
初
二
句
に
つ
い
て
）

第
五
章

詩
的
素
材
の
自
在
性
―
―
碧
血
の
系
譜
を
例
と
し
て
―
―

『
中
唐
文
学
会
報
』
第
二
二
号
、
二
〇
一
五
（
原
題

李
賀
詩
に
見
る
素
材
の
自
在
性
―
―
碧
血
の
系
譜
を
例
と
し
て
―
―
）

下
篇

自
己
表
象
論

第
一
章

疾
病
表
現
に
つ
い
て
―
―
自
他
の
間
を
取
り
持
つ
媒
介
―
―

『
筑
波
中
国
文
化
論
叢
』
第
三
四
号
、
二
〇
一
五
（
原
題

李
賀
詩
に
お
け
る
疾
病
表
現
に
つ
い
て
―
―
自
他
を
取
り
持
つ
可
変
的
媒
介
―
―
）

第
二
章

年
齢
表
現
に
つ
い
て
―
―
屈
折
と
疎
外
の
自
己
表
象
―
―

『
筑
波
中
国
文
化
論
叢
』
第
三
五
号
、
二
〇
一
六
（
原
題

李
賀
詩
に
お
け
る
年
齢
表
現
に
つ
い
て
―
―
屈
折
と
疎
外
の
自
己
表
象
―
―
）

第
三
章

自
称
表
現
に
つ
い
て
―
―
表
現
者
と
し
て
の
自
己
を
め
ぐ
っ
て
―
―

書
き
下
ろ
し
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第
四
章

「
感
諷
五
首
」
論
―
―
自
己
認
識
の
変
容
と
そ
の
契
機
―
―

『
中
唐
文
学
会
報
』
第
二
三
号
、
二
〇
一
六
（
原
題

李
賀
「
感
諷
五
首
」
論
―
―
連
作
内
部
に
お
け
る
自
己
認
識
の
変
容
と
そ
の
契
機
―
―
）

第
五
章

他
者
と
し
て
の
李
賀
―
―
黄
景
仁
の
李
賀
受
容
を
手
が
か
り
と
し
て
―
―

『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
九
集
、
二
〇
一
七
（
原
題

黄
景
仁
と
唐
詩
―
―
李
賀
の
受
容
を
中
心
と
し
て
―
―
）

結
論

書
き
下
ろ
し
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平成 29年度 博士（文学）学位請求論文 概要

筑波大学大学院 人文社会科学研究科

文芸・言語専攻 中国文学領域

小田 健太

題目 李賀研究

本論は、李賀（790～ 816）の詩における詩語と詩句、およびモチーフに焦点をしぼり、
それらの独自性を明らかにした上で、自己表象の諸相について検討を加え、彼の表現者と

しての在り方を浮かび上がらせることを目的とする。

本論は上下二篇によって構成される。上篇は表現論であり、下篇は表現者論となってい
、、、 、、、、

る。両篇を相互に媒介とする複層的な視座を通して、李賀の新たな一面を炙り出す。

上篇「表現における試行」では、李賀がいかにして先行する表現と対峙し、そこから一

歩を進めて独自性を打ち出したのかについて明らかにする。上篇の構成は以下のとおりで

ある。

第一章 「傷心行」の「落照」と「飛蛾」について

第二章 「花作骨」の批評効果とその淵源

第三章 「酒闌感覚中区窄」の句をめぐって

第四章 「雁門太守行」の初二句について

第五章 詩的素材の自在性――碧血の系譜を例として――

次いで、下篇「自己表象論」においては、以下の諸章によって李賀が自己をどのように

造形しているかを探る。

第一章 疾病表現について――自他の間を取り持つ媒介――

第二章 年齢表現について――屈折と疎外の自己表象――

第三章 自称表現について――表現者としての自己をめぐって――

第四章 「感諷五首」論――自己認識の変容とその契機――

第五章 他者としての李賀――黄景仁の李賀受容を手がかりとして――

続いて、上下篇各章の概要を示す。

上篇第一章では、「傷心行」における「落照」と「飛蛾」の語を手がかりとして、既成

の詩語を李賀がいかにして用いていたのかを探った。一般的には既成の詩語に対してみだ

りに新義を付与すべきではない。とはいえ単なる前例の襲用は、作品に弛緩をもたらしか

ねないのも確かである。李賀は「傷心行」において、「落照」の語に意味の変容をもたら

すことで、それを回避していた。落日から灯火へと、李賀は詩語の指示物を矮小化してい

る。しかもそれが意味伝達に支障を来さないように「飛蛾」と取り合わせるという配慮が

施されていた。

第二章では、李賀の知友である張徹の詩才を称讃する、「花作骨」という字句を俎上に

乗せ、その批評効果と表現上の淵源について検討した。類例に徴して、「花作骨」は、「花」

と「骨」のうちの「骨」に重点が置かれた表現であることを明らかにした。「花作骨」と

は、張徹の詩には「花」と「骨」という両方の要素が認められつつ、「花」をしのぐ形で
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「骨」の要素が顕著である状態を詠じたものと解釈できるのである。そして、一見突飛な

印象を与える「花」と「骨」の取り合わせは、「華（花）・実」と「風・骨」という二種

の批評用語を織り交ぜた表現であることを指摘した。

第三章においては、「酒闌感覚中区窄」という句を中心に検討を加えた。李賀は「中区」

の語を、先行例からは一転して、否定的文脈に用いている。既成の詩語に付随する肯定的

なイメージを反転させるという手法が、ここに認められるのである。また、「覚＋〔空間

指示語〕＋窄」というフレーズに着目すると、李賀の句の特質が明瞭に理解される。岑参

や杜甫とは異なり、李賀は友人の任官に触発される形で同フレーズを使用していた。そう

であればこそ、友人のようには前途の開けない自分に対して、李賀は同じ詩の中で「隴西

長吉摧頽客」という自己否定の句を詠じざるをえなかったのだ。

第四章では、「黒雲圧城城欲摧、甲光向月金鱗開」という二句に着目した。前句にある

「黒雲」は、詩における用例が少なくないが、城のような対象を圧迫するものとして詠じ

た李賀の句に類する例は見当たらない。李賀は「欲」字を添えながら城が崩れんとする瀬

戸際を切り取っており、そこにこの句の特質がある。後句については、「甲光」の語に新

味がある。「甲」と「光」の二字を用いながら光を反射させている甲冑を詠じる句は、唐

代以前の詩人たちにもある。李賀は彼らの句に想をえつつ、自分なりの詩語を構成してい

る。「金鱗」を甲冑の比喩としているのもまた、特異な語彙の用い方となっていた。この

句は、兵士と月を結ぶ空間、光の往来する広い空間を含んだ奥行きのある表現になってい

るところに特色があるといえる。

第五章では、萇弘化碧の故事に基づく表現の系譜に着目した。『荘子』にも見受けられ

る萇弘化碧に取材した記述として、『捜神記』や『拾遺記』、左思の「蜀都賦」などが挙

げられる。同様の趣向をこらした詩が登場するのは、中唐期に至ってからであるが、いず

れの詩人も固定的なイメージを伴った形で故事を受容していた。それに対して李賀は、よ

り多面的に同故事を自作に取り込んでいた。

上篇の考察から、李賀が築いた詩作品の意境は、孤絶した閉鎖的空間としてあるわけで

はなかったことが理解される。過去の表現と李賀は対峙し、それを自作に取り入れていた。

重要なのは、そうした表現は単なる襲用に基づくのではなく、批判的視座を内包している

という点だ。その具体的な表れとして、李賀は詩語の固着した意味内容を矮小化したり、

肯定的な意味合いを帯びた詩語を否定的な文脈に用いたりしていたのだ。

次に下篇全五章の概要を示す。

第一章においては疾病表現に関して考察した。知友に向けて詠じた詩における疾病表現

は、具体的な病状に筆が割かれているか否かといった偏差を含みつつも、現状に対する怒

りや戸惑いが表徴している点で共通する。一方で、弟や使用人のような身近な存在に向け

て詠じた詩の中には、疾病に対する別の見方が示されている。すなわち、病が癒えないと

いう否定的状況を受け止めつつ、人間の生全体を視野に入れればそれは取り立てて悲観す

べきものではないというように、俯瞰を契機として価値の転換を試みているのだ。また、

病を患いながら継続していた李賀の創作営為に価値を与えたのは、知識人であるところの

知友ではなく、詩歌には疎いはずの使用人であった。李賀と使用人の間を取り持ったとい

う意味で、疾病はここでは積極的に作用していたのである。

第二章では年齢表現に着目した。それらは貧賤や早世の予感など、いずれも否定的な価
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値と結びつくものであった。李賀の「浩歌」と白居易の「浩歌行」を比較すると、李賀の

詩における年齢表現の特異性が浮き彫りになる。すなわち李賀は、自己存在の有無とは無

関係に延々と流れる長大な時間を想定し、それとは対照的に極小な一時点を生きる二十歳

の自分を表象していた。白居易が生の内部を見つめながら詠作しているのとは異なって、

李賀は自身とは無関係に外部に流れる時間を傍観する視座を基盤として、自己を把捉して

いるといえるのだ。

第三章においては、固有名詞を含む自称表現、および李賀が自称詞として用いた「書客」

の語を取り上げて、彼が自己をいかに造形していたのかを探った。固有名詞を含む自称表

現には、自己の否定的側面を語る表現が見受けられる。そして「書客」の語は、それ自体

李賀に特徴的な詩語であった。従って、そうした語を自称詞として三例用いた李賀は、他

とは区別されるべき書記行為者としての自負を抱き続けていたといえる。

第四章では「感諷五首」に着目し、連作の展開によって表象される語り手の姿を明らか

にした。〈其一〉と〈其四〉にそれぞれ用いられている「知」字の用い方の違いや、各所

に詠まれている典故人物の描き方からして、「感諷五首」は語り手の内面的な変容を綴っ

ていくところに、本質的な主題が隠されているといえる。その変容のきっかけとなってい

るのが、〈其三〉である。とりわけ「月午樹立影」の句が示す樹木の実体とその影との一

体化は象徴的であった。月光が、いわば心理的な意味での漂泊効果を発揮することで現世

的な価値への拘泥を洗い去り、語り手は自律的な自己像を立ち上げたのである。

第五章においては、清・黄景仁（1749～ 1783）における李賀の受容を手がかりとして、
後世の詩人にとっての李賀、すなわち他者としての李賀がいかなる存在であったのかにつ

いて、その一端をひもといた。李賀の「秋来」詩を襲った黄景仁の諸詩は、表層的な面に

おいて、明らかに李賀の詩を下敷きにしていると認められる一方で、単なる模倣に終始し

ているわけではなかった。二者の感性の間には径庭がある。自分には見えないものを認め、

聞こえないものを聞きとめ、生来的な感性によって不在を存在として語る、それが黄景仁

にとっての李賀という詩人であった。

李賀はその特異な詩風がことさらに強調されることがあるが、彼も文学史上の完全な独

行者ではありえない。李賀の表現は先行例の延長線上にあって安定性を獲得したり、あえ

て反転的に受容したり、意味合いにズレやねじれを付加することで独自性を主張したりし

ている。こうした多様な手法によって獲得された表現の境域は、彼の自己認識と結びつい

ている。李賀が抱えざるをえなかった懐疑の念や疎外感は、彼に批判的視点を付与した。

それによって李賀は、継承と断絶、肥大と矮小、肯定と否定、集団への憧憬と意図的な孤

立、といった項目について、一方への傾斜を拒否した。何者かへの安易な接近を排し、対

象をするどく見つめたままそれから乖離していくというような詩への向き合い方が、李賀

の詩業に底流しているのである。


